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蕊
認

サイズ24.0～27.0cm

価格￥3,400くらいま燕
し

クライミングの技術と川典は #I I携えて共に進歩と発展をつづけかって

は登蟻不能と思われた岩雌も次輔にクライ ミンク．の練磨の場として親まれ

その範囲をひろめました クライミング111の靴も それ↓-適応する特殊な性

能を具備することを大Ujな条件として成長しました。

新発売のクライミンク・シューズはキャラバンシューズが_埴製殺山靴に対

し ’挺用‘性とWW!を将'|''|:としてﾉkれたように斯界椛戚荷の貴煎な体験に荘

く助言を迎ぎ現地拭嶮に上るj式作と故良をInねてこの段階に到達しました。

底は ｜ ･分かたく トウ スァソプを確ﾉﾐにし足裏の面積に近い細型で

岬布に選んだ厚織り綿布と 多彩なチェソク柄の裏布との間には底のかた

さを助成する側面芯ゴムを又余巾i的にスポンヂを挿入して打撲や保温に備

えました何れも岩のほ:りの適格なバランスを主眼とした設計であります

布の色は柵稚なバハアマベイジ,‐ 黒底と岬布をⅨ切る巾27ミリの補強

ベルトはイエローオーカー(茶禍色） これに金具や紐も同系色に調和して

燗ﾙ|'′|蝋かなクライミング・シューズが廷生しました。

昨今登l lJ靴も｣Y製と キャラバンと三足の時代だといわれま#。現地試

験でこのクライミング・シューズは蓋り降りの坂路にも薮歩きにも快適

であることが認められました。無秀期には勿愉広範囲に活用下さらんことを

を御願いし又御披露'l'しkげます

ギャラ"爺ソ承り卜
向＊向ロンヨュヨコ

承り
＊

山晴社株式会社

東京都千代田区神H1駿河台2の11 TEL(291)4 1 2 1～4

大阪市西区京町堀1の68五月ピル内TEL(441)4431 ･ 5204
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グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
に
関
す
る
も
の
六
枚

パ
タ
。
三
一
ア
氷
床
に
関
す
る
も
の
四
枚

ラ
ン
ガ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
二
枚

ジ
ロ
山
群
及
び
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
六
枚

シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
に
関
す
る
も
の
三
枚
（
内
折
込
み
一
枚
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
央
ア
ン
デ
ス
に
関
す
る
も
の
六
枚

キ
ム
サ
ク
ル
ス
及
び
イ
リ
マ
ニ
に
関
す
る
も
の
六
枚

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
に
関
す
る
も
の
四
枚

マ
ー
ヵ
ス
・
・
ヘ
ー
ヵ
ー
に
関
す
る
も
の
二
枚

パ
ラ
ン
ザ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
四
枚

名
誉
会
員
近
藤
茂
吉
氏
、
武
山
良
次
氏
、
山
根
雅
男
氏
、
太
田
清
吉
（
耳
動
子
）

氏
、
稲
田
豊
八
氏

イ
ス
ト
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ル
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同
定
に
関
す
る
も
の
六
枚

写
真

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
一
九
六
八
年
横
断
隊
ル
ー
ト
図
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
略
図

エ
ク
ス
マ
ウ
ス
川
付
近
略
図
、
リ
ソ
．
。
〈
ト
ロ
ン
付
近
略
図

パ
タ
マ
コ
ニ
ア
、
リ
ソ
・
・
ハ
ト
ロ
ン
付
近
略
図

ウ
ス
コ
氷
河
付
近
概
念
図
、
ウ
ス
コ
氷
河
南
岸
の
山
の
ス
ケ
ッ
チ
、
ウ
ス
コ
氷
河
北
岸

の
山
の
ス
ケ
ッ
チ

ジ
ロ
山
群
（
ト
ル
己
略
図
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
概
念
図

シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
概
念
図

デ
ア
マ
ン
テ
湖
周
囲
の
山
々
略
図
、
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
及
び
セ
ロ
・
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
略
図

キ
ム
サ
ク
ル
ス
概
念
図

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
附
近
の
図

マ
ー
ヵ
ス
・
ペ
ー
ヵ
ー
峰
ル
ー
ト
図

知
床
日
記
に
挿
入
さ
れ
た
地
図
、
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
に
お
け
る
知
床
、

北
海
道
庁
地
理
課
発
行
知
床
地
図

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
山
座
同
定
に
関
す
る
地
図
及
び
ス
ケ
ッ
チ
六
枚

表
紙
カ
ッ
ト
（
つ
ば
め
お
も
と
）

地
図

山
下
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夫



銅
屋
根
と

８妬
こ
ま
、

１
１
１

く断
の
よ
う

横堀
本
格
的

跡
な
っ
た

ンラ
識
を
、

ン

一
を
さ
ま

リグ
。
↑
！
，
●
，
，

結
局

我
々
の
極
地
の
山
々
へ
の
関
心
は
、
初
期
の
南
極
観
測
隊
に
参
加
し
た
仲
間
の
中
で
、
早
く
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
世
界
の

屋
根
と
呼
ば
れ
、
地
球
上
の
高
峰
が
集
っ
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
関
心
は
、
そ
れ
以
上
に
我
々
の
仲
間
の
興
味
を
と
ら
え
、
一
九
六
二
年

に
は
、
桜
門
山
岳
会
お
よ
び
日
本
大
学
山
岳
部
の
最
初
の
計
画
と
し
て
、
登
山
隊
を
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
送
っ
た
。
そ
の
後
、
熱
病

の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
計
画
が
生
れ
て
は
つ
ぶ
れ
、
生
れ
て
は
つ
ぶ
れ
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
も
の
が

本
格
的
に
火
と
な
り
、
燃
え
出
し
た
頃
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
々
は
複
雑
な
政
治
事
情
の
た
め
、
登
山
活
動
は
困
難
と
な
り
、
出
来
な
く

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
一
辺
倒
で
あ
っ
た
我
々
の
視
野
を
拡
げ
、
良
い
意
味
で
将
来
の
海
外
登
山
に
つ
い
て
の
認

識
を
、
新
た
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
地
球
上
の
様
々
な
未
知
の
山
岳
を
求
め
て
、
地
図
の
上

を
さ
ま
よ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

、
高
さ
こ
そ
お
と
る
が
高
緯
度
に
位
置
す
る
島
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ゞ
ハ
ッ
フ
ィ
ン
島
、
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
な
ど
、
自
然
条
件

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
横
断
（
一
九
六
八
年
）

は
じ
め
に

池
田

錦

重

（ 1）



の
最
も
厳
し
い
極
地
の
山
々
が
、
格
好
の
目
標
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
中
で
も
当
時
の
『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
な
ど
で
、
外

国
隊
の
活
動
が
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
注
目
し
た
。
こ
の
島
は
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
（
『
山
岳
』
第
六
十
一

年
お
よ
び
第
六
士
一
年
参
照
）
、
日
本
の
約
六
倍
の
広
さ
を
持
つ
世
界
最
大
の
島
で
、
そ
の
面
積
の
八
割
は
厚
い
氷
床
に
お
お
わ
れ
、
そ
の
中
央

部
は
標
高
三
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
巨
大
な
氷
床
で
あ
る
。
露
岩
地
帯
は
、
わ
ず
か
島
の
東
西
南
北
の
沿
岸
部
に
あ
り
、
こ
の
地

帯
は
内
陸
の
氷
を
押
え
る
よ
う
に
山
岳
帯
と
な
り
、
聟
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
沿
岸
部
は
大
き
な
半
島
、
散
在
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
の

島
、
内
陸
に
深
く
切
れ
込
ん
だ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
な
ど
の
地
形
と
、
北
極
海
か
ら
流
れ
出
し
た
流
氷
に
よ
り
、
一
年
中
接
近
の
困
難
な
場
所
が

多
く
、
遠
征
隊
の
活
動
を
さ
ま
た
げ
、
ま
だ
多
く
の
未
知
な
山
岳
や
未
踏
の
氷
床
が
残
さ
れ
て
い
た
。

我
々
の
こ
の
島
に
対
す
る
最
初
の
計
画
は
、
東
海
岸
の
未
踏
の
氷
床
の
横
断
行
か
ら
未
知
な
山
岳
を
探
り
、
登
山
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地
理
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
も
な
い
我
々
は
、
た
ま
た
ま
地
図
上
で
拾
い
上
げ
た
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
第
二
の
山
フ
オ
ー
レ
ル
峰
（
三
一
天
○
メ
ー
ト
ル
）
が
、
一
九
六
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学
隊
に
よ
り
試
み
ら
れ
失
敗
し
た

こ
と
を
知
り
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
地
域
に
目
標
を
絞
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
六
五
年
は
最
終
的
に
こ
の
山
岳
帯
の
踏
査
と
、
こ
の
最
北
端
に
あ
る
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
を
初
め
と
す
る
山
々
の
登
山
と
な
っ
た
。
そ

し
て
最
後
ま
で
心
配
さ
れ
た
日
本
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
で
の
交
通
機
関
も
、
こ
の
年
ソ
連
の
シ
や
ヘ
リ
ャ
鉄
道
が
一
般
の
ツ
ー
リ
ス
ト

に
解
放
さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ト
で
一
度
コ
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
出
て
、
そ
こ
か
ら
船
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
向
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
フ
オ
ー
レ
ル
峰
山
塊
ま
で
の
旅
行
に
使
う
現
地
の
犬
橇
が
雇
え
ず
、
我
々
だ
け
で
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
に
向
っ
た
が
、
こ
の
不
案
内
な
氷

河
の
旅
は
予
想
以
上
に
長
引
き
、
ま
た
連
日
危
険
な
ク
レ
、
ハ
ス
や
軟
雪
、
悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
苦
し
い
旅
と
な
り
、
我
々
が
奥
地
で
の
登

山
に
か
け
た
情
熱
と
意
欲
と
は
、
す
べ
て
殺
ぎ
と
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
奥
地
で
は
二
回
に
わ
た
り
行
っ
た
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
の
登
肇

も
失
敗
に
終
り
、
迎
え
る
冬
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
帰
途
に
つ
い
た
。
試
登
の
さ
い
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
の
一
角
か
ら
眺
め
た
内
陸
氷
床
の
未
知

の
拡
が
り
は
、
我
々
の
横
断
計
画
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。

（2 ）



ランド氷床の横断(1968年）グリー‐

度
で
三
度
目
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
は
、
内
陸
氷
床
の
横
断
計
画
が
会
の
正
式
な
計
画
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
二
名
の
仲

間
を
北
半
球
最
北
の
氷
島
ス
ピ
ッ
ツ
寺
へ
ル
ゲ
ン
に
送
っ
た
。
我
々
に
と
り
、
こ
の
一
年
間
に
わ
た
る
氷
床
横
断
の
た
め
の
準
備
期
間
は
、

長
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
氷
床
で
行
わ
れ
た
探
検
記
録
の
整
理
、
内
陸
氷
床
の
気
象
、
橇
の
帆
走
方
法
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド

を
下
る
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
テ
ス
ト
、
地
文
、
天
文
航
法
の
準
備
な
ど
、
新
ら
た
に
色
々
と
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
す
ぎ
た
。

計
画
の
第
一
の
目
的
は
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
ア
ン
マ
サ
リ
ッ
ク
か
ら
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
を
経
由
し
、
西
海
岸
の
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
ま

で
一
○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
橇
と
ス
キ
ー
で
横
断
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
徒
歩
に
よ
る
横
断
は
、
一
八
八
八
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ナ
ン
セ
ン
が
初
め
て
横
断
し
て
以
来
、
一
九
六
五
年
に
英
国
の
シ
ン
プ
ソ
ン
夫
妻
が
、
幅
六
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
横
断
し
、
今

い
ま
ま
で
我
々
が
馴
れ
親
し
ん
で
き
た
日
本
の
山
や
、
氷
河
に
け
ず
ら
れ
た
急
峻
な
ア
ル
プ
ス
の
山
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
重
量
感
あ
ふ
れ
た

山
々
が
動
的
で
安
定
感
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
や
へ
、
こ
の
島
の
中
央
部
に
向
い
、
ゆ
る
や
か
に
盛
上
っ
て
い
く
巨
大
な
氷

床
の
印
象
は
、
か
つ
て
想
像
し
た
こ
と
も
な
い
巨
大
な
山
岳
に
も
思
え
た
し
、
子
供
の
頃
海
辺
に
た
っ
て
、
水
平
線
の
か
な
た
に
消
え
ゆ

く
船
を
、
羨
望
と
不
安
の
入
り
交
っ
た
気
持
で
眺
め
た
海
に
も
似
て
い
た
し
、
白
い
大
き
な
雪
原
の
う
ね
り
は
、
酷
寒
の
砂
漠
を
も
連
想

さ
せ
、
静
的
な
不
安
定
の
要
素
を
多
く
も
っ
て
い
た
。

翌
一
九
六
六
年
は
前
年
と
同
じ
計
画
で
隊
を
派
遣
し
た
。
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
山
麓
ま
で
の
行
程
は
知
っ
た
道
と
は
い
え
、
や
は
り
苦
し
さ

の
点
で
は
昨
年
経
験
し
た
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
肉
体
的
な
も
の
で
、
未
知
の
世
界
か
ら
来
る
圧
迫
感
で

は
な
か
っ
た
。
奥
地
で
の
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
を
初
め
と
し
た
登
山
と
、
内
陸
氷
床
の
境
に
そ
っ
た
旅
行
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
成
功
裡
に
終
っ

第
二
の
目
的
は
、
支
援
隊
が
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
山
麓
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
あ
と
、
一
九
六
六
年
に
初
め
て
歩
い
た
山
岳
地
域
と
、
そ
の
さ

ら
に
東
に
横
た
わ
る
未
踏
の
山
岳
を
探
り
、
登
山
と
共
に
一
九
三
三
年
に
作
ら
れ
た
現
在
の
地
図
に
対
し
、
正
し
い
地
形
の
確
認
を
す
る

て
帰
国
し
た

（ 3 ）



五
月
一
三
日
、
五
月
女
、
三
好
、
小
島
の
三
人
は
、
久
し
振
り
に
晴
れ
上
が
っ
た
．
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
あ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
．
・
へ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
春
の
犬
橇
旅
行
に
つ
い
て
の
、
全
て
の
準
備
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
を
の
が
し
た
ら
、
東
海
岸
の

氷
は
融
け
、
犬
橇
旅
行
は
不
可
能
に
な
り
、
多
く
の
準
備
が
水
の
泡
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
四
日
に
は
早
く
も
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

こ
と
に
あ
っ
た
。
去
る
第
二
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
計
画
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
今
後
の
極
地
で
の
活
動
も
考
え
、
東
海
岸
山

岳
帯
の
輸
送
の
一
部
に
、
現
地
の
犬
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
春
に
は
三
名
の
先
発
隊
を
現
地
に
派
遣
し
て
、
エ
ス
キ
モ
ー
犬
の
調
達
と
訓

練
、
さ
ら
に
山
岳
帯
へ
容
易
に
入
れ
る
ル
ー
ト
を
見
つ
け
、
山
岳
帯
の
中
に
で
き
る
か
ぎ
り
の
燃
料
と
、
犬
の
食
糧
の
デ
ポ
を
作
る
こ
と

に
し
た
。
準
備
は
一
九
六
五
年
と
六
六
年
の
隊
員
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
に
新
し
い
仲
間
を
加
え
て
構
成
し
た
。

隊
長
池
田
錦
重
ナ
ピ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

五
月
女
次
男
カ
メ
ラ

五
月
女
次
男
カ
メ

菅
原
省
司
気
象

副
隊
長
小
栗
孝
康
測
量

長
島
宏
装
備

三
好
勝
彦
食
糧

小
島
一
男
犬
橇

嵯
峨
野
宏
装
備
・
衛
生

多
和
田
忠
気
象
・
ナ
ピ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

中
村
進
食
糧

春
の
犬
橇
旅
行
五
月
女
次
男

雪
氷

（4）



グリーンラン/ド氷床の横断（1968年）

唯
一
の
飛
行
場
ク
ル
ス
ー
ク
に
降
り
た
っ
た
。
こ
の
地
で
の
我
々
の
目
的
は
、
橇
犬
の
調
達
と
訓
練
、
さ
ら
に
横
断
に
使
う
燃
料
を
山
岳

地
帯
に
デ
ポ
し
、
海
岸
か
ら
山
岳
地
帯
に
入
る
簡
単
な
ル
ー
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
我
々

の
日
本
で
得
た
犬
と
犬
橇
に
関
す
る
知
識
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
単
な
る
知
識
で
し
か
な
か
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
カ
ナ
ダ
で
も
ア
ラ
ス
カ

で
も
な
い
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
犬
橇
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。

我
々
は
、
こ
の
飛
行
場
か
ら
九
○
頭
の
犬
の
大
編
成
隊
で
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
随
一
の
町
ア
ン
マ
サ
リ
ッ
ク
に
向
っ
た
。
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
三
組
の
犬
橇
に
分
乗
し
、
我
々
の
横
断
準
備
を
整
え
る
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
の
部
落
に
行
っ
た
。

五
月
三
一
百
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
学
校
の
先
生
と
、
病
気
で
ね
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
か
ら
一
組
ず
つ
の
犬
橇
チ
ー
ム
を
借
り
、

初
め
て
犬
橇
操
作
の
練
習
を
兼
ね
、
山
岳
地
帯
の
奥
へ
荷
物
の
デ
ポ
を
す
る
た
め
に
出
発
し
た
。
隊
の
先
頭
に
は
、
若
い
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ダ
ー
の
ョ
ス
、
ハ
を
雇
い
、
二
台
目
は
隊
員
小
島
の
操
作
で
二
五
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を
積
み
こ
ん
だ
。
天
気
は
こ
の
と
こ
ろ
非
常
に
悪

く
、
橇
は
軟
雪
の
中
を
一
九
六
五
、
六
六
年
と
同
じ
ル
ー
ト
を
と
り
、
最
後
は
ス
イ
ス
隊
が
以
前
に
使
っ
た
コ
ル
・
デ
・
フ
ァ
ン
ト
ム
を

越
え
、
セ
プ
テ
ン
零
ハ
ー
氷
河
に
降
り
、
荷
物
を
モ
レ
ー
ン
の
上
に
デ
ポ
し
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
引
返
し
、
犬
は
走
り
続
け
、
翌
日
の
夕
方

ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
に
帰
着
し
た
。
こ
の
旅
行
か
ら
帰
え
っ
て
か
ら
の
十
日
間
は
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
氷
を
融
か
す
悪
い
雨
天
が
続
い
た
。

六
月
に
入
る
と
夏
が
は
じ
ま
り
、
早
急
に
十
頭
の
エ
ス
キ
モ
ー
犬
を
購
入
し
、
さ
ら
に
ム
チ
の
練
習
や
食
糧
の
与
え
方
を
学
び
、
犬
の

締
具
な
ど
も
作
っ
た
。
も
う
、
犬
橇
で
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
上
を
走
る
こ
と
は
危
険
で
出
来
な
く
な
り
、
氷
の
融
け
る
の
を
待
ち
、
ボ
ー
ト
で

上
陸
地
点
ま
で
行
く
方
法
し
か
な
か
っ
た
。

六
月
一
六
日
、
長
い
雨
も
止
ん
だ
。
翌
日
氷
の
融
け
た
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
ボ
ー
ト
で
出
発
し
た
。
今
度
は
我
々
だ

け
で
、
新
し
く
調
達
し
た
ば
か
り
の
一
組
の
犬
橇
チ
ー
ム
を
使
い
、
デ
ポ
を
補
強
す
る
た
め
に
向
っ
た
。
氷
河
上
の
雪
は
軟
ら
か
く
、
犬

達
は
初
め
て
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
ば
か
り
で
歩
調
が
あ
わ
ず
、
前
進
に
非
常
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か
し
天
気
に
は
恵
ま
れ
、
新
し
い

上
陸
地
点
か
ら
ス
テ
フ
ァ
ン
氷
河
、
ク
ヌ
ー
ド
・
ラ
ス
ム
セ
ン
氷
河
を
経
て
、
一
九
日
に
は
セ
プ
テ
ン
、
ハ
ー
氷
河
に
つ
き
、
燃
料
と
犬
の

（5 ）
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六
月
一
日
、
ソ
連
経
由
で
日
本
を
出
発
し
た
我
々
後
発
の
七
名
は
、
一
九
日
に
早
く
も
．
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
北
大
西

洋
を
飛
び
、
西
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
ド
レ
・
ス
ト
ロ
ー
ム
フ
ィ
ョ
ー
ル
に
着
い
た
。
翌
日
こ
こ
で
小
型
飛
行
機
に
乗
り
か
え
、
内
陸

氷
床
を
飛
び
こ
え
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ル
ス
ー
ク
に
飛
来
し
た
。
飛
行
場
に
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
す
ぐ

彼
の
ボ
ー
ト
で
、
出
発
の
準
備
を
す
る
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
の
部
落
に
行
っ
た
。
先
発
隊
の
五
月
女
達
は
犬
橇
で
山
岳
地
帯
に
出
か
け
て
い
な

か
っ
た
が
、
一
二
日
や
っ
と
二
度
目
の
犬
橇
旅
行
を
終
え
て
部
落
に
帰
っ
て
来
た
。
こ
こ
で
初
め
て
全
員
が
顔
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
．
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
別
送
で
送
っ
た
荷
物
は
、
船
が
沿
岸
の
流
氷
の
状
態
が
悪
く
て
遅
れ
、
二
九
日
や
っ
と
ア
ン
マ
サ
リ
ッ
ク
に

到
着
し
、
こ
の
日
着
い
た
ば
か
り
の
パ
ー
ラ
、
ダ
ン
か
ら
早
速
荷
物
を
受
け
と
り
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
に
帰
え
り
、
こ
こ
で
出
発
の
準
備
を
し

食
糧
を
デ
ポ
し
、
一
二
日
に
は
セ
ル
ミ
リ
ガ
ッ
ク
の
部
落
を
経
由
し
て
、
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
に
帰
え
っ
て
来
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
犬
の
食
糧

な
ど
三
日
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ポ
を
完
了
し
、
本
隊
の
た
め
の
新
ル
ー
ト
を
開
拓
し
、
犬
橇
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

七
月
三
日
正
午
ま
で
橇
の
組
立
や
、
荷
物
の
整
理
に
過
し
た
あ
と
、
夕
方
二
隻
の
ボ
ー
ト
に
分
乗
し
、
こ
こ
か
ら
五
○
キ
ロ
程
北
に
あ

る
セ
ル
ミ
リ
ガ
ッ
ク
の
奥
の
上
陸
地
点
に
向
っ
た
。
早
朝
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
ま
だ
霧
が
深
い
な
か
を
、
我
々
十
名
と
新
し
い
仲
間
と
な
っ
た

十
匹
の
エ
ス
キ
モ
ー
犬
と
荷
物
と
が
、
無
人
の
砂
浜
に
上
陸
し
た
。
す
ぐ
海
岸
か
ら
シ
メ
跡
も
生
々
し
い
、
後
退
し
た
氷
河
の
モ
レ
ー
ン

の
上
を
三
十
分
ほ
ど
た
ど
り
、
別
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
落
ち
て
い
る
氷
河
の
上
に
出
た
。
四
回
に
お
よ
ぶ
荷
上
げ
の
あ
と
、
こ
の
氷
河
上
に

キ
ャ
ン
プ
し
て
、
氷
河
の
行
進
が
可
能
と
な
る
夕
方
ま
で
仮
眠
を
と
っ
た
。

日
が
谷
に
お
ち
る
と
三
台
の
橇
で
出
発
し
た
。
一
台
の
犬
橇
と
二
台
の
人
曳
き
橇
で
あ
る
。
明
け
方
こ
の
無
名
の
氷
河
を
遡
ぽ
り
、
峠

の
つ
め
は
荷
を
背
負
っ
て
越
え
、
次
の
氷
河
に
下
っ
た
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
こ
の
日
早
く
も
橇
犬
の
足
を
荒
れ
た
氷
河
の
表
面
で

た
◎

東
海
岸
山
岳
の
縦
断

（8）



グリーンランド氷床の横断（1968年）

翌
日
さ
ら
に
別
の
氷
河
を
つ
め
、
二
つ
の
小
さ
な
峠
を
越
え
た
あ
と
、
ス
テ
フ
ァ
ン
氷
河
を
下
る
。
三
好
の
話
だ
と
、
春
は
こ
の
氷
河

を
流
れ
る
モ
レ
ー
ン
に
沿
っ
て
下
っ
た
と
い
う
が
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
大
き
な
ク
レ
や
ハ
ス
が
口
を
開
け
、
氷
河
中
央
部
の
低
め
を
下
る
。
ク

ヌ
ー
ド
・
ラ
ス
ム
セ
ン
氷
河
の
手
前
で
ル
ー
ト
を
あ
や
ま
り
ク
レ
、
ハ
ス
帯
に
突
込
み
、
お
ま
け
に
太
陽
が
高
く
な
り
軟
雪
に
な
っ
た
の

で
、
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
犬
橇
隊
は
別
行
動
で
昨
日
一
緒
に
運
べ
な
か
っ
た
荷
物
を
と
り
に
行
き
、
あ
と
か
ら
追
っ
て
き
た
が
、
や
は
り
途

中
で
軟
雪
と
な
り
、
ク
レ
簿
ハ
ス
に
突
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
荷
を
置
い
て
空
橇
で
到
着
し
た
。

七
日
は
人
曳
き
橇
で
昨
日
犬
橇
が
残
し
た
荷
物
を
と
り
に
行
き
、
す
べ
て
の
荷
を
二
一
台
の
橇
に
の
せ
荒
廃
し
た
ク
ヌ
ー
ド
．
ラ
ス
ム
セ

ン
氷
河
に
お
り
た
。
こ
こ
で
三
本
の
モ
レ
ー
ン
と
川
に
ぶ
つ
か
り
荷
を
背
負
っ
て
渡
り
、
こ
の
氷
河
を
遡
行
し
、
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
朝
食
後
、
わ
れ
わ
れ
の
隊
で
初
め
て
三
○
代
に
な
っ
た
菅
原
の
誕
生
祝
い
を
し
た
あ
と
、
菅
原
が

氷
の
結
晶
を
ク
レ
バ
ス
の
な
か
か
ら
採
集
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
全
員
で
氷
漬
け
に
し
て
や
る
。
翌
日
こ
の
氷
河
の
源
流
を
進
み
、
新
雪

で
お
お
わ
れ
た
セ
プ
テ
ン
、
ハ
ー
氷
河
の
デ
ポ
に
着
い
た
。
こ
こ
で
一
日
の
休
養
を
と
り
、
奥
地
に
向
う
荷
物
の
整
理
を
す
る
。

七
月
九
日
、
軟
雪
の
た
め
ス
キ
ー
を
つ
け
六
時
間
ほ
ど
こ
の
氷
河
を
遡
っ
た
あ
と
、
ハ
ー
ベ
シ
氷
河
に
入
り
、
こ
の
氷
河
を
つ
め
て
、

一
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
峠
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
毎
日
す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
犬

に
疲
れ
が
見
え
は
じ
め
、
さ
ら
に
最
初
の
日
に
痛
め
た
足
が
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
帆
布
で
作
っ
た
靴
も
一
日
歩
く
と
破
れ
て
使
え
な
く
な

り
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
も
食
糧
を
入
れ
た
キ
ャ
ン
バ
ス
・
バ
ッ
グ
を
つ
ぶ
し
て
、
新
し
い
も
の
を
二
○
個
ほ
ど
作
っ
て
や
っ
た
が
、
修
理

用
の
糸
も
手
持
が
少
な
く
な
り
、
行
く
先
き
心
細
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

翌
日
こ
の
峠
を
左
手
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
新
し
い
氷
河
に
入
り
、
こ
の
沿
岸
山
岳
の
ル
ー
ト
上
で
一
番
高
い
峠
、
エ
ス
キ
モ
ー
・
パ

ス
（
一
四
一
○
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
た
あ
と
、
ミ
ド
ガ
ー
ド
の
氷
河
が
あ
ま
り
に
も
後
退
と
荒
廃
が
は
げ
し
い
の
で
さ
け
、
直
接
フ
ラ
ン
ス
氷

河
に
降
り
る
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
峠
の
直
下
は
氷
爆
に
な
っ
て
お
り
、
橇
の
滑
走
部
に
纒
シ
ー
ル
を
か
け
、
一
台
ず
つ
降
る

痛
め
、
用
意
し
た
靴
を
は
か
せ
た
。
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す
。
最
近
の
我
々
は
峠
の
近
く
で
ば
か
り
キ
ャ
ン
プ
し
、
本
当
に
う
ま
い
水
に
あ
り
つ
い
て
い
な
い
の
で
》
今
日
は
フ
ラ
ン
ス
氷
河
に
出

る
手
前
の
池
の
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
翌
日
フ
ラ
ン
ス
氷
河
に
降
り
、
こ
の
氷
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
ち
ょ
う
ど
ミ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
が

ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
、
ク
レ
バ
ス
帯
を
抜
け
キ
ャ
ン
プ
し
た
。

七
月
一
二
日
、
久
し
ぶ
り
に
天
気
が
崩
れ
た
が
、
ミ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の
方
に
晴
間
が
見
え
だ
し
た
の
で
、
出
発
の
準
備
を
す
る
。
フ
ェ

ム
ス
テ
ル
ネ
ン
に
入
る
こ
ろ
か
ら
雪
も
堅
く
な
っ
た
。
今
年
は
雨
が
ま
だ
少
な
い
の
で
、
雪
が
多
く
残
っ
て
歩
き
や
す
い
。
二
、
三
メ
ー

ト
ル
の
小
川
を
五
本
ほ
ど
渡
り
、
パ
ド
ル
帯
を
抜
け
た
あ
と
、
大
き
な
川
に
ぶ
つ
か
り
行
詰
っ
た
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
翌
日
川
を

渡
り
、
い
ま
ま
で
我
々
が
「
雪
の
道
」
と
呼
ん
で
い
た
ル
ー
ト
は
荒
れ
は
て
て
使
え
ず
、
パ
リ
氷
河
か
ら
流
れ
て
き
た
モ
レ
ー
ン
に
そ
っ

て
、
ケ
ル
ピ
ン
山
麓
ま
で
進
み
、
こ
こ
か
ら
パ
リ
氷
河
に
入
り
込
ん
だ
。
一
時
回
復
し
た
か
に
見
え
た
天
気
も
ま
た
崩
れ
、
ス
キ
ー
を
つ

け
て
も
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
、
ハ
ス
が
危
な
く
て
進
め
ず
、
竹
ざ
お
で
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
し
た
あ
と
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
翌
日
は
雪
で
停
滞
と
な
っ

た
が
、
一
日
中
犬
の
靴
作
り
で
い
そ
が
し
く
、
と
う
と
う
糸
が
な
く
な
り
、
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
ほ
ど
い
て
使
っ
た
。

七
月
一
五
日
、
雲
は
多
い
が
天
気
は
回
復
に
む
か
い
、
パ
リ
氷
河
を
遡
ぽ
り
、
フ
ォ
ー
レ
ル
山
塊
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
右
に
曲

り
、
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
裏
手
の
氷
河
上
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
上
陸
地
点
か
ら
十
三
日
目
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
我
々
は
横
断
に
向

う
た
め
の
休
養
と
最
終
的
な
隊
員
の
決
定
、
さ
ら
に
前
回
の
登
山
で
登
れ
な
か
っ
た
ァ
、
ハ
ン
ガ
ー
デ
ン
最
高
峰
（
二
三
四
メ
ー
ト
ル
）
の

登
山
を
す
る
た
め
、
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。
犬
も
だ
い
ぶ
疲
れ
て
お
り
、
な
か
の
一
匹
は
行
動
中
疲
労
が
激
し
く
曳
け
な
く
な
り
、
橇

の
上
に
乗
せ
て
キ
ャ
ン
プ
地
ま
で
来
た
が
、
も
う
食
事
は
受
け
つ
け
ず
夜
の
冷
え
込
み
で
凍
死
し
た
。
他
の
犬
達
も
疲
労
が
激
し
く
、
足

が
相
当
傷
つ
い
て
い
る
の
で
赤
チ
ン
を
つ
け
た
り
、
薬
を
与
え
て
や
る
。
我
々
の
つ
れ
て
来
た
犬
達
は
五
歳
か
ら
七
歳
ま
で
の
老
犬
ば
か

り
で
、
す
で
に
盛
り
を
過
ぎ
、
曳
く
力
は
決
し
て
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
日
二
○
○
グ
ラ
ム
と
い
う
少
な
い
乾
魚
で
毎
日
動
い

た
。
そ
の
た
め
日
一
日
と
痩
せ
て
ゆ
き
、
彼
ら
の
し
た
大
便
ま
で
残
さ
ず
食
べ
て
い
た
犬
も
あ
り
、
そ
の
生
活
力
の
強
さ
は
驚
く
ほ
か
な

か
っ
た
が
、
我
々
が
こ
こ
で
こ
の
犬
達
に
し
て
や
り
た
い
こ
と
は
、
早
く
食
糧
の
沢
山
あ
る
海
岸
の
デ
ポ
ま
で
も
ど
り
、
こ
う
し
た
状
態
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グリーンランド氷床の横断（1968 年）

一
日
の
休
養
の
あ
と
、
長
島
、
三
好
、
嵯
峨
野
の
三
名
が
ァ
懇
ハ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
最
高
峰
を
北
側
か
ら
偵
察
す
る
。
小
栗
、
菅
原
、

中
村
は
、
こ
の
山
塊
の
一
番
東
に
あ
る
無
名
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
に
登
り
帰
え
っ
て
き
た
。

翌
一
八
日
は
池
田
、
小
栗
、
長
島
、
二
一
好
、
嵯
峨
野
の
五
名
で
、
前
日
の
最
高
峰
を
登
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。
午
前
一
時
に
起
き
天
気

を
見
る
が
、
曇
っ
て
い
る
の
で
出
発
を
延
期
し
た
。
三
時
頃
い
く
ら
か
晴
間
が
見
え
て
き
た
の
で
天
幕
を
あ
と
に
し
た
。
北
面
の
岩
稜
の

下
で
ス
キ
ー
を
デ
ポ
し
た
あ
と
、
急
な
雪
の
斜
面
を
登
り
コ
ル
に
出
る
。
こ
の
後
し
ば
ら
く
岩
稜
を
思
い
お
も
い
の
格
好
で
登
り
、
岩
稜

が
急
と
な
り
、
氷
の
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
、
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
。
小
栗
、
嵯
峨
野
の
組
が
先
頭
で
、
池
田
、
長
島
、
三
好

の
組
が
そ
の
あ
と
に
続
く
。
地
図
で
は
、
こ
の
山
の
頂
は
稜
線
の
一
番
南
に
あ
る
が
、
昨
日
の
多
和
田
の
測
量
で
は
一
番
北
よ
り
の
雪
の

ピ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
岩
稜
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
少
し
雪
稜
を
た
ど
っ
た
雪
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
途
中
か
ら
氷
の
き
つ
い
斜
面
と
な

り
、
ア
ィ
ス
ハ
ー
ヶ
ン
を
打
ち
込
み
ス
タ
ヵ
ッ
ト
で
登
り
、
こ
の
あ
と
数
ピ
ッ
チ
岩
場
を
登
る
と
岩
峰
の
上
に
出
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
平

ら
な
岩
稜
を
た
ど
っ
た
あ
と
雪
稜
と
な
っ
た
の
で
、
岩
場
に
リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
残
し
嵯
峨
野
が
先
頭
で
登
る
。
頂
上
に
は
丁
度
午
後
二
一
時

三
十
分
に
着
い
た
。
や
は
り
測
量
の
通
り
、
こ
の
雪
の
ピ
ー
ク
が
一
番
高
か
っ
た
の
で
ほ
っ
と
す
る
。
頂
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い

が
、
頂
は
雪
庇
と
な
り
、
全
員
集
ま
っ
て
休
め
る
よ
う
な
所
で
は
な
い
の
で
、
周
囲
の
写
真
を
と
っ
た
あ
と
岩
峰
に
も
ど
っ
て
休
む
。
下

降
は
い
く
ど
か
懸
垂
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
下
り
、
十
九
時
間
ぶ
り
に
キ
ャ
ン
プ
に
帰
え
っ
て
き
た
。

休
む
暇
も
な
く
今
度
は
菅
原
、
小
島
、
多
和
田
、
中
村
の
四
名
が
、
昨
年
に
続
き
再
度
フ
オ
ー
レ
ル
峰
を
登
る
こ
と
に
な
り
出
発
の
準

備
を
す
る
。
一
九
日
午
前
一
時
三
十
分
天
幕
を
出
る
が
、
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
南
面
か
ら
稜
線
に
つ
き
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
天
気
が
崩
れ
、
引
き

返
し
て
く
る
。
翌
日
は
天
気
も
回
復
し
た
の
で
午
後
四
時
に
出
発
し
、
一
二
日
朝
フ
オ
ー
レ
ル
峰
頂
上
に
四
名
で
た
ち
、
二
九
時
間
の
行

か
ら
解
放
し
て
や
り
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
で
の
登
山
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動
の
あ
と
キ
ャ
ン
プ
に
帰
え
っ
て
来
た
。
ま
た
、
こ
の
日
こ
の
地
域
を
測
量
す
る
た
め
小
栗
、
長
島
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
登
り
、
池
田
、

三
好
、
嵯
峨
野
は
横
断
に
使
う
食
糧
を
、
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
東
面
の
下
ま
で
橇
で
運
ん
だ
。

こ
こ
で
予
て
か
ら
考
え
て
い
た
通
り
、
西
海
岸
に
向
い
氷
床
を
横
断
す
る
隊
と
、
犬
橇
を
使
い
フ
ォ
ー
レ
ル
山
塊
の
東
に
広
く
横
た
わ

る
、
未
知
の
山
岳
と
氷
河
を
踏
査
す
る
隊
の
隊
員
を
最
終
的
に
決
定
し
、
こ
の
山
麓
の
生
活
を
打
ち
切
る
こ
と
に
し
た
。

横
断
隊
隊
長
Ⅱ
池
田
錦
重
、
五
月
女
次
男
、
三
好
勝
彦
、
嵯
峨
野
宏
、
多
和
田
忠
。

犬
橇
隊
隊
長
Ⅱ
小
栗
孝
康
、
菅
原
省
司
、
長
島
宏
、
小
島
一
男
、
中
村
進
。

七
月
一
三
日
、
い
よ
い
よ
こ
の
山
麓
を
後
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
天
気
は
こ
の
と
こ
ろ
悪
く
、
今
日
も
小
雪
が
ば
ら
つ
い
て
気
温

も
高
い
の
で
出
発
は
延
期
す
る
。
翌
三
一
百
午
後
九
時
、
天
気
も
い
く
ら
か
回
復
し
て
、
谷
間
は
日
が
影
り
だ
し
た
の
で
出
発
す
る
こ
と

に
し
た
。
雪
面
は
昨
日
の
降
雪
で
軟
ら
か
く
、
ス
キ
ー
を
は
い
て
橇
を
曳
く
。
こ
こ
何
日
も
停
滞
し
て
い
た
こ
と
と
、
氷
床
に
出
る
最
後

の
急
斜
面
の
た
め
腰
が
定
ま
ら
ず
非
常
に
苦
労
す
る
。
犬
橇
隊
は
氷
床
の
境
ま
で
一
緒
に
行
動
し
た
あ
と
別
れ
る
こ
と
に
し
た
。
一
昨
日

食
糧
を
デ
ポ
し
た
と
こ
ろ
で
、
二
号
橇
に
一
五
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を
の
せ
池
田
と
多
和
田
で
曳
く
。
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
東
面
に
回
り
こ

ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ま
た
谷
に
層
雲
が
わ
き
雪
と
な
る
。
一
九
六
六
年
に
登
っ
た
シ
ド
寺
へ
ル
グ
を
す
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
風
雪
と
な
り
、
パ
ー
フ

エ
ク
ト
と
ヨ
ム
フ
ル
ー
エ
ン
の
間
で
風
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に

し
た
。
風
が
あ
ま
り
に
強
い
の
で
、
犬
達
に
は
風
よ
け
穴
を
掘
っ
て
や
る
。
足
の
踵
が
化
膿
し
て
い
た
五
月
女
は
、
今
日
の
行
動
で
い
よ

い
よ
悪
く
な
り
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
メ
ス
も
な
い
の
で
、
カ
ミ
ソ
リ
を
焼
き
三
セ
ン
チ
ほ
ど
切
開
し
、
膿
を
出
し
た
．
こ
の
あ
と
軟
膏

を
つ
け
ア
ク
ロ
マ
イ
シ
ン
を
与
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
行
動
が
心
配
で
あ
る
。

七
月
二
五
日
、
ど
う
や
ら
雪
も
や
ん
だ
が
、
ま
だ
霧
が
深
い
。
食
事
前
に
橇
と
犬
達
を
掘
り
起
し
て
、
お
茶
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
軽
食
で

氷
床
の
横
断
へ

（12）
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§
出
発
す
る
。
ス
キ
ー
を
は
き
二
時
間
ほ
ど
登
り
っ
ぱ
な
し
で
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
み
、
ヨ
ム
フ
ル
ー
エ
ン
（
二
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
の
脇

の
高
台
に
出
る
。
前
方
は
セ
ル
ミ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
方
か
ら
南
北
に
幅
の
広
い
浅
い
谷
が
入
っ
て
来
て
お
り
、
こ
の
辺
か
ら
地
図

も
あ
て
に
な
ら
な
く
な
り
、
こ
の
谷
も
出
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
少
し
下
り
と
な
る
が
、
休
ん
で
い
る
う
ち
に
、
こ
の
谷
に
沿
っ
て
層
雲

が
は
い
の
ぼ
っ
て
来
る
と
同
時
に
風
雪
に
な
っ
た
。
濃
霧
の
な
か
を
下
り
出
す
が
、
少
し
下
る
と
斜
面
は
谷
に
切
れ
お
ち
て
い
る
様
子
な

の
で
、
高
台
に
引
き
返
し
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に
し
た
。
天
気
は
こ
の
と
こ
ろ
毎
日
悪
い
。
内
陸
氷
床
で
の
事
故
で
、
東
海
岸
に
引
き
返

す
と
き
に
使
う
非
常
食
を
、
こ
の
附
近
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
に
デ
ポ
す
る
予
定
で
い
た
が
、
こ
の
調
子
で
は
横
断
に
日
数
が
か
か
り
そ
う
な
の

で
持
っ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
か
わ
り
犬
橇
隊
が
セ
プ
テ
ン
零
ハ
ー
氷
河
の
デ
ポ
に
、
五
人
・
四
日
分
の
食
糧
を
残
し
て
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
翌
二
六
日
、
天
気
は
い
ぜ
ん
風
雪
で
動
け
な
い
の
で
停
帯
す
る
。
午
後
、
雪
が
小
降
り
に
な
っ
た
の
で
、
嵯
峨
野
と
二
人
で
谷

に
降
る
ル
ー
ト
を
調
べ
、
そ
の
あ
と
ヨ
ム
フ
ル
ー
エ
ン
（
二
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
に
南
東
稜
か
ら
登
っ
た
。

七
月
二
七
日
、
曇
り
空
で
あ
る
が
良
く
な
っ
て
き
た
の
で
朝
五
時
に
出
発
し
、
昨
日
見
て
お
い
た
急
斜
面
を
下
り
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
北
に
進
ん
だ
谷
の
中
央
で
、
犬
橇
隊
と
別
れ
る
こ
と
に
し
た
。
互
の
食
糧
・
装
備
・
行
動
予
定
・
連
絡
方
法
な
ど
打
ち
合
せ
を
行
な

う年
い
、
我
々
は
北
西
、
犬
橇
隊
は
北
東
の
方
向
に
直
角
に
別
れ
る
。
い
く
ら
か
登
り
ぎ
み
の
大
き
な
起
伏
の
あ
る
雪
原
を
、
午
後
二
時
頃
ま

８跳
で
進
み
、
犬
橇
隊
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
翌
日
○
時
三
○
分
に
起
き
出
発
準
備
す
る
が
、
外
は
息
も
つ
け
な
い

く断
よ
う
な
ブ
リ
ザ
ー
ド
と
な
り
、
天
幕
の
周
囲
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
高
く
積
み
一
日
中
寝
て
い
る
。

横卿
七
月
二
九
日
、
小
雪
ま
じ
り
の
風
が
東
か
ら
西
に
か
け
て
吹
い
て
い
る
が
、
天
気
は
少
し
回
復
し
た
の
で
、
初
め
て
一
号
橇
に
帆
を
張

泳
り
二
台
連
結
さ
せ
て
曳
く
こ
と
に
す
る
。
背
後
に
フ
オ
ー
レ
ル
峰
の
頭
が
少
し
見
え
か
く
れ
す
る
ほ
か
、
目
標
物
が
全
然
な
い
の
で
、
た

ンラ
だ
磁
石
を
見
な
が
ら
北
西
に
進
路
を
と
り
、
距
離
計
は
既
に
段
れ
て
使
え
な
い
の
で
、
時
間
を
決
め
て
歩
き
、
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

ン卜
歩
い
た
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
・
二
メ
ー
ト
ル
の
雪
塚
を
建
て
た
あ
と
、
晴
間
が
見
え
て
き
た
の
で
多
和
田
が
第
一
回
の
天
測
を
や
る
。

グ
七
月
三
○
日
、
今
日
は
め
ず
ら
し
い
快
晴
で
、
ま
だ
日
が
高
い
の
に
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
○
度
に
も
さ
が
り
、
セ
ー
タ
ー
の
上
に
ヤ
シ

（13）



七
月
三
一
日
、
天
気
が
崩
れ
、
途
中
か
ら
風
雪
に
変
っ
た
の
で
一
号
橇
に
帆
を
張
り
、
二
号
橇
に
は
天
幕
を
帆
に
仕
立
て
、
強
風
を
利

用
し
て
進
む
。
毎
時
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
の
速
度
で
進
む
。
一
号
橇
の
方
は
帆
が
大
き
い
た
め
、
二
度
ほ
ど
帆
の
支
柱
を
折
ら
れ
る
。
針

路
は
北
西
に
と
る
が
、
な
か
な
か
定
ま
ら
ず
、
三
好
を
五
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
橇
の
先
を
歩
か
せ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
磁
石
を
見
て
歩
い

て
も
曲
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
嵯
峨
野
の
発
案
で
風
の
方
向
が
一
定
な
の
を
利
用
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
空
気
を
入
れ
、
細
長
い
ひ
も

を
つ
け
て
と
ば
し
、
そ
れ
を
目
印
に
し
て
歩
く
。
今
日
は
風
雪
で
気
温
が
高
い
の
で
歩
き
や
す
い
。
朝
九
時
頃
に
な
る
と
雪
も
軟
ら
か
く

な
っ
た
の
で
天
幕
を
張
り
、
炊
事
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
烏
の
鳴
き
声
が
す
る
。
出
て
み
る
と
白
い
海
鳥
が
降
り
て
き
た
。
し
ば
ら
く
羽

根
を
休
め
る
た
め
天
幕
の
周
辺
で
遊
ん
だ
あ
と
「
東
海
岸
目
指
し
て
飛
ん
で
い
っ
た
。
な
ん
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
飛
ん
で
き
た
の
か
不
思

が
出
て
い
た
。

議
で
あ
る
。

ケ
を
着
て
一
生
懸
命
に
歩
く
が
暖
か
く
な
ら
な
い
。
靴
は
二
重
で
あ
る
が
一
日
中
ち
ん
ち
ん
し
て
い
る
。
犬
橇
隊
と
別
れ
て
氷
床
に
入
っ

た
日
か
ら
、
一
日
な
ん
じ
ゅ
っ
・
へ
ん
も
あ
の
不
気
味
な
雪
面
の
割
れ
る
よ
う
な
、
雪
面
全
体
が
陥
没
す
る
よ
う
な
音
を
聞
い
て
の
行
動

で
、
そ
の
た
び
に
ぞ
う
つ
と
背
筋
が
寒
く
な
る
。
九
時
ご
ろ
に
な
る
と
暖
か
く
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
五
度
ま
で
昇
り
、
ス
キ
ー
の
裏
に
雪
が

つ
き
、
橇
が
重
く
な
っ
た
の
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
ま
だ
フ
ォ
ー
レ
ル
山
塊
が
一
日
中
見
え
て
い
る
。
朝
方
、
フ
ォ
ー
レ
ル
の
上
に
屋
気
楼

八
月
一
日
、
今
日
も
期
待
に
反
し
て
天
気
が
悪
い
。
少
し
で
も
先
に
進
み
た
い
た
め
、
午
前
一
時
、
風
雪
の
な
か
を
出
発
す
る
が
、
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
九
度
と
暖
か
く
、
橇
の
ラ
ン
ナ
ー
が
凍
り
つ
い
て
滑
ら
な
い
。
途
中
、
五
月
女
と
三
好
の
ス
キ
ー
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
た

し
、
二
時
間
ほ
ど
で
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
進
ま
ず
、
効
率
が
悪
い
の
で
天
幕
を
張
る
。
天
気
は
眠
る
こ
ろ
か
ら
良
く
な
り
、
多
和

田
が
天
測
を
す
る
。
ま
だ
フ
ォ
ー
レ
ル
の
山
塊
か
ら
一
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
し
か
離
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
夕
方
ま
で
睡
眠
を
と
っ
た

あ
と
、
午
後
八
時
に
食
事
を
し
、
九
時
半
に
荷
を
ま
と
め
て
出
発
す
る
。
風
は
全
然
な
い
が
気
温
は
す
で
に
マ
イ
ナ
ス
一
三
度
に
下
り
、

雪
質
は
良
い
の
だ
が
へ
今
朝
ま
で
の
雪
で
ラ
ッ
セ
ル
が
あ
り
、
ス
キ
ー
で
も
歩
き
に
く
い
。
五
月
女
が
雪
原
の
落
日
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め

（14）



て
い
る
。
ま
も
な
く
南
東
の
水
平
線
上
に
雲
が
出
て
き
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
頭
上
ま
で
高
層
雲
が
拡
が
り
、
風
が
出
て
き
た
の
で
帆
を

張
る
が
、
そ
の
う
ち
風
雪
と
な
る
。
朝
方
に
は
気
温
が
ま
た
昇
り
、
雪
が
深
く
ラ
ッ
セ
ル
と
な
る
。
我
々
は
二
時
間
の
行
動
の
あ
と
十
五

分
休
み
、
橇
の
緩
ん
だ
紐
を
締
め
な
お
し
、
帆
の
調
整
を
し
て
、
ス
キ
ー
の
締
具
を
な
お
し
た
り
し
て
、
小
便
を
す
る
と
出
発
で
あ
る
。

そ
の
間
気
象
係
は
温
度
や
気
圧
を
計
っ
て
い
る
。
皆
た
い
へ
ん
辛
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
天
気
で
予
定
が
だ
い
ぶ
遅
れ
て
い
る
の
で
、
休

む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
後
も
連
日
悪
天
候
の
な
か
を
行
動
す
る
。
息
も
つ
け
な
い
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
日
は
停
滞
と
し
た
。
あ
ま
り
毎

日
の
行
動
距
離
が
伸
び
な
い
の
で
、
食
事
は
一
日
三
食
を
二
食
に
食
い
伸
ば
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
た
。

一
○
日
、
我
々
の
日
本
で
考
え
て
い
た
ル
ー
ト
上
の
最
高
地
点
北
緯
六
八
度
一
五
分
、
西
経
四
二
度
に
達
し
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
こ
こ
で

西
海
岸
に
向
う
最
後
の
判
断
を
下
し
た
。
食
糧
は
、
西
海
岸
に
出
る
た
め
の
分
も
だ
い
ぶ
食
い
込
ん
で
は
い
る
が
、
さ
ら
に
食
い
伸
ば
せ

ば
ど
う
に
か
な
る
こ
と
と
、
全
員
の
健
康
状
態
が
た
い
へ
ん
良
い
の
で
、
西
海
岸
に
向
う
こ
と
に
し
た
。
早
速
、
薄
日
の
な
か
で
天
測
し

た
あ
と
、
磁
石
の
偏
差
を
調
べ
、
大
き
な
雪
の
ケ
ル
ン
を
積
ん
だ
あ
と
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
た
。
今
日
ま
で
の
行
動
は
、
よ
ほ
ど
の

悪
天
候
で
な
い
か
ぎ
り
、
一
日
一
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
進
ん
だ
。
こ
こ
か
ら
橇
の
荷
も
一
五
○
キ
ロ
グ

Ｊ年
ラ
ム
と
一
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
軽
く
な
り
、
又
こ
こ
か
ら
一
日
五
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
下
り
と
な
る
の
で
、
橇

８蠅
曳
き
も
楽
に
な
る
と
考
え
る
と
、
今
後
の
天
気
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
今
日
ま
で
の
苛
立
っ
た
気
持
が
お
ち
つ
い
て
く
る
。
最
高
地
点
を
あ
と

く断
に
し
て
か
ら
天
気
も
安
定
し
て
き
て
、
毎
日
背
後
か
ら
の
順
風
を
受
け
、
連
日
七
時
間
の
行
動
で
三
○
か
ら
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
調
子

横恥
よ
く
進
ん
だ
。
橇
の
帆
は
風
を
と
ら
え
、
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
帆
走
す
る
。

称
一
三
日
、
こ
の
氷
床
に
入
っ
て
初
め
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
日
本
語
放
送
を
聞
い
た
が
、
皆
た
だ
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
た
。
我
々
に
と
り
い
ま
一

ンラ
番
の
心
配
事
は
、
こ
の
天
気
が
長
く
続
い
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
初
め
て
西
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

ンリ
ヱ
ハ
日
、
天
測
の
あ
と
正
中
時
を
出
し
、
磁
石
の
方
向
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
真
北
か
ら
西
に
四
五
度
も
傾
い
て
い
た
。
ま
た
今
日
は

グ
じ
め
て
我
々
の
上
空
を
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
、
全
員
天
幕
の
外
に
飛
び
だ
し
て
喜
ん
だ
。
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一
七
日
、
朝
の
行
動
中
か
ら
雪
質
が
ど
う
も
海
岸
近
く
の
も
の
と
似
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
、
ま
も
な
く
、
先
頭
を
歩
い
て
い
た
三

好
が
、
急
に
大
声
を
あ
げ
て
ク
レ
バ
ス
が
見
え
る
と
い
う
。
注
意
し
て
我
々
の
進
ん
で
い
る
先
を
見
る
と
、
斜
面
は
西
に
向
い
て
傾
き
、

浅
い
谷
と
尾
根
と
が
交
互
に
大
き
な
う
ね
り
の
起
伏
と
な
っ
て
続
い
て
お
り
、
そ
の
尾
根
の
背
に
幾
本
も
の
ク
レ
等
ハ
ス
が
走
っ
て
い
た
。

ま
だ
海
岸
ま
で
二
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
の
に
、
こ
の
様
子
で
は
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
は
予
想
外
に
大
き
く
、
近
日
中

に
は
大
き
な
ク
レ
、
ハ
ス
帯
に
ぶ
つ
か
る
と
心
配
す
る
。
天
気
は
完
全
に
良
く
な
り
、
南
東
か
ら
や
っ
て
く
る
雲
は
、
我
々
の
頭
上
で
消
え

て
し
ま
う
。
多
分
、
こ
の
雲
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
近
く
で
発
達
し
た
低
気
圧
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
て
東
進
す
る
が
、
標
高
の

高
い
内
陸
氷
床
に
ぶ
つ
か
っ
て
方
向
を
か
え
、
北
に
進
み
、
薄
い
雲
だ
け
が
わ
ず
か
に
乗
り
越
え
て
来
る
が
、
こ
れ
も
途
中
で
雪
を
降
ら

し
て
消
え
て
し
ま
う
ら
し
い
。
そ
の
た
め
氷
床
の
中
央
部
は
、
東
に
か
た
よ
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

八
月
一
八
日
、
快
晴
風
が
強
い
の
で
二
台
の
橇
を
継
ぎ
、
先
の
一
台
に
帆
を
は
り
全
員
橇
に
曳
つ
ば
ら
れ
な
が
ら
進
ん
だ
。
朝
四
時

三
○
分
こ
ろ
前
方
左
手
の
斜
面
に
、
黒
っ
ぽ
い
凹
み
が
現
わ
れ
た
の
で
、
注
意
し
て
見
る
と
湖
で
あ
っ
た
。
ま
だ
太
陽
は
昇
ら
ず
寒
い
の

で
や
り
過
す
。
三
時
間
近
く
続
け
て
帆
走
し
た
あ
と
、
今
度
は
さ
ら
に
大
き
な
湖
が
現
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
岸
辺
に
寄
る
。
夏
は
氷
が
融

け
て
い
る
こ
の
湖
も
、
す
で
に
厚
く
凍
結
し
て
い
た
。
冬
が
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
あ
と
さ
ら
に
進
む
と
、
次
々
と
小
さ
な
池
や
小
川
が

現
わ
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
大
き
な
川
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
遠
く
か
ら
は
た
い
し
て
大
き
く
見
え
な
か
っ
た
川
も
、
近
づ
い
て
見
る
と
予
想
外

に
大
き
く
、
幅
一
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
っ
た
。
幸
い
、
こ
の
川
も
す
で
に
厚
く
氷
結
し
て
お
り
、
簡
単
に
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
も

は
や
、
こ
の
地
域
の
川
や
湖
と
の
出
合
は
、
い
ま
ま
で
歩
い
て
き
た
氷
床
と
異
な
り
、
海
岸
に
近
い
氷
床
の
端
に
到
着
し
た
の
で
喜
ぶ
。

し
か
し
、
今
日
の
行
動
中
羽
毛
服
を
通
し
て
体
に
入
っ
て
く
る
寒
さ
や
、
湖
の
凍
結
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
さ
ら
に
天
候
が
悪
く
な

り
、
気
温
が
下
り
、
急
に
冬
の
状
態
に
入
っ
て
い
く
の
を
示
す
も
の
で
、
我
々
は
帰
途
を
い
そ
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
く
つ
か
の

パ
ド
ル
地
帯
を
過
ぎ
る
と
、
小
さ
な
ク
レ
、
ハ
ス
帯
に
初
め
て
ぶ
つ
か
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
時
間
ほ
ど
進
む
と
、
大
き
な
ク
レ
や
ハ
ス
帯

に
ぶ
つ
か
っ
た
。
多
分
こ
れ
は
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
落
口
の
最
上
部
の
ク
レ
、
ハ
ス
で
あ
ろ
う
。
今
日
一
日
で
六
○
キ
ロ
メ
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八
月
一
九
日
、
朝
お
き
る
と
天
気
が
悪
く
、
さ
ら
に
隊
員
の
嵯
峨
野
が
強
い
腹
痛
を
う
っ
た
え
る
。
今
日
か
ら
ク
レ
や
ハ
ス
帯
に
入
る
可

能
性
が
大
き
く
、
天
気
が
悪
く
視
界
の
十
分
き
か
な
い
時
の
行
動
は
危
険
な
の
で
停
滞
と
す
る
。
嵯
峨
野
の
腹
痛
は
初
め
下
腹
部
全
体
、

次
に
左
下
腹
部
に
移
り
、
微
熱
が
あ
り
、
は
き
気
は
な
い
が
、
な
ま
あ
く
び
が
あ
り
、
小
便
は
澄
ん
で
い
る
の
で
抗
生
物
質
と
普
通
の
腹

痛
薬
を
併
用
し
て
与
え
る
。
し
か
し
正
午
に
な
っ
て
も
痛
み
は
お
さ
ま
ら
な
い
の
で
、
膀
胱
炎
関
係
に
き
く
薬
を
抗
生
物
質
と
と
も
に
与

え
る
と
、
夕
方
か
ら
痛
み
は
ひ
い
た
。

八
月
二
○
日
、
朝
お
き
る
と
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
上
に
雲
が
あ
る
ほ
か
快
晴
で
あ
り
、
嵯
峨
野
の
熱
も
下
り
痛
み
も
止

っ
た
の
で
、
一
緒
に
行
動
す
る
よ
う
に
し
た
。
ル
ー
ト
は
西
に
寄
り
す
ぎ
た
の
で
針
路
を
北
々
西
に
と
り
、
ク
レ
や
ハ
ス
帯
を
さ
け
る
。
途

中
か
ら
ま
た
天
候
が
悪
く
な
り
だ
し
た
の
で
、
大
き
な
氷
河
湖
の
畔
り
に
キ
ャ
ン
・
フ
す
る
。
こ
の
夜
か
ら
嵯
峨
野
の
病
気
が
ま
た
再
発
す

る
。
今
日
歩
い
た
の
が
悪
か
っ
た
ら
し
い
。
熱
は
な
い
が
腹
痛
を
う
っ
た
え
、
小
便
に
タ
ン
パ
ク
質
が
交
り
、
さ
ら
に
血
も
交
る
よ
う
に

な
っ
た
。
幸
い
翌
日
と
翌
々
日
は
悪
天
候
な
の
で
停
滞
と
し
、
暖
か
い
か
っ
こ
う
で
休
養
さ
せ
る
。

八
月
二
三
日
、
曇
り
空
で
視
界
は
十
分
き
く
、
嵯
峨
野
は
動
か
せ
な
い
の
で
、
寝
袋
ぐ
る
み
橇
の
上
に
の
せ
て
行
動
す
る
。
翌
日
は
風

雪
で
、
こ
の
日
も
同
様
嵯
峨
野
を
橇
の
上
に
の
せ
て
進
む
。
途
中
大
き
な
川
に
ぶ
つ
か
る
が
、
こ
れ
も
す
で
に
凍
結
し
て
お
り
簡
単
に
渡

る
。
こ
れ
が
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
。

－
ト
ル
ほ
ど
直
線
で
進
ん
だ
。
こ
の
日
ど
う
し
て
も
正
確
な
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
時
間
を
お
い
て
三
回
の

天
測
を
や
る
。
我
々
の
位
置
は
北
緯
六
九
度
一
九
分
、
西
経
四
八
度
一
○
分
で
、
ま
さ
に
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ゥ
ン
氷
河
の
上
部
に
着
い
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
数
日
前
か
ら
我
々
は
、
こ
の
落
口
の
北
よ
り
に
着
く
よ
う
方
向
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
磁
北
の

位
置
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
な
ん
と
真
北
は
磁
北
か
ら
八
二
度
も
東
に
よ
っ
て
い
た
の
で
お
ど
ろ
く
。
ま
た
明
日
か
ら
の
ク
レ
や
ハ
ス
帯
突

入
を
考
え
、
橇
の
曳
き
綱
の
古
い
も
の
は
新
し
い
も
の
に
と
り
か
え
、
ロ
ー
・
フ
類
も
全
部
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
し
か
し
ま
だ
、
我
々
の
も
っ

て
い
る
西
海
岸
の
地
図
は
使
え
な
い
。

′ 1弓、
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八
月
二
五
日
、
晴
、
嵯
峨
野
の
病
気
は
良
く
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
大
事
を
と
っ
て
橇
に
乗
せ
て
進
む
。
大
き
な
幾
本
も
の
凍
結
し
た
川

を
渡
る
。
途
中
か
ら
斜
面
全
体
が
大
き
な
う
ね
り
と
共
に
旧
い
氷
と
な
り
、
凹
凸
が
激
し
く
表
面
が
荒
れ
だ
し
た
。
風
が
強
く
二
、
三
度

橇
を
ひ
っ
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
、
帆
を
お
ろ
し
、
ス
キ
ー
を
ぬ
ぎ
徒
歩
で
橇
を
ひ
く
。
こ
の
日
、
朝
八
時
こ
ろ
初
め
て
海
岸
の
陸
地
が

見
え
た
。
ア
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
に
お
お
わ
れ
た
デ
ィ
ス
コ
島
と
ス
ク
サ
ッ
ク
半
島
の
山
々
だ
。
し
か
し
、
我
々
の
め
ざ
す
山
々
は
ま
だ
高
度

が
高
い
た
め
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
ク
レ
バ
ス
は
あ
っ
た
が
、
氷
床
の
盛
り
上
っ
た
丘
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
こ
こ
で
や
っ
と
我
々
の

目
標
と
し
た
山
々
が
見
え
て
き
た
。
さ
っ
そ
く
天
測
を
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
を
出
し
た
あ
と
、
六
分
儀
で
め
ざ
す
山
を
見
つ
け
た
。

八
月
二
六
日
、
嵯
峨
野
の
病
気
も
良
く
な
っ
た
の
で
、
歩
か
せ
る
こ
と
に
す
る
。
今
日
も
幾
度
か
凍
結
し
た
川
を
渡
る
。
し
か
し
高
度

が
低
く
な
り
、
気
温
も
高
く
、
氷
は
薄
く
、
危
険
が
多
い
の
で
、
な
る
た
け
川
の
渡
渉
は
さ
け
る
よ
う
に
す
る
。
皆
な
途
中
凍
結
し
た
ば

か
り
の
、
新
雪
に
お
お
わ
れ
た
小
さ
な
池
に
幾
度
と
な
く
お
ち
こ
む
。
表
面
は
相
変
ら
ず
堅
い
氷
で
凹
凸
は
激
し
い
が
、
昨
日
ま
で
の
降

雪
で
窪
み
は
新
雪
で
吹
き
だ
ま
り
が
で
き
、
橇
を
い
た
め
な
い
で
滑
ら
す
こ
と
が
出
来
、
具
合
が
よ
い
。
今
日
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
氷
床
の

大
き
な
う
ね
り
の
窪
み
の
な
か
で
視
界
が
き
か
ず
、
位
置
が
決
め
ら
れ
な
い
の
で
最
後
の
天
測
を
や
る
。
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
予
定
よ
り

北
に
寄
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
目
的
の
氷
河
に
下
る
に
は
、
一
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
危
険
な
ク
レ
バ
ス
帯
を
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
こ
の
ま
ま
航
空
写
真
を
た
よ
り
に
、
目
の
前
の
氷
河
を
下
る
こ
と
に
す
る
。
食
事
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
、
西
海
岸
か
ら
初
め

て
ツ
ン
ド
ラ
帯
の
使
者
と
し
て
ユ
キ
ホ
オ
ジ
ロ
が
飛
ん
で
き
た
。
何
回
か
我
々
の
キ
ャ
ン
プ
の
上
を
飛
び
回
っ
た
あ
と
、
ま
た
海
岸
の
方

に
帰
え
っ
て
い
っ
た
。
夕
方
嵯
峨
野
の
小
便
を
調
べ
る
と
全
然
異
常
は
な
い
の
で
、
明
日
も
注
意
し
て
歩
か
せ
る
ご
と
に
す
る
。

八
月
二
八
日
、
降
雪
の
な
か
を
下
る
が
途
中
か
ら
雨
と
な
る
。
氷
河
の
表
面
は
凹
凸
が
激
し
く
、
我
々
の
姿
を
す
っ
ぽ
り
か
く
す
ほ
ど

の
窪
み
と
な
り
、
幾
度
か
ク
レ
バ
ス
帯
に
ぶ
つ
か
り
、
逃
げ
る
。
凹
凸
は
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
橇
の
行
進
を
あ
き
ら

め
、
橇
か
ら
荷
を
は
ず
し
背
負
う
こ
と
に
す
る
。
一
人
四
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
荷
物
と
な
り
、
初
め
は
こ
の
氷
河
に
そ
っ
て
下
り
、
途

中
か
ら
大
き
な
ク
レ
バ
ス
帯
を
横
切
り
、
大
き
な
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
上
に
出
て
、
さ
ら
に
小
さ
な
尾
根
を
の
り
越
え
、
隣
り
の
氷
河
に
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八
月
二
八
日
、
小
鳥
の
声
で
目
を
覚
す
。
昨
日
来
の
雨
も
や
み
、
雲
の
間
に
晴
間
が
見
え
る
。
今
日
は
海
岸
ま
で
出
る
日
で
あ
る
。
ゆ

っ
く
り
と
仕
度
を
整
え
た
あ
と
、
初
め
て
ツ
ン
ド
ラ
で
お
お
わ
れ
た
モ
レ
ー
ン
の
丘
を
越
え
、
さ
ら
に
小
さ
な
モ
レ
ー
ン
の
上
を
歩
き
、

昨
日
来
の
雨
で
水
嵩
が
増
し
、
氷
河
末
端
の
河
口
の
渡
渉
は
危
険
と
な
っ
た
の
で
、
最
後
の
氷
河
舌
端
を
横
切
っ
て
対
岸
に
渡
っ
た
あ

と
、
河
原
に
お
り
る
。
河
原
を
三
時
間
ほ
ど
歩
い
た
あ
と
、
最
後
の
モ
レ
ー
ン
の
ツ
ン
ド
ラ
丘
を
越
え
る
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
出
た
。
我
々

の
最
後
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ツ
ン
ド
ラ
帯
の
な
か
を
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
流
れ
で
る
小
川
の
畔
り
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
全
員
一
日
の
休
養
を
と
っ
た
あ
と
、
池
田
と
元
気
に
な
っ
た
嵯
峨
野
の
二
人
は
、
さ
ら
に
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
ヤ

コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
の
町
に
、
ボ
ー
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
の
た
め
に
で
か
け
る
。
い
く
つ
か
の
大
き
な
氷
河
か
ら
流
れ
で
た
河
を
横
切
り
、
海
に

突
き
で
た
岬
を
こ
え
、
六
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
ツ
ン
ド
ラ
の
丘
陵
を
越
え
た
あ
と
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
ス
レ
ッ
ジ
・
ル
ー
ト
に
出

て
、
そ
こ
か
ら
海
岸
ぞ
い
に
九
月
一
日
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
に
出
た
。
我
々
は
内
陸
氷
床
で
、
そ
れ
ほ
ど
人
の
住
む
と
こ
ろ
を
恋
し
い
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
西
海
岸
の
山
波
が
近
づ
く
と
、
我
々
は
我
々
の
旅
の
終
り
が
ど
の
よ
う
な
結
末
を
も
っ
て
終
る
か
、

興
味
を
も
っ
て
考
え
て
み
た
。
途
中
の
ツ
ン
ド
ラ
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
に
会
う
の
か
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
と
会
う
の
が
先
な
の
か
、
ま
た

フ
ィ
ヨ
ル
ド
で
釣
り
を
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
と
会
う
の
か
、
人
よ
り
も
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ゥ
ン
の
町
を
見
る
の
が
先
な
の
か
。
と
に

か
く
、
そ
れ
が
我
々
の
長
か
っ
た
旅
の
終
り
な
の
だ
か
ら
。
…
．
．
。

逃
げ
る
。
こ
こ
か
ら
氷
河
の
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
に
そ
っ
て
末
端
ま
で
下
り
、
末
端
は
氷
河
湖
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
氷
河
か
ら
離
れ
、
古

い
モ
レ
ー
ン
の
上
を
し
ば
ら
く
歩
い
た
あ
と
、
見
晴
し
の
き
く
モ
レ
ー
ン
の
上
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
初
め
て
踏
む
土
の
感
触
だ
っ
た
。
す

で
に
こ
の
古
い
モ
レ
ー
ン
の
上
を
お
お
っ
た
ツ
ン
ド
ラ
は
、
赤
や
黄
の
葉
で
色
ど
ら
れ
、
植
物
と
い
う
植
物
は
す
べ
て
実
を
結
び
冬
の
準

備
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
そ
れ
だ
け
で
、
十
分
我
々
の
渇
き
き
っ
た
気
持
を
い
や
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
の
町
へ
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ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
へ
の
道
で
、
ツ
ン
ド
ラ
丘
を
歩
い
て
い
る
時
で
も
、
な
に
か
そ
こ
に
人
間
の
残
し
た
形
跡
は
な
い
も
の
か
と
、
目
を

み
は
り
な
が
ら
歩
い
た
。
ツ
ン
ド
ラ
丘
を
越
え
、
初
め
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
ス
レ
ッ
ジ
・
ル
ー
ト
に
出
て
、
彼
ら
の
残
し
た
空
缶
や

橇
の
破
れ
た
板
き
れ
を
見
つ
け
た
と
き
、
そ
れ
を
手
に
と
っ
て
子
供
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。
さ
ら
に
ロ
ー
ド
・
ベ
イ
近
く
で
は
、
目
前
の
フ

ィ
ヨ
ル
ド
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
ボ
ー
ト
を
見
つ
け
、
呼
ん
で
み
た
い
気
持
に
か
ら
れ
た
が
、
明
日
が
我
々
横
断
隊
の
行
動
予
定
の
終

了
日
で
あ
っ
た
し
、
我
々
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
の
無
線
局
に
、
早
く
我
々
が
無
事
内
陸
氷
床
を
離
れ
た
こ

と
を
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
こ
こ
で
東
海
岸
の
犬
橇
隊
の
無
事
下
山
の
知
ら
せ
を
受
け
と
り
た
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く

眺
め
た
あ
と
そ
の
ま
ま
先
を
急
い
だ
。

九
月
一
日
、
朝
や
っ
と
ヤ
コ
プ
ス
ハ
ウ
ン
の
町
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
つ
き
、
さ
ら
に
小
さ
な
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
大
き
く
回
り
こ
ん
だ
あ
と

雨
の
中
を
昼
ご
ろ
町
の
中
に
入
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
を
た
っ
て
六
○
日
目
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
東
海
岸
の
犬
橇
隊
か
ら
、
八

月
二
七
日
無
事
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
に
帰
着
し
た
電
報
を
受
け
と
っ
た
。
こ
の
あ
と
天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
九
月
三
日
パ
キ
ソ
ト
ッ
ク
・
フ

ィ
ヨ
ル
ド
の
奥
で
待
っ
て
い
る
五
月
女
達
を
、
ボ
ー
ト
で
迎
え
に
い
っ
た
。

横
断
隊
と
別
れ
て
か
ら
天
気
は
さ
ら
に
荒
れ
出
し
、
行
動
は
全
然
で
き
ず
、
視
界
も
悪
い
た
め
測
量
も
で
き
な
か
っ
た
。

七
月
二
七
日
、
我
々
に
必
要
な
予
備
日
数
は
、
食
糧
を
一
日
二
食
に
減
ら
し
て
も
、
な
お
か
つ
一
日
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
連

日
の
悪
天
候
と
食
糧
不
足
の
た
め
、
九
頭
の
犬
も
か
な
り
弱
わ
り
、
一
頭
の
白
犬
が
歩
行
不
能
と
な
り
、
橇
に
乗
せ
て
行
動
し
、
北
東
八

キ
ロ
ほ
ど
進
ん
だ
地
点
で
測
量
の
た
め
天
幕
を
設
営
し
た
。
翌
日
も
我
々
の
期
待
に
反
し
、
一
晩
中
風
雪
に
見
舞
わ
れ
、
天
幕
が
埋
め
ら

れ
る
。
我
々
は
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に
進
み
、
一
昨
年
の
隊
が
初
め
て
踏
み
込
ん
だ
山
岳
群
ま
で
行
き
、
そ
れ
か
ら
な
お
誰
も
近
づ
い
た

こ
と
の
な
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
氷
河
に
入
り
、
無
名
の
山
岳
に
接
し
、
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
に
出
る
予
定
で
い
た
が
、
こ
の
悪
天
候
の
た
め

犬
橇
隊
の
帰
路
小
栗
孝
康
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奥
地
の
旅
行
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
最
後
に
ガ
ス
の
中
を
小
さ
な
無
名
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
に
登
り
、
パ
リ
氷
河
に
下
っ

た
。
こ
の
日
も
更
に
一
頭
の
犬
が
疲
労
で
倒
れ
る
。

三
一
日
、
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
の
食
糧
デ
ポ
で
食
糧
の
補
給
を
し
た
後
、
更
に
海
岸
に
向
い
先
を
急
い
だ
。
こ
の
日
も
歩
け
な
く
な
っ

八
月
三
日
、
昨
日
か
ら
の
雨
で
橇
の
上
の
犬
が
二
頭
死
ん
だ
。
翌
日
出
発
後
ま
も
な
く
、
不
覚
に
も
五
頭
の
犬
を
ク
レ
バ
ス
で
失
う
。

三
時
間
に
わ
た
る
救
出
作
業
を
し
た
が
、
ク
レ
バ
ス
は
深
く
、
狭
く
、
如
何
と
も
し
が
た
か
っ
た
。
食
糧
も
後
わ
ず
か
し
か
な
い
た
め
作

業
を
断
念
し
、
こ
れ
か
ら
は
犬
な
し
で
先
を
急
い
だ
。

五
日
、
や
っ
と
エ
ス
キ
モ
ー
・
パ
ス
の
下
に
着
く
。
峠
の
登
り
は
連
日
の
降
雪
で
、
膝
迄
の
深
雪
の
中
を
背
負
っ
て
運
ぶ
。

六
日
、
一
食
分
の
食
糧
を
残
し
て
セ
プ
テ
ン
バ
ー
氷
河
の
デ
ポ
に
帰
え
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
十
三
日
間
、
全
員
の
休
養
と
附
近
の
山
岳

の
登
山
に
日
を
送
り
、
七
つ
の
無
名
峰
に
登
り
、
コ
ル
・
デ
・
フ
ァ
ン
ト
ム
を
越
え
、
カ
イ
ラ
ス
氷
河
か
ら
タ
シ
サ
ッ
ク
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド

に
下
り
、
八
月
七
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
ボ
ー
ト
を
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
見
つ
け
、
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
の
部
落
に
帰
着
し
た
。

た
犬
を
一
頭
乗
せ
る
。

八
月
三
日
、
昨
日
、
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わ
れ
わ
れ
が
海
外
登
山
を
検
討
し
始
め
た
一
九
六
七
年
と
い
う
時
点
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
し
て
ピ
ー
ク
・
ハ
ン
ト
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
目
標
を
固
執
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
外
の
何
処
か
の
六
千
乃

至
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
を
選
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
自
身
と
し
て
以
前
か
ら
、
こ
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
そ
こ
に
未
知
の
氷
床
（
従
来
胃
‐
８
口
と
呼
ん
で
い
る
が
、
最
近
の
説
に
従
い
胃
‐
の
⑦
の
号
ｌ
氷
床
ｌ
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
南
緯
四
七
度
附
近
か
ら
南
へ
延
々
六
○
○
キ
ロ
、
南
米
大
陸
の
ア
ン
デ
ス
南
端
附
近
を
、
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
ま
た
が
っ
て

横
た
わ
る
こ
の
氷
床
は
、
一
九
一
四
年
に
発
見
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
地
域
の
酷
烈
な
気
象
条
件
の
た
め
に
、
ま
だ
未
知
と
し
て
残
さ
れ
た

部
分
が
多
い
。
そ
れ
は
南
緯
四
八
度
附
近
の
バ
ケ
ル
峡
湾
に
よ
っ
て
南
北
に
分
け
ら
れ
る
が
、
先
年
神
戸
大
学
が
チ
リ
と
合
同
で
行
な
っ

た
ア
レ
ナ
レ
ス
登
山
（
『
山
岳
』
第
五
十
三
年
参
照
）
は
、
そ
の
北
部
に
属
す
る
。
氷
床
は
南
部
の
方
が
よ
り
広
大
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
英
国

の
テ
ィ
ル
マ
ン
が
南
緯
五
○
度
附
近
を
初
め
て
横
断
し
た
が
、
一
九
六
一
’
二
年
に
同
じ
く
シ
プ
ト
ン
が
バ
ケ
ル
湾
よ
り
上
陸
、
脊
梁
山

パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
床
横
断
（
一
九
六
八
’
九
年
）

目
標
の
選
定
と
準
備

阪
上
秀
太

郎

（22）
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脈
の
東
側
を
ゥ
プ
サ
ラ
氷
河
ま
で
縦
断
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
チ
リ
隊
が
六
二
年
、
六
三
年
の
二
回
、
南
緯
四
八
度
の
ラ
ウ
タ
ロ
峰
の
南

北
を
そ
れ
ぞ
れ
横
断
し
た
の
が
、
そ
の
完
全
横
断
の
す
蕊
へ
て
で
あ
る
。
氷
床
上
に
連
な
る
ピ
ー
ク
は
三
千
メ
ー
ト
ル
級
で
高
峰
と
は
云
え

な
い
が
、
そ
の
周
囲
を
未
知
の
氷
床
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
そ
の
殆
ん
ど
は
未
登
で
あ
る
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
歴
史
は
、
こ
れ
か
ら
開
か
れ

よ
う
と
し
て
い
る
感
が
深
い
。
私
は
こ
の
未
知
の
氷
床
と
、
そ
の
氷
床
の
中
に
眠
る
未
登
の
ピ
ー
ク
に
魅
せ
ら
れ
た
。

六
甲
学
院
山
岳
会
の
委
員
会
で
パ
タ
ゴ
ニ
ア
を
目
標
と
す
る
こ
と
は
容
易
に
決
定
し
た
。
資
料
を
検
討
の
結
果
、
右
の
ラ
ウ
タ
ロ
の
東

に
あ
る
未
登
峰
ピ
ラ
ミ
デ
（
一
一
三
八
○
メ
ー
ト
ル
）
を
選
ん
だ
。
問
題
は
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
計
画
の
当
初
チ
リ
側
か
ら
の
接
近
は

ま
ず
無
理
で
あ
っ
た
。
チ
リ
側
の
気
象
条
件
が
よ
り
悪
い
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
無
人
地
帯
に
等
し
い
チ
リ
・
パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
、
氷
河
侵

蝕
に
よ
る
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
錯
綜
し
て
複
雑
な
地
形
を
持
ち
、
そ
れ
ら
フ
ィ
ヨ
ル
ド
自
体
が
未
知
の
も
の
も
多
い
。
そ
し
て
山
へ
入
る
に

は
、
こ
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
へ
船
で
進
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
船
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
ど
う
し
て
入
手
す
る
か
。
そ
れ
で
、
わ
れ
わ
れ

は
ま
ず
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
ね
て
連
絡
し
て
お
い
た
チ
リ
の
イ
エ
ズ
ス
会
（
わ
が
会
の
母
校

六
甲
学
院
の
経
営
団
体
で
、
世
界
各
国
に
学
校
を
経
営
し
て
お
り
、
チ
リ
に
も
姉
妹
校
が
あ
る
）
か
ら
返
信
が
届
き
、
丁
度
わ
れ
わ
れ
が
目
標
と
し
て
い
る
ピ

ラ
ミ
デ
の
ほ
ぼ
西
方
、
太
平
洋
側
に
あ
る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
島
の
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
と
い
う
処
で
、
こ
こ
十
年
来
原
住
民
の
布
教
に
当
っ

て
い
る
同
会
の
零
ハ
ェ
レ
マ
エ
ヶ
ル
神
父
か
ら
、
こ
の
地
域
の
詳
し
い
事
情
、
そ
し
て
エ
デ
ン
に
は
チ
リ
空
軍
の
無
線
仲
継
所
が
あ
る
こ

と
、
な
ど
を
知
ら
せ
て
き
た
。
そ
の
う
え
神
父
は
布
教
用
の
船
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
用
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
い
ま
そ
の
船
を
新
し
い
船
に
替
え
た
い
の
で
、
で
き
れ
ば
日
本
で
探
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
踊
り
上
る

程
喜
ん
だ
。
チ
リ
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
途
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
早
速
神
父
の
要
求
に
見
合
う
ボ
ー
ト
（
約
一
ト
ン
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ

ー
製
、
一
二
○
馬
力
）
を
探
し
、
最
終
的
に
そ
れ
を
ヤ
マ
ハ
に
発
注
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ボ
ー
ト
を
持
っ
て

チ
リ
へ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

右
の
理
由
か
ら
計
画
に
大
修
正
が
加
え
ら
れ
、
結
論
と
し
て
、
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
を
基
地
と
し
、
エ
イ
レ
峡
湾
を
経
て
ピ
オ
十
一
世
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氷
河
に
上
陸
、
氷
床
横
断
に
つ
い
で
ピ
ラ
ミ
デ
登
頂
。
そ
の
後
コ
ー
ス
を
南
に
戻
し
、
未
踏
地
域
で
あ
る
マ
リ
ァ
ノ
・
モ
レ
ノ
山
脈
西
側

の
氷
床
を
南
下
、
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
と
の
間
の
コ
ル
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
へ
越
え
、
ウ
プ
サ
ラ
氷
河
に
出
て
シ
プ
ト
ン
の
コ
ー
ス
に
合
す

る
と
い
う
、
氷
床
完
全
横
断
の
計
画
と
な
っ
た
。
当
初
の
極
地
法
を
取
止
め
、
橇
に
よ
る
横
断
で
あ
る
。
従
っ
て
装
備
・
食
糧
の
徹
底
的

な
軽
量
化
が
す
べ
て
に
優
先
し
た
．
わ
れ
わ
れ
は
シ
プ
ト
ン
の
貴
冒
ミ
ミ
隠
竜
常
怠
・
）
を
熟
読
し
た
。
橇
は
ス
ノ
ー
ポ
ー
ト
式
で
は

な
く
本
式
の
橇
を
採
用
、
そ
し
て
日
大
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
隊
の
設
計
を
、
そ
の
ま
ま
頂
戴
し
て
使
用
さ
せ
て
貰
う
こ
と
に
す
る
。
テ
ン
ト

は
シ
プ
ト
ン
の
意
見
を
採
用
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
す
る
が
、
よ
り
徹
底
し
た
軽
量
化
と
、
防
水
性
と
通
気
性
と
を
兼
ね
る
苦
心
の
設
計

を
ほ
ど
こ
し
た
。
雨
具
も
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ナ
イ
ロ
ン
の
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
布
を
み
つ
け
、
デ
ザ
イ
ン
の

工
夫
で
何
と
か
使
え
る
も
の
を
作
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
す
等
へ
て
一
九
六
八
年
春
の
立
山
で
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
年
六
月
隊
員
の
決
定
を
み
た
。

隊
長
阪
上
秀
太
郎
娼
歳
（
渉
外
・
記
録
）
教
諭

隊
員
井
川
勲
幻
歳
（
装
備
）
ス
ポ
ー
ツ
店
経
営

松
永
公
雄
幻
歳
（
医
療
）
ド
ク
タ
ー

岩
田
修
二
型
歳
（
食
糧
）
明
大
生

前
川
弘
幸
型
歳
（
会
計
）
京
大
生

つ
い
で
食
糧
計
画
で
あ
る
が
、
一
日
一
人
一
キ
ロ
（
包
装
材
を
含
む
）
以
内
と
し
、
上
陸
後
六
○
日
分
を
計
画
し
、
大
部
分
を
価
格
・
通
関

の
関
係
か
ら
チ
リ
で
購
入
す
る
こ
と
と
し
、
若
干
の
日
本
食
の
み
内
地
か
ら
携
行
す
る
に
止
め
た
。

一
年
有
余
の
準
備
な
っ
て
装
備
を
神
戸
か
ら
船
で
発
送
、
つ
い
で
全
員
五
名
空
路
出
発
、
十
一
月
十
四
日
サ
ン
チ
て
．
に
到
着
し
た
（

サ
ン
チ
ア
ゴ
か
ら
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
へ
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パタゴニア氷床横断（1968 9年）

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
、
ハ
エ
レ
マ
エ
ケ
ル
神
父
と
初
対
面
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る
。
神
父
と
は
す
で
に
十
数
通
に
上
る
手
紙
の
交

換
で
あ
っ
た
。
神
父
は
、
は
じ
め
わ
れ
わ
れ
と
横
断
の
行
を
共
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
京
大
の
調
査
隊
が
時
を
同
じ
く
し

て
エ
デ
ン
附
近
に
入
る
こ
と
と
な
り
、
神
父
は
山
よ
り
も
む
し
ろ
手
馴
れ
た
海
で
同
隊
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
神
父
・
京
大
・
わ

れ
わ
れ
の
三
者
間
で
了
解
が
成
立
し
て
い
た
。
勿
論
わ
れ
わ
れ
の
上
陸
は
手
伝
っ
て
貰
え
る
。
更
に
神
父
は
わ
れ
わ
れ
の
チ
リ
滞
在
中
、

何
か
ら
何
ま
で
世
話
を
み
て
下
さ
っ
た
。
ビ
ザ
延
長
、
通
関
、
食
糧
購
入
、
そ
し
て
宿
舎
に
い
た
る
ま
で
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
、
何
と
お

礼
を
云
っ
て
よ
い
か
、
全
く
頭
の
下
が
る
想
い
で
あ
っ
た
。

サ
ン
チ
ア
ゴ
滞
在
中
、
私
は
チ
リ
大
学
を
訪
問
し
、
曽
て
シ
プ
ト
ン
と
行
を
共
に
し
た
マ
ラ
ン
グ
ニ
ク
氏
に
会
い
、
つ
い
で
同
じ
く
ガ

ル
シ
ア
氏
に
も
会
っ
た
。
氏
は
ま
た
一
九
五
八
年
の
神
大
隊
と
も
一
緒
で
あ
っ
た
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
二
人
の
意
見
を

綜
合
す
る
と
、
ピ
オ
十
一
世
氷
河
は
登
路
と
し
て
は
困
難
で
あ
る
。
二
人
と
も
一
九
六
三
年
に
そ
の
上
陸
を
試
み
た
が
、
氷
河
が
予
想
外

に
海
上
に
押
出
し
て
い
て
、
上
陸
を
諦
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ル
シ
ァ
は
、
そ
の
南
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
・
エ
ク
ス
マ
ゥ
ス
の
利
用
を
強

調
し
た
。
結
局
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
の
意
見
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
氏
は
ピ
ラ
ミ
デ
は
大
分
低
い
と
考
え
、
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
に

興
味
を
見
せ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
に
先
を
越
さ
れ
た
と
口
惜
し
が
っ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
氏
と
別
れ
て
か
ら
日
程
を
再
検
討
し
、
ピ
ラ

ミ
デ
を
放
棄
し
て
全
力
を
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
登
頂
と
、
横
断
に
そ
そ
ぐ
方
が
よ
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
な
お
サ
ン
チ
ア
ゴ
で
は
、
陸
軍

地
理
局
で
同
地
域
の
航
空
写
真
を
購
入
で
き
て
、
地
図
の
不
備
を
補
う
の
に
た
い
へ
ん
役
立
っ
た
。

十
一
月
末
に
今
ハ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
入
っ
た
荷
物
を
ト
ラ
ッ
ク
で
プ
エ
ル
ト
・
モ
ン
ヘ
、
つ
い
で
チ
リ
海
軍
の
ア
ギ
ラ
号
で
エ
デ
ン
へ
輸
送

し
た
が
、
ポ
ー
ト
は
エ
ン
ジ
ン
取
附
に
手
間
ど
り
、
そ
れ
を
神
父
に
任
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
十
二
月
二
十
二
日
に
エ
デ
ン
に
集
結
し
た
。

そ
し
て
ボ
ー
ト
の
到
着
ま
で
、
二
週
間
を
そ
こ
で
過
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
京
大
隊
も
来
て
い
る
。
空
軍
の
人
々
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
幸
い
年
末
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
島
の
ピ
ー
ク
の
試
登
や
、
ボ
ー
ト
で
対
岸
大
陸
側
へ
渡
っ
て
ピ
ー
ク
か
ら
大
氷
床

を
望
見
し
た
り
、
仲
々
愉
快
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
の
ピ
ー
ク
は
千
メ
ー
ト
ル
と
少
し
の
高
さ
で
、
氷
河
を
持
っ
て
い
る
。
す
べ
て
未
登
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パタゴニア氷床横断（1968-9年）
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パタゴニア氷床横断（1968-9年）

上
陸
に
さ
き
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
神
父
と
打
合
せ
を
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
前
進
が
不
可
能
と
な
り
、
上
陸
点
へ
引
返
し
た
場
合
の
収

容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
月
下
旬
、
二
月
上
旬
、
二
月
下
旬
の
三
回
、
神
父
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
き
て
く
れ
る
こ
と
で
互
い
に
了
解
し

た
．
雨
の
中
を
神
父
と
名
残
り
を
惜
し
む
。

一
月
八
日
は
氷
床
へ
の
ル
ー
ト
偵
察
を
行
な
う
が
、
幸
い
一
日
で
ル
ー
ト
を
発
見
で
き
た
。
Ｃ
１
よ
り
距
離
五
キ
ロ
、
高
差
約
一
四
○

○
メ
ー
ト
ル
と
み
た
。
そ
の
間
、
川
に
沿
う
て
上
る
が
下
半
分
は
ブ
ッ
シ
ュ
帯
で
、
下
は
ず
く
ず
く
の
湿
地
で
あ
る
。
傾
斜
も
か
な
り
あ

る
。
そ
の
あ
と
圏
谷
に
出
る
が
、
真
正
面
に
高
距
五
○
○
メ
ー
ト
ル
程
の
岩
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
上
に
氷
床
縁
辺
の
氷
が
危
な
げ
に
の

し
か
か
っ
て
、
間
断
な
く
氷
塊
を
落
し
て
い
る
。
九
日
か
ら
五
人
で
ボ
ッ
カ
、
連
日
雨
の
中
を
デ
ポ
と
テ
ン
ト
を
交
互
に
出
し
、
二
十
四

日
に
Ｃ
４
を
氷
床
上
に
出
す
。
こ
こ
で
初
め
て
大
氷
床
の
全
貌
を
眼
の
辺
り
に
し
た
。
幸
い
曇
天
な
が
ら
や
海
の
よ
う
な
氷
床
の
彼
方
に

ラ
ウ
タ
ロ
、
マ
リ
ア
ノ
モ
レ
ノ
、
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
が
連
な
っ
て
見
え
る
。
エ
デ
ン
か
ら
望
見
し
た
、
コ
ル
直
下
の
黒
い
人
字
型
尾
根

年
を
越
し
た
一
月
五
日
、
神
父
と
ボ
ー
ト
が
到
着
、
翌
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
の
二
日
間
、
神
父
は
六
○
○
キ
ロ
余
の
荷
物
と
わ
れ

ら
五
人
を
、
エ
ク
ス
マ
ゥ
ス
ま
で
片
途
八
時
間
の
距
離
を
、
ピ
ス
ト
ン
運
転
で
運
ん
で
く
れ
た
。
狭
い
カ
ナ
ル
と
呼
ば
れ
る
海
に
は
オ
ッ

ト
セ
イ
が
多
い
。
ボ
ー
ト
の
前
後
に
よ
く
顔
を
出
す
。
そ
し
て
ボ
ー
ト
が
エ
レ
イ
峡
湾
に
入
る
と
、
あ
の
ピ
オ
十
一
世
氷
河
が
前
面
い
つ

ぱ
い
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
始
め
た
。
ま
さ
に
息
を
の
む
光
景
で
あ
る
。
そ
し
て
ガ
ル
シ
ア
氏
の
話
よ
り
も
更
に
前
進
し
て
い

る
。
近
い
将
来
エ
ク
ス
マ
ゥ
ス
の
入
口
を
塞
ぐ
だ
ろ
う
。
一
九
四
五
年
撮
影
の
航
空
写
真
の
位
置
か
ら
考
え
て
、
こ
の
二
十
三
年
間
に
約

八
キ
ロ
は
前
進
し
て
い
る
。

で
、
し
か
も
そ
の
山
容
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
パ
イ
ネ
や
フ
ィ
ッ
・
ロ
イ
に
似
た
針
峰
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
偵
察
行
で
、
わ
れ
わ
れ
は

リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
陸
よ
り
氷
床
ま
で
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も
、
よ
い
目
標
を
提
供
し
て
い
る
。
二
十
六
日
に
全
部
の
荷
物
を
Ｃ
４
に
荷
上
げ
完
了
す
る
。

一
月
二
十
八
日
か
ら
は
機
に
よ
る
氷
床
の
横
断
を
始
め
る
。
五
○
○
余
キ
ロ
の
荷
物
を
、
二
回
に
分
け
て
運
ぶ
の
で
、
デ
ポ
と
テ
ン
ト

を
交
互
に
出
す
た
め
、
行
程
は
は
か
ど
ら
な
い
。
し
か
も
連
日
み
ぞ
れ
又
は
雪
。
何
も
見
え
な
い
。
コ
ン
パ
ス
の
み
で
歩
く
。
三
十
一
日

に
は
何
も
か
も
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
二
月
一
日
か
ら
二
日
、
三
日
と
す
ば
ら
し
い
快
晴
と
な
り
、
よ
く
緊
ま
っ

た
雪
に
橇
も
軽
い
。
二
日
に
は
氷
床
の
西
辺
に
唇
気
楼
も
見
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
三
日
ま
で
、
そ
の
あ
と
は
再
び
雪
。
そ
れ
で
も
二

月
五
日
に
は
上
り
傾
斜
が
出
始
め
、
コ
ル
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
コ
ル
の
下
に
Ｃ
８
を
設
営
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

日
か
ら
天
気
は
一
段
と
悪
化
し
、
向
い
風
で
デ
ポ
の
回
収
が
は
か
ど
ら
ず
、
ま
た
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
、
悪
戦
苦
闘

テ
ン
ト
の
埋
没
を
防
ぐ
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
が
、
二
月
十
五
日
に
な
っ
て
漸
や
く
コ
ル
に
Ｃ
９
（
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
推
進
で
き
た
。

し
か
も
そ
の
午
後
か
ら
晴
れ
始
め
た
の
で
、
Ｃ
９
か
ら
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
主
峰
へ
の
ア
タ
ッ
ク
可
能
と
考
え
、
午
後
四
時
頃
か
ら
ル
ー
ト

偵
察
と
、
デ
ポ
か
ら
の
登
筆
具
の
荷
上
げ
を
急
ぐ
。
明
日
を
逃
せ
ば
登
頂
の
チ
ャ
ン
ス
は
去
る
で
あ
ろ
う
。
歯
を
喰
い
し
ば
っ
て
ボ
ッ
ヵ

の
ピ
ス
ト
ン
を
や
り
、
登
頂
態
勢
を
整
え
る
。

二
月
十
六
日
午
前
七
時
四
五
分
、
松
永
・
前
川
二
名
の
登
頂
隊
員
が
テ
ン
ト
を
出
発
。
そ
の
直
後
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ
ー
が
破
損
し
連
絡
不

能
と
な
る
。
今
日
は
晴
れ
て
い
る
。
頂
上
附
近
に
少
し
ガ
ス
が
あ
る
程
度
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
９
よ
り
上
は
幅
三

キ
ロ
程
の
プ
ラ
ト
ー
で
コ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
二
人
は
ス
キ
ー
で
南
西
へ
行
進
。
ピ
ー
ク
は
六
シ
あ
る
が
、
氷
床
上
か
ら
は
ど
れ

が
主
峰
か
、
前
衛
峰
の
蔭
に
な
っ
て
判
別
が
困
難
だ
っ
た
。
昨
日
の
偵
察
で
、
進
行
方
向
最
奥
の
Ｐ
６
を
主
峰
と
考
え
て
二
人
は
ス
キ
ー

氷
床
横
断
開
始
よ
り
コ
ル
ま
で

リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
の
一
峰
へ
登
頂

ノ

（30）



パタゴニア氷床横断（1968-9年）

二
月
十
七
日
は
一
面
の
ガ
ス
。
そ
の
中
を
デ
ポ
回
収
と
下
降
準
備
を
行
な
う
。
そ
し
て
十
八
日
下
降
の
予
定
が
猛
吹
雪
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
じ
め
て
・
ハ
タ
ゴ
ニ
ァ
風
と
見
参
。
風
速
は
完
全
に
二
五
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
い
る
。
テ
ン
ト
も
荷
物
も
固
い
氷
の
下
に
な
る
。

二
月
十
九
日
、
風
も
や
や
衰
え
た
よ
う
な
の
で
撤
収
を
始
め
た
が
、
氷
の
下
か
ら
テ
ン
ト
や
荷
物
を
出
す
の
に
時
間
を
喰
い
、
午
頃
に

下
り
に
か
か
る
。
こ
の
時
テ
ン
ト
の
ポ
ー
ル
を
折
損
、
テ
ン
ト
ー
張
を
棄
て
た
の
で
テ
ン
ト
は
一
シ
に
な
る
。
し
か
し
、
荷
物
は
も
う
橇

一
台
分
に
な
っ
た
。
吹
雪
の
中
を
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
プ
ラ
ト
ー
を
横
切
り
、
下
り
に
か
か
る
と
、
橇
が
滑
っ
て
前
へ
出
る
の
を
必
死
に

支
え
な
が
ら
下
る
。
下
る
に
つ
れ
て
風
は
再
び
激
し
さ
を
増
す
。
視
界
は
零
に
近
い
。
午
後
三
時
頃
、
前
面
に
黒
い
岩
影
を
み
る
。
ル
ー

ト
が
変
だ
。
お
ま
け
に
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
や
ハ
ス
も
出
始
め
る
。
遂
い
に
前
進
を
諦
め
て
そ
の
場
に
Ｃ
ｍ
を
張
る
。
こ
の
よ
う
な
嵐
の
中
で
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
ン
ト
は
威
力
を
発
揮
す
る
。
傘
を
開
く
よ
う
に
開
い
て
、
張
綱
を
ピ
ッ
ケ
ル
と
ザ
イ
ル
で
止
め
れ
ば
終
り
で
あ
る
。
四

人
用
テ
ン
ト
に
五
人
が
入
っ
た
の
で
少
し
窮
屈
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
日
か
ら
十
日
間
、
わ
れ
わ
れ
は
一
歩
も
動
け
な
く
な
っ
た
。
連
日
の
猛
吹
雪
、
パ
タ
、
コ
ニ
ア
は
そ
の
底
力
を
遺
憾
な
く

示
し
た
。
二
十
二
日
午
前
中
は
少
し
ゆ
る
ん
で
、
航
空
写
真
に
よ
っ
て
現
在
地
点
を
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
あ
と
は
ま
た
元
通
り
の
嵐
。

◎

を
進
め
、
二
時
三
○
分
に
第
一
回
昼
食
、
一
三
時
三
○
分
Ｐ
４
の
下
で
ス
キ
ー
を
デ
ポ
し
、
ワ
カ
ン
に
代
え
る
。
傾
斜
が
加
位
に
な

。
○

る
。
途
中
更
に
ア
イ
ゼ
ン
に
代
え
て
鋤
！
“
の
斜
面
を
登
る
。
ア
イ
ゼ
ン
の
ツ
ァ
ッ
ケ
も
立
た
ぬ
氷
の
上
に
、
三
○
’
四
○
セ
ン
チ

の
雪
が
乗
っ
て
い
る
悪
条
件
で
あ
っ
た
。
一
五
時
三
五
分
、
遂
に
頂
上
に
立
つ
。
と
こ
ろ
が
隣
の
Ｐ
５
の
方
が
少
し
高
い
。
残
念
。
し
か

し
登
り
直
す
に
は
時
間
切
れ
、
ま
た
天
気
も
持
つ
ま
い
。
写
真
撮
影
と
記
念
の
プ
レ
ー
ト
を
埋
め
て
二
人
は
下
山
の
途
に
つ
い
た
。
一
二

時
一
○
分
テ
ン
ト
帰
着
。
わ
れ
わ
れ
は
結
局
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
の
一
峰
に
登
頂
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
三
千
メ
ー
ト
ル
を
少
し
割
る
だ

ろ
う
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
へ
下
降
、
ウ
プ
サ
ラ
氷
河

（31）



二
十
四
日
朝
テ
ン
ト
は
完
全
に
埋
没
し
た
。
ラ
ジ
ウ
ス
に
点
火
し
な
い
の
で
困
る
。
一
日
中
か
か
っ
て
入
口
の
雪
を
除
け
、
そ
の
上
に
ツ

エ
ル
ト
を
張
る
と
、
す
ぐ
に
雪
が
積
も
っ
て
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
。
そ
う
し
て
お
い
て
二
十
五
日
、
雪
の
下
で
テ
ン
ト
を
抜
出
し
て
た
た

む
。
そ
の
跡
を
雪
洞
と
す
る
。
こ
の
二
晩
、
膝
を
か
か
え
た
ま
ま
で
過
し
た
の
で
、
横
に
な
れ
る
の
は
有
難
い
。
し
か
し
衣
服
も
シ
ュ
ラ

ー
フ
も
ぐ
し
よ
ぬ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
毎
日
息
も
つ
け
ぬ
吹
雪
の
中
で
、
橇
を
掘
出
そ
う
と
努
力
し
た
が
、
雪
の
積
も
る
方
が
早
い
。
わ

れ
わ
れ
は
橇
を
放
棄
す
る
こ
と
に
し
た
。
リ
ュ
ッ
ク
で
下
り
よ
う
。
一
人
二
○
キ
ロ
に
抑
え
て
、
テ
ン
ト
・
ピ
ッ
ケ
ル
・
ザ
イ
ル
・
食
糧

の
み
を
携
行
す
る
こ
と
に
す
る
。
一
体
こ
の
吹
雪
い
つ
晴
れ
る
の
か
。
今
ま
で
の
経
験
で
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
荒
天
週
期
は
、
大
体
七
’

一
○
日
で
あ
る
。
今
月
末
に
は
好
転
す
る
だ
ろ
う
。
一
日
二
食
に
減
食
し
て
、
そ
の
回
復
を
待
っ
た
。
二
十
八
日
、
食
糧
は
余
す
と
こ
ろ

七
日
分
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
ク
リ
ス
チ
ナ
牧
場
ま
で
、
地
図
上
の
計
算
で
七
日
は
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
あ
ろ
う
と
も
明
日
は
脱
出

と
決
め
た
。
た
だ
隊
員
一
名
が
痔
を
出
し
て
い
る
の
が
気
懸
り
で
あ
る
。

三
月
一
日
、
す
で
に
三
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
雪
の
下
か
ら
、
這
い
出
す
。
外
は
依
然
と
し
て
吹
雪
い
て
は
い
る
が
、
幾
分
弱
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
三
メ
ー
ト
ル
下
の
雪
穴
か
ら
荷
を
出
す
の
に
案
外
時
間
が
か
か
る
。
一
○
時
過
ぎ
四
○
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル
に
つ
な
が
っ

て
、
コ
ン
パ
ス
二
一
○
度
の
方
向
に
突
進
す
る
。
歩
き
な
が
ら
食
事
し
よ
う
と
い
う
の
で
、
腰
に
二
食
分
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
袋
に
入
れ
て

ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。
午
過
ぎ
、
空
が
明
る
く
な
り
始
め
、
午
後
は
晴
天
と
な
っ
た
。
助
か
っ
た
。
周
り
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
の
大
氷
床
、

北
に
フ
イ
ッ
・
ロ
イ
の
ピ
ー
ク
が
黒
く
み
え
る
．
ヴ
ィ
エ
ド
マ
氷
河
と
ウ
プ
サ
ラ
氷
河
の
分
岐
点
に
わ
れ
わ
れ
は
居
た
。
南
ゥ
プ
サ
ラ
を

め
ざ
し
て
進
む
。
と
こ
ろ
が
危
倶
し
た
隊
員
の
痔
が
悪
化
し
て
、
行
進
速
度
は
ぐ
っ
と
に
ぶ
り
、
止
む
な
く
午
後
七
時
Ｃ
ｕ
を
張
る
。
高

度
約
一
七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
二
日
は
ウ
プ
サ
ラ
氷
河
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
縦
横
に
ク
レ
や
ハ
ス
が
現
れ
、
行
程
が
は
か
ど
ら
ぬ
。
病
人
を

抱
え
る
よ
う
に
し
て
下
る
。
一
日
中
ク
レ
、
ハ
ス
の
迷
路
。
翌
三
日
は
ク
レ
や
ハ
ス
帯
を
抜
け
出
し
た
。
そ
こ
は
氷
河
の
上
に
水
が
た
ま
っ
て

お
り
、
河
と
な
っ
て
流
れ
、
ク
レ
や
ハ
ス
の
中
に
消
え
て
い
る
。
そ
し
て
夕
方
近
く
、
氷
河
を
渡
り
切
っ
て
左
岸
に
達
し
た
。
四
十
日
ぶ
り

に
踏
む
黒
い
大
地
で
あ
る
。
対
岸
に
は
ム
ラ
リ
ョ
ン
も
み
え
る
。
も
う
シ
プ
ト
ン
の
ル
ー
ト
に
合
し
た
筈
だ
。
未
踏
地
域
は
こ
こ
に
終
っ
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三
月
六
日
、
今
日
中
に
ク
リ
ス
チ
ナ
に
着
け
る
と
考
え
、
テ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
放
棄
し
て
、
ま
ず
正
面
東
側
の
岩
尾
根
に
偵
察
を
出
し

た
。
越
え
ら
れ
そ
う
だ
。
約
三
○
○
程
の
登
り
で
あ
っ
た
。
尾
根
上
に
立
っ
た
時
、
眼
の
中
に
飛
込
ん
で
き
た
光
景
は
、
本
当
に
涙
の
出

る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
と
打
っ
て
変
っ
て
緑
の
森
、
ゆ
る
や
か
な
草
の
ス
ロ
ー
プ
、
そ
し
て
谷
い
つ
ぱ
い
に
拡
が

る
ア
ニ
タ
湖
。
だ
が
そ
こ
へ
の
下
降
は
大
変
で
あ
っ
た
。
約
四
○
○
メ
ー
ト
ル
近
い
岩
壁
で
あ
る
。
ハ
ー
ケ
ン
類
を
棄
て
て
き
た
わ
れ
わ

れ
は
、
ル
ー
ト
を
探
し
な
が
ら
慎
重
に
下
る
。
こ
こ
で
半
日
を
費
し
て
し
ま
っ
た
。
最
後
は
ザ
イ
ル
一
重
い
っ
ぱ
い
の
ア
ブ
ザ
イ
レ
ン
で

草
原
に
降
立
つ
。
こ
れ
で
ザ
イ
ル
も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ア
ニ
タ
湖
め
ざ
し
て
進
み
、
河
を
ひ
と
つ
徒
渉
し
て
湖
畔
に
出
る
。
西
岸
は

Ｊ峰
絶
壁
が
迫
り
通
過
不
可
能
と
み
え
た
の
で
、
東
岸
の
岩
棚
状
の
方
へ
ル
ー
ト
を
と
る
。
夕
暮
れ
近
く
ま
た
河
に
出
逢
う
。
今
度
の
は
深

蝿
い
。
ピ
、
ハ
ー
ク
を
考
え
て
衣
服
を
ぬ
ら
さ
ぬ
よ
う
に
、
吹
き
さ
ら
し
の
中
で
裸
に
な
り
河
を
渡
る
。
水
深
は
膳
ま
で
き
た
。
幅
約
一
五
メ

く １

‐
ト
ル
、
氷
河
か
ら
出
た
ば
か
り
の
水
は
冷
た
か
っ
た
。
本
当
に
命
が
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
す
ぐ
に
日
没
と
な
り
、
湖
畔
の
岩
蔭

断稚
に
ピ
や
ハ
ー
ク
。
ぐ
し
ょ
濡
れ
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
入
る
。

氷ア
三
月
七
日
、
朝
食
で
食
糧
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
何
で
も
今
日
中
に
は
ク
リ
ス
チ
ナ
に
着
け
る
と
分
っ
て
い
た
の
で
、
悲

痘
壮
感
は
な
い
・
岩
棚
を
ト
ラ
今
ハ
ー
ス
し
て
南
へ
向
う
。
岩
棚
が
尽
き
る
と
草
原
へ
出
た
。
否
、
そ
れ
は
牧
場
で
あ
っ
た
。
や
が
て
ア
ル
ゼ

。
、

〃
ン
チ
ン
湖
が
見
え
始
め
、
つ
い
で
赤
い
屋
根
の
建
物
が
見
え
る
。
ク
リ
ス
チ
ナ
だ
。
午
後
三
時
過
ぎ
、
わ
れ
わ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ナ
に
到
着

た
。
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
跡
を
発
見
、
缶
詰
も
あ
っ
て
食
糧
一
食
分
が
助
か
っ
た
。
四
日
は
休
養
す
る
。

五
日
、
も
う
一
度
氷
河
上
に
降
り
、
南
下
を
続
け
る
が
、
こ
の
辺
り
か
ら
下
流
の
ク
レ
バ
ス
は
物
凄
く
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。
ス
テ

ッ
プ
を
切
っ
て
は
乗
越
え
る
。
際
限
も
な
く
怒
涛
の
よ
う
に
連
な
る
氷
の
壁
で
あ
る
。
夕
刻
に
や
っ
と
氷
河
縁
辺
に
カ
ー
ル
状
の
池
を
発

見
、
Ｃ
型
を
設
営
す
る
。
左
岸
岩
尾
根
も
こ
こ
で
低
く
な
り
、
切
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
ク
リ
ス
チ
ナ
ヘ
の
降
り
口
と
判
断
し
た
。

ク
リ
ス
チ
ナ
到
着

（33）



わ
れ
わ
れ
が
行
方
不
明
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
六
日
後
、
再
び
チ
リ
側
に
入
り
国
境
の
セ
ロ
・
カ
ス
チ
リ
ョ
に

着
い
た
時
で
あ
っ
た
．
急
ぎ
プ
エ
ル
ト
・
モ
ン
に
戻
り
、
神
父
に
再
会
し
て
事
情
を
聞
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
．
神
父
は
約

束
通
り
に
一
・
二
回
の
上
陸
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
二
月
八
日
に
わ
れ
わ
れ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
出
た
と
い
う
誤
報

が
あ
っ
た
。
そ
の
誤
報
を
真
に
受
け
た
神
父
は
、
三
回
目
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
止
め
て
モ
ン
ヘ
引
揚
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
六
甲
隊
が
現
わ
れ
な
い
の
で
、
調
べ
た
と
こ
ろ
誤
報
と
分
り
、
そ
れ
で
心
配
し
た
神
父
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
エ
デ
ン
の
空
軍
の
人
々
に
依

頼
し
、
マ
ゼ
ラ
ン
県
知
事
に
も
手
配
を
頼
ん
だ
の
が
、
公
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
伝
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
べ
て
は
チ
リ
の
人
々

の
好
意
か
ら
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
た
。
マ
ス
タ
ー
ズ
父
子
に
快
よ
く
迎
え
ら
れ
、
六
一
日
に
及
ぶ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
床
横
断
の
旅
は
終
っ
た
。

遭
難
の
一
一
ユ
ー
ス
に
つ
い
て

（34）



富士山と私

富
士
山
と
の
付
合
い
、
と
い
う
と
大
き
い
が
、
こ
ち
ら
の
年
齢
が
違

い
、
ま
た
境
遇
が
変
わ
っ
て
く
る
と
、
富
士
山
と
自
分
と
の
関
係
も
、
そ

の
た
び
に
動
い
て
い
っ
て
、
自
然
に
そ
の
時
代
々
々
、
違
っ
た
色
合
い
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
何
十
年
か
来
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
移
り
変
り
と
い
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
話
し
よ

う
か
と
思
い
ま
す
。

「
富
士
山
と
私
」
と
い
う
題
を
い
た
だ
き
、
お
断
り
す
る
理
由
も
な
い
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
の
お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
夏
の
夜
の
こ
と
で
す

か
ら
、
の
ん
び
り
と
き
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
て
富
士
山
に
行
っ
た
の
が
、
私
が
中
学
二
年
の
時
で
す
か
ら
、

一
九
一
三
年
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
五
十
何
年
前
と
い
う
こ
と
に

富
士

山

と
私

な
り
ま
す
か
。
中
学
生
で
す
か
ら
山
登
り
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く

て
、
い
わ
ば
子
供
の
遠
足
の
延
長
で
、
富
士
山
に
登
っ
て
降
り
て
五
湖
め

ぐ
り
を
し
て
帰
っ
た
、
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

考
え
て
み
た
ら
、
山
岳
会
に
入
っ
て
満
五
十
年
に
な
る
こ
と
を
、
今
日

発
見
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
北
ア
ル
プ
ス
辺
り
に
入
っ
て
一
、
二
年
し

て
、
お
前
も
山
岳
会
に
入
っ
た
ら
ど
う
だ
と
い
わ
れ
て
、
入
っ
た
わ
け
で

す
。
ま
だ
中
学
を
出
た
位
の
年
で
、
そ
の
時
分
に
は
、
登
山
の
対
象
と
し

て
は
富
士
山
な
ど
、
て
ん
で
頭
に
お
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
山
登
り
と
い

え
ば
、
槍
か
剣
か
穂
高
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
ス
キ
ー
で
北
ア
ル
プ

ス
に
入
る
こ
と
は
考
え
て
も
、
富
士
山
に
冬
行
こ
う
な
ど
と
は
、
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

学
校
を
出
て
か
ら
外
国
に
四
年
ば
か
り
居
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
ロ
ン

ド
ン
に
浦
松
佐
美
太
郎
が
い
た
り
槙
さ
ん
が
現
れ
た
り
、
ま
た
宮
様
が
こ

松
方
三

郎

（35）



ら
れ
た
り
し
て
た
時
代
で
す
。
そ
し
て
一
人
の
人
間
が
生
涯
の
う
ち
、
あ

ん
な
に
山
を
思
う
存
分
味
わ
う
機
会
は
、
あ
ん
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
く
ら
い
、
思
う
存
分
に
非
常
に
楽
し
い
山
登
り
を
、
ア
ル
プ
ス

で
や
っ
た
わ
け
で
す
。
一
九
二
六
年
の
シ
ー
ズ
ン
の
あ
と
、
秋
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
模
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、
何
か
と
い

う
と
佐
美
太
郎
と
三
人
で
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
山
の
話
を
し
た
り
、
佐
美
太

郎
も
私
も
留
学
と
い
う
の
は
表
て
向
き
の
話
で
、
も
っ
ぱ
ら
「
学
を
と
ど

め
」
て
山
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
結
構
な
境
遇
で
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う

に
槙
さ
ん
は
大
変
な
ヘ
ビ
ー
・
ス
モ
ー
カ
ー
で
、
朝
か
ら
ス
ト
ー
ブ
の
前

で
パ
イ
プ
を
く
わ
え
て
い
る
。
部
屋
は
煙
で
も
う
も
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
お
か
げ
で
槙
さ
ん
は
マ
ナ
ス
ル
ヘ
行
か
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
ふ
だ

ん
か
ら
地
球
の
普
通
の
人
間
の
半
分
位
の
空
気
で
、
生
き
て
い
く
修
行
を

積
ん
で
い
た
の
で
す
。
あ
と
の
半
分
は
煙
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
六
千
メ
ー

ト
ル
に
行
く
と
酸
素
は
半
分
に
な
る
の
で
す
が
、
槙
さ
ん
は
び
く
と
も
し

な
い
。
悠
々
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
歩
い
て
こ
ら
れ
た
。
と
に
か
く
そ
ん
な
わ
け

で
、
槙
さ
ん
の
部
屋
に
入
る
と
、
ま
ず
窓
を
開
け
る
。
こ
れ
が
論
争
の
き

っ
か
け
に
な
っ
て
、
そ
の
一
日
の
会
話
が
始
ま
る
。
ま
あ
そ
う
い
っ
た
よ

う
な
ロ
ン
ド
ン
で
の
あ
る
日
の
こ
と
、
日
本
に
帰
っ
た
ら
ど
う
い
う
山
に

登
り
た
い
か
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
誰
い
う
と
な
く
富
士
山
は
日
本
の

山
と
し
て
面
白
い
の
で
は
な
い
か
、
高
さ
か
ら
い
っ
て
も
日
本
一
だ
し
、

お
そ
ら
く
余
り
人
も
行
か
な
い
し
、
冬
は
氷
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
日

本
に
帰
っ
た
ら
登
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
翌
年
は
帰
国
す
る
と
い
う
の
で
諺
富
士
山
用
の
重
た
い
大

ぶ
り
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
、
ベ
ン
ト
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
今
い
る
ベ
ン
ト
の

親
父
で
あ
り
ま
す
。
私
は
今
も
そ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
大
事
に
持
っ
て
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
普
通
の
ピ
ッ
ケ
ル
よ
り
頭
の
大
き
な
も
の
で
す
。

ア
ル
プ
ス
の
小
屋
に
は
、
ど
こ
で
も
ピ
ッ
ケ
ル
と
ザ
イ
ル
が
お
い
て
あ

り
ま
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
シ
ェ
ン
ク
の
若
い
頃
作
っ
た
す
ご
い
ピ
ッ

ケ
ル
が
、
グ
レ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
の
小
屋
に
お
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
頭
の

非
常
に
大
き
な
大
ぶ
り
の
奴
で
、
刀
で
言
っ
た
ら
村
正
と
で
も
い
う
か
、

ち
ょ
っ
と
持
っ
た
だ
け
で
、
何
か
や
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
風

の
も
の
で
し
た
。
シ
ェ
ン
ク
の
晩
年
の
作
は
、
カ
ー
ヴ
が
き
れ
い
で
エ
レ

ガ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
若
い
頃
の
は
ウ
イ
リ
ッ
シ
の
ピ
ッ
ケ

ル
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
も
っ
と
す
ご
み
の
あ
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
思
い
出
し
て
、
多
少
大
振
り
の
も
の
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
動
機
は
、
そ
の
夏
、
浦
松
、
エ
ミ
ー
ル
・

シ
ュ
ト
イ
リ
、
ブ
ラ
バ
ン
ド
と
四
人
で
、
メ
ン
ヒ
の
北
側
の
ノ
ル
レ
ン

と
い
う
氷
が
頭
か
ら
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
尾
根
を
登
っ
た
。
こ
の
尾

根
は
非
常
に
急
な
斜
面
を
持
っ
た
氷
の
尾
根
で
、
ブ
ラ
バ
ン
ド
が
氷
に
向

っ
て
振
る
の
に
丁
度
具
合
の
よ
い
長
さ
の
、
柄
が
短
く
、
頭
が
大
き
く
、

ち
ょ
う
ど
つ
る
は
し
の
よ
う
な
ピ
ッ
ケ
ル
を
作
ら
せ
て
、
足
場
を
切
る
と

き
使
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
メ
ン
ヒ
・
ピ
ッ
ケ
ル
と
名
付
け
ま
し
に

た
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
道
具
な
の
で
す
か
ら
、
目
的
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

型
が
あ
っ
て
よ
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
身
に
泌
み
て
知
っ
た
わ
け
で
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す
。
こ
の
メ
ン
ヒ
・
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
の
写
真
に
エ
ミ
ー
ル
が
背
負
っ
て
写
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ッ
ケ
ル
の
話
を
す
る
と
き
り
が
な
い
の
で
す
が
、
重
い
ピ
ッ
ケ
ル
で

大
き
な
氷
を
ば
っ
さ
り
切
る
の
も
豪
壮
で
立
派
だ
け
れ
ど
も
、
ヨ
ッ
シ
ー

な
ん
て
い
う
有
名
な
山
案
内
人
、
フ
リ
ッ
ッ
・
ア
マ
ッ
テ
ル
の
お
か
み
さ

ん
の
親
父
で
す
が
、
彼
は
軽
い
ピ
ッ
ケ
ル
で
実
に
き
れ
い
な
足
場
を
作
っ

た
そ
う
で
す
。
お
客
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
よ
う
な
ピ
ッ
ケ
ル
を
使
い
な
が

ら
、
ほ
う
き
で
は
い
た
階
段
の
よ
う
に
き
れ
い
な
ス
テ
ッ
プ
を
、
切
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
方
が
都
合
が
よ
く
、
近
頃
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ん

か
で
も
、
山
に
よ
っ
て
道
具
を
考
え
て
作
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
当
然
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
富
士
山
用
の
大
ぶ
り
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
作
っ
て
、
一
九
二
八
年
二

月
は
じ
め
に
、
シ
ベ
リ
ヤ
を
通
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
就
職
し
た
り
し
て
い
て
、
な
か
な
か
使
う
機
会
が
な
い
。

や
っ
と
そ
の
秋
そ
れ
を
担
い
で
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
東
京

で
も
、
秋
に
な
れ
ば
富
士
山
が
よ
く
見
え
て
、
ひ
と
つ
あ
の
ピ
ッ
ケ
ル
を

振
り
廻
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
相
棒
は
、
今
日
も
こ
こ
に
い

る
、
今
は
禿
げ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
当
時
は
美
少
年
の
佐
藤
久
ち
ゃ
ん

で
、
二
人
で
出
か
け
て
い
っ
た
。
九
月
だ
か
ら
ど
う
せ
寒
く
た
っ
て
、
砂

の
上
で
ゴ
ロ
寝
で
露
営
す
り
や
い
い
と
、
御
殿
場
ロ
か
ら
の
ん
び
り
登
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。
雪
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
思
っ
て
る
の
に
、
ど
こ
ま
で
行

っ
て
も
雪
が
な
い
。
本
場
の
ア
ル
プ
ス
で
尋
冬
だ
夏
だ
と
相
当
に
歩
い
て

き
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
日
秋
の
太
陽
に
カ
ン
カ
ン
照
ら
さ

れ
、
し
か
も
前
の
晩
は
五
合
目
あ
た
り
の
小
屋
の
わ
き
で
ゴ
ロ
寝
し
て
、

そ
の
ま
ま
登
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
す
っ
か
り
参
っ
て
し
ま
っ
て
二
人

共
生
た
顔
色
で
は
な
い
。
御
殿
場
口
の
頂
上
、
浅
問
神
社
の
と
こ
ろ
へ
、

這
う
よ
う
に
し
て
あ
が
っ
て
、
さ
て
剣
ヶ
峰
へ
行
こ
う
と
し
て
も
、
も
う

物
み
な
黄
色
く
足
が
出
な
い
。
一
応
昼
寝
し
た
上
で
出
直
す
有
様
で
す
。

三
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
よ
り
高
い
の
で
す
か

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
も
ち
ろ
ん
氷
河
が
つ
い
て
る
山
だ
。
氷
河
は
な
い

け
れ
ど
も
高
さ
と
い
う
も
の
は
正
直
な
も
の
で
、
身
体
が
な
ま
っ
て
い
る

と
、
ひ
ど
い
目
に
会
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
富
士
山
と
い
う
山
は
、
な
め
て
か
か
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
願
を
た
て
て
、
毎
月
行
っ
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
勤
め
て
い
る
か
ら
う
ま
く
い
か

な
い
。
そ
の
次
は
十
一
月
に
な
っ
て
槙
さ
ん
、
久
ち
ゃ
ん
、
私
の
三
人
で

須
走
り
か
ら
入
り
、
途
中
刈
安
の
小
屋
跡
で
一
晩
泊
っ
て
登
っ
て
い
き
ま

し
た
。東

京
は
前
の
晩
ひ
ど
い
土
砂
降
り
で
、
こ
の
分
で
は
富
士
山
は
お
そ
ら

く
雪
だ
ろ
う
、
し
か
も
相
当
深
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
行
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
須
走
り
の
二
合
五
勺
あ
た
り
か
ら
、
森
林
帯
を
ぬ
け
て
出

て
み
る
と
、
雪
は
な
く
て
コ
チ
ン
コ
チ
ン
に
凍
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
勝
手

が
違
う
と
い
う
の
で
慌
て
た
の
で
す
が
、
も
う
及
ば
な
い
。
シ
ュ
タ
イ
ク

／句司、
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ア
イ
ゼ
ン
は
な
し
、
綱
は
な
し
、
足
場
を
切
ろ
う
と
思
う
と
傾
斜
が
非
常

に
な
る
い
か
ら
、
身
体
の
方
が
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
こ
う

や
っ
て
い
る
内
に
時
間
は
ど
ん
ど
ん
た
っ
て
し
ま
っ
て
、
七
合
ま
で
も
行

け
な
く
て
六
合
ぐ
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、
上
は
あ
き
ら
め
て
下
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
さ
て
下
ろ
う
と
し
た
ら
、
例
の
ツ
ル
ッ
と
し
た
氷

だ
か
ら
、
ス
タ
コ
ラ
下
り
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
、

夏
道
に
張
っ
て
あ
る
針
金
を
は
ず
し
て
ザ
イ
ル
が
わ
り
に
使
い
、
や
っ
と

東
京
に
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。
ど
う
も
考
え
た
よ
り
大
分
手
ご
わ
い
山
だ

と
ま
た
思
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
想
像
す
る
よ
り
も
、
行
っ
て
み
る
と

い
つ
も
違
っ
た
条
件
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
つ
く
ず
く
知
っ
た
わ
け
で

す
。
富
士
山
と
い
う
山
は
取
組
ん
で
み
る
と
、
容
易
で
は
な
い
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
山
だ
と
わ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

翌
年
の
二
月
に
ま
た
富
士
山
に
行
く
機
会
が
あ
っ
て
、
今
度
は
現
役
も

加
え
た
大
勢
の
隊
で
行
き
ま
し
た
。
本
郷
（
常
幸
）
だ
と
か
死
ん
だ
青
木
だ

と
か
、
伊
集
院
の
ト
ラ
さ
ん
、
早
川
の
種
さ
ん
も
い
て
、
大
挙
し
て
押
し

か
け
た
。
そ
の
時
分
は
今
と
違
っ
て
食
物
も
き
わ
め
て
簡
単
で
、
気
の
き

い
た
奴
は
大
船
で
鯛
飯
か
何
か
買
っ
て
き
て
、
み
ん
な
が
昼
飯
に
握
り
飯

を
食
っ
て
る
時
、
箸
な
ん
か
使
っ
て
鯛
飯
を
食
っ
て
る
。
そ
う
す
る
と
み

ん
な
が
、
こ
ん
ち
く
し
よ
う
っ
て
顔
し
て
見
て
い
る
。
食
い
物
の
恨
み
は

お
そ
ろ
し
い
も
の
で
、
そ
の
後
も
時
々
そ
の
と
き
の
こ
と
を
根
に
も
っ

て
、
恨
ん
だ
り
し
て
い
る
。
私
は
今
で
も
山
へ
行
く
時
は
、
よ
く
駅
弁
を

し
よ
っ
て
行
く
の
で
す
が
、
な
か
な
か
あ
れ
は
い
い
も
ん
で
す
。
百
五
十

円
出
せ
ば
堂
々
た
る
も
ん
で
す
。
そ
の
時
は
刈
安
で
屋
根
を
と
ば
さ
れ
た

小
屋
跡
に
露
営
し
ま
し
た
。
二
月
で
す
が
、
こ
の
前
の
十
一
月
と
ち
が
っ

て
状
態
も
よ
か
っ
た
し
、
シ
ュ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
も
綱
も
持
っ
て
い
る
か

ら
、
二
つ
の
隊
に
わ
か
れ
て
、
極
め
て
楽
し
く
登
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
七
合
か
ら
上
で
今
度
は
風
が
出
て
来
た
。
頂
上
の
鳥
居

も
見
え
る
の
に
風
で
動
け
な
い
。
風
を
よ
け
て
平
ら
零
へ
っ
た
く
な
っ
て
る

時
間
の
方
が
、
歩
い
て
い
る
時
間
よ
り
長
く
て
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
進

ま
な
い
。
も
う
午
後
で
時
間
は
ど
ん
ど
ん
経
つ
。
そ
の
う
ち
風
に
足
を
と

ら
れ
て
、
ト
ラ
さ
ん
が
足
首
を
ち
ょ
っ
と
捻
挫
し
た
。
オ
レ
は
も
う
先
へ

行
け
ん
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
以
来
ト
ラ
足
と
い
う
言
葉
が
で
き
た
ん

で
す
が
、
あ
れ
は
ト
ラ
の
奴
、
上
へ
行
き
た
く
な
い
も
の
だ
か
ら
、
足
が

痛
い
と
云
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
帰
っ
て
来
た
ら
ピ
ン
ピ
ン
し
て

た
。
今
で
も
あ
れ
は
ウ
ソ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
結
局
そ
の
時

も
ま
た
九
合
ま
で
で
、
頂
上
に
行
き
そ
こ
な
っ
た
。
富
士
山
の
頂
上
へ
行

く
こ
と
が
、
こ
と
に
冬
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と

を
思
い
知
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
次
に
は
三
月
に
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
で
知
り
合
っ
た
友
人

Ｍ
君
が
、
た
ま
た
ま
日
本
へ
来
た
の
で
、
模
さ
ん
と
佐
美
さ
ん
と
の
四
人

連
れ
で
富
士
山
へ
出
か
け
、
こ
の
時
は
じ
め
て
頂
上
へ
た
ど
り
着
い
て
、

よ
う
や
く
宿
望
を
と
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
が
ち
ゃ
ん
と
と
ま
る
程
度

の
、
と
て
も
い
い
雪
の
状
態
で
、
そ
の
上
三
月
で
あ
り
ま
す
か
ら
日
は
長

い
し
、
い
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
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一
さ
て
い
よ
い
よ
頂
上
か
ら
須
走
り
へ
下
る
時
、
先
頭
は
Ｍ
君
、
い
ち
ば

ん
最
後
に
槙
さ
ん
と
い
う
順
序
で
綱
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
山
の

常
道
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
登
る
時
は
先
輩
が
ト
ッ
プ
、
下
る
時
は
最

後
、
そ
し
て
初
心
者
と
い
う
か
不
慣
れ
な
も
の
は
、
下
る
時
は
先
に
お
ろ

し
て
も
ら
う
。
見
た
と
こ
ろ
は
猿
廻
し
み
た
い
で
す
が
、
当
り
前
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
Ｍ
君
に
「
さ
あ
、
綱
を
つ
け
ろ
」
と
い
う
と
、
彼
は
下
を

見
て
イ
ヤ
だ
と
い
う
。
浅
間
神
社
の
烏
居
か
ら
下
を
見
る
と
相
当
な
傾
斜

で
、
見
下
ろ
し
た
感
じ
が
、
駿
河
湾
ま
で
一
枚
の
雪
の
斜
面
の
よ
う
な
錯

覚
を
お
こ
し
て
し
ま
う
。
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
を
さ
ん
ざ
ん
荒
し
て

来
た
手
合
で
も
、
は
じ
め
て
あ
そ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
下
を
見
る
と
、
足
が

出
な
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
イ
ヤ
だ
と
い
う
か
ら
、
何
を
い
う
ん
だ
、

人
の
国
に
来
て
そ
ん
な
勝
手
な
こ
と
を
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
い
っ
て

も
だ
め
だ
。
綱
の
う
し
ろ
な
ら
い
い
と
い
う
か
ら
、
そ
ん
な
ら
よ
し
来
た

っ
て
い
う
ん
で
、
ザ
イ
ル
を
半
分
に
切
っ
て
、
私
が
前
に
な
っ
て
彼
と
組

み
、
佐
美
さ
ん
と
模
さ
ん
が
組
ん
で
ま
っ
す
ぐ
か
け
お
り
た
わ
け
で
す
。

五
合
目
の
石
室
ま
で
来
た
ら
、
も
う
彼
は
す
っ
か
り
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
歩
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
下
れ
ば
、

お
っ
放
し
た
っ
て
生
命
に
別
条
は
な
い
、
じ
ゃ
あ
、
僕
達
は
先
に
下
る
か

ら
ゆ
っ
く
り
お
り
て
来
た
ま
え
と
、
三
人
は
先
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
二

日
ぐ
ら
い
た
っ
て
帝
国
ホ
テ
ル
へ
行
っ
て
み
た
ら
、
Ｍ
君
は
二
日
ば
か
り

須
走
り
で
寝
て
来
た
と
い
っ
て
、
と
に
か
く
帰
っ
て
き
て
い
た
。
こ
わ
く

て
足
が
出
な
か
っ
た
ん
だ
、
と
白
状
す
れ
ば
い
い
の
に
、
何
の
彼
の
と
い

う
も
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
彼
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の

ア
カ
デ
ミ
ー
で
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
ス
イ
ス
に
留
学
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

国
で
は
相
当
な
家
柄
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
果
し
て
あ
と
で

き
く
と
、
な
か
な
か
の
金
持
ち
の
家
な
ん
だ
そ
う
で
、
そ
う
と
知
っ
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
仲
よ
く
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
な
ん
て
、
後
で
話
し

た
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
毎
年
行
き
ま
し
た
。
こ
と
に
十
一
月
の
明
治
節
は
天
気
が

い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
日
に
は
よ
く
行
き
ま
し
た
。
あ
る

年
の
二
月
に
は
、
加
藤
泰
安
や
彼
の
同
級
生
の
肥
田
な
ん
か
を
槙
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
い
っ
て
、
八
合
目
か
ら
大
沢
の
斜
面
を
、
綱
を
つ
け
て
「
ま

っ
す
ぐ
歩
け
」
な
ん
て
云
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
来
泰
安
は
恨
み
骨
髄
で

今
だ
に
恨
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

と
に
か
く
、
こ
れ
で
大
体
見
当
は
つ
い
た
。
日
本
の
山
の
中
で
、
い
わ

ば
ピ
ッ
ケ
ル
を
持
っ
て
行
く
の
に
値
す
る
本
当
の
山
だ
。
富
士
山
は
や
っ

ぱ
り
い
い
山
だ
、
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

冬
だ
け
で
な
く
、
夏
も
な
か
な
か
楽
し
い
山
登
り
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
死
ん
だ
田
中
菅
雄
や
、
藤
島
（
敏
男
）
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
時

の
こ
と
で
す
。
富
士
山
は
水
が
な
い
か
ら
水
を
飲
む
と
金
を
と
る
。
こ
れ

は
大
体
け
し
か
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
水
を
う
ん

と
し
よ
っ
て
あ
が
る
こ
と
に
し
た
。
白
玉
を
井
戸
で
冷
や
す
時
使
う
、
あ

の
カ
ン
カ
ラ
に
水
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
、
藤
島
が
ぶ
ら
さ
げ
る
。
田
中
は

西
瓜
を
し
よ
っ
て
行
く
。
水
は
飲
み
放
題
と
い
う
わ
け
で
、
こ
う
な
る
と
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小
屋
の
奴
は
呼
び
と
め
も
し
な
い
。
西
瓜
を
喰
い
、
水
を
飲
み
な
が
ら
、

お
よ
そ
楽
し
く
の
ん
び
り
登
っ
た
わ
け
で
す
。
田
中
菅
雄
は
そ
の
後
戦
争

で
死
ん
だ
の
で
す
が
、
彼
と
登
っ
た
最
後
の
山
も
富
士
山
で
、
そ
の
時
の

日
誌
を
た
ま
た
ま
見
た
ら
、
富
士
山
を
往
復
し
た
費
用
が
汽
車
賃
も
全
部

お
さ
か
く

入
れ
て
、
一
人
八
円
三
十
銭
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
吉
田
の
刑
部
に
泊

っ
て
一
泊
一
円
五
十
銭
で
し
た
。

あ
る
時
は
三
田
（
幸
夫
）
だ
と
か
模
さ
ん
、
田
中
菅
雄
と
お
中
道
を
歩
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
御
岳
の
お
宮
に
泊
っ
て
、
あ
そ
こ
の
鉄
の
マ
サ

カ
リ
の
揚
げ
っ
こ
を
し
た
り
し
て
、
お
中
道
を
お
助
け
小
屋
に
行
っ
て
、

の
ん
び
り
大
沢
を
渡
っ
た
の
で
す
が
、
三
田
は
お
助
け
小
屋
で
お
神
酒
を

の
ん
だ
ら
、
す
っ
か
り
腹
を
こ
わ
し
て
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
上
、
大
宮
の
五
合
か
ら
宝
永
山
の
底
に
下
っ
て
、
御
殿
場
側
の
ざ
く

ざ
く
の
斜
面
を
登
り
出
し
た
ら
風
が
出
て
来
た
。
三
田
は
フ
ラ
フ
ラ
な
の

に
、
風
が
吹
い
た
ら
ま
ず
カ
ン
カ
ン
帽
子
を
大
事
に
押
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
帽
子
は
捨
て
ち
ま
え
と
、
皆
ん
な
で
そ
そ
の
か
し
た
の
で
す

が
、
手
で
お
さ
え
て
離
さ
な
い
の
で
す
。
欲
は
や
っ
ぱ
り
あ
る
も
の
で
す

ね
。

戦
後
吉
田
の
火
祭
り
が
復
活
し
た
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

燃
料
事
情
が
よ
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
戦
後
私
が
割
合
富

士
山
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
五
、
六
年
こ
ろ
か
と
思
い
ま

す
。
私
設
富
士
山
学
校
と
称
し
て
、
う
ち
の
連
中
と
か
子
供
の
友
達
を
引

連
れ
て
行
っ
た
の
が
起
り
で
、
そ
の
ま
ま
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
の
で

F1

す
。
い
つ
か
新
聞
に
ち
ょ
っ
と
こ
の
こ
と
を
書
い
た
ら
、
知
ら
な
い
人
か

ら
電
話
で
、
入
学
で
き
る
か
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
設
で
私

立
で
す
か
ら
、
こ
の
学
校
は
入
学
も
退
学
も
自
由
で
あ
り
ま
す
。
火
祭
り

は
八
月
二
十
六
日
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
二
十
五
日
に
富
士
山
に
登
り
二
十

六
日
に
下
っ
て
き
て
吉
田
で
火
祭
り
を
見
る
。
浅
間
神
社
の
お
社
か
ら
例

の
赤
い
富
士
山
の
お
み
こ
し
が
出
て
、
吉
田
の
町
を
練
り
歩
く
。
お
か
ぐ

ら
も
あ
る
。
何
と
な
く
毎
年
こ
の
日
に
は
で
か
け
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
日
に
き
ま
っ
て
集
っ
て
く
る
仲
間
も
何
人
か
い
て
、
八
合
の
小
屋
に

桜
井
（
信
雄
）
が
来
て
い
た
り
、
頂
上
に
行
く
と
久
ち
ゃ
ん
が
い
た
り
、
富

士
山
中
知
っ
た
連
中
が
、
あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
い
て
、
そ
れ
が
何
と

な
く
い
い
時
分
に
、
頂
上
で
落
ち
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
時

に
は
外
国
か
ら
の
友
達
が
加
わ
っ
て
い
た
り
、
か
と
思
う
と
、
思
い
が
け

な
く
友
達
で
も
な
い
異
人
さ
ん
を
途
中
で
拾
っ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
り
、
な

か
な
か
面
白
い
話
が
い
く
ら
も
あ
る
の
で
す
。

あ
る
年
の
こ
と
で
す
が
、
吉
田
口
の
七
合
か
ら
八
合
に
登
っ
て
本
八
合

に
向
っ
て
い
た
ら
、
下
か
ら
真
つ
し
ろ
な
頭
の
お
ば
あ
さ
ん
が
ス
カ
ー
ト

を
は
い
て
、
よ
く
見
る
と
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
背
中
に
荒
縄
で
し
ば
り
つ

け
て
、
あ
が
っ
て
く
る
。
八
月
二
十
五
日
で
、
そ
う
人
は
い
な
い
か
ら
目

立
つ
の
で
す
が
、
足
つ
き
は
案
外
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
上
で
待
っ
て
い

て
き
い
て
み
る
と
、
実
は
一
昨
日
日
本
に
来
て
日
光
に
行
き
、
今
日
富
士

山
へ
来
た
ん
だ
と
い
う
。
日
本
語
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
、
も
う
ひ
と
つ

何
か
を
知
っ
て
る
だ
け
だ
。
上
に
行
っ
て
も
、
そ
ん
な
に
泊
る
と
こ
ろ
は
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富士山と私

な
い
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
今
夜
は
八
合
に
泊
っ
て
、
明
日
登
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
る
と
、
英
国
の
レ
デ
ィ
ス
・
ア

ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
。
英
国
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク

ラ
ブ
は
や
か
ま
し
く
て
、
女
の
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
女
の
連

中
だ
け
別
に
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ

ー
も
い
る
の
で
す
が
、
彼
女
は
英
国
の
有
名
な
農
事
試
験
所
の
技
師
で
ド

ク
タ
ー
だ
と
い
う
の
で
す
。
お
前
は
何
だ
と
い
う
か
ら
、
私
も
日
本
山
岳

会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
と
い

う
と
喜
ん
だ
。
と
に
か
く
ポ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
は
ひ
ど
い
か
ら
、
荒
縄
を
と

い
て
息
子
が
背
負
い
、
本
八
合
の
小
屋
へ
泊
っ
た
。
翌
日
い
っ
し
ょ
に
登

っ
た
の
で
す
が
、
困
っ
た
こ
と
に
植
物
学
者
だ
か
ら
、
岩
を
見
る
と
す
ぐ

ナ
イ
フ
を
出
し
て
採
収
が
は
じ
ま
る
。
フ
ァ
ン
ガ
ス
だ
と
か
ラ
イ
ヶ
ン
だ

と
か
、
そ
う
い
う
も
の
ば
か
り
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。
こ
れ
は
是
非

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
送
る
ん
だ
な
ど
と
い
っ
て
紙
に
包

ん
で
い
る
。
と
に
か
く
剣
ヶ
峰
ま
で
お
供
し
て
吉
田
へ
下
っ
た
。
吉
田
の

宿
で
風
呂
に
入
っ
て
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
に
入
っ
て
た
洋
服
に
着
換
え
て

出
て
来
た
ら
、
見
違
え
る
よ
う
に
立
派
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
と
に
か
く
火
祭
り
を
見
せ
て
河
口
ま
で
送
っ
た
。
あ
と
で
き
く
と

皿
Ｇ
と
い
う
、
英
国
で
な
か
な
か
有
名
な
学
者
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
日
本

に
来
る
前
に
イ
ン
ド
や
豪
州
な
ど
を
歩
い
て
き
た
の
で
す
が
、
名
前
を
い

う
と
研
究
所
で
世
話
し
た
連
中
が
方
々
に
い
て
う
る
さ
い
か
ら
、
一
人
で

歩
い
て
る
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し
四
国
の
善
通
寺
の
研
究
所
に
は
よ
く

知
っ
て
い
る
学
者
が
い
る
の
で
、
そ
こ
だ
け
は
訪
ね
る
と
云
っ
て
い
ま
し

た
。
山
に
シ
ロ
ウ
ト
で
は
な
い
か
ら
、
あ
る
程
度
の
心
構
え
は
持
っ
て
い

る
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
全
然
知
ら
な
い
国
に
来
て
、
三
日
目
に
富

士
山
に
や
っ
て
き
て
、
金
銅
杖
一
本
に
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
荒
縄
で
し
ば

っ
て
し
ょ
っ
て
登
っ
て
行
く
、
な
ど
と
い
う
お
婆
さ
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
相

当
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
で
会
っ
た
人
、
い
つ
か
会
報
に
書
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
ソ
マ
ヴ
ェ

ル
夫
妻
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ソ
マ
ヴ
ェ
ル
は
一
九
二
二
年
、
一

九
二
四
年
の
二
回
、
エ
レ
ベ
ス
ト
に
行
っ
て
い
る
。
二
四
年
の
時
は
非
常

に
高
い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
記
録
は
か
な
り
長
い
間
残
っ
て
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
彼
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
籍
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

イ
ン
ド
を
横
断
し
て
い
る
間
に
イ
ン
ド
の
み
じ
め
さ
、
貧
乏
、
不
衛
生
と

い
っ
た
も
の
が
身
に
こ
た
え
て
、
一
生
イ
ン
ド
の
た
め
に
働
こ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
校
を
出
て
外
科
医
に
な
る
と
イ
ン
ド
へ
行
き
、
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ド
ク
タ
ー
と
し
て
七
十
歳
ま
で
働
い
た
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
退
職
し
て
帰
る
と
い
う
の
で
、
世
界
を
廻
る
途
中
日
本
に
立
ち
寄
っ

た
わ
け
で
す
。

日
本
に
来
て
、
日
本
の
典
型
的
な
山
を
登
り
た
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ

で
は
や
っ
ぱ
り
富
士
山
が
い
い
だ
ろ
う
、
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
森
林
の

い
い
山
へ
行
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
で
、
藤
島
と
二
人
で
軽

井
沢
か
ら
夫
妻
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
、
ま
ず
八
ヶ
岳
の
白
駒
の
池
へ
行
っ

た
。
そ
れ
か
ら
八
シ
を
越
し
て
大
月
へ
出
、
富
士
山
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
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の
時
は
交
野
君
や
交
野
君
の
お
嬢
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。
ソ
マ
ヴ
ェ

ル
は
小
学
生
が
背
負
う
よ
う
な
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
し
か
持
っ
て
な
い
か
ら
、

そ
の
他
に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
ひ
っ
た
く

っ
て
、
こ
ち
ら
の
し
よ
い
子
に
つ
け
る
の
が
大
変
な
の
で
す
。
人
に
背
負

わ
せ
る
の
が
い
や
な
ん
で
す
ね
。
す
き
を
見
て
さ
っ
と
取
り
あ
げ
て
、
し

ば
り
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
と
、
な
か
な
か
持
た
せ
な
い
。
奥
さ
ん
も
相
当

な
サ
ム
ラ
イ
で
、
例
の
ネ
パ
ー
リ
ー
の
使
っ
て
る
肩
か
ら
下
げ
る
バ
ッ
グ

を
し
よ
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
た
な
か
な
か
は
な
さ
な
い
。

八
シ
で
も
富
士
山
で
も
、
腰
を
下
ろ
す
と
す
ぐ
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
出

し
て
、
写
生
を
始
め
る
。
奥
さ
ん
が
弁
当
を
出
し
て
食
お
う
と
い
っ
て
も

「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
か
い
っ
て
、
絵
を
描

い
て
る
。
富
士
山
の
八
合
の
小
屋
の
羽
目
板
に
、
彼
は
北
面
か
ら
見
た
エ

ベ
レ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
す
。
夜
、
寝
よ
う
と
い
う
と
き
見
て
い
る
と
、

小
屋
の
カ
イ
コ
棚
の
隅
で
ラ
ン
プ
の
下
で
、
二
人
で
バ
イ
ブ
ル
を
読
ん
で

い
る
。
何
十
年
か
や
っ
て
る
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
彼
等
の
人
柄
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
す
。

帰
っ
て
か
ら
富
士
山
は
ど
う
だ
っ
た
と
き
い
た
ら
、
実
に
楽
し
か
っ

た
、
い
ろ
ん
な
人
の
中
に
入
っ
て
歩
い
た
こ
と
、
新
し
い
風
景
が
一
歩
一

歩
展
開
す
る
の
が
本
当
に
よ
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
は
イ
ン
ド
を
出
る
と
き
友
達
が
「
日
本
へ
行
っ
た
ら
富
士
山
だ
け
に
は

行
く
な
。
富
士
山
は
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
砂
利
だ
け
で
木
陰
も
な
い

し
、
あ
ん
な
バ
カ
な
山
は
世
界
中
に
な
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た
ん
だ
、
と

白
状
し
ま
し
た
。
東
京
で
別
れ
る
時
に
、
絵
を
く
れ
る
と
い
う
。
折
角
な

ら
エ
ベ
レ
ス
ト
の
絵
が
ほ
し
い
な
と
云
っ
た
ら
、
一
年
く
ら
い
経
っ
て
か

ら
人
に
托
し
て
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
の
一
九
二
四
年
の
報

告
を
見
る
と
、
ソ
マ
ヴ
ェ
ル
の
ス
ケ
ッ
チ
が
色
彩
で
挿
し
絵
に
入
っ
て
い

ま
す
。
あ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
は
じ
め
て
色
で
見
た
エ
ベ
レ
ス
ト
で
あ
り

ま
す
。
当
時
は
カ
ラ
ー
写
真
が
な
い
か
ら
、
色
で
チ
ベ
ッ
ト
の
風
景
を
見

せ
て
く
れ
た
の
は
、
ソ
マ
ヴ
ェ
ル
と
ヘ
デ
ィ
ン
だ
け
な
の
で
す
。
彼
の
絵

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ン
ド
の
色
や
、
実
に
冷
た
そ
う
な
氷

の
陰
、
そ
れ
か
ら
キ
ン
キ
ン
た
た
け
ば
音
を
た
て
そ
う
に
晴
れ
た
空
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
知
っ
た
の
で
す
。

お
し
ま
い
に
も
う
ひ
と
つ
、
風
変
り
な
青
年
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
私

は
よ
く
時
間
の
あ
る
時
は
、
小
御
岳
流
し
か
ら
白
山
岳
に
上
り
ま
す
。
こ

れ
は
私
の
好
き
な
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
で
、
富
士
山
が
ど
ん
な
に
混
ん
で
い

て
も
、
こ
こ
で
人
に
会
う
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
ま
ち
が
い
な
く
一
人

で
一
日
歩
け
る
の
で
、
大
事
に
し
て
い
る
ル
ー
ト
な
の
で
あ
り
ま
す
。
あ

る
年
そ
こ
を
あ
が
っ
て
い
た
ら
、
思
い
が
け
な
く
一
人
の
青
年
が
登
っ
て

い
る
。
こ
ん
な
所
で
人
に
会
う
の
は
は
じ
め
て
な
の
で
声
を
か
け
た
ら
、

「
こ
の
道
行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」
と
い
う
「
実
は
は
じ
め
て
き
た
の

で
、
ど
こ
を
あ
が
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
す
。
白
山
岳

の
上
で
話
を
し
た
り
写
真
を
と
っ
て
く
れ
た
り
し
て
別
れ
た
の
で
す
が
、

彼
は
山
が
大
変
好
き
で
、
埼
玉
の
白
岡
に
い
る
と
い
う
。
絵
が
好
き
だ
と

い
う
か
ら
、
そ
の
後
ロ
ダ
ン
展
や
シ
ャ
ガ
ー
ル
展
な
ど
の
切
符
が
あ
る

（42）



富士山と私

と
、
こ
っ
ち
か
ら
送
る
。
そ
う
す
る
と
彼
は
埼
玉
か
ら
出
て
来
て
上
野
で

絵
を
見
て
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た
と
手
紙
を
よ
こ
す
。
も
ち
ろ
ん
手
紙
だ

け
で
、
会
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る
年
、
ま
た
こ
の
ル
ー

ト
を
行
っ
た
ら
、
今
度
は
二
人
連
れ
が
先
を
登
っ
て
い
る
。
珍
ら
し
い
こ

と
も
あ
る
も
の
だ
と
思
い
な
が
ら
、
白
山
岳
に
あ
が
っ
て
み
る
と
、
頂
上

の
方
向
指
示
盤
の
上
に
紙
が
石
で
押
え
て
あ
っ
て
「
会
長
さ
ん
、
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。
私
た
ち
は
お
庭
に
下
り
ま
す
か
ら
先
に
失
礼
し
ま
す
」
と

書
い
て
あ
る
。
彼
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
何
か
、
デ
ブ
が
登
っ
て
く
る
の

で
、
私
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
と
に
も
先
に
も
顔
を
合

わ
せ
た
こ
と
は
一
度
き
り
な
の
に
、
お
互
に
季
節
々
々
に
は
消
息
を
交
わ

す
、
そ
ん
な
間
柄
が
こ
こ
何
年
も
続
い
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
外
国
か
ら
来
た
友
人
に
は
、
富
士
山
に
是
非
行
っ
て
み
た
ら
よ
か

ろ
う
、
と
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
は
京
都
、
奈
良
、
東

京
と
廻
る
け
れ
ど
も
、
あ
れ
だ
け
日
本
の
各
地
方
の
庶
民
と
肩
を
す
り
あ

わ
せ
て
歩
い
た
り
、
同
宿
し
た
り
す
る
場
所
は
ほ
か
に
考
え
ら
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
に
し
て
も
、
東
京
で
そ
う
い
う
生
活
は
あ
ま
り
な
い
わ
け
で

す
。
そ
れ
に
富
士
山
で
会
う
人
間
は
、
剣
や
穂
高
で
会
う
お
山
の
大
家
連

と
は
違
う
の
で
す
。
み
ん
な
三
千
三
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
少
し
顔
色
が

ヘ
ン
に
な
っ
て
、
気
持
が
悪
い
と
か
な
ん
か
云
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
こ

と
な
ど
は
云
っ
ち
ゃ
い
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。
つ
ま
り
き
わ
め
て
ナ
イ

ー
ブ
で
謙
遜
で
、
人
間
と
し
て
い
ち
ば
ん
素
直
な
連
中
な
の
で
す
。
私
は

そ
ん
な
意
味
で
、
外
国
か
ら
来
た
人
も
、
ほ
ん
と
う
の
日
本
を
知
る
の
に

は
、
富
士
登
山
は
大
い
に
役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

何
故
富
士
山
が
面
白
い
の
か
と
、
よ
く
人
か
ら
云
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
私
は
富
士
山
は
自
分
の
好
き
な
時
期
に
、
自
分
の
境
遇
や
身
体
や

気
持
に
あ
っ
た
山
登
り
が
で
き
る
。
そ
ん
な
点
で
ち
ょ
っ
と
類
の
な
い
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
山
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
間
で
す
か
ら
、
年
を
と

っ
て
く
れ
ば
若
い
時
と
は
体
力
が
違
う
。
し
か
し
そ
う
い
う
場
合
に
は
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、
つ
ま
り
人
の
倍
時
間
を
か
け
て
歩
け
ば
い
い

わ
け
で
、
夜
で
も
昼
で
も
と
に
か
く
正
直
に
歩
い
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
、

ま
ち
が
い
な
く
頂
上
に
着
く
。
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
、
無
理
し
な
い

で
楽
し
く
登
れ
る
か
ら
、
富
士
山
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
山
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
て
、
や
さ
し
い

富
士
山
に
も
、
む
ず
か
し
い
富
士
山
に
も
登
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
富
士

山
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
て
、
自
動
車
路
が
で
き
る
の
、
や
れ
モ

グ
ラ
式
の
ケ
ー
ブ
ル
を
作
る
だ
の
と
、
何
と
も
う
る
さ
い
こ
と
、
困
っ
た

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
全
部
を
勘
定
に
入
れ
て
も
、
私

は
や
は
り
堂
々
た
る
値
打
を
持
っ
た
い
い
山
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
大
き
く
い
え
ば
五
十
何
年
、
ち
ぢ
め
て
い
っ
て
も
外
国

か
ら
帰
っ
て
以
来
三
十
四
年
か
ら
四
十
年
の
自
分
の
登
山
の
な
か
で
、
富

士
山
は
か
な
り
大
き
な
場
所
を
占
め
て
い
る
。
本
当
に
富
士
山
は
日
本
の

お
宝
だ
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

（
編
者
付
記
）
本
稿
は
昭
和
四
十
二
年
八
月
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
第
二
三
三
回

小
集
会
で
の
講
演
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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登
山
と
い
う
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
洗
礼
を
受
け
は
じ
め
た
頃
の
日
高
山
脈

は
、
い
か
に
も
新
鮮
で
あ
り
、
深
窓
育
ち
の
情
趣
が
あ
っ
た
。
そ
の
奥
行

の
広
さ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
原
始
の
侭
の
姿
で
あ
っ
た
。

話
は
四
十
年
前
に
遡
っ
て
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
札
幌
に

産
れ
育
ち
、
札
幌
西
郊
の
山
々
、
大
雪
山
中
央
高
地
、
蝦
夷
富
士
、
駒
ヶ

岳
、
そ
の
他
に
は
北
海
道
に
山
は
な
い
も
の
と
、
視
野
の
狭
か
っ
た
私
に

と
っ
て
、
日
高
山
脈
を
経
験
し
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

原
始
の
密
林
を
縫
う
広
潤
な
河
川
、
奔
流
の
渦
巻
く
中
流
の
沢
、
懸
屹

の
上
流
の
滝
の
連
続
、
そ
し
て
太
古
の
侭
の
山
頂
。
と
は
言
え
、
そ
の
い

く
つ
か
の
要
所
々
々
に
は
陸
地
測
量
部
の
僅
か
な
石
標
が
遺
さ
れ
て
い
た

し
、
そ
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
旧
土
民
の
案
内
に
導
か
れ
て
、
我
々
も
漸
く

日
高
の
山
々
に
入
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

真
夏
、
清
澗
透
冷
の
川
水
に
浸
っ
て
歩
む
沢
漕
ぎ
、
函
の
側
壁
に
足
場

回
想
の
日
高
山
脈

を
求
め
な
が
ら
、
深
潭
の
碧
青
の
水
を
渡
る
徒
渉
、
こ
れ
ら
は
実
に
新
し

い
経
験
で
あ
り
、
大
き
な
冒
険
で
あ
り
、
又
探
検
で
も
あ
っ
た
。
当
時
こ

の
よ
う
な
原
生
自
然
の
姿
の
世
界
が
、
こ
の
世
に
も
あ
っ
た
の
か
と
、
思

と
り
こ

わ
ず
喚
声
を
あ
げ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
魅
力
の
檎
と
な
り
、
機
会
あ

る
毎
に
未
開
に
近
い
連
嶺
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
登
り
足
り
な
い
思
い
に
膳
を
噛
む
感
が
な
い
で
も
な

い
。

そ
も
そ
も
そ
の
最
初
の
指
導
者
が
よ
か
っ
た
。
身
近
の
先
輩
の
教
え
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
案
内
人
の
水
本
文
太
郎
の
歩
き
ぶ
り
に
心
を
打

た
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
滑
り
や
す
い
丸
い
転
石
を
、
飛
ぶ
よ
う
に
渡
る
足

象
お

元
の
確
か
さ
、
水
澪
の
変
化
を
見
て
渡
渉
場
所
を
撰
択
す
る
敏
捷
さ
、
快

適
な
野
営
場
を
決
め
る
勘
の
よ
さ
、
更
に
最
も
感
心
し
た
の
は
急
傾
斜
の

か
な
か
ん
じ
き

雪
渓
の
登
り
方
で
あ
っ
た
。
我
々
が
四
本
爪
の
鉄
標
を
履
い
て
よ
う
や

相

川

修
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回想の日高山脈

く
登
る
の
に
、
彼
は
草
蛙
穿
き
の
ま
ま
、
ス
タ
ス
タ
と
登
っ
て
行
く
で
は

な
い
か
。
考
え
て
み
る
と
、
旧
土
民
は
昔
か
ら
熊
狩
り
を
す
る
の
に
も
、

鉄
標
を
使
用
す
る
知
恵
を
持
ち
合
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
熊
で
す
ら
自
然
環
境
の
順
応
性
で
、
標
に
相
応
す
る
鋭
い
爪
を
有
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
熊
を
猟
る
こ
と
を
生
涯
の
仕
事
と
し
て
い
る
彼

等
に
と
っ
て
、
そ
の
自
然
の
形
を
採
り
い
れ
る
才
覚
の
な
か
っ
た
こ
と
が

日
進
月
歩
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
所
以
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
彼

等
は
、
そ
の
弱
点
を
鍛
錬
に
よ
っ
て
補
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
旦
滑
落
し

た
場
合
、
停
止
す
る
こ
と
の
不
可
能
に
近
い
急
斜
面
の
夏
の
雪
渓
を
、
途

中
で
伐
っ
て
作
っ
た
杖
一
本
を
頼
り
に
、
着
実
に
華
っ
て
行
く
姿
は
現
実

離
れ
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
に
言
わ
せ
る
と
、
急
斜
面
と
い
え
ど
も
、
日

照
で
融
け
た
表
面
は
鱗
状
に
波
打
っ
て
い
て
、
そ
の
舌
端
は
め
く
り
上
る

よ
う
に
斜
度
が
緩
い
。
そ
こ
に
草
畦
穿
き
の
裏
足
先
四
分
の
一
程
を
掛
け

る
と
、
絶
対
に
滑
ら
な
い
・
身
体
の
平
衡
を
保
ち
な
が
ら
、
精
神
の
緊
張

を
解
く
こ
と
な
く
歩
高
を
繰
り
返
せ
ば
、
一
キ
ロ
も
二
キ
ロ
も
の
距
離
は

確
実
に
行
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
理
屈
を
彼
は
一
こ
と
で
い
っ
て

の
け
た
も
の
だ
っ
た
。

「
訳
は
な
い
よ
。
こ
う
や
っ
て
歩
け
ば
絶
対
大
夫
丈
だ
よ
」
と
。

そ
の
上
、
附
近
ど
こ
で
も
採
る
こ
と
の
で
き
る
細
身
で
丈
夫
な
生
木
の

杖
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
程
に
も
役
に
立
つ
・
邪
魔
な
Ｔ
字
型
も
な
く
て
軽
く
、

握
り
も
恰
好
で
疲
れ
な
い
。
石
突
は
鉈
で
す
っ
ぱ
り
切
っ
て
あ
る
か
ら
、

ピ
ッ
ケ
ル
の
尖
端
部
に
も
等
し
い
。
気
を
抜
い
た
僅
か
の
ス
リ
ッ
プ
位
に

は
、
有
効
に
働
く
こ
と
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
着
実
な
歩
み
を
生
み
だ
す
支

え
と
な
る
の
だ
。

当
時
の
水
本
文
太
郎
は
五
十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
筈
だ
が
、
我
々
の
天
幕

に
入
っ
て
寝
よ
う
と
も
せ
ず
、
焚
火
の
傍
で
薄
い
毛
布
を
被
っ
て
夜
を
過

し
て
い
た
が
、
二
年
後
に
再
び
彼
に
案
内
さ
せ
て
出
掛
け
た
神
威
岳
の
時

に
は
、
大
分
老
粍
し
て
い
た
。
荷
物
も
余
り
背
負
え
な
く
な
っ
て
い
た

し
、
値
松
漕
ぎ
に
も
力
が
な
か
っ
た
。
老
化
現
象
の
早
い
の
に
も
驚
い
た

が
、
山
登
り
そ
の
も
の
が
強
烈
で
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
。

×
×
×
×卜

ツ
タ
ペ
ッ

徒
渉
の
初
歩
を
教
わ
り
な
が
ら
の
戸
蔦
別
川
は
、
楽
し
い
美
し
い
沢
で

（
註
１
）

あ
っ
た
。
固
い
古
生
層
を
割
り
抜
い
た
、
余
り
困
難
で
な
い
函
の
連
続
と

か
、
急
奔
の
岸
辺
の
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
に
新
し
い
草
鮭
の
感
触
を
喜
ん
だ
。
続

い
て
、
そ
の
名
の
通
り
美
し
い
沢
ピ
リ
カ
・
へ
タ
ン
を
通
っ
て
、
札
内
岳
の

頂
上
に
到
着
し
た
時
で
あ
っ
た
。
文
太
郎
は
周
囲
を
見
廻
す
や
否
や
、
急

い
で
背
の
荷
物
を
お
ろ
し
て
次
の
瘤
目
指
し
て
値
松
を
こ
ぎ
だ
す
の
だ
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
水
本
」

「
ク
マ
が
居
る
ゾ
」

「
な
に
イ
」

（
注
１
）
昭
和
三
年
七
月
七
日
’
十
六
日
。
同
行
者
、
山
県
浩
、
山
口
健
児
、
名

取
忠
夫
、
案
内
人
、
水
本
文
太
郎
。
戸
蔦
別
川
ｌ
ピ
リ
カ
．
へ
タ
ン
沢
１

札
内
岳
１
札
内
川
上
流
’
八
の
沢
ｌ
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
往
復

１
札
内
川
を
下
る
。
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よ
く
見
る
と
、
大
き
な
熊
が
二
頭
の
小
熊
を
連
れ
て
百
メ
ー
ト
ル
程
離

れ
た
尾
根
の
瘤
の
上
に
い
る
で
は
な
い
か
。
山
刀
一
丁
を
腰
に
帯
び
た
だ

け
で
、
文
太
郎
が
頂
上
を
駈
け
降
り
る
間
も
な
く
、
熊
は
当
方
の
気
配
に

気
付
い
て
、
親
熊
か
ら
北
方
の
沢
頭
へ
と
遁
走
す
れ
ば
、
そ
れ
に
続
い
て

小
熊
達
も
あ
わ
て
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
我
々
は
ホ
ッ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
た
が
、
文
太
郎
は
ガ
ッ
カ
リ
し
た
と
帰
っ
て
来
た
。
さ
す
が
に
狩

人
は
年
を
と
っ
て
も
豪
胆
な
も
の
よ
と
、
こ
れ
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。

熊
の
騒
ぎ
も
収
っ
て
漸
く
四
囲
の
景
色
を
見
廻
す
と
、
は
じ
め
て
の
日

高
山
脈
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
眺
め
の
素
晴
し
さ
に
、
驚
嘆
の
眼
を
見

張
ら
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
迄
に
経
験
し
た
北
海
道
の
山
々

に
あ
り
が
ち
な
円
や
か
な
尾
根
、
平
の
多
い
峯
を
見
慣
れ
た
我
々
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
に
も
鋭
い
尾
根
の
連
続
が
あ
っ
た
の
か
と
啓
蒙
さ
れ
、
又

エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
ペ
ッ
岳
の
圏
谷
の
優
美
な
こ
と
、
南
方
に
は
国
境
尾

根
が
重
畳
延
々
と
連
な
り
、
夫
々
に
小
さ
な
圏
谷
を
懐
い
て
い
る
形
の
よ

さ
、
そ
の
盟
主
一
九
七
九
・
四
メ
ー
ト
ル
峰
（
後
に
な
っ
て
カ
ム
イ
ェ
ク

ウ
チ
カ
ウ
シ
山
と
名
付
け
ら
れ
た
）
の
壮
大
さ
に
感
激
す
る
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
は
今
迄
写
真
な
ど
に
よ
り
憧
れ
て
い
た
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、

ま
た
我
国
の
信
州
・
飛
騨
の
山
脈
に
相
似
た
姿
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
札
内
岳
は
十
勝
側
に
派
生
し
た
尾
根
上
に
あ
る
だ
け
に
、
誠

に
良
き
展
望
台
で
あ
り
、
日
高
山
脈
の
典
型
的
な
相
貌
を
余
す
所
な
く
我

我
に
展
開
し
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
の
隊
の
行
動
は
熊
に
機
先
を
制
せ
ら
れ
て
か
、
日

勝
国
境
尾
根
に
続
く
尾
根
筋
の
値
松
の
密
林
に
阻
ま
れ
た
こ
と
に
由
っ
て

か
、
一
行
は
尾
根
縦
走
を
取
止
め
て
、
札
内
川
上
流
へ
と
下
っ
て
行
く
の

で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
八
の
沢
の
合
流
迄
来
る
と
、
野
営
跡
が
あ
っ

て
焚
火
の
灰
が
未
だ
暖
か
い
・
慶
応
の
山
岳
部
の
連
中
が
日
高
に
入
る
と

聞
い
て
い
た
が
、
一
歩
先
を
越
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
熊
に
驚
か
さ
れ
萎

縮
さ
え
せ
ず
に
尾
根
筋
を
直
行
す
れ
ば
、
国
境
尾
根
は
お
花
畠
で
歩
き
易

く
な
る
の
だ
か
ら
、
今
宵
は
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
の
頂
上
近
く
ま
で

行
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
果
し
て
八
の
沢
を
測
っ
て
右
股
の
急

屹
の
雪
渓
を
登
り
き
る
と
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ゥ
シ
山
の
北
の
鞍
部
に

再
び
新
し
い
野
営
跡
が
あ
っ
た
。
正
に
一
日
の
遅
れ
で
一
九
七
九
・
四
メ

ー
ト
ル
峰
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
は
、
慶
応
の
斎
藤
長
寿
郎
氏
な
ど

の
一
行
に
よ
り
登
頂
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

そ
れ
で
も
尚
、
山
は
お
花
畠
で
美
し
く
粧
っ
て
い
る
。
天
候
は
素
晴
し

い
。
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
頂
上
は
悠
然
と
し
て
い
た
。

札
内
川
の
八
の
沢
の
雪
渓
は
、
ピ
リ
カ
。
へ
タ
ン
沢
の
雪
渓
な
ど
問
題
に

な
ら
な
い
程
に
急
斜
度
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
も
文
太
郎
は
草
蛙
穿
き

の
侭
、
先
頭
を
き
っ
て
さ
っ
さ
と
登
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
急
斜
面
を
鉄
標
も
な
し
に
鑿
り
き
る
彼
の
足
達
者
さ

に
、
再
び
感
銘
さ
せ
ら
れ
教
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
私
の
山
登
り

の
生
涯
に
と
っ
て
、
大
き
く
影
響
し
て
き
た
と
も
言
え
よ
う
。

カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
頂
上
附
近
は
美
し
い
お
花
畠
で
あ
っ
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回想の日高山脈

た
。
こ
こ
か
ら
眺
め
や
る
幌
尻
岳
は
、
日
高
山
脈
の
大
御
所
に
ふ
さ
わ
し

く
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
大
ら
か
に
ど
っ
し
り
と
、
セ
ツ
沼
の
圏
谷
に
残

雪
を
錐
め
て
構
え
て
い
る
。
そ
の
左
側
に
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
が
、
日
高
の

山
奥
深
く
密
林
の
中
に
収
っ
て
い
る
。
南
の
方
に
連
な
る
国
境
の
峯
々

は
、
鋭
い
尾
根
筋
を
重
な
り
合
せ
て
連
な
り
、
国
境
よ
り
分
岐
し
て
い
る

一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
は
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
の
右
に
続
い
て
、
鋭
角
を

画
い
て
素
晴
し
く
立
派
に
見
え
る
。
そ
ん
な
感
じ
と
り
方
は
誰
し
も
同
じ

と
み
え
て
、
そ
の
前
日
に
登
頂
し
た
慶
応
の
斎
藤
氏
も
、
こ
れ
ら
に
魅
せ

ら
れ
、
再
び
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
、
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
を
目
指
し
て
出

か
け
、
何
れ
も
私
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
後
に
な
っ
て
知
ら
さ
れ

た
。
私
の
そ
れ
ら
の
登
頂
は
、
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
第
一
回
目
の
日
高
山
脈
の
登
山
で
、
こ
の
山
脈
の
奥
知
れ
ぬ
魅
力

を
感
じ
と
っ
た
と
申
し
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
。

即
ち
翌
昭
和
四
年
、
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
（
現
在
迄
無
名
峰
）
を
登

る
こ
と
に
し
た
。
勿
論
、
末
だ
登
山
に
未
熟
な
年
代
で
あ
る
か
ら
、
先
輩

に
懲
想
し
て
計
画
し
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
も
日
高
路
か
ら
十
勝
側
へ

と
、
高
嶺
を
横
断
す
る
山
旅
を
計
画
し
旅
立
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
現
今
の

よ
う
に
交
通
が
発
達
せ
ず
、
林
道
も
開
発
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
、
ア
プ

ロ
ー
チ
の
長
い
日
高
側
か
ら
出
発
す
る
の
は
、
非
常
識
に
近
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
旧
土
民
す
ら
川
奥
迄
行
っ
た
こ
と
の
な
い
シ
ピ
チ
ャ
リ

川
の
函
の
連
続
を
越
え
て
、
前
年
に
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
頂
き

か
ら
眺
め
て
恋
情
を
懐
い
た
、
無
名
の
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
を
目
指
し

日
高
側
の
旧
土
民
は
、
早
く
か
ら
狩
猟
を
離
れ
た
も
の
多
く
、
和
人
な

み
の
農
耕
民
と
化
し
て
い
た
。
そ
の
一
人
を
山
人
夫
と
し
て
同
行
し
た
の

だ
が
、
彼
は
前
山
の
ピ
リ
カ
イ
山
を
越
え
て
、
イ
ペ
ッ
沢
へ
乗
越
す
場
所

す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
山
歩
き
の
祖
先
の
血
は
残
っ
て
い
る
こ

と
は
当
然
で
、
沢
歩
き
、
薮
漕
ぎ
に
は
達
者
で
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
の
は

さ
す
が
で
あ
っ
た
。
川
の
中
の
悪
場
の
連
続
の
処
、
殆
ん
ど
川
岸
の
薮
を

漕
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遡
行
は
、
小
雨
続
き
の
天
候
と
相
俟
っ
て
、
一

日
数
キ
ロ
も
進
め
な
い
。
そ
ん
な
苦
し
い
函
川
の
遡
行
で
あ
る
が
、
険
し

く
も
美
し
い
函
の
瀞
に
は
、
鱒
が
碧
青
の
水
中
を
悠
々
と
海
い
で
い
た
こ

と
が
、
鮮
明
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

ジ
ピ
チ
ヤ
リ

そ
の
よ
う
に
静
内
川
の
本
流
へ
、
山
越
え
で
入
り
込
ん
だ
時
に
は
、
そ

の
河
原
の
広
い
の
に
驚
い
た
が
、
半
日
も
歩
か
な
い
中
に
懸
崖
が
迫
り
、

河
中
を
通
過
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
函
の
連
続
と
な
り
、
そ

へ
ｒ

の
凄
さ
に
恐
怖
す
ら
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。
函
を
辺
摺
る
薮
漕
ぎ
、
函
と

函
の
間
の
腰
迄
届
く
急
猯
の
渡
渉
の
数
日
の
問
に
、
五
万
分
の
一
地
図
と

の
不
一
致
に
禍
い
さ
れ
て
、
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
へ
と
入
る
沢
の
合
流

を
函
の
中
で
見
落
と
し
て
し
ま
い
、
確
か
に
そ
れ
と
思
い
こ
ん
で
遡
っ
た

（
評
註
ワ
』
）

た
の
で
あ
っ
た
。

（
注
２
）
昭
和
四
年
七
月
八
日
’
二
十
二
日
。
同
行
者
、
福
西
幸
次
郎
、
徳
永
正

雄
。
人
夫
、
幌
村
佐
助
。
日
高
三
石
村
歌
笛
ｌ
島
舞
川
メ
ナ
シ
。
へ
シ

川
ｌ
コ
イ
ヵ
ク
シ
ュ
シ
ピ
チ
ャ
リ
川
’
一
八
二
三
メ
ー
ト
ル
峰
ｌ
カ
ム

イ
エ
ク
ウ
チ
ヵ
ウ
シ
山
’
八
の
沢
１
札
内
川
本
流
を
降
る
。

（47）



沢
は
、
一
八
二
三
メ
ー
ト
ル
峰
と
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
と
の
中
間

に
達
す
る
コ
イ
ポ
ク
シ
ュ
シ
ピ
チ
ャ
リ
沢
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
は
、

そ
う
と
は
判
別
さ
れ
な
い
ま
ま
に
右
尾
根
に
取
付
い
て
登
っ
た
の
だ
が
、

遂
に
国
境
尾
根
に
出
た
所
は
、
目
標
の
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
の
遥
か
北

側
の
、
一
八
二
三
メ
ー
ト
ル
峰
ｇ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
）
の
北
鞍
部
に

近
か
っ
た
。
そ
の
場
所
か
ら
国
境
の
尾
根
を
歩
く
と
す
れ
ば
、
更
に
往
復

二
日
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
十
数
日
の
前
人
未
踏
の
沢
歩
き
の
苦
闘

の
結
果
が
、
こ
の
態
な
の
で
一
時
は
情
な
く
感
じ
た
が
、
止
む
を
得
な
い

と
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
を
往
復
す
る
に
と
ど
め
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ

ゥ
シ
山
へ
と
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
鞍
部
へ
の
深
い
値
松
漕
ぎ
に
終

日
を
費
し
て
も
、
一
向
に
距
離
は
か
せ
げ
な
い
。
漸
く
値
松
も
小
さ
く
な

り
、
お
花
畠
の
点
綴
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
時
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ

シ
山
の
南
鞍
部
の
手
前
の
岩
癌
に
着
い
て
、
不
図
見
る
と
西
側
の
雪
渓
に

カ
ー
ル
承
－
ヂ
ン

親
子
熊
が
、
東
側
の
圏
谷
底
に
は
一
頭
の
巨
熊
が
い
る
で
は
な
い
か
。

四
人
は
岩
蔭
に
身
を
ひ
そ
め
、
僅
か
に
顔
だ
け
を
出
し
て
様
子
を
見
守

っ
て
い
た
が
、
一
向
に
動
き
去
る
気
配
も
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ

う
。
彼
等
に
と
っ
て
唯
一
の
安
全
な
憩
場
で
あ
り
、
高
山
植
物
の
根
の
御

馳
走
の
あ
る
食
卓
で
も
あ
る
わ
け
で
、
人
間
共
の
侵
入
に
邪
魔
さ
れ
る
こ

と
な
ど
、
意
識
外
で
あ
る
の
は
当
然
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し

そ
の
ま
ま
で
は
我
々
は
行
動
で
き
な
い
。
恐
る
恐
る
岩
癌
の
上
に
上
半
身

を
出
し
、
半
分
逃
げ
腰
に
ヤ
ッ
ホ
ー
、
ヤ
ッ
ホ
ー
を
繰
返
す
。
熊
の
方
で

は
、
姿
も
は
っ
き
り
し
な
い
異
様
な
天
の
声
に
安
穏
を
妨
げ
ら
れ
、
暫
ら

く
左
見
右
見
し
て
鼻
を
上
に
あ
げ
て
情
勢
を
伺
っ
て
い
た
が
、
未
知
の
不

安
に
か
ら
れ
て
か
、
身
の
安
全
を
保
つ
本
能
か
ら
、
一
散
に
籔
中
を
走
り

去
っ
た
。
唯
余
程
不
可
思
議
に
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
々
立
止
っ
て
は

振
り
返
り
、
又
一
散
に
走
り
下
っ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
圏
谷
底
に

そ
の
夜
の
宿
を
設
け
た
の
だ
が
、
我
々
も
何
と
な
く
不
安
で
、
ま
ん
じ
り

と
も
し
な
か
っ
た
。
同
行
の
旧
土
民
の
佐
助
は
、
最
初
の
中
は
天
幕
外
で

毛
布
に
く
る
ま
っ
て
寝
て
い
た
が
、
熊
の
襲
来
す
る
と
い
う
妄
想
に
う
な

さ
れ
て
か
、
遂
に
我
々
の
天
幕
の
中
に
入
り
こ
ん
で
来
て
「
淋
し
い
、
淋

し
い
」
と
繰
り
返
す
の
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
へ
の
途
上
の
尾
根
上
か
ら
眺
め
た

四
人
用
の
天
幕
の
大
き
さ
と
熊
の
姿
の
記
憶
が
同
等
に
思
え
た
こ
と
、
熊

の
走
り
去
っ
た
跡
に
堰
松
や
榛
の
木
の
一
握
り
も
あ
る
枝
が
、
へ
し
折
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
て
は
、
今
更
な
が
ら
身
震
い
を
す
る
の
で
あ
っ

こ
わ
カ
ム
イ

た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
「
里
熊
は
悪
魔
で
怖
い
が
、
山
の
熊
は
神
で
人

に
危
害
を
与
え
な
い
」
と
の
管
を
多
少
信
用
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

前
年
に
続
い
て
訪
れ
た
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
頂
上
は
晴
れ
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
の
景
観
は
誠
に
素
晴
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
国
境
尾
根

迄
の
十
数
日
間
は
、
快
晴
の
日
が
殆
ん
ど
無
か
っ
た
の
に
、
何
と
恵
ま
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
目
標
の
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
に
は
登
れ
な
か

っ
た
に
せ
よ
、
同
行
の
友
等
に
と
っ
て
初
め
て
の
山
頂
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
充
分
の
満
足
感
で
重
畳
と
し
た
連
嶺
を
眺
め
尽
す
の
で
あ
っ
た
。

愈
々
明
日
は
勝
手
知
っ
た
札
内
川
を
下
っ
て
帰
途
に
着
く
の
だ
。
長
い
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問
の
沢
歩
き
と
、
雨
の
た
め
に
予
定
よ
り
遅
れ
た
行
程
に
、
食
糧
を
節
約

し
て
い
た
我
々
は
、
そ
の
夜
、
腹
一
杯
の
飯
を
摂
る
こ
と
に
し
た
。
副
食

物
は
昆
布
の
佃
煮
と
四
人
に
一
本
の
鰊
の
く
ん
製
、
そ
れ
に
わ
か
め
の
味

噌
汁
だ
け
だ
っ
た
が
、
皆
充
分
に
満
腹
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
。
又
そ

の
翌
日
の
八
の
沢
の
降
り
に
は
、
日
高
側
で
僅
か
し
か
獲
ら
れ
な
か
っ
た

岩
魚
に
も
、
充
分
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

×
×
×
×

苦
し
く
辛
か
っ
た
登
肇
も
、
頂
上
の
眺
望
に
恵
ま
れ
る
時
、
途
上
の
労

苦
は
忘
れ
去
ら
れ
て
、
唯
そ
れ
だ
け
が
強
い
印
象
と
し
て
残
り
、
甘
美
な

憶
い
出
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。
そ
し
て
翌
年
（
昭
和
五
年
）
も
亦
難
渋
の

と
り
こ

山
旅
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
余
程
山
の
魅
力
の
檎
と
な
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

（
註
３
）

即
ち
未
登
の
神
威
岳
。
先
輩
も
慶
応
の
連
中
も
登
り
果
せ
な
か
っ
た
奥

殿
堂
、
日
高
山
脈
中
最
も
奥
深
い
頂
上
を
目
標
に
出
か
け
る
の
で
あ
っ

た
。
最
初
か
ら
難
儀
な
山
と
覚
悟
し
て
い
た
故
か
、
上
流
の
函
の
高
捲
き

も
、
熊
も
通
ら
ぬ
深
い
値
松
の
尾
根
も
、
烏
の
巣
の
よ
う
な
崖
縁
の
幕
営

地
も
、
考
え
る
程
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
豪
雨
の
中
の
待
望
の
頂
上
は

初
登
と
い
う
感
激
に
湧
き
立
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
晴
間
に
眺
め

た
ピ
リ
ヵ
ヌ
プ
リ
、
ト
カ
チ
ヌ
プ
リ
の
姿
は
、
小
さ
い
な
が
ら
群
を
抜

き
、
如
何
に
も
登
高
欲
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
り
、
後
年
、
坂
本
直
行
、
中

野
征
紀
両
君
と
共
に
そ
れ
ら
の
山
旅
に
の
ぼ
り
、
ア
ポ
イ
ヌ
プ
リ
登
山
も

含
め
て
楽
し
い
旅
行
を
試
み
た
の
も
、
そ
の
時
の
印
象
が
強
か
っ
た
こ
と

神
威
岳
の
紀
行
は
『
北
大
山
岳
部
々
報
』
第
三
号
に
記
載
し
て
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
詳
記
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

×
×
×
×

昭
和
三
・
四
年
頃
か
ら
、
漸
く
積
雪
期
の
日
高
山
脈
が
目
指
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
本
格
的
な
冬
山
登
山
に
は
、
事
前
か
ら
周
到
な
準
備
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
三
月
中
旬
以
降
の
春
山
登
山
は
、
林
道
が

開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
で
は
、
増
水
の
た
め
渡
渉
出
来
る
径
路
は

殆
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
。
ど
う
や
っ
て
日
高
山
脈
に
足
を
踏
み
入

れ
よ
う
か
。
中
野
征
紀
と
二
人
は
、
四
月
で
あ
れ
ば
湖
る
川
が
小
さ
く
、

積
雪
で
埋
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
、
芽
室
岳
か
ら
の
縦
走
を
計
画
し
た
の

（
註
４
）

で
あ
っ
た
。
ど
こ
ま
で
行
け
る
こ
と
か
、
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
。
へ
シ
岳
ま

で
行
け
る
と
す
れ
ば
、
札
内
岳
、
十
勝
ポ
ロ
シ
リ
岳
と
側
稜
を
通
る
こ
と

が
で
き
、
増
水
の
渡
渉
は
避
け
ら
れ
る
と
考
え
た
。
ま
た
急
峻
の
尾
根
が

多
い
の
だ
か
ら
、
ゾ
ン
メ
ル
シ
ー
は
使
用
し
な
い
で
、
輪
標
と
ア
イ
ゼ
ン

の
併
用
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
実
行
し
て
み
る
と
、
最
初
の
登

り
の
軟
雪
と
、
上
部
で
の
降
雪
の
た
め
に
、
予
想
以
上
の
労
力
を
強
い
ら

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
上
不
幸
に
し
て
、
芽
室
岳
を
越
え
て
南
側
の

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
注
３
）
昭
和
五
年
七
月
土
一
日
’
二
十
日
。
同
行
者
、
有
岡
隆
。
案
内
人
、
水

本
文
太
郎
。
ヌ
ピ
ナ
イ
川
ｌ
ソ
エ
マ
ッ
岳
（
ニ
ハ
四
六
メ
ー
ト
ル
峰
）
ｌ

中
の
川
上
流
ｌ
神
威
岳
ｌ
往
路
を
下
る
。
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鞍
部
に
達
し
た
時
に
、
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
終
日
停
滞
し
た
折
、
晴
間
に
行

お
き

な
っ
た
焚
火
の
膜
を
天
幕
内
に
入
れ
て
暖
を
採
ろ
う
と
し
、
不
完
全
燃
焼

を
起
さ
せ
て
、
軽
い
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
状
に
か
か
っ
て
体
力
を
消
耗

し
、
遂
に
前
進
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

か
ら
先
の
肝
心
の
尾
根
上
で
の
歩
行
の
効
果
は
、
体
験
さ
れ
な
い
で
し
ま

っ
た
の
は
残
念
至
極
で
あ
る
。

そ
の
後
、
中
野
は
昭
和
十
二
年
五
月
中
旬
ス
キ
ー
を
利
用
し
て
美
生
岳

迄
縦
走
し
て
、
そ
の
目
的
を
果
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
羨
望

の
限
り
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

×
×
×
×

夏
が
再
び
訪
れ
る
と
、
そ
の
春
に
目
的
を
果
さ
な
か
っ
た
山
脈
の
北
部

を
訪
れ
る
こ
と
に
し
た
我
々
は
、
春
に
も
伴
っ
た
新
吉
（
前
述
の
文
太
郎

（
註
５
）

の
息
子
）
を
連
れ
て
、
戸
蔦
別
川
を
湖
行
し
て
い
た
。

戸
蔦
別
川
は
四
年
前
に
く
ら
べ
て
、
造
材
も
オ
ピ
リ
ネ
ッ
プ
沢
ま
で
入

り
、
合
流
点
に
飯
場
が
出
来
て
楽
に
な
っ
て
い
た
。
オ
ピ
リ
ネ
ッ
プ
沢
合

（
注
４
）
昭
和
六
年
四
月
六
日
’
十
日
。
同
行
者
、
中
野
征
紀
。
人
夫
、
水
本
新

吉
。
芽
室
川
Ｉ
芽
室
岳
’
一
四
○
○
メ
ー
ト
ル
国
境
鞍
部
ｌ
芽
室
岳
ｌ

往
路
を
引
返
す
。

（
注
５
）
昭
和
六
年
七
月
十
六
日
’
二
十
六
日
。
同
行
者
、
徳
永
正
雄
、
伊
藤
紀

克
、
石
橋
正
夫
。
人
夫
、
水
本
新
吉
。
戸
蔦
別
川
ｌ
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ヅ

タ・ヘッ川ｌエサオマントッタ・ヘッ岳ｌ新冠川上流ｌ幌尻岳戸蔦別岳ｌ美生岳美生川

流
よ
り
ピ
リ
カ
・
へ
タ
ン
沢
迄
は
、
美
し
い
岩
場
も
あ
り
実
に
楽
し
い
渡
渉

で
あ
っ
た
。
現
今
で
は
、
更
に
上
流
迄
林
道
が
出
来
て
い
る
の
だ
か
ら
便

利
で
あ
る
が
、
沢
歩
き
の
楽
し
さ
と
そ
の
妙
味
が
損
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
、
後
世
に
と
っ
て
気
の
毒
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
ピ
リ
ヵ

・
へ
タ
ン
沢
合
流
か
ら
上
流
は
、
大
き
い
転
石
で
歩
き
難
く
、
二
ヶ
所
の
滝

と
小
さ
な
函
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
中
流
程
快
適
で
は
な
か
っ
た
。
や
が
て

二
股
に
到
達
す
る
の
だ
が
、
左
側
が
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
・
ヘ
ッ
沢
で
あ
る
。

こ
れ
も
合
流
か
ら
一
キ
ロ
程
に
、
一
寸
し
た
滝
が
あ
り
、
そ
の
後
二
、
三

の
滝
は
あ
っ
た
が
、
何
程
の
こ
と
も
な
く
、
又
水
量
も
少
な
く
楽
な
沢
登

り
で
あ
っ
た
。
写
真
で
み
る
と
、
残
雪
が
二
段
構
え
の
美
し
い
姿
を
も
っ

た
圏
谷
か
ら
落
ち
る
滝
の
下
の
雪
渓
か
ら
、
ア
イ
ゼ
ン
を
穿
い
て
直
登
し

た
の
だ
が
、
そ
の
年
は
残
雪
が
多
く
、
そ
の
日
天
候
は
思
わ
し
く
な
か
っ

た
が
、
快
適
な
ア
イ
ゼ
ン
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
特

に
最
後
の
圏
谷
壁
の
登
り
は
傾
斜
が
強
く
、
ス
テ
ッ
プ
を
き
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
験
が
あ
っ
て
か
、
学
校
卒
業
後
の
昭
和
十
一
年

五
月
、
奥
穂
高
の
単
独
行
を
試
み
た
時
、
個
沢
の
一
番
右
寄
り
の
北
穂
高

に
近
い
沢
頭
を
登
っ
た
時
、
最
後
の
登
り
の
ア
イ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
、

自
信
を
も
っ
て
登
り
き
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
。
へ
シ
岳
の
頂
上
も
、
霧
の
中
で
頂
上
を
踏
ん
だ
と

ニ
イ
カ
ヅ
プ

い
う
だ
け
で
、
新
冠
川
上
流
へ
と
下
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
国

境
尾
根
の
値
松
の
密
生
が
甚
だ
し
く
、
と
て
も
重
荷
を
背
負
っ
て
通
過
出

来
そ
う
も
な
い
。
こ
れ
は
今
迄
の
数
回
の
日
勝
国
境
尾
根
で
、
痛
切
に
知
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ら
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
む
し
ろ
沢
を
下
っ
て
登
り
直
す
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
。
但
し
、
そ
の
沢
の
状
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
山
脈
で
は

最
後
の
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
が
屹
立
し
て
、
沢
も
滝
の
連
続
と
な
っ
て
い

る
の
が
通
例
で
あ
る
の
だ
が
、
新
冠
川
の
そ
の
上
流
は
、
心
配
し
て
い
た

程
悪
く
は
な
か
っ
た
。
幌
尻
岳
へ
の
二
股
で
再
び
登
琴
に
か
か
っ
た
が
、

こ
ち
ら
の
方
は
殆
ん
ど
沢
全
体
が
一
枚
岩
の
急
猯
、
滝
の
連
続
と
い
っ
て

あ
た
か

も
よ
く
、
幸
に
し
て
水
量
は
少
な
い
の
で
、
宛
も
膝
か
ら
下
を
水
し
ぶ
き

の
中
に
浸
し
た
侭
で
の
岩
登
り
に
等
し
か
っ
た
。
そ
の
急
登
の
終
る
所

は
、
突
如
緩
や
か
な
圏
谷
底
と
な
り
、
お
花
畠
の
中
を
清
ら
か
な
雪
融
水

の
細
流
が
、
迂
曲
す
る
奥
殿
で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
後
年
セ
ツ
沼
の
カ
ー
ル

と
称
せ
ら
れ
る
、
圏
谷
の
入
口
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
幌
尻
岳
は
霧
の
中
に
沈
潜
し
て
い
た
。
キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
小

一
時
間
で
頂
上
に
達
し
、
二
時
間
余
も
晴
を
待
つ
我
々
に
微
笑
を
与
え
て

く
れ
な
か
っ
た
。
霧
の
模
糊
の
中
を
歩
き
、
模
糊
の
中
を
登
る
、
そ
ん
な

数
日
を
繰
り
返
し
て
、
一
行
は
戸
蔦
別
岳
を
越
え
て
北
上
し
た
。
そ
の
国

境
尾
根
の
宿
泊
の
最
後
の
日
の
夕
刻
濃
霧
が
急
に
薄
れ
て
、
下
界
に
雲
海

を
造
り
、
カ
ム
イ
の
殿
堂
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。

日
高
山
脈
は
も
と
よ
り
、
遠
く
北
方
に
十
勝
岳
連
峯
、
大
雪
山
彙
、
西

に
芦
別
、
夕
張
山
脈
、
そ
の
遠
く
に
後
方
羊
蹄
山
、
東
方
に
は
阿
寒
、
知

床
の
残
照
が
見
渡
さ
れ
、
山
登
り
の
醍
醐
味
を
満
喫
す
る
の
で
あ
っ
た
。

ピ
パ
イ
ロ

そ
の
翌
日
、
美
生
岳
を
越
え
て
美
生
川
の
源
流
に
懸
る
雪
渓
は
、
急
帛

な
下
降
で
あ
っ
た
。
我
々
は
楽
な
尾
根
歩
き
か
ら
、
急
斜
面
の
雪
渓
へ
と

移
行
す
る
の
に
、
身
体
の
平
衡
感
を
失
っ
て
い
た
。
特
に
、
初
め
て
こ
の

山
行
に
参
加
し
た
部
員
を
引
き
連
れ
て
い
る
と
云
う
の
に
、
ザ
イ
ル
を
持

参
し
て
い
な
か
っ
た
。
ザ
イ
ル
無
し
で
細
引
な
ど
に
よ
る
縦
の
確
保
よ

り
、
横
の
確
保
が
新
人
に
安
心
で
あ
ろ
う
か
と
試
み
た
、
横
列
下
降
は
脆

ろ
か
つ
た
。
腰
を
引
か
れ
た
一
人
の
滑
落
を
止
め
る
術
が
な
い
。
五
人
は

一
団
と
な
り
、
次
い
で
二
人
宛
と
新
吉
一
人
に
別
れ
離
れ
に
な
り
、
ず
る

ず
る
と
滑
降
し
だ
し
、
次
第
に
速
力
を
増
す
。
体
を
平
ら
に
せ
よ
、
何
と

つ

か
ア
イ
ゼ
ン
穿
け
た
足
で
引
か
か
り
を
つ
く
れ
よ
、
弾
ん
だ
ら
お
仕
舞
だ

ぞ
。
出
掛
け
る
時
、
駅
頭
で
Ｉ
君
の
お
母
さ
ん
に
、
初
め
て
の
山
歩
き
で

す
か
ら
呉
々
も
宜
し
く
と
頼
ま
れ
た
つ
け
、
彼
は
一
人
シ
子
だ
っ
た
な
、

下
に
は
滝
が
開
い
て
い
る
だ
ろ
う
な
。
そ
ん
な
瞬
時
の
考
え
の
中
で
、
漸

く
ア
イ
ゼ
ン
の
歯
止
め
が
効
い
て
速
力
が
落
ち
て
く
る
。
し
め
た
と
咄
嵯

た
た
ら

の
間
に
立
ち
上
り
、
斜
面
を
数
歩
踏
諦
を
踏
ん
で
か
ら
、
一
緒
の
友
を
押

し
止
め
る
。
他
は
未
だ
滑
落
し
て
行
く
、
霧
の
中
で
あ
る
。
下
に
は
滝
の

口
が
開
い
て
い
る
ら
し
く
、
丁
東
の
河
声
が
響
い
て
く
る
。
腹
這
い
に
な

れ
よ
、
飛
ば
さ
れ
る
な
よ
と
声
を
掛
け
て
や
る
が
、
友
等
は
霧
の
中
に
薄

れ
る
よ
う
に
消
え
て
行
く
。
失
敗
し
た
な
、
滝
壷
に
落
ち
な
け
れ
ば
よ
い

が
、
や
は
り
駄
目
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
、
下
か
ら
微
か
に
オ
ー
イ
、
オ

ー
イ
と
呼
声
が
す
る
。
助
か
っ
た
か
と
走
り
下
る
と
、
幸
い
に
二
人
は
無

事
で
あ
っ
た
。

た
だ
新
吉
の
姿
は
見
え
な
い
・
沢
の
傾
斜
も
精
々
緩
く
な
っ
て
い
る
し
、

斜
面
に
対
す
る
バ
ラ
ン
ス
も
取
戻
し
た
こ
と
と
て
、
急
ぎ
降
っ
て
行
く
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と
諺
新
吉
は
う
ま
い
工
合
に
滝
口
の
方
へ
行
か
ず
に
、
傍
の
潅
木
の
斜
面

に
突
込
ん
で
い
た
。
但
し
胸
背
部
腹
部
を
打
撲
で
や
ら
れ
て
い
る
。
肋
骨

骨
折
は
無
さ
そ
う
だ
が
、
痛
み
が
強
い
ら
し
く
う
ん
う
ん
吃
っ
て
い
る
。

や
れ
や
れ
と
人
夫
の
分
迄
背
負
う
帰
途
の
荷
の
重
さ
。
し
か
し
悪
い
け
ど

友
で
な
く
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
。
そ
れ
ら
の
友
だ
ち
に
は
、
そ

の
後
益
々
山
が
好
き
に
な
っ
て
、
特
に
Ｉ
君
は
地
質
専
攻
で
数
授
に
な
る

ほ
ど
、
山
に
情
熱
を
そ
そ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
後
日
讃
が
あ
る
。

×
×
×
×

そ
の
冬
は
、
冬
季
合
宿
と
中
央
高
地
の
登
山
に
費
や
さ
れ
、
日
高
山
脈

迄
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
漸
く
春
に
な
っ
て
積
雪
期
の
神
威
岳
、
ペ
テ
ガ

リ
岳
を
目
指
し
て
中
の
川
糊
行
を
試
み
た
の
だ
が
、
暖
冬
の
た
め
函
の
融

水
が
早
く
通
過
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
大
雪
の
た
め
に
目
的
は
果
さ

（
註
６
）

れ
な
い
で
し
ま
っ
た
。

（
注
６
）
昭
和
七
年
三
月
十
八
日
’
二
十
日
。
同
行
者
、
坂
本
直
行
。
中
の
川
途

中
迄
で
澗
行
不
能
。

野
崎
牧
場
で
数
日
を
通
す
中
に
、
楽
古
岳
を
登
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
直
行
氏
と
二
人
朝
早
く
馬
橇
を
駈
る
。
早
春
の
凍
路
を
馬
橇
は
快
適

に
走
り
、
山
麓
の
札
楽
古
の
部
落
に
二
時
間
程
に
て
到
着
し
、
そ
れ
よ
り
長

駆
深
雪
を
踏
ん
で
頂
上
に
立
っ
た
の
は
、
午
後
二
時
で
あ
っ
た
（
昭
和
七
年

三
月
二
十
六
日
の
こ
と
）
・
冬
季
と
し
て
は
勿
論
初
登
頂
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ

の
時
の
苦
労
が
今
で
も
夢
の
中
に
現
れ
て
来
る
。
そ
れ
も
真
白
い
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
を
果
し
な
く
登
る
と
い
う
夢
な
の
だ
。
眺
望
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が

帰
り
の
滑
降
は
ま
ず
ま
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
が
い
け
な
い
。
平
地

の
雪
融
け
が
甚
し
く
て
馬
橇
は
滑
ら
ず
、
牧
場
に
帰
り
着
い
た
の
は
真
夜

中
近
く
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
野
崎
牧
場
か
ら
日
帰
り
で
楽
古
岳

を
往
復
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
前
代
未
聞
で
、
今
に
到
る
迄
若
い
連
中

を
不
思
議
が
ら
せ
、
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

日
高
山
脈
の
登
山
も
、
そ
の
頃
か
ら
愈
々
旺
ん
に
な
っ
て
、
北
大
山
岳

部
員
に
よ
り
一
通
り
登
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
所
謂
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ル
ー
ト
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
我
々
も
そ
の
一
つ
と
し

て
、
日
高
国
最
奥
の
千
呂
露
村
（
現
在
の
穂
別
町
）
か
ら
、
額
平
川
を
湖

っ
て
幌
尻
岳
へ
、
次
い
で
新
冠
川
を
下
っ
て
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
へ
、
更
に

春
別
川
へ
降
り
、
私
に
と
っ
て
三
度
目
の
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
へ

（
註
７
）

と
登
る
、
山
路
放
浪
の
旅
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

詳
細
は
『
北
大
山
岳
部
々
報
』
第
四
号
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
、
気
の

置
け
な
い
山
友
と
二
人
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
山
に
恵
ま
れ
、
未
知
に
憧
が

れ
、
難
難
危
険
を
克
服
し
て
の
山
旅
程
、
後
々
迄
に
憶
い
出
さ
れ
る
も
の

は
な
い
・
額
平
川
の
函
の
中
の
渡
渉
、
源
流
の
急
猯
に
足
を
掬
わ
れ
て
危

う
く
滝
壷
へ
叩
き
落
さ
れ
よ
う
と
し
た
驚
怖
、
滝
の
連
続
の
小
沢
か
ら
、

突
然
に
圏
谷
底
の
大
ら
か
な
原
始
の
桃
源
境
に
躍
り
出
た
時
の
感
激
、
そ

し
て
前
年
に
果
た
せ
な
か
っ
た
幌
尻
岳
か
ら
の
雄
大
な
眺
望
、
前
人
未
踏

（
注
７
）
昭
和
七
年
七
月
二
十
五
日
’
八
月
三
日
。
同
行
者
、
中
野
征
紀
。
千
呂

露
川
ｌ
額
平
川
ｌ
幌
尻
岳
Ｉ
新
冠
川
上
流
ｌ
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
ｌ
春
別

川
上
流
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
１
札
内
川
。
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回想の日高山脈

の
新
冠
川
の
上
流
ｌ
こ
れ
は
現
在
で
は
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
直
下
に
ダ
ム
が

出
来
、
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
一
両
日
で
幌
尻
岳
往
復
が
可
能
に
な
っ
て
い
る

と
聞
く
Ｉ
そ
の
上
流
の
函
の
通
過
の
可
否
に
対
す
る
危
倶
と
、
地
図
の

不
正
確
の
た
め
の
位
置
不
明
か
ら
く
る
不
安
な
ど
。
又
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳

初
登
の
感
激
（
後
年
記
録
の
調
査
で
慶
応
の
斎
藤
氏
一
行
が
、
昭
和
三
年

カ
ム
イ
ェ
ク
ゥ
チ
カ
ゥ
シ
山
と
共
に
初
登
の
由
）
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ

プ
ッ
ジ
ュ

シ
山
へ
の
尾
根
の
猛
烈
な
潅
木
の
密
林
の
薮
漕
ぎ
と
、
密
生
し
た
値
松
、

頂
上
直
下
の
快
適
な
岩
尾
根
登
り
、
そ
し
て
快
晴
の
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ

ゥ
シ
山
頂
、
な
ど
数
え
上
げ
る
と
記
憶
の
走
馬
灯
は
、
次
々
と
廻
っ
て
い

，
く
、
Ｏ

そ
の
山
旅
の
帰
途
、
野
崎
牧
場
を
訪
れ
た
二
人
は
再
び
坂
本
直
行
、
徳

ト
カ
チ
ヌ
グ
リ

永
正
雄
の
両
君
を
加
え
て
、
日
高
山
脈
十
勝
岳
（
一
四
五
七
・
二
メ
ー
ト

（
注
８
）

ル
）
へ
と
楽
古
川
を
湖
る
の
で
あ
っ
た
。
先
年
神
威
岳
か
ら
眺
め
て
、
登

高
欲
を
そ
そ
ら
れ
た
待
望
の
頂
上
で
あ
っ
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
に
、

特
に
印
象
に
残
る
景
観
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
日
高
側
に
降
る
メ
ナ
シ

ュ
ン
・
へ
シ
川
へ
の
降
り
は
、
沢
頭
が
悪
る
く
薮
漕
ぎ
で
、
滝
下
ま
で
下
る

と
沢
は
荒
廃
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
続
い
て
出
掛
け
た
ア
ポ
イ
ヌ
プ
リ

は
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
低
い
な
が
ら
お
花
畠
の
良
さ
と
相
俟
っ
て
、
極
め

て
快
過
な
山
行
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
襟
裳
岬
で
の
漁
家
の
一
泊
も
亦
捨
て

難
い
趣
が
あ
っ
た
。

（
注
８
）
昭
和
七
年
八
月
七
日
’
十
六
日
。
同
行
者
、
坂
本
直
行
、
中
野
征
紀
、

徳
永
正
雄
。
豊
似
村
野
崎
牧
場
ｌ
楽
古
川
ｌ
ト
カ
チ
ヌ
プ
リ
岳
ｌ
メ
ナ

僅
か
に
戸
蔦
別
岳
の
頂
上
の
み
を
踏
ん
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

十
日
余
の
山
暮
ら
し
は
、
心
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ピ
リ
ネ
ッ
プ
沢

合
流
の
造
材
小
屋
は
、
大
晦
日
で
あ
っ
た
の
で
、
我
々
に
も
密
柑
箱
一
つ

宛
の
正
月
用
の
餅
、
み
か
ん
、
御
馳
走
と
一
本
の
酒
を
饗
応
さ
れ
て
、
大

シ
ュ
ン
。
へ
シ
川
ｌ
浦
河
ｌ
ア
ポ
イ
岳
ｌ
襟
裳
岬
ｌ
豊
似
村
。

そ
の
年
（
昭
和
七
年
）
の
秋
も
過
ぎ
、
や
が
て
冬
が
訪
れ
る
と
日
勝
路

へ
の
恋
慕
が
募
っ
て
来
る
。
山
旅
の
規
模
は
、
連
嶺
に
慣
れ
る
と
共
に
大

（
注
９
）

仰
に
な
っ
て
行
き
、
今
度
は
一
月
の
戸
蔦
別
川
上
流
に
入
る
計
画
が
出
来

上
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
年
冬
季
に
先
輩
達
が
行
な
っ
た
幌

尻
岳
登
頂
の
経
験
を
基
礎
と
し
、
そ
の
時
の
根
拠
地
の
組
立
小
屋
を
利
用

ピ
ペ
イ
ロ

し
て
、
戸
蔦
別
岳
、
幌
尻
岳
、
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
。
へ
シ
岳
、
美
生
岳
、

札
内
岳
を
、
放
射
状
に
登
ろ
う
と
い
う
欲
張
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
十
勝
岳

の
ス
キ
ー
合
宿
で
は
、
初
年
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
ら
さ
れ
て
、
六
日
間
ゲ

レ
ン
デ
を
登
っ
た
り
滑
降
し
た
り
の
繰
返
し
で
、
仲
間
が
楽
し
そ
う
に
周

囲
の
山
々
の
登
頂
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
の
を
、
羨
ま
し
く
横
目
で
眺
め

て
張
り
切
っ
て
い
た
の
だ
が
、
如
何
せ
ん
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
れ
迄
の

好
天
続
き
の
た
め
に
積
雪
量
が
少
な
い
上
に
、
行
動
中
は
ド
カ
雪
が
降
り

続
い
て
、
所
期
の
目
的
は
果
せ
ず
仕
舞
い
で
あ
っ
た
。

（
注
９
）
昭
和
七
年
十
二
月
三
十
日
ｌ
昭
和
八
年
一
月
十
日
。
同
行
者
、
坂
本
直

行
、
金
光
正
次
、
伊
藤
紀
克
、
佐
藤
力
之
助
、
照
井
孝
太
郎
。
戸
蔦
別

川
ｌ
上
流
仮
小
屋
１
戸
蔦
別
岳
ｌ
仮
小
屋
ｌ
天
候
悪
化
の
た
め
、
そ
の

他
の
登
山
計
画
を
中
止
す
る
。
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喜
び
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
酒
の
方
は
杣
夫
達
に
提
供
し
て
感
激
さ
れ
、
話

に
唄
に
弾
ん
だ
一
夜
を
過
し
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。

戸
蔦
別
川
は
積
雪
が
少
な
く
雪
橋
が
不
充
分
で
、
川
を
渡
る
の
に
散
々

苦
労
し
、
遂
に
函
の
入
口
の
渡
渉
で
、
私
は
薄
い
氷
を
踏
み
抜
い
て
、
気

温
零
下
十
数
度
の
川
の
中
で
水
浴
び
を
し
て
、
止
む
を
え
ず
停
滞
し
て
半

日
を
無
駄
に
し
た
り
、
そ
の
翌
日
か
ら
の
大
雪
の
た
め
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労

し
、
先
頭
二
人
は
空
身
で
踏
み
つ
け
を
し
て
、
再
び
荷
を
取
り
に
戻
る
と

い
う
頑
張
り
を
や
っ
た
り
し
て
、
や
っ
と
根
拠
地
の
小
屋
に
到
達
し
て
み

る
と
、
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
四
年
間
の
年
月
を
経
た
無
人
小
屋
は
荒
れ

果
て
、
僅
か
に
柱
と
屋
根
半
分
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
有
様
。
漸
く
応
急

修
理
と
天
幕
併
用
で
旬
日
の
寝
場
所
を
作
り
、
薪
も
伐
り
出
さ
れ
て
雪
の

中
に
暖
炉
も
燃
え
て
来
た
時
の
楽
し
さ
は
、
何
と
い
っ
て
も
若
者
の
独
壇

場
で
あ
っ
た
の
だ
。
冷
た
さ
も
寒
さ
も
超
越
し
て
、
労
苦
を
歓
び
に
変
え

る
力
が
湧
き
出
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
四
十
年
を
経
た
現
在
の

甘
美
な
憶
い
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
登
行
も
恵
ま
れ
な
か
っ

た
。
鉈
で
伐
り
開
か
な
け
れ
ば
、
通
過
出
来
な
い
倭
小
木
の
密
林
も
あ
っ

た
。
寒
気
の
厳
し
い
わ
り
に
重
い
深
雪
に
、
登
り
に
も
滑
降
に
も
悩
ま
さ

れ
た
。
濃
霧
の
中
の
頂
上
も
沢
に
下
れ
ば
晴
れ
て
、
ア
ー
ベ
ン
ト
ロ
ー
ト

に
映
え
て
い
る
と
い
う
不
運
も
あ
っ
た
。

結
局
は
目
的
の
山
々
の
何
れ
も
、
登
る
途
中
迄
の
ラ
ッ
セ
ル
の
往
復
に

の
み
、
費
や
さ
れ
た
よ
う
な
数
日
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
し
も
悲

哀
と
感
じ
な
い
山
歩
き
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
余
程
お
人
好
し
に
出
来
て
る

の
で
あ
ろ
う
。
苦
労
は
全
て
忘
却
の
彼
方
に
押
し
や
っ
て
、
零
下
十
数
度

の
中
の
豪
勢
な
焚
火
に
顔
を
ほ
て
ら
せ
、
何
事
か
語
り
、
笑
い
、
そ
し
て

歌
う
と
い
う
原
始
へ
の
復
帰
が
、
得
難
い
喜
び
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
こ
と
は
滅
多
に
経
験
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
現
代
の
よ
う

に
何
を
や
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
、
こ
れ
も
駄
目
で
す
と
い
う
の
で
は
、
若

者
の
自
然
性
を
発
揮
す
る
場
が
無
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
昔
は
良
か
っ

た
も
の
だ
。
当
然
な
す
べ
き
規
律
は
自
立
性
に
委
ね
て
、
大
ら
か
に
抱
擁

し
て
お
い
て
く
れ
た
か
ら
、
一
見
天
衣
無
縫
に
振
舞
っ
て
な
お
、
後
に
悔

い
を
残
す
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

閑
話
休
題
、
こ
の
山
行
で
知
り
得
た
こ
と
は
、
日
高
山
脈
の
ス
キ
ー
ゲ

レ
ン
デ
も
、
尾
根
の
取
付
き
は
悪
い
が
、
そ
れ
よ
り
圏
谷
底
に
達
す
る
尾

根
、
ま
た
圏
谷
壁
の
ス
キ
ー
デ
ポ
ー
迄
は
、
絶
好
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
斜
面
の
痛
快
な
滑
降
を
、
後
年
再
び
経
験

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
北
大
山
岳
部
々
報
』
第
四
号
’
一
月
の
戸
蔦
別
川
ｌ
金

光
記
参
照
）
。

そ
の
夏
は
試
験
勉
強
に
追
わ
れ
た
の
か
、
連
嶺
を
訪
れ
て
い
な
い
。

×
×
×
×

（
注
叩
）

再
び
訪
れ
た
の
は
一
月
の
札
内
川
上
流
の
山
々
で
あ
っ
た
（
拙
稿
．
月

の
日
高
山
脈
」
ｌ
『
山
岳
』
第
二
十
九
年
第
三
号
所
収
及
び
照
井
記
『
北
大
山
岳
部
々

報
』
第
五
号
所
収
．
月
の
札
内
川
上
流
」
）
。

（
注
、
）
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
八
日
ｌ
昭
和
九
年
一
月
十
五
日
。
同
行
者
、
坂

本
直
行
、
照
井
孝
太
郎
。
札
内
川
１
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
川
ｌ
コ
イ
ポ

（54）
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山
の
中
の
十
六
日
間
の
生
活
に
必
要
な
重
荷
を
背
負
っ
て
、
南
札
内
の

小
学
校
男
沢
先
生
の
家
か
ら
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
沢
合
流
の
造
材
飯
場
迄
の
道

程
は
遠
く
、
相
当
の
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
の
荷
物
も
、
前
年
の
戸
蔦
別
川

上
流
の
野
営
の
欠
陥
を
補
う
た
め
に
、
股
迄
の
ゴ
ム
長
靴
や
、
小
屋
の
整

げ
ん
の
う

備
の
た
め
の
釘
、
カ
ス
ガ
イ
、
建
築
紙
、
そ
れ
に
玄
能
、
鍼
ま
で
持
込
む

の
だ
か
ら
大
し
た
も
の
だ
っ
た
。

行
程
の
前
半
は
五
日
分
の
食
糧
、
天
幕
、
装
備
を
担
っ
て
コ
イ
ポ
ク
サ

ッ
ナ
イ
沢
に
入
っ
た
。
積
雪
は
未
だ
充
分
と
は
云
え
な
い
が
、
沢
は
殆
ん

ど
凍
結
し
て
雪
橋
も
堅
固
に
で
き
上
っ
て
い
て
、
比
較
的
歩
き
易
か
っ

た
。
唯
途
中
の
函
は
開
い
て
い
る
の
で
、
捲
く
の
に
多
少
手
間
取
っ
た
位

で
あ
っ
た
。

二
股
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
針
葉
樹
の
枝
葉
の
厚
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
出
来

上
り
、
太
い
古
損
木
の
焚
火
で
豪
勢
で
あ
っ
た
が
、
夜
半
よ
り
大
雪
が
降

り
天
幕
は
半
ば
埋
め
去
ら
れ
、
翌
朝
に
か
け
て
は
大
暴
風
雪
と
な
り
、
新

雪
は
一
メ
ー
ト
ル
近
く
も
積
も
り
、
国
境
尾
根
は
轟
々
と
山
鳴
り
が
甚
だ

し
く
、
沢
の
中
は
逆
捲
く
雪
煙
に
、
う
ず
高
い
吹
溜
り
が
で
き
て
い
く
。

そ
の
名
残
り
は
更
に
翌
朝
迄
続
き
、
そ
の
上
気
温
は
著
し
く
低
下
し
て
い

っ
た
。
恐
ら
く
零
下
三
十
度
を
越
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

晴
間
を
利
用
し
て
登
路
を
求
め
る
の
だ
が
、
結
局
は
左
股
を
遡
っ
て
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。
雪
に
埋
も
れ
た
滝
を
通
り
過
ぎ
、
沢
が
懸
崖
の
た
め

ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
ｌ
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
１
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
川
１
札
内

川
上
流
仮
小
屋
ｌ
力
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
ヵ
ウ
シ
山
ｉ
札
内
川
本
流
下
降
。

函
を
つ
く
り
、
狭
ま
る
辺
り
か
ら
再
び
滝
壷
の
水
面
が
所
々
開
き
、
通
過

で
き
そ
う
に
も
な
い
。
止
む
を
得
ず
、
左
側
の
急
斜
面
の
小
尾
根
を
、
ス

キ
ー
を
脱
ぎ
輪
楪
で
登
る
の
だ
が
、
深
い
新
雪
と
密
生
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
の

急
斜
面
の
た
め
、
殆
ん
ど
溝
を
開
鑿
す
る
よ
う
な
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労
す
る

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
無
理
を
し
て
、
沢
通
し
た
登
路
を
求
め
な
い
の
が

良
策
で
あ
っ
た
。
漠
然
と
、
沢
頭
の
真
白
い
樹
木
の
少
な
い
急
斜
面
に
不

安
を
感
じ
た
の
と
、
新
雪
の
降
っ
た
直
後
の
危
険
を
考
慮
し
て
、
一
見
過

酷
な
ラ
ッ
セ
ル
の
労
働
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
数
年
後
に
な
っ
て
後

輩
の
有
馬
洋
君
一
行
が
、
積
雪
の
状
況
の
良
い
侭
に
直
登
し
て
、
遂
に
雪

崩
に
遭
遇
す
る
悲
惨
事
を
惹
き
起
す
こ
と
に
相
成
っ
た
の
だ
。

未
だ
北
海
道
の
積
雪
期
の
登
山
暦
は
日
浅
く
、
厳
冬
の
雪
崩
に
対
し

て
、
明
確
な
認
識
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
当
時
に
せ
よ
、
そ
の
前
年
に
十
勝

岳
の
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
へ
の
登
路
で
、
さ
ほ
ど
に
急
斜
面
で
な
い
所

で
、
十
二
月
合
宿
中
に
雪
崩
事
故
に
遭
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
我
々
も
漠

然
と
し
た
不
安
感
で
そ
こ
を
避
け
た
な
ど
と
表
現
せ
ず
に
、
明
確
に
雪
崩

の
危
険
を
感
得
し
て
、
そ
れ
を
後
輩
に
啓
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
悔
ま
れ

て
な
ら
な
い
・

そ
の
過
酷
な
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
に
、
側
稜
の
三
分
の
二
も
登
ら
な
い
で

一
日
は
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
は
空
は
晴
れ
て
い
る
も
の
の
、

山
頂
附
近
は
強
風
の
た
め
雪
煙
を
巻
き
上
げ
、
吹
雪
に
暴
れ
て
い
る
。
寒

気
は
益
々
き
び
し
く
到
底
登
頂
を
試
み
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、

悪
天
候
も
三
日
間
も
経
て
ば
好
転
す
る
も
の
で
、
漸
く
局
所
低
気
圧
も
通

（55）



過
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
夜
は
諮
問
の
空
に
星
が
輝
き
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ

プ
岳
の
白
い
尾
根
の
肩
に
半
月
が
か
か
っ
て
い
た
。

夜
の
明
け
や
ら
ぬ
中
に
、
今
日
こ
そ
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
へ
と
張
り

切
っ
て
用
意
を
備
え
、
、
早
朝
六
時
と
い
う
薄
暗
い
中
を
出
発
し
た
。
先
日

の
ラ
ッ
セ
ル
の
跡
は
、
連
日
の
寒
気
に
再
結
晶
し
て
、
固
ま
っ
て
い
る
の

で
歩
き
易
く
、
ア
イ
ゼ
ン
と
輪
標
の
併
用
で
、
能
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
跡
が
な
く
な
っ
て
新
雪
に
入
る
と
、
再
び
悪
戦
苦
闘

が
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
腰
ま
で
雪
に
埋
ま
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
に
つ
か
ま

り
、
身
体
を
這
い
ず
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
登
る
こ
と
四
時
間
余
、
漸
く

郡
境
尾
根
に
取
付
い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
こ
こ
も
軟
雪
の
斜
面
に
悩
ま

さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
た
め
に
、
行
程
は
予
定
通

り
進
ま
ず
、
国
境
尾
根
か
ら
の
堅
雪
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
が
、
日
高
側
か

ら
吹
き
つ
け
る
烈
風
は
収
っ
て
い
な
い
し
、
快
晴
で
は
あ
る
が
超
低
温
の

た
め
に
、
体
温
は
グ
ン
グ
ン
奪
わ
れ
て
い
く
。
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
迄
頑
張

っ
た
が
、
時
既
に
午
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
間
に
国
境
尾
根
か
ら
眺
め
や
る
四
囲
の
景
観

は
、
全
く
申
し
分
な
か
っ
た
。
白
一
色
に
凝
結
し
た
重
畳
延
々
の
国
境
連

嶺
は
、
鋭
角
に
空
を
栽
っ
て
い
る
。
登
頂
を
予
定
し
て
い
た
一
八
三
九
メ

ー
ト
ル
峰
は
、
間
近
く
吃
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
先
に
ル
ベ
ッ
ネ
岳
が
、

。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
が
頭
角
を
顕
わ
し
、
更
に
続
い
て
遠
く
遥
か
に
数
々
の
峯
々

が
ｌ
そ
の
南
の
彼
方
、
山
脈
の
尽
き
る
所
に
襟
裳
の
海
が
、
黄
金
緑
に

逆
光
に
輝
い
て
い
る
。
北
の
方
に
は
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
を
前
座
に
据

え
て
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
が
厳
め
し
く
我
々
を
見
下
し
て
お

り
、
幌
尻
岳
は
相
変
ら
ず
ど
っ
し
り
と
、
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
。
へ
シ
岳
を

従
え
て
い
る
。
そ
の
遠
く
に
は
夕
張
山
脈
が
、
芦
別
岳
が
、
そ
し
て
札
幌

近
郊
の
山
々
、
蝦
夷
富
士
ま
で
が
眺
め
渡
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

予
想
外
の
登
り
の
ラ
ッ
セ
ル
に
時
間
を
費
や
さ
れ
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳

に
到
っ
た
時
は
、
更
に
長
駆
し
て
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
を
往
復
す
る
に

は
、
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
ま
た
し
て
も
我
々
は
、
一
八
三
九
メ
ー

ト
ル
峰
を
諦
め
て
、
帰
途
に
つ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
午
後

に
な
る
と
烈
風
も
次
第
に
収
ま
り
、
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
に
寄
り
道
し

た
頃
は
全
く
静
か
に
な
っ
た
。
我
々
は
直
ち
に
沢
に
下
る
こ
と
が
惜
し
ま

れ
て
、
雪
の
上
に
ど
っ
か
り
と
腰
を
下
し
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ス
ケ
ッ

チ
を
し
た
り
し
て
、
遂
に
夕
暗
が
迫
り
山
々
が
火
焔
の
よ
う
な
夕
焼
に
包

ま
れ
る
ま
で
、
四
囲
の
眺
め
を
窓
に
し
て
か
ら
、
名
残
借
し
気
に
急
嘉
の

下
降
へ
と
就
く
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
札
内
川
の
本
流
に
引
き
返
し
て
、
合
流
に
残
し
て
来
た
荷
物

を
加
え
て
、
更
に
上
流
に
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
問
の
種
々
の
で

き
ご
と
が
今
に
な
っ
て
も
事
細
か
に
憶
い
出
さ
れ
て
く
る
。
氷
結
の
函
の

入
口
の
渡
渉
に
役
立
て
よ
う
と
、
遥
々
と
背
負
っ
て
き
た
ゴ
ム
長
靴
に
ピ

ッ
ケ
ル
を
引
っ
か
け
て
穴
を
あ
け
て
し
ま
い
、
酷
寒
の
た
め
ゴ
ム
ノ
リ
が

効
か
ず
修
理
に
手
間
取
っ
た
こ
と
、
数
日
来
の
ド
カ
雪
と
重
荷
の
ラ
ッ
セ

ヘ
こ
た

ル
に
閉
口
垂
れ
て
、
前
年
戸
蔦
別
川
の
時
試
み
た
よ
う
に
、
空
身
の
ラ
ッ

セ
ル
と
後
戻
り
し
て
の
重
荷
の
行
進
を
す
る
二
重
手
間
を
、
三
人
が
交
互

（56）
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に
行
う
苦
労
や
、
骨
組
し
か
残
っ
て
い
な
い
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
程
の
小

屋
を
、
持
参
の
修
理
品
を
用
い
て
快
適
な
小
屋
に
仕
立
て
、
そ
の
中
で
少

し
煙
い
の
が
難
で
あ
っ
た
が
、
悠
々
と
焚
火
に
あ
た
っ
て
、
登
高
後
の
休

養
を
充
分
に
得
た
こ
と
、
八
の
沢
の
合
流
か
ら
眺
め
た
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ

ヵ
ゥ
シ
山
頂
の
燃
え
る
よ
う
な
真
紅
の
朝
焼
の
、
類
の
な
い
美
し
さ
に
我

を
忘
れ
た
こ
と
、
又
そ
の
山
頂
附
近
か
ら
眺
め
た
山
々
の
夕
焼
の
豪
壮
さ

に
見
ほ
れ
て
立
ち
尽
し
、
暗
く
な
り
初
め
て
か
ら
帰
途
に
就
き
、
遂
に
暗

中
の
下
降
の
数
時
間
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
前
日
登
頂
で
き

な
か
っ
た
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
へ
、
翌
日
再
び
出
か
け
て
、
登
り

に
三
時
間
余
を
要
し
た
圏
谷
底
と
そ
の
壁
の
大
斜
面
を
、
僅
か
十
数
分
の

大
ボ
ー
ゲ
ン
を
画
い
て
滑
降
し
た
痛
快
な
感
激
、
等
々
が
今
だ
に
脳
裏
に

新
し
い
記
憶
と
し
て
留
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
思
い
出
つ
き
な
い
仮
小
屋
生
活
の
間
も
、
続
い
て
の
天
候
不
順
の

た
め
に
行
程
が
捗
ら
ず
、
遂
に
そ
の
他
の
山
々
に
は
登
頂
で
き
な
か
っ
た

が
、
僅
か
三
人
で
な
お
、
零
下
三
十
度
以
下
に
及
ぶ
極
寒
の
山
奥
の
原
始

生
活
の
経
験
は
得
難
く
、
貴
重
な
一
生
の
一
酌
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
仮
小
屋
は
三
月
に
再
び
山
の
仲
間
達
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
大
い
に
そ

の
効
を
発
揮
し
、
数
々
の
登
山
の
成
果
を
獲
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

×
×
×
×

七
年
間
に
亙
る
学
生
々
活
も
、
愈
々
残
り
少
な
く
な
り
、
や
が
て
棹
尾

の
夏
休
が
到
来
し
た
。
日
高
山
脈
な
く
し
て
は
登
山
を
考
え
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
私
は
、
再
び
中
野
と
共
々
に
、
冬
季
に
果
た
し
得
な
か
っ
た
．

イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
よ
り
国
境
を
南
下
し
て
、
・
ヘ
テ
ガ
リ
岳
を
経
て
中
の

（
注
ｕ
）

岳
に
至
る
長
駆
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
日
高
山

脈
も
芽
室
岳
か
ら
楽
古
岳
、
い
な
襟
裳
岬
ま
で
の
要
点
を
踏
破
し
た
こ
と

に
な
る
の
だ
。

（
注
ｕ
）
昭
和
九
年
七
月
三
日
’
七
月
十
五
日
。
同
行
者
、
中
野
征
紀
。
コ
イ
ポ

ク
サ
ッ
ナ
ィ
川
１
コ
イ
ポ
ク
サ
ッ
ナ
イ
岳
ｌ
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
’
一
八

三
九
メ
ー
ト
ル
峰
ｌ
ル
・
へ
ツ
ネ
岳
１
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
ｌ
中
の
川
下
降
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
そ
の
山
旅
も
余
り
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
十
数
日
で

は
あ
っ
た
が
、
よ
く
所
期
の
目
標
を
歩
き
通
し
え
た
の
は
、
頑
張
り
屋
で
は

人
後
に
落
ち
な
い
、
中
野
と
の
二
人
連
れ
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

そ
の
年
の
夏
、
山
岳
部
の
連
中
は
期
せ
ず
し
て
・
ヘ
テ
ガ
リ
岳
を
中
心

に
、
集
中
登
山
の
形
態
を
採
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
今
の
よ
う
に
特
に
予

め
会
合
を
開
い
て
、
計
算
的
に
検
討
し
た
の
で
も
な
い
の
だ
が
、
各
々
の

班
の
リ
ー
ダ
ー
の
計
画
を
集
め
て
み
る
と
、
そ
う
な
っ
て
い
た
の
だ
。
そ

ん
な
こ
と
も
、
昔
の
連
中
の
呑
気
さ
の
中
に
気
の
合
っ
た
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。
山
の
好
き
な
同
志
が
相
集
っ
て
、
意
気
の
合
っ
た
仲
間
で
山
を

歩
き
廻
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
初
心
者
を
募
っ
て
、
そ
の
先
導
者
は
山
に

行
っ
て
み
た
い
と
希
望
す
る
人
達
を
保
護
し
、
指
導
し
、
安
全
に
登
山
を

全
う
さ
せ
る
こ
と
に
、
喜
び
と
意
義
を
見
出
す
の
が
常
だ
っ
た
。

先
輩
な
ど
と
思
い
上
っ
た
り
、
後
輩
を
荷
担
ぎ
人
夫
代
り
に
し
て
山
に

行
こ
う
な
ん
て
、
さ
も
し
い
根
性
な
ど
一
片
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
ど
ん
な
悪
条
件
に
も
閉
口
垂
れ
な
い
し
、
負
け
も
し

（57）



な
い
、
む
し
ろ
悪
条
件
に
な
れ
ば
な
る
程
、
我
な
が
ら
驚
く
程
の
余
力
が

出
て
、
淡
々
喜
々
と
し
て
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
行
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
山
行
も
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
と
久
恋
の
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
は

鞘
々
晴
れ
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
暗
雲
が
低
迷
し
て
、
折
角

の
壮
大
な
連
嶺
の
眺
望
は
得
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
唯
密
生
し
た
値
松
の
尾

根
の
往
復
に
苦
労
し
た
の
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
又
そ
の
後
が
い
け

な
か
っ
た
。
暗
雲
は
更
に
拡
が
り
、
遂
に
雨
と
な
っ
て
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ

岳
直
下
の
野
営
は
、
雪
渓
ま
で
水
を
汲
み
に
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
み
じ

め
な
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
も
濃
霧
と
小
雨
の
中
の
行
動
で
、
全
身
ず
ぶ

濡
れ
に
な
り
な
が
ら
歩
き
通
し
た
。
そ
の
夜
も
水
場
は
な
く
雪
渓
も
見
当

ら
ず
、
再
び
飲
料
水
に
乏
し
い
乾
パ
ン
食
生
活
。
二
日
前
に
ヤ
オ
ロ
マ
ッ

プ
岳
よ
り
眺
め
た
、
ル
ベ
ッ
ネ
岳
の
小
さ
な
雪
渓
を
目
当
て
に
、
濃
霧
の

中
の
薮
漕
ぎ
数
時
間
、
漸
く
ル
ベ
ッ
ネ
岳
の
肩
ま
で
頑
張
っ
て
、
雪
渓
に

辿
り
つ
い
て
炊
い
た
昼
食
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
、
ま
し
て
や
霧
は
次
第
に

晴
れ
上
っ
て
き
た
。
こ
れ
だ
か
ら
苦
労
が
や
め
ら
れ
な
い
と
、
喜
ん
だ
の

も
束
の
間
で
、
翌
朝
の
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
を
期
待
し
て
、

ル
ベ
ッ
ネ
岳
の
南
側
の
肩
に
泊
っ
た
の
だ
が
、
天
候
は
我
々
に
味
方
し
て

く
れ
な
か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
か
ら
風
雨
が
強
ま
り
、
二
日
間
び
っ
し
り

降
り
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
再
び
雨
の
中
で
の
飲
料
水
に
不
自
由
な
生
活

を
、
強
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
漸
く
飯
念
に
受
け
た
雨
水
と

乾
パ
ン
の
二
日
間
で
、
そ
の
上
、
北
海
道
で
は
珍
ら
し
く
山
蛭
の
訪
問
を

う
け
る
仕
末
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
僅
か
の
晴
間
を
み
て
登
っ
た
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
も
濃
霧
の
中
で
、
長

年
の
憧
れ
の
頂
上
も
、
既
に
慶
応
の
連
中
の
残
し
た
と
覚
し
い
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
銀
紙
の
残
置
に
、
幻
滅
の
悲
哀
を
か
こ
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
模

糊
の
中
を
下
降
す
る
尾
根
は
、
行
方
さ
え
定
か
で
は
な
く
、
一
度
は
ヤ
オ

ロ
マ
ッ
プ
川
の
上
流
へ
と
迷
い
込
み
、
再
び
引
返
し
て
降
れ
ば
、
や
が
て

河
音
の
遠
く
轟
く
の
に
気
が
付
く
。
地
図
を
按
ず
れ
ば
、
今
度
は
深
く
日

高
側
の
源
流
に
と
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、

そ
の
痔
尾
根
の
一
部
に
烏
の
巣
の
よ
う
な
野
営
で
、
三
度
目
の
水
の
無
い

一
夜
を
過
す
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
日
は
幸
に
晴
れ
た
の
で
地
形
を
見
直
す

と
、
成
程
間
違
え
る
訳
だ
。
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
の
頂
上
か
ら
主
山
稜
は
、
圏
谷

状
の
地
形
を
左
右
に
抱
い
て
、
そ
の
中
に
小
尾
根
と
な
っ
て
ヤ
オ
ロ
マ
ッ

プ
川
上
流
に
急
落
し
、
国
境
尾
根
は
そ
の
途
中
か
ら
分
岐
し
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。
と
て
も
五
万
分
の
一
図
幅
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
広
尾
根

な
ど
ど
こ
に
も
あ
り
は
し
な
い
。

水
に
渇
え
て
二
人
は
、
直
ち
に
中
の
川
源
頭
の
急
峻
な
雪
渓
に
水
を
求

め
て
降
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
水
こ
そ
充
分
に
得
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、

更
に
降
っ
て
雪
渓
が
尽
き
る
所
は
滝
の
連
続
で
あ
り
、
か
ろ
う
じ
て
数
ヶ

所
の
滝
を
捲
い
て
降
り
た
所
は
大
甑
穴
を
成
し
て
、
周
囲
か
ら
落
ち
る
滝

は
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
の
落
差
を
も
っ
て
一
つ
の
滝
壷
に
集
ま
り
、
轟
々

の
水
煙
を
あ
げ
て
い
る
物
凄
さ
で
あ
っ
た
。
二
人
は
哲
ら
く
そ
の
落
口
に

立
っ
て
、
荘
然
と
そ
の
壮
観
に
見
と
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
戻
る
と
、
そ

れ
は
下
降
不
可
能
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
疲
れ
た
身
体
に
鞭
打
つ
よ
う
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回想の日高山脈

に
諺
再
び
登
り
な
お
す
国
境
尾
根
ま
で
の
遠
い
こ
と
諺
奈
落
か
ら
浮
び
上

っ
て
、
天
界
に
も
達
す
る
ご
と
き
思
い
が
し
た
こ
と
が
脳
裏
に
浮
ん
で
く

る
。
し
か
し
夜
は
久
々
に
晴
れ
上
り
、
見
渡
す
山
々
の
壮
観
は
、
飽
か
い

眺
め
を
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

先
に
懲
り
て
、
今
度
は
中
の
川
の
上
二
股
尾
根
を
降
っ
た
の
で
あ
る
が

堰
松
も
根
曲
り
笹
も
下
降
の
こ
と
と
て
、
さ
ほ
ど
苦
に
な
ら
ず
、
樹
林
帯

に
入
れ
ば
下
草
は
疎
ら
で
歩
き
易
か
っ
た
。
不
図
下
方
で
人
声
が
す
る
。

段
々
に
近
付
い
て
み
る
と
、
石
橋
（
恭
一
郎
）
の
一
行
で
あ
っ
た
。
矢
張
り

天
候
不
順
の
た
め
行
程
が
遅
れ
て
い
た
の
だ
。

上
二
股
か
ら
の
中
の
川
は
、
小
さ
な
函
が
点
綴
し
た
綺
麗
な
沢
で
あ

り
、
楽
し
い
渡
渉
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
函
の
出
口
の
急
猯
を
一

○
○
メ
ー
ト
ル
程
も
瀞
ぎ
下
っ
た
こ
と
は
、
他
で
は
一
寸
類
の
な
い
試
み

で
も
あ
っ
た
。
尾
根
上
で
は
あ
れ
程
雨
と
濃
霧
に
悩
ま
さ
れ
た
の
に
諺
沢

に
下
れ
ば
何
ん
と
天
気
の
好
か
つ
た
こ
と
か
。
最
後
の
夜
は
河
原
の
豊
富

な
流
木
の
豪
華
な
焚
火
に
暮
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
が
我
が
日
高
山
脈
遍
歴
の

最
後
を
飾
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
も
憶
う
。
鋤
々
の
夜
空
に
、
星
が
渓
間
の
空
合
に
点
滅
し
、
せ
せ
ら

ぎ
の
傍
の
澳
火
が
次
第
に
消
え
細
っ
て
ゆ
く
の
を
。

再
び
訪
れ
よ
う
と
の
望
み
も
、
そ
の
後
の
人
生
の
移
り
、
世
の
変
り
と

共
に
果
た
す
機
会
も
な
く
、
既
に
三
十
年
余
を
経
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
交

通
が
便
と
な
り
、
林
道
が
開
発
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
な
お
、
日
高
山
脈
は

秘
奥
の
世
界
で
あ
り
、
若
者
の
修
験
場
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
過
去
の

人
の
憶
い
出
に
の
み
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
。

（
一
九
六
九
年
九
月
三
○
日
記
）
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チ
ト
ラ
ル
、
一
九
六
八
年
七
月
ｌ
こ
の
西
パ
キ
ス
タ
ン
の
北
辺
の
小

さ
な
町
の
名
前
も
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ

お
よ
び
ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
ジ
山
群
へ
の
出
発
点
と
し
て
、
聞
き
馴
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
た
。

私
た
ち
早
稲
田
大
学
岳
友
会
に
属
す
る
三
人
も
、
七
月
七
日
、
連
絡
将

校
と
し
て
私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
に
配
属
さ
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
陸
軍
の
ナ
シ

ー
ブ
大
尉
と
共
に
、
・
ヘ
シ
ャ
ワ
ル
か
ら
空
路
チ
ト
ラ
ル
ヘ
や
っ
て
来
た
の

だ
っ
た
が
、
入
山
に
関
す
る
事
務
手
続
き
や
荷
物
の
輸
送
の
問
題
で
予
定

外
の
時
間
を
費
や
し
、
先
発
の
二
名
（
鈴
木
理
己
、
野
口
勝
志
）
は
カ
ラ

チ
に
到
着
し
て
か
ら
二
十
三
日
目
、
後
発
の
私
は
九
日
目
に
、
や
っ
と
こ

の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
状
態
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
更
に
も
う
ひ
と
つ
の
失
敗
を
く
り
返
し
、

チ
ト
ラ
ル
を
出
発
す
る
ま
で
に
更
に
十
三
日
間
の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ

ラ
ン
ガ
ー
ル
登
頂
（
一
九
六
八
年
）立

花
種

則

た
。
そ
れ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ル
か
ら
チ
ト
ラ
ル
ヘ
の
荷
物
の
輸
送
の
問
題
で
、

私
た
ち
は
大
尉
の
提
言
も
あ
り
、
全
て
空
輸
の
手
配
を
し
た
の
だ
が
、
私

た
ち
の
乗
っ
て
き
た
便
を
最
後
に
、
天
候
の
悪
化
に
よ
り
定
期
便
が
運
航

を
停
止
し
、
約
九
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
が
。
ヘ
シ
ャ
ワ
ル
空
港
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
結
局
野
口
と
大
尉
が
ロ
ワ
ラ
イ
峠
越
え
で
、
陸
路
・
ヘ

シ
ャ
ワ
ル
ま
で
荷
物
を
引
取
り
に
戻
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
チ
ト
ラ
ル
に
到
着
し
た
翌
日
、
同
じ
便
に
同
乗
し
て
い
た

大
使
館
の
原
書
記
官
に
同
行
し
て
、
現
地
の
Ｐ
Ａ
（
ポ
リ
テ
ィ
ヵ
ル
・
エ
イ

ジ
ェ
ン
ト
）
の
ア
ブ
ド
ル
・
カ
ュ
ン
氏
を
訪
問
し
た
際
に
も
指
摘
さ
れ
た

が
、
残
念
な
が
ら
既
に
手
遅
れ
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
チ
ト
ラ
ル
は
年
に
一
回
の
お
祭
り
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
奥

地
か
ら
集
っ
て
来
て
い
た
。

私
た
ち
が
こ
の
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
山
群
で
の
登
山
を
考
え
た
の
は
、

一
九
六
五
年
の
井
田
隊
（
・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
ネ
パ
ド
・
一
フ
ン
ラ
パ
ル
ヵ
と
ネ

今
ハ
ド
・
オ
ク
シ
ャ
パ
ル
カ
に
登
頂
ｌ
『
山
岳
』
第
六
十
一
年
参
照
）
の
成
功
の

ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
に
届
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
点
で
は

つ
ぎ
の
隊
は
三
年
後
一
九
六
八
年
、
目
標
と
す
る
山
城
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ア

ン
デ
ス
の
い
ず
れ
か
、
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
参
加
を
希
望

す
る
会
員
が
定
期
的
に
集
っ
て
、
各
自
の
案
を
持
ち
寄
っ
て
、
少
し
ず
つ

計
画
か
ら
出
発
ま
で
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ランガール登頂（1968年）

七
月
十
九
日
、
ロ
、
ハ
九
頭
に
約
六
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を
背
負
わ

せ
て
先
発
さ
せ
、
私
た
ち
は
翌
二
十
日
、
ホ
テ
ル
の
若
い
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

法
政
大
学
の
人
達
に
見
送
ら
れ
て
、
チ
ト
ラ
ル
を
ジ
ー
プ
で
出
発
し
た
。

バ
レ
ニ
ス
の
手
前
で
ジ
ー
プ
を
下
り
、
そ
の
日
は
バ
レ
ニ
ス
に
泊
り
、

つ
い
で
ク
ラ
ー
、
イ
ス
タ
ー
ル
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
、
四
日
目
に
シ
ャ

計
画
を
進
め
て
い
っ
た
。

当
時
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
お
よ
び
カ
ラ
コ
ル
ム
地
域
に
登
山
を
目
的

と
し
て
入
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
か

も
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
第
一
目
標
を
ヒ
ン
ズ
！

ク
シ
ュ
山
群
の
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
、
で
き
れ
ば
未
登
峯
と
し
、

と
り
あ
え
ず
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
へ
の
入
山
申
請
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
が
一

九
六
七
年
の
六
月
末
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
た
ち
の
準
備
の
方
は
着
々
と
進
ん
だ
が
、
許
可
の
方
は
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
音
沙
汰
無
し
で
あ
っ
た
。
い
ら
い
ら
す
る
う
ち
に
、
先

発
の
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
五
月
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
止
む
を
得

ず
、
荷
物
と
共
に
鈴
木
、
野
口
の
二
名
を
五
月
十
四
日
、
横
浜
港
か
ら
出

発
さ
せ
、
私
と
参
加
を
予
定
し
て
い
た
千
葉
の
出
発
す
る
六
月
二
十
八
日

ま
で
に
、
許
可
が
お
り
な
い
時
は
現
地
で
交
渉
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
そ

の
数
日
前
に
許
可
が
お
り
、
千
葉
の
参
加
取
消
し
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
い

中
を
、
や
っ
と
の
思
い
で
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
借
用
の
二
十
五
万
分
の
一
の
地
図
と
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
隊
の
ス
ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
の
前
方
の
丘
の
上
の
眺
め
と
か
ら
、

行
動
予
定
を
立
て
、
七
月
二
十
九
日
、
ウ
ス
コ
氷
河
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

私
た
ち
は
み
な
海
外
の
山
が
始
め
て
で
、
氷
河
を
見
る
の
も
、
そ
の
上

グ
ラ
ム
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
ポ
ー
タ
ー
二
十
二
名
と
コ
ッ
ク
一
名
を
雇

い
、
二
十
五
日
ジ
ワ
ー
ル
谷
に
入
り
、
ジ
ワ
ー
ル
谷
最
後
の
村
ド
ッ
ク
・

シ
ャ
ー
ル
を
経
て
、
ジ
ワ
ー
ル
・
ウ
シ
に
泊
り
、
二
十
六
日
グ
ラ
ム
・
シ

ャ
ー
ル
高
原
、
二
十
七
日
ウ
ス
コ
氷
河
末
端
の
左
岸
台
地
、
約
四
○
○
○

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
到
着
、
こ
こ
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）
と
し
、

七
日
間
に
わ
た
る
キ
ャ
ラ
録
ハ
ン
を
終
了
し
た
。
途
中
、
砂
漠
の
中
で
ロ
バ

達
と
は
ぐ
れ
て
路
に
迷
っ
た
り
、
ポ
ー
タ
ー
達
の
賃
上
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
に

あ
っ
た
り
し
た
が
、
ど
う
や
ら
東
京
を
出
て
か
ら
一
ヶ
月
目
に
、
先
発
の

二
人
は
二
ヶ
月
半
目
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
ー
タ
ー
達
が
山
を
下
り
、
Ｂ
Ｃ
が
大
尉
と
コ
ッ
ク
の
ミ
ル
ス
ワ
ー

ト
、
そ
し
て
私
た
ち
日
本
人
三
名
の
計
五
人
だ
け
に
な
る
と
、
山
は
急
に

静
か
に
な
り
、
い
よ
い
よ
や
っ
て
来
た
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ
て

来
た
。
テ
ン
ト
の
前
に
は
雪
溶
け
水
が
流
れ
て
お
り
、
下
は
砂
地
で
絶
好

の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
あ
っ
た
が
、
く
ぼ
地
の
た
め
、
こ
こ
か
ら
は
ウ
ス

コ
氷
河
も
、
目
指
す
山
々
も
未
だ
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

荷
上

げ

（61）
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年）ランガール登頂（1968

を
歩
く
の
も
、
も
ち
ろ
ん
始
め
て
で
あ
っ
た
。
氷
河
と
い
う
も
の
は
、
も

う
少
し
き
れ
い
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
こ
こ
に
見
る
こ
の
ウ
ス

コ
氷
河
は
、
は
る
か
上
流
に
到
る
ま
で
堆
石
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
分
違
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
幅
約
一
・
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
長
さ
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
の
周
囲
に
、
二
○
○
○
メ

ー
ト
ル
近
い
標
高
差
を
も
っ
て
そ
び
え
る
雪
と
岩
の
山
々
は
、
日
本
で
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
、
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ス
コ
氷
河
の
中
流
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
左
岸
寄

り
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
Ｉ
）
を
設
け
、
私
た
ち
三
人
で
四
日
間
の
荷
上

げ
を
行
な
い
、
八
月
二
日
、
大
尉
と
コ
ッ
ク
を
Ｂ
Ｃ
に
残
し
て
、
私
た
ち

は
Ｃ
Ｉ
へ
移
っ
た
。

毎
日
快
晴
が
続
き
、
こ
の
Ｃ
Ｉ
か
ら
見
る
周
囲
の
眺
め
は
、
ま
こ
と
に

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
氷
河
上
流
に
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
○
○
○

メ
ー
ト
ル
級
の
国
境
の
山
々
が
連
な
り
、
左
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ひ
と
き

わ
高
く
そ
び
え
る
ラ
ン
ガ
ー
ル
南
東
峯
（
七
○
六
一
メ
ー
ト
ル
）
反
対
側
に
は

同
じ
く
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
ウ
ル
ゲ
ン
ト
を
始
め
と
す
る
山
々
が
、

威
容
を
ほ
こ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
氷
河
下
流
は
一
段
と
開
け
た
眺
め
と

な
っ
て
お
り
、
遠
く
に
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
ジ
、
ス
ワ
ト
の
山
々
が
あ
っ
た
。

氷
河
の
上
に
は
、
到
る
と
こ
ろ
雪
溶
け
水
が
流
れ
て
お
り
、
氷
河
中
央

部
に
こ
れ
ら
の
水
が
集
っ
て
、
氷
河
の
上
に
小
川
を
つ
く
っ
て
い
た
。
こ

の
小
川
は
、
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
Ｉ
の
中
間
辺
り
で
、
は
げ
し
い
水
音
と
共
に
氷
河

の
底
深
く
流
れ
こ
ん
で
い
た
。

八
月
三
日
、
氷
河
上
流
部
の
偵
察
を
行
な
い
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
Ⅱ
）

を
氷
河
最
奥
地
点
の
石
の
丘
の
上
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
二
日
間
の
荷

上
げ
の
後
に
、
私
た
ち
は
約
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
の
上
に
テ
ン
ト

を
張
っ
た
。

二
十
五
万
分
の
一
の
地
図
は
極
め
て
不
正
確
で
、
私
た
ち
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
隊
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
山
々
を
位
置
づ
け
て
み
た
が
、
こ

れ
も
ま
た
正
確
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
氷
河
の
最
奥
、
す
な
わ

ち
西
側
は
大
き
な
コ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
左
に
は
台
形
の
山
が
、
右

側
に
は
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
思
わ
れ
る
大
き
な
山
稜
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
テ
ン
ト
の
正
面
、
す
な
わ
ち
南
側
に
は
台
形
の
山
か
ら
通
じ

る
稜
線
が
崩
れ
落
ち
て
、
大
き
な
雪
田
に
よ
る
プ
ラ
ト
ー
と
、
そ
れ
か
ら

発
す
る
巨
大
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
氷
河
に
落
ち
こ
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
プ
ラ
ト
ー
の
右
側
に
は
台
形
の
山
に
通
じ
る
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

が
、
左
側
に
は
ラ
ン
ガ
ー
ル
に
通
じ
る
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
プ
ラ
ト
ー
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
の
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

北
側
の
稜
線
の
右
側
、
す
な
わ
ち
東
北
に
は
ウ
ル
ゲ
ン
ト
（
七
○
一
六
メ

ー
ト
ル
）
と
思
わ
れ
る
山
頂
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
長
大
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
が
、
荒
々
し
く
ウ
ス
コ
氷
河
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の

ス
ケ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
台
形
の
山
は
Ｐ
二
四
一
と
呼
ば
れ
る
無
名
峯
で
、

右
側
の
山
稜
に
私
た
ち
の
第
一
目
標
で
あ
る
ダ
ー
ル
（
六
五
五
○
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

Ｃ
Ⅱ
に
移
っ
た
日
か
ら
天
候
が
崩
れ
始
め
、
夜
半
よ
り
雨
と
な
り
、
翌

（63）



日
は
停
滞
と
な
っ
た
。
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
の
雨
は
予
想
外
で
あ
っ
た

が
、
久
し
ぶ
り
の
停
滞
に
、
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
食
べ
物
の
話
に
集
中
し

た
。
私
た
ち
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
時
か
ら
日
本
食
を
主
体
と
し
て
き
た
が
、

そ
れ
で
も
朝
は
即
席
ラ
ー
メ
ン
か
モ
チ
、
昼
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
夜
は
ア
ル

フ
ァ
米
の
主
食
に
乾
燥
野
菜
と
コ
ン
ビ
ー
フ
の
定
食
が
続
く
と
、
新
鮮
な

日
本
食
が
恋
し
く
な
り
、
ワ
カ
メ
の
酢
の
も
の
や
ヒ
ジ
キ
の
煮
た
も
の
が

日
本
食
が
恋
し
く
な
り
、
ワ
｛

八
月
七
日
、
天
候
は
未
だ
完
全
に
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
正
面
の

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
偵
察
を
行
な
う
。
高
度
差
約
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
幅

約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
、
平
均
斜
角
約
四
十
度

で
、
下
部
に
取
付
く
と
上
部
は
全
く
見
え
な
か
っ
た
。

第
一
日
目
は
三
分
の
一
程
登
っ
て
、
大
体
の
感
じ
を
掴
み
、
翌
八
日
と

九
日
の
二
日
間
か
け
て
、
上
部
雪
田
へ
の
ル
ー
ト
の
開
拓
を
行
な
っ
た
。

上
部
に
行
く
程
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
崩
壊
の
程
度
は
大
き
く
な
り
、
ル

ー
ト
の
選
択
に
は
非
常
に
骨
が
折
れ
た
。
途
中
で
一
個
所
、
ど
う
し
て
も

上
部
へ
進
め
な
い
地
点
が
あ
り
、
苦
し
ま
ぎ
れ
に
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
開

い
た
洞
穴
を
く
ぐ
り
抜
け
た
と
こ
ろ
、
上
部
へ
通
じ
る
ル
ー
ト
を
見
つ
け

る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
五
ヶ
所
、
延
二
五

○
メ
ー
ト
ル
程
固
定
し
て
、
上
部
雪
田
へ
の
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
か
ら
、

八
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
で
Ｃ
Ⅲ
へ
の
荷
上
げ
を
行
な
っ
た
。

高
度
約
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
、
こ
こ
か
ら
の
ウ
ス
コ
氷
河
北
側
の
山
々

の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
ダ
ー
ル
、
ウ
ル
ゲ
ン
ト
、
シ
ャ
ィ
ョ
ウ
ッ
、
ア

売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

八
月
七
日
、
天
候
は
未
だ
｛

ケ
ズ
キ
ョ
、
コ
ー
・
イ
・
テ
ー
ズ
な
ど
を
一
望
の
う
ち
に
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
鈴
木
、
野
口
の
二
名
が
、
一
週
間
分
の
食
糧
と
共
に
Ｃ
Ⅲ
に
入
っ

た
。
最
後
に
狙
う
ピ
ー
ク
は
氷
河
か
ら
見
た
台
形
の
山
、
そ
し
て
コ
ル
を

越
え
て
ダ
ー
ル
、
つ
ぎ
に
Ｃ
Ⅲ
の
左
側
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
山
稜
を
越

え
て
ラ
ン
ガ
ー
ル
、
小
雨
の
ち
ら
つ
く
中
で
、
Ｃ
Ⅲ
の
夜
は
静
か
に
ふ
け

て
い
っ
た
。

午
前
五
時
四
十
五
分
、
天
気
は
悪
い
が
Ｃ
Ⅲ
を
出
発
す
る
。
雪
田
を
台

形
の
山
に
通
ず
る
右
上
部
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
向
っ
て
横
切
る
。
下
か
ら

見
た
感
じ
だ
と
、
ル
ー
ト
は
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
、
こ
の
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
を
越
え
、
続
く
上
部
の
雪
原
を
国
境
稜
線
ま
で
つ
め
、
あ
と
は
稜

線
づ
た
い
に
台
形
の
山
を
越
え
て
、
コ
ル
を
下
り
、
更
に
登
れ
ば
ダ
ー
ル

ま
で
行
け
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
比
較
的
容
易
に
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
七
時
半
に

上
部
の
雪
原
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
台
形
の
山
ま
で
は
間
近
か
で
、
ラ
ク
ダ

の
コ
ブ
み
た
い
な
ピ
ー
ク
が
浮
ん
で
見
え
た
。
し
か
し
、
や
や
高
度
の
影

響
が
出
て
来
た
よ
う
で
、
ゆ
る
い
雪
原
の
上
で
も
呼
吸
が
は
げ
し
く
み
だ

れ
た
。

八
月
十
二
日
の
朝
は
ガ
ス
が
低
く
た
ち
こ
め
て
い
た
。
こ
こ
で
野
口
の

手
記
を
借
り
よ
う
。

五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
無
名
峯

（64）
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Ｃ
Ⅱ
に
下
り
て
い
た
私
は
、
彼
等
が
台
形
の
山
の
雪
面
を
下
り
る
姿
を

双
眼
鏡
で
見
つ
め
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
ダ
ー
ル
を
目
指
す
か
、
そ
れ
と

八
時
、
稜
線
に
出
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
は
急
峻
な
尾
根
と
谷
が
、

す
べ
り
落
ち
る
よ
う
に
続
い
て
お
り
、
そ
の
末
端
、
す
ぐ
近
く
に
は
村
が

あ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
。
台
形
の
山
に
近
づ
い
て
み
る
と
、
大
き
な

コ
ブ
は
更
に
い
く
つ
か
の
小
さ
な
コ
ブ
に
わ
か
れ
て
い
て
、
右
側
は
五
メ

ー
ト
ル
程
の
雪
庇
が
は
り
出
し
、
左
側
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
谷
へ
、
雪

壁
と
な
っ
て
落
ち
こ
ん
で
い
た
。

十
時
、
真
中
の
一
番
高
い
コ
ブ
に
到
着
す
る
。
こ
の
頃
か
ら
ガ
ス
は
一

層
濃
く
な
り
、
雪
も
ち
ら
つ
き
始
め
る
。
正
面
の
ダ
ー
ル
は
ガ
ス
に
隠
れ

て
全
く
見
え
な
い
。
一
時
間
程
待
機
す
る
ガ
ス
の
晴
れ
間
に
、
大
き
く
ダ

ー
ル
の
バ
ッ
ト
レ
ス
が
間
近
か
に
迫
っ
て
く
る
。

コ
ブ
か
ら
コ
ル
を
見
下
ろ
し
て
み
る
。
と
た
ん
に
ド
キ
ッ
と
す
る
。
下

か
ら
の
眺
め
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
、
も
の
す
ご
い
ギ
ャ
ッ
プ
が

足
元
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
余
り
の
す
ご
さ
に
、
二
人
共
声
も
出
な
い
・

高
度
順
化
の
不
完
全
な
体
で
は
、
と
て
も
無
理
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
ま

た
、
そ
れ
が
完
全
で
あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら
の
ル
ー
ト
は
氷
と
岩
に
武

装
さ
れ
た
壁
の
連
続
で
、
時
間
の
浪
費
こ
そ
あ
れ
、
三
人
と
い
う
少
人
数

で
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
ま
た
あ
ま
り
に
も
危
険
が
多
す
ぎ
た
。
Ｃ
Ⅱ

に
残
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
信
で
、
そ
の
旨
を
伝
え
る
。
と
り
あ
え

ず
戻
れ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

CI－－－－-ぬ
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も
、
ど
う
せ
登
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
現
在
、
狙
う
な
ら
ば
七
○

○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
ラ
ン
ガ
ー
ル
に
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。

そ
の
日
の
夜
の
交
信
で
、
私
た
ち
は
七
○
六
○
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ン
ガ
ー

ル
主
峯
を
目
標
と
す
る
こ
と
に
き
め
た
。
雨
が
続
い
た
せ
い
か
、
雪
崩
の

音
が
夜
も
続
い
た
。

八
月
十
三
日
と
十
四
日
は
雨
や
雪
が
降
り
Ｃ
Ⅱ
も
Ｃ
Ⅲ
も
停
滞
と
な
っ

た
。

八
月
十
五
日
、
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
る
。
Ｃ
Ⅲ
の
二
人
は
、
Ｃ
Ⅲ
の
あ
る

プ
ラ
ト
ー
の
左
側
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
部
、
約
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
荷
上
げ
を
す
る
。
Ｃ
Ⅱ
の
私
は
Ｃ
Ｉ
ま
で
食
糧
の
補
給
に
往
復

す
る
。八

月
十
六
日
、
昨
夜
は
猛
烈
に
冷
え
こ
み
、
今
日
は
す
ば
ら
し
い
快
晴

だ
っ
た
。
Ｃ
Ⅲ
と
の
交
信
で
、
彼
等
が
ラ
ン
ガ
ー
ル
ヘ
出
発
し
た
事
を
確

認
す
る
。
こ
こ
で
鈴
木
の
手
記
を
借
り
よ
う
。

八
月
十
六
日
、
六
時
Ｃ
Ⅲ
出
発
。
昨
日
の
ト
レ
ー
ス
を
た
ど
り
、
順
調

に
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
る
が
、
高
度
の
影
響
は
ど
う
し
て
も
出
て
き
て
、
呼
吸

が
み
だ
れ
、
注
意
力
が
鈍
る
。
午
後
二
時
、
予
定
よ
り
大
分
遅
れ
て
昨
日

の
デ
ポ
地
点
に
着
く
。
背
中
の
荷
に
デ
ポ
の
荷
を
加
え
て
、
広
大
な
雪
原

を
進
む
。
山
稜
上
に
こ
ん
な
広
い
雪
原
が
あ
る
と
は
、
考
え
て
い
な
か
っ

ラ
ン
ガ
ー
ル
主
峯

ＲＡＨ
ｍ

Ｄ
Ｏ

・
５

Ｈ
５

Ａ
６

ＨＳ

～ ー－－－－ 一一一一一一一

一一一一二一

SKETCHOFNORTHS1DEMOUN弧lNOFHUSHKOGLAClER

By T･ TACHlBANA

（66）



ランガール登頂（1968年）

た
だ
け
に
、
一
歩
一
歩
が
実
に
苦
し
い
・
午
後
三
時
二
十
分
、
雪
原
上
部

（
実
は
未
だ
続
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
）
に
、
二
時
間
か
け
て
雪
洞
を

掘
り
、
ア
タ
ッ
ク
第
一
夜
を
過
す
。
高
度
約
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。
寒
く

て
殆
ん
ど
眠
れ
な
い
。
Ｃ
Ⅱ
と
は
既
に
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

八
月
十
七
日
、
快
晴
だ
が
、
昨
日
急
に
上
げ
た
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の

高
度
の
影
響
か
、
一
日
中
吐
き
気
と
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
憎
い
程
の
青
空

を
眺
め
な
が
ら
停
滞
と
す
る
。

八
月
十
八
日
、
吐
き
気
も
頭
痛
も
お
さ
ま
り
、
六
時
雪
洞
を
出
る
。
昨

日
雪
原
の
終
り
と
思
っ
て
い
た
こ
の
地
点
の
上
に
は
、
更
に
雪
の
大
海
原

が
続
い
て
い
た
。
ラ
ン
ガ
ー
ル
主
峯
の
取
付
き
ま
で
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

そ
こ
か
ら
鋭
い
雪
稜
が
頂
上
ま
で
延
び
て
い
た
。
雪
原
を
約
四
時
間
、
雪

稜
を
三
時
間
と
考
え
て
進
む
が
、
そ
の
目
算
の
甘
い
こ
と
が
す
ぐ
判
っ

た
。
高
度
の
影
響
も
手
伝
っ
て
か
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
、
全
然

予
測
が
つ
か
な
か
っ
た
。

十
二
時
、
よ
う
や
く
雪
原
を
終
え
、
頂
上
へ
続
く
雪
稜
の
基
部
に
た
ど

り
つ
く
。
左
側
に
は
ラ
ン
ガ
ー
ル
南
東
峯
が
同
じ
よ
う
に
そ
び
え
て
い

る
。
高
度
約
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
、
あ
と
五
○
○
メ
ー
ト
ル
。
小
気
味
よ

く
青
空
を
押
し
分
け
て
の
び
る
こ
の
雪
稜
を
、
気
だ
る
い
体
に
ム
チ
打
っ

て
登
る
。
十
歩
進
ん
で
は
深
く
息
を
つ
き
、
じ
っ
と
休
む
。
い
つ
し
か
太

陽
は
西
の
空
に
傾
き
、
夕
暗
が
せ
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
誰
か
が
ま
わ
り
で

う
る
さ
く
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
る
。

ふ
と
頂
上
を
仰
ぐ
と
、
野
口
が
頂
上
直
下
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
に
身
を

八
月
十
九
日
、
Ｃ
Ⅱ
の
私
は
、
交
信
の
と
だ
え
た
二
人
を
心
配
し
な
が

ら
Ｃ
Ⅲ
に
上
っ
て
来
た
。
そ
し
て
待
つ
こ
と
し
ば
し
、
午
後
六
時
半
に
野

口
が
、
そ
し
て
八
時
過
ぎ
に
は
鈴
木
が
、
精
魂
使
い
果
し
た
と
い
う
足
ど

り
で
テ
ン
ト
に
戻
っ
て
来
た
。
残
り
少
な
い
食
糧
で
夕
食
を
作
り
、
食
後

は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
い
て
、
さ
さ
や
か
な
私
た
ち
の
成
功
を
祝
っ
た
。

撤
収

翌
八
月
二
十
日
、
私
た
ち
は
背
負
え
る
だ
け
の
荷
物
を
背
中
に
、
Ｃ
Ⅲ

を
後
に
し
た
。
天
候
は
快
晴
。

こ
の
日
の
朝
早
く
、
ア
タ
ッ
ク
の
二
人
が
下
り
て
来
た
左
側
の
ア
イ
ス

フ
ォ
ー
ル
の
上
部
の
雪
壁
が
崩
れ
落
ち
、
す
さ
ま
じ
い
地
響
き
と
共
に
、

そ
の
下
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
ひ
と
な
め
に
し
て
、
雪
煙
は
プ
ラ
ト
ー
に

踊
ら
せ
て
い
た
。
ト
ッ
プ
を
交
替
し
つ
つ
、
午
後
六
時
五
分
、
や
っ
と
の

思
い
で
頂
上
に
立
つ
。
七
○
六
○
メ
ー
ト
ル
の
頂
は
、
今
足
元
に
あ
っ

た
。
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
手
を
握
る
。

記
念
の
写
真
を
撮
っ
た
の
ち
、
六
時
十
五
分
、
二
度
と
来
る
こ
と
の
な

い
で
あ
ろ
う
ピ
ー
ク
を
、
ふ
り
か
え
る
余
裕
も
無
く
、
雪
稜
を
下
る
。

雪
原
に
つ
い
て
か
ら
は
、
ま
る
で
病
人
の
よ
う
に
、
十
歩
あ
る
い
て
は

倒
れ
る
よ
う
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
息
を
つ
き
、
登
頂
の
感
激
も
涌
か
い
ま

ま
昨
夜
の
雪
洞
に
た
ど
り
つ
く
。
空
に
は
無
数
の
星
が
輝
き
、
ま
る
で
星

屑
の
中
に
夜
空
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
午
後
九
時
四
十
分
、
雪
洞
到
着
。
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広
が
り
、
Ｃ
Ⅲ
の
小
さ
な
テ
ン
ト
を
烈
し
く
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。

二
人
の
戻
っ
て
来
る
の
が
半
日
遅
れ
れ
ば
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
所
で

あ
っ
た
。
斜
面
の
あ
る
所
、
必
ず
雪
崩
が
起
る
と
云
う
鉄
則
を
、
見
せ
つ

け
ら
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
順
次
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、
八
月
二
十
四
日
、
Ｂ
Ｃ
に
戻
っ
て

来
た
。
大
尉
も
コ
ッ
ク
の
ミ
ル
ス
ワ
ー
ト
も
、
私
た
ち
の
成
功
を
心
か
ら

喜
ん
で
く
れ
、
そ
の
夜
の
夕
食
は
大
尉
が
腕
を
ふ
る
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
料

理
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
周
辺
に
は
高
山
植
物
が
咲
き
み
だ
れ
、
短
い
夏
の
終

り
が
、
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
八
月
二
十
七
日
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
、
グ
ラ
ム
シ
ャ
ー
ル
で
ボ
ー

タ
ー
達
と
会
い
、
再
び
六
日
間
の
暑
い
日
射
し
の
中
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
し

て
、
九
月
二
日
、
全
員
無
事
に
チ
ト
ラ
ル
に
戻
っ
て
来
た
。

後
記

パ
ー
テ
ィ
の
編
成
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
立
花
種
則
（
鉦
）
古
河
特
殊
金
属
工
業
（
株
）
勤
務

メ
ン
バ
ー
鈴
木
理
己
（
型
）
早
稲
田
大
学
院
学
生

″
野
口
勝
志
（
型
）
無
職

連
絡
将
校
ナ
シ
ー
ブ
・
ウ
ラ
・
カ
ー
ン
（
詔
）
パ
キ
ス
タ
ン
陸
軍
大
尉
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イストル・オ・ナールとジロ山群

私
た
ち
の
隊
は
、
名
称
を
「
日
本
婦
人
西
ア
ジ
ア
親
善
隊
」
と
い
い
、

女
性
登
山
者
の
同
人
組
織
で
あ
る
「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
の
四
人
の
隊
員
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。
「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
と
い
う
の
は
、
種
々
の
山
岳
団

体
に
属
す
る
女
性
登
山
者
の
横
の
つ
な
が
り
と
、
い
ま
一
歩
た
ち
遅
れ
て

い
る
女
性
登
山
の
向
上
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、
一
九

六
五
年
九
月
、
京
都
に
お
い
て
発
足
し
た
。

一
九
六
八
年
の
第
一
回
遠
征
計
画
は
、
ト
ル
コ
及
び
イ
ラ
ン
の
、
四
○

○
○
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
登
り
な
が
ら
、
回
教
国
で
の
女

性
の
生
活
と
、
教
育
の
現
状
を
観
察
し
よ
う
と
い
う
着
想
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
、
計
画
の
途
中
か
ら
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
山
だ
け
で

は
物
足
り
な
く
感
じ
は
じ
め
「
い
ず
れ
近
い
将
来
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
と
ジ
ロ
山
群

は
じ
め
に

Ⅱ
ト
ル
コ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
Ⅱ

佐
藤
京
子

峰
を
狙
う
た
め
に
、
も
っ
と
高
い
山
を
経
験
し
て
お
き
た
い
」
と
い
う
野

望
に
駆
ら
れ
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
で
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
る

こ
と
に
ま
で
発
展
し
た
。

思
う
に
、
世
界
の
登
山
界
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル

ラ
イ
ン
を
越
え
た
女
性
は
、
ま
だ
誰
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
八
○
○
○
メ

ー
ト
ル
は
死
の
ラ
イ
ン
と
も
言
わ
れ
る
。
生
理
学
的
に
も
酸
素
の
補
給
な

し
に
は
、
数
日
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
の
不
可
能
な
世
界
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
登
山
家
の
勇
気
と
叡
智
は
、
一
九
五
○
年
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
を
皮

切
り
に
、
こ
の
十
数
年
間
に
次
々
と
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
全
部
お
と

し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
輝
か
し
い
記
録
の
中
に
残
る
女
性
の

足
跡
は
、
コ
ガ
ン
夫
人
等
国
際
女
性
隊
の
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
ヘ
の
挑
戦
の

み
で
あ
る
。
そ
れ
も
残
念
な
こ
と
に
七
六
○
○
か
七
七
○
○
メ
ー
ト
ル
附

近
で
遭
難
し
て
終
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
現
在
、
女
性
の
最
高
到
達

高
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
高
登
頂
記
録
は
、
中
国
の
衰
揚
等
の

コ
ン
グ
ー
ル
ー
峰
（
七
五
九
五
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
我
国
で
は
、
関
田
美

智
子
等
の
ワ
イ
ナ
・
ポ
ト
シ
（
六
○
九
四
メ
ー
ト
ル
）
、
向
晶
子
の
チ
ャ
チ

ャ
コ
マ
ニ
（
六
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）
、
細
川
沙
汰
子
等
の
デ
オ
・
テ
ィ
バ

（
六
○
○
三
メ
ー
ト
ル
）
と
、
い
ず
れ
も
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
で
あ
っ
た
。

「
山
、
高
き
が
故
に
尊
か
ら
ず
」
で
は
あ
る
が
「
高
き
が
故
の
困
難
」
に

は
挑
戦
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
今
ま
で
に
女
性
が
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
登

っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
体
力
的
に
も
、
生
理
学
的
に
も
不
可
能
な
の
で
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あ
ろ
う
か
。
登
山
は
陸
上
競
技
や
水
泳
の
よ
う
に
、
同
時
に
タ
イ
ム
を
競

う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
登
り
方
を
工
夫
す
れ
ば
、
登
れ
な
い
こ

と
は
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
登
山
は
前
記
の
よ
う
な
単
純
な
ス

ポ
ー
ツ
と
違
っ
て
、
た
だ
体
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
積
み
重
ね
れ
ば
向

上
す
る
、
と
い
う
性
質
の
も
の
で
も
な
い
。
特
に
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル

峰
へ
の
大
遠
征
登
山
と
も
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
複
雑
な
要
素
が
か
ら
ん
で

く
る
。
そ
ん
な
複
雑
な
要
素
を
的
確
に
解
析
し
、
処
理
し
て
ゆ
け
る
知
性

と
判
断
力
、
又
、
多
く
の
人
を
動
か
し
統
率
し
て
ゆ
け
る
組
織
力
な
ど
、

手
と
足
で
登
る
力
以
上
の
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
力

は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
女
性
に
は
不
必
要
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

女
性
の
能
力
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
努
力
は
、
女
性
自
身
に
も
欠
け
て

い
た
が
、
男
性
側
に
は
も
っ
と
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
女
性
の
登
山
を

遅
れ
さ
せ
て
い
る
主
な
原
因
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
新
し
い
社
会
に
育
っ
た
若
い
女
性
は
、
新
し
い
環
境

の
中
で
、
自
か
ら
の
力
を
開
発
し
て
行
け
る
の
で
あ
る
。
八
○
○
○
メ
ー

ト
ル
峰
へ
の
遠
征
は
、
い
つ
ま
で
も
不
可
能
な
ま
ま
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
思
惑
の
も
と
に
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
へ
一
歩
で
も
近
づ
く

た
め
に
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
登
山
の
対
象
に
加
え
た
の
で
あ
っ
た
。

隊
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

隊
長
佐
藤
京
子
（
四
歳
二
蒜
銅
型
蔀
繕
維
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｇ

副
隊
長
渡
部
節
子
（
詣
歳
）
オ
カ
リ
ナ
山
岳
会

芦
谷
洋
子
（
塑
歳
）
｛
毒
癖
勃
感
善
学
山
岳
部
Ｏ
Ｇ

一
九
六
八
年
三
月
六
日
、
バ
イ
カ
ル
号
に
て
横
浜
を
出
る
。
ナ
ホ
ト
カ

か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
経
て
モ
ス
ク
ワ
ま
で
九
日
間
汽
車
に
乗
る
。
シ
ベ

リ
ヤ
鉄
道
で
雪
の
大
陸
を
横
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
テ
ヘ

ラ
ン
へ
も
ま
た
汽
車
。
こ
う
し
て
全
装
備
と
、
ト
ル
コ
で
の
登
山
用
食
糧

を
、
隊
員
と
共
に
運
び
込
ん
だ
・
こ
れ
が
最
も
安
い
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
後
は
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ

ス
タ
ン
と
、
全
て
土
地
の
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
。

三
月
二
十
二
日
、
ト
ル
コ
に
入
国
。
第
一
目
標
の
ア
ラ
ラ
ッ
ト
を
目
前

に
仰
い
だ
。
前
日
の
吹
雪
で
化
粧
し
な
お
し
た
端
麗
な
姿
は
、
ノ
ア
の
方

舟
の
神
話
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
さ
が
あ
っ
た
。
実
際
こ
の
山
に
登
っ
た
の

は
、
四
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、
首
都
ア
ン
カ

ラ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
等
ト
ル
コ
国
内
を
旅
行
し
た
。
ア
ン
カ
ラ
で
は
日

本
大
使
館
の
お
世
話
で
、
陸
軍
省
二
○
万
分
の
一
地
図
を
買
う
。
ト
ル
コ

山
岳
会
々
長
チ
ュ
ク
ギ
ル
氏
に
会
い
、
ト
ル
コ
の
山
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ

て
貰
う
。
ま
た
ア
ラ
ラ
ッ
ト
登
山
の
た
め
に
、
ガ
イ
ド
、
郡
長
、
土
地
の

陸
軍
大
佐
等
へ
の
紹
介
状
を
貰
う
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

泉
久
恵
（
酪
歳
）
京
都
教
育
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｇ

こ
の
う
ち
、
泉
隊
員
は
、
当
初
よ
り
、
ト
ル
コ
と
イ
ラ
ン
で
の
行
動
に

の
み
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
に
は
同

行
し
て
い
な
い
。行

動
概
要
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人
登
山
家
ノ
ー
ウ
ィ
ル
氏
よ
り
ジ
ロ
山
群
、
サ
ト
山
群
の
様
子
を
聞
く
。

四
月
二
十
一
日
、
全
員
ア
ラ
ラ
ッ
ト
（
五
一
六
五
メ
ー
ト
ル
）
登
頂
。
こ

れ
ま
で
、
こ
の
山
に
関
し
て
、
最
も
早
い
季
節
の
登
頂
と
し
て
、
ト
ル
コ

中
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。

四
月
三
十
日
’
五
月
十
日
、
ジ
ロ
山
群
に
入
山
。
北
西
面
の
ア
バ
ス
ピ

谷
か
ら
、
最
高
峰
の
レ
シ
ュ
コ
に
迫
っ
た
が
、
ル
ー
ト
発
見
で
き
ず
、
南

東
面
に
廻
っ
て
既
登
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
が
、
天
候
悪
く
登
頂
で
き
な
か

っ
た
。五

月
十
八
日
、
イ
ラ
ン
再
入
国
。
二
十
五
日
’
三
十
日
、
デ
マ
ベ
ン
ト

（
五
六
○
一
メ
ー
ト
ル
）
に
入
山
。
五
月
二
十
八
日
、
全
員
登
頂
。

六
月
九
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
入
国
。

六
月
十
三
日
、
隊
長
の
み
パ
キ
ス
タ
ン
入
国
、
カ
ラ
チ
に
て
ヒ
ン
ズ
ー
・

ク
シ
ュ
用
荷
物
受
取
る
。
領
事
館
、
大
使
館
に
挨
拶
。

六
月
二
十
三
日
、
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
隊
全
員
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
集

結
。
二
十
六
日
、
東
海
大
学
隊
と
共
に
チ
ト
ラ
ル
に
入
る
。

六
月
二
十
九
日
、
チ
ト
ラ
ル
よ
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。

七
月
六
日
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
南
面
、
テ
ィ
リ
チ
氷
河
上
四
四

○
○
メ
ー
ト
ル
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
す
る
。

七
月
二
十
九
日
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
（
西
峰
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）

登
頂
。八

月
二
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
撤
収
。
七
日
、
チ
ト
ラ
ル
帰
着
。
解
散
。

八
月
二
十
一
日
、
芦
谷
洋
子
は
独
標
登
高
会
の
岡
本
竜
行
氏
に
同
行
し

て
、
シ
ャ
ー
・
フ
ラ
デ
ィ
（
五
一
四
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
し
た
。

ジ
ロ
山
群
・
最
高
峰
レ
シ
ュ
コ

ト
ル
コ
の
山
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
ど
う
し
て
も
行
っ
て
み

た
い
山
域
が
出
て
き
た
。
入
山
が
困
難
だ
と
言
わ
れ
る
と
、
益
々
行
き
た

く
な
る
。
そ
し
て
、
な
ん
と
か
し
て
で
も
行
こ
う
と
決
意
を
固
め
る
。
そ

ん
な
対
象
が
、
ト
ル
コ
東
南
部
の
角
、
ク
ル
ド
族
の
居
住
地
で
あ
る
ハ
ッ

キ
ア
リ
地
方
の
山
で
あ
っ
た
。

深
田
久
弥
氏
が
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
』
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
ロ
・
●
．

国
三
の
の
尋
辱
弓
昌
鳥
房
曽
日
置
爵
魯
と
、
一
九
六
五
年
、
六
六
年
の

二
度
に
わ
た
っ
て
ジ
ロ
、
サ
ト
山
群
を
訪
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
登
山
家

ｚ
ｏ
急
筐
の
記
録
を
』
守
営
、
号
覆
ミ
ミ
で
読
ん
で
か
ら
、
こ
の
ク
ル
ド

の
土
の
臭
い
の
す
る
秘
境
を
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
た
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

在
ト
ル
コ
日
本
大
使
館
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
ア
ラ
ラ
ッ
ト
は
登
っ
て

よ
い
が
、
ハ
ッ
キ
ア
リ
地
方
は
治
安
状
態
が
悪
い
か
ら
入
山
し
な
い
よ
う

に
と
の
、
ト
ル
コ
内
務
省
か
ら
の
勧
告
を
伝
え
て
き
た
。
つ
ま
り
イ
ラ
ン
、

イ
ラ
ク
、
ト
ル
コ
の
三
国
に
ま
た
が
っ
て
遊
牧
・
移
動
す
る
ク
ル
ド
が
、

自
分
達
の
国
を
持
つ
た
め
に
、
い
つ
反
乱
を
起
こ
す
か
も
わ
か
‐
ら
な
い

と
、
恐
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
で
は
ク
ル
ド
の
独
立
運
動
が
盛

ん
で
、
政
府
を
手
こ
ず
ら
せ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
首
都
ア
ン
カ
ラ
で
は
「
ハ
ッ
キ
ア
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リ
ヘ
行
く
の
は
良
く
な
い
」
と
は
言
う
が
「
絶
対
行
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
は
誰
も
言
わ
な
い
・
当
の
ハ
ッ
キ
ァ
リ
に
入
っ
て
み
る
と
、
ト
ル
コ
領

土
内
に
定
着
し
て
い
る
ク
ル
ド
は
、
ト
ル
コ
に
十
分
同
化
し
て
い
て
、
恐

れ
ら
れ
る
よ
う
な
面
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ト
ル
コ
人

と
同
様
、
親
切
で
人
な
つ
こ
い
、
愛
す
べ
き
田
舎
者
で
あ
っ
た
。

危
険
と
い
え
ば
、
こ
の
地
に
入
っ
た
外
国
人
が
、
度
々
馬
賊
に
襲
わ
れ

身
ぐ
る
み
剥
が
れ
て
い
る
こ
と
と
、
熊
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
私

た
ち
の
場
合
は
、
峠
に
雪
の
あ
る
五
月
上
旬
に
入
っ
た
の
で
、
イ
ラ
ク
か

ら
侵
入
し
て
く
る
と
い
う
馬
賊
に
は
、
幸
い
に
し
て
会
わ
な
か
っ
た
が
、

熊
五
郎
と
ハ
チ
会
わ
せ
す
る
危
険
に
は
、
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
ト

ル
コ
軍
は
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
マ
と
い
う
軍
警
察
を
、
こ
の
険
し
い
谷
か
ら
谷

へ
見
廻
り
に
送
っ
て
い
る
の
で
、
彼
等
の
目
の
届
く
限
り
、
私
た
ち
の
身

の
安
全
も
護
っ
て
く
れ
る
。

私
た
ち
は
、
ハ
ッ
キ
ァ
リ
県
知
事
宛
の
紹
介
状
を
持
っ
て
い
た
が
、
加

え
て
、
折
し
も
ア
ラ
ラ
ッ
ト
登
頂
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
ト
ル
コ
全
土
に

放
送
さ
れ
た
直
後
だ
け
に
、
軍
か
ら
軍
へ
、
警
察
か
ら
警
察
へ
と
指
令
が

と
び
、
ち
ょ
っ
と
オ
ー
、
ハ
ー
な
表
現
を
す
れ
ば
、
さ
な
が
ら
御
旅
行
の
御

予
定
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
皇
族
並
み
に
、
ど
の
町
で
も
歓
迎
さ
れ
た
。

ア
ゥ
ル
か
ら
バ
ン
湖
を
経
て
、
ハ
ッ
キ
ア
リ
ヘ
は
、
ハ
ス
で
二
日
行
程
で

あ
る
。
、
ハ
ン
と
ホ
シ
ャ
ッ
プ
の
古
城
を
見
物
し
て
か
ら
、
三
○
○
○
メ
ー

ト
ル
の
雪
の
残
る
峠
を
越
え
た
。
ま
さ
に
山
岳
重
畳
。
ゞ
ハ
シ
ュ
カ
レ
と
い

う
盆
地
の
町
で
昼
食
を
し
て
、
さ
ら
に
奥
地
へ
向
か
お
う
と
し
た
と
き
、

零
ハ
ス
の
窓
か
ら
鈍
く
光
る
山
群
を
見
つ
け
た
。
ジ
ロ
に
ち
が
い
な
い
・
山

ひ
だ
の
陰
影
の
強
さ
が
、
き
び
し
さ
を
思
わ
せ
る
。
心
踊
る
一
瞬
で
あ
っ

た
。
、
ハ
ス
が
ユ
ク
セ
ミ
ハ
と
い
う
町
に
入
っ
て
折
り
返
す
間
、
ジ
ロ
の
雪

山
は
手
に
と
る
よ
う
に
見
え
た
。
ユ
ク
セ
コ
バ
と
は
高
い
寺
ハ
ケ
ッ
の
意
。

そ
の
名
の
と
お
り
水
の
豊
富
な
盆
地
で
あ
る
。
バ
ス
は
再
び
グ
レ
イ
ト
・

ザ
ッ
プ
の
濁
流
を
左
下
に
し
て
、
恐
ろ
し
い
断
崖
を
へ
つ
っ
て
行
く
。
折

し
も
サ
ー
ッ
と
来
た
夕
立
が
上
が
る
と
、
ス
ン
ブ
ー
ル
と
い
う
三
四
六
七

メ
ー
ト
ル
の
岩
山
の
、
高
距
一
五
○
○
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
絶
壁
が
、
悪
魔

の
よ
う
な
笑
み
を
見
せ
る
。
乗
客
の
一
人
が
「
チ
ョ
ク
・
ユ
ク
セ
ク
（
と

て
も
高
い
）
」
と
見
な
れ
ぬ
外
人
に
説
明
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
い
狭
い
ガ
タ
ガ
タ
道
を
、
い
つ
タ
イ
ヤ
が
は
ず
れ
る

か
と
気
が
気
で
な
い
。
突
然
急
停
止
し
た
。
運
転
手
と
助
手
が
か
け
出
し

た
。
そ
れ
は
ケ
キ
リ
キ
と
い
う
烏
を
追
い
か
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
ん

な
道
く
さ
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
羊
の
大
群
が
行
く
手
を
ふ
さ
い
で
い

た
。
と
っ
ぷ
り
と
日
が
暮
れ
て
か
ら
、
山
あ
い
の
台
地
に
発
達
し
た
小
さ

な
町
、
ハ
ッ
キ
ァ
リ
に
着
い
た
。
二
年
前
に
は
じ
め
て
で
き
た
と
い
う
一

軒
の
ホ
テ
ル
に
落
ち
着
き
、
知
事
、
警
察
署
長
、
ガ
イ
ド
等
と
入
山
の
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
。

既
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
探
検
家
や
登
山
家
は
二
、
三
い
る
が
、
日
本
人

と
し
て
は
、
私
た
ち
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
一
ヶ
月
く
ら
い

ゆ
っ
く
り
滞
在
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
あ
と
の
日
程
が
詰
っ
て
い
る
の

で
、
最
高
峰
の
レ
シ
ュ
コ
（
四
一
六
八
メ
ー
ト
ル
・
別
名
ゲ
ル
ャ
シ
ご
だ
け
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を
目
標
に
し
て
十
日
間
入
山
す
る
こ
と
に
す
る
。

登
山
ル
ー
ト
は
、
ユ
ク
セ
コ
季
ハ
か
ら
東
南
面
を
登
る
道
が
一
般
的
で
、

既
に
登
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
雪
解
け
シ
ー
ズ
ン
で
、
橋
が
流
れ
た
ま
ま

渡
渉
は
首
ま
で
つ
か
る
と
い
う
。
そ
こ
で
北
西
面
の
ァ
、
ハ
ス
ピ
谷
に
入
る

こ
と
に
す
る
。
レ
シ
ュ
コ
北
西
面
は
絶
壁
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
既
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
直
登
を
試
み
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

四
月
三
十
日
、
農
業
技
師
長
ア
ズ
ミ
氏
、
新
聞
記
者
兼
ガ
イ
ド
の
ト
ュ

ル
フ
ァ
ン
、
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た
通
訳
君
の
三
名
が
、
善
意
で
随
行
す

る
。
ハ
ッ
キ
ア
リ
か
ら
グ
レ
イ
ト
・
ザ
ッ
プ
を
ジ
ー
プ
で
遡
る
こ
と
三
○

分
、
そ
こ
か
ら
、
私
た
ち
は
一
○
日
分
、
一
人
三
五
キ
ロ
の
荷
を
背
負
っ

て
吊
橋
を
渡
り
、
ザ
ッ
プ
の
赤
茶
け
た
激
流
に
清
い
流
れ
を
そ
そ
ぐ
ア
バ

ス
ピ
の
谷
に
入
っ
た
。
ケ
シ
ョ
ウ
ャ
ナ
ギ
の
新
緑
と
小
梨
の
花
が
美
し

い
・
き
り
立
っ
た
両
岸
の
岩
山
が
つ
く
る
Ｖ
字
型
の
窓
か
ら
、
キ
サ
ラ

（
三
七
五
二
メ
ー
ト
ル
）
の
秀
峰
が
の
ぞ
く
。
ド
キ
リ
と
す
る
ほ
ど
迫
力
の

あ
る
雪
と
岩
の
針
峰
で
あ
る
。

入
口
か
ら
四
キ
ロ
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
デ
ズ
と
い
う
村
が
あ
る
。
こ
こ
で

馬
を
探
し
た
が
、
遊
ん
で
い
る
馬
な
し
。
最
奥
の
ソ
ー
村
の
人
が
、
荷
物

は
翌
日
馬
で
取
り
に
来
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
の
で
、
や
れ
あ
り
が
た
や
と

サ
ブ
ザ
ヅ
ク
で
、
さ
ら
に
一
五
キ
ロ
遡
っ
て
ソ
ー
ヘ
行
っ
た
。
村
で
は
折

よ
く
、
一
人
の
少
女
の
婚
約
を
祝
う
ダ
ン
ス
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
村
の

女
性
こ
ぞ
っ
て
、
泥
の
家
の
屋
根
の
上
で
腕
を
組
ん
で
踊
っ
て
い
る
。
ア

ラ
ラ
ッ
ト
の
麓
の
ク
ル
ド
も
、
こ
こ
の
ク
ル
ド
も
、
女
性
は
ま
だ
あ
ざ
や

か
な
赤
や
緑
の
美
し
い
ド
レ
ス
を
着
て
、
首
の
廻
り
に
は
コ
イ
ン
や
ガ
ラ

ス
玉
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
幾
重
に
も
飾
っ
て
い
る
。
男
性
は
ト
ル
コ
人
同
様
、

シ
ャ
ツ
や
背
広
姿
に
変
わ
っ
た
が
、
白
地
に
茶
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
入
っ

た
布
地
で
、
日
本
の
着
物
様
の
上
着
と
ダ
ブ
ダ
ブ
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
、

頭
に
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
て
い
る
の
も
か
な
り
い
る
。
こ
の
衣
装
の
方
が
ず

っ
と
精
桿
に
見
え
る
。
そ
の
夜
は
村
長
の
家
で
泊
っ
た
。
泥
の
家
で
あ

る
。

五
月
一
日
、
早
朝
か
ら
荷
を
取
り
に
行
っ
て
く
れ
た
の
で
、
一
○
時
に

出
発
し
た
。
二
時
間
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
標
高
二
四
○

○
メ
ー
ト
ル
の
メ
ル
ガ
ン
と
い
う
ヤ
イ
ラ
（
夏
期
放
牧
村
）
の
少
し
下
流

で
あ
る
。
こ
の
季
節
の
雪
線
で
、
水
清
く
四
囲
は
す
ば
ら
し
い
岩
峰
。
昼

に
な
る
と
、
雪
崩
が
滝
の
よ
う
に
壁
を
縫
っ
て
落
ち
る
。
壮
観
で
あ
る
。

五
月
二
日
、
折
し
も
底
雪
崩
の
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
、
四
時
に
テ
ン
ト
を

出
た
。
十
五
分
も
歩
く
と
、
右
岸
か
ら
の
も
の
す
ご
い
デ
ブ
リ
が
あ
る
。

六
時
半
に
は
谷
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
へ
来
た
。
つ
ま
り
、
前
方
お
よ
び

両
岸
を
絶
壁
で
囲
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
三
一
五
○
メ
ー
ト
ル
の
底
か
ら
四

一
六
八
メ
ー
ト
ル
の
頂
き
ま
で
、
高
距
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
で
あ

る
。
た
だ
も
う
「
ス
ゴ
イ
、
ス
ゴ
イ
」
と
連
発
す
る
だ
け
で
、
コ
ッ
プ
の

中
の
蟻
同
様
、
首
が
痛
く
な
る
ほ
ど
上
ば
か
り
眺
め
て
い
た
。
ト
ル
コ
陸

軍
省
発
行
の
二
○
万
分
の
一
地
図
と
、
観
光
省
発
行
の
三
二
万
分
の
一
地

図
と
を
眺
め
て
も
、
い
っ
た
ん
カ
ー
ル
の
底
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
ど
れ

が
最
高
峰
な
の
か
わ
か
ら
な
い
・
谷
の
東
奥
に
あ
る
顕
著
な
岩
峰
が
、
頂
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上
近
く
ま
で
す
っ
き
り
と
し
た
ク
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
て
い
る
の
で
、
偵
察

に
出
か
け
た
。
し
か
し
持
っ
て
い
る
四
、
五
本
の
ハ
ー
ケ
ン
だ
け
で
登
れ

る
相
手
で
は
な
い
。
八
時
に
な
る
と
ボ
ッ
ボ
ッ
落
石
が
激
し
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
翌
日
西
奥
を
探
る
こ
と
に
し
て
、
雪
崩
の
来
ぬ
間
に
逃
げ
帰
っ

た
。
帰
途
、
大
き
な
熊
の
足
跡
を
見
つ
け
気
味
悪
く
な
っ
た
。

五
月
三
日
、
早
朝
よ
り
西
奥
の
ル
ン
ゼ
を
登
っ
た
。
三
六
○
○
メ
ー
ト

ル
附
近
は
、
立
山
の
よ
う
に
な
だ
ら
か
な
丘
陵
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
稜
線
ま
で
出
た
が
、
頂
上
へ
続
く
岩
稜
は
と
て

も
厳
し
い
。
そ
も
そ
も
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
目
的
で
来
な
け
れ
ば
、

レ
シ
ュ
コ
北
西
面
は
手
が
出
せ
な
い
・
あ
ま
り
に
眺
め
が
良
い
の
と
、
帰

る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
し
た
た
め
ビ
バ
ー
ク
し
て
、
レ
シ
ュ
コ
を
十
分
眺
め

た
。
地
図
に
は
ピ
ー
ク
の
北
東
に
コ
ル
が
あ
り
、
ル
ー
ト
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
季
節
で
は
雪
崩
が
激
し
く
、
急
峻
で
通
れ
そ
う
も
な
い
・

四
日
、
テ
ン
ト
に
帰
り
、
対
策
を
ね
る
。
も
う
一
つ
の
四
○
○
○
メ
ー

ト
ル
峰
ス
パ
ン
ド
レ
イ
ク
（
四
一
二
ハ
メ
ー
ト
ル
）
に
変
更
し
よ
う
か
と
も

思
っ
た
が
、
や
は
り
レ
シ
ュ
コ
の
南
東
面
に
廻
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

五
日
、
ユ
ク
セ
コ
や
ハ
側
の
オ
リ
サ
村
へ
と
、
五
日
間
の
ア
タ
ッ
ク
態
勢

で
旅
立
っ
た
。
峠
か
ら
見
る
ア
、
ハ
ス
ピ
谷
上
部
の
山
々
は
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
東
面
は
な
だ
ら
か
な
雪
稜
で
、
熊
の
足
跡
が
縦
横
に
走
っ
て
い
た
。

軟
か
で
よ
く
も
ぐ
る
雪
の
中
を
村
へ
下
っ
た
。

六
日
、
オ
リ
サ
か
ら
川
に
沿
っ
て
登
っ
た
。
谷
が
狭
く
な
っ
た
頃
、
一

○
○
メ
ー
ト
ル
上
の
岩
蔭
に
熊
を
発
見
「
ウ
ワ
ー
、
熊
だ
″
」
と
ビ
ッ
ク

リ
仰
天
し
て
大
声
を
あ
げ
た
ら
、
熊
五
郎
君
の
方
が
も
っ
と
仰
天
し
た
ら

し
く
、
ク
ル
リ
と
向
き
を
変
え
て
逃
げ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
入
山
以
来
晴

天
続
き
だ
っ
た
の
に
、
昨
日
あ
た
り
か
ら
雲
が
多
く
な
り
、
視
界
が
悪
く

な
っ
て
い
る
か
ら
心
配
だ
。
池
の
上
部
で
、
今
度
は
激
し
い
雷
に
出
会
っ

た
。
ピ
ッ
ケ
ル
に
感
電
し
て
、
あ
わ
て
て
逃
げ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
二
つ
目

の
池
の
ほ
と
り
で
テ
ン
ト
を
張
る
。
雷
鳴
や
ま
ず
。

七
日
、
視
界
ゼ
ロ
の
中
、
複
雑
な
地
形
を
判
断
し
な
が
ら
谷
に
下
る
。

レ
シ
ュ
コ
東
稜
か
ら
銀
ネ
ズ
ミ
色
の
懸
垂
氷
河
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
、

時
折
り
霧
の
上
が
っ
た
と
き
に
見
え
た
。
つ
い
に
雨
に
な
っ
た
。
全
身
び

し
ょ
濡
れ
。
ま
た
雷
が
鳴
り
出
し
た
。
す
ば
や
く
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン

を
捨
て
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。
雷
が
弱
ま
っ
た
と
き
、
南
東
稜
の
取
付

（
二
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
下
り
、
草
地
で
雨
待
ち
と
す
る
。
野
生
の
馬

の
群
れ
が
雪
ど
け
を
待
ち
か
ね
て
上
が
っ
て
い
た
。

八
日
、
天
候
は
益
々
悪
い
。
レ
シ
ュ
コ
を
あ
き
ら
め
帰
途
に
つ
く
。
ず

ぶ
ぬ
れ
の
ま
ま
日
暮
の
羊
路
を
た
ど
っ
て
い
る
と
、
オ
リ
サ
村
の
灯
り
が

ポ
ッ
ン
と
見
え
た
。
灯
り
が
近
づ
い
て
く
る
。
「
レ
シ
ュ
コ
・
ダ
ー
ヤ
・

チ
ヵ
マ
ス
（
レ
シ
ュ
コ
に
登
れ
た
か
ご
「
ハ
ュ
ル
（
い
い
え
）
」
迎
え
に
来

て
く
れ
た
男
の
体
か
ら
、
羊
の
匂
い
が
プ
ー
ン
と
す
る
。
連
れ
て
行
か
れ

た
家
で
濡
れ
た
衣
服
を
干
せ
と
、
薪
を
く
べ
て
暖
か
く
し
て
く
れ
る
。
そ

の
夜
は
彼
等
の
最
上
の
布
団
を
貸
し
て
く
れ
た
。
濡
れ
た
ま
ま
眠
る
の
は

気
が
ひ
け
る
ほ
ど
き
れ
い
な
布
団
だ
っ
た
。

登
頂
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ト
ル
コ
の
片
隅
に
、
こ
ん
な
素
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晴
ら
し
い
山
が
あ
る
こ
と
を
、
日
本
の
岳
人
に
紹
介
で
き
る
こ
と
は
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
る
。

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
を
、
こ
の
山
旅
の
最
後
に
つ
け
加
え
る
こ
と

に
決
め
た
の
は
、
出
発
の
五
ヶ
月
前
で
あ
っ
た
。
天
候
の
安
定
し
た
ヒ
ン

ズ
ー
・
ク
シ
ュ
の
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
で
、
三
人
で
も
登
れ
そ
う
な
対

象
と
し
て
、
こ
の
山
を
選
ん
だ
わ
け
は
、
一
九
五
五
年
の
ア
メ
リ
カ
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
山
岳
会
の
二
人
が
登
っ
た
記
録
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
等

は
日
本
で
の
兵
役
が
終
っ
た
あ
と
、
就
職
・
結
婚
と
い
う
束
縛
の
は
じ
ま

る
前
の
短
か
い
青
春
を
、
こ
の
山
に
か
け
、
割
に
簡
単
に
登
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
に
も
一
九
二
九
年
、
一
九
三
五
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
い

ず
れ
も
少
数
で
出
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
隊
は
悪
天
な
ど
の
原
因
で
登

頂
し
て
い
な
い
。
し
か
し
』
督
菖
、
寺
曽
ミ
ミ
に
の
っ
て
い
た
こ
の
山

の
写
真
は
、
だ
ら
り
と
し
て
魅
力
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
七
○
○
○
メ
ー

ト
ル
級
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
実
力
相
応
だ
と
思
っ
た
。
（
最
近
こ

の
山
に
関
す
る
情
報
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
写
真
は
西
尾
根
だ
け
を
撮

っ
た
も
の
で
、
こ
の
写
真
の
中
に
主
峰
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
私
た
ち
は
、
こ
の
西
尾
根
の
中
の
最
高
点
が
主
峰
だ
と
信
じ

て
い
た
の
で
、
西
尾
根
が
北
に
向
き
を
変
え
て
も
、
な
お
最
高
点
を
求
め

て
歩
き
続
け
、
明
ら
か
に
尾
根
が
下
り
始
め
る
点
に
、
日
の
丸
を
立
て
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
）

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
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六
月
三
十
日
、
チ
ト
ラ
ル
を
出
発
し
た
。
マ
ロ
イ
ま
で
ジ
ー
プ
で
行
く
。

マ
ロ
イ
で
通
訳
兼
ガ
イ
ド
の
通
称
バ
ブ
ー
と
い
う
便
利
な
男
を
雇
い
、
ロ

バ
三
頭
、
馬
一
頭
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
。
レ
シ
ュ
ン
、
ウ
ト
ル
ヘ

と
歩
を
進
め
る
。
毎
日
か
ら
り
と
晴
れ
上
る
キ
ャ
ラ
器
ハ
ン
の
道
は
楽
し

い
。
麦
秋
の
村
々
を
過
ぎ
る
道
に
、
ア
ン
ズ
を
手
渡
す
女
あ
り
。
小
花
を

摘
ん
で
き
て
、
は
ず
か
し
そ
う
に
差
し
出
す
少
女
も
可
愛
い
い
・

七
月
三
日
、
ザ
ニ
峠
（
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
立
つ
。
は
じ
め
て
イ
ス

ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
に
お
目
に
か
か
る
。
馬
蹄
山
と
い
う
名
の
通
り
、
五

つ
か
六
つ
の
ピ
ー
ク
か
ら
な
る
大
き
な
山
塊
で
あ
る
。
同
じ
く
ら
い
の
高

さ
の
ピ
ー
ク
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
ど
れ
が
主
峰
だ
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
が
、
バ
ブ
ー
の
話
で
は
左
か
ら
二
つ
目
だ
と
い
う
。

峠
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
最
奥
の
村
シ
ャ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
の
村
で
、
ハ

ブ
ー
達
を
帰
し
、
ク
ー
リ
ー
一
二
名
を
雇
う
。
シ
ャ
グ
ラ
ム
か
ら
夏
の
放

牧
村
ア
タ
ク
を
経
て
、
テ
ィ
リ
チ
氷
河
の
末
端
シ
ャ
ニ
ヤ
ッ
ク
に
至
る
道

は
、
花
と
緑
の
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
あ
る
。

氷
河
の
上
を
歩
く
こ
と
二
日
で
、
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
設
け
た
。
七
月
六
日
で
あ
る
。
一
足
先
き
に
偵
察
に
入
っ
て
い
た

立
教
大
Ｏ
Ｂ
の
山
野
井
、
西
川
両
氏
の
隣
り
に
テ
ン
ト
を
張
る
。

日
本
を
出
て
か
ら
丁
度
四
ヶ
月
た
っ
て
い
た
。
長
い
旅
だ
っ
た
。
や
っ

と
最
後
の
最
大
の
目
標
を
目
前
に
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
外

界
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
と
没
交
渉
で
い
ら
れ
る
。
そ
の
安
堵
感
か
ら
か
、
隊

長
は
熱
を
出
し
た
。
あ
と
の
二
人
も
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
。
い
つ
も

の
よ
う
な
、
山
を
前
に
し
た
と
き
の
涌
き
上
が
る
よ
う
な
感
動
も
な
い
。

フ
ァ
イ
ト
が
涌
か
な
い
、
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
立
教

隊
が
雇
っ
て
い
る
コ
ッ
ク
や
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
が
、
一
斗
缶
を
叩
い
て
七
月

の
満
月
に
唄
う
声
が
、
う
つ
る
に
響
く
の
だ
っ
た
。

七
月
九
日
、
渡
部
と
芦
谷
で
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
西
尾
根
末
端

方
面
へ
偵
察
に
出
か
け
る
。

十
日
か
ら
第
一
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷
上
げ
活
動
を
開
始
し
た
。
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
か
ら
テ
ィ
リ
チ
氷
河
の
左
岸
沿
い
に
二
五
分
程
進
み
、
そ
こ
で
イ

ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
側
の
開
け
た
谷
に
入
る
。
雪
の
消
え
た
谷
は
、
鋭

い
角
を
持
っ
た
ス
レ
ー
ト
状
の
黒
い
石
で
埋
ま
り
、
す
こ
ぶ
る
歩
き
に
く

い
・
谷
の
上
部
は
雪
原
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
は
そ
の
一
角
の

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
石
の
横
に
置
い
た
。
高
度
約
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。

七
月
十
四
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
荷
上
げ
は
一
人
一
回
二
○
キ
ロ

に
お
さ
え
た
が
、
疲
れ
た
体
に
は
辛
い
ア
ル
零
ハ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
佐
藤
の

調
子
は
相
変
ら
ず
良
く
な
い
。
若
い
芦
谷
で
さ
え
、
顔
の
片
方
が
膨
れ

て
、
三
日
寝
込
む
。
渡
部
が
一
番
元
気
だ
っ
た
が
、
や
は
り
下
痢
と
嘔
吐

の
苦
し
み
を
経
験
し
た
。

十
八
日
か
ら
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
の
偵
察
を
は
じ
め
た
。
西
尾
根
に
は
二

つ
の
ガ
リ
ー
が
上
が
っ
て
い
る
。
下
の
方
は
短
い
が
登
り
切
っ
て
か
ら
、

西
尾
根
上
で
岩
峰
を
一
つ
越
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
不
利
で
あ
る
。
上
の

ガ
リ
ー
の
入
口
は
、
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
で
塞
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

が
、
東
側
が
登
れ
る
。
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二
十
二
日
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
ガ
リ
ー
の
中
程
に
設
け
た
。
急
な
斜
面

の
中
に
い
く
ら
か
緩
い
個
所
を
探
し
、
三
人
用
の
ア
タ
ッ
ク
・
テ
ン
ト
を

張
れ
る
だ
け
、
氷
を
削
る
。

二
十
五
日
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷
上
げ
、
ガ
リ
ー
上
部
の
平
均
四
五

度
く
ら
い
の
急
斜
面
は
、
氷
の
上
に
ニ
ェ
ヴ
ェ
・
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
が
不
安
定

に
集
り
、
落
着
い
て
休
憩
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
第
三
キ
ャ
ン
プ

は
コ
ル
か
ら
少
し
上
の
、
大
き
な
岩
に
囲
ま
れ
た
恰
好
の
場
所
に
置
く
こ

と
に
し
た
。
以
前
の
隊
も
利
用
し
た
ら
し
い
跡
が
あ
る
。
高
度
六
四
○
○

メ
ー
ト
ル
。

二
十
六
日
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
の
テ
ン
ト
を
第
三
キ
ャ
ン
プ
へ
移
す
。
第

三
キ
ャ
ン
プ
上
部
の
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
に
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク

ス
す
る
。
下
部
三
○
メ
ー
ト
ル
は
堅
い
花
崗
岩
の
溝
で
、
上
部
六
○
メ
ー

ト
ル
の
溝
に
は
雪
と
氷
が
詰
っ
て
い
た
。

二
十
八
日
、
一
泊
の
ビ
バ
ー
ク
を
予
定
し
て
頂
上
に
向
う
。
荷
上
げ
期

間
中
は
、
お
天
気
の
方
も
ぐ
ず
つ
い
て
い
た
が
、
二
、
三
日
前
か
ら
良
い

方
の
周
期
に
入
っ
た
ら
し
い
。
ず
い
ぶ
ん
日
数
を
か
け
て
き
た
の
で
全
員

快
調
。六

時
二
十
分
出
発
。
岩
場
に
は
陽
が
当
ら
ず
、
寒
々
と
し
て
い
る
。
昨

日
の
ル
ー
ト
エ
作
の
お
か
げ
で
、
難
な
く
岩
場
を
登
り
切
る
と
、
太
陽
が

目
に
と
び
込
ん
で
き
た
。
そ
の
先
き
は
、
雪
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
続
い

て
い
た
。
し
ば
ら
く
は
北
西
側
へ
雪
庇
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
南
東
側

の
急
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
次
に
稜
線
の
馬
の
背
の
上
に
足
を
置

く
。
狭
い
と
こ
ろ
は
足
の
幅
も
な
い
痩
尾
根
で
、
全
く
長
い
緊
張
の
連
続

だ
っ
た
。
そ
の
緊
張
が
、
呼
吸
の
苦
し
さ
も
時
間
の
た
つ
の
も
感
じ
さ
せ

な
い
。
気
が
つ
く
と
十
一
時
だ
っ
た
。
見
え
る
限
り
の
尾
根
の
先
端
ま
で
、

あ
い
か
わ
ら
ず
痩
せ
て
い
る
。
ま
た
次
の
コ
ブ
ま
で
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
で

あ
る
。
三
人
と
も
立
ち
止
っ
て
肩
で
息
す
る
回
数
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ

て
き
た
。
十
三
時
近
く
な
っ
て
、
や
っ
と
尾
根
が
広
く
な
り
出
し
た
。
そ

れ
と
と
も
に
雪
は
ぐ
ん
と
軟
か
く
な
り
、
ア
イ
ゼ
ン
の
下
で
ダ
ン
ゴ
に
な

る
。
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
堵
感
と
、
こ
の
足
の
重
み
と
で
、
歩
み
は

ぐ
ん
と
の
ろ
く
な
っ
た
。

尾
根
は
さ
ら
に
広
く
緩
く
な
り
、
そ
の
先
端
は
白
い
ピ
ー
ク
に
な
っ

て
、
紺
碧
の
空
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
る
。
三
人
の
足
は
申
し
あ
わ
せ
た
よ

う
に
進
ま
な
く
な
り
、
あ
れ
が
頂
上
だ
ろ
う
と
き
め
こ
ん
で
、
そ
の
頂
き

の
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
に
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

翌
二
十
九
日
、
の
ん
び
り
と
陽
に
当
り
な
が
ら
仕
度
し
て
、
頂
き
に
迫

る
と
、
そ
れ
は
単
な
る
雪
庇
の
大
き
な
塊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
尾

根
は
引
続
き
わ
ず
か
に
上
昇
し
な
が
ら
、
向
き
を
北
東
か
ら
北
へ
変
え
て

い
た
。
こ
う
な
る
と
、
こ
の
尾
根
が
明
ら
か
に
下
り
は
じ
め
る
地
点
ま

で
、
歩
き
続
け
る
だ
け
で
あ
る
。
天
気
は
上
々
、
歩
け
歩
け
と
、
気
合
い

を
入
れ
な
お
し
て
十
二
時
頃
か
ら
出
発
し
た
。

果
て
し
な
い
痩
尾
根
を
た
ど
る
。
稜
線
上
は
か
な
り
岩
の
部
分
が
多
く

な
っ
た
。
何
度
か
、
あ
れ
こ
そ
頂
上
か
と
迷
わ
さ
れ
る
コ
ブ
が
あ
っ
た
。

六
時
頃
、
稜
線
の
真
中
に
岩
が
現
れ
た
。
こ
こ
は
東
側
の
急
斜
面
を
ト
ラ
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バ
ー
ス
し
て
越
え
た
。
そ
れ
を
越
え
る
と
雪
稜
の
彼
方
に
顕
著
な
岩
塔
が

見
え
た
。
あ
れ
こ
そ
頂
上
に
ち
が
い
な
い
。
思
わ
ず
足
が
早
く
な
っ
た
。

そ
の
岩
塔
の
向
う
に
は
、
さ
ら
に
雪
稜
が
あ
り
、
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

続
い
て
下
っ
て
い
た
。

七
月
二
十
九
日
、
午
後
七
時
、
私
た
ち
は
、
こ
の
雪
稜
の
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
、
持
っ
て
き
た
日
の
丸
を
テ
ン
ト
の
ポ
ー
ル
に
結
ん
で
雪
の
中
に

立
て
た
。
長
い
夏
の
陽
も
、
す
で
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
の
山
の
端
に
沈

も
う
と
し
て
い
た
。

尾
根
は
そ
こ
か
ら
下
り
に
な
り
、
深
い
切
れ
こ
み
を
持
ち
北
峰
へ
と
登

っ
て
い
た
。
更
に
東
側
に
は
黒
々
と
し
た
三
角
形
を
連
ら
ね
て
、
七
○
○

○
メ
ー
ト
ル
級
と
思
わ
れ
る
ピ
ー
ク
が
並
ん
で
い
た
。
（
最
近
の
情
報
は
、

こ
の
山
塊
の
中
に
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
の
主
峰
七
四
○
三
メ
ー
ト
ル

が
あ
り
、
私
達
の
最
終
到
達
点
は
西
峰
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ら
し
い
。
）

陽
が
沈
む
と
急
に
風
が
冷
た
く
な
り
、
頂
き
で
の
感
激
に
ひ
た
っ
て
い

る
余
裕
も
な
し
に
下
り
始
め
、
ビ
バ
ー
ク
地
を
探
し
た
。
顕
著
な
岩
塔
の

西
側
に
風
を
さ
け
て
、
ビ
バ
ー
ク
し
た
。
ツ
ェ
ル
ト
が
あ
る
だ
け
で
、
羽

毛
服
も
な
い
着
の
み
着
の
ま
ま
の
ビ
バ
ー
ク
だ
が
、
乾
燥
し
た
寒
さ
は
意

外
に
し
の
ぎ
や
す
い
・
高
度
順
応
が
う
ま
く
で
き
て
い
た
の
で
、
息
苦
し

さ
も
頭
痛
も
感
じ
な
い
。

三
十
日
、
早
々
に
出
発
す
る
。
二
回
に
わ
た
る
ビ
バ
ー
ク
で
疲
労
し
て

い
る
筈
だ
か
ら
と
、
実
に
慎
重
な
下
り
と
な
る
。
危
険
な
箇
所
は
全
部
着

実
に
確
保
し
合
う
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
張
っ
た
岩
場
を
下
る
頃
、
細
い
糸
の

よ
う
な
三
日
月
が
、
テ
ィ
リ
チ
氷
河
の
上
に
輝
き
は
じ
め
た
。

三
十
一
日
、
ク
ー
リ
ー
の
迎
え
に
来
る
日
が
迫
っ
て
い
る
の
で
、
休
養

を
と
る
間
も
な
く
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
へ
下
る
。
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
が
発

達
し
て
い
た
。
八
月
一
日
、
ベ
ー
ス
へ
戻
る
。
二
日
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
開

始
、
帰
り
を
急
ぐ
隊
員
の
た
め
に
、
ま
る
で
休
養
を
と
れ
な
い
強
行
軍
で

七
日
チ
ト
ラ
ル
に
帰
り
つ
い
た
。

あ
と
が
き

一
九
六
九
年
十
月
七
日
付
で
、
吉
沢
一
郎
氏
に
宛
て
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン

の
ア
ン
グ
ラ
ダ
氏
か
ら
の
手
紙
に
よ
る
と
、
彼
等
は
一
九
六
九
年
夏
、
イ

ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
主
峰
、
東
南
峰
（
七
三
六
五
メ
ー
ト
ル
）
、
南
峰
（
七

三
○
三
メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂
に
成
功
し
た
ら
し
い
。
そ
の
時
、
今
ま
で
の
隊

が
主
峰
だ
と
思
っ
て
い
た
ピ
ー
ク
は
、
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
撮
っ
た
顕
著
な
岩
の
ピ
ナ
ク
ル
の
向
う
の
雪
稜
に

当
た
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
彼
等
は
こ
の
地
点
か
ら
東
へ
下
っ
て
、
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル

か
ら
、
東
の
長
い
リ
ッ
ジ
を
登
り
、
前
記
三
峰
の
処
女
峰
に
到
達
し
た
と

い
員
ノ
。

同
じ
く
六
九
年
の
夏
一
番
に
取
り
付
い
た
チ
ェ
コ
隊
も
、
こ
の
七
二
○

○
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
だ
っ
た
と
も
書
い
て
い
る
。
チ
ェ
コ
隊
の
次
に
取

り
付
い
た
日
本
の
関
西
学
院
大
隊
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
の
ポ
ー
ル
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
確
認
し
て
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
こ
の
地
点
ま
で
も
達
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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一
九
六
八
年
、
大
垣
市
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
（
会
長
大
垣
市
長
）
は
市
制

五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
王
国
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ

ュ
の
未
登
峰
ピ
ー
ク
Ｘ
（
六
○
二
六
メ
ー
ト
ル
）
に
遠
征
隊
を
派
遣
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

計
画
の
当
初
、
目
標
を
定
め
る
前
提
と
し
て
、

一
、
多
少
で
も
地
図
の
空
白
部
を
埋
め
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
。
す
な
わ

ち
処
女
峯
を
求
め
た
い
・

二
、
身
分
相
応
の
計
画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
次
の
遠
征
へ
の

経
験
蓄
積
と
し
た
い
。

三
、
前
記
の
よ
う
に
公
共
団
体
の
特
別
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
る
以
上
、

正
式
の
許
可
を
取
得
で
き
る
地
域
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
ふ
ま
え
て
検
討
を
重
ね
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
登
頂
（
一
九
六
八
年
）

ま
え
が
き

高
木
泰
夫

ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
は
登
山
解
禁
の
見
込
み
が
な
く
、
ア
ラ
ス
カ
、
ア
ン

デ
ス
、
ア
フ
リ
カ
に
は
目
ぽ
し
い
処
女
峯
が
見
当
ら
ず
、
東
部
ヒ
ン
ズ
ー
・

ク
シ
ュ
ヘ
の
正
式
入
域
に
は
、
大
変
な
努
力
と
時
間
が
必
要
と
い
っ
た
八

方
ふ
さ
が
り
の
状
況
下
で
、
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
に
地
域
を
し
ぼ
っ

た
の
は
一
九
六
七
年
初
頭
で
あ
り
、
更
に
ピ
ー
ク
Ｘ
を
は
っ
き
り
と
目
標

に
定
め
た
の
は
、
同
年
十
一
月
、
在
西
ド
イ
ツ
の
Ｗ
・
プ
レ
イ
氏
の
情
報

を
得
た
結
果
で
あ
る
。

他
方
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
は
基
本
計
画
な
ら
び
に
予
算
の
検
討
と
、
隊

員
候
補
の
選
考
を
進
め
、
大
要
を
次
の
如
く
決
定
し
た
。

計
画
の
概
要

名
称
市
制
五
十
周
年
記
念
大
垣
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠

征
隊

目
的
ピ
ー
ク
Ｘ
の
登
頂

日
本
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
両
国
の
親
善

中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
の
動
植
物
・
地
質
調
査

高
所
医
学
の
研
究

隊
長
武
藤
嘉
彦
（
虹
歳
）

副
隊
長
高
木
碕
男
（
妬
歳
）

隊
員
高
木
泰
夫
（
調
歳
）
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

林
正
陽
愈
歳
）
装
備
係

佐
久
間
修
訂
歳
）
記
録
係

犬
飼
進
２
歳
）
食
糧
係
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イ．アンジユマン登頂（1968年）シャー

旅
程
及
び
荷
物
輸
送
の
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
た
が
、
最
終
的

に
一
切
を
航
空
機
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
五
月
十
二
日
、
一
・
三
屯
の
隊

荷
を
発
送
（
カ
ー
ブ
ル
で
全
品
目
の
通
関
を
終
了
し
た
の
は
、
六
月
十
二

日
。
こ
の
点
、
航
空
荷
物
と
い
え
ど
も
意
外
と
日
数
を
要
す
る
）
。
同
月
二

十
日
、
先
発
隊
の
高
本
（
碕
）
、
佐
久
間
が
出
発
。
ア
リ
ア
ナ
・
ホ
テ
ル

に
投
宿
し
本
隊
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
た
。
武
藤
以
下
本
隊
七
名
は
六

月
十
一
日
羽
田
を
立
ち
、
十
三
日
カ
ー
ブ
ル
で
先
発
隊
と
合
流
し
た
。
通

関
、
通
訳
の
雇
用
お
よ
び
現
地
調
達
品
の
購
入
等
は
、
先
発
隊
が
済
ま
せ

て
い
た
の
で
、
本
隊
到
着
時
に
残
っ
て
い
た
業
務
は
国
内
旅
行
許
可
の
取

得
、
地
図
の
入
手
、
そ
し
て
日
・
ア
両
国
の
親
善
に
努
め
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
幸
い
カ
ー
ブ
ル
市
庁
舎
の
ホ
ー
ル
を
借
用
出
来
る
こ
と
と
な
り
、
日

本
か
ら
持
参
し
た
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
、
登
山
用
具
の
展
示
会
を
開
催
し
た
。

開
会
式
に
は
カ
ー
ブ
ル
市
長
他
多
数
の
要
人
に
出
席
頂
き
、
こ
の
国
に
お

川
合
延
雄
（
型
歳
）
庶
務
係

瀬
川
昂
生
（
鈎
歳
）
医
師

安
藤
好
男
亀
歳
）
岐
阜
日
日
新
聞
記
者

安
藤
好
男
を
除
い
て
す
べ
て
大
垣
山
岳
協
会
員
で
あ
る
。

総
費
用
八
○
五
万
円

公
式
の
報
告
書
と
し
て
一
九
六
九
年
七
月
『
シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ

マ
ン
登
頂
』
（
四
二
○
頁
）
を
公
刊
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
ま
で

チ
ャ
ー
タ
ー
・
バ
ス
は
隊
員
と
隊
荷
を
満
載
し
て
パ
ン
シ
ー
ル
川
沿
い

に
走
る
。
途
中
ル
ハ
で
ガ
バ
ナ
ー
に
ト
ラ
ベ
ル
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
を
提
示
す

る
と
、
兵
隊
一
人
を
護
衛
に
つ
け
て
く
れ
た
。
陽
が
沈
み
川
風
が
肌
に
し

み
る
頃
、
グ
ン
ジ
ュ
に
到
着
。
翌
日
に
も
出
発
し
た
か
っ
た
が
、
馬
が
集

ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
明
後
日
に
す
る
。

六
月
二
十
二
日
、
早
朝
か
ら
馬
が
集
ま
り
、
軽
そ
う
な
荷
の
奪
い
合
い

で
喧
喋
を
極
め
た
が
二
五
頭
に
配
分
し
、
更
に
三
頭
を
エ
ク
ス
ト
ラ
・
ホ

ー
ス
と
し
て
、
隊
員
が
交
互
に
乗
っ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
地
の
馬

は
去
勢
さ
れ
て
い
な
い
の
に
意
外
と
温
和
し
く
、
素
人
で
も
安
心
し
て
乗

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
に
く
ら
べ
て
悪
い
の
は
人
間
で
あ
る
。
雲
助

根
性
ま
る
出
し
の
賃
上
げ
ス
ト
に
は
、
往
路
帰
路
と
も
ず
い
ぶ
ん
悩
ま
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

け
る
初
の
日
本
展
と
し
て
好
評
を
呼
ん
だ
。
地
図
に
つ
い
て
は
、
軍
事
機

密
と
い
う
こ
と
で
最
後
ま
で
難
行
し
た
が
、
国
境
地
帯
を
除
く
中
部
ヒ
ン

ズ
ー
・
ク
シ
ュ
全
域
に
わ
た
っ
て
、
五
万
分
の
一
図
を
八
四
枚
入
手
し

た
。
旅
行
許
可
の
取
得
は
、
キ
ャ
ラ
雫
ハ
ン
・
ル
ー
ト
が
国
境
線
か
ら
遠
く

離
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

短
時
日
で
は
あ
る
が
、
隊
員
の
精
力
的
な
活
動
と
現
地
大
使
館
及
び
在

留
邦
人
の
親
身
の
お
世
話
に
よ
っ
て
、
予
定
通
り
六
月
二
十
日
に
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
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シヤー・イ・アンジユマン登頂（1968年）

ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
岩
峯
を
右
に
、
パ
ン
シ
ー
ル
谷
を
遡
る
。
炎
熱

下
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
こ
の
地
の
強
い
日
射
に
な
れ
な
い
も
の
に
は
つ
ら

い
。
そ
の
上
、
乾
燥
が
は
げ
し
い
の
で
体
力
の
消
耗
が
箸
る
し
い
。
そ
れ

故
か
、
馬
方
た
ち
も
意
外
と
厚
着
で
、
中
に
は
オ
ー
バ
ー
を
着
込
ん
で
い

る
も
の
さ
え
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
風
土
に
適
応
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

六
月
二
十
五
日
早
朝
、
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
峠
（
四
二
二
五
メ
ー
ト
ル
）
を
越

す
。
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
谷
の
川
底
へ
お
り
た
所
で
ス
ト
ラ
イ
キ
。
そ
の
上
、

馬
が
脚
を
折
る
と
い
う
椿
事
も
あ
っ
て
、
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
村
到
着
は
翌
二

十
六
日
に
な
っ
た
。

こ
こ
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
村
は
コ
ク
チ
ャ
谷
の
支
流
、
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
谷
最

奥
の
部
落
で
戸
数
約
百
戸
、
川
原
石
と
泥
で
固
め
ら
れ
た
家
と
、
ま
わ
り

に
散
在
す
る
貧
弱
な
麦
畑
と
い
っ
た
寒
村
で
あ
る
。
た
だ
下
流
は
る
か

に
、
バ
ン
ダ
カ
ー
の
秀
峰
を
望
む
こ
と
の
出
来
る
の
が
唯
一
の
慰
め
で
あ

っ
た
。
村
の
裏
手
に
あ
る
芝
の
広
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
仮
基
地
と
す
る
。

日
本
出
発
前
に
は
、
下
流
の
ガ
ウ
ォ
ス
谷
（
ボ
ロ
ク
ロ
ン
谷
）
か
ら
登

頂
路
を
求
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
馬
を
か
え
な
い
と
、
ま
た
ま

た
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
を
作
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
の
馬
を

集
め
る
間
に
パ
ガ
ー
ル
谷
か
ら
の
可
能
性
を
探
り
、
隊
長
は
ケ
ロ
ン
の
ガ

バ
ナ
ー
に
ト
ラ
ベ
ル
・
パ
ー
ミ
、
ツ
ト
の
提
示
に
出
か
け
る
こ
と
と
す
る
。

偵
察
活
動

翌
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
疲
れ
は
残
っ
て
い
た
が
、
高
木
（
泰
）
、
林
の
二

名
が
土
地
の
猟
師
の
案
内
で
偵
察
に
出
る
。
と
こ
ろ
が
カ
ー
ブ
ル
で
入
手

し
た
地
図
の
地
名
記
載
に
誤
り
が
あ
り
、
目
的
の
ジ
ル
ト
ン
谷
（
上
部
を

ノ
ゴ
ル
ガ
イ
谷
と
い
う
）
よ
り
一
本
手
前
の
谷
（
ジ
ャ
ル
ギ
ヤ
谷
）
に
入
っ

て
し
ま
い
、
ピ
ー
ク
Ｘ
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
形
が
類
似

し
て
い
る
の
で
、
更
に
第
二
次
偵
察
隊
を
上
部
へ
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

六
月
二
十
八
日
、
高
木
（
碕
）
以
下
七
名
が
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
出
発
。

パ
ガ
ー
ル
谷
と
ジ
ャ
ル
ギ
ヤ
谷
の
出
合
に
偵
察
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
、
高

木
（
碕
）
以
下
四
名
が
入
り
、
ま
た
ジ
ャ
ル
ギ
ヤ
谷
四
○
六
○
メ
ー
ト
ル

地
点
へ
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
出
し
て
、
佐
久
間
、
犬
飼
、
川
合
が
入
る
。
二

十
九
日
に
は
偵
察
キ
ャ
ン
プ
の
高
木
（
泰
）
、
林
、
瀬
川
の
三
人
が
パ
ガ
ー

ル
谷
を
つ
め
て
、
右
岸
に
合
流
す
る
ジ
ル
ト
ン
谷
に
入
り
ピ
ー
ク
Ｘ
を
発

見
し
、
登
頂
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
他
方
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
の
三
人
は
ジ

ャ
ル
ギ
ャ
谷
右
俣
を
つ
め
て
稜
線
に
出
、
五
○
五
○
メ
ー
ト
ル
峯
（
後
日

コ
ー
・
ィ
・
ス
タ
ー
ラ
〔
星
の
峯
〕
と
命
名
）
の
登
頂
に
成
功
し
た
が
、
ピ
ー

ク
Ｘ
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
応
そ
の
成
果
を
得
、
登
路
の

メ
ド
も
つ
い
た
の
で
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
村
に
集

結
し
た
。

ケ
ロ
ン
に
出
向
い
て
い
た
隊
長
の
帰
着
を
待
っ
て
、
ス
ケ
ッ
チ
、
ポ
ラ

ロ
イ
ド
写
真
に
よ
っ
て
登
路
を
検
討
し
た
結
果
、
充
分
成
算
あ
る
も
の
と

し
て
ガ
ウ
ォ
ス
谷
か
ら
入
る
必
要
な
し
と
結
論
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
と
偵
察
行
動
中
の
疲
れ
を
癒
し
、
荷
物
の
再
梱
包
を
す
る
た
め
、
二
日
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間
休
養
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

登
山
活
動

七
月
三
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
建
設
に
出
発
。
パ
ガ
ー
ル
谷
は
広
く

明
る
い
Ｕ
字
谷
が
ゆ
る
い
傾
斜
で
続
き
、
谷
奥
に
は
ワ
ル
マ
ノ
の
峯
々
が

白
銀
に
輝
く
。
小
湖
と
瀬
が
交
互
に
現
わ
れ
て
く
る
中
で
、
淀
み
に
は
マ

ス
が
遊
び
、
群
青
の
空
を
流
れ
る
旅
雲
が
、
時
折
り
影
を
お
と
す
と
い
っ

た
牧
歌
的
な
風
景
が
続
く
。
川
原
の
ト
ゥ
ダ
イ
グ
サ
や
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ

の
群
落
を
踏
ん
で
馬
を
進
め
る
。

こ
の
パ
ガ
ー
ル
谷
と
ジ
ル
ト
ン
谷
の
出
合
に
、
通
訳
の
ナ
ス
ラ
と
ケ
ロ

ン
か
ら
来
た
兵
隊
を
滞
留
さ
せ
る
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
す

べ
て
人
の
肩
を
か
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
木
（
泰
）
以
下
五
名
は
、

ポ
ー
タ
ー
を
つ
れ
て
ジ
ル
ト
ン
谷
に
入
る
。
谷
の
入
口
は
狭
く
、
と
て
も

こ
の
奥
に
そ
ん
な
大
き
い
谷
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ゴ
ル
ジ
ュ
を

す
ぎ
る
と
モ
レ
ー
ン
の
末
端
で
あ
る
。
高
度
差
四
○
○
メ
ー
ト
ル
、
二
段

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
立
つ
と
巨
大
な
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
・
ダ
ム
の
よ

う
な
感
じ
が
す
る
。
不
安
定
な
転
石
が
積
み
重
な
っ
て
お
り
、
下
手
す
る

と
岩
ナ
ダ
レ
も
起
こ
し
か
ね
な
い
の
で
、
一
人
ず
つ
距
離
を
と
っ
て
登

る
。
上
部
に
出
て
、
モ
レ
ー
ン
の
波
頭
を
い
く
つ
も
こ
え
て
進
む
と
右
岸

に
水
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
仮
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
高
度
三
九
○
○
メ
ー

ト
ル
）
を
設
け
、
ポ
ー
タ
ー
を
帰
す
。
ジ
ル
ト
ン
谷
の
右
岸
は
、
岩
屑
が

積
み
重
な
っ
た
傾
斜
の
ゆ
る
い
山
な
み
が
続
き
、
左
岸
は
い
ず
れ
も
切
り

立
っ
た
岩
峯
で
、
幾
筋
も
懸
垂
氷
河
が
か
か
っ
て
い
る
。
翌
四
日
は
ノ
ゴ

ル
ガ
イ
氷
河
の
末
端
、
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
偵
察
用
前
進
キ
ャ
ン

プ
を
設
営
。
当
初
か
ら
偵
察
と
建
設
を
併
行
し
て
行
な
う
こ
と
に
し
て
い

る
の
で
、
荷
は
自
然
に
重
く
な
り
、
ま
だ
順
化
し
て
い
な
い
身
体
に
は
相

当
こ
た
え
た
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
は
正
面
に
ピ
ー
ク
Ｘ
が
ド
ー
ム
状
の
山
容

で
迫
り
、
ノ
ゴ
ル
ガ
イ
氷
河
内
院
を
取
り
巻
く
山
も
指
呼
の
間
に
望
ま
れ

る
と
い
っ
た
、
偵
察
に
は
恰
好
の
場
所
で
あ
る
。

七
月
六
日
、
三
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
か
れ
て
偵
察
を
開
始
す
る
。
林
、
川

合
組
は
ピ
ー
ク
Ｘ
と
五
四
○
一
メ
ー
ト
ル
峯
の
コ
ル
（
サ
ゥ
ス
・
コ
ル
）

へ
の
ル
ン
ゼ
を
つ
め
て
、
ガ
ウ
ォ
ス
谷
側
か
ら
の
登
路
を
偵
察
す
る
。
コ

ル
に
達
し
た
彼
ら
は
ヤ
ジ
ュ
ン
峯
（
六
○
二
四
メ
ー
ト
ル
）
と
ダ
ラ
イ
・
ア

ビ
（
五
九
五
四
メ
ー
ト
ル
）
を
望
見
し
た
が
、
サ
ウ
ス
・
コ
ル
か
ら
の
登
路

は
、
岩
壁
に
阻
ま
れ
て
絶
望
的
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、
佐
久

間
、
犬
飼
組
は
西
尾
根
の
右
側
壁
に
と
り
つ
い
て
尾
根
上
に
出
た
後
、
忠

実
に
こ
れ
を
た
ど
っ
て
西
面
す
る
岩
壁
に
登
路
を
探
っ
た
。
高
木
（
泰
）

は
単
独
で
氷
河
の
内
院
に
入
り
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
山
々
を
偵
察
し
た
。

七
日
に
は
武
藤
隊
長
以
下
四
名
が
ポ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
ベ
ー
ス
・
キ

ャ
ン
プ
を
四
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
池
の
端
ま
で
上
げ
、
十
日
ぶ
り
に

全
員
が
揃
っ
た
。
こ
こ
で
更
に
登
路
を
検
討
し
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
西
尾

根
の
末
端
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
に
お
き
、
尾
根
上
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル

（
中
央
岩
壁
の
基
部
）
に
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
設
置
し
て
、
こ
こ
か
ら
登
頂

隊
を
出
発
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
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早
速
、
翌
日
か
ら
偵
察
用
前
進
キ
ャ
ン
プ
の
撤
収
と
、
第
一
、
第
二
キ

ャ
ン
プ
の
建
設
に
か
か
る
。
途
中
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
咲
き
こ
ぼ
れ
る
四
三
○

○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
は
、
前
年
パ
ガ
ー
ル
・
ピ
ー
ク
に
失
敗
し
た
イ
ギ
リ

ス
隊
の
キ
ャ
ン
プ
跡
を
発
見
し
た
。
彼
等
が
冒
○
鼠
旨
の
ロ
ロ
日
己
と
呼
ん

だ
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
尾
根
の
末
端
ま
で
は
巨
岩
が
重
な
り
、
登

降
に
は
い
つ
も
緊
張
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
上
に
出
た
所

に
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
し
、
佐
久
間
、
犬
飼
、
川
合
が
入
り
、
他
は
ベ

ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
。

七
月
九
日
は
上
部
の
三
人
が
第
二
キ
ャ
ン
プ
の
建
設
に
向
か
い
、
他
は

第
一
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷
上
げ
。
西
尾
根
は
下
か
ら
見
る
よ
り
傾
斜
が
強
く

喘
登
が
続
く
。
高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
て
ジ
ル
ト
ン
谷
左
岸
の
山
は
低
く

な
り
、
南
に
コ
ー
・
イ
・
サ
フ
ェ
ド
（
六
○
○
一
メ
ー
ト
ル
）
の
雪
峰
、
西

南
は
る
か
に
は
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
、
間
近
く
長
大
な
懸
垂
氷
河
を
か
け

た
コ
ー
・
イ
・
パ
ガ
ー
ル
、
更
に
ク
ワ
ジ
ャ
・
ム
ハ
マ
ッ
ド
山
群
の
山
々

が
ほ
ぼ
一
八
○
度
の
パ
ノ
ラ
マ
で
展
開
す
る
。
さ
す
が
五
二
○
○
メ
ー
ト

ル
ま
で
上
が
る
と
吹
く
風
も
肌
に
冷
た
い
が
、
日
射
が
強
い
せ
い
か
気
温

は
高
い
。
氷
を
削
っ
て
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
し
た
後
、
第
一
キ
ャ
ン
プ

に
戻
っ
て
高
木
（
泰
）
、
林
、
瀬
川
と
合
流
す
る
。
十
日
は
林
、
佐
久
間
、

犬
飼
、
川
合
が
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
高
木
（
泰
）
、
瀬
川
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
。七

月
十
一
日
、
林
以
下
四
名
が
二
隊
に
分
か
れ
て
上
部
の
偵
察
を
開
始

す
る
。
佐
久
間
、
犬
飼
組
は
中
央
岩
壁
の
ル
ー
ト
偵
察
を
行
な
う
が
、
正

面
部
分
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
が
連
続
し
て
登
華
不
能
。
右
方
の
ル
ン
ゼ
に

の
み
許
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
れ
さ
え
抜
け
れ
ば
上
部

は
長
い
雪
の
斜
面
で
、
後
は
体
力
だ
け
の
問
題
と
な
る
。
他
方
、
林
、
川

合
組
は
本
峯
右
側
壁
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
に
登
頂
の
可
能
性
を
探
っ
た
が
、

平
均
斜
度
四
○
度
、
上
部
は
更
に
傾
斜
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
午
前
は
と

も
か
く
午
後
に
は
ス
タ
ン
ス
の
崩
壊
が
予
想
さ
れ
、
帰
路
の
疲
労
を
合
わ

せ
考
え
る
と
問
題
点
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
地
の
雪
は
急
斜
面
で
あ

れ
ば
必
ず
一
三
べ
・
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
が
発
達
し
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
階
段

状
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
登
降
の
苦
労
は
ピ
ッ
ケ
ル
と
十
二
本
爪
ア
イ
ゼ

ン
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
著
る
し
く
軽
減
さ
れ
る
利
点
は
あ

る
。
し
か
し
、
安
全
度
か
ら
い
え
ば
、
危
険
距
離
の
短
い
前
者
を
と
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
登
頂
ル
ー
ト
が
一
応
明
確
に
な
っ
た
の
で
、
十

二
日
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
下
っ
て
休
養
し
、
十
三
日
に
第
二
キ
ャ
ン

プ
に
戻
っ
て
中
央
岩
壁
右
ル
ン
ゼ
に
ル
ー
ト
エ
作
と
、
更
に
上
部
の
偵
察

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

十
四
日
は
早
朝
か
ら
行
動
を
開
始
す
る
。
犬
飼
、
川
合
の
二
人
は
ル
ン

ゼ
の
岩
壁
部
に
、
林
、
佐
久
間
は
下
部
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
ト
ラ
バ
ー
ス

す
る
部
分
に
、
全
長
三
四
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
・
ロ
ー
プ
を
取

り
つ
け
た
。
こ
の
地
の
岩
は
す
べ
て
広
大
な
変
成
作
用
を
受
け
て
お
り
、

フ
リ
ク
シ
ョ
ン
は
良
く
効
く
が
、
リ
ス
が
浅
く
ま
た
狭
い
の
で
薄
葉
ハ
ー

ケ
ン
を
多
用
す
る
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
登
頂
の
見
込
み
は
つ
い
た
。
十
五
日
は

全
員
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
集
ま
り
、
最
終
的
な
打
合
せ
を
行
な
い
、
登
頂
隊
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に
犬
飼
、
川
合
、
サ
ポ
ー
ト
隊
に
高
木
（
泰
）
、
林
、
佐
久
間
、
瀬
川
を
選

定
。
十
六
日
に
は
登
頂
隊
、
サ
ポ
ー
ト
隊
が
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
。
夕

刻
か
ら
雲
が
湧
き
上
が
り
、
雪
さ
え
ち
ら
つ
き
は
じ
め
る
。
昨
日
か
ら
気

圧
が
ド
ロ
ッ
プ
し
続
け
て
い
る
の
も
気
懸
り
だ
。

起
床
三
時
十
五
分
、
本
峯
こ
そ
ガ
ス
が
切
れ
て
い
る
が
、
パ
ガ
ー
ル
・

ピ
ー
ク
に
は
渦
巻
き
雲
が
湧
き
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
は
雲
海
に
閉

さ
れ
て
天
候
は
い
つ
に
な
く
悪
い
。
隊
長
を
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
呼
び
出

し
指
示
を
仰
ぐ
。
「
し
ば
ら
く
天
候
の
推
移
を
見
よ
」
と
い
う
こ
と
で
待

機
。
四
時
三
十
分
「
天
候
回
復
の
兆
し
あ
り
、
出
発
せ
よ
」
の
指
令
が
入

り
、
サ
ポ
ー
ト
隊
と
ひ
き
つ
づ
い
て
登
頂
隊
が
出
発
。
七
時
三
十
分
、
登

頂
隊
は
ル
ン
ゼ
基
地
に
到
着
し
サ
ポ
ー
ト
隊
と
分
か
れ
る
。
林
、
佐
久
間

は
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
残
っ
て
待
機
。
高
木
（
泰
）
、
瀬
川
は
全
体
を
見
通
す

こ
と
の
出
来
る
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
下
っ
て
、
武
藤
隊
長
ら
と

合
流
し
各
隊
に
指
示
を
出
す
。
九
時
五
十
分
、
登
頂
隊
は
快
調
な
ピ
ッ
チ

で
ル
ン
ゼ
を
登
り
き
っ
て
上
部
の
雪
の
大
斜
面
に
出
る
。
こ
の
頃
か
ら
天

候
が
再
び
悪
化
し
て
降
雪
が
続
く
た
め
、
そ
の
後
の
行
動
を
続
け
る
か
否

か
を
問
い
合
わ
せ
て
き
た
が
、
隊
長
は
意
を
決
し
て
続
登
を
指
示
。
雪
混

り
の
風
が
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
て
く
る
中
を
進
ん
だ
。
こ
の
斜
面
が
終

わ
る
と
こ
ろ
か
ら
雪
壁
が
八
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
く
が
、
ア
イ
ゼ
ン
の
出

っ
歯
を
た
た
き
こ
み
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
ホ
ー
ル
ド
に
し
て
左
稜
線
に
出
る
。

シ
ヤ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
登
頂

吊
り
気
味
の
尾
根
を
激
し
い
息
切
れ
と
頭
痛
、
倦
怠
感
と
闘
い
な
が
ら
登

筆
を
続
け
る
。

そ
し
て
十
二
時
五
十
分
、
つ
い
に
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
生
憎

の
天
候
で
、
期
待
の
バ
ン
ダ
カ
ー
も
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
も
見
え
な
い

が
、
日
・
ア
両
国
旗
を
ピ
ッ
ケ
ル
に
結
わ
え
て
登
頂
を
祝
し
、
記
念
に
隊

員
の
氏
名
を
記
し
た
紙
片
と
用
意
し
た
市
章
を
、
岩
の
間
に
埋
め
て
帰
途

に
つ
い
た
。

登
頂
隊
は
疲
れ
て
い
た
が
第
一
キ
ャ
ン
プ
ま
で
下
っ
て
、
全
員
が
集
ま

り
夜
は
大
コ
ン
パ
。
何
回
も
何
回
も
乾
杯
し
て
、
こ
み
上
げ
て
く
る
喜
び

を
分
か
ち
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
登
頂
に
成
功
し
た
後
、
Ｗ
・

プ
レ
イ
氏
が
仮
称
し
た
ピ
ー
ク
Ｘ
を
正
式
に
シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ

ン
（
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
の
王
）
と
命
名
し
た
。
こ
の
名
前
は
カ
ー
ブ
ル
出
発

前
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
セ
ラ
ジ
委
員
長
と
協
議

し
て
、
用
意
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
隣
接
す
る
パ
ガ
ー
ル
・
ピ
ー
ク
（
五
七
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
試

み
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
隊
員
の
疲
労
と
石
油
の
不
足
を
勘
案
し
て
、
ノ

ゴ
ル
ガ
イ
氷
河
内
院
の
山
に
目
標
を
変
更
し
、
十
八
、
十
九
日
の
両
日
で

上
部
の
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
す
る
。

七
月
二
十
一
日
、
高
木
（
泰
）
以
下
若
手
六
人
が
、
ノ
ゴ
ル
ガ
イ
氷
河
最

奥
部
に
あ
る
五
五
八
五
メ
ー
ト
ル
峯
を
め
ざ
し
て
出
発
。
右
岸
寄
り
を
モ

コ
ー
・
イ
・
オ
ー
ガ
キ
登
頂
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レ
ー
ン
堤
に
沿
っ
て
歩
き
氷
河
末
端
の
池
に
出
る
。
正
面
の
懸
垂
氷
河
を

つ
め
て
圏
谷
に
達
し
、
氷
河
の
真
中
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
。
氷
河
上

で
も
午
後
に
な
る
と
、
融
雪
水
が
流
れ
出
す
の
で
炊
事
は
楽
だ
。

七
月
二
十
二
日
、
朝
か
ら
雲
が
と
び
天
候
不
安
定
。
広
い
雪
原
を
横
切

っ
て
五
六
五
三
メ
ー
ト
ル
峯
と
五
五
八
五
メ
ー
ト
ル
峯
の
コ
ル
へ
向
か
っ

て
登
高
を
開
始
す
る
。
気
温
が
低
い
の
で
雪
が
硬
く
、
す
こ
ぶ
る
快
調
で

あ
る
。
コ
ル
の
直
前
で
左
か
ら
入
っ
て
く
る
雪
の
つ
ま
っ
た
ル
ン
ゼ
に
入

る
。
こ
こ
は
更
に
傾
斜
が
強
く
四
○
度
を
こ
え
て
い
る
が
、
高
度
順
化
の

す
ん
で
い
る
故
か
嘘
の
よ
う
に
楽
で
あ
る
。
ル
ン
ゼ
を
抜
け
、
広
い
雪
の

斜
面
を
ま
わ
り
こ
む
よ
う
に
し
て
頂
上
に
向
か
う
。
ル
ン
ゼ
の
中
で
は
あ

ん
な
に
固
か
っ
た
雪
が
、
こ
こ
で
は
何
故
か
腐
っ
て
い
た
。
頂
上
直
下
ま

で
続
く
雪
壁
を
登
り
、
六
人
が
交
互
に
頂
上
に
立
つ
・
ガ
ウ
ォ
ス
谷
側
は

五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
垂
壁
に
な
っ
て
い
て
、
身
体
が
宙
に
浮
い
て
い
る
よ

う
な
感
じ
で
あ
る
。
厚
い
雲
が
す
や
へ
て
の
頂
を
閉
ざ
し
、
雪
が
舞
い
は
じ

め
、
下
山
に
か
か
る
頃
に
は
猛
烈
な
吹
雪
と
な
っ
た
。
降
り
つ
づ
く
雪
が

ト
レ
ー
ス
を
消
し
、
ア
イ
ゼ
ン
が
団
子
に
な
る
の
を
気
に
し
な
が
ら
前
進

ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
の
馬
を
使
っ
て
コ
ク
チ
ャ
谷
を
下
り
、
四
日
目
に
ラ
ピ

ス
ラ
ズ
リ
ー
鉱
山
か
ら
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
下
流
の
道
路
工
事
現
場
に

出
る
。
そ
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
ス
ピ
ジ
ュ
メ
を
経
て
ジ
ュ
ル
ム
ヘ
・

更
に
乗
合
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
を
乗
り
つ
い
で
、
カ
ー

ブ
ル
に
帰
着
し
た
の
は
八
月
五
日
午
前
二
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
下
る
。
軽
食
後
、
撤
収
。
山
の
終
り
の
万
歳
が
圏
谷
一
杯
に

符
す
る
。
五
五
八
五
メ
ー
ト
ル
峰
は
遠
征
隊
を
送
り
出
し
た
大
垣
市
を
記

念
し
て
、
コ
ー
・
イ
・
オ
ー
ガ
キ
と
命
名
し
た
。

か
く
し
て
中
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
最
後
の
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峯
他

二
峯
の
初
登
頂
に
成
功
し
、
新
雪
の
来
た
山
々
に
別
れ
を
告
げ
て
、
パ
ガ

ー
ル
谷
を
下
っ
た
の
は
七
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。

〔
訂
正
〕
八
二
。
ヘ
ー
ジ
の
地
図
中
里
畠
‐
シ
巳
巨
日
卸
目
韻
誤
目
と
あ
る
の
を
、

理
皇
国
‐
皆
］
冒
昌
釦
口
ｇ
農
日
と
訂
正
す
る
。

帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
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わ
れ
わ
れ
の
第
一
目
標
と
し
た
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
（
四
○
日
。
ご
昌
画
ご
）
流

域
の
山
々
は
、
南
米
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
北
側
、
南
緯
三
三
度
三
○
分
に
あ

り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
メ
ン
ド
サ
（
巨
の
且
○
閏
）
州
と
チ
リ
と
の
国
境
線

周
辺
、
ア
ン
デ
ス
の
主
脈
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。

ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
源
流
に
は
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
（
目
巨
冒
旨
唱
８
）
六
八
○

○
メ
ー
ト
ル
を
主
峰
と
し
、
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
右
岸
西
側
の
ア
ン
デ
ス
主

脈
国
境
線
上
に
そ
っ
て
、
セ
ロ
・
サ
ン
フ
ア
ン
（
ｏ
①
国
。
静
昌
盲
目
）

（
六
二
一
メ
ー
ト
ル
）
に
連
な
る
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
あ
り
、

い
っ
た
ん
ピ
ュ
ー
ケ
ネ
ス
峠
弓
○
鼻
骨
国
巨
皀
①
旨
①
の
）
（
四
○
四
五
メ
ー

ト
ル
）
ま
で
高
度
を
下
げ
再
び
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
（
旨
日
日
。
丘
。
）
（
六
○
○

○
メ
ー
ト
ル
）
へ
と
続
い
て
い
る
。
左
岸
の
山
で
は
、
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
氷
河
の

東
側
に
そ
び
え
て
い
る
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
主
峰
（
○
①
同
。
ｚ
①
唱
○
）
（
六
一
五

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
の
登
山

川

上
隆

二
メ
ー
ト
ル
）
の
山
群
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
目
標
と
し
た
第
一
次
登
山
の
対
象
の
山
々
は
、
セ
ロ
・
ネ

グ
ロ
主
峰
、
東
峰
（
六
一
四
○
メ
ー
ト
ル
）
、
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
（
五
九
二
○

メ
ー
ト
ル
）
の
未
登
峰
で
あ
る
。
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
雪
線
は
三
八
○
○
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
が
、
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
氷
河
は
上
部
で
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
氷
河
と
連

な
り
、
氷
河
末
端
か
ら
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
の
源
頭
ま
で
は
標
高
差
二
○
○
○

メ
ー
ト
ル
、
氷
河
の
長
さ
約
一
八
キ
ロ
で
あ
る
。

セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
は
主
峰
、
東
峰
と
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ピ
ー
ク

を
二
つ
も
ち
、
過
去
何
回
か
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陸
軍
山
岳
部
隊
の
バ
キ
ャ

ー
ノ
（
国
自
己
画
邑
。
）
Ｉ
軍
隊
の
山
案
内
人
で
山
の
専
門
家
ｌ
や
民
間
登
山

家
及
び
オ
ラ
ン
ダ
の
登
山
隊
に
よ
っ
て
試
登
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
山
群

の
東
側
、
北
側
か
ら
の
ル
ー
ト
を
選
び
失
敗
し
て
い
る
。
ネ
グ
ロ
の
西

面
、
北
面
は
標
高
差
約
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
で
、
特
に
西
面
は
ガ

ラ
ガ
ラ
し
た
岩
く
ず
の
壁
に
な
っ
て
い
る
。
東
南
面
は
急
峻
な
懸
垂
氷
河

が
東
峰
に
つ
き
あ
げ
て
お
り
、
南
面
は
主
峰
と
東
峰
の
間
に
山
麓
氷
河
を

形
成
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
東
南
面
、
及
び
南
面
か
ら
が
考
え

ら
れ
た
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
長
い
こ
と
を
除
け
ば
、
南
面
が
最
も
容
易
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
南
面
の
谷
か
ら
南
面
の
山
麓
氷
河
に
達
し
、
氷
河
の
中

央
部
西
側
の
コ
ル
か
ら
主
峰
及
び
東
峰
を
ね
ら
う
こ
と
と
し
た
。

マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
は
セ
ロ
ス
・
パ
ロ
マ
レ
ス
（
○
の
貝
。
の
恩
一
○
日
胃
の
”
）

ｌ
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
主
峰
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
北
東
尾
根
の
最
高
点
で

双
頭
峰
か
ら
な
り
、
そ
の
東
面
は
標
高
差
約
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
、
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南
面
は
主
峰
と
の
間
に
横
断
状
の
大
氷
河
を
か
か
げ
て
い
る
。
マ
ル
モ
レ

イ
ホ
主
峰
は
、
チ
リ
側
又
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
か
ら
何
回
か
登
ら
れ
て
い

る
が
東
峰
は
未
登
峰
で
あ
り
、
し
か
も
セ
ロ
ス
・
パ
ロ
マ
レ
ス
（
北
東
尾

根
）
と
主
峰
北
側
の
主
脈
線
の
間
に
か
か
る
北
面
氷
河
（
谷
氷
河
）
か
ら

は
、
い
ま
だ
何
人
も
は
い
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
ル

ー
ト
と
し
て
東
峰
を
登
る
こ
と
を
考
え
た
。
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
か
ら
分
岐
す

る
、
パ
ロ
マ
レ
ス
川
源
頭
に
位
置
す
る
北
面
氷
河
か
ら
の
東
峰
は
、
技
術

的
に
は
ネ
グ
ロ
よ
り
む
ず
か
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

第
二
目
標
と
し
て
は
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
（
六
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
北
東

約
四
○
キ
ロ
に
位
置
す
る
プ
ラ
タ
（
四
画
国
）
山
群
の
北
々
東
、
ツ
プ
ン
ガ

ー
ト
川
の
右
岸
か
ら
プ
ラ
タ
側
に
は
い
り
こ
ん
で
い
る
フ
ェ
ア
（
同
①
鯨
Ⅱ

悪
い
の
意
）
谷
源
流
の
山
々
Ｉ
エ
ナ
ノ
ス
（
両
ロ
四
口
。
の
）
山
群
を
決
定
。
こ
の

地
域
に
は
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
未
登
峰
が
数
座
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
で
数
少
な
い
未
踏
査
地
域
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
氷
河
の
増
水
が
予
想
以
上
に
ひ
ど
く
、
結
局
涙
を
の
ん
で

フ
ェ
ア
の
谷
を
目
の
前
に
し
て
、
退
却
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
ぐ
目

標
を
変
更
、
南
緯
三
四
度
一
五
分
に
位
置
す
る
デ
ア
マ
ン
テ
湖
Ｐ
侭
巨
目
色

ロ
冨
日
四
日
①
）
周
辺
の
山
々
、
ポ
ル
カ
ン
・
マ
イ
プ
ー
（
ぐ
○
房
曾
冨
巴
凰
）

（
五
三
五
○
メ
ー
ト
ル
）
、
セ
ロ
・
エ
ル
・
ゴ
ロ
ー
西
峰
（
ｏ
①
同
ｏ
国
の
。
胃
。
）

（
四
九
六
○
メ
ー
ト
ル
未
登
峰
）
、
ゴ
ロ
－
束
峰
（
四
九
四
四
メ
ー
ト
ル
未
登
峰
）
、

セ
ロ
・
ア
マ
リ
ィ
ジ
ョ
（
○
閂
Ｈ
ｏ
少
日
貨
豊
○
）
（
四
五
六
○
メ
ー
ト
ル
）
、
セ

ロ
・
ラ
グ
ー
ナ
ー
北
峰
（
○
①
同
。
Ｆ
画
唱
ロ
“
）
（
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
未
登
峰
）
、

ラ
グ
ー
ナ
ー
南
峰
（
五
○
三
四
メ
ー
ト
ル
）
の
登
山
を
決
定
し
た
。

気
候
面
か
ら
見
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
地
域
（
南
緯
三
○

度
か
ら
三
五
度
に
ま
た
が
る
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
東
側
）
に
ふ
れ
て
み
る

と
、
気
候
的
に
は
一
部
温
帯
に
属
す
る
が
、
殆
ん
ど
乾
燥
気
候
（
ス
テ
ッ

プ
）
で
、
南
緯
三
五
度
周
辺
で
は
、
偏
西
風
帯
の
風
下
地
域
と
し
て
の
特

性
を
も
っ
て
い
る
。
降
水
量
は
少
な
く
、
山
岳
地
帯
（
氷
雪
気
候
区
）
を

除
い
て
は
、
標
高
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
が
ス
テ
ッ
プ
気
候
と
な
っ
て

い
る
。
夏
季
に
お
け
る
気
圧
配
置
は
、
西
に
南
太
平
洋
高
気
圧
、
東
に
南

大
西
洋
高
気
圧
が
あ
り
、
大
陸
内
部
は
低
圧
部
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
気

圧
配
置
と
し
て
は
安
定
し
て
い
る
。
予
想
さ
れ
る
悪
天
と
し
て
は
、
雷
雨

・
地
形
性
降
水
な
ど
の
局
地
的
現
象
、
及
び
低
気
圧
が
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

西
側
（
チ
リ
側
）
に
あ
っ
た
場
合
で
、
気
圧
降
下
の
続
く
時
は
、
雪
又
は

風
雪
も
あ
り
う
る
。
標
高
約
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
で
は
雨
と
な
る
。

盛
夏
期
（
一
月
・
二
月
）
異
常
乾
燥
の
続
い
た
あ
と
、
メ
ン
ド
サ
州
で
は

雷
雨
を
と
も
な
っ
た
大
雨
と
な
り
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
東
側
約
三
八
○
○

メ
ー
ト
ル
以
上
は
風
雪
と
な
る
。

⑪
気
温
南
緯
三
三
度
付
近
で
の
平
均
気
温

四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
○
度
Ｃ

五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
マ
イ
ナ
ス
七
度
Ｃ

六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
マ
イ
ナ
ス
一
三
度
Ｃ
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○
骨
い
い
や
、
天
ヨ

ー

力

の

言

四

。

５
暹
己
亘
当
当
芯
亟
囲
Ｓ
Ｅ
々

＝
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最
高
の
極
は
東
京
八
月
三
八
・
四
度
、
メ
ン
ド
サ
一
月
四
四
度
で
あ
る
。

最
低
の
極
は
メ
ン
ド
サ
一
二
月
二
度
、
一
月
五
度
、
二
月
五
度
、
三
月
マ

イ
ナ
ス
一
度
で
あ
る
。
日
較
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

②
降
水
量
メ
ン
ド
サ
の
十
二
月
二
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
一
月
二
四

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
二
月
三
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
三
月
二
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

と
非
常
に
少
な
く
、
東
京
の
五
分
の
一
で
あ
る
。
降
水
日
数
は
一
’
二
月

そ
れ
ぞ
れ
五
日
位
で
あ
る
。
一
般
的
に
二
月
下
旬
か
ら
の
降
雪
は
不
安
定

で
あ
る
。

③
風
夏
季
の
風
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
四
○
○
○
’
六
○
○
○

メ
ー
ト
ル
地
点
で
、
風
向
は
西
風
が
卓
越
、
強
風
の
割
合
は
二
○
メ
ー
ト

ル
以
上
が
、
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
○
・
六
％
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で

六
・
六
％
で
あ
る
。
（
ア
コ
ン
カ
グ
ァ
で
は
最
大
風
速
二
五
○
キ
ロ
メ
ー

’了|~黄

東
京

メ
ン
ド
サ

東
京

メ
ン
ド
サ

東
京

メ
ン
ド
サ

場
所
一
平
均
一
最
高
一
最
低

1

ド ！
I

サ｜京
I

二

二

二

一

二
ノ、

●

九

二
三
・
五

二
四
・
一

一
一
一
一
●
一

二
四
・
四
一
二
九
・
三

二

二

五

二
一
・
一
度
一
二
五
・
二
度
一
一
七
・
八
度

一
九
・
三
一
三
一
・
○

三
二
・
○

三
○
・
七

三
一
・
○

三i

二!

・ ’

○i

二
二
・
○

一
六
・
○

一
一
一
一
一
■
一
一

一
六
・
○

一
九
・
五

一
三
・
○

一
四
・
○

ト
ル
以
上
の
風
あ
り
。
）
無
風
状
態
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
に
多
い
・
西
風

の
卓
越
は
偏
西
風
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
偏
西
風
帯
は
南
緯
四

○
度
以
南
で
あ
る
の
で
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
よ
う
な
悪
い
気
象
と
は
な
ら
な

い
。

南
緯
四
○
度
以
南
は
偏
西
風
帯
に
は
い
る
た
め
、
風
上
側
で
は
降
水
量

多
く
ｌ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
風
下
側
は
降
水
量
少
な
い
Ｉ
乾
燥
バ
ン
パ
、
パ
タ

ゴ
ニ
ア
台
地
。
し
か
し
中
緯
度
帯
で
は
、
ペ
ル
ー
海
流
の
影
響
大
き
く
、

太
平
洋
斜
面
も
乾
燥
し
、
北
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
近
似
し
た
気
候
及
び

地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
周
辺
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
、

し
か
も
主
脈
の
東
側
で
あ
る
た
め
、
気
象
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
。

四
湿
度
メ
ン
ド
サ
に
お
い
て
は
平
均
五
五
％
以
下
で
、
東
京
の
冬

に
近
く
、
か
な
り
乾
燥
し
て
い
る
。

⑤
そ
の
他
雲
量
、
メ
ン
ド
サ
に
お
い
て
は
、
平
均
十
分
の
三
で
好

天
日
が
多
い
。
し
か
し
雷
雨
は
東
京
よ
り
多
く
、
メ
ン
ド
サ
５
日
／
月
、

東
京
調
日
／
月
と
な
っ
て
い
る
。

登
山
隊
の
編
成

日
本
側

隊
長
朝
井
一
男
矼
歳
防
衛
大
学
校
教
授

防
衛
大
学
校
校
友
会
山
岳
部
部
長

登
鑿
隊
長
川
上
隆
盤
歳
防
衛
大
学
校
校
友
会
山
岳
部
監
督

横
浜
市
立
鶴
見
工
業
商
校
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隊
員
大
須
賀
浩
犯
歳
一
等
陸
尉

第
三
五
普
通
科
連
隊

″
村
田
光
昭
鋤
歳
一
等
陸
尉

第
一
三
普
通
科
連
隊

″
田
尻
一
実
”
歳
二
等
陸
尉

第
七
特
科
連
隊

″
木
村
清
順
妬
歳
二
等
陸
尉

第
三
一
普
通
科
連
隊

″
安
藤
千
年
窃
歳
三
等
陸
尉

第
一
七
普
通
科
連
隊

″

田
村
真
一
型
歳
三
等
陸
曹

第
一
三
普
通
科
連
隊

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
支
援
隊

第
一
次
登
山
支
援
隊
長

Ａ
・
Ｏ
・
コ
ル
バ
ラ
ン
（
○
○
Ｈ
ぐ
昌
営
）
中
尉

第
二
山
岳
歩
兵
連
隊

外
、
将
校
二
名
。

Ｆ
・
ル
セ
ロ
（
旨
８
暁
。
）
伍
長
以
下
、
下
士
官
、
兵
と
も
に
約
三
○
名
。

ム
ー
ラ
ニ
五
頭
。

第
二
次
登
山
支
援
隊
長

Ａ
・
Ｎ
・
マ
ル
ケ
ス
（
冨
閏
名
の
、
）
上
級
中
尉

第
二
山
岳
歩
兵
連
隊

隊
員
、
Ｖ
・
Ｊ
・
バ
サ
ー
ン
（
騨
目
国
）
曹
長

以
下
、
下
士
官
五
名
、
兵
隊
五
名
。
．

第
一
六
山
岳
歩
兵
連
隊
下
士
官
四
名
、
兵
一
○
名
。
国
境
警
備
隊
一

名
。
ム
ー
ラ
六
七
頭
。

デ
ア
マ
ン
テ
支
援
隊
長

Ａ
・
Ｎ
・
マ
ル
ケ
ス
上
級
中
尉

隊
員
、
バ
サ
ー
ン
曹
長
以
下
、
下
士
官
玉
名
、
兵
六
名
。
ト
ラ
ッ
ク

一
一
《
口
ｏ

第
一
次
登
山
期
間
と
登
頂
し
た
山
名
と
隊
員
。
一
九
六
八
年
一
二
月
一

九
日
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陸
軍
第
八
山
岳
歩
兵
旅
団
第

二
山
岳
歩
兵
連
隊
発
、
一
九
六
九
年
一
月
二
日
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
（
六
一

五
二
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂
。
村
田
光
昭
、
安
藤
千
年
、
ル
セ
ロ
伍
長
弓
己
里

５
口
。
①
局
。
）
、
一
月
一
二
日
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
着
。

第
二
次
登
山
期
間
、
一
九
六
九
年
一
月
一
二
日
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
発
、

エ
ナ
ノ
ス
に
向
か
う
。
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
の
渡
渉
で
き
ず
、
一
月
二
五
日

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
着
。
登
山
目
標
変
更
、
デ
ァ
マ
ン
テ
湖
周
辺
の
山
々
に

向
か
っ
て
一
月
二
九
日
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
発
、
一
月
三
一
日
、
マ
ィ
プ
ー

（
五
一
一
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
登
頂
、
大
須
賀
浩
、
田
尻
一
実
、
木
村
清
順
、
安

藤
千
年
、
田
村
真
一
・
二
月
四
日
ア
マ
リ
ィ
ジ
ョ
（
四
五
六
○
メ
ー
ト
ル
）

第
二
登
、
木
村
清
順
、
安
藤
千
年
。
二
月
五
日
セ
ロ
・
ゴ
ロ
ー
西
峰
（
四

九
六
○
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂
、
村
田
光
昭
、
田
尻
一
実
、
木
村
清
順
、
安
藤

千
年
。
二
月
五
日
セ
ロ
・
ゴ
ロ
ー
西
峰
（
四
九
四
四
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂
、
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テ
測
地
寺
で
三
サ
Ｊ
Ｘ
ｐ
４
Ｔ
ｘ
細
荒
呼
冊
母
〃
４
ヤ
ボ
ニ
、
Ａ
計
測
願
（
呂
邑
コ
ニ
パ
響
ｘ
叩
へ
唯
山
（
全
望
『
．
）

Ｕ
①
一
○
ョ
④
「
・
の
ぃ
刀
丘
、
①
帆
①
①
．
｛
「
○
一
ゴ
型
○
斗
○
コ
こ
く
四
コ
ｐ
Ｏ
ｏ
ｍ
ｍ
庁
①
Ｑ
①
。
①
「
「
○
三
ｍ
「
ョ
○
｜
①
」
○
（
９
９
『
ゴ
）
こ
の
津
）
④
『
丘
。
⑳
い
三
一
○
（
全
望
「
ゴ
）
（
「
両
三
）
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トヌジヤン永河とサンフアン東面

TonuyanGlacier and theeast aspect ofCerroSanJuan (6111m)

マルモレイホ東峰北永河から望むセロ・ネクロ南面

aspect ofCerroNegro (6152m) seen fromtheNorthGlacier of

deCerroMarmolejo.

TheSouth

PicoEste



蕊

片
口
．
ｕ
口
刑
扉
到
笑
到
Ｓ
入
Ⅲ
叩
そ
叩
Ｎ

ｚ
両
く
①
も
の
．
｜
庁
①
。
庁
①
い
○
コ
ォ
ゴ
の
い
○
に
庁
ゴ
ｏ
ｌ
ｍ
ｇ
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冒
Ｏ

ｍ
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①
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○
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○
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○
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叩
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Ｏ
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①
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③
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四
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①
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①
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①
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０
コ
芹
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①
ｚ
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ゴ
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アルゼンチン中部アンデスの登山

三
一
月
一
四
日
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
（
静
己
貝
僧
○
）
か
ら
国
際
鉄
道
で
川

上
、
村
田
、
安
藤
メ
ン
ド
サ
着
。
全
隊
員
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
メ
ン
ド
サ

州
都
メ
ン
ド
サ
市
に
集
結
。
わ
れ
わ
れ
の
宿
舎
は
、
市
の
中
心
部
に
位
置

す
る
将
校
宿
舎
で
あ
る
。
夕
方
か
ら
在
メ
ン
ド
サ
市
日
本
人
会
発
足
の
パ

ー
テ
ィ
に
、
比
嘉
さ
ん
宅
に
招
待
さ
れ
る
。
沖
縄
の
人
達
が
中
心
で
あ

る
。
洗
濯
屋
経
営
が
殆
ん
ど
で
、
内
地
人
関
係
の
移
民
者
は
ホ
テ
ル
経
営

一
、
洋
菓
子
屋
経
営
一
で
あ
る
。
ビ
ノ
を
く
み
か
わ
し
、
日
本
食
に
舌
つ

づ
み
を
う
ち
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
す
。

メ
ン
ド
サ
市
は
人
口
約
三
○
万
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
や
桑
の
木
の
街
路
樹
に

包
ま
れ
た
森
の
都
。
市
の
西
側
に
は
サ
ン
マ
ル
チ
ン
（
野
口
巨
胃
目
）
公
園

が
控
え
、
緑
の
匂
い
を
強
烈
に
感
じ
さ
せ
る
。
市
を
と
り
ま
く
地
域
は
、

ま
さ
に
ス
テ
ッ
プ
気
候
で
、
シ
ャ
ボ
テ
ン
や
潅
木
の
荒
れ
果
て
た
疎
林
帯

と
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
潅
概
用
水
さ
れ
必
ず
植
林

し
た
森
に
覆
わ
れ
、
そ
の
周
り
は
広
大
な
果
樹
園
（
ブ
ド
ウ
畑
が
主
）
と

な
っ
て
い
る
。
気
候
は
乾
燥
気
候
特
有
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
で
、
空
気

川
上
隆
、
大
須
賀
浩
、
田
村
真
一
・
二
月
九
日
セ
ロ
・
ラ
グ
ー
ナ
ー
北
峰

（
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂
、
川
上
隆
、
村
田
光
昭
、
木
村
清
順
、
安

藤
千
年
。
二
月
九
日
セ
ロ
・
ラ
グ
ー
ナ
ー
南
峰
（
五
○
一
一
画
メ
ー
ト
ル
）

大
須
賀
浩
、
田
尻
一
実
、
田
村
真
一
・
二
月
一
○
日
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村

着
。

メ
ン
ド
サ
市
か
ら
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
へ

一
九
日
、
大
須
賀
、
田
尻
、
支
援
隊
と
共
に
出
発
。
支
援
隊
は
予
想
も

し
な
い
大
部
隊
で
あ
る
。
支
援
隊
長
コ
ル
や
ハ
ラ
ン
中
尉
以
下
約
四
○
名
、

ム
ー
ラ
ニ
五
頭
。
二
○
、
一
二
日
の
二
日
間
、
大
須
賀
、
田
尻
、
ル
セ

ロ
伍
長
外
通
信
兵
一
名
は
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
ル
ー
ト
偵
察
。

二
一
日
、
朝
井
隊
長
以
下
本
隊
は
、
連
隊
長
、
連
隊
幹
部
と
共
に
ト
ラ

ッ
ク
で
ジ
ャ
レ
ー
タ
（
胃
胃
の
国
①
）
（
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
、
こ
こ
で
ム

ー
ラ
に
乗
り
か
え
る
。
目
前
に
せ
ま
る
ア
ン
デ
ス
の
前
山
は
、
標
高
約
四

五
○
○
か
ら
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
黒
褐
色
の
岩
肌
も
荒
々
し
く
、
四
○

○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
は
昨
日
の
降
雪
で
ほ
ん
の
り
雪
化
粧
を
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
ム
ー
ラ
に
乗
っ
た
山
旅
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
づ
ら
お
り
の

は
新
鮮
そ
の
も
の
で
あ
る
。

一
五
日
は
作
戦
会
議
、
一
六
・
七
日
、
登
山
基
地
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
の

第
八
旅
団
第
二
山
岳
歩
兵
連
隊
に
集
結
す
る
。

一
七
日
、
後
発
隊
登
山
基
地
に
到
着
。
連
隊
長
以
下
幹
部
総
出
の
出
迎

え
で
、
大
変
な
も
て
な
し
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
人
里
を
離
れ

る
と
荒
凉
と
し
た
原
野
と
な
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
最
近
開
発
さ
れ
た
原

油
掘
索
機
が
、
の
ん
び
り
と
首
を
上
下
に
動
か
し
て
い
る
。
二
連
隊
の

支
援
隊
と
打
合
せ
を
行
な
う
。
一
九
日
、
い
よ
い
よ
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
ベ

ー
ス
ハ
ゥ
ス
に
向
か
っ
て
出
発
で
あ
る
。

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
か
ら
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川

陸
軍
小
舎
べ
ｌ
ス
ハ
ウ
ス
で
の
行
動
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急
な
山
道
を
ム
ー
ラ
に
揺
ら
れ
、
四
三
八
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

峠
弓
○
風
シ
侭
①
昌
口
。
）
に
立
つ
と
、
目
の
下
は
ス
パ
リ
と
切
れ
た
感
じ

で
、
前
方
に
は
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
が
黒
ぴ
か
り
し
た
岩
肌
を
横
た
え
、

北
側
に
は
山
全
体
が
氷
河
に
覆
わ
れ
た
サ
ン
フ
ア
ン
な
ど
、
六
○
○
○
メ

ー
ト
ル
級
の
ア
ン
デ
ス
主
脈
が
、
氷
河
を
い
だ
い
て
大
き
く
波
う
っ
て
い

る
。
標
高
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
は
、
ス
テ
ッ
プ
状
の
河
岸
段
丘
を
構

成
し
、
起
伏
と
色
彩
的
変
化
に
富
ん
だ
風
景
で
あ
る
。

夕
闇
に
つ
つ
ま
れ
る
頃
、
セ
ロ
ス
・
パ
ロ
マ
レ
ス
末
端
の
対
岸
、
ト
ヌ

ジ
ャ
ン
川
の
左
岸
に
位
置
す
る
陸
軍
小
舎
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
（
二
八
六
○
メ
ー

ト
ル
）
に
着
く
。
ア
ル
プ
ス
風
の
石
造
り
二
階
建
の
小
舎
で
、
中
に
は
な

ん
の
飾
り
も
な
く
、
収
容
人
員
は
約
九
○
名
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
簡
易

ベ
ッ
ド
が
二
階
に
設
営
さ
れ
る
。
明
日
は
ネ
グ
ロ
の
南
面
及
び
マ
ル
モ
レ

イ
ホ
東
峰
、
北
面
氷
河
の
偵
察
を
す
べ
く
支
援
隊
と
打
合
せ
。

二
二
日
、
早
朝
、
川
上
、
大
須
賀
、
村
田
、
ル
セ
ロ
、
通
信
兵
一
名
で

偵
察
に
向
か
う
。
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
を
渡
渉
し
パ
ロ
マ
レ
ス
川
の
左
岸
に
そ

っ
て
、
ス
テ
ッ
プ
を
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
の
麓
に
向
け
て
ム
ー
ラ
を
飛
ば

す
。
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
台
地
か
ら
振
り
か
え
る
と
、
北
東
に

ネ
グ
ロ
主
峰
、
南
面
氷
河
、
東
峰
と
南
東
懸
垂
氷
河
が
く
っ
き
り
と
見
え

る
・
南
面
氷
河
の
中
央
壁
左
側
の
コ
ル
か
ら
、
主
峰
へ
の
ル
ー
ト
を
確
認
、

問
題
は
南
面
氷
河
に
突
き
あ
げ
て
い
る
南
谷
の
状
態
に
し
ぼ
ら
れ
る
。

二
三
日
、
い
よ
い
よ
朝
井
隊
長
と
も
お
別
れ
で
あ
る
。
隊
長
や
コ
ル
バ

ラ
ン
支
援
隊
長
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
Ｂ
Ｈ
を
あ
と
に
、
ネ
グ
ロ
南
面
に
向

か
っ
て
出
発
。
日
本
側
、
川
上
以
下
七
名
。
支
援
隊
ル
セ
ロ
以
下
一
二

名
、
ム
ー
ラ
三
二
頭
。
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
左
岸
か
ら
右
岸
の
河
岸
段
丘
に
は

い
り
、
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
氷
河
末
端
の
左
岸
に
は
い
っ
て
い
る
南
谷
に
向
か
っ

て
行
進
。
兵
隊
の
歌
う
ア
ン
デ
ス
山
歌
が
隊
員
の
心
を
な
ご
ま
せ
る
。
何

回
か
渡
渉
し
、
目
指
す
氷
河
と
南
谷
の
合
流
点
に
到
着
。
氷
河
の
末
端
は

約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
一
面
に
厚
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
モ
レ
ー
ン

を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
南
谷
の
左
岸
台
地
に
仮
の
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
。
谷
は

入
口
か
ら
先
の
長
さ
一
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
二
○
’
三
○
メ

ー
ト
ル
の
氷
を
つ
け
た
滝
が
五
カ
所
程
あ
り
、
結
局
谷
の
北
側
に
あ
る
急

な
ガ
レ
場
を
ル
ー
ト
と
決
定
す
る
。
問
題
は
物
資
の
輸
送
で
あ
る
が
、
ル

セ
ロ
は
ガ
レ
場
の
乗
越
ま
で
、
ム
ー
ラ
を
使
用
す
る
こ
と
に
Ｏ
Ｋ
・
二
四

日
、
全
力
を
あ
げ
乗
越
の
先
、
三
段
台
地
の
一
番
下
、
南
谷
中
流
の
右
岸

に
日
本
隊
及
び
ル
セ
ロ
以
下
一
○
名
、
ム
ー
ラ
ニ
八
頭
を
も
っ
て
、
物
資

の
輸
送
を
完
了
、
Ｃ
１
（
標
高
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
。
支
援
隊
は
ル

セ
ロ
と
通
信
兵
一
名
を
残
し
、
引
返
す
。
ル
セ
ロ
の
強
引
と
も
思
え
る
積

極
的
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
。

二
六
日
、
全
員
荷
上
げ
。
両
岸
か
ら
の
落
石
に
気
を
く
ば
り
な
が
ら
、

大
き
な
石
と
雪
を
か
ぶ
っ
た
谷
を
一
歩
一
歩
と
高
度
を
高
め
る
。
四
○
五

○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
な
る
と
両
岸
が
狭
ぱ
ま
り
、
約
三
○
メ
ー
ト
ル
の
氷

雪
を
つ
け
た
滝
が
現
わ
れ
る
。
手
前
か
ら
左
岸
台
地
を
高
ま
く
。
滝
の
上

部
、
左
岸
台
地
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
デ
ポ
、
Ｃ
２
予
定
地
と
す
る
。
付

近
に
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
ス
が
何
本
か
た
ち
、
こ
れ
を
水
資
源
と
す
る
。
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二
七
日
、
Ｃ
２
建
設
。
大
須
賀
、
村
田
、
南
面
氷
河
偵
察
。

二
八
日
、
氷
河
の
末
端
か
ら
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
は
い
り
こ
ん
だ
モ
レ

ー
ン
上
に
荷
上
げ
、
ネ
グ
ロ
南
面
を
目
前
に
し
て
士
気
大
い
に
あ
が
り
、

一
人
平
均
三
○
キ
ロ
の
ポ
ッ
カ
も
快
調
に
す
す
む
。

二
九
日
、
ル
セ
ロ
、
氷
河
末
端
に
ビ
バ
ー
ク
。
夕
方
か
ら
風
雪
と
な
り

ル
セ
ロ
の
身
を
案
ず
る
。
三
○
日
、
全
員
停
滞
、
ル
セ
ロ
Ｃ
１
に
下
る
。

三
一
日
、
快
晴
と
な
り
、
い
つ
気
に
Ｃ
３
（
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

氷
河
の
規
模
は
比
較
的
小
さ
く
、
長
さ
二
・
八
キ
ロ
、
幅
二
・
三
キ
ロ
、

表
面
は
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
で
波
う
っ
て
お
り
、
ク
レ
バ
ス
も
予
想
よ
り

少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
登
頂
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
氷
河
西
側
の
ゆ
る
や
か

な
岩
尾
根
と
、
氷
河
中
央
を
突
破
す
る
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
が
、
文
句

な
く
氷
河
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
。

一
月
一
日
、
大
須
賀
、
村
田
、
田
尻
、
安
藤
は
氷
河
中
央
奥
壁
の
ル
ー

ト
エ
作
。
木
村
、
田
村
は
Ｃ
３
へ
の
荷
上
げ
、
ル
セ
ロ
Ｃ
３
脇
に
ビ
バ
ー

ク
。
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
頂
上
攻
撃
の
準
備
は
完
了
。
主
峰
隊
、
村

田
、
安
藤
、
東
峰
隊
、
大
須
賀
、
田
尻
と
決
定
す
る
。
以
下
村
田
隊
員
の

日
記
。

「
黒
々
と
そ
び
え
立
つ
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
か
ら
、
南
に
流
れ
落
ち
る
氷
河
は

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
氷
河
の
西
端
と
山
と
の
接
す
る
地

点
に
、
私
達
の
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
３
）
は
あ
っ
た
。
す
で
に
、
ど
の
山
々
も
朝
日

に
照
り
輝
い
て
い
た
が
、
氷
河
に
は
ま
だ
朝
日
の
照
射
は
な
く
寒
風
が
吹

き
す
さ
ん
で
い
た
。

私
と
安
藤
は
、
未
知
へ
の
期
待
と
か
す
か
な
不
安
を
抱
き
な
が
ら
氷
河

上
に
立
っ
た
。
一
月
二
日
の
早
朝
で
あ
る
。
川
上
登
華
隊
長
か
ら
示
さ
れ

た
攻
撃
計
画
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
村
田
と
安
藤
は
主
峰
へ
の
登
頂

を
ひ
た
す
ら
目
指
し
、
大
須
賀
、
田
尻
は
氷
河
の
北
端
か
ら
つ
き
あ
げ
た

約
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
の
上
半
分
を
工
作
、
一
番
近
い
六
一
四
○
メ

ー
ト
ル
峰
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ル
セ
ロ
は
西
側
の
尾

根
か
ら
登
華
、
村
田
隊
と
奥
壁
の
コ
ル
で
合
流
す
る
こ
と
と
し
た
。

寒
風
に
磨
か
れ
た
氷
河
は
、
テ
ラ
テ
ラ
の
青
氷
と
な
り
、
歩
く
た
び
に

ア
イ
ゼ
ン
が
キ
シ
キ
シ
と
鳴
っ
た
。
そ
の
ア
イ
ゼ
ン
の
キ
シ
ミ
は
、
ア
ン

デ
ス
に
残
り
少
な
い
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
処
女
峰
に
、
二
人
の
不
法
侵

入
者
が
あ
る
こ
と
を
、
山
の
神
々
に
急
報
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
周
囲

に
響
き
わ
た
っ
た
。

ク
レ
バ
ス
も
ペ
ニ
テ
ン
テ
ス
（
氷
塔
）
も
な
い
、
約
三
キ
ロ
の
平
ら
な

氷
河
を
一
時
間
程
で
終
り
、
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
と
な
る
。
登
肇
開

始
。
下
半
分
二
○
○
メ
ー
ト
ル
は
、
昨
日
工
作
し
て
あ
る
の
で
、
フ
ィ
ッ

ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
登
る
。
約
五
○
メ
ー
ト
ル
登
る

と
、
朝
日
が
あ
た
り
暖
か
く
な
る
。
空
は
ぬ
け
る
よ
う
に
青
い
。
氷
は
硬

く
Ｕ
字
ハ
ー
ケ
ン
が
見
事
に
う
た
い
、
が
っ
ち
り
と
き
く
。
そ
の
上
の
氷

壁
に
、
ペ
ニ
テ
ン
テ
ス
気
味
の
小
さ
な
ヒ
ダ
が
あ
る
の
で
、
絶
好
の
ホ
ー

ル
ド
、
ス
タ
ン
ス
と
な
る
。
快
適
な
登
筆
で
あ
る
。

約
三
五
○
メ
ー
ト
ル
登
っ
た
頃
、
大
須
賀
、
田
尻
パ
ー
テ
ィ
が
登
肇
開

始
で
あ
る
。
赤
い
ヤ
ッ
ケ
が
朝
日
に
輝
い
て
い
る
。
少
々
遅
れ
気
味
で
あ

〈96）
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る
。
彼
等
の
健
闘
を
祈
り
つ
つ
、
我
々
も
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
。
所
々
に
新

雪
を
か
ぶ
っ
た
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
や
ハ
ス
が
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ｏ

見
上
げ
る
と
氷
の
壁
が
、
朝
日
に
映
え
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
。
ま
る
で
水

晶
細
工
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
ス
ク
リ
ュ
ー
・
ピ
ト
ン
が
絶
大
な
威
力

を
発
揮
す
る
。
ま
る
で
一
枚
岩
に
う
ち
込
ん
だ
埋
込
ボ
ル
ト
の
よ
う
に
。

約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
登
る
と
、
い
っ
た
ん
壁
の
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
に
な

る
。
し
か
し
、
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
と
。
ヘ
ニ
テ
ン
テ
ス
が
大
き
く
な

り
、
か
え
っ
て
歩
き
づ
ら
く
な
る
。
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。
あ
と
約
一
○

○
メ
ー
ト
ル
。
稜
線
は
眼
前
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
一
○
○
メ
ー
ト
ル
は

き
つ
い
・
今
ま
で
あ
っ
た
ヒ
ダ
も
な
く
、
ツ
ル
ッ
ル
の
青
氷
で
あ
る
。
慎

重
に
登
っ
て
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に
出
た
。
九
時
四
○
分
で
あ

る
。
こ
こ
で
稜
線
伝
い
に
来
た
ル
セ
ロ
伍
長
と
合
流
し
休
憩
す
る
。

コ
ル
か
ら
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
輝
く
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
、
セ
ロ
・
サ
ン
フ

ア
ン
、
メ
ソ
ン
・
サ
ン
フ
ア
ン
な
ど
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
国
境
稜

線
が
眼
前
に
迫
り
、
す
ぐ
眼
の
下
に
は
、
不
気
味
な
ま
で
に
侵
蝕
さ
れ
た

ト
ヌ
ジ
ャ
ン
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
氷
河
の
景
観
が
あ
っ
た
。
私
達
三
人
は
、

コ
ー
ヒ
ー
で
渇
き
切
っ
た
の
ど
を
う
る
お
し
な
が
ら
、
そ
の
圧
倒
的
な
大

パ
ノ
ラ
マ
に
酔
い
し
れ
た
。

コ
ル
か
ら
は
岩
の
登
り
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
登
る
と
、
雪
に
覆
わ
れ
た

も
う
一
つ
の
コ
ル
に
出
る
。
下
を
の
ぞ
く
と
大
須
賀
・
田
尻
パ
ー
テ
ィ
が

氷
壁
を
登
っ
て
い
る
。
ま
だ
相
当
下
で
あ
る
。
ザ
イ
ル
を
固
定
す
る
の
に

手
こ
ず
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
コ
ー
ル
し
て
互
に
無
事
を
確
認
し
合

う
。
今
日
中
に
彼
等
が
六
一
四
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
頂
す
る
の
は
無
理
か

も
し
れ
な
い
。
や
が
て
主
峰
と
六
一
四
○
メ
ー
ト
ル
峰
と
の
分
岐
点
で
あ

る
。
左
手
に
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
の
釣
鐘
状
の
主
峰
が
黒
々
と
そ
び
え
、
そ
の

裾
か
ら
右
手
に
牧
歌
的
盆
地
が
広
が
り
、
や
が
て
六
一
四
○
メ
ー
ト
ル
峰

に
な
る
。
こ
れ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
の
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

最
後
の
処
女
峰
か
と
、
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
平
凡
な
岩
山
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
い
ざ
そ
の
岩
山
を
登
り
始
め
る
と
す
ぐ
、
私
達
は
六
○
○
○
メ

ー
ト
ル
登
山
の
厳
し
さ
に
直
面
し
た
。

浮
石
の
足
場
は
一
足
歩
る
く
毎
に
く
ず
れ
落
ち
、
危
険
な
こ
と
こ
の
上

な
い
。
そ
の
う
え
呼
吸
は
苦
し
く
な
り
、
頂
上
は
果
し
な
く
遠
く
思
わ
れ

出
し
た
。
ル
セ
ロ
伍
長
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ピ
ー
ク
を
数
多
く
ふ
ん
で

い
る
の
で
元
気
一
杯
で
ト
ッ
プ
、
次
は
安
藤
、
私
は
ラ
ス
ト
を
の
ろ
の
ろ

と
進
む
。
ピ
ー
ク
を
一
つ
乗
越
す
と
次
の
ピ
ー
ク
が
出
現
す
る
。
こ
の
次

は
頂
上
だ
と
思
う
と
、
又
次
の
ピ
ー
ク
が
出
現
す
る
。
す
わ
り
込
ん
で
し

ば
ら
く
呼
吸
を
整
え
て
、
ま
た
の
ろ
の
ろ
と
進
む
こ
と
の
く
り
返
し
で
あ

る
。

や
が
て
安
藤
が
四
つ
目
の
ピ
ー
ク
の
上
で
「
頂
上
／
頂
上
〆
．
」
と
呼

ん
で
い
る
。
ル
セ
ロ
が
心
配
し
助
け
に
来
て
く
れ
る
。
と
に
角
、
夢
遊
病

者
的
ス
タ
イ
ル
で
頂
上
に
立
っ
た
。
隊
長
の
頭
髪
と
登
頂
者
の
名
前
、
日

時
を
記
入
し
た
用
紙
を
埋
め
て
、
ケ
ル
ン
を
積
む
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
日

本
国
旗
を
つ
け
た
ピ
ッ
ケ
ル
を
掲
げ
て
、
記
念
写
真
を
撮
る
。
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い
つ
も
思
う
こ
と
だ
が
、
登
頂
ま
で
の
苦
悩
と
危
険
の
時
間
に
比
し
て

頂
上
に
憩
う
時
間
と
い
う
も
の
は
、
何
と
短
か
く
瞬
間
的
で
あ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
登
頂
者
に
と
っ
て
頂
上
は
安
住
の
地
で
は
な
い
の
だ
。

私
達
は
頂
上
を
後
に
し
た
。
降
り
も
浮
石
が
次
々
と
落
ち
危
険
き
わ
ま

り
な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
分
岐
点
に
た
ど
り
つ
い
た
。
私
に
と
っ
て
、

コ
ル
か
ら
氷
河
ま
で
の
氷
壁
の
下
り
は
悲
劇
的
と
な
っ
た
。
昨
日
と
今
日

張
っ
た
固
定
ザ
イ
ル
の
お
か
げ
で
、
や
っ
と
氷
河
ま
で
降
り
立
っ
た
。
唯

し
っ
か
り
し
な
い
と
危
い
と
い
う
意
識
だ
け
が
、
ボ
ャ
ケ
タ
頭
の
中
で
鮮

明
で
あ
っ
た
。
山
々
は
ア
ー
寺
ヘ
ン
ト
ロ
ー
ト
に
つ
つ
ま
れ
、
暮
色
濃
い
氷

河
上
に
は
、
冷
た
い
夜
の
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
い
た
が
、
私
達
は
強
烈
な

夏
の
太
陽
で
ザ
ク
ザ
ク
に
な
っ
た
氷
河
の
上
を
、
長
い
影
と
凍
り
つ
い
た

ザ
イ
ル
を
引
き
ず
っ
て
、
ト
ボ
ト
ボ
と
天
幕
に
向
っ
た
。
一
四
時
間
の
ア

ル
バ
イ
ト
の
結
果
、
や
っ
と
天
幕
に
た
ど
り
つ
い
た
。

次
の
日
に
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
た
。
そ
し
て
Ｃ
１
で
登
華
隊
長
に
笑
顔

で
迎
え
ら
れ
て
『
御
苦
労
さ
ん
。
頑
張
っ
た
ら
し
い
な
』
と
握
手
を
し
た

時
、
登
頂
を
果
し
た
と
い
う
実
感
と
喜
び
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
そ
れ

か
ら
三
日
後
に
、
濁
流
渦
ま
く
リ
オ
・
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
を
下
っ
た
。
」

六
日
、
支
援
隊
が
ム
ー
ラ
を
つ
れ
Ｃ
１
に
現
わ
れ
る
。
Ｃ
１
撤
収
、
ト

ヌ
ジ
ャ
ン
川
に
降
る
と
、
一
二
月
三
一
日
か
ら
連
日
の
晴
天
で
、
ト
ヌ
ジ

ャ
ン
氷
河
は
じ
め
各
枝
氷
河
が
融
け
、
川
は
異
常
な
増
水
で
あ
る
。
ム
ー

ラ
は
恐
れ
お
の
の
き
、
な
か
な
か
渡
ろ
う
と
し
な
い
。
ル
セ
ロ
の
強
引

で
、
し
か
も
細
心
な
誘
導
の
結
果
、
ど
う
に
か
全
員
何
回
か
の
渡
渉
を
行

な
う
。
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
流
さ
れ
て
い
る
急
流
を
渡
渉
す
る
の
は
、

時
間
に
し
て
一
人
渡
る
の
は
何
分
か
で
し
か
な
い
が
、
気
持
の
よ
い
も
の

で
な
い
。
顔
を
空
に
む
け
ろ
と
ル
セ
ロ
が
ど
な
る
。
ム
ー
ラ
は
何
回
か
よ

ろ
け
る
。
ム
ー
ラ
を
三
列
に
組
む
が
す
ぐ
列
が
乱
れ
て
し
ま
う
。
隊
員
が

無
事
渡
渉
し
終
り
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
つ
か
の
ま
、
兵
隊
が
一
名
流
さ
れ

る
。
頭
を
沈
め
な
か
っ
た
た
め
と
、
波
に
は
ね
ら
れ
、
う
ま
く
岸
に
た
ど

り
つ
く
。
Ｂ
Ｈ
に
た
ど
り
つ
い
た
時
は
、
人
も
ム
ー
ラ
も
一
度
に
疲
れ
が

で
て
ぐ
っ
た
り
と
す
る
。
こ
の
重
労
働
の
結
果
、
ム
ー
ラ
は
マ
ル
モ
レ
イ

ホ
東
峰
で
の
一
頭
を
加
え
て
、
六
頭
が
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
原
に
葬
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
（
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
’
六
五
キ
ロ
、
ト
ラ
ッ
ク
ー
ジ

ャ
レ
ー
タ
（
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ム
ー
ラ
集
結
所
’
二
三
キ
ロ
、
ム
ー
ラ

ー
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
峠
（
四
三
八
○
メ
ー
ト
ル
）
を
へ
て
陸
軍
小
舎
（
二
八
六
○

メ
ー
ト
ル
）
’
一
九
キ
ロ
、
ム
ー
ラ
ー
Ｃ
１
（
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
’
二
キ
ロ

徒
歩
ｌ
Ｃ
２
（
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
’
三
・
二
五
キ
ロ
徒
歩
Ｉ
Ｃ
３
（
五
一

○
○
メ
ー
ト
ル
）
’
四
・
二
キ
ロ
徒
歩
ｌ
セ
ロ
・
ネ
グ
ロ
主
峰
（
六
一
五
二
メ

ー
ト
ル
）
。

八
日
、
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
目
指
し
Ｂ
Ｈ
発
。
日
本
側
川
上
以
下
七
名
、

支
援
隊
ル
セ
ロ
以
下
七
名
、
ム
ー
ラ
ニ
ニ
頭
。
パ
ロ
マ
レ
ス
川
左
岸
の
砂

漠
に
ち
か
い
草
原
の
河
岸
段
丘
を
、
の
ん
び
り
と
ム
ー
ラ
に
乗
っ
て
進

む
。
こ
の
世
は
ま
さ
に
天
国
と
い
っ
た
楽
し
い
山
旅
で
あ
る
。
源
流
に
近

ず
く
と
川
幅
約
三
キ
ロ
と
広
く
、
岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
広
河
原
と
な
っ
て
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アルゼンチン中部アンデスの登山

い
る
。
セ
ロ
ス
・
パ
ロ
マ
レ
ス
寄
り
に
Ｃ
１
（
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建

設
。
ル
セ
ロ
外
通
信
兵
一
名
を
残
し
支
援
隊
Ｂ
Ｈ
へ
・
九
日
、
マ
ル
モ
レ

イ
ホ
東
峰
北
面
氷
河
の
ル
ー
ト
偵
察
。
氷
河
末
端
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の

左
岸
に
は
い
り
こ
ん
で
い
る
急
な
ガ
レ
場
を
登
り
、
高
捲
き
気
味
に
ア
イ

ス
フ
ォ
ー
ル
上
部
に
で
る
。
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
ス
が
想
像
以
上
に
発
達
、
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
し
か
し
東
峰
は
間
近
か
に

せ
ま
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
登
華
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

す
で
に
一
月
九
日
、
次
の
目
標
エ
ナ
ノ
ス
山
群
の
登
山
に
あ
た
っ
て
、

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
の
渡
渉
の
可
能
性
、
ム
ー
ラ
の
多
く
が
傷
つ
き
、
疲
れ

き
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
低
地
に
移
動
し
て
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
日
時
的
に
マ
ル
モ
レ
イ
ホ
東
峰
登
華
の
チ
ャ
ン
ス
は
明

日
の
み
で
あ
る
。

一
○
日
、
リ
ー
ダ
ー
大
須
賀
外
日
本
側
六
名
に
、
ル
セ
ロ
の
メ
ン
バ
ー

で
早
朝
出
発
。
し
か
し
氷
河
の
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
ス
、
ク
レ
バ
ス
は
登
高
ス
ピ

ー
ド
を
著
し
く
妨
げ
る
。
標
高
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
て
東
峰
を
断

念
。
二
日
、
Ｃ
１
撤
収
、
Ｂ
Ｈ
に
下
る
。

ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
か
ら
プ
ン
タ
・
デ
・
バ
カ
ス

（
弓
ロ
ロ
冨
号
ぐ
四
ｓ
の
）
へ

一
二
日
、
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
陸
軍
小
舎
Ｂ
Ｈ
を
撤
収
。
第
二
連
隊
に
下

山
。
一
三
日
か
ら
第
二
次
登
山
の
準
備
を
行
な
う
。
支
援
隊
と
の
調
整
に

手
間
ど
り
、
一
二
日
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
発
、
途
中
ウ
ス
パ
ジ
ャ
ー
タ
ａ
ｍ
‐

冨
房
ｇ
の
第
一
六
山
岳
歩
兵
連
隊
に
一
泊
、
ム
ー
ラ
を
調
達
し
、
バ

カ
ス
に
は
い
る
。

日
本
側
川
上
以
下
七
名
。
支
援
隊
、
隊
長
マ
ル
ケ
ス
上
級
中
尉
、
下
士

官
六
名
、
兵
五
名
以
上
第
二
連
隊
。
第
一
六
連
隊
下
士
官
四
名
、
兵
一

○
名
、
ム
ー
ラ
六
七
頭
、
バ
カ
ス
の
国
境
警
備
隊
一
名
の
編
成
と
な
る
。

二
四
日
、
バ
カ
ス
発
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
に
合
流
す
る
ブ
ラ
ン
コ
川

（
観
。
国
田
口
８
）
の
出
合
い
に
あ
る
菩
備
隊
小
舎
に
向
か
う
・
盛
夏
期
を
む

か
え
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
の
増
水
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
混
成
隊
の
た
め

か
、
支
援
隊
間
の
性
格
の
違
い
も
あ
り
、
な
ん
と
な
く
士
気
に
欠
け
る
よ

う
で
あ
る
。
ム
ー
ラ
の
扱
い
方
を
み
て
も
、
第
一
六
連
隊
は
優
し
い
よ
う

で
あ
る
。
今
日
一
日
で
、
支
援
隊
に
ム
ー
ラ
に
よ
る
負
傷
者
が
三
名
も
で

る
。
落
馬
や
、
蹴
ら
れ
た
事
故
で
あ
る
。

私
達
が
初
め
に
予
想
し
、
打
合
せ
の
時
に
ト
ヌ
ジ
ャ
ン
川
の
場
合
を
例

に
し
て
、
十
分
た
し
か
め
た
の
だ
が
、
川
の
増
水
は
支
援
隊
の
予
想
よ
り

は
る
か
に
多
く
、
渡
渉
不
可
能
と
な
る
。
勿
論
前
進
を
要
請
す
れ
ば
無
理

を
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
支
援
隊
が
混
成
部
隊
で
、
今
日
の
三
件
の
事
故

を
考
え
て
も
、
強
引
に
前
進
す
れ
ば
間
違
い
の
お
こ
る
可
能
性
は
大
き

い
。
茶
褐
色
に
濁
っ
た
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
の
流
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
無
表

情
で
あ
る
。
対
岸
に
は
フ
ェ
ア
の
谷
が
、
そ
の
奥
に
未
踏
査
の
エ
ナ
ノ
ス

が
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
山
な
み
を
横
た
え
て
い
る
の
だ
。

二
五
日
、
撤
退
と
決
定
。
マ
ル
ヶ
ス
支
援
隊
長
以
下
バ
キ
ャ
ー
ノ
達
に

心
か
ら
感
謝
さ
れ
る
。
ア
ン
デ
ス
は
広
い
、
他
に
ま
だ
楽
し
め
る
山
域
が
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あ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
べ
て
は
二
連
隊
に
下
山
し
て
か
ら
考
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。
二
五
日
、
心
身
共
に
疲
れ
は
て
た
感
じ
で
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村

に
下
山
、
二
連
隊
の
正
門
に
は
い
る
と
、
衛
兵
か
ら
日
本
か
ら
の
電
報

を
受
け
取
る
。
増
田
甲
子
七
防
衛
庁
長
官
か
ら
の
激
励
電
報
で
あ
る
。
．
グ

ッ
ド
・
タ
イ
ミ
ン
グ
、
隊
員
の
顔
が
輝
き
、
新
た
な
る
フ
ァ
イ
ト
が
燃
え

あ
が
る
。
翌
朝
は
麻
生
人
事
局
長
か
ら
の
激
励
電
報
も
は
い
り
、
士
気
は

一
層
も
り
あ
が
る
。

第
二
連
隊
の
ム
ー
ラ
の
疲
労
回
復
が
お
く
れ
て
い
る
の
で
、
ト
ラ
ッ

ク
で
山
麓
ま
で
は
い
れ
る
山
域
を
選
定
す
る
。
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
村
か
ら
南

に
三
○
○
キ
ロ
、
ラ
グ
ー
ナ
・
デ
ア
マ
ン
テ
周
辺
の
山
々
と
決
定
す
る
。

デ
ア
マ
ン
テ
周
辺
の
登
山
に
つ
い
て
は
会
報
『
山
』
第
二
九
三
号
を
参
照
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
の
山
々
は
、
夏
好
天
に
恵
ま
れ
る
た

め
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
長
い
点
を
の
ぞ
け
ば
、
登
筆
技
術
上
か
ら
は
そ
れ
程

難
か
し
い
所
は
な
く
、
楽
し
い
山
登
り
が
で
き
る
。
あ
え
て
技
術
的
な
困

難
さ
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
冬
期
登
山
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
冬
期

登
山
で
の
問
題
は
、
日
本
の
山
と
同
じ
よ
う
に
、
悪
天
対
策
と
雪
崩
の
問

題
で
あ
る
が
諺
ア
プ
ロ
ー
チ
が
非
常
に
長
い
こ
と
と
合
せ
て
考
え
る
と
諺

相
当
の
準
備
と
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
陸
軍
山
岳
部
隊
も
、

冬
期
に
は
前
述
し
た
原
因
で
多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
て
い
る
。

未
登
峰
で
、
価
値
あ
る
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
地
方
で
は

エ
ナ
ノ
ス
を
除
い
て
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
エ
ナ
ノ
ス
登
鑿
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
ツ
プ
ン
ガ
ー
ト
川
の
渡
渉
の
可
能
性
が
第
一
の
問
題
で
、
あ

と
は
輸
送
面
で
ム
ー
ラ
の
調
達
如
何
で
あ
る
。
第
一
に
つ
い
て
は
十
二
月

中
旬
か
ら
一
月
上
旬
ま
で
で
、
こ
れ
を
過
ぎ
て
は
川
の
増
水
が
ひ
ど
く
て

無
理
で
あ
る
。
ム
ー
ラ
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
バ
カ
ス
の
国
境
警
備
隊
と

連
絡
を
と
る
の
が
一
番
の
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
私
達
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陸
軍
及
び
民
間
の
善
意
あ
ふ
れ
る
好

意
の
結
果
、
数
多
く
の
山
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
を
出
発
す
る
前
、

一
部
で
い
わ
れ
て
い
た
ト
ラ
ブ
ル
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
人
々
は
明
朗
快
活
、

機
械
文
明
こ
そ
発
達
し
て
い
な
い
が
、
生
活
水
準
は
南
米
一
と
い
わ
れ
る

だ
け
あ
っ
て
高
く
、
心
の
温
か
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
次
第

で
あ
る
。
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コルデイエラ・キムサークルスとイリマニ縦走（1968年）

各
都
道
府
県
山
岳
連
盟
の
動
き
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
何
々
県
岳
連

登
山
隊
と
い
う
、
県
単
位
の
登
山
隊
に
よ
る
海
外
遠
征
が
幾
つ
も
試
み
ら

れ
た
が
、
栃
木
県
山
岳
連
盟
も
、
一
九
六
八
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け

て
、
結
成
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
県
単
位
と
し
て
の
海
外
遠
征
登
山
を

行
な
っ
た
。

海
外
遠
征
と
な
る
と
、
い
ま
も
っ
て
、
ま
ず
当
面
す
る
の
が
、
い
か
に

し
て
資
金
お
よ
び
長
期
に
わ
た
る
ヒ
マ
を
生
み
出
す
か
、
と
い
う
こ
と
が

我
々
の
い
つ
わ
ら
ざ
る
現
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
は
、
そ
の
点
、
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
反

面
、
看
板
（
と
い
っ
て
も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
で
は
な
じ
を
背
負
わ
さ
れ
た

固
苦
し
い
面
も
感
じ
た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
海
外
遠
征
で
も
あ
っ
た
。

し
も
つ
け

資
金
面
で
は
、
全
県
あ
げ
て
の
援
助
を
う
け
た
。
地
元
の
下
野
新
聞
社

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
キ
ム
サ
ク
ル
ス
と
イ
リ

マ
ニ
縦
走
ｌ
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
ー

（
一
九
六
八
年
）

阿
部
重
男

が
栃
木
県
岳
連
と
共
催
で
行
な
う
事
業
と
し
て
、
全
県
下
に
よ
び
か
け
、

人
口
一
五
○
万
余
り
の
県
で
、
一
般
募
金
が
約
六
○
○
万
円
に
な
っ
た
し

現
物
寄
付
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
県
か
ら
も
一
○
○
万
円
の
補
助
金

が
出
た
し
、
岳
連
会
員
ひ
と
り
あ
た
り
千
円
の
寄
付
も
集
め
ら
れ
た
。

隊
員
の
勤
務
先
で
の
扱
い
は
、
教
職
員
は
自
己
研
修
（
俸
給
は
支
給
さ

れ
る
）
、
一
般
公
務
員
は
職
専
免
（
同
上
）
、
会
社
、
公
社
で
も
、
欠
勤
、

休
暇
扱
い
に
は
な
ら
な
い
し
、
給
料
一
部
支
給
と
い
う
好
意
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
我
々
は
距
離
的
に
最
も
遠
い
ア
ン
デ
ス

ヘ
、
し
か
も
往
復
空
路
と
い
う
一
見
ぜ
い
た
く
に
み
え
る
（
実
は
時
間
の

節
約
の
た
め
な
の
だ
が
）
遠
征
が
、
わ
り
あ
い
に
経
済
的
支
障
な
く
で
き

た
の
で
あ
る
。

ア
ン
デ
ス
に
は
、
わ
が
国
か
ら
既
に
多
数
の
登
山
隊
が
出
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
で
は
比
較
的
数
少
な
い
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
に
目
を
つ
け
た
。

こ
こ
に
は
過
去
、
一
九
六
一
年
一
橋
大
学
隊
の
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
山
群
（
『
山

岳
』
五
十
七
年
参
照
）
、
一
九
六
三
年
神
戸
大
学
隊
の
レ
ァ
ル
山
群
（
『
山
岳
』

五
十
九
年
参
照
）
、
一
九
六
四
年
東
京
外
語
大
学
隊
の
レ
ア
ル
（
『
山
岳
』
六
十

年
参
照
）
、
一
九
六
四
年
神
奈
川
県
浅
野
学
園
隊
の
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
南
部
と

レ
ア
ル
山
群
の
イ
リ
マ
ニ
峰
（
『
山
岳
』
六
十
二
年
参
照
）
、
一
九
六
七
年
女
性

三
人
に
よ
る
日
ポ
親
善
登
山
隊
の
レ
ア
ル
山
群
ワ
イ
ナ
・
ポ
ト
シ
峰
（
『
山

岳
』
六
十
三
年
参
照
）
と
五
指
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
栃
木
県
岳
連

隊
は
本
邦
第
六
番
目
の
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
登
山
隊
で
あ
る
。
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前
述
の
五
隊
は
、
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
と
レ
ア
ル
山
群
に
集
中
し
て
い
る

が
、
レ
ア
ル
は
、
か
つ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
、
新
大
陸
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
と

よ
ん
だ
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
山
な
み
で
あ
る
。

ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
は
、
。
へ
ル
ー
南
部
で
東
山
系
と
西
山
系
に
分
か

れ
、
そ
の
間
に
ア
ル
テ
ィ
・
プ
ラ
ノ
と
よ
ば
れ
る
、
幅
数
百
キ
ロ
に
お
よ

ぶ
、
日
本
列
島
が
ス
ッ
ポ
リ
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
大
高
原
が
広

が
っ
て
い
る
。

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
と
は
広
義
に
は
、
こ
の
東
山
系
の
大
部
分
を

さ
す
が
、
普
通
に
は
、
北
を
コ
ン
サ
タ
川
、
南
を
ラ
パ
ス
川
で
し
き
ら
れ

る
約
二
百
キ
ロ
の
山
群
を
い
う
。
こ
の
レ
ア
ル
山
群
の
南
東
に
ラ
パ
ス
川

の
谷
を
隔
て
て
連
な
る
の
が
、
キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
で
あ
り
、
ラ
パ
ス
南

東
か
ら
オ
ル
ロ
方
面
に
、
北
西
か
ら
南
東
へ
約
百
キ
ロ
の
山
な
み
を
み
せ

て
い
る
。

キ
ム
サ
ク
ル
ス
（
Ｃ
日
日
圏
９
局
）
と
は
三
つ
の
十
字
架
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
、
こ
の
山
群
は
、
美
し
い
レ
ア
ル
の
か
げ
に
目
立
た
ぬ
存
在
と

な
り
、
ま
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
便
さ
も
あ
っ
て
、
い
ま
ま
で
は
登
山
活

動
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
、
未
踏
地
帯
を
多
く
残
し
て
い
た
。

我
々
は
計
画
の
段
階
で
、
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
山
群
と
キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群

の
両
者
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
同
じ
時
期
に
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
に
は
、
ド

イ
ツ
の
登
山
隊
が
入
る
と
い
う
話
を
吉
沢
一
郎
氏
か
ら
伝
え
聞
き
、
吉
沢

さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
ド
イ
ツ
隊
に
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
を
ゆ
ず
り
、
キ
ム
サ

我
々
の
登
山
計
画
は
、
次
の
三
期
に
合
か
れ
た
。
つ
ま
り
第
一
期
（
五

月
二
十
八
日
’
六
月
二
十
一
日
）
キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
、
第
二
期
（
六
月

二
十
七
日
’
七
月
十
四
日
）
サ
ハ
マ
、
第
三
期
（
七
月
二
十
二
日
’
八
月

一
日
）
イ
リ
マ
ニ
で
あ
っ
た
。

栃
木
県
山
岳
連
盟
南
米
ア
ン
デ
ス
親
善
登
山
隊
と
、
妙
に
長
々
と
し
た

名
称
を
つ
け
た
の
は
、
県
民
の
支
援
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ア
ン
デ
ス

が
ど
こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
ぬ
者
が
多
い
か
ら
、
特
に
南
米
と
つ
け
ろ
、

と
い
う
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
山
岳
連
盟
の
隊
で
あ
る
か
ら
、
隊
員
の

構
成
は
寄
合
世
帯
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

登
山
隊
員
（
年
齢
は
遠
征
当
時
）

隊
長
阿
部
重
男
（
三
七
歳
）
教
員
栃
木
県
岳
連
副
理
事
長
宇

都
宮
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
宇
都
宮
白
峰
会
所
属

副
隊
長
小
材
守
志
（
三
八
歳
）
栃
木
県
庁
職
員
渉
外
担
当
栃
木

県
岳
連
事
務
局
長
宇
都
宮
渓
嶺
会
所
属

隊
員
長
谷
川
正
（
三
六
歳
）
教
員
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
栃
木
県
高

体
連
登
山
部
委
員
宇
都
宮
白
峰
会
所
属

″
寺
内
真
治
（
三
○
歳
）
栃
木
市
役
所
職
員
装
備
担
当
東

ク
ル
ス
は
こ
ち
ら
専
用
に
願
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
隊
（
○
牙
壗
‐

陣
曾
匿
の
目
①
‐
少
且
①
ロ
向
曽
＆
昌
○
目
届
罷
）
と
は
、
後
に
ラ
パ
ス
の
ク
ル

ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ノ
・
ボ
リ
ビ
ア
ノ
（
Ｑ
巨
ウ
ン
ロ
９
国
○
‐
国
○
一
耳
目
〕
○
）
の
ル

ー
ム
で
交
歓
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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京
農
大
ワ
ン
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
栃
木
山
岳
会
所
属

隊
員
今
井
仁
（
三
○
歳
）
専
売
公
社
員
装
備
・
輸
送
担
当

専
売
公
社
宇
都
宮
地
方
局
山
岳
部
所
属

〃
大
野
宏
（
二
七
歳
）
教
員
記
録
・
撮
影
担
当
宇
大
山

岳
部
Ｏ
Ｂ
会
所
属

〃
小
島
守
夫
（
二
七
歳
）
県
庁
職
員
医
療
・
食
糧
担
当
宇

大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
所
属

〃
荻
野
憲
（
二
七
歳
）
富
士
重
工
社
員
食
糧
担
当
富
士

重
工
山
岳
部
た
か
ね
会
所
属

〃
小
島
進
（
三
四
歳
）
海
外
移
住
事
業
団
職
員
現
地
参
加

ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駐
在
宇
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
所
属

″
亀
岡
武
彦
（
三
五
歳
）
報
道
担
当
下
野
新
聞
社
特
派
員

ほ
か
に
現
地
人
で
、
次
の
二
名
が
登
山
の
一
部
に
参
加
し
た
。

ロ
ニ
ー
（
詞
。
ロ
ョ
①
）
井
畑
（
二
二
歳
）
ク
ル
ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ノ
・
ポ
リ

ビ
ァ
ノ
（
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
）
会
長
日
系
三
世
浅
野
学
園
隊
の
イ
リ

マ
ニ
登
山
に
同
行
し
て
い
る
。

ア
ル
フ
レ
ド
・
マ
ル
チ
ネ
ス
（
ど
岸
＆
昌
色
昌
口
①
国
）
（
三
三
歳
）
ク

ル
ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ノ
会
員
一
橋
大
学
隊
と
同
行
、
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
の
チ

ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
、
パ
ロ
マ
ニ
・
グ
ラ
ン
デ
に
登
頂
、
神
戸
大
学
隊
と
イ

リ
マ
ニ
、
イ
ヤ
ン
プ
に
同
行
。

本
隊
行
動
日
誌

２
月
鵡
日
登
山
装
備
船
積
（
横
浜
港
）
。

６
月
廻
日

６
月
哩
日

６
月
、
日

６
月
９
日

６
月
５
日

Ｒ
Ｕ
ｐ
Ｈ
ワ
ー
ｐ
Ｈ

６
月
６
日

６
月
４
日

6 5 5 4

月月月月
1 20 1928

日 日 日 日

先
発
隊
出
発
（
空
路
、
長
谷
川
、
寺
内
）
。

本
隊
出
発
（
空
路
）
。

全
隊
員
ラ
パ
ス
集
結
（
一
○
名
）
。

キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
東
面
チ
ャ
タ
マ
ル
カ
湖
南
西
岸
に
Ｂ
Ｃ

設
営
。

サ
ン
フ
ェ
リ
ッ
ペ
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
初
登
頂
に
成
功
（
小

材
、
寺
内
、
小
島
、
大
野
）
。

第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
（
長
谷
川
、
今
井
、
マ
ル
チ
ネ
ス
）
サ

ン
フ
ェ
リ
ッ
・
へ
と
無
名
峰
（
の
ち
に
ヨ
コ
カ
ワ
と
命
名
）
に

初
登
頂
。

第
三
次
ア
タ
ッ
ク
隊
（
阿
部
、
荻
野
、
寺
内
）
サ
ン
フ
ェ
リ

ッ
ペ
と
ヨ
コ
ヵ
ワ
に
登
頂
。

小
材
、
小
島
ョ
コ
カ
ワ
に
登
頂
。
今
井
、
大
野
、
サ
ン
ロ
レ

ン
ソ
に
初
登
頂
。

キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
主
稜
線
上
の
無
名
峰
に
ア
タ
ッ
ク
開
始

小
材
、
寺
内
、
Ｃ
峰
（
の
ち
に
ト
チ
ギ
と
命
名
）
に
初
登
頂
。

阿
部
、
今
井
、
大
野
、
荻
野
、
Ａ
峰
（
の
ち
に
シ
モ
ッ
ケ
と

命
名
）
、
長
谷
川
、
小
島
、
Ｂ
峰
（
の
ち
に
ニ
ッ
コ
ウ
と
命

名
）
に
初
登
頂
。

Ｂ
Ｃ
移
動
開
始
。

キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
西
面
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
山
麓
に
Ｂ
Ｃ

設
営
。
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６
月
喝
日
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
登
頂
に
成
功
（
今
井
、
寺
内
、
大
野
、

荻
野
）
。

７
月
１
日
サ
ハ
マ
山
麓
に
Ｂ
Ｃ
設
営
。

７
月
４
日
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
（
阿
部
、
寺
内
、
大
野
、
荻
野
、
ロ
ニ

ー
）
南
面
ル
ン
ゼ
の
ル
ー
ト
で
登
頂
。

７
月
７
日
第
二
次
隊
（
小
材
、
長
谷
川
、
今
井
、
小
島
、
マ
ル
チ
ネ
ス
）

登
頂
。

７
月
翠
日
イ
リ
マ
ニ
Ｂ
Ｃ
設
営
。

７
月
型
日
イ
リ
マ
ニ
南
峰
の
西
尾
根
上
五
四
一
○
メ
ー
ト
ル
に
第
一
キ

ャ
ン
プ
設
営
。

７
月
妬
日
同
尾
根
五
六
八
○
メ
ー
ト
ル
に
第
二
キ
ャ
ン
プ
設
営
。

７
月
妬
日
今
井
、
大
野
隊
、
縦
走
に
は
い
る
。
小
島
、
荻
野
隊
、
縦
走

隊
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
北
峰
に
登
頂
。
阿
部
、
寺
内
隊
、
南
峰

に
登
頂
。

７
月
”
日
今
井
、
大
野
隊
、
南
峰
、
中
央
峰
、
北
峰
の
縦
走
に
成
功
。

７
月
躯
日
小
材
、
長
谷
川
隊
、
南
峰
に
登
頂
。

８
月
１
日
ラ
パ
ス
帰
着
、
登
山
活
動
終
了
。

８
月
９
日
ｌ
哩
日
サ
ン
・
フ
ァ
ン
日
本
人
移
住
地
訪
問
。

８
月
過
日
ラ
パ
ス
出
発
（
空
路
）
帰
国
の
途
に
つ
く
。

８
月
弱
日
羽
田
帰
着
。

キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
で
の
登
山

キ
ム
サ
ク
ル
ス
は
ラ
パ
ス
か
ら
南
東
、
直
線
距
離
に
し
て
約
八
○
キ
ロ

付
近
か
ら
始
ま
り
、
さ
ら
に
南
東
方
向
に
標
高
五
千
か
ら
六
千
メ
ー
ト
ル

の
峰
々
が
五
十
座
近
く
連
な
る
山
群
で
あ
る
。
そ
の
最
高
峰
は
、
山
群
中

央
部
や
堅
南
よ
り
の
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
（
言
。
富
２
口
。
８
号
士
と
ｇ
目
）

で
あ
り
、
そ
の
北
に
は
ヒ
ガ
ン
テ
・
グ
ラ
ン
デ
（
Ｑ
唱
昌
①
⑦
国
且
①
凸
・
忠

司
日
）
、
ネ
バ
ド
・
ア
ト
ロ
マ
（
ｚ
①
ぐ
且
Ｃ
Ｐ
８
Ｈ
ｏ
目
色
占
当
ｇ
目
）
、
イ
ン

マ
ク
ラ
ド
ウ
（
冒
目
ｍ
ｏ
巳
且
Ｏ
士
》
ｇ
＠
日
）
な
ど
、
ま
た
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ

ョ
か
ら
南
に
は
サ
ン
・
フ
ァ
ン
ａ
目
盲
目
凸
、
９
日
）
、
ア
ギ
ラ
ル

（
シ
唱
旨
尉
占
な
８
日
己
な
ど
が
連
な
り
、
主
稜
線
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
付
近
一
帯
の
登
山
活
動
は
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
我

我
が
知
り
得
た
範
囲
で
は
、
一
九
○
三
年
ド
イ
ツ
隊
が
初
め
て
踏
査
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、
一
九
一
二
年
ス
イ
ス
隊
に
よ
り
ハ
チ
ャ
ク
ノ
コ
リ
ョ
、

イ
ン
マ
ク
ラ
ド
ウ
、
ア
ギ
ラ
ル
、
カ
ル
ナ
バ
ル
（
地
図
上
位
置
不
明
）
な

ど
の
初
登
が
な
さ
れ
た
。
つ
い
で
一
九
二
四
年
に
ド
イ
ツ
隊
が
、
イ
ン
マ

ク
ラ
ド
ウ
以
北
一
帯
を
踏
査
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

り
、
そ
の
後
Ｊ
・
Ｐ
・
プ
レ
ム
の
ド
イ
ツ
隊
が
一
九
二
八
年
ア
ト
ロ
マ
に

初
登
、
一
九
三
九
年
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
、
ア
ギ
ラ
ル
の
第
二
登
、
ワ
イ

ナ
・
ク
ノ
コ
リ
ョ
（
国
巨
四
首
色
○
ロ
ロ
。
８
二
。
占
勘
ｇ
日
）
（
地
図
上
位
置
不

明
）
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
の
初
登
に
成
功
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六
四

年
ア
ド
リ
ア
ン
（
シ
島
冨
巳
の
メ
キ
シ
コ
隊
が
キ
ム
サ
ク
ル
ス
に
入
山
、

ア
ト
ロ
マ
の
第
二
登
、
ア
ギ
ラ
ル
の
第
三
登
、
ヒ
ガ
ン
テ
・
グ
ラ
ン
デ
の

初
登
に
成
功
し
て
い
る
。

我
々
が
こ
の
地
域
の
や
シ
詳
し
い
地
図
を
見
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
。

(104）



コルデイエラ．キムサクルスとイリマニ縦走（1968年）

QuimsaCruz f銅

ler

e

f orLaPazforLaPaz

(105）



ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
一
九
四
五
年
に
載
っ
て
い
た
Ｊ
・
Ｐ
・
プ

レ
ム
の
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、
そ
の
図
に
よ
っ
て
計
画
を
す
す
め
て

い
た
が
、
そ
の
後
ク
ル
ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ノ
の
グ
テ
ー
レ
ス
（
の
匡
胃
目
①
園
）

氏
が
航
空
写
真
と
彼
の
山
岳
界
か
ら
得
た
知
識
を
も
と
に
し
て
集
成
し

た
、
ス
ケ
ー
ル
五
万
分
の
一
の
概
念
図
的
な
地
図
を
、
ラ
パ
ス
日
本
人
会

長
の
井
門
泰
氏
か
ら
送
ら
れ
た
。
別
掲
の
概
念
図
は
、
そ
の
地
図
と
我
々

の
踏
査
の
結
果
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
栃
木
岳
連
隊
の
登
山
は
、
こ

の
地
図
に
お
け
る
主
稜
線
北
東
部
に
派
生
し
た
、
サ
ン
フ
ェ
リ
ッ
・
へ
（
殴
国

罵
層
①
ふ
、
８
日
）
山
塊
の
初
登
頂
に
主
目
標
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

五
月
十
九
日
、
羽
田
を
た
っ
た
本
隊
は
、
現
地
時
間
二
十
日
昼
近
く
ラ

パ
ス
空
港
に
降
り
た
。
装
備
類
は
、
Ｋ
ラ
イ
ン
に
よ
り
チ
リ
の
ア
リ
ヵ
港

経
由
で
ラ
パ
ス
入
り
、
在
留
日
本
人
会
の
骨
折
り
で
心
配
し
た
盗
難
に
も

あ
わ
ず
、
通
関
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
。
ト
ヨ
タ
・
ポ
リ
ビ
ア
ー
ナ
の
河
合

社
長
が
、
社
屋
の
一
室
を
本
隊
の
装
備
類
倉
庫
に
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、

す
べ
て
順
調
に
す
す
む
。

五
月
二
十
八
日
、
一
切
の
準
備
を
す
ま
せ
、
マ
ル
チ
ネ
ス
を
同
行
し
、

ラ
パ
ス
を
出
発
し
た
（
小
島
進
は
移
住
地
に
水
害
が
あ
っ
た
た
め
登
山
に

は
不
参
加
）
。

ト
ョ
タ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ア
ル
テ
ィ
・
プ
ラ
ノ
を
二
五
○
キ
ロ
突
走
っ

た
。
ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
褐
色
の
高
原
が
荒
涼
と
果
て
し
な
く
広
が
る
。

荒
野
に
ポ
ッ
ン
と
置
き
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
イ
ン
デ
ィ
オ
部
落
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
、
す
す
け
た
よ
う
な
草
が
申
し
訳
の
よ
う
に
生
え
て
い
る
ほ
か
は
、

一
木
も
み
ら
れ
な
い
半
砂
漠
状
の
高
原
の
彼
方
に
、
キ
ム
サ
ク
ル
ス
の
山

な
み
が
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
い
て
、
我
々
の
闘
志
を
わ
か
せ
た
。

ト
ヨ
タ
・
ポ
リ
ピ
ア
ー
ナ
の
新
ヶ
江
氏
は
道
に
明
る
く
、
キ
ム
サ
ク
ル

ス
の
山
ふ
と
こ
ろ
深
い
鉱
山
部
落
コ
タ
ク
チ
ョ
（
海
抜
四
六
七
○
メ
ー
ト
ル
）

（
イ
ン
デ
ィ
オ
は
カ
ル
メ
ン
ロ
サ
と
も
よ
ん
で
い
る
）
ま
で
乗
り
入
れ

た
。
こ
こ
で
ト
ラ
ッ
ク
を
帰
す
が
、
ア
ン
デ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
実
に
容

易
な
こ
と
に
精
々
張
り
合
い
抜
け
の
感
じ
だ
っ
た
。
翌
日
か
ら
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
設
営
の
た
め
前
進
に
か
か
る
が
、
こ
こ
で
一
苦
労
す
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
リ
ャ
マ
を
雇
う
の
だ
が
、
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
。

イ
ン
デ
ィ
オ
は
実
に
ル
ー
ズ
で
、
約
束
を
守
ら
な
い
。
さ
ら
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
途
中
で
賃
上
げ
ス
ト
ま
で
敢
行
す
る
始
末
だ
。
そ
の
結
果
、
結
局
リ
ャ

マ
一
頭
に
つ
き
一
日
六
。
へ
ソ
（
一
・
へ
ソ
三
○
円
）
と
な
る
。

そ
れ
で
も
六
月
一
日
、
コ
タ
ク
チ
ョ
か
ら
サ
ン
エ
ン
リ
ケ
（
離
国
同
旨
‐

風
呂
①
）
峠
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
た
と
こ
ろ
、
チ
ャ
タ
マ
ル
カ

湖
畔
（
臆
・
○
冨
冨
日
胄
８
）
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
四
八
二
○
メ
ー
ト
ル
）

を
設
営
で
き
た
。

サ
ン
フ
エ
リ
ッ
ペ
（
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）

サ
ン
フ
ェ
リ
ッ
・
へ
は
、
頂
上
直
下
に
大
氷
塊
を
崩
壊
さ
せ
、
二
キ
ロ
近

い
氷
河
を
チ
ャ
タ
マ
ル
カ
湖
に
向
け
押
し
出
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
は
、
こ

の
南
西
氷
河
上
に
と
り
、
南
稜
を
の
り
こ
え
、
頂
上
南
東
の
プ
ラ
ト
ー
に

出
る
。
プ
ラ
ト
ー
に
出
る
南
稜
の
の
っ
こ
し
が
困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ト

ー
に
前
進
テ
ン
ト
（
五
二
四
○
メ
ー
ト
ル
）
を
あ
げ
て
か
ら
は
、
稜
線
上
の
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比
較
的
単
調
な
登
行
と
な
っ
た
。

氷
は
硬
い
が
表
面
に
新
雪
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
は
な
か
っ

た
。
高
度
も
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
で
は
、
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
く
、
気
候

は
全
く
安
定
し
て
お
り
、
快
適
な
登
は
ん
で
あ
っ
た
。

ヨ
コ
カ
ワ
（
五
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）

サ
ン
フ
ェ
リ
ッ
ペ
の
北
部
、
尾
根
つ
づ
き
に
、
ひ
と
き
わ
ぬ
き
ん
で
た

ヒ
マ
ラ
ヤ
ひ
だ
の
き
れ
い
な
峰
が
あ
っ
た
。
や
せ
尾
根
づ
た
い
に
登
り
、

頂
上
直
下
に
五
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
設
け
て
、
全
員
登
頂
し

た
。
こ
れ
は
無
名
峰
で
あ
っ
た
た
め
、
本
隊
の
後
援
会
長
で
あ
り
、
か
つ

て
ラ
パ
ス
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
栃
木
県
の
横
川
知
事
の
名
を
い
た
だ
き

ク
ル
ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ノ
、
ラ
パ
ス
日
本
人
会
と
も
相
談
、
諒
承
を
得
て
、

ヨ
コ
カ
ワ
と
命
名
し
た
。
以
下
に
述
べ
る
三
峰
の
命
名
も
同
様
に
し
た
。

シ
モ
ツ
ケ
（
五
七
三
○
メ
ー
ト
ル
）
｜
｜
ツ
コ
ウ
（
五
七
五
○
メ
ー
ト
ル
）

ト
チ
ギ
（
五
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）

サ
ン
フ
ェ
リ
ッ
・
へ
山
塊
と
チ
ャ
タ
マ
ル
カ
湖
を
間
に
し
て
、
向
か
い
合

っ
た
キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
主
稜
線
上
、
ヒ
ガ
ン
テ
か
ら
ア
ト
ロ
マ
間
の
十

キ
ロ
ほ
ど
の
問
に
三
つ
の
無
名
峰
が
連
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
本
隊
を

三
班
に
分
け
、
六
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
登
頂
し
、
栃
木
県
に
因
ん

だ
シ
モ
ッ
ケ
、
ニ
ッ
コ
ウ
、
ト
チ
ギ
と
命
名
し
た
。

ど
の
峰
も
氷
河
の
上
に
突
出
屹
立
し
た
岩
峰
で
、
そ
の
側
壁
に
幾
筋
か

の
ル
ン
ゼ
が
懸
垂
し
、
そ
れ
が
氷
雪
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ル
ン
ゼ

に
ル
ー
ト
を
と
り
、
数
ピ
ッ
チ
で
頂
上
に
立
っ
た
。

ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
（
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）

前
記
六
峰
（
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
静
旨
Ｆ
ｏ
局
員
。
‐
Ｐ
③
ｇ
日
に
は
、
サ
ン

フ
ェ
リ
ッ
ペ
前
進
キ
ャ
ン
プ
に
荷
上
げ
に
き
た
今
井
、
大
野
が
七
日
初
登

頂
し
た
）
の
初
登
を
終
っ
た
本
隊
は
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
キ
ム
サ
ク
ル

ス
山
群
西
面
に
移
動
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
地
元
の
鉱
山
で
使
う
イ
ン
デ

ィ
オ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
。

ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
ヘ
は
、
は
じ
め
東
面
バ
ク
ー
亀
四
○
巨
昌
）
か
ら
の
ア

タ
ッ
ク
を
考
え
た
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
容
易
さ
と
、
踏
査
の
目
的
の
た
め

か
ら
西
面
チ
ョ
ヘ
ナ
コ
タ
（
○
ｇ
甘
四
８
国
）
へ
ま
わ
り
こ
ん
だ
。
チ
ョ
ヘ

ナ
コ
タ
か
ら
望
む
ハ
チ
ャ
ク
ノ
コ
リ
ョ
は
、
キ
ム
サ
ク
ル
ス
山
群
の
盟
主

に
ふ
さ
わ
し
く
、
雄
大
な
山
容
を
誇
り
、
氷
河
の
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
、

既
に
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
隊
が
登
っ
た
山
だ
が
、
我
々
の
闘
志
を
か
き
た
て

た
。

二
日
間
の
偵
察
の
あ
と
、
ハ
チ
ヤ
ク
ノ
コ
リ
ョ
氷
河
に
ル
ー
ト
を
定
め

て
、
六
月
十
七
日
寺
内
、
今
井
、
大
野
、
荻
野
の
四
人
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
を
出
て
、
標
高
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
に
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
を
設

営
、
翌
十
八
日
強
風
に
た
た
か
れ
な
が
ら
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
戦
後
初
の

登
頂
を
な
し
た
。

ボ
リ
ビ
ア
の
最
高
峰
サ
ハ
マ
ａ
且
四
日
四
＆
ふ
ざ
日
）

サ
ハ
マ
は
チ
リ
国
境
に
近
く
そ
び
え
る
氷
の
塊
の
よ
う
な
大
き
い
山

だ
。
本
隊
は
ト
ラ
ッ
ク
で
ラ
パ
ス
か
ら
、
三
五
○
キ
ロ
走
っ
て
サ
ハ
マ
部

落
に
つ
い
た
。
ラ
パ
ス
を
出
て
四
日
目
の
七
月
一
日
サ
ハ
マ
山
の
南
西
、
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海
抜
四
四
八
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
、
二
日
南

西
稜
を
越
え
て
、
西
面
氷
河
上
五
○
五
○
メ
ー
ト
ル
に
前
進
テ
ン
ト
を
設

営
、
そ
こ
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
。
し
か
し
山
の
大
き
い
サ

ハ
マ
は
、
氷
河
の
状
況
も
悪
く
、
登
頂
ル
ー
ト
の
発
見
は
困
難
を
き
わ
め

た
。

七
月
三
日
、
一
日
が
か
り
で
ル
ー
ト
エ
作
、
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
を
越
す

フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
ル
ー
ト
を
つ
け
た
。
四
日
、
阿
部
、
寺

内
、
大
野
、
荻
野
、
ロ
ニ
ー
が
八
時
間
の
苦
闘
の
末
、
一
九
六
四
年
の
東

京
外
語
大
隊
に
つ
づ
い
て
日
本
隊
二
番
目
の
登
頂
を
し
た
。
つ
づ
い
て
七

日
、
小
材
、
長
谷
川
、
今
井
、
小
島
、
マ
ル
チ
ネ
ス
が
、
本
隊
の
第
二
次

登
頂
を
し
た
。

イ
リ
マ
ニ
（
昌
目
國
昌
占
溶
９
日
）
初
縦
走

本
隊
最
後
の
目
標
は
、
ラ
パ
ス
か
ら
毎
日
仰
ぎ
み
ら
れ
る
イ
リ
マ
ニ
の

南
峰
、
中
央
峰
、
北
峰
の
初
縦
走
で
あ
る
。

七
月
二
十
二
日
、
イ
リ
マ
ニ
西
面
、
四
四
六
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
、
イ
リ
マ
ニ
縦
走
の
拠
点
と
し
た
。

二
十
四
日
、
南
峰
か
ら
西
へ
張
り
出
し
て
い
る
尾
根
上
五
四
一
○
メ
ー

ト
ル
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
、
二
十
五
日
五
六
八
○
メ
ー
ト
ル
に
第
二
キ
ャ
ン

プ
を
ひ
き
あ
げ
た
。

二
十
六
日
、
今
井
、
大
野
隊
が
縦
走
に
は
い
り
、
南
峰
、
中
央
峰
を
踏

ん
で
、
中
央
峰
と
北
峰
の
コ
ル
で
ビ
バ
ー
ク
（
高
度
六
○
九
○
メ
ー
ト
ル
）

し
た
。
こ
こ
に
は
小
島
、
荻
野
隊
が
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
か
ら
直
接
の
ル
ー

ト
を
と
っ
て
、
食
糧
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
い
た
。

二
十
七
日
今
井
、
大
野
隊
は
予
定
よ
り
早
い
ピ
ッ
チ
で
登
高
を
続
け
、

北
峰
に
登
頂
し
た
。
い
つ
ぽ
う
小
島
、
荻
野
隊
は
、
さ
き
の
サ
ポ
ー
ト
の

あ
と
、
二
十
六
日
北
峰
に
登
頂
、
同
日
阿
部
、
寺
内
隊
は
南
峰
に
登
頂
、

二
十
八
日
小
材
、
長
谷
川
隊
が
南
峰
登
頂
に
成
功
。
結
局
全
員
が
、
南
峰

も
し
く
は
北
峰
に
登
頂
し
た
。

イ
リ
マ
ニ
縦
走
記
録

う食

晴
く
晴
昼

、
ｊ
巧
巧
妬
帥
妬
妬
、
ノ
帥
巧
帥
妬
妬
妬
的

金
．
．
：
：
。
．
：
．
、
土
．
．
．
．
・
・
・
．
：
。
．
：

〆
く
６
７
１
２
４
６
一
４
８
０
１
１
３
５
５

６２

１
１
１
１

２７

１
１
１
１
１
１

線
上
峰
ル
私
発
上
発
菩
発

７恥
睡
哩
嘩
頂
央
嘩
蝿
ル
坪
〃
ル
２
１

８

″
Ｃ
Ｃ

南
〃
中
北
．
北
．

最
後
に
、
我
々
の
登
山
が
成
功
裡
に
終
了
し
た
か
げ
に
は
、
ク
ル
ブ
・

ア
ン
デ
ィ
ノ
の
好
意
と
ラ
パ
ス
日
本
人
会
の
絶
大
な
る
協
力
、
日
本
大
使

館
の
親
身
の
援
護
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
忘
れ
得
ぬ
百
日
間
の
ボ
リ
ビ

ア
・
ア
ン
デ
ス
の
報
告
を
終
る
。
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ベースキャンプからメルセダリオの南壁を望む

Southwal l ofMercedario (6770m) seen fromtheBaseCamp
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メルセダリオ南壁(1968 年）

小
田
原
山
岳
協
会
で
は
、
第
一
回
海
外
登
山
の
目
標
を
定
め
る
に
当
り
、

高
度
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
、
少
人
数
で
登
頂
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、
費
用
が
あ
ま
り
か
か
ら
ぬ
こ
と
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
条
件

を
あ
げ
た
結
果
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
外
で
は
ア
ン
デ
ス
と
い
う
意
見
が
多
く
、

南
ア
メ
リ
カ
第
四
位
の
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
（
六
七
七
○
メ
ー
ト
ル
）
南
壁
に
決

ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
山
の
資
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に
吉
沢
一

郎
氏
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
に
よ
る
北
西
面
か
ら
の
初
登
頂
の
翻
訳
が
あ
る
だ

け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
三
十
四
年
前
の
記
録
で
あ
り
、
最
近
の
資

料
を
得
る
た
め
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
館
に
資
料
の
提
供
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陸
軍
と
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
山
岳
会
と
の
連
絡
に
成

功
し
た
。
陸
軍
か
ら
は
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
か
ら
の
道
路
の
ス
ケ
ッ
チ
図
、

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
山
岳
会
か
ら
は
会
報
と
、
合
同
登
山
の
申
込
み
が
と
ど
い

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
南
壁
（
一
九
六
八
年
）吉

田
三
郎

た
。
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
朗
報
に
、
喜
び
と
気
強
さ
を
覚
え
た
。

早
速
隊
員
の
選
定
を
行
な
う
。
隊
長
は
当
初
か
ら
計
画
の
中
心
だ
っ
た

吉
田
三
郎
、
副
隊
長
は
小
島
実
、
隊
員
は
渡
辺
辰
雄
（
食
糧
）
、
天
利
（
医

薬
）
、
岡
部
佳
生
（
写
真
）
、
笠
間
秀
二
（
装
備
）
、
増
山
（
現
地
参
加
、
通
訳
）

と
決
定
し
、
一
方
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
は
次
の
よ
う
に
連
絡
を
う
け
た
。

隊
長
静
吋
唱
。
恩
日
働
且
の
圃
詔
歳

○
の
○
日
展
巨
目
目
処
謁
歳

シ
ョ
○
日
○
国
①
○
月
匡
四
詔
歳

詞
号
呂
ｏ
ｐ
ｇ
Ｏ
貝
蝿
歳

案
内
人
巨
幽
ご
巨
巴
の
。
ｐ
国
巴
①
画
認
歳

困
８
匙
○
ぐ
巴
号
園
諏
歳

こ
れ
で
日
ァ
合
同
登
山
隊
の
編
成
が
終
っ
た
。
一
九
六
七
年
十
一
月
十

二
日
、
天
利
・
岡
部
の
両
隊
員
が
先
発
と
し
て
海
路
日
本
を
発
ち
、
本
隊

は
一
月
三
日
、
空
路
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
に
向
か
っ
た
。
一
月
十
八
日

に
全
員
集
結
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
支
局
で
は
我
々
の
た
め
に

特
派
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
荷
物
の
通
関
は
関
係
者
の
協
力

に
よ
り
即
日
無
税
で
通
過
し
、
我
々
の
基
地
で
あ
る
サ
ン
・
フ
ァ
ン
へ
送

る
こ
と
が
出
来
た
。

人
口
二
十
七
万
、
メ
ン
ド
サ
に
次
ぐ
ブ
ド
ー
の
原
産
地
と
し
て
発
達
し

て
い
る
都
市
で
、
砂
漠
の
中
の
森
の
都
で
あ
る
。
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
・
ク
ラ

(109）
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ブ
は
、
こ
の
都
市
の
社
会
人
団
体
と
し
て
活
動
し
、
青
少
年
の
育
成
に
努

力
し
て
お
り
、
会
員
数
七
○
名
の
山
岳
会
で
あ
る
。
我
々
は
ク
ラ
ブ
か
ら

提
供
さ
れ
た
民
家
に
居
を
か
ま
え
て
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
市
関
係
者
、
警
備

隊
へ
の
挨
拶
や
、
現
地
調
達
物
資
の
入
手
に
忙
殺
さ
れ
、
一
方
吉
田
以
下

三
名
は
ク
ラ
ブ
員
の
案
内
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
用
ム
ー
ラ
の
最
終
契
約
に
向

か
っ
た
。

ム
ー
ラ
の
交
渉
は
予
想
外
に
難
行
し
た
。
当
初
我
々
は
予
算
の
関
係
で

入
山
と
下
山
の
み
に
ム
ー
ラ
を
使
用
す
る
こ
と
で
交
渉
を
始
め
た
が
、
馬

主
は
入
山
中
の
全
日
数
の
契
約
を
迫
っ
て
来
た
。
金
額
も
二
十
五
万
円
と

両
方
の
意
見
が
大
き
く
違
い
、
ク
ラ
ブ
員
と
も
再
三
再
四
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
る
始
末
で
あ
っ
た
。
結
局
我
々
が
折
れ
て
、
金
額
を
十
六
万
円
（
食
糧

含
み
）
の
契
約
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。
契
約
に
当
っ
て
は
文
書

を
交
換
し
て
、
今
後
の
い
ざ
こ
ざ
の
な
い
よ
う
に
し
て
サ
ン
・
フ
ァ
ン
へ

戻
っ
た
。
サ
ン
・
フ
ァ
ン
で
は
別
の
隊
員
が
荷
物
の
積
換
え
を
行
い
、
夕

方
に
は
サ
ン
・
フ
ァ
ン
州
と
日
本
大
使
館
の
厚
意
に
よ
る
日
本
週
間
の
挨

拶
に
出
か
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
多
忙
で
あ
っ
た
。
現
地
調
達
も
ク
ラ
ブ
員

の
案
内
が
あ
り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん
だ
よ
う
だ
。
一
月
二
十

六
日
、
ク
ラ
ブ
か
ら
差
向
け
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
一
台
に
十
二
名
の
大
世
帯

が
乗
り
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
を
後
に
し
た
。

サ
ン
・
フ
ァ
ン
を
一
歩
外
れ
る
と
砂
漠
と
な
る
。
一
路
メ
ル
セ
ダ
リ
オ

に
向
っ
て
疾
駆
す
る
。
小
さ
な
部
落
カ
リ
ン
ガ
ス
タ
、
ベ
レ
キ
ル
と
砂
煙

り
を
あ
げ
て
通
り
抜
け
る
。
一
日
走
り
続
け
た
我
々
は
、
ロ
ス
・
パ
ト
ス

河
と
ブ
ラ
ン
コ
河
の
合
流
点
フ
ン
タ
に
着
い
た
。
広
い
河
原
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
第
一
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
案
内
人
ゴ
ン
ザ
レ
ス
の
出
迎
え
を

受
け
て
、
い
よ
い
よ
入
山
だ
な
と
い
う
気
持
に
な
り
、
全
員
活
発
に
行
動

を
起
す
。
と
に
か
く
こ
れ
か
ら
は
日
ア
合
同
登
山
で
、
我
々
の
隊
員
で
ス

・
へ
イ
ン
語
の
わ
か
る
も
の
が
い
な
い
の
は
心
淋
し
い
が
、
無
事
に
下
山
し

た
い
も
の
と
思
う
。

日
ア
両
隊
長
と
ゴ
ン
ザ
レ
ス
の
三
名
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
打
合
せ
を
行

い
、
次
の
点
で
一
致
し
た
。

１
、
一
日
の
行
動
範
囲
は
ム
ー
ラ
の
半
日
行
程
と
す
る
（
ム
ー
ラ
は
二

往
復
す
る
た
め
）
。

２
、
日
ァ
両
隊
の
食
事
は
別
と
す
る
。

３
、
ム
ー
ラ
の
附
添
は
ア
隊
よ
り
一
名
と
す
る
。

４
、
そ
の
他
問
題
が
起
き
た
時
は
、
そ
の
都
度
打
合
せ
を
行
う
。

５
、
全
行
動
の
責
任
は
日
本
隊
長
と
す
る
。

以
上
の
点
を
全
員
に
伝
え
て
第
一
日
を
終
る
。

一
月
二
十
七
日
慣
れ
な
い
土
地
だ
が
、
朝
は
日
本
の
山
と
同
じ
で
あ

る
。
ム
ー
ラ
を
使
っ
て
ロ
ス
・
パ
ト
ス
河
を
渡
り
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
始
ま
る
。
赤
茶
色
に
濁
っ
た
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
河
を
右
に
見
て
、
歩

く
こ
と
二
時
間
で
カ
サ
・
マ
リ
ー
ジ
ャ
牧
場
に
到
着
し
た
。
柳
で
囲
ま
れ

た
土
壁
の
家
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
系
の
老
人
が
我
々
を
迎
え
た
。
我
々
は

こ
こ
で
羊
肉
を
二
頭
分
調
達
し
、
三
時
間
の
休
養
後
、
牛
馬
が
昼
寝
し
て

（110）
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い
る
牧
場
を
通
り
、
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
河
と
コ
ロ
ラ
ド
河
の
合
流
点
に
は

三
十
分
後
に
到
着
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ラ
ド
河
は
三
十
四
年
前
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
隊
が
初
登
頂
し
た
と
き
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
我
々
は
コ
ロ
ラ
ド
河
を
見

送
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
河
の
河
原
を
、
日
蔭
を
求
め
つ
つ
歩
き
続
け
る
。

二
十
八
日
高
度
一
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
朝
で
あ
る
。
矢
張
り
朝
晩
は

凉
し
い
。
雪
解
の
水
は
濁
っ
て
お
り
、
飲
む
ま
で
に
手
間
が
か
か
る
・
・
日

中
は
非
常
に
暑
い
の
で
、
な
る
べ
く
日
中
の
歩
行
を
避
け
、
朝
の
う
ち
に

歩
く
よ
う
に
し
て
、
昼
間
は
仮
睡
す
る
こ
と
に
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

生
活
様
式
が
、
隊
員
に
も
影
響
し
て
き
た
ら
し
い
。
牧
場
も
よ
う
や
く
終

り
、
谷
間
は
極
端
に
狭
く
な
っ
て
来
た
。
両
岸
が
断
崖
に
な
っ
て
い
る
通

称
ピ
ュ
ー
マ
の
谷
へ
、
続
い
て
今
日
の
ね
ぐ
ら
エ
ル
・
チ
ャ
ヵ
イ
（
二
三

○
○
メ
・
Ｉ
ト
ル
）
へ
着
い
た
。
我
々
は
い
つ
も
ガ
ッ
ガ
ッ
と
登
っ
て
い
る
の

で
、
ア
隊
。
ヘ
ー
ス
で
は
何
か
物
足
り
な
い
感
じ
が
す
る
。

二
十
九
日
昨
日
に
比
べ
て
谷
は
一
層
せ
ま
く
な
り
、
岩
壁
の
中
復
を

へ
ず
っ
た
り
、
河
を
徒
渉
し
た
り
、
手
こ
ず
っ
た
り
し
て
、
今
日
は
道
な

き
道
を
気
楽
く
に
行
く
ム
ー
ラ
が
う
ら
め
し
く
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
コ

ル
レ
ド
ル
（
二
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
広
い
草
原
で
あ
る
。

三
十
日
今
日
も
相
変
ら
ず
花
崗
岩
の
岩
肌
を
へ
ず
り
続
け
る
。
天
候

は
昨
日
か
ら
変
化
の
き
ざ
し
が
見
ら
れ
、
午
後
に
な
る
と
強
い
風
と
雨
が

く
る
。
こ
の
一
帯
の
天
候
は
、
新
月
に
な
る
と
天
気
が
一
変
す
る
と
の
こ

と
で
、
ア
隊
長
は
二
月
十
五
日
頃
ま
で
悪
天
候
が
続
く
だ
ろ
う
と
い
う
。

高
山
植
物
が
足
も
と
に
乱
れ
咲
き
始
め
て
い
る
。
久
振
り
に
放
牧
馬
が
の

ん
び
り
と
し
て
い
る
高
原
に
出
た
。
こ
こ
が
ガ
ス
・
グ
ラ
ン
デ
で
、
思
い

が
け
ず
一
人
の
登
山
者
が
現
わ
れ
て
、
我
々
の
方
へ
や
っ
て
来
た
。
彼
は

ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
に
住
む
登
山
家
で
、
十
五
日
前
か
ら
メ
ル
セ
ダ
リ

オ
南
壁
の
初
登
塞
を
目
指
し
て
入
山
し
て
い
た
が
、
三
日
前
六
○
○
○
メ

ー
ト
ル
の
地
点
で
友
人
の
一
人
が
高
山
病
に
な
り
、
救
助
を
求
め
て
下
っ

て
来
た
の
で
あ
る
。
日
本
隊
の
こ
と
は
、
入
山
前
に
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ

ス
で
知
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
も
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
南
壁
の
初
登
肇
を
、

外
国
隊
に
さ
き
ん
じ
ら
れ
た
く
な
い
気
持
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
し
あ
せ
っ
て
登
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

我
々
は
早
速
、
山
の
中
腹
に
、
閉
込
め
ら
れ
て
い
る
仲
間
の
登
山
者
の
救

援
に
、
全
力
を
尽
す
こ
と
を
約
束
し
て
彼
を
休
ま
せ
た
。
た
だ
ち
に
日
ァ

両
隊
長
で
打
合
せ
を
行
い
、
馬
二
頭
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
日

本
隊
か
ら
救
助
要
員
一
名
を
先
行
さ
せ
、
必
要
な
ら
ば
全
員
が
救
助
隊
を

編
成
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
す
る
。
救
助
隊
と
本
隊
と
の
連
絡
を
常
に
保

ち
な
が
ら
、
そ
の
問
他
の
隊
員
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
設
営
に
向
う
。

三
十
一
日
我
々
は
増
山
隊
員
を
救
助
に
向
わ
せ
、
本
隊
は
キ
ャ
ラ
バ

ン
最
終
日
の
行
動
に
移
る
。
い
よ
い
よ
ラ
マ
ダ
山
群
に
入
っ
て
来
た
。
前

方
に
は
ピ
コ
・
ポ
ラ
コ
（
六
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
が
氷
河
を
と
も
な
っ
て
姿

を
現
わ
し
た
。
相
変
ら
ず
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
だ
が
、
隊
員
の
高
度
順
化
に
は

適
当
と
思
わ
れ
、
全
員
に
は
何
も
異
状
が
見
ら
れ
な
い
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
は
広
い
河
原
の
一
隅
に
設
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
基
地
は
ラ
マ
ダ

の
北
稜
の
麓
に
位
置
し
、
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
南
壁
が
眼
前
に
そ
び
え
、
モ
レ
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ｌ
ン
が
重
り
合
っ
て
落
ち
込
ん
で
い
る
。

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
は
南
東
に
尾
根
が
続
き
、
こ
の
尾
根
か
ら
メ
ル
セ
ダ
リ

オ
氷
河
に
一
直
線
に
氷
河
と
な
っ
て
落
ち
て
い
る
。
一
方
メ
サ
（
六
二
○

○
メ
ー
ト
ル
）
は
下
部
に
セ
ラ
ッ
ク
ス
、
上
部
に
。
ヘ
ニ
テ
ン
ト
と
氷
塔
が
登

頂
を
妨
げ
る
よ
う
に
存
在
し
、
頂
上
は
ド
ー
ム
状
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
附
近
の
山
は
鋭
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
一
見
容
易
に
登
れ
る
よ
う
な
形

態
の
山
が
多
い
。
し
か
し
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
山
で
あ
る
。
ま

し
て
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
は
、
外
国
隊
を
含
む
四
回
の
試
登
を
こ
ば
ん
で
い
る

程
で
あ
る
。
我
々
に
は
経
験
の
な
い
困
難
さ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
に
か

く
二
日
間
は
美
し
い
谷
間
に
休
養
し
て
、
そ
れ
か
ら
行
動
を
起
す
こ
と
に

し
た
。
午
後
に
は
増
山
隊
員
が
遭
難
者
を
馬
に
乗
せ
て
下
っ
て
来
た
。
凍

傷
で
手
足
の
自
由
が
き
か
な
い
が
、
精
神
状
態
は
普
通
に
戻
っ
た
の
で
、

我
々
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
休
ま
せ
、
夕
方
我
々
に
別
れ
を
告
げ
て
下

山
し
て
行
っ
た
。

二
月
一
日
装
備
の
点
検
と
食
糧
の
配
分
に
費
す
と
共
に
、
登
頂
計
画

を
打
ち
合
せ
る
。
ア
隊
は
メ
サ
へ
登
頂
し
、
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
は
我
々
七
名

で
す
べ
て
の
行
動
を
す
る
こ
と
に
し
て
、
大
部
分
の
荷
物
は
Ｃ
１
へ
荷
上

げ
し
て
お
く
。

二
月
二
日
強
靱
な
ム
ー
ラ
五
頭
を
選
び
、
Ｃ
１
へ
荷
上
げ
す
る
一
方

我
々
も
Ｃ
１
へ
向
か
っ
て
出
発
す
る
。
う
ね
り
状
の
モ
レ
ー
ン
を
上
っ
た

り
下
り
た
り
し
、
氷
河
湖
を
い
く
つ
か
越
え
、
ク
レ
バ
ス
を
さ
け
て
登

る
。
高
度
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
息
苦
し
く
な
り
、
ピ
ッ
チ
は

急
激
に
落
ち
た
が
、
ペ
ニ
テ
ン
ト
・
ス
ノ
ー
の
少
な
い
、
南
壁
取
付
点
か

ら
三
十
分
の
位
置
に
Ｃ
１
（
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設
け
た
。
今
日
も
午

後
に
な
る
と
物
凄
い
雪
に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
は
多
難
を
思
わ

せ
る
。
慣
れ
ぬ
高
度
で
頭
が
痛
く
、
仕
事
が
ル
ー
ズ
に
な
っ
て
、
荷
上
げ

の
荷
物
の
整
理
に
手
間
ど
っ
た
。

ア
隊
員
は
荷
上
げ
の
ム
ー
ラ
と
共
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
戻
り
、
我

我
は
ル
ー
ト
の
選
定
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
。
先
ず
ァ
隊
が
昨
年
六

○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
到
達
し
た
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
み
た
。
第
一
岩
峰

は
余
り
問
題
は
な
い
が
、
第
二
岩
峰
の
上
部
が
問
題
で
あ
る
。
ァ
隊
は
第

二
岩
峰
を
右
に
か
わ
し
、
わ
ず
か
に
露
出
し
て
い
る
岩
を
た
ど
っ
て
稜
線

直
下
の
岩
稜
に
到
達
し
、
右
に
ト
ラ
バ
ー
ス
を
準
備
中
、
表
層
雪
崩
に
出

会
っ
て
失
敗
し
た
の
だ
が
、
我
々
も
同
じ
ル
ー
ト
を
取
る
こ
と
は
同
じ
失

敗
を
繰
返
す
可
能
性
が
強
い
。
む
し
ろ
第
二
岩
峰
の
左
側
に
あ
る
氷
河
に

突
込
み
、
稜
線
直
下
の
岩
峰
を
左
に
大
き
く
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
方
法
が
、

雪
崩
を
さ
け
る
最
善
の
策
で
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
し
て
詳
し
い
ル
ー
ト

は
、
そ
の
日
の
行
動
後
に
打
合
せ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
月
三
日
小
島
・
渡
辺
両
隊
員
が
ル
ー
ト
エ
作
の
た
め
先
発
し
、
他

の
隊
員
は
荷
上
げ
に
当
る
。

南
壁
取
付
ま
で
は
堆
石
氷
河
の
上
を
歩
く
。
三
十
分
後
ア
ン
デ
ス
特
有

の
ペ
ニ
テ
ン
ト
・
ス
ノ
ー
の
入
口
に
着
く
。
傾
斜
四
○
度
、
林
立
す
る
ペ

ニ
テ
ン
ト
・
ス
ノ
ー
を
、
喘
ぎ
な
が
ら
一
時
間
半
で
乗
越
す
。
今
度
は
氷

化
し
た
雪
面
が
上
に
伸
び
て
い
る
。
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
ロ
ー
プ
・
フ
ィ
ッ
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ク
ス
に
専
念
し
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
て
い
る
。
八
○
メ
ー
ト
ル
、
一
○
○

メ
ー
ト
ル
と
、
三
○
○
メ
ー
ト
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
所
で
第
一
岩
峰
の
上

部
に
小
さ
な
テ
ラ
ス
を
見
つ
け
、
こ
こ
を
デ
ポ
地
と
す
る
。

二
月
四
日
今
日
は
全
員
で
ポ
ッ
カ
に
当
る
。
昨
日
と
同
様
に
・
ヘ
ニ
テ

ン
ト
・
ス
ノ
ー
を
乗
越
す
が
、
背
に
二
十
五
キ
ロ
の
荷
物
は
意
外
に
重
く

感
じ
る
。
一
段
登
っ
て
は
休
む
。
と
に
角
前
進
だ
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
さ
れ
た

雪
面
は
休
む
場
所
が
少
な
く
、
五
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
つ
な
が
り
、
前
の
者

が
立
つ
と
そ
こ
ま
で
一
気
に
登
る
外
に
休
め
な
い
。
苦
し
く
喘
ぎ
、
昨
日

、

の
デ
ポ
地
ま
で
た
ど
り
つ
く
。
そ
こ
か
ら
テ
ン
ト
地
ま
で
一
ピ
ッ
チ
、
再

び
八
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
固
定
し
て
登
り
終
る
。
Ｃ
２
（
五
二

○
○
メ
ー
ト
ル
）
は
非
常
に
せ
ま
く
落
石
に
見
舞
れ
る
よ
う
だ
が
、
外
に
適

当
な
場
所
が
見
当
ら
な
い
の
で
、
二
時
間
か
け
て
整
地
し
テ
ン
ト
を
張

る
。
渡
辺
・
天
利
・
笠
間
・
増
山
隊
員
が
残
り
、
吉
田
・
小
島
・
岡
部
隊

員
が
Ｃ
１
へ
下
る
。

二
月
五
日
（
晴
）
Ｃ
２
か
ら
第
二
岩
峰
ま
で
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
、
傾

斜
四
五
度
か
ら
七
○
度
、
氷
壁
の
連
続
で
風
が
強
く
ル
ー
ト
エ
作
が
は
か

ど
ら
な
い
。
笠
間
が
高
山
病
に
か
か
り
、
天
利
と
Ｃ
１
へ
下
山
さ
せ
、
小

島
・
岡
部
を
Ｃ
２
へ
残
す
。

二
月
六
日
（
快
晴
）
今
日
も
朝
か
ら
風
が
強
く
、
昨
日
の
フ
ィ
ッ
ク
ス

を
た
よ
っ
て
デ
ポ
地
ま
で
荷
上
げ
を
す
る
。
更
に
高
度
を
上
げ
る
た
め
ル

ー
ト
エ
作
を
行
な
う
。
第
二
岩
峰
直
下
の
ク
レ
、
ハ
ス
ま
で
二
○
○
メ
ー
ト

ル
、
実
に
き
つ
い
登
り
だ
。
こ
こ
を
中
間
地
点
と
し
て
第
二
岩
峰
直
下
を

左
に
大
き
く
ト
ラ
零
ハ
ー
ス
す
る
。
風
が
通
り
抜
け
る
と
ザ
ザ
…
…
と
落
石

に
見
舞
わ
れ
る
。
一
気
に
通
り
抜
け
、
第
二
岩
峰
と
稜
線
か
ら
Ｃ
１
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
氷
河
の
間
の
、
ル
ン
ゼ
状
に
な
っ
て
い
る
氷
雪
地
帯
を

登
り
切
る
。
Ｃ
３
の
設
営
地
点
を
氷
河
地
帯
に
求
め
る
よ
う
に
指
示
し
た

が
、
見
当
ら
な
い
の
で
偵
察
だ
け
に
し
て
Ｃ
２
へ
帰
ら
せ
る
。
隊
員
の
疲

労
が
は
げ
し
い
・

二
月
七
日
（
晴
）
増
山
・
渡
辺
両
隊
員
を
Ｃ
１
へ
、
天
利
・
笠
間
と
交

代
す
る
。
ル
ー
ト
エ
作
は
小
島
・
岡
部
両
隊
員
が
行
な
い
、
Ｃ
３
設
営
地

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
Ｃ
３
は
登
頂
へ
の
大
切
な
基
地
な
の
で

早
く
決
め
た
い
・

二
月
八
日
（
晴
）
今
日
こ
そ
は
と
天
利
・
笠
間
隊
員
が
Ｃ
３
建
設
地
へ

四
日
目
の
ル
ー
ト
エ
作
へ
出
か
け
る
。
第
二
岩
峰
の
上
部
一
○
○
メ
ー
ト

ル
の
氷
河
の
中
に
、
絶
好
の
テ
ン
ト
地
（
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
見
つ
け

て
く
る
。
小
島
・
岡
部
が
Ｃ
１
へ
休
養
に
下
り
、
増
山
・
渡
辺
が
Ｃ
２
へ

入
る
。二

月
九
日
（
快
晴
）
増
山
・
天
利
・
渡
辺
・
笠
間
の
四
隊
員
で
荷
上
げ

と
Ｃ
３
建
設
を
行
な
い
、
増
山
・
渡
辺
を
Ｃ
３
に
残
し
て
天
利
・
笠
間
を

Ｃ
２
に
帰
え
す
。
小
島
・
岡
部
は
Ｃ
２
に
入
り
、
Ｃ
１
は
隊
長
一
人
で
無

線
で
指
示
を
与
え
る
。

二
月
十
日
（
晴
）
Ｃ
２
の
隊
員
は
Ｃ
３
へ
負
荷
。
Ｃ
３
の
二
隊
員
は
稜

線
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
に
向
か
う
。
Ｃ
３
か
ら
の
ル
ー
ト
は
単
調
で
あ
る

が
、
急
斜
面
で
な
か
な
か
進
ま
ず
、
七
ピ
ッ
チ
で
Ｃ
３
へ
戻
る
。

I
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二
月
十
一
日
（
晴
）
連
日
の
行
動
で
疲
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
動
作
が
に

ぶ
く
な
る
。
今
日
も
定
期
便
の
よ
う
に
出
発
す
る
。
昨
日
か
ら
さ
ら
に
三

ピ
ッ
チ
伸
ば
し
た
が
、
大
き
な
ク
レ
バ
ス
の
た
め
時
間
を
費
し
、
苦
し

い
。
稜
線
直
下
の
岩
峰
に
あ
と
二
ピ
ッ
チ
の
所
で
Ｃ
３
へ
戻
る
。
Ｃ
３
か

ら
隊
長
と
交
信
し
、
岩
壁
を
直
登
す
る
ル
ー
ト
と
、
左
へ
大
き
く
ト
ラ
パ

ス
し
第
三
岩
峰
の
左
を
巻
く
ル
ー
ト
の
検
討
を
し
た
。
結
局
岩
壁
は
も
ろ

く
ハ
ー
ケ
ン
が
使
用
出
来
な
い
状
態
で
は
、
第
二
案
の
他
な
く
、
ま
た
Ｃ

４
建
設
も
日
数
の
点
で
無
理
が
あ
り
、
Ｃ
３
か
ら
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
タ
ッ
ク
を

決
行
す
る
こ
と
に
す
る
。
ア
タ
ッ
ク
隊
員
は
小
島
・
渡
辺
の
二
名
、
サ
ポ

ー
ト
は
天
利
・
笠
間
の
両
隊
員
と
し
、
登
頂
期
限
を
十
五
日
ま
で
と
す
る
。

二
月
十
二
日
今
日
は
稜
線
上
に
立
ち
、
ル
ー
ト
次
第
で
は
ビ
バ
ー
ク

に
よ
る
ア
タ
ッ
ク
を
行
う
よ
う
に
と
の
隊
長
か
ら
の
交
信
で
、
四
名
で
出

発
す
る
。
昨
日
の
ク
レ
バ
ス
ま
で
一
気
に
登
り
、
小
島
・
岡
部
が
コ
ン
テ

イ
ニ
ュ
ァ
ス
で
一
ピ
ッ
チ
行
っ
た
。
突
然
岡
部
が
強
い
光
線
に
目
を
や
ら

れ
、
両
眼
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
た
。
直
ち
に
行
動
を
中
止
し
て
Ｃ
３
へ

戻
る
。
今
後
の
行
動
に
暗
雲
が
た
ち
始
め
た
。
Ｃ
２
に
い
る
隊
長
と
交
信

し
、
十
三
日
は
休
養
日
と
し
、
吉
田
・
天
利
で
岡
部
を
Ｃ
１
ま
で
下
山
さ

せ
、
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
バ
ー
に
増
山
隊
員
を
入
れ
る
。

二
月
十
三
日
（
晴
、
風
強
し
）
Ｃ
２
の
三
隊
員
が
Ｃ
３
へ
、
岡
部
は
吉

田
・
天
利
に
確
保
さ
れ
な
が
ら
Ｃ
１
へ
下
る
。

二
月
十
四
日
昨
夜
来
の
風
が
お
さ
ま
ら
ず
、
食
事
を
早
目
に
済
ま
せ

て
出
発
を
待
つ
た
が
へ
風
は
天
地
を
ゆ
る
が
す
よ
う
で
、
九
時
に
な
り
隊

長
か
ら
今
日
は
行
動
を
中
止
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
る
。
午
後
か
ら
風
は

お
さ
ま
り
、
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
は
確
実
と
な
る
。
今
日
は
早
く
休
む
こ
と

に
し
た
。

ア
タ
ッ
ク

二
月
十
五
日
（
晴
）
午
前
零
時
起
床
、
隊
長
と
交
信
し
い
よ
い
よ
ア
タ

ッ
ク
を
決
行
す
る
。
昨
日
の
風
も
お
さ
ま
り
、
絶
好
の
ア
タ
ッ
ク
日
和
と

な
り
そ
う
だ
。
休
養
と
は
い
え
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
、
高
山
病
に

伴
う
頭
痛
は
漫
性
化
し
、
動
作
一
つ
一
つ
が
全
く
の
ス
ロ
ー
モ
ー
、
四
時

三
十
分
、
Ｃ
３
を
発
つ
・

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
灯
を
た
よ
り
に
し
て
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
氷
雪
面

に
ア
イ
ゼ
ン
を
き
し
ま
せ
な
が
ら
高
度
を
上
げ
る
。
六
時
三
十
分
、
山
に

は
朝
日
が
あ
た
っ
て
来
た
。
我
々
が
休
ん
で
い
る
ク
レ
バ
ス
帯
に
も
淡
い

朝
日
が
射
し
込
み
始
め
、
七
時
再
び
行
動
開
始
。
第
三
岩
峰
直
下
を
左
に

ト
ラ
バ
ー
ス
を
試
み
る
が
、
落
石
が
多
く
傾
斜
も
き
つ
い
。
岩
峰
の
一
番

左
端
基
部
ま
で
四
四
○
メ
ー
ト
ル
、
三
時
間
半
を
費
し
て
一
気
に
ト
ラ
バ

ー
ス
す
る
。
基
部
か
ら
は
氷
雪
面
が
六
○
度
か
ら
七
○
度
の
勾
配
で
、
一

五
○
メ
ー
ト
ル
位
続
い
て
い
た
。
四
ピ
ッ
チ
で
よ
う
や
く
稜
線
へ
出
る
こ

と
が
出
来
た
。
時
す
で
に
十
二
時
四
○
分
、
簡
単
に
食
事
を
終
え
、
ア
コ

ン
ヵ
グ
ァ
が
目
前
に
す
ば
ら
し
い
姿
で
聾
え
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
、
再

び
前
面
の
巨
大
な
雪
壁
へ
押
し
進
む
。
ウ
イ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
さ
れ
た
雪
面

は
歩
き
に
く
い
。
小
さ
な
ク
レ
バ
ス
を
い
く
つ
か
飛
び
越
え
、
右
上
に
巻
き

気
味
に
登
る
。
日
照
と
疲
労
と
高
度
に
よ
り
全
員
意
識
が
に
ぶ
く
な
っ
て
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来
た
。
突
然
、
ト
ッ
プ
の
小
島
が
ク
レ
バ
ス
に
転
落
し
た
が
、
増
山
に
ジ

ッ
ヘ
ル
さ
れ
無
事
に
済
ん
だ
。
長
く
そ
し
て
苦
し
い
道
中
だ
。
一
歩
進
ん

で
は
息
を
つ
く
。
呼
吸
が
は
げ
し
い
。
巻
き
終
っ
て
ガ
ラ
場
に
着
く
こ
と

が
出
来
、
更
に
気
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
歩
く
。
眠
り
そ
う
な
笠
間
を
ゆ
り

起
し
、
頂
上
の
見
え
る
所
ま
で
と
に
か
く
歩
い
て
行
っ
た
。
雪
も
な
く
平

凡
な
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
我
々
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
、
荷
を
軽
く
し
て
頂
上
へ
向
か
う
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
意
志

と
の
闘
い
で
、
十
歩
あ
る
い
て
は
倒
れ
込
む
よ
う
に
休
む
。
一
六
時
四
十

五
分
、
遂
に
メ
ル
セ
ダ
リ
オ
の
頂
上
に
立
つ
。
も
は
や
こ
れ
か
ら
は
苦
し

い
登
り
が
な
い
。
南
壁
か
ら
の
初
め
て
の
登
頂
″
こ
の
喜
び
と
感
激
を

だ
れ
に
分
ち
与
え
よ
う
。
午
後
六
時
、
心
残
り
の
す
る
頂
上
を
下
る
。
登

る
以
上
に
下
り
は
む
ず
か
し
い
。
気
持
を
ひ
き
し
め
て
慎
重
に
下
降
し
、

午
後
十
時
、
リ
オ
・
コ
ロ
ラ
ド
の
谷
間
か
ら
昇
り
始
め
た
月
が
照
ら
し
だ

す
Ｃ
３
へ
、
無
事
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
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一
九
六
六
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
栗
林
一
路
が

単
独
で
ア
ラ
ス
カ
山
脈
東
部
の
偵
察
登
山
を
行
な
い
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て

同
年
八
月
に
徳
久
球
雄
山
岳
部
長
が
、
教
育
大
の
マ
ウ
ン
ト
・
ポ
ナ
登
山

隊
に
参
加
し
た
（
『
山
岳
』
第
六
十
二
年
参
照
）
。

こ
れ
ら
に
刺
激
さ
れ
て
、
学
生
部
員
の
中
か
ら
ア
ラ
ス
カ
遠
征
の
プ
ラ

ン
が
も
ち
上
り
、
目
標
は
ヘ
イ
ズ
、
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
と
二
転
し
て
、
よ

う
や
く
チ
ュ
ガ
ー
チ
山
脈
の
主
峯
マ
ー
カ
ス
・
ベ
ー
カ
ー
峰
（
一
三
、
一
七

六
フ
ィ
ー
ト
）
に
き
ま
っ
た
。
初
登
頂
は
一
九
三
八
年
の
ウ
ォ
シ
ュ
バ
ー
ン

博
士
に
よ
る
ノ
ー
ス
・
リ
ッ
ジ
か
ら
の
も
の
で
、
も
う
一
隊
が
や
は
り
同

リ
ッ
ジ
よ
り
登
っ
た
か
ら
、
私
た
ち
は
サ
ウ
ス
・
リ
ッ
ジ
に
ル
ー
ト
を
と

る
こ
と
に
し
た
。
隊
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
。

隊
長
栗
林
一
路
Ｏ
Ｂ

隊
員
小
倉
雅
之
経
４
（
気
象
）

マ
ー
カ
ス
・
ベ
ー
カ
ー
峯
登
頂
（
一
九
六
八
年
）

青
山
学
院
大
学
体
育
会
山
岳
部

〃
土
田
絃
介
法
４
（
装
備
）

〃
坂
井
義
隆
法
４
（
食
糧
）

″
青
山
一
雄
法
４
（
会
計
）

″
菅
昭
経
３
（
庶
務
）

七
月
十
六
日
、
先
発
二
名
羽
田
発
。

七
月
十
九
日
、
本
隊
四
名
羽
田
発
。

七
月
十
八
日
（
現
地
時
間
）
夜
中
に
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
着
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

と
打
合
せ
て
、
た
だ
ち
に
ア
リ
エ
ス
カ
・
エ
ァ
サ
ー
ピ
ス
の
基
地
、
ア
リ

エ
ス
カ
山
麓
の
ガ
ー
ド
ウ
ッ
ド
に
直
行
。
船
荷
は
す
で
に
先
発
隊
に
よ
っ

て
こ
こ
に
運
ば
れ
、
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
小
屋
に
仮
眠
Ｃ

七
月
十
九
日
、
荷
物
を
セ
ス
ナ
機
に
積
め
る
よ
う
に
分
解
、
再
梱
包
、

装
備
四
四
○
ポ
ン
ド
、
食
糧
三
五
○
ポ
ン
ド
、
人
員
六
名
で
八
六
○
ポ
ン

ド
、
計
一
六
五
○
ポ
ン
ド
。
ソ
リ
つ
き
の
セ
ス
ナ
機
は
一
回
に
六
○
○
ポ

ン
ド
ぐ
ら
い
し
か
運
べ
な
い
か
ら
、
四
回
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

七
月
二
十
日
（
晴
・
雲
量
四
・
気
温
一
○
度
・
風
速
三
フ
ィ
ー
ト
）
。

十
二
時
、
一
番
機
で
二
名
同
乗
飛
び
立
つ
。
行
程
約
六
○
マ
イ
ル
、
所
要

時
間
五
○
分
、
空
中
に
舞
い
上
る
と
同
時
に
、
左
右
に
氷
の
ピ
ー
ク
と
美

事
な
氷
河
の
連
続
で
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
っ
ぱ
な
し
。
十
三

時
、
ク
ニ
ッ
ク
氷
河
の
源
頭
に
降
り
た
つ
。

源
頭
と
い
っ
て
も
横
幅
は
八
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
の
で
平
原
の
上
の
よ
う
。

靴
は
一
○
セ
ン
チ
ほ
ど
も
ぐ
る
程
度
。
四
番
機
が
到
着
し
た
の
が
十
七
時

半
頃
。
着
陸
地
点
が
あ
ま
り
に
も
氷
河
の
中
央
す
ぎ
た
の
で
、
リ
ッ
ジ
に
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近
く
移
動
。
十
九
時
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
終
る
。
気
温
２
度
Ｃ

七
月
二
十
一
日
（
晴
・
雲
量
少
々
）
。
隊
員
を
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
隊
と
リ

ッ
ジ
隊
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
偵
察
に
出
す
。
夕
刻
、
両
隊
帰
幕
後
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
を
検
討
、
ク
レ
バ
ス
の
多
い
サ
ウ
ス
・
リ
ッ
ジ
を
あ
き
ら

め
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
真
直
ぐ
つ
き
上
げ
る
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
隊
の
と
っ

た
コ
ー
ス
（
後
に
青
山
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
と
呼
称
）
を
使
う
こ
と
に
決
定
。

七
月
二
十
二
日
（
快
晴
・
風
速
一
五
フ
ィ
ー
ト
）
。
ク
レ
バ
ス
に
落
ち

足
を
少
々
痛
め
た
一
名
を
テ
ン
ト
キ
ー
パ
ー
に
残
し
、
残
り
五
名
で
サ
ウ

ス
・
リ
ッ
ジ
四
・
五
の
コ
ル
の
台
地
（
一
万
フ
ィ
ー
ト
）
ま
で
ポ
ッ
カ
。

ア
ド
バ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
作
る
。
第
一
次
登
頂
隊
二
名
を
残
し
、
三
名

は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
も
ど
る
。

七
月
二
十
三
日
（
小
雪
の
ち
晴
・
風
速
三
フ
ィ
ー
ト
・
気
温
五
度
Ｃ
）

第
二
次
登
頂
隊
の
二
名
を
十
時
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
送
り
出
す
。

今
日
は
ア
ド
バ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
登
ら
せ
る
。
登
り
五
時
間
ほ
ど
の

予
定
。
午
後
三
時
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る
交
信
に
よ
り
、
第
一
次
隊

登
頂
成
功
の
報
告
が
入
る
。
オ
ー
ル
ド
・
サ
ン
ト
リ
ー
で
乾
杯
。

七
月
二
十
四
日
（
快
晴
・
風
少
々
）
。
雪
崩
の
音
が
絶
え
間
な
い
。
正

面
の
サ
ゥ
ス
・
リ
ッ
ジ
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
交
信
不
能
、

二
十
時
十
五
分
、
薄
ぐ
ら
い
白
夜
の
底
か
ら
、
第
一
次
登
頂
隊
が
疲
れ
は

て
て
帰
え
っ
て
き
た
。
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー

ク
の
左
肩
に
は
雪
庇
が
あ
り
、
そ
の
右
手
の
青
氷
と
の
間
を
、
ア
イ
ス
バ

イ
ル
の
ビ
ッ
ク
を
突
き
立
て
な
が
ら
登
り
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
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を
乗
越
え
た
先
の
プ
ラ
ト
ー
か
ら
は
、
主
峯
の
左
肩
め
が
け
て
直
登
。
こ

の
登
り
も
氷
壁
で
、
表
面
に
い
つ
も
雪
が
流
れ
、
危
険
こ
の
上
も
な
く
、

緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。
頂
上
着
十
四
時
二
十
分
。

ガ
ス
っ
て
視
界
悪
く
、
記
念
品
を
埋
め
て
、
同
じ
ル
ー
ト
で
撤
退
。
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
を
降
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
体
力
を
消
耗
し
、
十

九
時
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
ビ
や
ハ
ー
ク
。
翌
朝
、
第
二
次
隊
と
す
れ
違

っ
て
帰
幕
し
た
。

七
月
二
十
五
日
（
雲
量
七
）
。
朝
七
時
と
い
う
約
束
の
チ
ェ
ッ
ク
フ
ラ

イ
ト
機
が
、
十
時
に
な
っ
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
到
着
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
奥
さ
ん
の
作
っ
た
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ー
を
、
土
産
に
も
っ
て
き
て
く
れ
た

の
は
い
い
の
だ
が
、
こ
ち
ら
の
登
頂
成
功
の
日
本
宛
電
報
も
も
た
ず
に
飛

び
上
り
、
そ
の
ま
ま
帰
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
最
初
に
飛
ん
で
く
れ
た
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
違
い
、
数
ヵ
月
ま
え
に
本
土
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
出
稼
ぎ

に
き
た
と
か
で
、
氷
河
へ
降
り
た
経
験
も
わ
ず
か
だ
っ
た
ら
し
い
。
夜
二

十
時
三
十
分
、
第
二
次
登
頂
隊
も
成
功
し
て
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
戻

っ
て
き
た
。

第
二
次
登
頂
隊
は
、
四
時
三
十
分
ア
ド
バ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
出
発
、
九

時
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
、
十
二
時
二
十
分
頂
上
。
三
十
分
と
ど
ま

り
十
六
時
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
、
二
十
一
時
二
十
分
ア
ド
、
ハ
ン
ス

・
キ
ャ
ン
プ
に
帰
幕
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
月
二
十
六
日
か
ら
天
候
悪
化
、
向
う
五
日
間
は
完
全
に
雪
に
閉
じ
こ

め
ら
れ
、
毎
日
雪
洞
を
掘
っ
た
り
、
迎
え
に
く
る
飛
行
機
着
陸
地
点
の
整

備
（
マ
ー
キ
ン
グ
と
旗
立
て
・
ザ
イ
ル
張
り
・
整
地
）
で
暮
ら
し
た
。
最

低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
十
度
、
日
中
最
高
気
温
は
二
十
度
。

余
力
が
あ
れ
ば
、
ク
ニ
ッ
ク
氷
河
の
入
口
に
あ
る
マ
ウ
ン
ト
・
グ
ー
ド

（
一
○
、
六
一
○
フ
ィ
ー
ト
）
も
ア
タ
ッ
ク
す
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、
あ
ま

り
に
も
ク
レ
等
ハ
ス
が
多
い
の
で
、
止
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、
ク

ニ
ッ
ク
氷
河
源
頭
の
中
央
に
で
ん
と
坐
っ
て
い
る
ク
ニ
ッ
ク
ニ
ッ
ク
（
九

五
五
三
フ
ィ
ー
ト
）
と
い
う
突
起
に
挑
ん
だ
が
、
こ
れ
も
巨
大
な
ク
レ
バ
ス

に
撃
退
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
隊
員
た
ち
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
中
心

に
、
ス
キ
ー
Ｉ
を
利
用
し
て
各
方
面
を
偵
察
し
て
歩
い
た
が
、
適
当
な
目
標

と
な
る
べ
き
ピ
ー
ク
が
近
く
に
な
く
、
ス
キ
ー
練
習
で
終
っ
た
。

八
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
晴
つ
づ
き
。
つ
ま
り
出
発
し
て
か
ら
帰
る
ま

で
六
日
周
期
で
、
は
っ
き
り
と
晴
の
日
と
雪
の
日
が
分
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
八
月
六
日
に
待
望
の
セ
ス
ナ
機
が
や
っ
て
き
て
、
こ
ん
ど
は
三
便
で

完
全
に
撤
収
、
二
十
日
ぶ
り
で
雪
と
氷
の
な
い
土
の
上
へ
降
り
立
っ
た
。

ガ
ー
ド
ウ
ッ
ド
の
飛
行
基
地
は
、
川
の
対
岸
に
熊
が
散
歩
を
す
る
楽
天
地

で
、
氷
河
の
上
の
苦
労
な
ど
い
つ
・
へ
ん
に
吹
き
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

隊
員
た
ち
は
荷
物
を
整
理
す
る
ま
も
な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｕ
（
ア
ラ
ス
カ
◆
メ
ソ

ジ
ス
ト
大
学
）
の
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
た
め
に
、
大
学
の
学
生

寮
に
入
り
、
私
も
同
行
し
て
バ
ス
に
つ
か
っ
た
と
き
、
よ
う
や
く
文
明
を

思
い
だ
し
た
。
学
生
は
そ
の
あ
と
レ
ン
タ
カ
ー
で
ア
ラ
ス
カ
・
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
と
ば
し
、
一
週
間
に
わ
た
っ
て
バ
ル
デ
ィ
ー
ズ
や
フ
ェ
ァ
バ
ン
ク
ス
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を
訪
れ
、
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
の
途
中
ま
で
行
っ
て
引
き
か
え
し
、
合
宿
を
無

事
解
散
し
た
。

ち
な
み
に
セ
ス
ナ
の
フ
ラ
イ
ト
・
チ
ャ
ー
ジ
は
、
往
路
四
便
、
復
路
三

便
、
チ
ェ
ッ
ク
・
フ
ラ
イ
ト
一
便
、
計
七
便
で
七
五
○
ド
ル
で
あ
っ
た
。

（
栗
林
・
記
）

~、
ウ
ェ
ス
ト
ン
「
日
本
氷
河
遺
跡
論
」
と
明
治
十
年
代
前
半

の
氷
河
不
存
在
論
そ
の
他
岡
山
俊
雄

ロ
シ
ュ
・
ゴ
ル
一
九
六
七
年
一
橋
大
学
山
岳
会

ヒ
リ
シ
ャ
ン
ヵ
・
グ
ラ
ン
デ
一
九
六
七
年
田
中
元

マ
ウ
ン
ト
・
コ
ー
ベ
一
九
六
七
年
大
野
光
彦

・
ヘ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
一
九
六
七
年
横
地
康
生

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
南
壁
中
央
稜
佐
々
木
孝
雄

山
岳
会
初
期
の
人
を
中
村
清
太
郎

私
の
登
山
松
本
善
ニ

ャ
ジ
ュ
ン
峰
登
頂
（
一
九
六
七
）
増
永
迪
男

ゴ
ー
レ
ン
・
ゴ
ル
源
流
を
探
る
宮
森
常
雄

ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
ジ
一
九
六
七
年
海
老
原
道
夫

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
一
九
六
七
年
高
島
一
芳

エ
ル
ブ
ー
ル
ズ
山
脈
で
の
合
宿
浜
野
吉
生

サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
山
群
紀
行
山
本
良
三

ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
（
一
九
六
七
）
岡
田
美
智
子

ヘ
ス
峰
登
頂
（
一
九
六
七
）
中
村
純
二

小
川
登
喜
男
君
を
憶
う
成
瀬
岩
雄

門
間
鯏
礒
電
無
職
砿
、
伏
見
鎌
次
郎
氏
、
三
森
幾
二
郎
氏
、

海
外
登
山
年
表
’
一
九
六
七
年
Ｉ
（
松
田
雄
一
編
）

図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

Ａ
５
判
三
三
○
頁
・
写
真
四
三
葉
・
地
図
二
一
面
・
定
価
二
二
○
○
帖
‐
１
１
、

／
〃
〃
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
Ｉ 山

岳
第
六
十
三
年

（
一
九
六
九
年
三
月
刊
）

_ノ
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ンジャブ・ヒマラヤ

ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
と
ヌ
ン
・
ク
ン
を
除
く
と
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
は
名
の
知
れ
た
巨
峰
が
殆
ん
ど
な
く
、
こ
の
二
峰
を
つ
な
ぐ
パ

ン
ジ
ャ
ブ
の
主
脈
上
の
数
多
く
の
山
々
は
、
登
山
者
に
と
っ
て
昔
か
ら
い

わ
ば
忘
れ
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
。
事
実
、
ク
マ
ウ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
比
べ
れ
ば
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
主
脈
の
一
般
的
な
標
高

は
低
く
、
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
か
ら
入
り
易
い
ハ
ラ
ム
ー
ク
、
コ
ラ
ホ
イ
等
の
五

千
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
山
が
、
登
山
家
の
興
味
を
そ
そ
っ
た
位
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
六
千
メ
ー
ト
ル
の
峻
峰
な
ら
ば
、
こ
の
地
域
に
も
少
な
か
ら

ず
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
周
辺
の
マ
ゼ
ノ

や
ル
パ
ー
ル
な
ど
の
よ
う
な
衛
星
峰
で
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
独
立
峰
が

奥
深
く
そ
び
え
て
い
た
こ
と
は
、
昔
か
ら
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
。

パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

Ⅱ
バ
ラ
ン
ザ
ー
ル
峰
試
登
（
一
九
六
八
年
）
Ⅱ

は
じ
め
に

吉
野
勲

メ
イ
ス
ン
の
『
ア
ポ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ス
ノ
ウ
』
を
見
る
と
、

「
ヌ
ン
・
ク
ン
の
南
東
に
あ
る
山
稜
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

し
、
地
図
も
一
八
六
○
年
代
の
古
い
測
量
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
、
チ
ャ
ン
バ
、
ラ
フ
ル
の
北
方
境
界

に
あ
る
幾
つ
か
の
峰
は
、
二
一
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
に
達
し
て
い
る
こ
と

が
判
っ
て
い
る
」
（
田
辺
・
望
月
訳
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
三
一
頁
）
。

「
ヌ
ン
・
ク
ン
山
塊
の
南
東
方
に
あ
る
グ
レ
イ
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
や

氷
河
は
、
未
だ
不
明
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
分
水
山
脈
は
一
度
も
正
規

に
測
量
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
三
角
測
量
に
よ
っ
て
、
そ
の
位
置
を

確
定
さ
れ
た
山
々
は
所
々
に
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
キ
シ

ュ
ト
ワ
ー
ル
の
測
量
は
一
九
二
一
年
に
は
完
了
せ
ず
、
し
か
も
、
そ
れ
以

後
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
幾
つ
か
の
主
な
ル
ー
ト
や
二
、
三
の
峰
を

除
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
Ⅱ
バ
ー
ガ
（
チ
ェ
ナ
ブ
川
上
流
）
と
ザ
ス
カ
ー

ル
と
の
間
の
地
域
は
、
大
部
分
が
事
実
上
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
、
Ｆ
・
コ
ル
ブ
と
Ｌ
・
ク
レ
ネ
ッ
ク
は
チ
ェ
ナ
ブ
川
の
支

流
ブ
ー
ト
川
を
遡
っ
て
、
短
期
間
だ
っ
た
が
興
味
深
い
探
検
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
ら
の
空
白
部
に
人
々
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
そ
の
踏
査
の
間

に
、
二
人
は
バ
ー
ズ
ン
の
流
れ
や
氷
河
の
地
形
図
を
修
正
し
た
。
そ
こ
に

は
幾
つ
か
の
秀
峰
（
最
高
は
二
一
、
五
七
○
フ
ィ
ー
ト
）
が
聾
え
て
登
山

者
を
待
っ
て
い
る
。
彼
等
は
ま
た
、
ム
ニ
・
ラ
の
近
傍
の
地
図
を
修
正
し

た
。
そ
の
地
方
に
は
山
岳
測
量
家
の
遠
征
に
と
っ
て
広
大
な
領
域
が
あ

る
。
」
（
田
辺
？
望
月
訳
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
三
七
四
頁
）
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私
達
が
目
を
つ
け
た
の
は
、
こ
れ
で
あ
っ
た
。
空
白
地
帯
の
真
中
に
そ

び
え
る
純
白
の
最
高
峰
、
一
二
、
五
七
○
フ
ィ
ー
ト
が
私
達
を
魅
了
し
た

の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
測
量
局
の
ク
ォ
ー
タ
ー
・
イ
ン
チ
・
マ
ッ
プ
を
見
る

と
、
確
か
に
六
五
七
五
メ
ー
ト
ル
（
一
二
、
五
七
○
フ
ィ
ー
ト
）
の
無
名

峰
の
記
載
が
あ
る
。
調
へ
る
と
、
そ
こ
へ
の
入
山
経
路
は
、
途
中
ま
で
ヌ

ン
・
ク
ン
ヘ
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
例
の
コ
ル
ブ
等
の

記
録
は
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
一
九
四
七
年
に
の
っ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
そ
の
最
高
峰
の
い
か
に
も
奥
深
い
処
女
峰
ら
し
い
写
真
も

あ
り
、
そ
れ
で
私
達
の
計
画
は
決
ま
っ
た
。

私
達
の
隊
は
、
登
歩
渓
流
会
の
有
志
が
三
人
集
ま
っ
た
だ
け
の
、
さ
さ

や
か
な
個
人
山
行
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
登
歩
渓
流

会
の
仲
間
の
中
で
は
、
ま
っ
た
く
初
め
て
の
海
外
山
行
で
あ
り
、
そ
の
成

果
次
第
で
は
会
の
本
格
的
な
遠
征
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
夢
と
期

待
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

隊
員
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

隊
長
小
原
ケ
イ
（
四
○
歳
）

隊
員
山
田
長
政
（
二
六
〃
）
装
備
担
当

″
吉
野
勲
（
二
五
〃
）
食
料
・
渉
外
担
当

計
画
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
五
月
二
九
日
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
発
ち
、
現

地
で
の
情
報
（
二
年
前
英
国
隊
が
チ
ェ
ナ
ブ
川
側
（
南
面
）
か
ら
入
山
し

同
峰
を
目
指
し
失
敗
し
た
）
に
よ
っ
て
西
面
か
ら
の
入
山
経
路
を
と
る
こ

と
と
し
、
マ
ロ
ー
川
源
頭
の
ハ
ワ
ー
ル
部
落
か
ら
一
日
行
程
の
氷
河
末
端

に
、
六
月
一
○
日
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
た
。

同
山
系
は
、
現
地
で
零
ハ
ラ
ン
マ
と
呼
ば
れ
、
最
高
峰
は
バ
ラ
ン
ザ
ー
ル

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
後
、
北
稜
伝
い
に
登
路
を
開
拓
、
六
月
二
四
日
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク

中
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
小
原
が
ス
リ
ッ
プ
し
、
氷
河
下
部
へ
転

落
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
っ
た
た
め
、
登
山
計
画
を
中
止
し
、

七
月
六
日
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
戻
っ
た
。

次
に
行
動
の
詳
細
を
追
っ
て
記
す
こ
と
に
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
初
見
参
の
私
達
に
と
っ
て
、
最
も
心
配
な
の
が
シ
ェ
ル
パ
の

問
題
で
あ
っ
た
。
全
て
が
初
め
て
の
私
達
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
経
験
と
行

動
力
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
達
は
マ
ナ
リ
に
あ

る
「
シ
ェ
ル
パ
・
ガ
イ
ド
・
ス
ク
ー
ル
」
か
ら
シ
ェ
ル
パ
一
人
、
ネ
パ
ー

ル
の
タ
ン
ポ
チ
ェ
出
身
の
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
二
人
を
雇
っ
た
。
「
シ
ェ
ル

パ
・
ガ
イ
ド
・
ス
ク
ー
ル
」
に
籍
を
置
く
シ
ェ
ル
パ
、
リ
ン
ジ
ン
は
、
ラ

ダ
キ
（
チ
ベ
ッ
ト
系
の
ラ
マ
教
徒
）
出
身
で
、
過
去
の
活
躍
は
全
て
マ
ナ

リ
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
他
の
二
人
の
ポ
ー
タ
ー
は
六
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
経
験
は
な
く
、
当
時
の
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
禁
止
令
の
た
め
、
イ
ン
ド

に
シ
ェ
ル
パ
の
見
習
い
を
兼
ね
、
出
稼
ぎ
に
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

シ
ェ
ル
パ
と
ク
ー
リ
ー
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パンジャブ・ヒマラヤ

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
は
、
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
国
産
車
を
馳
っ
て
、

国
道
一
号
線
を
ま
つ
し
ぐ
ら
、
バ
ト
テ
ヘ
向
う
。
丁
度
、
二
日
行
程
ブ
パ

サ
ン
コ
ッ
ト
と
ス
リ
ナ
ガ
ル
の
中
間
に
位
置
す
る
街
道
町
、
バ
ト
テ
ヘ
着

く
。
こ
こ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に
囲
ま
れ
た
、
標
高
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
大
変

涼
し
い
所
で
あ
る
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
で
夏
を
す
ご
す
イ
ン
ド
の
上
流
階
級
の

人
々
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
ス
リ
ナ
ガ
ル
ヘ
の
国
道
と
分

れ
、
チ
ェ
ナ
ブ
川
に
沿
っ
て
道
を
進
む
。
こ
の
道
は
途
中
、
二
ヶ
所
、
川

を
渡
る
が
、
雨
が
降
る
と
全
く
の
悪
路
と
な
り
、
至
る
所
で
、
土
砂
く
ず

れ
が
起
こ
る
。
そ
の
う
え
国
道
を
そ
れ
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
が
入
手
出
来
ず

全
く
閉
口
し
た
。
バ
ト
テ
か
ら
五
時
間
、
自
動
車
道
路
の
終
点
、
キ
シ
ュ

ト
ワ
ー
ル
に
着
く
。

こ
の
町
は
古
い
街
で
、
中
央
の
広
場
を
中
心
に
牧
場
の
よ
う
に
展
け
た

素
晴
し
い
所
だ
。
緑
の
広
場
に
天
幕
を
張
っ
た
が
、
初
め
て
の
日
本
人
を

見
よ
う
と
、
町
中
の
人
が
押
し
寄
せ
何
の
作
業
も
手
に
つ
か
な
い
。
学
校

の
先
生
、
町
の
有
力
者
、
英
国
人
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
、
次
々
に
天

キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
か
ら
ソ
ン
ダ
ル
（
二
日
行
程
）
ま
で
馬
が
使
え
、
そ

れ
か
ら
Ｂ
Ｃ
予
定
地
ま
で
ク
ー
リ
ー
を
雇
う
こ
と
に
し
た
。
特
に
専
業
の

ク
ー
リ
ー
は
い
な
い
が
、
各
農
家
か
ら
七
人
程
集
め
て
貰
っ
た
。
丁
度
田

植
え
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
人
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
ず
、
二
日
ほ
ど
日
数
を

無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ

幕
を
訪
問
し
て
く
る
。
こ
の
地
方
で
は
郡
長
（
タ
シ
ル
ダ
ー
ル
）
が
一
切

を
し
き
っ
て
お
り
、
食
料
も
全
て
配
給
で
あ
る
。
登
筆
用
の
食
料
し
か
持

た
な
い
私
達
に
と
っ
て
、
こ
の
郡
長
の
好
意
が
全
て
を
解
決
し
て
く
れ

た
。
ま
た
国
防
省
の
協
力
要
請
状
は
、
こ
の
広
い
イ
ン
ド
に
あ
っ
て
も
絶

対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
か
ら
四
頭
の
馬
を
雇
い
、
い
よ
い
よ
目
指
す
山
域
に

歩
を
進
め
る
。
相
変
ら
ず
、
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
僅
か
に
頂
上
付

近
に
雪
を
残
し
、
一
向
に
意
欲
を
そ
そ
る
よ
う
な
山
は
現
れ
て
こ
な
い
・
二

日
目
の
ソ
ン
ダ
ル
で
馬
を
返
し
、
七
人
の
ク
ー
リ
ー
を
雇
う
。
町
は
ず
れ
で

ヌ
ン
ヘ
の
道
と
分
れ
、
狭
い
谷
へ
と
入
り
、
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
を
出
て
一

週
間
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
を
そ
の
ま
ま
大
き
く
し
た
よ
う
な
景
観
が
、
谷
一

杯
に
広
が
っ
て
き
た
。
草
原
、
森
林
、
氷
河
、
岩
、
何
も
か
も
同
じ
だ
。

違
う
の
は
高
さ
だ
け
で
あ
る
。
ど
こ
を
見
渡
し
て
も
五
千
メ
ー
ト
ル
は
く

だ
ら
な
い
岩
峰
が
、
頭
に
申
訳
程
度
に
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル

と
は
、
あ
ま
り
に
も
異
っ
て
い
る
。
や
は
り
緯
度
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

目
指
す
バ
ラ
ン
ザ
ー
ル
は
、
そ
こ
か
ら
半
日
行
程
の
氷
河
の
末
端
で
、

は
じ
め
て
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
、
標
高
三
二
○
○

メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
よ
り
標
高
差
三
三
七
五
メ
ー
ト
ル
。
ネ
パ
ー
ル
の
七
○

○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
匹
敵
す
る
。

登
山
開
始

六
月
一
二
日
、
今
日
か
ら
い
よ
い
よ
登
山
開
始
だ
・
吉
野
、
リ
ン
ジ
ン
、
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パ
サ
ン
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
四
人
が
偵
察
と
な
っ
て
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
す
る
た
め
に
、
二
五
キ
ロ
ず
つ
荷
物
を
持
っ
て
出
発
し
た
。
約
一
時

間
の
モ
レ
ー
ン
の
登
り
で
、
氷
河
の
末
端
に
立
つ
・
仮
り
に
名
付
け
た
、

「
バ
ラ
ン
ザ
ー
ル
氷
河
」
を
二
時
間
程
登
り
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
手
前

の
台
地
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
す
る
。

六
月
一
三
日
、
全
員
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
集
合
。

六
月
一
四
日
、
前
半
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
難
関
も

ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
を
避
け
て
早
朝
通
過
、
二
ヶ
所
の
ザ
イ
ル
エ
作
で
難
な
く

抜
け
る
。
さ
す
が
に
上
部
に
出
て
の
ク
レ
バ
ス
に
は
肝
を
冷
さ
れ
た
。
コ

ル
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ル
ー
ト
に
考
え
て
い
た
西
尾
根
が
姿
を
現
わ
し

て
来
た
が
、
上
部
は
な
か
な
か
悪
る
そ
う
だ
。
コ
ル
の
手
前
の
平
ら
な
場

所
に
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
。
標
高
、
四
五
三
○
メ
ー
ト
ル
。

六
月
ニ
ハ
日
、
天
幕
二
張
を
残
し
て
、
全
員
第
三
キ
ャ
ン
プ
建
設
の
た

め
出
発
す
る
。
昨
日
偵
察
し
て
お
い
た
ル
ー
ト
を
辿
り
、
二
時
間
の
ト
ラ

バ
ー
ス
の
連
続
で
目
標
の
尾
根
に
取
り
付
い
た
。
岩
稜
を
一
ピ
ッ
チ
廻
り

込
む
と
次
に
四
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
稜
が
続
き
、
吉
野
が
ト
ッ
プ
で
登
っ
て

荷
物
を
吊
り
上
げ
、
全
員
空
身
で
登
る
。
こ
こ
か
ら
上
は
、
岩
屑
を
積
み

重
ね
た
よ
う
に
崩
れ
や
す
く
、
一
歩
々
々
押
え
る
よ
う
に
慎
重
に
登
る
。

急
傾
斜
で
の
設
営
場
所
を
選
定
す
る
の
は
難
か
し
い
が
、
次
の
岩
峰
下
の

雪
面
を
切
り
く
ず
し
第
三
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
す
る
。
高
度
、
四
八
五
○
メ

ー
ト
ル
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
山
々
が
と
り
ま
く
三
六
○
度
の
展
望
が
す
ば
ら

し
い
・
直
下
の
氷
河
に
は
真
青
な
氷
河
湖
が
一
段
と
美
し
い
。

六
月
一
七
日
、
パ
サ
ン
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
を
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
帰
し
、

明
日
よ
り
の
ア
タ
ッ
ク
の
準
備
に
時
を
す
ご
す
。

頂
上
攻
撃

六
月
一
八
日
、
四
日
分
の
食
糧
、
装
備
を
持
ち
ビ
バ
ー
ク
の
用
意
を
し

て
出
発
す
る
。
昨
日
ル
ー
ト
エ
作
を
し
て
お
い
た
の
で
、
尾
根
の
下
ま
で

は
楽
に
行
け
た
。
尾
根
は
悪
る
く
、
比
較
的
傾
斜
の
緩
い
雪
面
を
選
ん
で

登
っ
た
が
、
陽
が
当
る
と
雪
面
が
く
さ
り
、
膝
の
下
ま
で
も
ぐ
っ
て
し
ま

う
。
ト
ッ
プ
を
交
替
で
登
る
が
ピ
ッ
チ
は
な
か
ノ
ー
は
か
ど
ら
ず
、
思
い

の
ほ
か
時
間
が
か
か
っ
た
。
第
三
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
は
、
ツ
ェ
ル
ト
露
営

を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
頂
上
か
ら
出
て
い
る
大
き
な
尾
根
に
出
た
所
の

ス
ノ
ー
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
て
露
営
し
た
。

六
月
一
九
日
、
食
糧
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
以
上
は
日
本
食
な
の
で
、
日

本
の
山
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
ら
れ
る
が
、
石
油
が
悪
い
の
で
食
事
に
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
尾
根
は
相
変
ら
ず
鋭
い
雪
稜
が
続
き
、
予
想
外
の

時
間
を
つ
い
や
し
た
。
展
望
は
素
晴
し
く
、
ヌ
ン
・
ク
ン
を
始
め
パ
ン
ジ

ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
一
望
に
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
。
今
日
も
ス

ノ
ー
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
て
ビ
バ
ー
ク
す
る
。

六
月
二
○
日
、
今
日
は
い
よ
ノ
ー
頂
上
ア
タ
ッ
ク
だ
。
相
変
ら
ず
頂
上

直
下
ま
で
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
が
続
い
て
い
る
。
肩
に
出
る
と
山
田
が
吐
き
気

と
頭
痛
を
訴
え
、
一
人
安
全
な
場
所
で
休
息
す
る
。
頂
上
ま
で
僅
か
七
○

メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
が
、
頂
上
へ
続
く
右
の
岩
稜
は
逆
層
の
ス
ラ
ブ
で
、
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Ｎ
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ｇ
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Ⅶ
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叶
醗
叶
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田
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四
コ
Ｎ
い
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ａ
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渕
雪
ゴ
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才
○
ョ
芹
ゴ
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の
。
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一
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ゴ
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．
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四
コ
Ｎ
①
「
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の
①
．
⑪
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拝
ゴ
①

一
の
争
弄
ｐ
Ｄ
Ｏ
天
、
『
．
○
亡
ゴ
Ｑ
・
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パンジャブ・ヒマラヤ

六
月
一
二
日
、
少
し
で
も
早
く
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
下
る
。
午
後
に
な
る
と
雪
の
状
態
が
悪
く
な
り
危

な
く
て
下
れ
な
い
。
一
日
か
か
っ
て
一
五
○
メ
ー
ト
ル
程
下
り
、
ピ
バ
ー

』
“
／
○

六
月
一
三
日
、
状
態
も
昨
日
同
様
な
の
で
、
相
談
の
結
果
、
も
う
一
日

そ
こ
で
休
む
こ
と
に
す
る
。

六
月
二
三
日
、
吉
野
も
徐
々
に
調
子
が
戻
り
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
で
あ

左
は
今
に
も
落
ち
そ
う
な
雪
面
に
な
っ
て
お
り
、
正
面
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー

ル
を
登
っ
て
み
た
が
、
道
具
不
足
と
体
力
を
相
当
使
っ
て
い
る
し
、
時
間

が
遅
い
の
で
あ
き
ら
め
、
下
山
に
か
か
っ
た
。
一
旦
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
戻

り
、
休
養
後
再
度
ア
タ
ッ
ク
す
る
予
定
に
し
た
の
だ
。
下
り
始
め
て
間
も

な
く
、
小
原
が
く
さ
っ
た
雪
に
足
を
と
ら
れ
て
ス
リ
ッ
プ
し
た
が
、
吉
野

の
所
で
止
ま
り
ホ
ッ
と
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
ま
た
二
度
目
の
ス
リ
ッ
プ

を
起
こ
し
、
ザ
イ
ル
を
結
ん
で
い
た
吉
野
も
引
き
ず
ら
れ
て
落
ち
、
止
っ

た
が
吉
野
が
腰
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
。
下
る
の
に
時
間
が
か
か
る
一
方
と

な
り
、
全
く
ス
ロ
ー
モ
ー
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
途
中
の

ス
ノ
ー
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
て
ビ
バ
ー
ク
す
る
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト

そ
の
後
数
日
、
な
だ
れ
の
出
る
程
の
降
雪
を
つ
い
て
捜
索
す
る
も
遺
体

は
発
見
出
来
ず
、
や
む
な
く
下
山
し
、
六
月
二
八
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

を
撤
収
し
た
。

る
が
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
ま
で
下
る
こ
と
が
で
き
た
。
岩
場
は

傾
斜
が
四
○
度
程
で
あ
る
が
、
岩
を
除
け
て
二
人
ず
つ
寝
ら
れ
る
テ
ラ
ス

を
作
り
、
上
の
テ
ラ
ス
に
小
原
と
吉
野
が
、
下
の
テ
ラ
ス
に
山
田
と
シ
エ

ル
パ
が
二
人
ず
つ
別
れ
て
寝
た
。
す
ぐ
下
に
見
え
る
黄
色
の
テ
ン
ト
が
無

性
に
恋
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

六
月
二
四
日
、
軽
い
朝
食
を
撮
り
、
下
山
準
備
の
た
め
ア
ン
ザ
イ
レ
ン

し
よ
う
と
、
小
原
が
下
の
テ
ラ
ス
へ
下
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
思
い
も
か
け

な
い
事
が
起
っ
た
。
小
原
の
体
が
ふ
ら
り
と
す
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
私

達
の
眼
前
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
突
然
の
出
来
事
に
一
瞬
荘
然
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
気
を
取
り
直
し
て
小
原
の
落
ち
た
氷
河
に
下
り
、

捜
索
し
な
が
ら
下
っ
た
。
全
く
手
掛
り
は
つ
か
め
な
い
・
午
後
か
ら
入
山

後
初
め
て
の
雪
が
降
り
始
め
た
。

氷
河
の
状
態
も
危
険
に
な
っ
た
の
で
、
一
応
捜
索
を
打
ち
切
り
、
夜
九

時
過
ぎ
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
た
。
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真
暗
な
中
に
、
あ
か
り
が
二
つ
三
つ
見
え
た
と
思
う
と
、
飛
行
機
は
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
パ
ラ
ム
空
港
に
着
い
た
。
一
九
六
八
年
四
月
二
二
日
、
午

後
一
○
時
五
○
分
、
と
う
と
う
イ
ン
ド
へ
や
っ
て
き
た
。
飛
行
機
か
ら
バ

ス
に
移
り
、
空
港
建
物
の
前
で
お
り
る
と
、
す
ぐ
に
「
宮
崎
さ
ん
で
す

か
」
と
サ
リ
ン
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
サ
リ
ン
さ
ん
は
、
日
印
合
同

登
山
の
イ
ン
ド
側
の
推
進
者
で
、
イ
ン
ド
国
防
省
の
次
官
で
あ
り
、
ま
た

イ
ン
ド
登
山
財
団
の
会
長
で
あ
る
。
建
物
内
に
入
る
と
、
五
人
の
隊
員
た

ち
が
二
三
言
と
迎
え
て
く
れ
た
。
一
人
一
人
名
前
を
き
き
な
が
ら
、
手

紙
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
名
前
と
照
し
合
せ
た
。
一
番
小
さ
く
て
ニ

コ
リ
と
も
し
な
い
人
、
そ
の
人
が
二
六
歳
の
パ
テ
ル
隊
長
だ
っ
た
。
ド
ク

タ
ー
は
、
二
、
三
日
お
く
れ
て
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
到
着
し
た
。

隊
員
を
紹
介
す
る
。

１
、
隊
長
ナ
ン
デ
ィ
ニ
・
パ
テ
ル
（
二
六
歳
）
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州

（
ボ
ン
ベ
イ
北
西
部
）
出
身
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
学
大
学
院
学
生
、
マ
ウ

日
印
合
同
登
山
（
一
九
六
八
年
）

宮
崎
英
子

ン
ト
・
ア
ブ
州
立
登
山
学
校
教
官
。

登
山
歴
は
シ
ュ
リ
・
カ
イ
ラ
ス
（
二
二
、
七
四
二
フ
ィ
ー
ト
）
、
マ
ト
リ
。

ピ
ー
ク
（
一
三
、
二
五
○
フ
ィ
ー
ト
）
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
（
一
九
、
六
八
七

フ
ィ
ー
ト
）
登
山
隊
に
参
加
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
学
女
子
登
山
隊
の
隊
長

を
つ
と
め
、
ガ
ン
ゴ
ト
リ
ー
峰
（
二
一
、
八
九
○
フ
ィ
ー
ト
）
の
登
頂
に

成
功
し
た
。
そ
し
て
日
印
合
同
登
山
の
直
後
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
帰
っ
て

四
日
目
に
は
、
ト
リ
ス
ル
（
二
三
、
一
五
四
フ
ィ
ー
ト
）
へ
向
い
、
こ
れ

に
も
登
頂
し
た
。

身
長
一
五
○
糎
ほ
ど
の
小
柄
な
人
だ
が
、
足
が
長
く
て
ス
タ
イ
ル
満
点
、

疲
れ
を
知
ら
ぬ
顔
で
余
裕
が
あ
り
、
登
山
技
術
は
一
番
優
れ
て
い
た
。
非

常
に
無
口
な
人
だ
っ
た
。

２
、
ド
リ
ー
・
シ
ャ
ヘ
ー
ル
（
三
○
歳
）
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
出
身
、
商

学
士
、
法
学
士
、
パ
テ
ル
隊
長
と
同
じ
登
山
学
校
の
教
官
。

プ
レ
イ
・
ピ
ー
ク
（
二
○
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
）
、
ガ
ン
ゴ
ト
リ
ー
峰

（
一
二
、
八
九
○
フ
ィ
ー
ト
）
登
山
隊
に
参
加
、
フ
ォ
ト
・
ピ
ー
ク
（
一

七
、
二
六
二
フ
ィ
ー
ト
）
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
（
一
九
、
六
八
七
フ
ィ
ー
ト
）

に
登
頂
。
そ
し
て
彼
女
も
こ
の
登
山
の
あ
と
、
パ
テ
ル
隊
長
と
一
緒
に
ト

リ
ス
ル
隊
に
参
加
し
た
。

か
ん
高
い
声
で
よ
く
喋
り
、
よ
く
面
倒
を
み
、
私
た
ち
に
も
何
か
と
気

を
配
っ
て
く
れ
た
。
感
情
に
起
伏
が
あ
り
、
黙
り
こ
く
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
た
。

３
、
コ
キ
ラ
・
メ
タ
（
二
五
歳
）
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
出
身
、
ア
ー
ト
ヵ

(1坊）



日印合同登山（1968年）

レ
ッ
ジ
の
経
済
学
講
師
。

プ
レ
イ
・
ピ
ー
ク
（
二
○
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
）
、
シ
ュ
リ
・
カ
イ
ラ
ス

（
二
二
、
七
四
二
フ
ィ
ー
ト
）
、
マ
ト
リ
・
ピ
ー
ク
（
二
二
、
二
五
○
フ
ィ

ー
ト
）
に
登
頂
し
た
。

肥
っ
て
い
て
、
陽
気
で
、
お
し
ゃ
れ
で
、
甘
い
も
の
が
大
好
き
。
「
来
年

結
婚
す
る
。
そ
し
た
ら
も
う
山
へ
は
行
か
れ
な
い
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
い
た
。
登
山
隊
に
は
、
こ
ん
な
人
も
必
要
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
る
、
た

の
し
い
人
だ
っ
た
。

４
、
シ
ャ
シ
・
カ
ン
タ
（
三
一
歳
）
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
出
身
、
陸
軍
大
尉
。

ク
ル
・
マ
ナ
リ
、
ク
マ
オ
ン
・
ヒ
ル
、
ガ
ン
ゴ
ト
リ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

十
人
中
一
人
の
奥
様
隊
員
で
、
公
の
場
所
で
拶
挨
を
す
る
の
は
い
つ
も

彼
女
だ
っ
た
。
小
柄
な
イ
ン
ド
隊
員
の
中
に
あ
っ
て
一
人
だ
け
大
柄
で
、

堂
々
と
し
て
い
て
、
や
さ
し
い
人
だ
っ
た
。
パ
テ
ル
隊
長
の
信
頼
厚
か
つ

た
け
れ
ど
も
、
山
の
方
は
弱
か
っ
た
よ
う
だ
。

５
、
ダ
フ
ニ
イ
・
キ
ア
ン
テ
（
二
六
歳
）
ア
ッ
サ
ム
出
身
、
看
護
婦
。

登
山
学
校
修
業
過
程
中
の
登
山
で
二
○
、
八
六
四
フ
ィ
ー
ト
の
登
山
を

経
験
し
た
。

サ
リ
ン
さ
ん
に
、
日
本
人
五
人
、
イ
ン
ド
人
五
人
の
登
山
隊
だ
と
云
わ

れ
た
ほ
ど
、
日
本
人
に
そ
っ
く
り
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
、
土
地
の
人
か
ら
、

あ
な
た
は
ヒ
ン
デ
ィ
が
上
手
い
が
、
イ
ン
ド
に
ど
の
位
居
る
の
か
と
き
か

れ
た
、
と
云
っ
て
笑
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
中
立
的

存
在
で
、
自
ら
す
す
ん
で
イ
ン
ド
隊
員
の
意
見
を
英
語
に
翻
訳
し
て
く
れ

た
。
く
せ
の
な
い
き
れ
い
な
キ
ア
ン
テ
さ
ん
の
英
語
は
、
非
常
に
分
り
易

く
て
、
と
て
も
た
す
か
っ
た
。
カ
イ
ラ
ス
の
登
山
計
画
を
話
し
合
っ
た
と

き
の
こ
と
、
み
ん
な
に
英
語
で
話
す
よ
う
に
頼
む
と
、
は
じ
め
は
英
語
で

話
し
て
い
る
が
、
興
奮
し
て
く
る
と
次
第
に
ヒ
ン
デ
ィ
に
か
え
っ
て
ゆ

く
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
か
ら
き
た
三
人
が
、
何
か
さ
か
ん
に
話
し
て
い
る
の

で
、
い
ま
何
を
話
し
て
い
る
の
か
と
、
カ
ン
タ
さ
ん
に
き
く
と
、
私
に
も

分
ら
な
い
と
答
え
た
。

６
、
ミ
ー
ナ
・
ア
グ
ラ
ワ
ル
（
二
四
歳
）
ボ
ン
ベ
イ
出
身
、
外
科
医
。

一
九
六
六
年
全
イ
ン
ド
婦
人
コ
ク
タ
ン
（
二
○
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
）

登
山
隊
に
参
加
、
登
頂
し
た
。

き
ゃ
し
ゃ
で
弱
い
感
じ
の
人
だ
が
、
外
見
上
に
似
合
わ
ず
頑
張
り
屋
で
、

体
力
の
弱
さ
を
精
神
力
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
。

イ
ン
ド
に
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
と
マ
ナ
リ
と
ウ
ッ
タ
ラ
カ
シ
と
に
国
立
の

登
山
学
校
が
あ
る
。
基
礎
課
程
と
上
級
課
程
が
あ
り
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
場

合
は
両
課
程
と
も
五
週
間
程
度
で
、
女
子
の
ク
ラ
ス
は
一
年
に
春
と
秋
の

二
回
だ
け
で
、
生
徒
数
は
一
ク
ラ
ス
三
十
人
程
度
で
あ
る
。
看
護
婦
の
キ

ァ
ン
テ
さ
ん
が
、
上
級
課
程
を
ウ
ッ
タ
ラ
カ
シ
に
学
ん
だ
他
は
、
す
べ
て

基
礎
、
上
級
課
程
と
も
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
登
山
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
。

日
本
側
の
隊
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

宮
崎
英
子
（
三
四
歳
）
立
大
卒
、
日
科
技
研
勤
務
。

三
島
蓉
子
（
三
二
歳
）
看
護
婦
。

須
田
紀
子
（
二
七
歳
）
明
大
卒
。
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４
月
幻
日

４
月
釦
日

５
月
１
日

５
月
５
日

５
月
週
日

５
月
暉
日 行

動
の
あ
ら
ま
し

４
月
型
日
東
京
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
へ
、

五
日
間
の
出
発
準
備
の
の
ち
、

５
月
娼
日

５
月
距
日

５
月
型
日

５
月
型
日

折
井
正
子
（
二
五
歳
）
法
大
卒
、
日
米
会
話
学
院
生
。

バ
ル
モ
ー
ル
に
到
着
。

こ
こ
で
六
十
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
集
め
て
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。

Ｂ
Ｃ
設
営
（
三
○
三
○
メ
ー
ト
ル
）
。

カ
イ
ラ
ス
（
五
六
五
六
メ
ー
ト
ル
）
に
全
員
登
頂
。

ク
グ
チ
の
部
落
（
標
高
二
九
○
○
メ
ー
ト
ル
、
チ
ャ
ン
バ
地

域
最
奥
の
部
落
）
に
引
上
げ
る
。

サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト
峰
（
六
○
四
六
メ
ー
ト
ル
）
に

向
う
。

Ｃ
Ⅱ
設
営
（
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。

サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト
の
登
頂
を
断
念
し
て
、

無
名
峰
（
五
五
七
五
メ
ー
ト
ル
）
に
登
山
中
、
午
前
九
時
十

分
、
頂
上
近
く
で
雪
崩
発
生
、
イ
ン
ド
隊
員
の
シ
ャ
ヘ
ー

ル
、
ア
グ
ラ
ワ
ル
、
シ
ェ
ル
パ
の
ニ
マ
、
ソ
ナ
の
四
人
流
さ

れ
る
。
ソ
ナ
死
亡
。

Ｂ
Ｃ
（
三
三
五
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
戻
る
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
出
発
。

６
月
４
日

６
月
９
日

パ
ッ
キ
ン
グ
、
打
合
せ
、
挨
拶
と
、
ま
た
た
く
ま
に
五
日
間
を
終
え
て

四
月
二
七
日
の
夜
、
列
車
で
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
出
発
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
多
く
の
人
た
ち
と
別
れ
て
、
車
中
に
十
人
き
り
に
な
っ
た
と
き
、
は

じ
め
て
山
へ
行
く
の
実
感
が
湧
い
て
き
た
。

鉄
道
の
終
点
パ
タ
ン
コ
ッ
ト
か
ら
バ
ス
で
チ
ャ
ン
バ
ヘ
・
チ
ャ
ン
バ
は

標
高
九
三
六
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
一
万
二
千
人
で
、
王
宮
が
あ
り
、
寺
院

が
あ
り
、
カ
レ
ッ
ジ
も
あ
る
文
化
村
で
、
人
々
の
服
装
も
こ
ざ
っ
ぱ
り
し

た
美
し
い
村
だ
っ
た
。

チ
ャ
ン
バ
か
ら
ジ
ー
プ
で
四
時
間
の
バ
ル
モ
ー
ル
は
、
二
千
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
な
る
。
大
木
の
木
陰
が
こ
の
村
の
学
校
だ
っ
た
。
村
の
青
年
会

に
夕
食
に
招
待
さ
れ
た
。
室
内
に
は
テ
ー
ブ
ル
も
椅
子
も
な
く
、
壁
に
そ

っ
て
板
の
間
に
坐
っ
た
。
一
人
一
人
の
前
に
、
直
径
三
十
セ
ン
チ
も
あ
り

そ
う
な
大
き
な
し
ん
ち
ゅ
う
の
お
盆
が
配
ら
れ
、
コ
ッ
プ
が
配
ら
れ
た
。

コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
る
の
に
、
バ
ケ
ツ
の
水
を
コ
ッ
プ
に
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
コ
ッ
プ
で
バ
ケ
ツ
の
水
を
汲
み
あ
げ
て
く
る
の
で
、
そ
の
た
び
に

手
が
水
の
中
に
入
る
。
や
が
て
、
こ
れ
ま
た
大
き
な
バ
ケ
ツ
に
山
と
も
ら

四
つ
目
の
山
、
バ
ラ
カ
ン
ダ
（
五
八
五
二
メ
ー
ト
ル
）
が
残

っ
て
い
た
が
、
登
山
を
中
止
し
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
帰
る
。

解
散
。
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私
た
ち
は
、

カ
イ
ラ
ス
五
六
五
六
メ
ー
ト
ル

無
名
峰
五
四
一
七
メ
ー
ト
ル

サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト

六
○
四
五
メ
ー
ト
ル

バ
ラ
カ
ン
ダ
五
八
三
五
メ
ー
ト
ル

の
四
つ
の
山
に
登
る
計
画
だ
っ
た
。
カ
イ
ラ
ス
と
無
名
峰
は
近
く
の
山

で
、
隊
を
二
つ
に
分
け
て
同
時
に
登
山
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
偵
察
の

結
果
、
日
数
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
、
カ
イ
ラ
ス
に
全
力
を
集
中
す
る
こ

と
に
し
た
。
毎
日
午
前
一
○
時
頃
か
ら
雪
が
ふ
り
出
す
悪
天
続
き
だ
っ
た

が
、
二
・
二
一
日
と
晴
れ
、
登
頂
し
た
一
三
日
の
午
前
中
ま
で
晴
れ
て

れ
た
御
飯
を
さ
げ
た
青
年
が
あ
ら
わ
れ
て
、
や
に
わ
に
手
づ
か
み
で
、
お

盆
の
中
に
御
飯
を
な
げ
こ
ん
で
ゆ
く
。
ダ
ー
ル
や
ミ
ー
ト
カ
レ
ー
な
ど
の

副
食
も
、
す
べ
て
こ
の
一
つ
の
お
盆
の
中
に
配
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
指
で

ま
ぜ
合
せ
て
い
た
だ
く
の
だ
が
、
私
た
ち
は
ス
プ
ー
ン
を
貸
し
て
も
ら
っ

た
。
チ
ャ
ン
バ
の
王
様
の
優
雅
な
晩
餐
会
を
経
験
し
て
い
た
私
た
ち
は
、

あ
ま
り
の
変
り
よ
う
に
、
お
ど
ろ
き
の
目
を
見
は
り
、
食
べ
物
も
の
ど
に

つ
か
え
が
ち
だ
っ
た
。
食
後
、
太
鼓
が
持
ち
出
さ
れ
、
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て

ま
わ
っ
た
世
話
役
の
青
年
が
、
哀
調
を
お
び
た
恋
歌
を
う
た
っ
て
き
か
せ

て
く
れ
た
。

一
ヶ
月
後
、
こ
の
村
に
帰
っ
た
と
き
に
も
夕
食
に
よ
ば
れ
た
が
、
も
う

異
和
感
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
け
つ
こ
う
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト
の
西
面
は
、
オ
ー
ダ
ン
氷
河
か
ら
頂
上
ま

で
何
も
さ
え
ぎ
る
も
の
な
く
、
一
直
線
に
そ
の
全
容
を
あ
ら
わ
し
て
い

た
。
氷
河
上
の
Ｃ
Ⅱ
が
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
標
高
差

は
一
四
○
○
メ
ー
ト
ル
、
雪
の
つ
い
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
全
体

と
し
て
黒
い
壁
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
偵
察
に
よ
る
と
、

北
か
ら
の
ル
ー
ト
は
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
で
千
メ
ー
ト
ル
の
固
定
ザ
イ
ル

が
要
る
。
南
か
ら
は
鋸
状
の
岩
稜
と
雪
庇
と
で
登
肇
は
難
し
い
、
と
云
う

こ
と
だ
っ
た
。

サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト
を
あ
き
ら
め
た
私
た
ち
は
、
氷
河
を
へ
だ

て
て
サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト
と
向
い
合
っ
て
い
る
無
名
峰
（
五
五
七

五
メ
ー
ト
ル
）
に
登
る
こ
と
に
し
た
。
五
月
二
四
日
の
午
前
五
時
に
出
発

し
て
、
頂
上
へ
の
最
後
の
斜
面
に
か
か
っ
た
と
き
「
あ
あ
っ
ノ
」
と
い
う

い
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。
は
じ
め
は
カ
イ
ラ
ス
の
南
側
へ
ま
わ
っ
て
み

た
が
、
難
し
い
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
東
側
に
登
路
を
み
つ
け
、
五
月
一
二
日

四
五
一
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
Ⅲ
を
設
け
た
。
そ
し
て
翌
日
、
一
気
に
二
○

○
メ
ー
ト
ル
を
上
る
こ
と
に
し
、
二
人
ず
つ
五
組
の
ロ
ー
プ
パ
ー
テ
ィ
を

組
ん
で
、
午
前
三
時
二
○
分
に
こ
う
こ
う
と
冴
え
た
月
光
の
中
を
出
発
し

た
。
晴
れ
て
い
た
空
も
午
後
に
は
雪
と
な
り
、
全
員
登
頂
し
て
最
後
の
組

が
Ｃ
Ⅲ
に
帰
っ
た
の
は
、
夜
の
七
時
だ
っ
た
。
別
段
難
し
い
と
こ
ろ
は
な

か
っ
た
が
、
下
が
見
え
な
い
長
い
長
い
急
斜
面
上
の
リ
ッ
ジ
の
登
り
は
、

晴
れ
無
風
の
好
条
件
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
う
。
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声
に
顔
を
あ
げ
る
と
、
音
も
な
く
滑
り
ゆ
く
雪
の
中
に
七
、
八
人
の
仲
間

が
お
ち
て
ゆ
く
の
を
み
た
。
大
き
く
ま
い
上
る
雪
煙
に
、
雪
崩
は
ま
る
で

稜
線
の
向
う
側
か
ら
、
稜
線
を
こ
え
て
来
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
二
番

目
の
ロ
ー
プ
は
途
中
で
止
っ
た
が
、
先
頭
ロ
ー
プ
の
四
人
は
、
お
ち
て
行

っ
て
見
え
な
く
な
っ
た
。
二
人
の
イ
ン
ド
隊
員
と
、
一
人
の
シ
ェ
ル
パ
は

幸
運
に
も
か
す
り
傷
だ
け
だ
っ
た
が
、
も
う
一
人
の
シ
ェ
ル
パ
は
息
絶
え

た
。
Ｂ
Ｃ
に
引
き
上
げ
た
私
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
の
指
示
を
待

っ
て
、
ラ
ビ
河
の
ほ
と
り
で
遺
体
を
茶
毘
に
ふ
し
た
。
メ
ラ
メ
ラ
と
も
え

上
る
真
赤
な
焔
を
ふ
り
返
り
ふ
り
返
り
、
小
雨
の
中
を
ク
グ
チ
の
村
へ
帰

っ
て
行
っ
た
。

習
慣
が
ち
が
い
、
も
の
の
考
え
方
も
ち
が
う
イ
ン
ド
人
と
日
本
人
と
で

は
、
山
の
登
り
方
も
ち
が
う
よ
う
で
あ
る
。
サ
ナ
ク
デ
ン
ク
・
ジ
ョ
ッ
ト

を
例
に
と
れ
ば
、
偵
察
を
シ
ェ
ル
パ
だ
け
に
任
せ
た
こ
と
、
シ
ェ
ル
パ
は

男
性
だ
か
ら
、
足
も
早
い
し
、
力
も
あ
る
。
職
業
柄
よ
い
方
法
も
知
っ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る
と
お
そ
く
な
る
か
ら
、
シ
ェ
ル
パ
だ
け
の
方

が
時
間
の
節
約
に
な
る
し
、
能
率
的
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ

ェ
ル
パ
が
「
ノ
オ
」
と
云
え
ば
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
。
は
る
ば
る
日
本
か

ら
や
っ
て
き
た
の
に
、
自
分
の
目
で
山
も
見
ず
に
断
念
す
る
と
は
、
そ
ん

な
バ
カ
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
頂
上
へ
は
行
け
な
く
て
も
、
途
中
ま

で
で
も
い
い
か
ら
行
き
た
い
と
云
う
、
切
な
る
望
み
も
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
無
念
の
涙
を
こ
ら
え
た
。
イ
ン
ド
人
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
登
れ
な
い

と
分
っ
て
い
る
山
に
、
途
中
ま
で
で
い
い
か
ら
行
く
と
云
う
私
た
ち
の
考

え
も
、
ま
た
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
分
の
荷
物
は
自
分
で

背
負
う
習
慣
の
つ
い
て
い
る
日
本
人
と
、
殆
ん
ど
荷
を
持
た
ぬ
イ
ン
ド
人

と
、
几
帳
面
な
日
本
人
と
、
時
間
に
無
関
心
な
イ
ン
ド
人
と
。
こ
ん
な
相

異
の
あ
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
も
シ
ェ
ル
パ
死
亡
の
あ

と
は
、
バ
ラ
カ
ン
ダ
ヘ
の
登
山
を
続
行
す
る
と
云
う
イ
ン
ド
側
と
、
中
止

す
る
と
い
う
日
本
側
と
、
意
見
は
完
全
に
分
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
エ
ベ
レ

ス
ト
隊
は
、
隊
員
が
死
ん
で
も
登
山
を
続
行
し
た
と
云
う
。
私
た
ち
が
強

力
な
隊
な
ら
ば
そ
れ
も
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
。
彼
ら
は
雇
わ
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
私
た
ち
が
行
く
と
云
え
ば
、
つ
い
て
く
る
と
イ
ン
ド
の
隊
員
た
ち

は
云
う
の
だ
が
、
意
気
消
沈
し
て
い
る
シ
ェ
ル
パ
を
み
る
と
、
私
た
ち
の

登
山
が
シ
ェ
ル
パ
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
け
に
、
シ
ェ
ル
パ
の

心
を
も
く
み
と
っ
て
、
判
断
の
一
材
料
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

た
。
時
間
的
に
余
裕
の
な
い
バ
ラ
カ
ン
ダ
に
向
う
こ
と
は
、
恐
し
い
こ
と

だ
っ
た
。
公
費
で
や
っ
て
き
た
彼
女
ら
に
は
、
四
つ
の
山
に
登
る
筈
だ
っ

た
の
に
、
一
つ
し
か
登
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
あ
せ
り
の
気
持
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
登
山
を
中
止
す
る
と
云
う
日
本
側
の
意
見
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
、
予
定
よ
り
早
く
六
月
四
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
帰
っ
た
。

登
山
技
術
に
関
し
て
は
パ
テ
ル
隊
長
は
、
イ
ン
ド
隊
員
は
岩
に
強
い
と

云
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
。
登
山
学
校
に
学
び
、
岩

登
り
訓
練
を
受
け
た
と
云
う
こ
と
が
、
彼
女
ら
に
は
「
で
き
る
」
と
云
う

一
つ
の
尺
度
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
・
登
山
学
校
の
教
師
で
あ
る
パ
テ
ル
、
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シ
ャ
ヘ
ー
ル
さ
ん
の
二
人
は
別
と
し
て
、
山
へ
行
く
の
は
一
年
に
一
度
か

二
度
と
ご
く
僅
か
の
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
度
か
二
度
が
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
五
千
、
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
へ
行
く
の
だ
。
日
曜
日
は
山
へ

行
く
こ
と
が
日
課
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
私
た
ち
は
、
高
度
の
経
験
は
で

き
な
い
が
、
彼
女
ら
を
は
る
か
に
凌
ぐ
山
行
の
回
数
に
お
い
て
、
結
果
と

し
て
は
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。

装
備
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
登
山
学
校
の
教
師
は
別
と
し
て
、
他
の

人
は
靴
に
至
る
ま
で
、
登
山
財
団
の
借
り
物
で
あ
る
。
こ
の
靴
、
あ
の
靴

と
足
を
つ
っ
こ
ん
で
は
適
当
な
も
の
を
選
ん
で
い
た
。
メ
タ
さ
ん
な
ど
は

靴
が
合
わ
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
。
日
本
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
羽
毛
服
も
、

登
山
財
団
が
買
っ
て
貸
し
て
い
た
。
時
た
ま
し
か
山
へ
行
か
な
け
れ
ば
、

自
分
で
揃
え
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
が
個
人
装
備
は
全
部

自
分
の
も
の
だ
と
云
う
と
、
お
ど
ろ
い
て
い
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
肌
の
色
が
ち
が
っ
た
二
国
の
人
種
が
、
か
た
こ
と
の

英
語
で
気
持
を
通
じ
合
い
、
同
じ
も
の
を
食
べ
、
一
つ
の
テ
ン
ト
に
眠
り

一
本
の
ザ
イ
ル
に
つ
な
が
っ
て
、
登
山
を
経
験
し
得
た
こ
と
は
、
お
互
い

に
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
う
。
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
の
重
要
性
を
口
で

は
云
っ
て
も
、
日
本
の
山
で
気
心
の
知
れ
た
人
の
み
と
の
山
行
で
は
、
気

が
つ
か
な
か
っ
た
イ
ン
サ
イ
ド
・
ワ
ー
ク
と
で
も
云
お
う
か
、
身
を
も
っ

て
感
じ
と
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
収
穫
だ
っ
た
。

別
れ
て
一
年
以
上
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
い
ま
で
も
手
紙
を
交

換
し
て
い
る
。
十
人
の
う
ち
四
人
は
結
婚
し
、
一
人
は
未
亡
人
と
な
っ

た
。
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
は
、
次
第
に
う
す
れ
て
、
た

の
し
か
っ
た
思
い
出
だ
け
が
残
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。
再
び
合
同
登
山

が
企
画
さ
れ
る
な
ら
ば
、
達
者
な
会
話
力
を
持
っ
て
参
加
し
、
納
得
の
ゆ

く
登
山
を
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
思
う
の
で
あ
る
。
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山
に
む
か
う
時
、
対
象
の
山
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
気
に
な
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
車
窓
か
ら
で
あ
れ
、
文
明
か
ら
見
は
な

さ
れ
た
気
配
を
漂
わ
す
登
山
口
か
ら
で
あ
れ
、
同
じ
だ
。
そ
の
印
象
は
そ

れ
以
降
の
登
高
慾
と
も
か
か
わ
り
あ
っ
て
、
良
く
も
悪
く
も
強
烈
に
残
る
。

山
に
別
れ
を
告
げ
る
に
し
て
も
、
人
は
峠
や
平
野
部
に
立
っ
て
山
を
眺
め

は
じ
め
に

一
、
海
岸
線
の
地
名
の
変
遷

二
、
文
献
に
み
る
知
床
半
島

そ
の
１
知
床
の
存
在

そ
の
２
知
床
の
山
名

そ
の
３
松
浦
書
と
問
題
点

三
、
羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
に
つ
い
て

は
じ
め
に

羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
に
つ
い
て

た
が
る
。
一
つ
一
つ
の
鮮
烈
な
記
憶
と
共
に
、
山
を
一
番
美
し
く
眺
め
た

い
も
の
と
願
う
。
自
然
に
名
を
与
え
た
先
住
民
族
の
心
に
触
れ
る
想
い
の

す
る
の
も
、
そ
ん
な
時
で
あ
る
。

知
床
半
島
の
場
合
、
山
岳
は
東
西
の
海
岸
に
住
む
人
び
と
の
共
通
の
存

在
で
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
重
畳
と
し
た
岩
頂
や
ハ
イ
マ
ツ
原
が
、
東

西
の
交
流
を
遮
断
し
た
。
そ
れ
で
も
山
稜
を
越
る
者
も
い
た
が
、
一
つ
の

コ
タ
ン
を
支
え
る
に
は
豊
饒
な
海
を
ひ
か
え
た
谷
間
は
、
そ
れ
で
充
分
だ

っ
た
。
そ
う
し
て
一
つ
の
谷
間
に
一
つ
の
固
有
名
詞
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ

は
や
が
て
谷
奥
の
山
岳
に
も
与
え
ら
れ
る
。
共
通
な
山
岳
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
タ
ン
の
呼
称
が
成
立
す
る
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
北
海
道
化
に
と
も

な
っ
て
、
先
人
た
ち
の
多
様
で
豊
か
な
表
現
を
圧
殺
し
た
の
は
和
人
で
あ

っ
た
。
北
海
道
の
山
名
の
混
乱
も
、
彼
ら
開
拓
者
た
ち
が
、
一
つ
の
コ

タ
ン
の
固
有
な
名
詞
を
強
引
に
普
遍
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
起
因
し

早

川

頑
治
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羅臼岳と硫黄山の原名について

山
名
に
つ
い
て
別
に
触
れ
る
と
し
て
、
知
床
半
島
の
海
岸
線
の
地
名
の

う
つ
り
変
り
を
、
安
政
か
ら
昭
和
ま
で
の
約
一
○
○
年
の
間
に
刊
行
さ
れ

た
四
枚
の
地
図
で
見
よ
う
と
す
る
訳
で
あ
る
。

地
名
の
変
遷
は
表
１
．
２
に
ま
と
め
た
と
う
り
で
あ
る
が
、
安
政
年
間

松
浦
武
四
郎
が
採
集
し
た
も
の
は
、
ウ
ト
ロ
・
知
床
岬
間
で
七
二
の
地
名

に
の
ぼ
る
。
一
方
、
羅
臼
・
知
床
岬
問
で
は
四
二
に
な
る
。
こ
れ
が
三
六

年
た
っ
た
明
治
二
八
年
の
地
形
図
を
み
る
と
、
残
さ
れ
た
地
名
は
前
者
で

二
二
、
後
者
で
三
三
で
あ
る
。
斜
里
側
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
）
で
は
地
図

上
で
五
○
も
の
地
名
が
消
失
し
て
い
る
一
方
、
羅
臼
側
（
根
室
側
）
で
は

消
え
た
の
は
わ
ず
か
に
九
で
あ
る
。
明
治
以
降
は
、
そ
の
数
に
そ
れ
程
の

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
海
岸
線
の
地
名
の
う
つ
り
変
わ
り
を
頭
に
お
き
な
が
ら
、
羅

臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
こ
に
四
枚
の
地
図
が
あ
る
。

安
政
六
年
刊
、
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
（
松
浦
武
四
郎
）

明
治
二
八
年
刊
、
二
五
万
分
之
一
地
図
（
北
海
道
庁
地
理
課
）

大
正
一
四
年
刊
、
五
万
分
之
一
地
形
図
（
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
）

昭
和
三
九
年
刊
、
五
万
分
之
一
地
形
図
（
国
土
地
理
院
）

一
、
海
岸
線
の
地
名
の
変
遷

大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
昭
和
の
に
な
る
と
若
干
漢
字
化
が
進
行
し
て
い

る
の
も
、
特
徴
と
し
て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
海
道
の
中
で
も
、
現

在
も
な
お
カ
タ
カ
ナ
地
名
を
有
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
知
床
と
日
高
山
脈

く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
羅
臼
側
で
一
○
、
斜
里
側
で
四
の

地
名
が
漢
字
に
変
っ
て
い
る
。
地
名
の
変
遷
か
ら
見
る
と
、
蝦
夷
地
の
北

海
道
化
即
ち
日
本
化
は
、
知
床
に
お
い
て
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の
西
海
岸

よ
り
、
東
側
に
お
い
て
よ
り
進
ん
だ
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
は
海
岸
線
の
地
名
に
つ
い
て
の
み
見
た
が
、
こ
の
結
論
は
国
境

稜
線
の
山
岳
の
原
名
を
考
え
る
場
合
に
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
半
島

部
の
背
稜
を
連
ね
る
山
岳
は
、
東
西
の
コ
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
た
し
か
に
共

通
の
存
在
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
山
名
に
共
通
な
も
の
を
求
め
る
の
は
、

本
来
無
理
が
多
い
。
そ
れ
は
山
を
介
在
さ
せ
る
時
に
起
る
、
生
活
空
間
の

断
絶
か
ら
く
る
し
、
山
そ
れ
自
体
の
持
つ
多
面
性
に
も
起
因
す
る
。
コ
タ

ン
に
よ
っ
て
異
な
る
呼
称
が
成
立
す
る
訳
で
あ
る
が
、
和
人
へ
の
伝
承
が

優
勢
を
占
め
た
東
海
岸
側
の
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
察

で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
羅
臼
岳
と
い
う
山
名
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
れ
は
東
海
岸
（
メ
ナ
シ
）
の
羅
臼
コ
タ
ン
の
人
た
ち
に
よ
る
呼
び
名
で

は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
斜
里
側
の
コ
タ
ン
に
と
っ
て
は
無
縁
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

以
下
山
名
の
項
で
詳
し
く
ふ
れ
た
い
と
思
う
。
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そ
の
１
知
床
の
存
在

知
床
と
い
う
地
名
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
寛
文
一
○
年
（
一
六

七
○
年
）
の
『
津
軽
一
統
志
』
が
は
じ
め
て
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
前
年
起

っ
た
寛
文
蝦
夷
乱
に
つ
い
て
の
、
隠
密
に
よ
る
調
査
報
告
が
の
っ
て
い

る
。
巻
十
の
「
松
前
夷
蜂
起
」
の
項
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
の
次
の
よ
う
な
コ
タ
ン
の
ア
イ
ヌ
が
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
に
組
し
て

松
前
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
よ
や
村
、
つ
ん
く
つ
村
、
幌
別
村
、
と
ほ
し
別
村
、
幌
別
村
、
お
む

村
、
お
こ
つ
、
へ
村
、
し
よ
こ
つ
村
、
ま
ふ
別
村
、
ほ
こ
っ
村
、
ゆ
ふ
別
村
、

は
鼻
し
り
村
、
う
か
ら
や
村
、
ち
や
る
村
、
う
な
つ
村
、
や
る
け
村
、
な

し
や
村
、
し
れ
と
こ
村
、
く
な
し
り
村
。

以
上
の
一
九
の
コ
タ
ン
で
、
加
担
者
の
数
を
合
計
三
千
人
と
ふ
ん
で
い

る
。
こ
の
中
の
「
ち
や
る
村
」
は
斜
里
、
「
な
し
や
」
は
ル
シ
ャ
を
さ
し

て
い
る
と
い
う
（
更
科
源
蔵
氏
に
よ
る
）
。

ち
や
る
村
狄
二
百
五
十
人
位

大
将
し
や
な
は
し
り
こ
ん
た

う
な
つ
村
狄
五
十
人

大
将
れ
か
つ

な
し
や
村
狄
百
人
位

大
将
い
か
ん
て
き

二
、
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
知
床

し
れ
と
こ
村
狄
百
人
位

大
将
不
明

こ
こ
に
は
子
女
、
老
人
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
か
ら
、
当

時
西
海
岸
の
各
河
川
に
、
コ
タ
ン
の
規
模
と
し
て
は
最
大
級
の
も
の
が
、

散
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）
に
な
る
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
の
っ
て

い
る
「
蝦
夷
之
図
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
北
海
道
の
地
図
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
正
徳
図
の
写
し
を
見
る
と
、
帯
の
よ
う
に
長
い
北
海
道
が

認
め
ら
れ
る
。
内
陸
に
は
尻
別
岳
、
タ
ル
マ
イ
岳
、
内
浦
岳
が
あ
り
、
そ

し
て
北
東
に
は
北
海
道
本
島
と
切
り
離
さ
れ
て
、
大
き
な
島
が
一
つ
あ

る
。
名
を
「
志
利
恵
止
古
島
」
（
知
床
島
）
と
い
い
、
知
床
は
半
島
と
し

て
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

網
走
の
海
岸
に
立
つ
と
、
知
床
半
島
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
む
こ
う
に
あ

っ
て
、
離
れ
島
を
み
て
い
る
錯
覚
に
お
ち
い
る
。
さ
ら
に
半
島
部
の
先
端

に
目
を
や
る
と
、
ル
シ
ャ
の
辺
で
二
分
さ
れ
て
、
海
水
面
に
没
し
て
い
る

か
に
見
え
る
。
お
そ
ら
く
網
走
の
海
岸
あ
た
り
か
ら
遠
望
し
た
だ
け
で

は
、
知
床
岳
の
辺
を
離
島
と
見
て
も
無
理
は
な
い
。
地
図
の
感
じ
も
そ
ん

な
で
あ
る
。

林
子
平
の
手
に
な
る
『
三
国
通
覧
図
説
』
の
中
に
も
北
海
道
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
知
床
半
島

と
根
室
半
島
と
は
一
つ
に
な
っ
て
い
て
「
白
い
所
」
（
知
床
岬
）
の
さ
き
に

「
ノ
サ
ッ
プ
」
が
あ
る
。
ル
シ
ャ
川
は
「
ル
ウ
シ
ャ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
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羅臼岳と硫黄山の原名について

て
、
深
い
入
江
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
北
海
道
の
奥
地
に
も
、
少
し
ず
つ
和
人
の
目
が
む
け

ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
寛
政
年
間
に
入
る
と
、
ロ
シ
ア
人
の
南
下
に

手
を
や
い
た
幕
府
は
、
同
一
○
年
東
蝦
夷
を
直
轄
せ
ざ
る
を
得
な
い
情
勢

に
お
い
こ
ま
れ
る
。
伊
能
忠
敬
が
東
蝦
夷
の
海
岸
の
測
量
を
お
こ
な
っ
た

の
は
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
て
、
海
岸
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
地
図
と
ほ

と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
２
知
床
の
山
名

時
代
は
さ
ら
に
下
っ
て
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
島
義
勇
の
『
入
北

記
』
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

「
シ
レ
ト
コ
岬
北
江
直
に
出
る
。
山
色
五
通
り
計
に
て
奇
首
の
山
も
み
へ

硫
黄
山
に
烟
た
つ
。
」

こ
れ
に
は
二
枚
の
絵
も
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
う
ち
一
枚
が
知
床
半
島
の

全
景
を
よ
く
描
い
て
注
書
が
あ
る
。

「
シ
ヤ
リ
山
シ
ヤ
リ
ノ
番
家
ヲ
去
ル
事
十
里
」

「
ウ
ナ
ヘ
ッ
山
」

硫
黄
山
と
は
っ
き
り
わ
か
る
山
体
の
中
腹
に
は
、
噴
煙
が
上
が
っ
て
い

「
硫
黄
ノ
烟
タ
ツ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
斜
里
あ
た
り
か
ら
眺
め
た
半
島
部
で
あ
ろ

う
。
中
央
の
一
段
と
高
い
岩
山
に
、

て

「
シ
ャ
リ
ノ
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ポ
リ
、
一
名
ラ
ゥ
シ
ノ
岳
」

う
な
く
つ

と
注
が
あ
る
。
羅
臼
岳
、
海
別
岳
、
斜
里
岳
と
い
う
山
名
が
ス
ケ
ッ
チ
と

共
に
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

安
政
四
年
と
い
う
年
は
、
知
床
に
関
す
る
文
献
の
非
常
に
豊
富
な
年
で

あ
る
が
、
『
観
国
録
』
（
石
川
和
助
著
）
で
は
知
床
の
山
を
次
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る
。

「
東
北
岬
尽
頭
、
第
一
峯
ヲ
シ
レ
ト
コ
ト
云
上
、
第
二
峯
ヲ
メ
ナ
シ
（
東

ノ
義
）
、
チ
ャ
チ
ャ
岳
、
第
三
ヲ
イ
ハ
オ
ヒ
ベ
ッ
、
第
四
ヲ
ウ
ナ
ベ
ッ
ト
名

ク
・
些
ノ
距
離
ア
リ
テ
運
上
屋
背
後
ニ
在
ル
山
ヲ
、
第
五
シ
ャ
リ
嶺
ト
ス
・
」

但
し
、
こ
の
山
名
は
斜
里
の
番
人
に
聞
い
て
記
し
た
も
の
だ
か
ら
、
他

の
記
録
と
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
チ
ャ
チ
ャ
岳
と
イ
ハ
オ
ヒ
ベ
ッ
と
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
に
出
た
も
の
に
も
う
一
つ
。
『
蝦
夷
地
見
置
害
』
（
協
和
私
役
）

が
あ
り
、
斜
里
川
を
渡
っ
て
運
上
屋
に
入
っ
た
翌
日
、

「
門
外
二
出
テ
南
ノ
方
、
シ
ャ
リ
山
ヲ
見
ル
。
高
シ
。
其
左
ニ
ウ
ナ
ベ
ッ

山
ア
リ
。
其
東
ヲ
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ホ
リ
ト
云
う
。
又
其
東
ヲ
ル
シ
ャ
ノ
ボ
リ

ト
云
う
。
チ
ャ
チ
ャ
山
モ
ッ
ト
モ
高
シ
。
シ
ャ
リ
山
其
次
ナ
リ
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
害
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ル
シ
ャ
ノ
ポ
リ
と

い
う
山
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

年
代
は
明
確
で
な
い
が
『
北
海
道
歴
検
図
』
と
い
う
色
彩
の
つ
よ
い
絵

巻
が
あ
る
。
全
道
が
二
八
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

中
の
北
見
州
に
知
床
の
山
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
き
わ
め
て
正
確
な
山
姿
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を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
「
ル
シ
ャ
山
」
と
い
う
山
名
が
、
こ

こ
で
も
発
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
硫
黄
山
と
は
っ
き
り
わ
か
る
山
群
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
３
松
浦
書
と
問
題
点

さ
て
、
こ
こ
で
松
浦
書
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
武
四
郎
が
第

一
回
の
渡
道
で
、
根
室
を
経
て
知
床
に
初
見
参
し
た
の
は
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
回
に
わ
た
っ
て
知
床
を
訪
れ
て

い
る
が
、
弘
化
三
年
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
を
南
下
し
て
斜
里
に
至
り
、

そ
こ
か
ら
舟
で
知
床
へ
む
か
っ
た
。
そ
の
記
録
は
『
再
航
蝦
夷
日
誌
』
に

収
め
ら
れ
た
が
、
海
岸
の
地
名
を
克
明
に
記
し
て
正
確
で
あ
る
。
そ
の
点

で
は
『
知
床
日
誌
』
に
み
ら
れ
る
混
乱
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
内
陸
の
山

岳
に
つ
い
て
は
、
彼
に
と
っ
て
も
ま
だ
未
知
で
あ
っ
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
、
松
浦
は
六
回
目
の
渡
道
を
試
み
、
根
室

か
ら
知
床
岬
を
ま
わ
っ
て
斜
里
に
出
た
。
そ
れ
は
『
知
床
日
誌
』
と
『
山

川
地
理
取
調
図
』
と
な
っ
て
結
晶
す
る
が
、
山
名
に
つ
い
て
の
不
統
一
な

ど
、
か
な
り
の
混
乱
が
あ
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

次
に
『
知
床
日
誌
』
か
ら
山
名
に
ま
つ
わ
る
部
分
を
抄
出
す
る
。

「
ヲ
ラ
ウ
シ
ヲ
ハ
エ
ト
岩
岬
、
キ
ャ
ル
マ
イ
石
門
、
弁
慶
妹
大
蛇
に
追
は

れ
逃
非
り
此
穴
よ
り
覗
居
た
り
し
と
。
其
上
を
ヲ
ブ
イ
岳
、
又
知
床
岳
と

も
云
へ
り
。
」

「
ホ
ロ
ム
イ
湾
。
上
に
ホ
ロ
ム
イ
岳
。
其
下
ニ
ホ
ロ
ソ
ウ
大
滝
・
」

「
頭
を
挙
れ
ば
其
源
は
チ
ャ
ラ
セ
ホ
ロ
岳
と
云
ふ
高
山
也
。
ホ
ロ
ワ
タ
ラ

大
岩
。
」

「
ル
シ
ャ
、
此
所
ネ
モ
ロ
の
ル
シ
ャ
と
背
向
す
と
。
上
を
ル
シ
ャ
岳
と
云

ふ
。
井
て
西
南
に
チ
ャ
チ
ャ
岳
大
山
・
」

「
イ
ワ
ヲ
ベ
ッ
巾
五
、
六
間
。
水
源
硫
黄
岳
よ
り
来
る
故
至
て
酸
し
。
此

●
●
●
●
●
●
●

川
筋
を
上
り
、
右
ヲ
ン
ネ
岳
左
り
祖
父
岳
。
其
間
よ
り
根
諸
の
ラ
ゥ
シ
に

越
と
。
其
半
腹
迄
惣
て
三
、
四
尺
の
五
よ
う
松
葡
旬
し
其
上
凡
八
丁
斗
の

間
、
一
面
硫
黄
山
に
て
燃
出
た
り
と
。
」

「
ウ
ト
ル
チ
ク
シ
と
云
に
着
。
名
義
岩
間
を
舟
が
越
る
義
か
。
其
辺
岩
の

峨
々
突
兀
た
る
様
頗
る
面
白
く
其
上
を
ヘ
ケ
レ
岳
。
」

「
ヲ
ン
ネ
ベ
ッ
急
流
な
り
。
川
筋
字
多
し
、
其
源
右
ヲ
ン
ネ
岳
。
左
へ
ケ

レ
岳
。
」

「
源
ウ
ナ
ベ
ッ
岳
よ
り
来
る
。
」

「
ユ
フ
ヲ
ベ
ッ
滝
。
硫
黄
川
の
儀
。
此
三
筋
皆
硫
黄
岳
よ
り
落
故
に
号
く
・
」

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
◆

「
上
は
余
利
岳
、
ク
テ
リ
ン
ベ
ッ
岳
、
チ
セ
ネ
岳
、
ゥ
ナ
ベ
ッ
、
ヲ
ン
ネ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
Ｃ
●
①
●
●
●
●
●
■

ベ
ッ
、
サ
リ
キ
ウ
シ
、
イ
ミ
キ
岳
、
シ
ヤ
マ
ッ
ケ
岳
、
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ポ
リ
、

ラ
ウ
シ
岳
等
、
風
景
目
覚
し
き
事
也
。
井
て
ル
ゥ
ク
シ
ナ
イ
小
川
。
川
筋

①
●
●
●
◆
●
●
●
●
●

字
多
し
。
左
エ
キ
シ
ャ
ラ
シ
岳
、
右
祖
父
岳
・
」

こ
れ
は
根
室
側
か
ら
望
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

文
章
と
は
別
に
同
書
に
は
ス
ケ
ッ
チ
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
根
室
側
か

ら
の
は
知
床
岳
と
命
名
さ
れ
た
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
山
が
あ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
側
か
ら
の
一
枚
に
は
、
ウ
フ
イ
岳
と
カ
シ
ュ
ー
岳
が
描
か
れ
て
い
る
。
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位
置
的
に
は
現
在
の
獅
子
岩
の
沖
合
か
ら
の
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
松
浦
の
地
図
に
つ
い
て
み
る
と
二
枚
あ
る
。
一
枚
は
『
東
西
蝦

夷
山
川
地
理
取
調
図
』
に
収
め
ら
れ
た
知
床
と
、
他
は
『
日
誌
』
に
挿
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
図
１
（
別
掲
）
の
『
日
誌
』
の
も
の
を
見
る

と
、
岬
の
方
か
ら
、
ウ
フ
イ
ノ
ホ
リ
、
ホ
ロ
ナ
イ
ノ
ホ
リ
、
チ
ャ
チ
ャ
ノ

ホ
リ
、
イ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ
、
ラ
ウ
シ
岳
、
シ
ヤ
マ
ッ
ケ
岳
、
ヘ
ケ
レ
ノ
ホ
リ
、

ヲ
ン
ネ
ノ
ホ
リ
、
ウ
ナ
ヘ
ッ
岳
、
チ
セ
ネ
岳
、
カ
ン
チ
ゥ
シ
岳
の
二
峰

で
あ
る
。
山
川
図
（
地
図
２
）
の
を
み
る
と
岬
の
方
か
ら
、
ウ
イ
ノ
ホ

リ
、
ホ
ロ
ナ
イ
ノ
ホ
リ
、
チ
ヤ
ラ
セ
ホ
ロ
ノ
ホ
リ
、
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ホ
リ
、

ユ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ
の
六
峰
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
図
は
全
道
を
二
六
冊
に
分
け
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
序
に

あ
た
る
「
首
」
の
分
冊
を
み
る
と
、
各
地
方
の
人
別
・
境
界
・
泊
家
・
名

山
・
名
所
な
ど
が
一
覧
表
に
な
っ
て
い
る
。
舎
利
（
斜
里
）
の
項
を
つ
い

で
に
見
る
と
高
岳
名
山
に
、
斜
里
岳
・
海
別
岳
・
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ホ
リ
の
三

峰
が
上
が
っ
て
い
る
。
名
所
と
し
て
イ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ
温
泉
の
名
が
見
え

る
。
こ
れ
は
現
岩
尾
別
温
泉
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が
松
浦
武
四
郎
の
偉
大
な
業
績
の
一
端
で
あ
る
が
、
羅
臼
岳
・
硫

黄
山
・
知
床
岳
の
原
名
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
混
同
が
多
く
、
イ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ

ヌ
プ
リ

（
ヌ
プ
リ
）
・
チ
ャ
チ
ャ
岳
・
ル
シ
ャ
ノ
ポ
リ
・
ラ
ウ
シ
岳
・
硫
黄
岳
が
全

く
別
な
山
で
あ
る
の
か
、
単
な
る
同
一
山
頂
の
異
称
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
松
浦
書
の
不
統
一
を
追
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
羅
臼
岳

や
硫
黄
山
に
つ
い
て
も
、
果
し
て
現
在
さ
し
て
い
る
あ
の
ピ
ー
ク
を
意
味

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
、
存
在
自
体
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
る

必
要
も
出
て
く
る
訳
で
あ
る
。

明
治
七
年
、
知
床
の
地
質
調
査
に
訪
れ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
Ⅱ
ス
ミ
ス
Ⅱ

ラ
イ
マ
ン
に
よ
っ
て
も
、
松
浦
書
の
不
統
一
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て

●
●
●
●
●
●

い
る
。
「
余
輩
、
網
走
川
ノ
渡
場
ヲ
舟
ニ
テ
渡
リ
シ
ニ
、
イ
タ
シ
ベ
ヲ
ニ

ノ
硫
黄
地
ナ
ル
半
島
ノ
山
岳
峨
々
ト
シ
テ
、
一
望
ノ
中
二
在
リ
シ
ヵ
バ
、

袖
珍
『
セ
キ
ス
タ
ン
』
ノ
直
角
ヲ
以
テ
其
高
サ
ヲ
測
リ
シ
ニ
、
外
端
ナ
ル
第

●
●
●
●
●
●
●

一
ノ
高
山
（
チ
ャ
ラ
セ
ノ
ボ
リ
カ
）
〈
大
約
五
千
五
百
尺
。
其
次
ナ
ル
イ

タ
シ
ベ
ヲ
ニ
ハ
大
約
六
千
五
百
尺
。
其
次
ノ
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ポ
リ
モ
六
千
五

百
尺
・
又
其
次
（
ウ
ナ
ベ
ッ
ダ
ケ
カ
）
ハ
大
約
五
千
五
百
尺
タ
リ
。
（
中
略
）

●
●
、
●
●
●
●
●
●
●

松
浦
ノ
地
図
一
ス
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ポ
リ
ト
硫
黄
山
ノ
名
称
ヲ
取
違
ヒ
タ
リ
。
」

（
明
治
一
二
年
刊
開
拓
使
顧
問
ホ
ラ
シ
Ⅱ
ケ
プ
ロ
ン
報
文
よ
り
抄
出
。
）

現
在
で
は
硫
黄
山
の
原
名
は
イ
ワ
ヲ
ヌ
プ
リ
。
羅
臼
岳
は
ラ
ゥ
シ
岳
又

は
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
松
浦
以
降
、
知
床
の
地
形
図
が
で
き
る
明
治
二
八
年
ま
で
の
資

料
も
、
若
干
み
て
置
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
程
目
新
し
い
も
の
は
な
い

が
、
た
だ
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
の
硫
黄
鉱
山
開
発
は
急
速
に
進
ん
で
い
た
の
で
、

硫
黄
山
に
つ
い
て
は
詳
し
い
。
明
治
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
北
海
道
地

質
総
論
』
（
Ｂ
・
Ｓ
・
ラ
イ
マ
ン
箸
）
で
は
、
硫
黄
山
と
い
う
呼
称
は
つ
か

わ
ず
「
イ
タ
シ
ベ
オ
ニ
火
山
」
と
し
て
い
る
・
明
治
一
三
年
の
『
北
海
道
鉱

山
略
記
』
（
北
海
道
庁
刊
）
で
は
正
式
名
称
を
「
シ
レ
ト
コ
山
」
と
し
、
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二
四
年
の
『
北
海
道
鉱
床
調
査
報
告
文
』
（
北
海
道
庁
刊
）
で
は
「
知
床

硫
黄
山
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
川
湯
硫
黄
山
（
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）
と
の

混
同
を
さ
け
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
へ
現
在
で
も
用
い
る
人
が
多
い
。
こ

の
報
文
に
は
硫
黄
鉱
山
現
場
の
地
形
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
噴
火
口
の

標
高
を
五
四
一
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。
又
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
川
は
こ
の
火

口
か
ら
流
出
す
る
硫
黄
で
、
う
ず
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
状
態
も
明
示
さ
れ

て
い
る
。

そ
う
し
て
明
治
二
八
年
の
地
形
図
（
地
図
３
参
照
）
を
み
る
の
で
あ
る

が
、
測
量
は
海
上
か
ら
さ
れ
た
。
知
床
岬
ち
か
く
に
六
○
六
メ
ー
ト
ル
の

ウ
ー
イ
ヌ
プ
リ
。
そ
の
す
ぐ
西
南
の
ピ
ー
ク
に
サ
マ
ッ
キ
ヌ
プ
リ
の
名
が

与
え
ら
れ
た
。
知
床
岳
の
名
は
見
え
ず
、
測
量
さ
れ
た
三
角
点
も
な
い
・

硫
黄
山
は
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
の
上
流
、
六
三
五
メ
ー
ト
ル
の
岩
稜
の
ピ
ー
ク

に
与
え
ら
れ
、
ラ
ウ
シ
岳
は
高
度
に
若
干
の
く
る
い
が
あ
る
が
、
位
置
は

現
羅
臼
岳
と
正
確
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
内
陸
に
は
何
も
な
い
・

国
境
稜
線
は
、
現
在
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
羅
臼
岳
と
知
床
岬
の
二
点

で
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
間
は
全
く
の
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
。

三
、
羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
に
つ
い
て

羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
を
前
記
し
た
文
献
か
ら
整
理
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

羅
臼
岳
は
、
ラ
ウ
シ
岳
、
メ
ナ
シ
岳
、
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ホ
リ
、
ユ
ワ
ヲ
ノ

ホ
リ
。

硫
黄
山
は
、
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
（
イ
ハ
オ
ヒ
ベ
ッ
）
、
ル
シ
ャ
ノ
ポ
リ
、

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
。
明
治
に
な
っ
て
シ
レ
ト
コ
山
、
知
床
硫
黄
山
、
イ
タ

シ
ベ
オ
ニ
等
で
あ
る
。

こ
こ
で
ユ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ
、
イ
ワ
ヲ
（
ウ
）
‐
ヌ
プ
リ
、
、
ゞ
イ
ハ
オ
ヒ
ベ
ッ

碑
“
“
“

（
ヌ
プ
リ
）
は
、
口
承
を
カ
タ
カ
ナ
文
字
化
す
る
過
程
で
の
若
干
の
違
い

で
あ
っ
て
、
要
は
硫
黄
岳
（
山
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て

知
里
真
志
保
博
士
が
、
硫
黄
山
の
原
名
を
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
と
し
た
こ
と
に

は
問
題
は
な
い
Ｐ

さ
て
羅
臼
岳
（
本
来
、
ラ
ウ
シ
岳
）
の
原
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
松
浦

書
を
別
に
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
が
そ
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
・
そ
れ
は
前
記
し
た
文
献
以
外
に
お
い
て
も
一
致

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
硫
黄
山
（
一
五
六
二
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
な

る
と
、
原
名
が
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
も
っ
と
厳

密
に
み
る
と
、
一
五
六
二
メ
ー
ト
ル
の
あ
の
ピ
ー
ク
が
硫
黄
山
で
あ
る
と

い
う
確
証
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。

現
地
を
訪
れ
た
人
に
は
印
象
の
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
た
と
え
ば
オ
シ

ン
コ
シ
ン
や
ウ
ト
ロ
の
海
岸
か
ら
山
や
ま
を
見
や
っ
た
場
合
、
他
を
圧
す

る
形
で
そ
び
え
る
の
は
羅
臼
岳
で
あ
る
。
半
島
部
に
入
る
と
、
こ
れ
程
ピ

ラ
ミ
ダ
ル
で
個
性
的
な
山
姿
は
他
に
な
い
。
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
原
名
も

当
然
と
思
わ
れ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
硫
黄
山
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
と
し

て
の
魅
力
も
な
い
上
に
た
い
し
て
特
徴
も
な
い
。
知
床
の
山
や
ま
は
、
連

山
と
か
山
脈
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
意
外
に
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
云
う
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と
、
連
な
り
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
が
独
立
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
没
す

る
感
じ
で
あ
る
。
斜
里
岳
が
そ
う
で
あ
る
し
、
海
別
岳
、
遠
根
別
岳
や
知

床
岳
に
し
て
も
、
独
立
峰
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
・
そ
ん
な
中
に
あ
る
と
、

硫
黄
山
は
羅
臼
岳
と
い
う
個
性
の
強
い
山
の
余
波
に
し
か
過
ぎ
ぬ
。
こ
の

感
じ
は
、
ウ
ト
ロ
を
出
て
イ
ワ
ウ
ベ
ッ
に
至
っ
て
も
変
ら
な
い
。
カ
ム
イ

ワ
ッ
カ
は
硫
黄
山
を
源
流
と
し
て
い
る
川
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て

も
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
タ
ッ
コ
フ
岬
を
ま
わ
っ
て
ル
シ
ャ
に
至
っ

た
者
は
、
そ
こ
で
大
き
な
発
見
を
す
る
。
北
面
の
硫
黄
山
が
、
こ
ん
な
に

も
美
し
く
高
い
山
で
あ
っ
た
の
か
と
、
た
だ
た
だ
驚
悟
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
知
床
岳
の
広
大
な
ハ
イ
マ
ツ
台
地
か
ら
望
む
段
に
な
る
と
、
神
々

し
く
さ
え
思
っ
た
も
の
だ
。
今
も
な
お
、
そ
の
感
じ
が
鮮
烈
な
も
の
だ
か

ら
、
硫
黄
山
の
原
名
に
ル
シ
ャ
ノ
ポ
リ
の
呼
称
を
発
見
し
た
時
は
、
当
然

と
思
え
た
（
前
出
、
『
協
和
私
役
』
、
『
北
海
道
歴
検
図
』
参
照
）
。
現
在
硫
黄
山

の
東
八
四
八
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
、
ル
シ
ャ
山
の
名
を
与
え
て
い
る
が

デ
ッ
チ
上
げ
で
あ
る
。

こ
こ
で
若
干
と
ぶ
が
、
明
治
二
八
年
の
地
形
図
を
再
び
見
る
こ
と
に
す

る
（
地
図
３
参
照
）
。
こ
れ
に
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
現
ピ
ー
ク
の

一
五
六
二
に
硫
黄
山
の
名
は
な
い
。
そ
れ
は
当
時
盛
ん
に
硫
黄
を
採
掘
し

て
い
た
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
の
鉱
山
現
場
よ
り
、
三
○
○
メ
ー
ト
ル
程
上
の
岩

稜
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
炭
山
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
必
ら
ず
し
も
絶

頂
を
意
味
し
な
い
鉱
山
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
硫
黄
鉱
山
の
歴
史
は

古
く
、
す
で
に
安
政
年
間
に
経
営
さ
れ
て
い
た
記
録
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ピ
ー
ク
に
硫
黄
山
の
名
が
与
え
ら
れ
た
の

は
、
極
め
て
新
し
い
時
期
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
文
献
に
し
ば

し
ば
あ
ら
わ
れ
る
「
硫
黄
山
」
な
る
固
有
名
詞
を
、
登
山
者
が
単
純
明
解

に
考
え
る
山
頂
と
し
て
、
い
き
な
り
と
ら
え
る
こ
と
に
無
理
が
あ
り
は
し

な
い
か
と
い
う
疑
問
も
起
こ
っ
て
く
る
。
半
島
の
基
部
側
か
ら
で
は
、
少

な
く
と
も
個
性
の
乏
し
い
一
五
六
二
の
一
点
に
、
明
確
に
イ
ワ
ウ
ヌ
プ
リ

の
原
名
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
し
、
ピ
ー
ク
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
側
に

よ
っ
て
い
る
の
で
、
羅
臼
側
か
ら
で
は
さ
ら
に
不
鮮
明
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
素
朴
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
る
と
、
現
ピ
ー
ク
に
つ
け

ら
れ
た
山
名
は
、
ま
ず
は
ル
シ
ャ
に
コ
タ
ン
を
営
ん
だ
人
び
と
の
生
活
の

中
か
ら
出
て
き
た
も
の
と
し
て
、
自
然
で
あ
る
。
現
実
に
は
硫
黄
鉱
山
の

開
発
と
共
に
、
急
速
な
い
き
お
い
で
硫
黄
山
Ⅱ
イ
ワ
ウ
ヌ
プ
リ
が
流
布
さ

れ
、
知
里
博
士
に
よ
っ
て
言
葉
上
の
理
屈
づ
け
が
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
（
『
斜
里
町
史
』
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
解
の
項
ｌ
知
里
真
志
保
執
筆
参
患
。

そ
れ
で
は
文
献
に
常
に
出
て
く
る
「
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
」
と
は
、
ど
の
山

頂
を
さ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
の
松
浦
書
を
再
度
見
る
こ
と

に
し
よ
う
。

彼
は
二
枚
の
地
図
に
お
い
て
確
に
山
名
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
地
図
間
に
不
統
一
が
あ
る
上
に
、
『
日
誌
』
の
記
述
に
も
イ
ワ
ウ
ベ
ッ

と
カ
ム
イ
ワ
ッ
ヵ
の
取
り
違
え
が
あ
っ
た
り
す
る
（
前
出
）
。
そ
の
点
で
信

頼
の
お
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
に
関
し
て
は
従
来
の

よ
う
に
、
彼
の
感
違
い
と
し
て
し
ま
う
訳
に
い
か
な
い
も
の
が
あ
る
。

(141）



知床岬

北海道庁地理課発行 キチウシ川

知

し．ｲウシ

ｷペツ

ペツ

イ

イワ

ラゥシ岳
1573

ポロペツ シャシルイ川

""
傅観'')

ラウシ川

(142）



羅臼岳と硫黄山の原名について

二
枚
の
地
図
で
は
位
置
に
少
し
差
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
イ
ワ
ヲ
ノ

ホ
リ
（
ユ
ワ
ヲ
ノ
ホ
リ
）
が
イ
ワ
ヲ
ヘ
ッ
（
ユ
ウ
ナ
イ
）
、
即
ち
現
イ
ワ

ウ
ベ
ッ
川
の
源
流
に
あ
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
イ

マ
ン
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ポ
リ
（
彼
に
と
っ
て
は
、
こ
の
場
合
羅
臼

岳
）
と
硫
黄
山
の
取
り
違
え
を
し
て
い
る
と
、
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
取
り
違
い
と
し
て
一
蹴
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

即
ち
筆
者
に
は
単
純
だ
が
素
朴
な
発
想
が
あ
る
。
イ
ワ
ヲ
ペ
ッ
の
源
流
の

山
、
そ
れ
は
当
然
イ
ワ
ヲ
ヌ
プ
リ
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
か
な
り
ま
だ
解
決

し
き
れ
な
い
疑
問
も
あ
る
が
、
硫
黄
山
Ⅱ
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
程
の
無
茶
で
は

な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

羅
臼
岳
の
原
名
は
確
に
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
と
い
う
、
共
通
の
尊
敬
す
べ

き
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ラ
ウ
シ
コ
タ
ン
の
人
び
と

が
、
そ
の
源
流
の
山
を
ラ
ゥ
シ
岳
と
し
て
慕
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
イ

ワ
ウ
ペ
ッ
の
谷
間
の
人
に
は
、
イ
ワ
ウ
ヌ
プ
リ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ

の
三
つ
の
固
有
名
詞
は
、
す
べ
て
一
六
六
一
メ
ー
ト
ル
の
絶
頂
に
付
け
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
の
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
松
浦
武
四
郎
は
決
し
て

感
違
い
や
創
作
を
し
た
の
で
は
な
い
・
谷
を
め
ぐ
り
、
コ
タ
ン
を
訪
ね
歩

く
う
ち
に
、
変
る
固
有
名
詞
と
変
化
す
る
山
姿
に
混
乱
し
た
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
さ
き
に
『
知
床
日
誌
』
か
ら
抄
出
し
た
が
、
イ
ワ
ヲ
ベ
ッ
の

源
流
は
硫
黄
岳
で
あ
り
、
沢
を
つ
め
る
と
右
手
に
遠
根
別
岳
が
あ
り
、
左

に
祖
父
岳
（
羅
臼
岳
）
が
あ
っ
て
、
峠
を
越
す
と
ラ
ウ
シ
に
至
る
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
カ
ム
イ
ワ
ッ
ヵ
の
描
写
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ

の
混
乱
に
よ
っ
て
前
者
ま
で
否
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
知
床
半
島
の
北
海
道
化
が
、
東
と
西
と

で
ど
う
い
う
傾
き
を
も
っ
て
進
行
し
た
か
を
、
今
一
度
想
起
す
る
な
ら
、

羅
臼
岳
が
一
六
六
一
メ
ー
ト
ル
の
固
有
名
詞
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た

の
は
、
歴
然
と
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
松
浦
地
図
に
お
け
る
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
位
置
に
つ
い
て
、
ど

う
し
て
も
疑
問
を
解
け
な
い
で
い
る
人
も
多
い
と
思
う
。
筆
者
に
と
っ
て

も
最
後
ま
で
ひ
っ
か
か
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
程
固
執
は
し
て

い
な
い
。

ル
シ
ャ
の
南
に
あ
る
美
し
い
山
、
ル
シ
ャ
ヌ
プ
リ
。
こ
の
美
し
く
高
い

山
に
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
呼
称
を
与
え
た
と
し
て
も
、
何
の
不
都
合
が
あ

ろ
う
か
。
更
科
源
蔵
氏
に
よ
る
と
、
先
人
た
ち
は
斜
里
岳
を
も
チ
ャ
チ
ャ

ヌ
プ
リ
と
し
て
い
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。

以
上
で
本
稿
は
終
る
。

硫
黄
山
と
羅
臼
岳
の
原
名
に
つ
い
て
、
そ
の
定
説
を
く
つ
が
え
す
こ
と

が
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
、
単
な
る
誤
り
と
さ
れ
て
い
た

松
浦
武
四
郎
の
吾
に
対
す
る
、
若
干
の
弁
明
を
行
な
う
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
程
私
の
内
部
に
お
い
て
問
題
で
は
な
く
、
山

野
に
美
し
い
素
朴
な
名
を
与
え
て
い
た
先
人
た
ち
の
心
を
、
伝
え
た
い
と

云
う
の
が
本
音
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
稿
は
充
分
に
そ
の
意
図
を
達

む
す
び

(143)



し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

最
近
秘
境
の
名
の
下
に
、
知
床
は
観
光
産
業
の
餌
食
に
さ
れ
て
き
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
の
仲
間
（
と
は
考
え
ら
れ
な
い
）
の
中
に
、
そ
の

ブ
ー
ム
に
便
乗
し
て
、
観
光
業
者
と
変
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
者
も

多
い
。
そ
れ
に
岳
界
に
君
臨
し
て
大
き
な
組
織
を
動
か
す
方
々
も
関
係
す

る
と
あ
っ
て
は
、
我
慢
な
ら
な
い
も
の
を
感
ず
る
。
具
体
的
な
例
を
上
げ

て
お
く
。
勝
手
に
ハ
イ
マ
ツ
を
切
り
開
い
て
、
全
日
本
登
山
大
会
な
る
も

の
を
知
床
で
開
い
た
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
知

床
峠
」
や
「
ル
シ
ャ
山
」
な
ど
と
、
勝
手
な
名
称
を
デ
ッ
チ
上
げ
て
、
あ

や
し
げ
な
概
念
図
を
バ
ラ
ま
い
た
の
は
許
せ
な
い
・
組
織
は
大
き
い
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
効
果
は
大
で
あ
る
。

あ
る
い
は
又
、
あ
る
大
学
の
ク
ラ
ブ
の
校
名
を
、
峠
に
つ
け
て
み
た

り
、
無
名
湖
に
個
人
の
名
を
つ
け
て
得
意
満
面
と
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

彼
等
が
ニ
セ
モ
ノ
か
ホ
ン
モ
ノ
か
は
と
も
か
く
、
自
然
に
対
す
る
そ
う
し

た
思
い
上
が
り
を
、
海
外
の
未
知
の
山
や
ま
へ
も
も
ち
こ
ん
で
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
無
神
経
と
い
う
よ
り
は
不
遜
。
彼
等
に
は
山
名
の
重
み
な
ど

わ
か
ろ
う
は
ず
も
な
い
の
だ
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
初
心
を
忘
れ
た
者
へ

の
抗
議
文
で
も
あ
る
。

引
用
文
献
の
大
半
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
に
負
う

て
い
る
。
又
引
用
文
中
の
傍
点
は
、
す
べ
て
私
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表 1

斜里側

安政6年（1859年）
昭和39年（1964年）地名の変遷

山川賑調地図 北海道庁地理課地図 国土地理院地図

州薊－－

大日本帝国
陸地測量部地図

知床岬シレイトコ 知床岬

イタカシヤラエ

イラヲロウシ

シュンタモイ

ヲンネモイ

タンネシラリ

ヲンネノ､シクロホロ

ウエンヒロタウシ

クシャラキウシ

ワッカエワタラ

カムイ／、

チラウンヲ／､エト

ヒヤラヲマイ

｜

’

獅子岩 獅子岩

ボネオルシ

ポロモイ川 涜ロモイ川 ポロモイ川

イ
シ
ト
ッ

イ
ル
ウ
ラ
ラ
エ
ヘ

シ
ル
ン
ク
タ
タ
シ
リ
シ
ッ

シ
ウ
ン
フ
ヨ
ワ
ワ
ウ
シ
ウ
ヘ

イ
ウ
ヘ
フ
ア
イ
ヘ
セ
テ
シ
ラ
ン

ム
ロ
エ
ア
ネ
ヘ
シ
セ
ラ
ツ
ウ
ヒ
ラ

ロ
ヲ
マ
ン
ン
ラ
タ
チ
ャ
キ
フ
ト
ウ

ホ
エ
イ
ホ
ヲ
カ
イ
ウ
チ
ヲ
フ
ブ
ソ

｜

’

アフンルイ

ィタシュペヮタラ

アウンルイ川 アウンルイ川

I
オケッチウシペツ オーケッチウシ川 オケッチウシ川

ポトピラペツ ポトピラベツ川 ポトピラベツ川

フイ

カ〃､ラヲワタラ

ノ､アシュニ

ホロワタニ

イエヘシニケウエウシ

カパルワタラ

カシュウニ

鮪岩 鮪岩

ウ′､シオマイ

チヤラセナイ

テケル

ホンエヲロシ

チカホ少、二

ヘケ

ノントルノ､ウシ

チャラッセナイ チャラセイ川

サカパパイ川 チャカパバイ川 ｜チャカババイ川
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国土地理院地図’山川坂調地図

チャロカ〃､エ

テッパンベツ川

ルシャ川

ﾃｯバﾝぺﾂ川

ルシャ川

テッパンペッ

ルサ川

シ
シ
イ
ッ
ヨ

ウ
ウ
ン
ナ
ヘ
シ

ョ
ッ
ア
ン
ブ
カ
シ
ウ
ッ

ャ
シ
ヘ
リ
ブ
フ
ト
ウ
ユ
ヘ

シ
ョ
ン
ラ
ュ
ン
ル
ブ
ン
ン

ル
シ
ホ
シ
シ
ホ
シ
フ
ホ
ユ

ポンペツ川ポンペツ川

ポウノプシ

ｳプｼﾉﾂﾀ川ウブシノッタ川

ウン'メーン岩ゥンメーン岩

’

ホ
ツ
ヘ

ッ
ト
ツ
ヘ
ッ
ウ
カ
シ
ニ

ヘ
ヘ
ノ
シ
ノ
ソ
ッ
イ
ル
ウ

ン
シ
シ
ウ
ブ
フ
ワ
ム
カ
ヘ

サ
コ
コ
コ
コ
コ
イ
ラ
シ
シ

ウ
ウ
ウ
ウ
ッ
ッ
モ
ヤ
キ
タ

ル
ヨ
ヨ
ヨ
タ
タ
カ
エ
ヲ
イ

ゥツシランヶペ

カムイワッカ川 ｜ カムイワツカ川カムイワッカ

イタシュベツ川 イダシュペツ川

イヮゥベッ川 イワウペツ川

イタシュペウニ

イショウトルンナイ

エエイシレト

セ
セ

ッ
チ
チ
イ
ッ

ノ
マ
マ
イ
ム
シ
ノ
ッ

ト
ヤ
イ
ェ
ュ
ナ
リ
ツ
ク
リ
ノ

レ
レ
ナ
シ
シ
ヒ
カ
ヘ
ニ
ヘ
ン
シ
レ
｜

シ
ク
ウ
ン
ロ
ロ
シ
レ
ュ
ロ
エ
ハ
ケ
ー

テ
フ
ユ
ホ
ホ
ホ
イ
フ
フ
ホ
ウ
ア
ヘ
一

イヮゥペッ

ホロペツ川ホロベツ川ポロペツ

ウトロウトロ|ペレケナイ ’
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安政6年（1859年）
昭和39年（1964年）

表2

羅臼側

地名の変遷

国土地理院地図北海道庁地藻課地図 |繩直警搬
|知床岬 ｜知床岬

山川坂調地図

知床岬

イ

ム
イ

シ
ン
ム
シ

コ
ラ
ア
マ
ロ
ウ

ト
ロ
タ
シ
イ
ヲ
ホ
ヤ
ェ

イ
ホ
シ
ウ
モ
ヘ
ル
ヨ
チ

レ
ッ
ナ
サ
ヨ
ン
ケ
シ
ウ

シ
ア
メ
ヌ
ニ
フ
ヘ
エ
ト

ペレケポール

一
ブタ

川
ナ

ワ
シ
イ
シ

ヤ
ウ
モ
ル

ウ
ナ
ネ
カ

ソ
キ
シ
ニ

キナウシ

シュネシュンエト

ニカルウシ

クチヤコルシ

メウシホル

ヘケレノツ

ヌエキ

モエレウシ

|赤岩 赤岩

ペキンノ鼻 ペキンノ鼻ペレヶノッ

モイレウシ川

ウナキペツ

川
川

シ
ツ

ウ
イ
ペ

レ
モ
キ
岩

イ
ロ
ナ
音

モ
ポ
ウ
観

ｊ
ｊ

シ
ツ

ウ
イ
ベ

レ
モ
キ
岩

イ
ロ
ナ
音

モ
ポ
ウ
観リウェンレリ （‘

レクイシララ

クワマペツ

ヵムィォペッ カモイウンベ川 ｜カモイウンベ川ホロカモイヲヲヘツ

ホンカモイヲヲヘツ

キ

泊
セ

今
ロ
セキ

泊
セ

今
ロ
セ

シットキウシ

’
1

チヤラッセナイ

トカラモイ

オシヨロコツ川

ポノフシ川

チャラセナイ

トカラモイ

ヲショロコツ

フブシナイ

トッカリモイ

オシヨロッコ川

トッカリムイ

オシヨロッコ川

｜
’

コブカリコタン

ルサ川

キキリペツ川

ショージ川

ケンネペツ

コブカリコタ

ルサ川

キキリベツ川

ショウジ川

ケンネベツ川

ルサ川

キキロペツ

ルシャ

キキリヲヘツ

クアマヘツ

チセフシャクヘツ

チェフウシヘツ

ルフネシュマヲイ

クォペッ

チェプサタペツ

チェプウンナイ 知円別 知円別

－’
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山川噸調地” |北海道庁地理謡地図 |"!薑鍋島 ・土地…“
モセヵルヘッ モセヵルペッ モセヵルベッ モセヵルベッ

天狗岩 天狗岩

ヲチカ／､ケ オチカパケ オッカバケ オッカパケ

トカルウシ ニカルシ

シャシルイ シャシルイ川 サシルイ川 サシルイ川

ウネレキソー トビニタイ 飛仁帯

ハシコイ アシュコイ川 ハシコイ ′､シコイ

ラウシノ立岩 立岩 立岩

チカフコエキウシ

チトラエ チトライ川 チトライ川 チトライ

ペセパヶ

｝ズﾈﾄﾋﾆｳｽ ｽﾈﾄﾋﾆｳｽﾏｶｳｼ コカイウシ

イコスシュマイ

ァラァラ

ばず’ ラウシ川 羅臼（川） 羅臼（川）

(注） ・山川取調地図：松浦武四郎の東西蝦夷山川地理取調図のこと。安政6年刊

・北海道庁地理課地図は明治28年10月発行（二十五万分之一）

・大日本帝国陸地測量部地図は大正14年発行（五万分之一）

・国土地理院地図は昭和39年発行（五万分之一）

・山名は除外してある。
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、凸

ユ巳 悼

近
藤
さ
ん
と
マ
ム
さ
ん
の
こ
と

こ
こ
数
年
来
、
い
な
戦
後
の
山
岳
会
の
色
々
の
集
会
に
は
、
必
ず
と
云

っ
て
も
い
い
く
ら
い
、
几
帳
面
に
御
元
気
な
姿
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
だ
け

に
、
近
藤
さ
ん
の
急
逝
は
何
ん
と
も
嘆
か
わ
し
い
次
第
で
あ
る
。

僕
の
如
き
若
輩
が
、
そ
も
そ
も
近
藤
さ
ん
の
よ
う
な
大
先
輩
に
、
特
に

御
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
と
云
う
こ
と
だ
け
で
も
、
矢
張
り
山
岳
会
な

れ
ば
こ
そ
と
、
旧
き
伝
統
の
山
岳
会
と
云
う
と
こ
ろ
は
、
僕
に
と
っ
て
も

離
れ
難
い
ク
ラ
ブ
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

そ
の
昔
、
日
本
山
岳
会
な
ど
、
と
て
も
寄
り
附
き
難
い
と
、
た
だ
憧
恨

の
み
抱
い
て
い
た
頃
『
高
山
深
谷
』
に
確
か
「
五
色
ヶ
原
、
野
営
の
朝
」

と
云
う
美
事
な
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
初
め
て
近
藤
さ
ん

の
御
名
前
を
知
り
、
後
に
は
辻
村
さ
ん
の
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
等
で
も
そ

の
御
高
名
は
充
分
知
り
尽
し
て
い
た
も
の
の
、
僕
に
し
て
は
全
く
幸
運
に

も
、
そ
の
近
藤
さ
ん
の
御
紹
介
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
出
来
た
の
だ
か
ら

正
に
恩
人
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

ｌ追悼Ｉ近
藤
茂
吉
氏
（
一
八
八
三
’
一
九
六
九
）

早
く
か
ら
貿
易
商
を
御
自
分
で
経
営
さ
れ
て
い
た
近
藤
さ
ん
が
、
大
正

十
二
年
の
震
災
の
年
の
暮
も
近
附
く
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
．
…
：
。
ス
イ
ス

製
の
ス
キ
ー
や
登
山
具
を
多
量
に
輪
入
さ
れ
て
、
今
の
銀
座
四
丁
目
の
角

の
「
和
光
」
の
店
の
処
に
木
造
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な
建
物
の
二
階
で
、
陳

列
会
、
即
売
会
を
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
僕
は
初
め
て
近

藤
さ
ん
に
拝
眉
の
栄
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
に
一
応
、
模
さ
ん
が
ス
イ
ス
か
ら
最
新
式
の
登
山
用
品
を
持

っ
て
帰
ら
れ
た
の
を
見
て
、
た
だ
た
だ
羨
ま
し
く
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、

こ
の
陳
列
、
即
売
会
は
我
々
に
と
っ
て
正
に
眼
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
の
だ
。
模
さ
ん
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の

連
中
が
使
っ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
だ
と
云
う
、
ほ
ん
も
の
の
ア
イ
ダ
ー

ダ
ゥ
ン
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ザ
ッ
ク
も
二
個
来
て
お
り
、
そ
も
そ
も
シ
ュ
ラ

ー
フ
・
ザ
ッ
ク
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
の
も
の
だ
と

思
う
。
そ
の
他
に
も
、
近
藤
さ
ん
が
実
際
に
御
自
分
が
ス
イ
ス
の
山
で
色

色
経
験
深
い
こ
と
だ
か
ら
、
何
れ
も
無
駄
な
品
物
は
な
く
、
僕
等
に
と
っ

て
は
珍
ら
し
く
、
し
か
も
欲
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
ラ
ン

グ
リ
ー
メ
ン
と
か
、
Ｂ
・
Ｂ
・
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
か
、
ロ
ー
デ
ン
の
マ
ン
ト

と
か
、
固
形
燃
料
の
メ
タ
等
も
、
こ
の
時
始
め
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。
…
：
。
ス
キ
ー
に
し
て
も
、
今
ま
で
裏
に
溝
の
な

い
、
リ
リ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
式
の
ス
キ
ー
し
か
穿
い
た
こ
と
の
な
い
僕
に
は

「
ア
イ
ガ
ー
」
と
焼
印
の
押
し
て
あ
る
溝
の
入
っ
た
ス
キ
ー
を
見
て
、
思

わ
ず
暫
ら
く
手
を
触
れ
て
離
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
の
だ
。
そ
れ

に
、
ス
キ
ー
の
両
杖
等
も
、
こ
の
時
始
め
て
多
量
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
の

一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
意
味
か
ら
云
っ
て
も
、
近
藤
さ
ん
の
日
本
登
山
界
に
対
す
る
貢
献

は
、
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
差
支
え
な
い
と
思
う
の
だ
が
。

亡
く
な
っ
た
大
島
亮
吉
さ
ん
が
、
こ
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ザ
ッ
ク
を
度
々

持
っ
て
、
「
試
験
」
と
称
し
て
晩
秋
の
武
尊
や
穂
高
に
ゴ
ロ
寝
の
材
料
に

使
っ
た
の
も
、
こ
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ザ
ッ
ク
な
の
だ
。

当
時
、
近
藤
さ
ん
の
御
店
は
保
々
近
藤
合
名
会
社
と
云
う
社
名
で
、
京

橋
の
八
丁
堀
に
あ
り
、
度
々
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
そ
れ
以
来

で
あ
っ
た
が
、
未
だ
学
生
の
身
分
で
、
近
藤
さ
ん
の
御
商
売
多
忙
中
に
邪

魔
に
こ
そ
な
れ
、
決
し
て
得
に
は
な
ら
な
い
僕
を
、
い
つ
も
二
三
言
顔

で
迎
え
て
下
さ
り
、
ス
イ
ス
の
山
、
辻
村
さ
ん
の
お
話
、
マ
ム
さ
ん
の
こ

と
な
ど
も
、
何
れ
も
僕
を
引
付
け
て
止
ま
ぬ
、
よ
も
や
ま
の
話
を
伺
う
よ

う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
上
、
登
山
は
決
し

て
危
険
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
東
京
倶
楽
部
で
僕
の
親
父
に

説
得
し
て
下
さ
り
、
む
し
ろ
近
藤
さ
ん
の
方
か
ら
山
岳
会
入
会
を
ど
ん
ど

ん
進
め
て
下
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
僕
に
と
っ
て
は
正
に
夢
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
わ
け
だ
。

後
年
、
僕
も
成
人
し
て
お
酒
の
味
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
・

的
と
云
う
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
な
ど
も
貿
易
商
と

し
て
の
近
藤
商
店
が
、
日
本
へ
の
一
手
輸
入
元
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
、
日
本
山
岳
会
の
発
足
に
、
大
い
に
蔭
の
力

と
な
っ
て
協
力
、
推
進
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
Ａ
・
Ｃ
の
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ル

イ
ス
・
マ
ム
さ
ん
が
、
英
国
の
さ
る
醸
造
家
の
御
曹
子
で
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
・
的

の
讓
造
元
だ
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
千
葉
県
の
老
舗
の
醸
造

家
の
御
曹
子
の
近
藤
さ
ん
と
マ
ム
さ
ん
が
、
特
に
親
し
く
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
、
成
程
と
う
な
ず
け
る
次
第
で
あ
る
。

山
岳
会
も
英
図
山
岳
会
の
よ
う
に
、
創
立
当
初
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と

比
較
的
裕
福
な
人
達
に
よ
っ
て
、
所
謂
ク
ラ
ブ
式
の
会
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
近
藤
さ
ん
に
し
て
も
マ
ム
さ
ん
に
し
て
も
、
何
れ
も
夫
々
お
国
柄
は

違
っ
て
も
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
毛
並
み
の
よ
い
御
両
人
が

親
し
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
小
島
さ
ん
の
『
山
の
風
流
使
者
』
の
中
の
、

「
登
山
家
マ
ム
と
日
本
山
岳
会
の
人
々
」
に
よ
っ
て
も
当
然
の
こ
と
だ
と

思
う
し
、
又
こ
の
名
文
は
僕
の
今
で
も
時
々
、
書
架
か
ら
引
張
り
出
し
て

読
み
返
し
て
、
独
り
楽
し
ん
で
い
る
一
文
章
で
も
あ
る
の
だ
。
殊
に
最
近

近
藤
さ
ん
を
失
な
っ
て
は
尚
更
の
こ
と
だ
。

こ
こ
で
チ
ョ
ッ
ト
、
マ
ム
さ
ん
の
こ
と
に
触
れ
さ
せ
て
貰
い
た
い
も
の

だ
が
…
…
。

そ
れ
は
今
以
て
忘
れ
ら
れ
な
い
、
一
九
二
七
年
の
九
月
、
マ
ム
さ
ん
は

ア
メ
リ
カ
を
経
て
日
本
を
二
回
目
に
訪
れ
ら
れ
た
の
だ
。
当
時
横
浜
港
に

上
陸
さ
れ
た
時
の
同
船
に
、
偶
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帰
り
の
僕
の
妹
も
同
船
し

て
お
り
、
妹
の
話
し
で
は
永
い
航
海
中
、
船
中
で
度
々
船
客
同
志
の
会
合

や
余
興
会
が
催
さ
れ
る
例
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
或
る
日
、
偶
々
マ
ム

さ
ん
が
「
日
本
の
富
士
山
」
と
い
う
題
で
、
講
演
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
岸
壁
に
つ
い
た
船
に
、
早
速
上
っ
て
行
っ
た
僕
に
、
妹
は
こ
の
マ
ム

さ
ん
を
早
速
紹
介
し
て
く
れ
、
光
栄
な
る
握
手
を
交
わ
し
た
も
の
だ
が
、

か
ね
が
ね
、
近
藤
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
り
、
色
々
な
文
献
に
よ
っ
て
僕
が
勝

手
に
作
り
上
げ
て
い
た
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
集
る
御
連
中
の
雰
囲

気
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
人
物
に
そ
っ
く
り
の
、
優
し
そ
う
な
紳
士

で
あ
っ
た
だ
け
に
尚
更
、
僕
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
時
間
で
あ
っ
た
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の
だ
。マ

ム
さ
ん
は
奈
良
ホ
テ
ル
に
、
秋
ま
で
滞
在
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
奈
良
が
好
き
だ
と
い
う
事
も
、
こ
の
時
聞
い
た
話
だ
っ
た
が
、
当
時

奈
良
に
は
マ
ム
さ
ん
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
以
来
の
（
或
い
は
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
）
親
友
た
り
し
、
前
駐
日
英
大
使
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
が
退
官
後
、
個
人
と
し
て
再
度
来
日
、
奈
良
ホ

テ
ル
に
滞
在
し
て
、
大
蔵
経
の
研
究
に
没
頭
、
屡
々
高
野
山
に
通
っ
て
お

ら
れ
た
そ
う
で
、
近
藤
さ
ん
も
交
え
て
こ
の
お
三
人
の
仲
は
、
東
京
ク
ラ

ブ
に
於
け
る
特
に
親
し
き
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
か
ね
て
僕
は
親
父
か

ら
聞
い
て
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、
マ
ム
さ
ん
は
こ
の
晩
秋
、
Ａ
・
Ｃ
の
暮

の
晩
餐
会
に
間
に
合
う
頃
迄
、
奈
良
の
静
か
な
風
景
を
楽
し
み
、
帰
国
の

途
に
つ
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
途
中
香
港
で
病
に
冒
さ
れ
、
一
船
遅
ら
せ
て
急

ぎ
帰
国
さ
れ
た
も
の
の
、
不
幸
船
中
で
又
々
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
遂
に

最
期
を
遂
げ
ら
れ
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
近
藤
さ
ん

か
ら
伺
っ
た
が
、
当
時
の
近
藤
さ
ん
の
落
胆
の
模
様
は
、
い
ま
近
藤
さ
ん
を

失
な
っ
た
僕
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
ら
れ
ぬ
思
い
出
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

近
藤
さ
ん
は
そ
の
昔
、
マ
ム
さ
ん
を
通
じ
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
、

参
加
を
申
込
ま
れ
た
と
い
う
程
の
親
し
き
間
柄
で
も
あ
り
、
ま
た
マ
ム
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
今
さ
ら
僕
が
こ
こ
で
く
ど
く
ど
説
明
す
る
程
の
こ
と
も

な
い
周
知
の
紳
士
で
あ
り
、
そ
の
謙
虚
な
人
格
的
の
魅
力
は
、
多
く
の
友

悼
人
先
輩
か
ら
、
尊
敬
と
親
愛
の
情
を
集
め
て
い
た
こ
と
だ
と
い
う
し
、
ロ

ン
グ
ス
タ
フ
な
ど
も
ト
リ
ス
ル
登
山
の
一
節
で
、
如
何
に
マ
ム
さ
ん
が
教

養
深
く
、
よ
く
自
我
を
克
服
し
て
辛
抱
強
く
、
仲
間
の
気
持
を
そ
こ
な
わ

追
な
い
よ
う
な
態
度
を
、
終
始
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
と
、
特
に
親
し
く
し
て
お
ら
れ
た
近
藤
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
僕
は
つ
れ
づ
ね
御
目
に
掛
る
度
に
、
た
と
え
マ
ム
さ
ん
に
は
た
だ
横

浜
で
十
数
分
間
会
っ
た
だ
け
と
は
云
え
、
日
本
人
と
し
て
は
ど
っ
ち
か
と

云
う
と
背
高
の
近
藤
さ
ん
は
、
外
人
の
間
に
入
ら
れ
て
も
、
そ
れ
程
見
劣

り
す
る
よ
う
な
体
格
で
も
な
い
だ
け
に
、
マ
ム
さ
ん
と
お
二
人
で
、
ア
ル

パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
辺
り
で
柔
か
い
ソ
フ
ァ
ー
に
で
も
く
つ
ろ
い
で
、
パ
イ

プ
や
葉
巻
を
口
に
、
物
静
か
に
語
り
合
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
図
を
、
独

り
勝
手
に
頭
の
中
に
描
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
僕
に
と
っ

て
は
近
藤
さ
ん
を
思
う
時
は
、
つ
い
マ
ム
さ
ん
を
離
し
て
考
え
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
だ
。

事
実
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
冒
巨
①
日
○
門
旨
昌
に
載
っ
た

マ
ム
さ
ん
の
写
真
ｌ
そ
れ
は
、
従
来
の
冒
昌
①
日
○
国
四
日
に
は
あ
ま

り
例
の
な
い
、
椅
子
に
腰
掛
け
て
書
見
す
る
マ
ム
さ
ん
の
、
如
何
に
も
温

和
な
、
あ
の
姿
：
：
：
。
『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
に
半

生
を
注
ぎ
込
ま
れ
た
の
も
当
然
だ
と
、
思
わ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
書
見
姿
の

マ
ム
さ
ん
の
、
あ
の
、
柔
か
み
の
あ
る
写
真
…
…
。
し
か
も
、
こ
の
マ
ム

さ
ん
の
追
悼
文
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
筆
を
と
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
こ
ん
な
三
拍
子
揃
っ
た
冒
冨
①
日
。
己
四
目
も
、
正
に
豪
華
版
と
で

も
云
い
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
尚
更
、
僕
は
近
藤
さ

ん
を
思
う
時
は
、
つ
い
マ
ム
さ
ん
を
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

だ
。

戦
争
中
、
暫
ら
く
近
藤
さ
ん
に
も
御
目
に
掛
れ
ず
御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ

て
い
た
が
、
戦
後
お
茶
の
水
の
ル
ー
ム
が
出
来
て
間
も
な
く
、
未
だ
物
に

不
自
由
な
時
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
「
有
志
晩
餐
会
」
も
始
め
よ
う
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じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
か
ら
、
一
晩
各
自
食
器
持
参
と
い
う
こ
と
で
、
ス

キ
焼
会
を
催
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
近
藤
さ
ん
が
見
え
ら

れ
、
当
日
世
話
人
の
一
人
を
引
受
け
た
僕
に
、
近
藤
さ
ん
は
久
し
く
音
信

絶
え
て
会
え
な
か
っ
た
孫
に
で
も
再
会
し
た
時
の
よ
う
な
温
顔
で
、
話
し

掛
け
ら
れ
た
時
の
お
顔
も
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。

か
ね
て
か
ら
、
蓼
科
に
山
荘
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
晩
年
は
そ
こ
に
逼
留

さ
れ
る
こ
と
が
、
東
京
在
住
よ
り
だ
ん
だ
ん
永
く
な
り
、
是
非
僕
に
も
と

来
泊
を
勧
誘
し
て
下
さ
っ
た
が
、
遂
に
そ
の
機
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
今

に
し
て
見
れ
ば
残
念
で
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
蓼
科
に
於
け
る
近
藤
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
、
如

何
に
も
近
藤
さ
ん
ら
し
い
、
そ
の
温
情
溢
る
る
人
柄
の
話
を
、
同
じ
く
蓼

科
に
居
を
構
え
て
い
た
会
員
交
野
武
一
君
か
ら
聞
い
て
い
る
の
で
、
こ
の

機
会
に
披
露
し
て
近
藤
さ
ん
を
偲
び
度
い
と
思
う
。

疎
開
以
来
、
同
地
の
村
人
達
と
は
特
に
親
し
く
交
わ
っ
て
お
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
近
藤
さ
ん
の
お
人
柄
か
ら
い
っ
て
も
敢
え
て
不
思
議
な
こ

と
で
も
な
く
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
或
る
日
村
の
長

老
格
の
葬
式
に
、
偶
然
め
ぐ
り
合
せ
た
交
野
君
が
、
そ
の
枢
を
担
う
数
人

の
中
に
、
ど
う
見
て
も
ネ
ッ
カ
ラ
の
村
人
に
は
見
え
な
い
、
粗
末
な
野
良

着
を
着
し
た
気
品
の
あ
る
村
人
が
、
枢
の
一
端
を
担
い
で
静
か
に
村
の
歩

道
を
ゆ
る
ゆ
る
と
歩
い
て
行
く
姿
に
、
思
わ
ず
歩
を
留
め
た
と
い
う
の
だ

が
、
交
野
君
も
近
藤
さ
ん
の
お
名
前
だ
け
は
知
っ
て
お
り
、
ま
た
蓼
科
に

お
ら
れ
る
こ
と
も
噂
に
は
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
珍
ら
し
い

機
会
に
、
特
に
村
人
の
誰
れ
の
紹
介
に
よ
る
で
も
な
く
、
唯
そ
の
時
の
自

然
の
態
度
だ
け
で
、
直
感
的
に
近
藤
さ
ん
で
あ
る
と
判
り
、
自
ら
名
乗
を

あ
げ
て
、
爾
来
親
し
く
願
う
よ
う
に
な
っ
た
と
云
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く

つ
れ
づ
ね
多
く
の
村
人
達
と
も
、
な
ご
や
か
な
交
際
を
さ
れ
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
し
、
ま
た
一
面
、
尊
敬
も
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

近
藤
さ
ん
の
登
山
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
『
山
岳
』
に
は
余
り
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
な
い
が
、
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
に
は
仲
々
茶
目
気
タ
ッ
プ

リ
の
記
事
な
ど
も
あ
る
こ
と
は
、
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
の
面
白
さ
の
一
役

を
担
っ
て
い
る
と
、
僕
は
か
ね
が
ね
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
芦
峅
の
名
案

内
平
蔵
を
特
に
東
京
の
お
宅
に
よ
ば
れ
、
親
し
く
も
て
な
さ
れ
た
半
面
、

た
ま
た
ま
風
雨
の
た
め
に
損
傷
し
た
同
家
の
屋
根
瓦
の
手
直
し
に
平
蔵
が

手
伝
わ
さ
れ
「
剣
の
険
や
黒
部
の
急
流
な
ど
朝
飯
前
の
豪
の
者
の
平
蔵
も
、

さ
す
が
に
滑
っ
こ
い
屋
根
の
登
肇
に
だ
け
は
、
冷
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た

よ
：
：
：
」
な
ん
て
い
う
話
を
、
近
藤
さ
ん
か
ら
僕
は
直
接
伺
っ
た
の
だ
が
、

こ
ん
な
茶
目
気
も
近
藤
さ
ん
か
ら
直
接
伺
う
と
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
の
近

藤
さ
ん
を
、
ま
た
思
い
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

晩
年
に
は
視
力
が
大
分
弱
っ
て
来
て
、
「
こ
の
頃
は
会
報
を
読
む
の
に

も
仲
々
、
時
間
が
掛
り
ま
す
よ
．
：
…
」
等
と
洩
ら
し
て
お
ら
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
会
の
会
合
に
御
出
席
の
時
は
い
つ
も
、
模
さ
ん
や
三
田
さ
ん
に
上

等
の
葉
巻
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
一
本
宛
取
り
出
さ
れ
、
葉
巻
や
パ
イ
プ
を
た

し
な
ま
ぬ
僕
な
ど
が
傍
か
ら
見
て
い
て
、
頂
戴
す
る
御
両
人
の
喜
ば
し
そ

う
な
姿
も
勿
論
だ
が
、
与
え
る
近
藤
さ
ん
の
、
如
何
に
も
後
輩
を
い
た
わ

る
よ
う
な
楽
し
そ
う
な
温
顔
の
状
景
は
、
今
も
っ
て
僕
の
脳
裏
を
離
れ
る

こ
と
の
な
い
状
景
で
も
あ
り
、
最
後
迄
山
岳
会
を
愛
し
「
ク
ラ
ブ
・
ラ
イ

フ
』
と
云
う
も
の
を
衷
心
よ
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
、
我
々
若
輩
の
尊
敬
の

中
心
で
あ
っ
た
老
先
輩
を
失
っ
た
こ
と
は
、
山
岳
会
の
た
め
に
も
、
ま
た
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僕
個
人
に
と
っ
て
も
、
誠
に
淋
し
き
限
り
で
あ
る
。

人
、
年
老
い
、
円
満
に
し
て
、
特
に
黙
し
て
語
ら
ず
と
も
後
輩
を
引
付

け
る
よ
う
な
人
物
は
、
は
た
か
ら
見
て
何
ん
と
も
云
え
な
い
、
天
下
の
美

観
だ
が
、
人
間
の
性
質
は
様
々
だ
か
ら
と
云
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
迄
だ

が
、
何
年
た
っ
て
も
角
の
と
れ
な
い
、
他
人
の
批
難
を
止
め
ら
れ
な
い
老

人
と
い
う
も
の
は
、
如
何
に
も
み
っ
と
も
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
と
は
凡
そ

正
反
対
の
近
藤
さ
ん
の
急
逝
は
、
大
き
な
損
失
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
一
九
六
九
年
十
一
月
四
日
）
（
成
瀬
岩
雄
）

＊

近
藤
さ
ん
と
は
、
昨
年
十
二
月
六
日
の
年
次
晩
餐
会
で
、
お
会
い
し
た

の
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
「
こ
の
一
本
展
」
の
催
し
も
あ
り
、
開
会
時
間
よ
り
も
一
時

間
ば
か
り
早
く
行
き
ま
し
と
た
こ
ろ
、
近
藤
さ
ん
も
早
い
目
に
見
え
ま
し

た
の
で
、
お
隣
り
に
坐
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
、
お
話
し
を
う
か
が
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
「
初
夏
の
頃
、
田
舎
の
う
ち
へ
遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

お
誘
い
下
さ
っ
た
の
で
し
た
が
、
こ
の
頃
の
人
は
、
花
や
木
に
乱
暴
を

し
、
時
に
は
、
ひ
と
の
う
ち
の
庭
に
も
、
無
断
で
入
っ
て
来
て
、
花
を
と

っ
た
り
、
そ
れ
も
大
事
に
持
っ
て
帰
え
る
の
で
は
な
く
、
途
中
で
捨
て
て

し
ま
っ
た
り
す
る
、
と
い
う
お
話
し
が
出
ま
し
た
の
で
、
「
ウ
オ
ー
ル
タ
．

ラ
ン
ド
ー
の
詩
に
も
『
私
は
自
然
を
第
一
に
、
そ
し
て
、
自
然
の
次
に
芸

悼
術
を
愛
し
た
』
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
」
と
、
自
然
を
尊
重
し
な
い

人
々
の
多
い
こ
と
を
、
ご
一
緒
に
嘆
い
た
の
で
し
た
。
私
は
詩
の
中
で

も
、
エ
レ
ジ
ー
、
悲
歌
が
好
き
で
す
。
エ
レ
ジ
ー
は
、
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
、

白、
‐
牧
歌
調
の
が
多
く
、
田
園
風
景
が
背
景
と
な
り
、
詩
に
う
た
わ
れ
る
、
な

き
人
も
、
花
や
木
の
か
げ
の
中
に
、
か
く
ま
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ノ

イ
ス
が
一
九
五
三
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
時
に
愛
読
し
た
、
マ
シ
ュ
ー
・

ア
ー
ノ
ル
ド
の
「
ス
カ
ラ
・
ジ
ブ
、
ン
」
に
つ
な
が
る
、
友
人
ア
ー
サ
・
ク

ロ
フ
の
死
を
悲
し
む
哀
歌
「
サ
ー
シ
ス
」
で
も
、
た
び
た
び
一
緒
に
行
っ

た
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
近
く
の
田
園
風
景
の
中
に
、
今
は
な
き
友
を
し
の
ぶ

の
で
す
。
そ
し
て
、
二
人
が
愛
着
を
抱
い
て
い
た
、
あ
の
「
エ
ル
ム
の

木
」
の
あ
る
風
景
の
姿
が
、
美
し
く
画
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ィ
ス
は
、
こ
の
一
九
五
三
年
か
ら
九
年
の
後
、
一
九
六
二
年
の
七
月

パ
ミ
ー
ル
の
登
山
で
、
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
頃
は
、
私
も
、
自
然

や
動
物
の
多
く
現
わ
れ
る
、
ハ
ド
ス
ン
や
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
や
ア
ン
ナ

セ
ン
（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
）
の
詩
や
小
説
を
、
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
お
り
ま
す

が
、
中
で
も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
散
文
詩
と
も
い
わ
れ
る
、
あ
の
美
し
い
、

「
絵
の
な
い
絵
本
」
は
好
き
で
す
、
と
申
し
ま
し
た
。
こ
の
語
り
手
は
貧

し
い
若
い
画
家
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
は
じ
め
、
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
、
チ
ャ
イ
ナ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
で
、
月
が
見
た
情
景
を

こ
の
画
家
に
語
り
き
か
せ
る
の
で
す
。
「
絵
の
な
い
絵
本
」
は
三
十
三
夜
の

物
語
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
お
話
し
は
出
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
、
お
話
し
を
し
な
が
ら
、
ふ
と
窓
の
外
を
見
ま
し
た
ら
、
澄
ん
だ
空
に

美
し
い
月
が
出
て
い
ま
し
た
の
で
「
月
が
日
本
も
ｌ
お
や
、
あ
な
た
を

見
て
い
ま
す
よ
」
と
申
し
た
ら
、
近
藤
さ
ん
も
少
し
身
を
か
が
め
る
よ
う

に
し
て
、
月
を
眺
め
、
「
あ
、
き
れ
い
な
月
だ
」
と
、
お
つ
し
や
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
開
会
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
め
い
め
い
席
に
着
き
ま
し
た

が
、
席
も
離
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
が
最
後
の
お
話
し
に
な
り
ま

し
た
。
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近
藤
さ
ん
と
は
、
ご
一
緒
に
旅
行
を
し
た
こ
と
も
な
く
、
お
も
に
山
岳

会
や
松
方
さ
ん
の
お
宅
で
の
会
合
な
ど
で
、
お
会
い
す
る
お
付
合
い
だ
っ

た
の
で
し
た
が
、
私
の
無
駄
話
し
な
ど
も
、
聞
き
手
に
な
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
松
方
さ
ん
の
会
で
は
、
良
い
シ
ガ
ー
を
二
、
三
本
、
お
み
や
げ
に

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
模
さ
ん
や
葉
巻
の
好
き
な
人
を
喜
こ
ぱ
し
て

お
い
で
で
し
た
の
で
、
つ
い
、
シ
ガ
ー
に
関
す
る
笑
話
な
ど
お
話
し
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
会
で
は
、
よ
く
、
乾
盃
の
音
頭

と
り
を
、
お
引
受
け
に
な
っ
た
の
で
、
い
つ
で
し
た
か
、
お
隣
り
に
坐
っ

た
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
舟
乗
り
が
港
に
帰
っ
て
来
て
、
仲
間
と
一
ぱ
い
飲
む

時
の
、
愉
快
な
乾
盃
の
言
葉
だ
と
い
う
の
を
、
小
声
で
い
っ
て
盃
を
合
せ

ま
し
た
ら
「
そ
う
い
う
面
白
い
の
を
、
い
ろ
い
ろ
書
き
あ
げ
て
、
教
え
て

下
さ
い
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
僅
か
し
か
知
ら

ず
、
ま
た
本
で
も
見
て
集
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
日
が
た
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
と
の
、
本
に
つ
い
て
の
思
い
出
は
、
昨
年
の
「
こ
の
一
本

展
」
に
も
出
品
し
ま
し
た
、
ハ
ン
ト
が
エ
今
へ
レ
ス
ト
の
あ
の
高
い
所
で
読

ん
だ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ロ
ウ
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
旅
行
記
『
ワ
イ
ル
ド
・
ウ
ェ

イ
ル
ズ
』
で
す
。
こ
の
本
の
こ
と
は
ハ
ン
ト
の
『
ジ
・
ア
セ
ン
ト
・
オ
ヴ

・
エ
ベ
レ
ス
ト
』
で
知
っ
て
、
さ
っ
そ
く
買
求
め
て
読
み
ま
し
た
が
、
そ

の
お
話
し
を
し
ま
し
た
ら
、
自
分
も
、
ぜ
ひ
読
み
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
、
そ
の
「
ワ
ー
ル
ド
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
版
を
お
貸
し
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
活
字
も
小
さ
く
、
お
目
が
疲
れ
る
こ
と
か
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
お
会
い
し
た
時
に
「
目
が
疲
れ
る
の

で
、
だ
ん
だ
ん
、
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
と
少
し
（
六
二
二
・
ヘ
イ
ジ

の
う
ち
）
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
「
エ

ヴ
リ
マ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
の
一
九
五
八
年
リ
プ
リ
ン
ト
版
も
求
め
て

ま
た
読
み
ま
し
た
が
、
こ
の
方
が
活
字
も
読
み
や
す
く
、
こ
ち
ら
を
お
貸

し
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
の
で
し
た
。
前
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

お
い
で
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
間
に
、
ゥ
エ
イ
ル
ズ
ヘ
も

お
出
か
け
に
な
り
、
ポ
ロ
ウ
の
旅
行
記
に
も
出
る
ス
ノ
ウ
ド
ン
な
ど
へ
、

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
な
さ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
藤
さ
ん
は
八
十
に
お
な
り
に
な
っ
て
か
ら
も
、
山
岳
会
の
晩
餐
会
に

も
よ
く
ご
出
席
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
晩
餐
会
の
日
か
ら
、
も
う
七
ヶ

月
の
月
日
が
た
ち
ま
し
た
が
、
晴
れ
た
夜
、
美
し
い
月
を
眺
め
る
た
び

に
、
あ
の
夜
の
最
後
の
思
い
出
が
心
に
浮
か
び
ま
す
。

（
一
九
六
九
年
七
月
六
日
夜
）
（
田
辺
主
計
）

近
藤
茂
吉
氏
略
歴

・
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
一
月
七
日
、
千
葉
県
海
上
郡
飯
岡
町
に
生
れ
る
。

．
音
羽
豊
山
中
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
、
ウ
ィ
ス
キ

ー
研
究
の
た
め
英
国
グ
ラ
ス
コ
ー
大
学
留
学
。

、
明
治
四
十
年
十
月
、
東
京
に
近
藤
商
店
を
設
立
、
直
輸
入
業
を
開
始
す
る
。

、
一
般
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
か
ら
、
次
第
に
登
山
に
も
興
味
を
引
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
。
紹
介
者
高
野
麿
蔵
、
三
枝
威
之

助
。
当
時
東
京
市
麹
町
区
平
河
町
五
ノ
五
に
住
む
。
会
員
章
番
号
二
六
○
番
。

．
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
年
）
七
月
’
八
月
、
立
山
室
堂
か
ら
劔
岳
試
登
、
平
、
針

ノ
木
峠
を
越
え
大
町
に
出
、
上
高
地
に
至
り
、
前
穂
高
、
奥
穂
高
、
北
穂
、
槍
ヶ

岳
縦
走
上
高
地
に
戻
る
・
大
町
ま
で
高
野
麿
蔵
氏
と
同
行
、
前
穂
高
は
大
北
聡

彦
氏
同
行
。
案
内
は
佐
伯
平
蔵
ほ
か
越
中
の
人
夫
二
名
。
奥
穗
と
洞
沢
岳
の
鞍
部
か
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．
大
正
十
年
英
国
王
立
地
学
協
会
に
対
し
、
第
一
回
エ
。
ヘ
レ
ス
ト
隊
参
加
を
申
込
ん

だ
が
実
現
せ
ず
。

・
昭
和
五
年
十
月
、
株
式
会
社
近
藤
商
店
に
改
組
し
取
締
役
社
長
に
就
任
。

・
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
る
。

・
昭
和
三
十
四
年
一
月
、
近
蔵
商
店
取
締
役
会
長
に
就
任
。

・
大
正
三
年
八
月
、
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
、
グ
ロ
ー
ス
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
登
頂

後
、
下
山
途
中
雪
崩
に
あ
い
負
傷
す
る
。
同
行
辻
村
伊
助
氏
、
ス
イ
ス
・
ガ
イ
ド

二
名
。

．
大
正
八
年
七
月
、
室
堂
か
ら
劔
岳
登
山
後
劔
沢
下
降
を
試
み
た
が
果
せ
ず
、
仙
人

沢
下
降
、
落
口
付
近
で
黒
部
川
を
渡
河
、
棒
小
屋
沢
落
口
ま
で
湖
行
を
企
て
た

が
、
食
糧
不
足
の
た
め
牛
首
尾
根
か
ら
鹿
島
槍
ヶ
岳
に
登
り
大
町
に
下
山
。
北
ア

ル
プ
ス
北
部
初
横
断
に
成
功
す
る
。
案
内
は
平
蔵
ほ
か
越
中
人
夫
。
劔
岳
は
神
戸

の
ド
ー
ン
ト
氏
と
同
行
。

、
大
正
九
年
十
一
月
、
日
野
春
か
ら
初
冬
の
甲
斐
駒
登
山
を
企
て
た
が
新
雪
が
深
く

屏
風
小
屋
で
三
泊
し
待
機
し
た
が
、
ワ
カ
ン
ジ
キ
が
も
ぐ
る
た
め
断
念
。
さ
ら
に

赤
穂
か
ら
木
曽
駒
に
向
か
っ
た
が
、
地
元
の
案
内
が
求
め
ら
れ
ず
中
止
す
る
。
案

内
は
平
蔵
ら
越
中
人
夫
。

・
こ
の
間
幹
事
及
び
評
議
員
と
し
て
日
本
山
岳
会
の
た
め
尽
力
し
、
主
と
し
て
外
国

と
の
交
渉
に
当
る

ら
、
平
蔵
ら
人
夫
は
個
沢
を
下
ら
せ
、
槍
ヶ
岳
ま
で
単
独
で
縦
走
し
た
。
明
治
四

十
二
年
鵜
殿
正
雄
、
四
十
四
年
小
島
烏
水
に
次
い
で
三
回
目
の
穂
高
、
槍
縦
走
記

録
。

大
正
二
年
七
月
’
八
月
、
室
堂
か
ら
長
次
郎
谷
を
経
て
劔
岳
登
頂
（
明
治
四
十
二

年
吉
田
孫
四
郎
一
行
に
次
ぎ
登
山
者
と
し
て
第
二
登
）
・
別
山
尾
根
を
初
下
降
・
五

色
、
薬
師
岳
、
三
俣
蓮
華
岳
、
鷲
羽
岳
、
赤
牛
岳
往
復
、
双
六
岳
、
槍
ヶ
岳
初
縦

走
。
平
蔵
ら
越
中
人
夫
を
同
行

〔
付
記
〕
右
の
略
歴
は
、
故
人
の
生
前
小
生
が
直
接
禅
雲
寺
の
御
自
宅
に
う
か
が

い
、
メ
モ
し
て
お
い
た
ノ
ー
ト
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。
近
藤
氏
の
登
山
記
録
の
く

わ
し
い
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
書
き
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
右
登
山
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
会
員
登
山
報
（
『
山
岳
』
第
七
年
三
号
）

・
会
員
登
山
報
（
『
山
岳
』
第
八
年
二
号
）

・
穂
高
岳
の
早
期
登
山
者
（
『
穂
高
星
夜
』
山
崎
安
治
著
）

劔
岳
の
早
期
登
山
者
（
『
劔
の
窓
』
山
崎
安
治
著
）

．
『
ス
ウ
イ
ス
日
記
』
（
辻
村
伊
助
著
）

・
桧
・
穂
高
登
山
史
序
説
（
『
山
の
序
曲
』
山
崎
安
治
著
）

・
近
藤
茂
吉
氏
の
黒
部
横
断
（
『
山
の
序
曲
』
山
崎
安
治
著
）

（
山
崎
安
治
）

永
年
会
員
武
山
良
次
氏
の
略
歴
、
登
山
歴
等
に
つ
き
、
編
者
の
依
頼
に

昭
和
三
十
八
年
五
月
、
池
田
総
理
大
臣
か
ら
輸
出
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
に
よ
り

表
彰
状
を
受
け
る
。

昭
和
三
十
八
年
十
月
、
藍
綬
褒
賞
を
受
け
る
。

昭
和
四
十
年
四
月
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
二
土
一
日
、
聖
路
加
病
院
で
死
去
。
享
年
八
十
六
歳
。
二
月

二
十
七
日
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
で
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
。

武
山
良
次
氏
（
一
八
八
六
’
一
九
六
八
）
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よ
り
同
氏
息
、
武
山
二
朗
氏
か
ら
送
付
さ
れ
た
資
料
に
も
と
ず
き
、
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

同
氏
は
明
治
十
九
年
十
月
十
五
日
、
武
山
芳
右
衛
門
（
当
時
石
巻
町
で

繭
の
加
工
場
を
経
営
）
の
二
男
と
し
て
誕
生
、
仙
台
ま
で
ま
だ
鉄
道
の
な

い
頃
で
、
北
上
運
河
、
貞
山
堀
を
経
て
塩
釜
か
ら
鉄
道
で
仙
台
へ
出
て
仙

台
二
中
に
学
び
、
後
慶
応
義
塾
大
学
理
財
科
を
明
治
四
十
三
年
三
月
に
卒

業
（
小
泉
信
三
氏
と
同
学
年
）
、
同
年
四
月
鐘
渕
紡
績
（
株
）
営
業
部
に

入
り
、
昭
和
十
二
年
ま
で
購
買
部
商
務
調
査
部
長
等
を
歴
任
、
昭
和
十
六

年
三
月
樺
太
石
炭
会
社
の
創
立
に
際
し
、
鐘
紡
か
ら
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
業

務
部
長
に
就
任
、
同
十
七
年
一
月
石
炭
統
制
会
樺
太
支
部
の
設
立
に
よ
り
、

樺
太
石
炭
の
業
務
を
吸
収
せ
ら
る
る
に
至
り
、
同
支
部
嘱
託
と
な
っ
て
勤

労
部
長
の
事
務
を
担
当
、
同
二
士
一
年
四
月
樺
太
か
ら
引
揚
げ
石
巻
市
に

帰
る
。
同
二
十
四
年
四
月
法
務
府
東
北
少
年
院
分
院
青
海
寮
に
職
員
と
し

て
勤
務
、
同
二
十
八
年
退
職
。
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
日
逝
去
。

本
会
へ
は
明
治
四
十
年
二
九
○
七
）
二
月
入
会
、
会
員
番
号
二
四
、

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
永
年
会
員
制
実
施
に
際
し
永
年
会
員
と
な
る
。

以
下
は
同
氏
の
義
弟
斎
藤
省
三
氏
（
近
畿
大
学
教
授
）
に
依
る
登
山
概

要
で
あ
る
。

大
正
九
年
以
前
の
登
山
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
前
に
少
く
も
二

回
は
北
ア
ル
プ
ス
方
面
に
行
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
同
氏
の
話
で
知
っ

た
。
然
し
年
月
、
経
路
等
は
き
き
も
ら
し
た
。
大
正
十
年
か
ら
十
二
年
ま

で
は
大
阪
市
桜
の
宮
に
住
み
、
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
は

豊
中
市
に
住
み
、
私
も
ご
く
近
く
に
居
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
間
、
日
曜

日
に
は
年
中
、
し
か
も
殆
ん
ど
晴
雨
降
雪
に
か
か
わ
ら
ず
、
近
畿
の
山
々

や
河
内
平
野
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。
近
畿
の
山
々
で
は
兵
庫
県
の
六
甲
山
、

摩
耶
山
、
再
度
山
、
京
都
方
面
の
比
叡
山
、
愛
宕
山
、
奈
良
方
面
で
は
生

駒
山
、
二
上
山
、
信
貴
山
、
葛
城
山
、
金
剛
山
、
等
数
回
以
上
、
六
甲
山

な
ど
へ
は
数
十
回
も
登
っ
た
。
雪
の
多
い
と
き
に
は
比
叡
山
、
愛
宕
山

へ
。
ま
た
は
芦
屋
か
ら
谷
を
登
っ
て
六
甲
山
頂
に
出
る
、
特
に
困
難
な
路

を
選
ん
で
、
足
と
装
備
の
訓
練
を
し
た
。

記
憶
の
み
を
辿
っ
て
記
す
の
で
、
年
月
に
つ
い
て
は
或
い
は
誤
り
が
あ

る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
初
め
て
私
と
北
ア
ル
プ
ス
に
行
っ
た
の
は
、
大
正
十

三
年
八
月
で
あ
っ
た
と
思
う
。
大
阪
か
ら
夜
行
で
翌
朝
松
本
着
、
島
々
ま

で
電
車
、
島
々
に
一
泊
し
翌
日
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
に
至
り
情
小
屋

に
泊
っ
た
。
案
内
人
は
島
々
で
二
人
傭
っ
た
。
翌
日
は
梓
川
を
右
に
左
に

渉
っ
て
槍
沢
の
小
屋
に
一
泊
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
足
ご
し
ら
え
は
殆
ん
ど

皆
同
じ
で
、
紺
の
脚
絆
に
紺
足
袋
、
草
鮭
ぱ
き
、
腰
に
は
二
足
ぐ
ら
い
の

代
わ
り
の
草
畦
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
た
。
徒
渉
が
多
い
の
で
靴
は
不
向
き
で

あ
り
、
靴
を
は
い
て
る
者
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

翌
早
朝
暗
い
う
ち
に
、
提
灯
を
た
よ
り
に
槍
の
頂
上
目
が
け
て
、
約
六

十
人
位
の
山
小
舎
に
同
宿
し
た
登
山
者
が
雪
渓
を
登
っ
た
。
東
京
大
阪
方

面
の
大
学
山
岳
会
員
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
槍
の
肩
に
出
た
と
き
は
大
暴

風
雨
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
大
槍
ま
で
登
っ
た
の
は
島
々
松
本
間
の
鉄
道

に
勤
め
て
い
る
と
い
う
人
と
、
良
次
兄
と
私
と
の
三
人
だ
け
で
、
他
は
岩

蔭
に
避
難
し
た
。
わ
れ
わ
れ
三
人
は
や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
辿
り
着

き
、
良
次
兄
と
島
々
の
人
は
、
狭
い
頂
上
の
中
央
に
あ
る
小
さ
な
石
詞
の

処
ま
で
這
っ
て
行
っ
た
が
、
私
は
頂
上
の
と
り
つ
き
に
あ
っ
た
石
の
測
量

標
柱
に
す
が
り
つ
く
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
肩
ま
で
降
り
て
か
ら
閏
い
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瞳迫

た
と
こ
ろ
で
は
、
島
々
の
人
は
槍
に
登
る
こ
と
七
回
目
で
あ
り
、
良
次
兄

は
三
回
目
で
あ
り
、
私
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
良
次
兄

は
、
こ
の
以
前
に
少
く
と
も
二
度
は
北
ア
ル
プ
ス
に
来
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。こ

の
日
の
う
ち
に
槍
沢
の
小
舎
に
戻
り
、
常
念
の
小
舎
泊
り
、
翌
日
は

大
天
井
、
燕
を
越
え
て
中
房
温
泉
泊
り
、
翌
日
中
房
川
に
沿
う
て
下
り
松

本
を
経
て
帰
阪
し
た
。

二
回
目
は
翌
十
四
年
八
月
、
劔
岳
に
登
る
目
的
で
、
芦
峅
寺
の
老
案
内

人
佐
々
木
助
七
親
子
外
四
名
を
連
れ
て
、
良
次
兄
、
私
外
四
人
の
同
勢

で
、
第
一
日
目
は
黒
部
の
鐘
釣
温
泉
泊
り
、
翌
日
は
猿
飛
か
ら
本
流
と
分

れ
て
小
黒
部
谷
を
登
っ
た
。
そ
の
夜
は
雪
渓
中
に
幕
営
し
た
が
、
こ
の
日

小
黒
部
谷
の
左
上
の
山
脊
を
通
る
熊
を
見
た
。

翌
日
は
池
の
平
を
経
て
三
田
平
の
小
屋
に
泊
っ
た
が
、
雨
漏
り
が
激
し

く
小
舎
の
中
に
テ
ン
ト
を
張
る
始
末
。
こ
こ
で
三
日
間
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

身
動
き
が
出
来
な
い
。
四
日
目
登
山
を
断
念
し
て
、
雨
中
別
山
乗
越
を
経

て
立
山
の
室
堂
に
引
き
上
げ
た
。
こ
こ
も
避
難
者
で
大
混
雑
で
あ
っ
た
の

で
一
泊
し
た
後
、
降
り
止
ま
ぬ
豪
雨
の
中
を
、
芦
峅
の
助
七
が
つ
い
て
い

る
か
ら
と
、
わ
れ
わ
れ
だ
け
が
室
堂
か
ら
下
山
を
許
る
さ
れ
て
、
数
メ
ー

ト
ル
先
が
見
え
な
い
程
の
雨
の
中
を
藤
橋
に
下
っ
た
。
こ
の
と
き
の
下
り

路
は
、
ま
る
で
小
川
の
よ
う
に
流
れ
る
と
こ
ろ
を
歩
く
の
だ
か
ら
、
疲
労

し
た
者
は
足
も
と
が
あ
や
し
く
な
っ
て
、
よ
く
転
倒
し
た
。
私
は
先
頭
を

歩
き
、
良
次
兄
は
最
後
を
歩
い
た
。
良
次
兄
が
一
番
強
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
と
き
の
雨
は
一
週
間
も
止
ま
な
か
っ
た
の
で
、
大
阪
の
新
聞
に

は
山
で
の
遭
難
が
報
ぜ
ら
れ
た
り
し
た
。

後
日
も
の
語
り
に
な
る
が
、
こ
の
時
の
案
内
人
助
七
の
子
息
が
、
昭
和

九
年
室
戸
台
風
が
大
阪
を
襲
っ
て
、
大
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
新
聞
で
見

て
、
五
歳
位
の
男
の
子
と
、
古
つ
づ
ら
、
大
の
こ
ぎ
り
を
背
負
っ
て
、
良

次
兄
と
私
の
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
き
た
。
大
阪
市
は
全
滅
し
た
の
で
、
燃
料

に
困
る
と
い
う
話
だ
か
ら
、
炭
焼
に
来
た
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
に
は
、
こ

ち
ら
の
方
が
き
も
を
つ
ぶ
す
ほ
ど
驚
い
た
。

翌
昭
和
二
年
の
夏
、
加
賀
の
白
山
に
行
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
五
人
位
の

同
勢
で
あ
る
。
滑
川
の
支
流
と
思
わ
れ
る
川
の
左
岸
を
の
ぼ
り
、
途
中
無

人
の
温
泉
場
に
一
泊
し
て
、
翌
日
大
豪
雨
の
中
を
白
山
の
裏
手
か
ら
、
雪

渓
を
わ
た
っ
て
山
頂
に
出
た
。
こ
の
と
き
の
雨
の
強
さ
は
、
、
ハ
ケ
ッ
の
水

を
頭
か
ら
か
け
ら
れ
る
よ
う
で
、
雨
合
羽
の
下
に
背
負
っ
て
い
た
ル
ッ
ク

サ
ッ
ク
か
ら
、
昼
の
食
料
が
出
せ
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
白
山
の
頂

上
を
経
て
白
山
温
泉
に
一
泊
、
翌
日
は
山
代
温
泉
で
く
つ
ろ
い
だ
。

昭
和
三
年
の
夏
は
、
大
町
か
ら
入
っ
て
黒
部
川
上
流
の
渡
場
、
針
ノ
木

峠
、
お
花
畑
、
立
山
々
頂
、
立
山
温
泉
、
常
願
寺
川
下
り
富
山
へ
と
い
う

平
凡
な
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
年
に
は
白
馬
岳
に
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
大
雪
渓
を
上
下
し
た
位

の
平
凡
な
コ
ー
ス
で
、
帰
路
浅
間
温
泉
で
は
ね
を
の
ば
し
た
。

そ
の
翌
年
は
私
の
外
遊
の
た
め
中
止
、
昭
和
六
年
の
夏
、
乗
鞍
岳
に
行

っ
た
。
大
体
同
じ
同
勢
で
あ
る
。
島
々
か
ら
歩
き
だ
し
て
、
小
説
大
菩
薩

峠
で
有
名
な
白
骨
温
泉
に
一
泊
、
翌
日
は
谷
の
よ
う
に
な
っ
て
雨
の
と
き

は
中
央
が
水
の
流
れ
る
細
路
を
登
っ
た
り
、
倒
木
を
の
り
越
え
た
り
し
て

頂
上
に
出
た
。
な
ん
に
も
な
い
丸
い
形
の
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
も
雨

に
濡
れ
な
が
ら
、
夕
刻
飛
騨
側
の
平
湯
温
泉
に
着
い
た
。
翌
日
は
バ
ス
で
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斎
藤
氏
の
記
述
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
二
朗
氏
の
手
紙
に
よ
れ

ば
、
小
学
校
の
頃
よ
く
六
甲
山
、
摩
耶
山
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
ヤ
ブ
く
ぐ

り
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
故
人
は
、
歩
く
こ
と
が
非
常
に
好
き
で
、

八
十
近
く
な
っ
て
も
他
の
老
人
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
を
苦
に
せ
ず
、
足
が

弱
る
と
困
る
と
い
っ
て
必
ず
散
歩
を
続
け
、
ま
た
最
後
ま
で
山
岳
会
員
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
山
の
話
を
よ
く
し
た
と

い
う
。
こ
と
に
永
年
会
員
と
な
り
、
銀
を
巻
い
た
会
員
章
を
う
け
て
か
ら

は
（
こ
の
頃
か
ら
や
や
老
化
現
象
が
進
ん
で
き
た
）
、
来
客
の
あ
る
た
び

に
、
持
ち
出
し
て
は
自
慢
話
を
し
な
が
ら
、
見
せ
て
い
た
と
い
う
。

地
方
に
在
住
し
た
た
め
、
東
京
で
の
知
り
合
い
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
が

六
十
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
会
員
で
あ
っ
た
、
故
人
の
霊
の
安
ら
か
な
ら

ん
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
（
編
者
）

高
山
へ
出
て
二
泊
、
次
の
日
は
下
呂
温
泉
一
泊
で
帰
阪
し
た
。

こ
れ
以
後
は
仕
事
が
多
忙
に
な
っ
て
、
ア
ル
プ
ス
行
き
は
中
止
し
た
。

一
昨
年
（
昭
和
四
二
年
）
の
春
頃
、
山
根
さ
ん
か
ら
細
野
だ
よ
り
を
頂

い
た
。
そ
の
は
が
き
は
蔵
い
忘
れ
た
が
、
文
面
は
「
こ
こ
に
来
て
会
員
額

田
敏
氏
に
出
会
い
、
日
本
山
岳
会
が
懐
し
く
な
っ
た
。
自
分
は
昔
、
藤
島

山
根
雅
男
氏
（
一
八
九
○
’
一
九
六
九
）

敏
男
氏
の
紹
介
で
入
会
し
た
が
、
現
在
会
員
外
で
あ
る
。
君
は
よ
く
藤
島

さ
ん
と
同
行
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
会
員
に
復
活
す
る
方
法
を
知
ら
せ
て

欲
し
い
」
と
の
意
味
だ
っ
た
。

山
根
さ
ん
が
以
前
会
員
だ
っ
た
こ
と
は
、
わ
た
し
に
は
初
耳
で
、
藤
島

さ
ん
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
復
活
大
歓
迎
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ

の
旨
お
答
え
し
た
。
七
月
下
旬
に
「
目
下
腹
こ
わ
し
で
休
養
中
だ
が
、
近

日
直
接
出
向
い
て
手
続
き
す
る
」
と
の
葉
書
が
山
根
さ
ん
か
ら
届
き
、
八

月
三
日
付
で
め
で
た
く
復
活
さ
れ
た
。

昨
年
五
月
末
に
、
古
い
山
仲
間
十
六
七
名
で
、
高
尾
山
に
参
篭
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
ば
ん
ど
り
の
飛
ぶ
の
を
見
た
り
、
般
若
湯
を
傾
け
て
山
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
た
が
、
こ
れ
が

山
根
さ
ん
の
最
後
の
山
行
？
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
藤

島
さ
ん
に
会
い
た
い
と
言
わ
れ
、
六
月
一
日
（
土
）
に
会
の
ル
ー
ム
で
両

者
久
々
の
歓
談
を
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
も
山
根
さ
ん
が
山
岳
会
に
顔
を
出

さ
れ
た
最
後
で
は
あ
る
ま
い
か
。

山
根
さ
ん
の
入
会
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
十
月
で
あ
る
。
ま

た
翌
七
年
四
月
に
は
、
日
本
登
高
会
に
入
会
さ
れ
て
い
る
。
山
根
さ
ん
が

最
も
活
躍
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
、
日
本
登
高
会
の
会
報
を
緒
い
て
み
る

と
、
八
年
五
月
に
同
会
の
事
務
所
を
引
き
受
け
、
翌
九
年
四
月
ま
で
の
一

年
間
の
山
行
十
五
回
、
日
数
六
十
余
日
と
な
っ
て
い
る
。
会
報
に
載
ら
な

い
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
出
入
り
の
多
い
事
務
所
を
預
っ
て
な
か
な
か
出
来

な
い
こ
と
だ
し
、
貞
江
夫
人
も
参
加
さ
れ
て
い
る
山
行
が
多
い
か
ら
、
ご

夫
婦
揃
っ
て
大
変
な
張
り
き
り
様
で
あ
っ
た
。

山
根
さ
ん
は
酒
も
煙
草
も
か
な
り
好
ま
れ
た
が
、
ど
ち
ら
も
目
を
細
め
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、凸

ﾕ巳 悼

て
悦
惚
と
さ
れ
る
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
わ
た
し
な
ど
を
し
て
、
酒

も
よ
い
も
の
だ
な
、
と
思
わ
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
温
厚
な
人
柄
が
、

若
い
山
男
た
ち
か
ら
「
オ
ヤ
ジ
さ
ん
」
と
仰
ぎ
親
し
ま
れ
、
昭
和
十
九
年

に
東
京
岳
連
の
理
事
長
に
推
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
山
根

さ
ん
は
登
山
そ
の
も
の
よ
り
も
、
若
い
人
た
ち
を
育
成
さ
れ
た
点
で
、
岳

界
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
。

一
緒
に
川
苔
山
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
、
頂
上
で
山
根
さ
ん
が
貞
江
夫
人

に
「
今
朝
預
け
た
水
筒
を
出
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
夫
人
は
「
先

刻
麓
で
休
ん
だ
と
き
石
の
上
に
置
き
忘
れ
た
」
と
答
え
ら
れ
た
。
山
根
さ

ん
は
ご
機
嫌
斜
め
で
、
そ
れ
が
し
ば
ら
く
解
け
な
い
。
わ
た
し
は
、
水
筒

の
一
つ
位
何
だ
、
と
思
っ
た
が
、
あ
と
で
き
く
と
中
身
は
酒
だ
っ
た
。

ま
た
、
夫
人
の
ピ
ア
ノ
の
お
弟
子
た
ち
も
同
道
で
赤
城
山
へ
行
っ
た
と

き
、
山
根
さ
ん
の
姿
が
ふ
と
見
え
な
く
な
っ
た
。
夫
人
が
「
多
分
き
じ
う

ち
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、
ピ
ア
ノ
の
女
性
た
ち
が
「
だ
っ
て
、
ご

主
人
は
鉄
砲
を
お
持
ち
だ
っ
た
ん
で
す
か
」
と
不
審
が
っ
た
の
で
、
大
笑

い
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
の
山
行
が
多
か
っ
た
。

今
年
の
正
月
に
め
で
た
い
金
婚
式
の
お
祝
い
を
さ
れ
た
山
根
さ
ん
は
、

今
頃
は
何
処
か
の
山
頂
の
岩
に
腰
か
け
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
パ
イ
一
に
目
を
細
め
て
居
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
合
掌
。

略
歴

ヨ
ゼ
フ
山
根
雅
男

生
誕
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
十
二
月
一
日
（
鳥
取
県
）

昇
天
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
六
月
十
二
日

日
本
山
岳
会
入
会
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月

太
田
さ
ん
と
わ
た
し
と
は
、
勤
務
先
（
銀
行
）
で
の
先
輩
後
輩
の
間
柄

だ
っ
た
。
同
氏
は
一
生
を
俳
句
に
親
し
ん
だ
人
で
、
耳
動
子
と
い
う
俳
号

は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
に
中
途
退
社
さ
れ
て
お
り
、
わ
た
し
の
同
行
し
た
山
歩
き

は
十
回
位
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
も
大
き
な
ス
ト
ラ
イ
ド
で
軽
快
に
歩
か

れ
た
。
そ
れ
も
道
理
、
昭
和
三
十
六
年
刊
行
『
耳
動
子
句
集
』
の
年
譜
に

よ
る
と
、
陸
上
十
種
競
技
に
適
し
た
人
で
二
十
歳
の
時
、
東
北
樺
太
北
海

道
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
極
東
か
）
支
部
大
会
に
、
中
学
生
三
人
と
組
ん
で

（
会
員
復
活
昭
和
四
十
二
年
八
月
三
日
）

会
員
番
号
一
三
四
五
番

前
述
一
九
三
三
年
五
月
’
一
九
三
四
年
四
月
の
山
行
を
一
例
と
し
て
挙
げ
る
と
次

の
通
り
（
括
弧
内
は
日
数
）
。

穂
高
五
月
（
７
）
、
秩
父
六
月
（
５
）
、
八
ガ
岳
七
月
（
３
）
、
燕
、
槍

穂
高
七
月
（
５
）
、
夏
山
穂
高
合
宿
八
月
（
、
）
、
三
峠
岩
登
り
九
月
（
１
）
、

針
ノ
木
、
劔
、
黒
部
九
月
（
９
）
、
二
子
山
、
御
荷
鉾
山
、
炮
烙
峠
十
月
（
３
）

湯
西
川
十
一
月
（
３
）
、
富
士
大
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
十
一
月
（
２
）
、
冬
期

合
宿
唐
松
八
方
尾
根
十
二
月
’
一
月
（
９
）
、
日
光
ス
キ
ー
二
月
（
１
）
、

上
ノ
原
ス
キ
ー
四
月
（
３
）
、
川
苔
山
四
月
（
１
）
、
大
蔵
高
丸
四
月
（
１
）

（
川
崎
精
雄
）

太
田
清
吉
（
耳
動
子
）
氏

（
一
八
九
八
’
一
九
六
六
）
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四
百
と
八
百
の
リ
レ
ー
に
出
場
、
ア
ン
カ
ー
を
つ
と
め
て
両
方
共
優
勝
、

走
り
高
跳
は
四
位
だ
っ
た
。
ま
た
成
躍
在
学
二
十
二
歳
の
時
は
、
父
兄
会

の
際
薙
刀
七
段
の
女
史
と
試
合
し
、
一
薙
ぎ
も
受
け
ず
に
相
手
を
羽
目
板

に
押
し
つ
け
て
お
面
二
本
と
っ
た
、
と
い
う
。

そ
う
し
た
腰
の
バ
ネ
で
、
相
撲
も
強
か
っ
た
し
、
山
歩
き
に
も
適
し
て

い
た
わ
け
だ
。
三
歳
の
時
将
棋
を
お
ぼ
え
、
五
歳
の
時
将
棋
修
行
を
さ
せ

た
ら
、
と
の
話
も
出
た
そ
う
で
あ
る
。

美
声
の
持
主
で
、
山
頂
の
岩
に
立
っ
た
り
跨
が
っ
た
り
さ
れ
る
と
、
よ

く
追
分
な
ど
が
と
び
出
し
た
。
そ
の
合
間
に
は
頻
り
に
句
が
出
来
て
い

た
。
太
田
さ
ん
が
名
だ
た
る
山
は
片
っ
端
し
か
ら
登
ら
れ
た
の
に
対
し
、

わ
た
し
は
む
し
ろ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
山
を
硯
っ
て
い
た
の
で
、
こ

れ
が
同
行
回
数
の
少
い
原
因
だ
っ
た
。

太
田
さ
ん
に
わ
た
し
が
最
も
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、
俳
句
を
教
え
て

頂
い
た
こ
と
で
あ
る
。
上
達
へ
の
指
導
も
勿
論
有
難
い
が
、
俳
句
を
知
っ

た
こ
と
で
自
然
を
見
る
目
が
養
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
登
り
と

日
常
生
活
と
に
う
る
お
い
を
与
え
て
呉
れ
た
。

山
岳
会
へ
の
入
会
は
昭
和
八
年
（
三
十
五
歳
）
で
、
放
黒
田
孝
雄
さ
ん

が
紹
介
者
で
あ
る
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
わ
た
し
も
黒
田
さ
ん
か
ら
入
会

の
お
誘
い
を
頂
い
た
が
、
入
会
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
で
太
田
さ
ん

と
は
俳
句
と
山
の
話
で
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
た
（
訪
問
し
合
っ
て
い
た
）

の
に
、
入
会
さ
れ
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
考
え
る
と
お
か
し
な
こ

と
だ
が
、
わ
た
し
の
入
会
は
ず
っ
と
後
だ
し
、
あ
ま
り
近
し
い
と
、
こ
ん

な
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

俳
人
で
無
類
の
旅
行
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
全
国
隅
々
ま
で
歩
か
れ
た
。

登
ら
れ
た
山
も
後
掲
の
表
に
載
ら
な
い
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
現
に
わ
た

し
と
歩
か
れ
た
山
は
一
つ
も
載
っ
て
い
な
い
・

昭
和
三
十
八
年
の
夏
、
実
に
三
十
余
年
ぶ
り
で
一
緒
に
山
へ
登
っ
た
。

岩
手
山
行
だ
っ
た
が
、
四
日
間
雨
に
降
ら
れ
、
結
構
楽
し
か
っ
た
。
太
田

さ
ん
は
途
中
の
出
来
ご
と
や
、
見
た
草
木
を
克
明
に
メ
モ
を
と
ら
れ
た
。

帰
途
小
岩
井
牧
場
へ
寄
り
、
牛
乳
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
賞
味
し
た
の
も

よ
い
思
い
出
だ
っ
た
。
次
に
同
氏
愛
謂
の
句
を
二
、
三
列
記
し
よ
う
。

霧
の
峠
ま
れ
に
来
る
人
佐
藤
君

渋
峠
単
独
行
の
作
で
、
静
寂
を
ひ
し
ひ
し
感
じ
て
憩
う
作
者
の
前
に
、

向
う
か
ら
来
た
人
が
あ
る
。
意
外
に
も
同
じ
職
場
の
佐
藤
君
だ
っ
た
。
き

わ
め
て
普
通
の
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
霧
の
峠
の
人
恋
し
さ
の
に
じ
み
出

た
句
で
あ
る
。

雲
海
の
上
に
雲
な
し
夏
の
月

雲
海
の
波
の
た
だ
よ
う
膝
が
し
ら

這
松
の
焚
火
に
雪
を
煮
た
り
け
り

以
上
三
句
は
昭
和
六
年
農
烏
小
屋
で
の
作
。

略
歴

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）
三
月
十
五
日
生
（
青
森
市
）

大
正
十
年
成
腰
実
務
学
校
卒
、
三
菱
製
鉄
へ
入
社
、
後
銀
行
へ
転
社
。

昭
和
十
六
年
三
菱
銀
行
退
社
後
、
太
田
産
業
（
株
）
創
立
。
こ
の
頃
よ
り
画
人
と

の
交
遊
甚
だ
多
し
。

玉
堂
、
桂
月
、
土
牛
、
三
良
、
鉄
山
、
案
山
子
、
干
甕
、
任
牛
、
多
茂
都
、
そ
の

他
諸
氏
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
年
）
八
月
二
十
一
日
逝
去
。
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追 悼

大
正
十
二
年
富
士
山
。

昭
和
八
年
立
山
、
剣
、
針
ノ
木
（
日
本
山
岳
会
入
会
）
。

昭
和
十
四
年
穂
高
と
槍
。
富
士
山
。
苗
場
山
。

草
津
白
根
よ
り
渋
峠
。
阿
能
川
岳
。

昭
和
十
七
年
桜
島
。

昭
和
十
八
年
阿
蘇
。
霧
島
。
開
聞
岳
。

昭
和
二
十
九
年
栃
本
よ
り
甲
武
信
、
雁
坂
、
中
津
川
。

昭
和
三
十
年
妙
高
。
八
海
山
。
富
士
。
黒
部
よ
り
能
登
。
将
監
峠
よ
り
雲
取

（
幸
三
）
ｏ

昭
和
三
十
一
年
白
馬
よ
り
鑓
。
み
ち
の
く
旅
行
。

昭
和
三
十
二
年
万
三
郎
。
伊
勢
路
よ
り
矢
ノ
川
峠
を
越
す
。
九
州
一
週
・
紀
州
。

北
海
道
。
渭
津
峡
。

昭
和
三
十
三
年
荒
川
岳
、
東
岳
、
赤
石
岳
。
塩
見
岳
。
石
鎚
山
と
四
国
一
週
。

昭
和
三
十
四
年
聖
岳
よ
り
赤
石
岳
。
山
口
県
一
週
。
木
曽
御
岳
。
乗
鞍
。
会
津

駒
よ
り
燧
、
尾
瀬
沼
。

昭
和
三
十
五
年
知
多
渥
美
両
半
島
。
八
幡
平
と
陸
中
海
岸
。

昭
和
三
十
八
年
岩
手
山
（
六
十
五
歳
）
。

（
川
崎
精
雄
）

山

明
治
四
十
五
年

大
正
十
二
年

昭
和
八
年

昭
和
十
四
年

歴

岩
木
山
（
十
四
歳
）
。

〃
守
門
の
神
様
″
稲
田
豊
八
氏
は
、
〃
稲
豊
さ
ん
″
と
越
後
の
岳
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
、
敬
わ
れ
た
愛
称
で
あ
っ
た
。

稲
豊
さ
ん
の
五
十
余
年
の
文
化
活
動
は
、
三
面
六
臂
の
摩
利
支
天
が
自

在
の
通
力
を
も
っ
て
、
一
切
の
災
難
を
打
ち
破
っ
た
と
云
う
の
に
、
ぴ
っ

た
り
当
て
は
ま
る
。
登
山
・
ス
キ
ー
・
植
物
・
桜
・
花
菖
蒲
・
野
鳥
・
錦

鯉
の
研
究
、
実
践
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
後
世
に
残
る
立
派
な
業
績

を
残
し
て
い
る
。
こ
の
多
趣
多
芸
の
各
方
面
に
精
力
的
に
精
進
し
た
稲
豊

さ
ん
の
不
幸
は
、
こ
の
見
事
な
仕
事
を
受
け
継
ぎ
、
敷
桁
し
開
花
さ
せ

る
、
よ
い
弟
子
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
栃
尾
市
と
い
う
地
域

の
狭
さ
の
た
め
と
思
う
が
、
私
も
不
肖
の
弟
子
の
一
人
と
し
て
、
切
な
く

思
っ
て
い
る
。

稲
豊
さ
ん
の
人
柄
の
一
端
に
ふ
れ
、
登
山
に
及
ん
で
追
悼
と
し
た
い
・

痩
た
小
柄
の
身
体
で
、
優
し
さ
の
こ
も
っ
た
低
い
声
、
い
つ
も
笑
顔
で
あ

る
。
守
門
山
と
動
・
植
物
に
限
り
な
い
愛
情
を
そ
そ
ぎ
、
ど
こ
に
あ
れ
ほ
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
潜
在
す
る
の
か
と
思
う
程
の
座
談
の
名
人
と
な
る
。

博
覧
強
記
、
人
を
笑
わ
せ
る
ユ
ー
モ
ア
は
、
全
く
欲
も
な
け
れ
ば
飾
り
気

も
な
く
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
さ
せ
る
の
で
、
聴
く
方
が
余
程
の
時
間

的
用
意
が
無
い
と
、
か
え
っ
て
失
礼
に
な
る
く
ら
い
、
熱
心
で
あ
っ
た
。

稲
田
豊
八
氏
（
一
八
九
三
’
一
九
六
九
）
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そ
れ
に
ま
た
、
若
々
し
い
人
生
観
が
、
脈
々
と
躍
動
し
て
い
る
の
で
、
私

等
は
圧
倒
さ
れ
る
力
強
い
迫
力
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
温
顔
と
笑
い
の
た
え
な
い
対
話
も
、
ひ
と
た
び
市
政
の
批
判

や
、
自
然
に
対
す
る
感
想
が
文
章
と
な
る
と
、
痛
烈
な
皮
肉
と
な
り
、
秋

霜
烈
日
の
激
し
さ
と
な
り
、
知
る
人
も
意
外
に
思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

稲
豊
さ
ん
の
多
方
面
な
業
績
の
う
ち
、
登
山
と
ス
キ
ー
の
面
で
教
え
を

受
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
植
物
・
野
鳥
の
研
究
の
数
冊
の
著
書
、
里
桜
の
品

種
保
存
の
た
め
の
広
範
囲
な
活
動
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
生
物
学
分
野
の

仕
事
も
〃
山
″
を
媒
体
に
し
て
の
展
開
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

山
こ
そ
、
特
に
守
門
山
こ
そ
、
稲
豊
さ
ん
の
正
面
に
あ
っ
た
と
信
じ
て
い

る
。
こ
の
〃
山
″
で
四
十
年
近
く
指
導
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
私
の
生
涯
の

幸
せ
で
あ
り
、
心
か
ら
誇
り
と
思
っ
て
い
る
。

稲
豊
さ
ん
の
〃
山
″
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
そ
の
登
山
歴
に
は

高
峻
な
山
岳
の
初
記
録
と
か
、
特
に
困
難
な
コ
ー
ス
の
初
登
肇
な
ど
云
う
、

華
々
し
い
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
守
門
山
、
浅
草
岳
を
中
心
に
、
そ
の

周
辺
の
越
後
、
会
津
国
境
の
山
々
を
、
時
間
を
か
け
て
こ
つ
こ
つ
と
歩
き

ま
わ
っ
た
。
会
津
朝
日
岳
へ
小
砥
沢
か
ら
鋸
歯
を
越
え
た
登
頂
は
、
当
時

未
踏
の
尾
根
で
あ
っ
た
。
浅
草
岳
の
初
登
頂
は
、
草
原
に
一
筋
に
伸
び
る

〃
獣
道
〃
を
感
激
し
て
辿
っ
た
な
ど
、
初
期
の
登
山
は
地
味
な
が
ら
も
、

開
拓
の
意
欲
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

稲
豊
さ
ん
の
山
行
の
偉
大
さ
は
、
一
つ
一
つ
の
登
山
の
価
値
に
あ
る
の

で
な
く
、
登
山
に
関
連
し
て
自
然
観
察
の
厳
し
さ
、
深
さ
に
あ
っ
た
こ
と

を
、
身
を
も
っ
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
行
し
た
県
内
、
県
外

の
誰
人
で
も
、
そ
の
草
木
や
野
烏
へ
の
深
い
愛
情
に
感
嘆
し
、
山
を
知
る

眼
の
深
さ
確
か
さ
に
敬
服
し
、
新
し
く
開
眼
さ
れ
た
の
を
経
験
し
て
い

る
。

稲
豊
さ
ん
の
山
歴
は
、
個
々
の
登
山
を
箇
条
書
に
し
て
も
意
義
は
少
な

い
。
山
と
自
然
科
学
と
取
り
組
ん
で
、
一
生
の
う
ち
で
も
転
機
と
な
っ
た

登
山
や
行
事
を
拾
い
書
を
し
て
お
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
年
と
と
も
に
昂

ま
っ
て
い
く
自
然
へ
の
情
熱
と
、
執
念
の
跡
を
し
の
ん
で
み
よ
う
。

（
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
四
日
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
三
）
十
月
二
十
一
日
栃
尾
市
栃
尾
町
七
○
番
に
生
ま
れ
る
。

大
正
二
年
七
月
初
め
て
八
海
山
に
登
る
。
大
い
に
へ
た
ば
り
、
こ
ん
な
難
儀
な
山

登
り
は
、
一
生
や
る
ま
い
と
思
っ
た
。

大
正
十
三
年
ど
う
い
う
転
機
か
、
登
ら
ぬ
覚
悟
で
あ
っ
た
山
登
り
を
始
め
、

栃
尾
山
岳
会
を
創
立
。
登
山
の
実
践
と
普
及
に
乗
り
出
し
た
。

大
正
十
四
年
十
月
ア
ル
等
ハ
ー
タ
初
登
頂
の
槙
有
恒
氏
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
、

深
い
感
銘
を
受
け
て
、
以
後
守
門
山
の
開
発
に
一
生
を
棒
げ
〃
守
門
の
神
様
“
に

な
る
契
機
と
な
っ
た
。

昭
和
三
年
三
月
槙
氏
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
初
め
て
降
雪
期
の
守
門
山
へ
登

る
。
ス
キ
ー
登
山
を
試
み
た
長
岡
市
の
松
木
喜
之
七
氏
（
会
員
故
人
）
等
一
行
の

ス
キ
ー
登
山
隊
に
逢
い
、
山
岳
ス
キ
ー
の
妙
技
に
た
ま
げ
て
し
ま
っ
た
。
以
後
ス

キ
ー
の
利
用
に
熱
を
上
げ
る
。

昭
和
七
年
三
月
第
四
銀
行
一
行
の
守
門
山
遭
難
に
際
し
、
捜
索
隊
長
と
し
て
遭

難
者
の
救
出
に
あ
た
り
、
そ
の
地
金
に
磨
き
を
か
け
た
。

昭
和
八
年
九
月
同
好
者
を
集
め
〃
ア
パ
ル
会
〃
を
組
織
し
、
守
門
山
麓
道
院
池

畔
に
ス
キ
ー
・
ヒ
ュ
ッ
テ
を
建
設
。
山
岳
雑
誌
〃
山
と
渓
谷
“
に
「
守
門
山
。
付

稲
田
豊
八
氏
登
山
略
歴
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そ
の
シ
ー
ヒ
ュ
ッ
テ
に
つ
い
て
」
を
執
筆
。
こ
の
前
後
、
新
聞
・
雑
誌
に
よ
る
文

筆
活
動
は
頗
る
活
発
と
な
っ
た
。

昭
和
十
五
年
十
月
栃
尾
報
国
体
育
団
を
発
起
人
と
な
っ
て
組
織
す
る
。
「
歩
け
、

歩
け
」
運
動
に
力
を
入
れ
、
栃
尾
ｌ
皇
居
間
の
徒
歩
行
進
を
完
遂
し
、
全
国
的
な

話
題
と
な
り
、
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
二
三
八
○
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
県
内
外
の
岳
人
を
集
め
、
第
一
回
守
門
山
登
山
大
会
を
開
催

す
。
講
師
、
東
京
科
学
博
物
館
佐
竹
博
士
、
大
井
博
士
、
歌
人
遠
山
夕
雲
氏
、
俳

人
佐
野
良
太
氏
、
藤
島
玄
越
後
支
部
長
を
招
き
、
自
然
観
察
、
自
然
愛
護
に
つ
い

て
、
受
講
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
自
他
と
も
に
こ
れ
を
契
機
に
、
登
山
者
と
し

て
植
物
・
昆
虫
・
地
質
と
風
流
に
志
す
人
が
多
く
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
野
鳥
研
究
家
中
西
悟
堂
氏
そ
の
他
の
諸
氏
を
講
師
と
し
て
、

第
二
回
守
門
山
登
山
大
会
を
開
催
す
。
登
山
者
に
総
合
的
な
山
の
知
識
教
養
の
高

さ
を
求
め
る
、
稲
豊
さ
ん
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
二
年
三
月
高
松
宮
を
守
門
山
に
迎
え
る
。
計
画
、
準
備
、
実
行
に
至
る

ま
で
、
牢
先
し
て
総
指
揮
を
と
る
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
七
日
夕
方
逝
去
。
七
十
二
歳
。

主
な
業
績

走
査
式
日
本
植
物
検
索
便
覧
五
八
五
頁
自
刊

日
本
野
鳥
検
索
便
覧
陸
烏
篇
三
六
三
頁
共
立
出
版

植
物
科
名
事
典
二
五
二
頁
自
刊

悼
花
菖
蒲
検
索
便
覧
八
八
頁
自
刊

早
春
の
守
門

Ｍ
ｕ
ｌ
哩
号
新
潟
科
教
研
誌

追
識
花
峠
一
三
丞
率
縮
銅
市
教
育
委
員
会

主
な
公
職
栃
尾
植
物
園
長
、
長
岡
科
学
博
物
館
顧
問
、
日
本
さ
く
ら
の
会
委
員

そ
の
他
生
物
関
係
・
文
化
財
関
係
団
体
の
役
員

遺
族
夫
人
、
稲
田
レ
ン
さ
ん
、
三
女
マ
サ
子
さ
ん
の
夫
忠
良
氏
が
稲
豊
書
店
を

経
営
し
て
い
る
（
栃
尾
市
栃
尾
町
七
○
番
）
。

（
佐
藤
金
一
）

手
近
か
に
あ
る
薬
草

稲
田
シ
リ
ー
ズ

栃
尾
植
物
園
シ
リ
ー
ズ

守
門
の
映
画
春
の
守
門
山

吹
雪
の
守
門

『
山
岳
』
六
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）
写
真
説
明
の
訂
正

同
書
対
二
一
五
。
ヘ
ー
ジ
の
赤
石
岳
山
頂
で
の
記
念
写
真
の
説
明
に
誤
り

が
あ
る
の
を
、
三
枝
守
博
氏
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
訂
正
致
し
ま

す
。

右
端
Ⅱ
高
野
麿
蔵
氏
は
三
枝
守
博
氏
の
誤
り
、
ま
た
撮
影
者
を
三
枝
氏

と
し
た
の
は
、
高
野
氏
の
誤
り
で
し
た
。
な
お
三
枝
氏
の
左
隣
り
は
高
頭

氏
が
伴
っ
た
従
者
で
、
鉄
砲
を
か
つ
い
で
い
る
の
が
、
案
内
人
中
村
宗
平

で
あ
ろ
う
と
、
三
枝
氏
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
編
者
）

八
○
頁

Ｍ
１
１
Ｍ

Ｍ
１
１

謁
粍
一
巻

超
粍
二
巻

自
刊

自
刊

自
刊

昭
和
二
年

昭
和
七
年
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’
’本

会
名
誉
会
員
冠
松
次
郎
氏
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
小
生
の

よ
う
な
も
の
が
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
氏
は

た
だ
ひ
た
む
き
に
山
を
登
り
、
谷
を
探
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら

の
行
動
を
一
つ
一
つ
た
ん
ね
ん
に
紀
行
文
に
ま
と
め
、
ま
ず
『
山
岳
』
に

報
告
し
、
次
い
で
そ
れ
ら
を
何
冊
も
の
耆
物
に
さ
れ
て
い
た
。
氏
の
山
登

図
書
紹
介

山
溪
記
（
全
五
巻
）

冠
松
次
郎
著
第
一
巻
一
九
六

七
年
十
一
月
刊
三
三
四
ペ
ー
ジ

定
価
九
百
円
第
二
巻
一
九
六
八

年
三
月
刊
三
四
○
ペ
ー
ジ
定

価
九
百
五
十
円
第
三
巻
一
九
六

八
年
十
二
月
刊
三
二
七
。
ヘ
ー
ジ

定
価
千
円
第
四
巻
一
九
六
九
年

六
月
刊
三
三
○
ペ
ー
ジ
定
価

千
円
第
五
巻
一
九
六
九
年
八
月

刊
定
価
千
円
縦
四
・
５
セ
ン

チ
×
横
巧
・
５
セ
ン
チ
箱
入
り

写
真
概
念
図
多
数
題
字
制
作
畦

地
梅
太
郎
千
代
田
区
外
神
田
二

ノ
ー
八
春
秋
社
発
行

り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
筆
ま
め
さ
も
、
ち
ょ
っ
と
ほ
か
の
人
に
は

真
似
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
こ
の
二
月
で
満
八
十
七
歳
に

な
ら
れ
た
。
過
去
六
十
余
年
の
山
旅
で
書
き
た
め
ら
れ
た
、
危
大
な
紀
行

と
随
想
を
、
明
治
時
代
か
ら
年
代
順
に
編
み
、
加
筆
し
て
、
こ
ん
ど
発
行

さ
れ
た
の
が
『
山
渓
記
』
と
題
す
る
全
五
巻
本
で
あ
る
。

第
一
巻
の
発
行
が
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
、
第
五
巻
が
昭
和
四
十
四
年

八
月
だ
か
ら
、
足
か
け
三
年
が
か
り
で
こ
の
大
著
が
完
結
し
た
わ
け
で
、

こ
れ
も
ま
た
ま
こ
と
に
息
の
長
い
、
根
気
の
い
る
、
わ
れ
わ
れ
若
い
も
の

を
圧
倒
さ
せ
る
大
事
業
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
私
は
八
十
歳
を
越
え
る
と
急
に
身
の
衰
え
を
感
じ
て
来
た
。
最
近
で
は

足
と
腰
が
不
自
由
に
な
っ
て
、
疲
れ
る
と
寝
床
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
は
身
体

を
や
す
め
て
い
る
。
あ
と
、
ど
の
く
ら
い
ま
で
生
き
ら
れ
る
も
の
か
、
自

分
で
も
見
当
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
と
に
か
く
八
十
歳
ま
で
無
病
息
災

で
生
き
て
来
ら
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
起
き

て
い
る
と
き
に
は
本
を
読
み
、
ま
た
筆
を
と
る
。
床
の
中
で
は
考
え
た
り

追
憶
に
ふ
け
っ
て
い
る
」
と
、
著
者
は
そ
の
近
況
を
ま
え
が
き
の
中
で
述

、
へ
て
お
ら
れ
る
。
著
者
の
追
憶
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
が
ま
わ
り

ど
う
ろ
う
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
歩
い
た
山
、
渓
、

森
林
、
高
原
、
親
し
か
っ
た
山
の
友
、
山
の
人
た
ち
。
そ
し
て
そ
の
な
つ

か
し
い
思
い
出
が
、
こ
の
五
巻
の
書
物
の
中
で
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
き
ぽ
り
に

さ
れ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
巻
と
も
随
想
と
紀
行
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
略
を

紹
介
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
巻
の
紀
行
は
、
初
期
の
山
行
篇
と

で
も
い
え
る
も
の
で
、
明
治
三
十
五
年
夏
の
最
初
の
富
士
登
山
か
ら
始
ま
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図書紹介

り
、
日
光
、
初
夏
の
赤
城
、
初
冬
の
浅
問
、
日
本
ア
ル
プ
ス
篇
で
は
、
明

治
四
十
二
年
の
槍
ヶ
岳
登
山
か
ら
、
そ
の
翌
年
の
常
念
山
脈
、
四
十
四
年

の
白
馬
岳
か
ら
祖
母
谷
下
降
、
大
正
三
年
の
北
岳
、
そ
し
て
大
正
六
年
有

名
な
劔
岳
早
月
尾
根
初
登
鑿
の
紀
行
を
焦
点
に
、
黒
部
渓
谷
篇
一
ま
で
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
巻
は
黒
部
渓
谷
篇
の
二
で
、
大
正
十
四
年
の
黒

部
渓
谷
完
湖
記
を
中
心
に
、
劔
沢
行
、
黒
薙
川
の
渓
谷
の
三
篇
が
お
さ
め

ら
れ
、
黒
部
渓
谷
中
心
部
の
探
検
の
苦
心
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
。
第
三
巻
は
、
奥
秩
父
、
遠
山
川
・
頚
城
山
塊
と
戸
隠
、
立
山
・
後
立

山
連
峰
、
黒
部
の
秋
の
四
篇
、
第
四
巻
は
双
六
谷
と
棒
小
屋
沢
篇
が
中
心

と
な
り
、
随
想
篇
で
は
当
時
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
別
宮
貞
俊
、
沼
井

鉄
太
郎
両
氏
の
追
悼
文
が
眼
を
引
く
。
第
五
巻
は
白
馬
山
群
、
鹿
島
槍
ヶ

岳
、
尾
瀬
・
上
高
地
、
高
瀬
渓
谷
、
黒
部
そ
の
後
、
の
五
篇
が
お
さ
め
ら

れ
、
小
島
烏
水
氏
の
書
評
「
白
馬
連
峰
と
高
瀬
渓
谷
」
を
巻
頭
に
掲
載
し
、

「
谷
の
ウ
イ
ン
パ
ー
」
と
称
さ
れ
た
著
者
の
、
登
山
界
に
お
け
る
評
価
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
巻
未
に
は
「
私
の
初
登
華
メ
モ
」
と
題

し
、
大
正
四
年
七
月
劔
岳
平
蔵
谷
下
降
を
初
め
、
岩
井
谷
か
ら
薬
師
岳
、

早
月
尾
根
、
御
山
谷
下
降
な
ど
、
二
十
六
の
山
行
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
お
り
、
登
山
史
上
の
資
料
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。

各
巻
と
も
著
者
の
撮
影
し
た
も
の
を
中
心
に
、
辻
村
伊
助
、
別
宮
貞
俊
、

岩
永
信
雄
、
川
口
邦
雄
氏
ら
の
写
真
で
か
ざ
ら
れ
て
い
て
美
し
い
が
、
印

刷
が
少
々
不
鮮
明
な
の
は
ま
こ
と
に
残
念
に
思
う
。
装
釘
は
が
っ
ち
り
し

て
い
て
、
著
者
の
山
登
り
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
。
山
岳
耆
と
し
て
も
、

ま
た
前
人
未
踏
の
こ
の
冠
全
集
の
発
行
を
お
祝
い
す
る
と
同
時
に
、
著
者

欧
州
に
お
い
て
、
登
山
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
耆
物
の
刊
行
は
、

わ
り
あ
い
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、
す
で
に
数
書
を
数
え
る
と
い
う
の

に
、
こ
れ
ほ
ど
山
登
り
と
山
の
本
の
出
版
が
盛
ん
な
国
で
、
登
山
史
の
現

わ
れ
な
い
こ
と
に
、
も
の
た
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
書
の
刊

行
に
よ
っ
て
、
渇
き
の
い
や
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。

「
欧
州
登
山
史
」
の
場
合
、
ふ
つ
う
十
六
・
七
世
紀
頃
、
ア
ル
プ
ス
越
え

の
旅
行
者
な
ど
の
こ
と
か
ら
書
き
初
め
ら
れ
た
例
が
多
い
が
、
自
然
観
や

山
と
人
と
の
関
わ
り
あ
い
の
相
違
す
る
わ
が
国
の
場
合
、
果
し
て
い
つ
頃

ま
で
遡
れ
ば
よ
い
か
。

著
者
は
、
先
ず
火
の
山
ｌ
日
本
の
出
現
、
そ
し
て
富
士
・
阿
蘇
山
の
噴

火
に
「
山
」
を
発
見
す
る
。
次
い
で
原
始
宗
教
に
お
け
る
山
岳
崇
拝
と
古

代
祭
杷
の
遺
跡
、
山
の
先
住
民
族
と
い
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
を

序
章
と
し
て
以
下
、
中
．
近
世
の
登
山
か
ら
近
代
登
山
の
は
じ
ま
り
に
触

れ
た
う
え
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
探
検
登
山
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
勃
興
時
代

に
進
み
、
さ
ら
に
マ
ナ
ス
ル
登
頂
か
ら
最
近
の
海
外
登
山
の
趨
勢
へ
と
登

の
御
健
康
を
切
に
お
祈
り
し
た
い
。

日
本
登
山
史

山
崎
安
治
著
Ａ
５
判
三
二
四
。
ヘ

ー
ジ
写
真
一
二
ペ
ー
ジ
略
図

数
葉
一
九
六
九
年
六
月
白
水

社
発
行
定
価
一
三
○
○
円

〔
山
崎
安
治
〕
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山
史
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
。

日
本
は
火
山
列
島
で
あ
る
。
い
ま
も
火
を
噴
く
山
々
が
国
土
の
各
地
に

存
在
し
て
い
る
が
、
古
代
に
は
富
士
山
を
は
じ
め
火
を
噴
く
山
が
さ
ら
に

多
か
っ
た
。
こ
の
火
山
を
古
代
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
見
た
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
山
は
古
く
か
ら
日
本
人
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
こ

に
山
の
信
仰
が
生
れ
、
説
話
が
生
れ
、
文
学
と
歴
史
が
生
れ
た
の
は
偶
然

で
な
い
。
山
の
信
仰
が
特
色
あ
る
内
容
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
後
世
外
国
人

の
ま
な
こ
を
見
は
ら
せ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
心
に
お
い
て
、
発
端
の
筆
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
、
わ
が
国
の
考
古
学
が
あ
げ
た
業
績
は
ま
こ
と
に
め
ざ
ま
し
い
・

数
々
の
遺
跡
発
掘
な
ど
実
り
多
い
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
古
代
登
山
史
の

分
野
に
も
、
何
か
新
ら
し
い
発
見
を
と
期
待
す
る
の
は
私
の
み
で
あ
る
ま

い
・
著
者
も
そ
の
辺
に
は
抜
け
目
な
く
、
日
光
男
体
山
頂
の
発
掘
、
蓼
科

山
の
遺
跡
調
査
、
さ
て
は
八
ヶ
岳
標
高
二
四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
お
け

る
、
黒
曜
石
や
じ
り
の
発
見
な
ど
の
成
果
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

有
史
以
前
の
こ
と
は
暫
く
お
き
、
諸
峰
開
山
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
今

な
お
謎
の
ベ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ま
の
こ
と
が
多
い
・
著
者
が
、
日
本

各
地
の
山
々
の
開
山
の
由
来
を
訪
ね
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
こ

と
と
、
述
べ
て
い
る
の
に
は
共
感
す
る
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
正
確
な
歴

史
的
事
実
は
な
く
、
何
れ
も
伝
説
で
あ
り
、
後
世
に
い
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま

に
潤
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
登
山
史
の
立
場
か
ら
は
、
信
葱

性
を
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
著
者
が
考
証
に
払
っ
た
苦
労
の
跡

は
、
随
所
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。
開
山
縁
起
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
議
論

の
や
か
ま
し
い
双
壁
は
白
山
と
立
山
で
あ
ろ
う
。
立
山
の
開
山
を
大
宝
元

年
（
七
○
一
）
、
白
山
の
そ
れ
を
養
老
元
年
（
七
一
七
）
と
す
る
説
は
古

く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
が
、
考
証
の
結
果
、
立
山
の
登
頂
は
白
山
の
開
山
に

お
く
れ
る
こ
と
約
五
十
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
経
緯
も

か
な
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
じ
め
て
そ
の
名
を
現
わ
し
、
万
葉
歌
人
に
よ
っ

て
う
た
い
あ
げ
ら
れ
た
名
山
富
士
に
し
て
も
、
登
山
の
実
証
で
き
る
時
代

の
記
録
と
な
る
と
、
実
は
容
易
で
な
い
。
今
か
ら
お
よ
そ
九
百
三
十
年
前

に
、
『
富
士
山
記
』
を
書
い
た
都
良
香
自
身
に
登
山
の
経
験
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
無
か
っ
た
に
せ
よ
、
頂
上
附
近
の
記
述
が
極
め
て
正
確
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
当
時
す
で
に
か
な
り
の
登
山
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
信
じ
て
い
い

だ
ろ
う
。
と
、
す
る
と
古
文
献
に
「
大
同
元
年
富
士
山
頂
に
立
伺
」
と
い

う
文
字
も
残
る
の
で
、
こ
の
間
に
資
料
の
裏
付
け
さ
え
発
見
で
き
れ
ば
、

登
頂
記
録
は
更
に
何
年
か
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

登
山
史
を
書
く
場
合
に
必
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
裏
付
け
資
料
を
、

古
文
書
・
絵
図
等
を
も
含
む
文
献
は
も
と
よ
り
出
土
品
、
発
掘
遺
跡
等
ま

で
広
く
求
め
て
役
立
た
せ
た
い
。
い
わ
ゆ
る
、
わ
が
国
の
名
山
の
な
か
に

は
、
年
号
入
り
の
石
伺
、
鳥
居
な
ど
の
奉
納
を
見
か
け
る
し
、
た
と
え
現

存
し
な
く
と
も
、
先
輩
が
実
見
し
た
記
録
な
ど
貴
重
で
あ
る
。

登
山
史
を
書
く
た
め
に
は
、
極
め
て
広
汎
な
文
献
渉
猟
が
必
要
な
の
は

当
然
で
あ
る
。
巻
末
参
考
文
献
に
は
、
か
な
り
多
く
の
文
献
名
の
引
用
が

あ
る
が
、
ま
だ
隠
れ
た
資
料
が
地
方
に
眠
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ど

う
し
て
そ
れ
を
掘
り
起
す
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
種
の
書
物
に

は
、
西
暦
・
日
本
暦
双
方
の
年
代
附
記
は
欠
か
せ
な
い
。
通
読
し
て
明
ら

か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
誤
認
あ
る
い
は
既
出
文
献
に
二
説
あ
る
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図書紹介

も
の
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
が
、
後
日
の
研
究
修
正
に
待
つ
こ
と
と
し
て
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

た
だ
、
気
付
い
た
一
、
二
の
点
の
み
い
え
ば
、
江
戸
中
期
の
画
家
谷
文

晁
描
く
『
名
山
図
譜
』
三
巻
に
収
め
る
山
の
絵
を
、
蝦
夷
地
五
座
、
本
州
．

四
国
八
十
座
、
九
州
四
座
の
計
八
十
九
座
と
記
す
の
に
は
若
干
の
誤
り
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
初
版
本
『
名
山
図
譜
』
で
は
八
十
八
座
、
後
版
の
『
日

本
名
山
図
会
』
を
と
れ
ば
、
人
の
巻
に
磐
手
山
と
玉
東
山
の
二
図
を
加
え

る
の
で
計
九
十
座
と
な
る
。
な
お
、
文
中
に
九
州
四
座
と
あ
る
の
は
五
座

が
正
し
い
。

い
ま
一
つ
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の
滞
日
中
の
登
山
年
譜
が
ま
だ
明
ら
か
で
な

い
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
最
初
の
富
士
登
山
の
年
代
な
ら
び
に
登
山
回
数
を

知
り
た
く
思
っ
て
い
た
。
本
書
で
ウ
エ
ス
ト
ン
の
富
士
登
山
に
触
れ
る
初

出
の
記
事
に
「
十
二
月
に
は
村
山
口
か
ら
富
士
山
に
登
り
、
宝
永
山
の
火

、
ｖ
、

口
で
そ
の
年
の
秋
の
地
震
の
跡
を
調
べ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
年
の

、
、
、
、

こ
と
か
。
三
行
ほ
ど
遡
る
と
「
明
治
二
十
一
年
七
、
八
月
に
ま
ず
浅
問
登

山
を
ふ
り
出
し
に
松
本
へ
出
て
徳
本
峠
を
越
え
、
槍
ヶ
岳
登
山
を
試
み
た

が
悪
天
候
の
た
め
に
失
敗
・
・
…
」
と
記
さ
れ
る
の
に
続
く
の
で
二
十
一
年

を
指
す
の
か
。
そ
こ
で
念
の
た
め
原
著
の
《
固
炭
巨
○
Ｈ
昌
○
己
四
且
冒
○
口
ロ
ー

目
己
の
の
凰
掲
旨
昏
①
旨
９
口
①
の
の
ど
目
．
を
開
く
と
、
第
十
章
の
と
こ

ろ
で
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
十
月
二
十
八
日
の
震
災
の
直
後
、
富
士

山
の
地
形
が
変
っ
た
と
噂
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の

年
の
十
二
月
（
原
文
に
は
冒
昏
の
昏
冒
昌
眉
ロ
①
ｏ
の
日
冨
時
と
あ
る
）

い
や
が
る
人
夫
を
促
し
て
宝
永
山
ま
で
登
っ
た
が
、
何
の
変
化
も
起
っ
て

い
な
か
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
一
年
（
明
二
四
）
が
濃
美
地

震
の
起
き
た
年
で
あ
る
こ
と
は
理
科
年
表
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
、
ウ

エ
ス
ト
ン
登
山
の
十
二
月
は
、
つ
ま
り
明
治
二
十
四
年
が
正
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
槍
ヶ
岳
を
試
み
て
果
せ
な
か
っ
た
の
は
明
治
二
十

一
年
で
な
く
、
二
十
四
年
が
正
し
い
こ
と
も
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
第
四
章

の
冒
頭
に
、
一
八
九
一
年
（
明
二
四
）
に
経
験
し
た
そ
の
楽
し
い
旅
行
が

も
と
に
な
っ
て
、
翌
年
の
飛
騨
側
か
ら
の
計
画
と
な
っ
た
と
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
裏
書
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
機
会
に
い
ま
ま
で
ウ
エ
ス
ト

ン
の
富
士
登
山
に
つ
い
て
触
れ
た
諸
耆
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
い
ま
そ
れ
を

詳
し
く
記
す
い
と
ま
は
な
い
が
、
『
山
岳
』
へ
の
寄
稿
（
自
伝
）
、
ア
ル
パ
イ

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
追
悼
文
、
黒
田
孝
雄
「
ウ
エ
ス
ト
ン
の
杖
の
跡
」
、

《
《
冒
鈩
尻
跨
．
第
八
号
、
岡
村
精
一
訳
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
巻
末
の
年
譜

（
角
川
文
庫
・
創
元
社
版
）
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
っ
た
り
、
暖

昧
の
点
の
多
い
の
に
驚
い
た
。

再
び
本
題
に
も
ど
り
、
近
代
登
山
の
は
じ
ま
り
と
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の

探
検
登
山
の
項
は
、
い
わ
ば
本
書
の
中
心
を
な
す
部
分
で
、
著
者
の
勉
強

ぶ
り
が
窺
え
る
と
と
も
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。
お
雇
い
外
国
人
の
登
山

に
続
く
日
本
人
に
よ
る
学
術
研
究
の
登
山
、
と
り
わ
け
地
理
・
測
量
な
ど

に
関
す
る
個
所
は
資
料
も
豊
富
で
、
調
査
が
行
届
い
て
い
る
。
ま
た
伝
統

的
な
山
水
趣
味
か
ら
山
へ
登
り
、
好
紀
行
文
を
残
し
た
文
人
派
の
い
く
た

り
か
に
触
れ
た
う
え
、
と
く
に
高
橋
白
山
、
小
杉
復
堂
、
久
保
天
随
の
三

人
の
名
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
山
行
か
ら
近
代
登
山
の
精
神
が
酌
み
と
れ
る

と
い
っ
て
い
る
の
が
印
象
に
残
る
。

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
勃
興
以
下
に
触
れ
る
後
半
に
つ
い
て
も
感
興
が
深
い

が
、
拙
評
が
冗
長
の
た
め
紙
数
を
使
い
す
ぎ
た
憾
み
が
あ
る
。
最
後
に
ち
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ょ
っ
び
り
慾
を
い
え
ば
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
に
対
し
、
巻
末
に
人
名
・
山

名
の
事
項
別
の
索
引
を
欠
く
の
が
惜
し
い
。
そ
れ
に
よ
り
読
者
は
目
指
す

山
に
つ
い
て
の
歴
史
を
知
り
、
あ
る
い
は
初
期
の
登
山
者
を
容
易
に
さ
ぐ

り
出
す
こ
と
が
、
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、
著
者
が
『
穂
高
星
夜
』
ほ
か
一
群
の
書
物
に
見
せ
て
い
た

研
究
が
実
の
り
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
日
本
登
山
史
の
誕
生
を
見
た
こ
と

に
、
心
か
ら
の
拍
手
を
送
る
と
と
も
に
、
国
産
ク
ー
リ
ッ
ジ
氏
の
多
年
に

わ
た
る
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。
〔
小
林
義
正
〕

多
年
待
望
の
「
日
本
登
山
史
」
が
、
本
年
奇
し
く
も
二
冊
ま
で
得
ら
れ

た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
そ
の
一
つ
安
川
茂
雄
『
近
代
日
本
登
山
史
』
は
、

表
題
の
如
く
近
代
登
山
に
焦
点
を
あ
て
て
纒
め
あ
げ
た
、
五
百
頁
を
越
す

労
作
で
あ
る
。

今
か
ら
お
よ
そ
百
二
十
年
前
、
長
い
鎖
国
の
夢
を
破
る
黒
船
の
来
航
に

江
戸
の
街
は
湧
い
て
い
た
。
そ
こ
へ
登
場
す
る
人
物
、
松
浦
武
四
郎
を
発

近
代
日
本
登
山
史

安
川
茂
雄
著
菊
判
五
六
八
・
ヘ
ー

ジ
別
刷
写
真
八
ペ
ー
ジ
本
文

中
図
版
多
数
一
九
六
九
年
六
月

あ
か
ね
書
房
発
行
定
価
一
六
○

○
円
別
に
限
定
特
製
本
あ
り

端
に
し
て
こ
の
登
山
史
は
展
開
す
る
。
武
四
郎
は
江
戸
末
期
に
壮
年
時
代

を
す
ご
し
て
、
蝦
夷
地
探
検
で
盛
ん
に
活
躍
、
北
海
道
の
山
岳
で
は
開
拓
者

的
役
割
り
を
遂
げ
た
。
明
治
維
新
に
入
り
、
齢
五
十
を
越
え
て
も
な
お
か

く
し
ゃ
く
と
し
て
各
地
を
巡
歴
、
登
山
へ
の
情
熱
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
近

代
稀
れ
に
み
る
探
検
家
・
登
山
家
と
い
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
さ
に
登

山
史
上
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
か
け
橋
と
い
う
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ

た
。
次
に
登
場
す
る
の
が
、
英
国
の
一
青
年
外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト

ウ
で
、
日
本
で
の
行
動
は
条
約
上
制
限
さ
れ
た
が
、
東
海
道
や
海
上
か
ら

眺
め
た
富
士
山
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
、
つ
い
に
明
治
元
年
に
登
山
の
宿
願

を
果
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
来
日
外
国
人
の
富
士
登
山
が

な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
パ
ー
ク
ス
夫
人
な
ど

の
登
山
を
も
織
り
ま
ぜ
て
紹
介
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
昨
年
は
明
治
百
年

と
い
う
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
文
化
発
祥
を
さ
ぐ
る
気
運
が
高
ま
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
い
わ
ゆ
る
〃
お
雇
い
外
国
人
″
た
ち
に
関
す
る
事
蹟
が
見
直

さ
れ
た
が
、
こ
の
筆
者
も
西
欧
文
明
の
渡
来
と
外
人
科
学
者
に
は
す
こ
ぶ

る
熱
心
で
、
こ
と
に
日
本
で
の
山
登
り
に
関
係
あ
る
人
々
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
、

ミ
ル
ン
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ナ
ウ
マ
ン
ら
の
動
静
に
つ

い
て
は
、
第
二
章
以
下
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
登
山
を
裏
付
け

る
資
料
と
な
る
と
、
今
日
決
し
て
充
分
と
は
い
え
な
い
・
消
息
が
一
部
に

し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
出
版
が
判
っ
て
い
る
本
さ
え
滅
多

に
見
か
け
な
か
っ
た
り
し
て
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
抜
群
な
記
録
蒐
集
能
力
を
も
つ
著
者
は
、
か
つ
て
何
ら
か
の
形
式
で

発
表
さ
れ
た
も
の
は
、
じ
つ
に
丹
念
に
収
録
し
、
し
か
も
そ
れ
を
巧
み
に

ア
レ
ー
ン
ジ
し
な
が
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
、
読
み
も
の
と
し
て
興
味
深
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く
纒
め
あ
げ
て
い
る
。
全
編
が
人
物
を
中
心
に
展
開
す
る
が
、
構
成
に
無

理
が
な
く
、
自
然
に
そ
の
流
れ
に
つ
い
て
ゆ
け
る
よ
う
手
慣
れ
た
運
び
を

み
せ
て
い
る
。

注
記
の
多
い
の
も
本
書
の
特
色
の
一
つ
・
有
名
な
《
《
国
画
且
国
鳥
昏
儲

弓
国
ぐ
筐
①
厨
旨
●
①
貝
国
冒
且
ｚ
ｏ
Ｈ
号
閏
巨
旨
冒
曰
〉
・
に
つ
い
て
は
、
別

に
一
項
を
設
け
て
、
関
係
の
深
い
信
・
越
・
飛
に
亙
る
部
分
の
訳
文
を
添

え
て
い
る
の
は
、
同
書
が
今
日
稀
本
で
あ
る
だ
け
に
親
切
だ
。
第
三
章
の

ウ
エ
ス
ト
ン
の
来
日
、
小
島
烏
水
と
の
接
近
か
ら
諸
先
輩
た
ち
が
懐
い
た

山
へ
の
情
熱
、
そ
し
て
第
四
章
に
お
け
る
山
岳
会
創
立
に
至
る
前
後
の
動

き
は
、
著
者
の
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
部
分
と
聞
い
た
が
、
新
た
に
得
た

ら
し
い
材
料
も
織
り
込
ん
で
克
明
に
語
ら
れ
て
い
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
に
関
し
て
は
、
た
ま
た
ま
山
崎
安
治
氏
の
『
日
本
登
山

史
』
の
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
同
師
の
富
士
登
山
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
く
だ
り
を
見
る
と
、
明
治
二
十
四
年
は
じ
め
て
ベ
ル
チ
ャ
ー
と

と
も
に
中
部
山
岳
を
歩
い
た
の
に
引
続
き
「
翌
明
治
二
十
五
年
も
ウ
エ
ス

ト
ン
は
五
月
か
ら
行
動
を
は
じ
め
、
友
人
フ
ォ
ル
ダ
ム
と
箱
根
宮
ノ
下
か

ら
乙
女
峠
を
御
殿
場
へ
越
え
た
の
ち
、
残
雪
の
富
士
登
山
に
成
功
し
た
」

と
あ
っ
て
、
富
士
登
山
は
こ
れ
が
初
回
ら
し
く
読
み
と
れ
る
。
な
お
次
頁

（
七
一
頁
）
へ
進
む
と
「
同
年
十
二
月
に
も
地
震
に
よ
る
富
士
の
地
貌
の

変
化
を
視
察
の
た
め
村
山
口
よ
り
登
山
し
て
い
る
が
、
翌
二
十
六
年
五
月

に
な
る
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
。
：
…
岐
阜
よ
り
中
津
川
へ
入
り
、
恵
那
山
を
往

復
し
た
の
ち
、
時
又
か
ら
天
竜
川
を
下
っ
て
浜
松
へ
出
た
。
さ
ら
に
鈴
川

を
へ
て
大
宮
ロ
よ
り
御
殿
場
に
下
っ
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
そ
れ
ぞ
れ
第
二
、
三
回
目
と
み
た
い
。
と
こ
ろ
が
「
同
年
十
二
月
」

に
い
う
同
年
は
、
文
中
に
翌
二
十
六
年
と
記
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
二
十
五
年
を
指
す
と
判
断
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
山
崎
氏
『
日

本
登
山
史
』
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
震
の
あ
っ
た
の
は
明
治
二

十
四
年
の
筈
。
す
る
と
同
年
と
い
う
の
は
二
十
四
年
が
正
し
く
、
さ
き
に

第
一
回
と
し
た
二
十
五
年
五
月
の
登
山
と
は
順
序
が
入
れ
替
る
。
あ
と
の

二
十
六
年
五
月
の
大
宮
口
よ
り
御
殿
場
に
下
山
に
は
誤
り
が
な
い
・

年
代
の
取
扱
い
に
は
と
か
く
誤
解
を
理
じ
易
い
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一

つ
、
本
書
の
九
十
五
頁
で
木
暮
理
太
郎
氏
の
事
蹟
に
触
れ
た
な
か
に
「
翌

二
十
七
年
九
月
に
も
、
理
太
郎
は
群
馬
県
師
範
学
校
教
諭
渡
辺
千
吉
郎
な

ど
一
行
十
数
名
に
加
わ
っ
て
利
根
川
水
源
探
検
隊
に
同
行
し
て
い
る
」
云

々
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
利
根
川
水
源
探
検
紀
行
は
雑
誌
『
太
陽
』
創

刊
号
に
掲
載
さ
れ
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
初
期
の
上
越
探
査
行
と
し
て

重
要
だ
が
、
木
暮
氏
が
同
行
し
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
か
。
こ
の
記
事

の
出
典
と
想
わ
れ
る
木
暮
氏
の
文
章
を
引
用
し
て
み
る
。
「
私
が
此
地
方
に

始
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
渡
辺
氏
の
一
行
に
追
跳
し
て
尾
瀬
へ
出
た

と
き
で
あ
る
が
、
今
に
し
て
そ
の
当
時
を
回
想
す
る
何
一
つ
記
憶
に
存
し

て
い
る
も
の
が
な
い
。
…
：
．
」
（
『
山
の
憶
い
出
』
上
巻
、
利
根
川
水
源
地

の
山
々
’
一
六
五
頁
）
・
著
者
は
お
そ
ら
く
文
中
の
「
追
蹴
」
と
い
う
文
字

と
、
木
暮
氏
が
は
じ
め
て
尾
瀬
へ
抜
け
た
と
き
の
コ
ー
ス
を
憶
測
し
た
う

え
、
同
行
と
判
断
し
た
ら
し
く
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
木
暮
氏
の
文
章

は
そ
の
前
段
に
お
い
て
、
古
来
こ
の
地
方
に
関
す
る
紀
行
文
と
し
て
は
、

天
保
年
間
の
上
野
藤
原
温
泉
紀
行
と
、
渡
辺
氏
の
利
根
川
水
源
探
検
紀
行

と
の
二
編
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
、
こ
の
行
を
語
っ
て
い
る
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
。
念
の
た
め
雑
誌
『
太
陽
』
創
刊
号
に
あ
た
る
と
、
渡
辺
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千
吉
郎
氏
は
紀
行
の
は
じ
め
に
、
一
行
全
員
の
姓
名
を
肩
書
入
り
で
記
し

た
う
え
「
余
を
合
わ
せ
て
総
計
十
七
名
、
中
途
帰
り
し
者
を
除
け
ば
十
二

名
と
す
。
右
の
三
角
印
は
中
途
帰
り
し
も
の
と
す
。
此
他
人
夫
十
九
名
導

者
三
人
、
合
計
三
十
九
名
と
す
、
但
し
人
夫
中
四
人
及
導
者
三
人
は
中
途

に
帰
り
た
る
を
以
て
、
探
検
の
目
的
を
達
せ
し
人
員
は
合
計
二
十
七
名
と

な
す
。
」
も
ち
ろ
ん
掲
出
の
な
か
に
木
暮
氏
の
名
は
な
く
、
た
だ
人
夫
と

導
者
の
姓
名
が
不
詳
だ
が
‐
こ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ

な
い
。以

上
は
た
ま
た
ま
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
、
少
し
く
詮
索
を
加
え
た
ば

か
り
で
、
な
お
仔
細
に
見
れ
ば
誤
認
、
引
用
年
代
・
人
名
の
誤
植
な
ど
散

見
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
こ
の
労
作
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
む
し
ろ
特
別
の
縁
故
か
ら
創
期
会
員
の
直

話
と
し
て
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
を
聞
き
出
し
、
克
明
に

附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
さ
き
に
山
岳
小
説
『
霧
の
山
』
を
書
き
、
ま
た
『
歴
史
の
山

旅
』
、
『
黒
部
奥
山
軍
記
』
な
ど
の
歴
史
的
読
み
も
の
か
ら
、
一
群
の
遭
難

記
を
も
も
の
し
た
名
負
う
て
の
健
筆
家
で
あ
る
傍
ら
、
か
ね
て
わ
が
国
登

山
史
の
執
筆
に
は
情
熱
を
も
ち
続
け
て
き
た
人
で
あ
る
。
近
代
登
山
史
の

作
者
に
相
応
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
書
は
氏
の
代
表
著
作
と
し
て
残

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
ず
る
。
〔
小
林
義
正
〕

川
崎
精
雄
さ
ん
の
山
歩
き
に
年
期
の
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ベ
テ
ラ
ン

仲
間
に
定
評
が
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
私
が
山
の
雑
誌
な
ど
で
川
崎
さ
ん

の
名
を
知
っ
て
か
ら
、
も
う
三
十
年
以
上
に
な
る
。
そ
の
長
い
山
歴
か
ら

生
ま
れ
た
、
数
多
い
紀
行
や
随
筆
の
中
か
ら
四
十
八
篇
を
選
ん
で
ま
と
め

ら
れ
た
の
が
、
こ
の
『
雪
山
・
薮
山
』
で
あ
る
。

ま
ず
本
書
を
開
い
て
感
ず
る
こ
と
は
、
こ
の
騒
々
し
い
人
海
登
山
の
時

代
に
、
今
も
っ
て
人
気
（
ヒ
ト
ケ
と
読
ん
で
も
ニ
ン
キ
と
読
ん
で
も
よ

い
、
同
じ
意
味
な
の
だ
か
ら
）
の
な
い
山
々
の
こ
と
が
、
本
書
で
は
大
部

分
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
本
書
の
生
ま
れ
た
意
義
と
価
値

が
あ
る
と
い
い
た
い
。

地
域
的
に
い
え
ば
、
最
も
多
い
の
は
尾
瀬
を
中
に
は
さ
ん
で
、
利
根
水

源
や
只
見
川
上
流
の
山
々
（
景
鶴
、
平
ヶ
岳
、
笠
、
小
沢
、
中
ノ
岳
、
荒

沢
な
ど
）
と
、
南
会
津
の
山
々
（
駒
、
田
代
、
荒
海
、
大
嵐
山
な
ど
）
や

峠
の
紀
行
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
奥
秩
父
や
西
上
州
、
烏
甲
や
佐
武
流
と
い

雪
山
・
薮
山

川
崎
精
雄
著
Ａ
５
変
型
判
三
二

○
ペ
ー
ジ
色
刷
挿
画
二
（
生
沢

朗
・
上
田
哲
農
）
写
真
一
七
一

九
六
九
年
二
月
茗
渓
堂
発
行

定
価
一
二
○
○
円
百
部
限
定
特

製
本
あ
り
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っ
た
辺
境
の
山
も
含
ま
れ
て
い
る
。

年
代
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
山
々
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
精
力
的
に

活
躍
さ
れ
た
戦
前
の
も
の
と
、
そ
の
同
じ
山
へ
何
度
で
も
訪
れ
て
、
自
然

と
山
村
生
活
へ
の
親
愛
感
を
深
め
て
い
か
れ
た
、
戦
後
の
観
照
的
な
も
の

と
の
対
比
が
う
か
が
え
る
。

戦
前
の
精
力
的
な
活
躍
を
つ
づ
け
ら
れ
た
頃
の
一
例
と
し
て
「
烏
甲
山

と
佐
武
流
山
」
（
昭
和
十
五
年
四
月
）
を
と
っ
て
み
る
。
こ
の
二
つ
の
山

の
登
筆
を
終
っ
た
後
、
荒
天
を
冒
し
て
大
岩
山
、
赤
倉
山
を
経
て
赤
湯
へ

越
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
雨
は
そ
ろ
そ
ろ
身
体
に
浸
み
初
め
、
夕
方
の
気
配

も
迫
っ
て
く
る
。
…
：
。
す
で
に
朝
か
ら
ス
キ
ー
と
ア
イ
ゼ
ン
の
着
脱
幾
た

び
、
へ
ず
り
、
ぶ
ら
下
り
、
詞
上
り
、
飛
下
り
、
様
々
の
労
働
に
疲
労
を

覚
え
は
じ
め
た
。
尚
も
頑
張
っ
て
先
へ
搦
む
。
」
「
物
凄
く
陰
諺
な
赤
湯
の

戸
を
叩
い
た
の
は
七
時
。
・
・
…
・
豪
雨
と
な
り
、
清
津
川
の
水
量
が
ぐ
ん
と

増
し
、
川
底
を
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
巨
岩
の
流
れ
る
音
が
、
家
を
揺
が
す
程

だ
。
わ
た
し
た
ち
の
渡
っ
て
き
た
橋
も
、
川
下
の
橋
も
流
れ
た
に
違
い
な

い
と
老
爺
が
い
う
。
」

翌
日
、
こ
の
橋
の
流
れ
て
し
ま
っ
た
情
津
川
を
、
赤
湯
山
や
筍
山
を
高

巻
き
し
て
、
三
国
街
道
の
元
橋
へ
出
る
の
に
十
二
時
間
の
苦
闘
を
つ
づ
け
、

そ
の
足
で
さ
ら
に
五
六
里
の
夜
道
を
歩
い
て
湯
沢
か
ら
夜
行
に
乗
っ
た
。

「
山
の
為
に
は
勤
め
先
を
休
ま
な
い
、
と
い
う
の
は
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

り
、
今
ま
で
一
日
も
休
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
」

こ
う
し
た
、
は
げ
し
い
山
行
に
く
ら
べ
る
と
、
戦
後
に
書
か
れ
た
も
の

に
は
自
然
へ
の
澄
ん
だ
感
性
が
鮮
か
で
、
そ
こ
に
美
と
静
け
さ
が
あ
る
。

「
横
道
か
ら
少
年
を
乗
せ
た
裸
馬
が
現
わ
れ
て
歩
い
て
行
く
。
う
し
ろ
か

ら
仔
馬
が
小
走
り
に
つ
い
て
行
く
。
馬
の
躍
動
す
る
体
や
振
る
尻
尾
に
、

五
月
の
陽
光
が
燦
と
輝
く
。
」
（
八
ヶ
岳
の
裾
野
）
「
山
の
頂
き
か
ら
ス
キ

ー
を
滑
ら
す
時
、
鈴
を
振
る
よ
う
な
音
色
を
き
い
て
、
何
だ
ろ
う
と
耳
を

傾
け
る
と
、
そ
れ
は
山
の
頂
辺
か
ら
湧
く
水
が
、
雪
の
下
で
春
の
序
曲
を

奏
で
て
い
た
の
だ
っ
た
。
」
（
藤
原
の
春
）
「
会
津
の
奥
の
、
誰
も
い
な
い
、

ど
こ
も
見
え
な
い
沢
で
、
シ
メ
ジ
の
香
に
咽
び
、
梢
洩
る
秋
日
を
浴
び
な

が
ら
、
冷
い
水
を
こ
く
り
と
飲
ん
だ
。
」
（
南
会
津
秋
の
峠
越
え
）
「
雪
の
上

に
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
葉
と
も
見
え
る
黄
色
い
一
片
が
、
貼
り
着
い
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
は
よ
く
見
れ
ば
、
黄
色
い
蝶
の
骸
で
あ
っ
た
。
」
（
新
雪
の
こ

ろ
）

こ
う
し
た
静
寂
感
と
美
意
識
は
、
川
崎
さ
ん
の
句
作
へ
の
精
進
と
無
縁

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
に
は
俳
句
も
配
し
て
あ
る
が
「
み
仏
の
か
ろ
き

頬
杖
木
の
実
降
る
」
「
い
た
だ
き
の
残
雪
知
ら
ず
蜥
蜴
棲
む
」
「
茶
毘
の
火
を

お
そ
い
し
春
の
夜
の
嵐
」
と
い
っ
た
句
な
ど
は
、
詩
情
を
そ
そ
る
十
七
葉

の
写
真
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
こ
の
本
を
親
し
い
も
の
に
感
じ
さ
せ
る
。

一
九
三
八
年
、
川
崎
さ
ん
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
眼
白
が
手
の
と
ど

く
ほ
ど
近
い
枝
に
来
て
啼
く
。
私
が
そ
の
真
似
を
す
る
と
、
眼
白
が
首
を

か
し
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
所
に
住
め
た
ら
、
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
私
は

決
し
て
考
え
は
し
な
い
。
ま
た
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
け
れ
ど
も

も
し
も
心
の
端
に
蘇
る
た
び
に
、
こ
う
し
た
所
を
訪
う
こ
と
が
出
来
る
な

ら
ば
、
人
生
の
ア
ル
バ
ム
を
、
心
地
よ
い
思
い
出
で
満
た
す
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
。
」
（
鹿
島
の
初
冬
）

そ
れ
か
ら
三
十
年
、
川
崎
さ
ん
は
い
ま
、
昔
歩
い
た
山
々
、
桧
枝
岐
や
藤

原
な
ど
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
て
「
人
生
の
ア
ル
バ
ム
を
、
心
地
よ
い
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思
い
出
で
満
た
し
」
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
息
の
長
い
、
地
味
で
し

か
も
充
実
し
た
雪
山
と
薮
山
の
記
録
に
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

〔
今
井
雄
二
〕

東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
は
一
九
六
三
年
、
バ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
の
登
頂
に

成
功
し
た
が
、
六
五
年
に
は
二
度
目
の
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
を
未
登
の
峻

峰
キ
ン
ヤ
ン
キ
ッ
シ
ュ
（
七
八
五
二
メ
ー
ト
ル
）
へ
送
っ
た
。
不
幸
に
し

て
遭
難
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
退
却
し
た
。

本
書
は
、
こ
の
学
術
登
山
隊
の
公
式
報
告
書
で
あ
る
。
登
山
と
し
て
は
敗

退
の
記
録
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
危
大
な
報
告
書
を
作
っ
た
努
力
に

は
敬
服
す
る
。
た
ん
に
迄
大
な
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
こ
と
が
要
領
よ
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
遠
征
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
人
間
に

と
っ
て
は
、
熟
読
に
あ
た
い
す
る
興
味
あ
る
報
告
書
で
あ
る
。
横
書
き
で

あ
る
の
は
好
ま
し
い
・

巻
頭
の
六
十
。
ヘ
ー
ジ
は
写
真
で
あ
る
。
写
真
の
数
は
七
十
葉
で
、
う
ち

四
葉
が
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ン
ヤ
ン
キ
ッ
シ
ュ
ー
一
九
六
五

’

東
京
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
編

一
六
セ
ン
チ
×
二
四
セ
ン
チ
本

文
二
○
七
ペ
ー
ジ
写
真
六
○
．
ヘ

ー
ジ
一
九
六
八
年
五
月
茗
渓

堂
発
行
定
価
三
○
○
○
円

’

本
文
は
四
つ
の
章
に
別
れ
、
第
一
章
「
紀
行
」
は
主
と
し
て
登
山
隊
の

行
動
記
録
、
第
二
章
「
調
査
」
は
学
術
報
告
、
第
三
章
「
計
画
と
反
省
」

は
こ
の
計
画
を
実
践
す
る
た
め
の
実
務
報
告
と
各
種
リ
ス
ト
、
第
四
章

「
日
誌
」
は
行
動
日
誌
と
気
象
日
誌
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
英
文
の
梗

概
が
あ
る
。

学
術
を
も
含
め
る
と
多
岐
に
亘
る
内
容
の
報
告
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て

の
読
者
が
同
じ
よ
う
な
読
み
方
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
遠
征
の
核
心
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
は
、
第
一
章
と
第
三
章
を
ま

ず
読
め
ば
よ
い
。
第
三
章
の
「
一
、
隊
出
発
ま
で
の
経
過
」
と
「
二
、
交

渉
」
が
こ
の
遠
征
隊
の
導
入
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
大
山
の
会

で
は
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
の
長
期
計
画
と
し
て
、
バ
ッ
ー
ラ
主
峰
が
長
年
の

目
標
と
な
っ
て
来
た
と
あ
る
。
し
か
し
許
可
は
キ
ン
ヤ
ン
キ
ッ
シ
ュ
に
お

り
た
。隊

員
十
四
名
（
隊
長
白
木
博
次
）
、
経
費
千
四
百
五
十
万
円
。
準
備
を

お
わ
り
、
五
月
十
日
、
荷
物
と
四
隊
員
が
横
浜
か
ら
カ
ラ
チ
へ
出
航
し

た
。
そ
の
六
日
あ
と
に
、
突
然
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
許
可
取
り
消
し
の

通
知
が
来
た
。
つ
づ
い
て
、
取
り
消
し
は
印
パ
国
境
紛
争
に
よ
る
も
の

で
、
現
地
へ
行
っ
て
交
渉
し
て
も
取
り
消
し
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
は
、
九

九
％
だ
め
だ
ろ
う
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
の
隊

員
が
現
地
へ
飛
び
、
苦
労
の
す
え
再
許
可
の
取
り
つ
け
に
成
功
す
る
。
し

か
し
、
半
月
と
い
う
貴
重
な
日
時
を
、
ベ
ー
ス
到
着
前
に
失
う
と
い
う
結

果
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
前
途
に
は
多
大
の
困
難
が
待
ち
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
遠
征
に
苦
労
は
つ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
隊
程
不
運
に
見
舞
わ
れ
つ

づ
け
た
隊
も
め
ず
ら
し
い
。

／7句の、
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カ
ラ
コ
ル
ム
の
特
徴
と
し
て
、
こ
の
隊
も
ポ
ー
タ
ー
や
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー

に
手
を
焼
い
て
い
る
。

先
発
し
た
偵
察
隊
が
西
面
、
北
稜
、
南
稜
を
検
分
し
た
結
果
、
南
稜
を

ル
ー
ト
に
選
ぶ
。
北
稜
と
南
稜
の
い
ず
れ
を
ル
ー
ト
に
選
ぶ
か
に
は
問
題

が
あ
っ
た
。
北
稜
は
技
術
的
困
難
は
少
な
い
が
、
十
キ
ロ
以
上
と
い
う
長

さ
で
あ
る
。
南
稜
は
北
稜
よ
り
短
く
約
七
キ
ロ
（
こ
れ
も
か
な
り
長
じ

だ
が
、
途
中
に
は
難
場
が
多
い
・

六
月
二
七
日
、
本
隊
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
入
り
し
て
、
前
進
キ
ャ
ン
プ

作
り
が
始
ま
る
。
七
月
二
四
、
二
五
日
頃
が
頂
上
攻
撃
の
理
想
的
期
間
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
残
る
日
数
が
一
ヶ
月
弱
で
は
、
困
難
な
南
稜
を
前
に

し
て
は
不
安
が
あ
っ
た
。

前
半
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
雪
庇
尾
根
と
か
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
と
か
、
そ

の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
の
難
所
を
克
服
し
て
、
七
月
二
五
日
に
は
、
ア
イ
ス

ケ
ー
キ
の
上
の
Ｃ
６
予
定
地
（
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
た
。
二
九

日
か
ら
十
日
間
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
全
員
が
Ｃ
４
に
閉
じ
込
め
ら
れ

る
。
八
月
七
日
以
後
、
天
気
は
や
や
回
復
し
登
行
は
再
開
さ
れ
る
。
し
か

し
、
快
晴
は
少
く
雪
や
曇
が
続
く
。

遭
難
は
八
月
一
九
日
、
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
発
生
し
た
。
Ｃ

８
を
出
発
し
、
三
角
山
の
稜
線
を
ラ
ッ
セ
ル
し
て
い
た
先
頭
の
中
村
隊
員

が
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
あ
た
り
は
、
非
常
に
や
せ
た
岩
稜
が
多

量
の
新
雪
で
お
お
わ
れ
て
お
り
、
中
村
隊
員
の
歩
い
て
い
た
場
所
は
、
実

際
の
岩
稜
の
上
よ
り
や
や
左
に
は
ず
れ
て
い
た
こ
と
が
、
墜
落
後
判
明
し

た
。
事
故
の
起
る
直
前
に
「
ザ
イ
ル
を
使
用
す
べ
き
か
ど
う
か
、
簡
単
に

相
談
し
た
が
、
そ
の
必
要
も
な
か
ろ
う
と
、
再
び
ラ
ッ
セ
ル
に
か
か
っ
た
し

と
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
あ
と
で
「
わ
れ
わ
れ
の
犯
し
た
致
命
的
な

誤
り
は
、
ザ
イ
ル
の
使
用
を
怠
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
反
省
さ
れ
て
い
る
。

帰
り
の
旅
で
、
こ
の
隊
は
三
度
目
の
災
難
に
会
う
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
が
戦
争
状
態
に
入
り
、
戒
厳
令
が
し
か
れ
て
し
ま
う
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト

か
ら
の
脱
出
は
人
間
の
み
で
、
隊
荷
は
持
ち
出
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
カ
ラ
チ
空
港
の
国
際
線
は
全
部
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
日
航
特

別
機
を
偶
然
に
つ
か
ま
え
て
、
や
っ
と
日
本
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
残

し
た
隊
荷
を
処
理
す
る
た
め
に
阿
部
隊
員
は
、
印
パ
停
戦
後
の
十
月
ま
で

カ
ラ
チ
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

筆
者
は
、
こ
の
登
山
隊
の
記
録
を
映
画
で
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。
南
稜

は
技
術
的
に
困
難
な
だ
け
で
な
く
、
非
常
に
危
険
な
ル
ー
ト
の
よ
う
で
も

あ
る
。
報
告
書
の
中
で
も
「
こ
の
尾
根
（
南
稜
）
の
む
ず
か
し
さ
と
危
険

性
を
、
い
や
と
い
う
程
思
い
知
ら
さ
れ
た
現
在
、
北
稜
か
南
稜
か
の
問
題

は
、
も
う
一
度
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
問
題
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
尾
根
に
一
長
一
短
が
あ
り
、
容
易
に
結
論
は
下
せ
な
い
よ
う
だ
。

遭
難
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
的
な
問
題

は
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
に
関
す
る
態
度
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
よ
り
上
部
で
は
、
い
つ
い
か
な
る
場
合
も
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
こ

と
を
鉄
則
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
隊
で
は
常
識

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
高
所
で
は
、
ど

ん
な
や
さ
し
い
場
所
で
で
も
、
つ
ね
に
危
険
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
過
失
以
外
に
、
低
酸
素
の
影
響
に
よ
る
突
然
の
意
識
障
害
な
ど
も

発
生
し
得
る
。
最
近
の
日
本
隊
で
は
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
に
発
生
し
た
遭
難
が
、
海
外
で
頻
発
し
て
い
る
。
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日
本
人
の
場
合
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
に
対
す
る
考
え
が
や
や
あ
い
ま
い
な

点
は
、
強
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
ア
ン
ザ
イ

レ
ン
す
べ
き
か
ど
う
か
を
、
議
論
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
は
、
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
際
的
感
覚
か
ら
ゆ
け
ば
、
こ
れ
は
登
山
技
術
の
基

礎
に
す
ぎ
な
い
・
議
論
す
べ
き
こ
と
は
、
ス
タ
カ
ッ
ト
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
す
べ
き
か
、
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ア
ス
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
す
華
へ
き
か
の
点

の
み
で
あ
っ
て
、
ザ
イ
ル
を
つ
な
ぐ
べ
き
か
ど
う
か
の
点
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。

調
査
報
告
は
六
項
目
あ
る
が
、
高
山
医
学
と
気
象
の
二
つ
が
特
に
充
実

し
て
い
る
・
他
の
項
目
に
関
し
て
は
筆
者
の
議
論
し
得
る
分
野
で
も
な

い
・
学
術
調
査
は
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
調
査
で
も
貴
重
な
意
味
が
あ
る
に

違
い
な
い
。
し
か
し
医
学
や
気
象
や
地
球
科
学
の
よ
う
な
大
き
な
テ
ー
マ

は
、
小
グ
ル
ー
プ
の
研
究
か
ら
だ
ん
だ
ん
脱
皮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
こ
う
し
た
貴
重
な
報
告
を
登
山
界
が
ど
う
消
化
す
る
か
と
い
う
点

も
、
実
は
大
へ
ん
重
要
な
問
題
だ
と
思
う
。
〔
原
真
〕

著
者
は
地
理
学
専
攻
で
、
卒
論
は
「
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
と
地
域
構
造
に

つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
行
く
前
か
ら
、
こ
の
国
の
勉
強
を
し

て
い
た
。
そ
の
前
に
富
山
山
椒
会
と
い
う
山
岳
会
間
の
連
絡
体
を
つ
く
っ

た
。
将
来
の
遠
征
母
体
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
の
目
標
の

山
、
テ
ィ
リ
ッ
ォ
・
ピ
ー
ク
を
見
つ
け
、
会
か
ら
の
遠
征
を
計
画
し
た

が
、
考
え
た
ほ
ど
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
気
心
の
あ
っ
た
三
人
で

出
発
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
見
参
者
と
し
て
慎
重
な
計
画
と
準
備
で
あ
っ
た
。
丁

度
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
禁
止
直
前
の
、
あ
わ
た
だ
し
い
世
情
で
あ

っ
た
が
、
広
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
見
よ
う
と
、
粘
り
で
半
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
偵
察
と

体
験
を
つ
ん
だ
。
一
九
六
五
年
秋
か
ら
六
六
年
二
月
ま
で
の
行
で
あ
る
。

カ
リ
・
ガ
ン
ダ
キ
を
測
り
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
北
、
テ
ィ
リ
ッ
ォ
・
ピ

ー
ク
（
七
一
四
八
メ
ー
ト
ル
）
を
試
登
偵
察
し
た
。
こ
の
あ
と
ム
ク
チ
ナ

ー
ト
巡
礼
、
ニ
サ
ン
ゴ
峠
越
、
マ
ナ
ン
と
ア
ン
ナ
山
群
を
一
周
し
た
。

第
二
ラ
ゥ
ン
ド
は
ソ
ロ
・
ク
ー
ン
ブ
の
ナ
ム
チ
ェ
か
ら
ク
ー
ン
ブ
、
イ

ム
ジ
ャ
、
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
の
三
氷
河
に
入
り
、
こ
の
地
域
の
山
々
を
眺
め
た

の
は
一
二
月
。
続
い
て
イ
ヌ
ク
ー
、
ホ
ン
グ
ウ
川
を
渡
り
、
ア
ル
ン
河
に

出
て
、
チ
ャ
イ
ン
プ
ー
ル
（
一
月
二
日
）
、
タ
プ
レ
ジ
ュ
ン
か
ら
タ
ム
ー

遥
か
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ薬

師
義
美
著
Ｂ
６
変
形
判
三

○
一
・
ヘ
ー
ジ
写
真
多
数
入
一

九
六
九
年
五
月
あ
か
ね
書
房
発

行
定
価
九
五
○
円
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ル
河
を
見
下
ろ
す
、
カ
ン
チ
・
マ
カ
ル
ー
・
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
ミ
ル
キ
ァ

尾
根
）
を
南
下
し
ダ
ー
ラ
ン
に
出
た
。
第
三
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
ラ
ン
タ

ン
谷
だ
っ
た
が
、
入
谷
が
許
さ
れ
ず
雪
の
ゴ
ザ
イ
ン
ク
ン
ド
行
で
一
月
も

終
っ
た
。

帰
っ
た
年
末
に
は
、
泊
山
岳
会
中
部
ネ
パ
ー
ル
踏
査
隊
。
九
六
五
’

六
六
年
中
部
ネ
パ
ー
ル
踏
査
報
告
』
を
上
梓
し
た
。
本
書
同
様
生
々
し
い

好
資
料
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
、
テ
ィ
リ
ッ
ォ
ヘ
の
郷
愁
に
も
似
た

執
念
は
、
情
熱
を
つ
か
み
調
べ
、
よ
り
完
壁
な
姿
と
し
て
の
個
人
報
告
と

な
っ
た
。

著
者
は
調
べ
う
る
こ
と
は
充
分
に
調
べ
、
外
国
の
踏
査
者
と
文
通
し
た

り
、
事
態
の
認
識
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
か
ら
筆
を
と
る
正
統
派
だ
。
踏

査
に
当
っ
て
は
、
片
っ
端
か
ら
事
実
を
集
め
、
現
住
民
に
も
た
だ
す
。
例

え
ば
地
名
の
発
音
（
チ
ベ
ッ
ト
、
シ
ェ
ル
パ
、
タ
マ
ン
、
タ
カ
リ
ー
、
ネ

ワ
ー
ル
語
等
々
）
を
綴
り
、
そ
の
変
化
由
来
に
及
ぶ
。
ま
た
稲
や
麦
の
穂

粒
を
数
え
、
高
地
と
低
地
、
日
本
と
の
差
を
比
較
し
、
さ
ら
に
こ
の
国
の

複
雑
な
人
種
、
民
族
な
ど
に
つ
い
て
も
見
分
け
特
徴
を
つ
か
む
。
ヤ
ク
の

雑
種
、
数
詞
の
比
較
は
二
語
を
採
集
し
た
。
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
と
も
い
え

よ
う
が
、
足
と
眼
と
耳
で
集
め
た
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
水
平
的
思
考
と

し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
丹
念
な
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト

を
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
川
喜
田
さ
ん
の
Ｋ
Ｊ
方
法
に
負
う
も
の
と
思
う
。

二
年
の
間
に
ハ
イ
メ
ン
ド
ル
フ
の
『
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ェ
ル
パ
族
』
や
ス
ネ

ル
グ
ロ
ー
ブ
の
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
巡
礼
』
を
、
よ
く
読
み
こ
な
し
て
い
る
か
ら

だ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
思
慕
も
強
い
か
ら
だ
。

文
章
は
よ
み
や
す
く
、
て
ら
い
も
か
ま
え
も
な
い
。
シ
ェ
ル
パ
の
操
従

も
融
合
も
前
半
と
後
半
で
は
異
る
が
、
初
見
参
者
と
し
て
素
直
に
述
べ
て

い
る
の
は
よ
い
・
著
者
は
地
図
を
作
る
こ
と
も
得
意
で
あ
る
。
山
座
の
同

定
も
空
ん
じ
て
い
る
。
だ
が
登
山
の
対
象
と
し
て
山
を
偵
察
す
る
と
な
る

と
、
地
形
の
観
察
や
描
写
に
つ
い
て
至
ら
ぬ
点
が
あ
る
。
も
し
紙
幅
が
少

い
た
め
に
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
未
知
の
土
地
に
至
れ
ば
、
当
然
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
か

ら
だ
。
写
真
の
矢
印
の
つ
け
方
が
よ
く
な
い
。
こ
れ
は
編
集
者
の
努
力
不

足
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
ら
三
人
は
、
目
下
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
山
群
の
グ
ル
ジ
ヤ
・
ヒ
マ
ー
ル

（
七
一
九
五
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
と
い
う
。
一
九
六
九
年

三
月
の
登
山
解
禁
直
後
に
、
テ
ィ
リ
ッ
ォ
・
ピ
ー
ク
に
遠
征
を
申
請
し

た
が
、
許
可
が
得
ら
れ
ず
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
帰
り
に
は

ブ
ッ
キ
ン
グ
は
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
今
回
の
遠
征
で
さ
ら
に
深
く
ネ

パ
ー
ル
を
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
捲
土
重
来
し
て
湖
上
の
頂
上
に
立
っ

て
ほ
し
い
と
希
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
（
一
九
六
九
・
二
・
一
五
）

〔
田
中
栄
蔵
〕
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マ
ナ
ス
ル
の
登
頂
さ
れ
た
次
の
年
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
に
本
書
の
第

一
版
は
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
、
実
に
沢
山
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
正
確
で
幅
広
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
知
識
と
情
報
網
を
持

つ
著
者
と
し
て
は
、
一
日
も
早
く
改
訂
版
を
出
し
た
い
気
持
で
あ
っ
た
ろ

う
。
八
千
メ
ー
ト
ル
十
四
座
が
、
一
九
六
四
年
の
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
登
頂
を

最
後
に
総
て
登
頂
さ
れ
、
一
九
六
五
年
に
は
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登

山
禁
止
が
発
表
さ
れ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
一
応
の
幕
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
六
九
年
に
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
新
し
い
規
則
の
も
と

に
解
禁
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
本
書
が
改
訂
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

初
版
と
比
較
す
る
と
、
序
章
と
終
章
は
ほ
と
ん
ど
書
き
改
め
て
あ
り
、

第
一
章
以
下
も
小
見
出
し
を
廃
止
し
た
り
、
組
み
改
め
た
り
で
、
初
版
の

と
き
と
同
じ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ

る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
変
え
て
あ
る
の
で
、
一
読
し
て
み
る
と
別
の
本

と
い
う
感
じ
で
あ
り
、
お
蔭
で
私
た
ち
は
二
冊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
華
史
を
読

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
華
史
第
二
版

深
田
久
弥
著
新
書
版
一
二
五

ペ
ー
ジ
地
図
一
写
真
多
数
入

一
九
六
九
年
一
月
岩
波
書
店
発

行
岩
波
新
書
七
○
四
定
価
一

五
○
円

め
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
初
版
の
と
き
の
挿
画
は
な
く

な
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
に
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
写
真
が
入
っ
た
。
そ
れ

ら
の
写
真
が
総
て
日
本
人
の
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
の
は
、
嬉
し
い
こ
と
で

あ
る
。序

章
は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
遥
か
な
道
」
と
し
て
、
世
界
の
屋
根
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
が
登
頂
さ
れ
る
ま
で
の
略
史
が
、
要
領
よ
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
章
か
ら
”
章
ま
で
は
、
各
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
つ
い
て

の
登
頂
に
い
た
る
ま
で
の
登
山
史
と
、
登
頂
の
模
様
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
含
め
て
、
読
者
に
興
味
を
お
こ
さ
せ
る
よ
う
に
、
か
な
り
気
を
配
っ
て

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
が
登
頂
さ
れ
る
ま
で
、
人
間
と
し
て
の
最
高
到
達
点
で
あ

っ
た
八
五
七
二
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
一
九
二
四
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
々
員

ノ
ー
ト
ン
の
、
第
六
キ
ャ
ン
プ
で
も
ぐ
－
ぐ
－
眠
っ
た
と
い
う
よ
う
な

話
。
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
隊
の
ア
ウ
フ
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
と
ハ
ー
ラ
ー
の

二
人
が
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
脱
走
し
た
一
九
三
八
年
の
で
き
ご
と
。
一
九
五
四

年
、
パ
サ
ン
・
ダ
ワ
・
ラ
マ
が
わ
ず
か
三
日
で
四
千
メ
ー
ト
ル
の
高
距
を

登
っ
て
、
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
に
登
頂
し
た
前
後
の
こ
と
、
な
ど
な
ど
多
く

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
ほ
ん
の
二
三
行
の
場
合
も
あ
る
の
だ
が
、
実
に
全
体

を
生
き
生
き
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。

最
後
の
章
に
は
「
日
本
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
」
と
し
て
、
つ
い
最
近
ま

で
の
成
果
が
書
か
れ
て
い
る
。
世
界
の
岳
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
、
日

本
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
活
躍
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
多
く
の
人
々
に
紹
介
し
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
道
を
自
ら
も
た
ど
っ
て
み

せ
、
後
に
続
く
者
を
勇
気
づ
け
た
著
者
と
し
て
は
、
最
大
の
喜
び
で
あ
っ
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を
忘
れ
る
。

く
と
感
じ
た
。

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
輝
か
し
い
数
多
く
の
登
山
記
録
に
比
較
し
て
、
日

本
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
よ
り
深
い
研
究
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
お
く
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
日
本
人
社
会
に
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー

の
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
ら
れ
て
い
る
し
、
登
山
者
の
方
に
も
そ
れ
を
期

待
す
る
動
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
著
者
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

私
の
山
仲
間
の
十
人
ほ
ど
で
、
本
書
を
テ
キ
ス
ト
に
使
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
初
心
者
は
そ
れ
な
り
に
、
ま

た
、
あ
る
程
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
研
究
し
た
者
は
、
こ
の
本
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
想
い
出
し
、
語
る
こ
と
で
さ
ら
に
多
く
の
楽
し
み
を
得
た
よ
う
で

あ
っ
た
。
一
番
得
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
は
、
仲
間
よ
り
は
少
し
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
私
で
あ
っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
進
め
て
い

く
と
、
い
つ
も
横
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
う
さ
せ
る
プ

ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
を
本
書
は
持
っ
て
い
る
。

本
書
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
劇
的
な
登
頂
の
感
激
や
、
物
語
と
し
て
の
面
白

さ
を
直
接
受
け
と
る
こ
と
は
、
扱
う
対
象
の
割
に
ペ
ー
ジ
数
が
少
な
い
の

で
無
理
で
あ
ろ
う
が
、
汲
み
出
せ
ば
い
く
ら
で
も
水
の
湧
き
出
て
く
る
無

限
の
泉
の
よ
う
に
思
え
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
を
読
ん
で
、
昭
和
四
十

五
年
の
わ
が
日
本
山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁
登
肇
を
思
い
、
マ
カ
ル
ー

の
全
員
登
頂
の
幸
運
を
知
っ
て
、
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
の
マ
カ
ル
ー
東

南
稜
か
ら
の
登
頂
の
意
義
を
考
え
て
み
た
り
し
て
い
る
と
、
時
の
た
つ
の

を
忘
れ
る
。
「
歴
史
と
は
過
去
と
現
在
の
対
話
で
あ
る
」
こ
と
を
つ
く
づ

こ
の
よ
う
に
、
登
筆
史
で
は
あ
る
が
一
般
の
歴
史
の
本
の
よ
う
な
固
苦

し
さ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
手
法
と
文
章
は
、
著

者
の
登
山
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
他
の
沢
山
の
本
と
共
通
し
た
、
独
特

の
枯
れ
た
味
が
あ
り
、
年
期
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ

だ
け
に
登
山
者
で
な
く
と
も
充
分
に
面
白
く
読
め
る
本
で
あ
る
。
本
書
と

並
ん
で
岩
波
新
書
に
入
っ
て
い
る
『
わ
た
し
の
山
旅
』
、
『
パ
タ
ゴ
ニ
ア
探

検
記
』
も
き
っ
と
多
く
の
読
者
を
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
本
を
通

じ
て
一
般
の
人
た
ち
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
や
探
検
を
よ
り
深
く
理
解
し
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

ペ
ー
ジ
数
の
関
係
で
、
文
献
目
録
が
あ
げ
て
な
い
の
が
少
々
残
念
で
あ

る
。
最
後
の
章
に
二
三
あ
げ
て
は
あ
る
が
、
も
う
少
し
多
く
欲
し
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
は
専
門
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
多
く
を

あ
げ
る
必
要
は
な
い
が
、
本
書
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
入
門
の
本
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
次
に
何
を
読
む
べ
き
か
と
い
う
、
読
者
の
要
求
に
答
え
る
第
二
ス
テ

ッ
プ
の
た
め
の
本
を
、
あ
げ
て
あ
れ
ば
と
思
っ
た
。
沢
山
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

本
の
中
か
ら
、
数
冊
な
い
し
数
十
冊
を
選
び
出
す
の
は
至
難
な
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
難
事
業
は
、
著
者
で
あ
っ
て
始
め
て
可
能
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
人
に
、
ま
つ
先
に
す
す
め

て
い
る
本
で
あ
る
。
〔
沖
允
人
〕

(177）



本
書
の
著
者
、
高
木
正
孝
氏
は
こ
の
原
稿
を
書
き
あ
げ
た
後
、
一
九
六

二
年
八
月
六
日
に
神
戸
大
学
南
太
平
洋
諸
島
学
術
調
査
隊
の
一
員
と
し
て

調
査
中
、
南
太
平
洋
の
船
上
で
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
本
書
は
氏
の

遺
稿
で
あ
る
。

全
体
は
一
○
章
に
分
れ
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
地
理
と
歴
史
に
始
ま
っ
て
探

検
隊
成
立
の
い
き
さ
つ
、
チ
リ
へ
の
出
発
、
北
部
氷
陸
地
帯
へ
の
旅
、
未

登
峰
ア
レ
ナ
ー
レ
ス
の
登
頂
、
そ
し
て
チ
リ
と
の
別
れ
が
一
つ
の
流
れ
に

な
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
文
章
の
構
成
は
複
雑
で
あ
る
。
な
に
げ

な
い
よ
う
で
、
実
に
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
の
ほ
う
に
出
て
く
る

ス
タ
ン
ゲ
夫
人
と
カ
ラ
フ
ァ
テ
の
こ
と
を
、
最
後
に
持
ち
出
し
て
う
ま
く

話
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章

の
構
成
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
一
気
に
読
み
流
す

と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。

著
者
は
心
理
学
者
で
あ
っ
た
。
東
大
文
学
部
哲
学
科
を
牢
業
し
て
ド
イ

ツ
に
渡
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
理
学
部
心
理
学
科
を
卒
業
し
た
。
本
書
に

パ
タ
ゴ
ニ
ア
探
検
記高

木
正
孝
著
新
書
版
二
二
八

ペ
ー
ジ
地
図
二
写
真
多
数
入

一
九
六
八
年
六
月
岩
波
書
店
発

行
岩
波
新
書
六
八
二
定
価
一

五
○
円

は
、
著
者
の
学
問
か
ら
の
も
の
の
見
方
が
随
所
に
出
て
来
て
、
な
か
な
か

お
も
し
ろ
い
・
本
書
は
こ
れ
一
冊
で
完
結
し
た
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
著

者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
マ
ナ
ス
ル
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
南
太
平
洋
と
い
う
著

者
の
た
ど
っ
た
道
を
、
大
き
く
一
つ
に
ま
と
め
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
と
が
き
に
、
著
者
の
原
稿
に
は
「
外
国
人

心
理
と
日
本
人
心
理
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
趣
旨
に
そ
っ
て
加
筆
す
る
た
め
の
布
石
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
、

文
中
随
所
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
著
者
の
突
然
の
失
蹉
は
、

本
当
に
残
念
で
あ
る
。

本
書
で
著
者
は
日
本
人
と
南
米
人
を
対
比
し
て
描
い
て
い
る
。
第
四
章

で
、
著
者
が
ラ
テ
ン
系
の
国
民
心
理
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
八
つ
の
こ

と
が
ら
な
ど
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
日
本
人
と
チ
リ
人
と

い
う
二
つ
の
異
質
の
人
々
が
一
つ
の
目
標
を
か
か
げ
、
そ
の
共
通
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
の
努
力
を
し
て
い
っ
た

か
、
と
い
う
一
つ
の
組
織
の
成
長
の
記
録
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

こ
の
害
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
面
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
の
面
が
あ

る
。
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
堅
い
、
決
し
て
読
み
や
す
い
と
は
言
え

な
い
文
章
は
、
話
が
チ
リ
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
と
、
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
来
る
。
心
理
学
者
の
眼
か
ら
日
本
人
と
南
米
人
を
眺
め
よ
う
と

し
た
当
初
の
意
図
は
、
話
の
進
展
と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
変
化
し
、
最
後
に

「
帰
る
の
は
い
や
だ
／
、
も
っ
と
こ
こ
に
い
た
い
ん
だ
よ
う
／
・
」
と
、
す

っ
か
り
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
感
激
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
書
は
ま
た
、
パ
タ

ゴ
ニ
ア
の
自
然
と
人
に
魅
了
さ
れ
た
人
間
の
語
る
美
し
い
物
語
で
あ
る
。

お
伽
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
マ
ゼ
ラ
ン
一
行
の
挿
話
、
日
本
出
発
ま
で
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の
煩
わ
し
い
仕
事
の
思
い
出
、
ア
レ
ナ
ー
レ
ス
登
頂
の
苦
労
、
こ
れ
ら
は

チ
リ
で
過
す
最
後
の
夜
に
、
著
者
の
心
を
占
め
た
悲
し
い
気
持
に
す
べ
て

集
約
さ
れ
る
。
心
理
学
者
が
、
わ
か
れ
の
悲
し
さ
は
自
然
の
美
し
さ
の
せ

い
だ
、
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
心
理
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
登
山
者

で
あ
っ
た
。
渡
辺
兵
力
氏
と
の
共
著
『
垂
直
と
水
平
の
道
』
の
中
で
も
、

著
者
は
こ
の
遠
征
の
い
く
つ
か
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の

ほ
う
で
は
心
理
学
者
と
し
て
の
著
者
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
て
、
一
個
の
人

間
と
し
て
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
印
象
が
あ
ざ
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。

金
が
す
べ
て
の
価
値
に
先
行
す
る
資
本
主
義
の
世
の
中
を
憎
む
著
者

の
、
こ
れ
は
人
間
の
本
性
へ
の
回
帰
の
書
で
あ
る
。

自
然
に
触
れ
、
人
間
に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
現
代
人
に
と
っ
て
、
本

書
は
よ
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
読
ん
だ
若
い

人
た
ち
は
、
自
然
の
、
そ
し
て
人
間
の
何
で
あ
る
か
を
見
せ
て
く
れ
る
、

す
ば
ら
し
い
本
で
あ
る
と
思
う
だ
ろ
う
。
〔
浅
見
正
夫
〕

マ
ロ
リ
ー
と
言
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
直
ぐ
、
一
九
二
四
年
に
ア
ー
ピ
ン
と

《
《
の
①
○
Ｎ
い
①
三
角
豊
さ
時
式
〕ず

望
己
目
丘
少
．
幻
○
ず
①
鼻
８
口
》

甸
四
す
①
Ｈ
印
口
巳
甸
い
す
①
Ｈ
〉
Ｆ
○
口
』
○
口
．

障
④
①
④
。

共
に
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
稜
上
か
ら
永
遠
に
消
え
て
し
ま
っ
た
、
あ
の
、
写

真
で
み
る
と
、
貴
公
子
然
と
し
た
面
長
の
、
そ
し
て
理
知
的
な
顔
と
姿
を

し
て
い
る
人
を
思
い
出
す
。

事
実
こ
の
本
は
、
そ
の
マ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
詳
細
な
そ
し

て
完
全
に
近
い
と
思
わ
れ
る
伝
記
な
の
で
あ
る
。

マ
ロ
リ
ー
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
書
物
に
対
し
、
最
も
都
合
の
よ

い
、
最
も
適
当
な
立
場
に
あ
る
人
は
、
今
で
は
恐
ら
く
、
日
本
に
も
最
近

再
訪
さ
れ
て
き
た
目
言
日
儲
西
．
牙
日
①
弓
竺
で
あ
ろ
う
。

そ
の
彼
が
最
近
の
〃
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〃
の
図
書
紹
介
の
一

番
先
に
出
て
い
る
、
そ
の
文
の
最
後
に
、

〃
マ
ロ
リ
ー
の
古
い
友
達
で
登
山
仲
間
で
あ
っ
た
私
な
ら
、
こ
れ
は
是

非
一
本
を
求
め
た
い
も
の
だ
と
言
い
な
が
ら
、
こ
の
紹
介
文
を
結
ん
で

も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
以
上
言
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
〃

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
彼
は
《
省
○
巨
目
巴
○
津
言
蜀
竺
色
目

詞
○
烏
Ｑ
目
匡
侭
Ｑ
号
》
》
》
貝
思
侭
）
に
《
《
⑦
①
○
侭
①
Ｆ
ｇ
唱
巨
昌
○
ｑ
》
》

と
い
う
短
い
記
事
を
書
い
て
い
る
。

私
も
彼
が
そ
う
い
う
な
ら
、
そ
れ
以
上
つ
け
加
え
る
必
要
は
な
い
と
思

う
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
ど
こ
が
よ
く
て
そ
う
な
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
の
で
、
私
と
し
て
は
少
し
蛇
足
を
加
え
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
る
。

マ
ロ
リ
ー
の
伝
記
で
単
行
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
盟
再
ｐ
働
く
丘
辱
め

の
《
《
①
①
○
侭
の
伊
田
瞥
巨
昌
○
ｑ
・
〉
・
乞
喝
と
、
最
近
出
た
嬰
○
急
些

の
ｑ
一
①
伽
の
《
《
冒
豐
。
ご
旦
画
ぐ
閂
①
禺
旨
．
国
四
目
普
国
“
昌
胃
。
ロ
ゞ
Ｆ
○
回
‐

§
詞
．
岳
Ｓ
，
僧
“
の
二
つ
だ
と
思
う
が
、
後
者
は
夛
昇
国
．
冨
匡
胃
昌
の
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焼
き
直
し
だ
と
い
う
批
評
も
あ
り
、
そ
の
上
、
シ
ョ
ウ
ェ
ル
・
ス
タ
イ
ル

ス
の
本
の
多
く
は
寄
せ
集
め
の
上
に
、
場
当
り
も
の
が
多
い
よ
う
な
の

で
、
テ
ン
で
は
じ
め
か
ら
読
む
気
が
し
な
い
・

そ
れ
に
反
し
て
前
者
は
マ
ロ
リ
ー
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
書
い
て
い

る
の
で
、
良
心
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
も
う
私
の
手
に
は
入
り

そ
う
も
な
い
稀
瀞
本
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
こ
れ
は
今
度
の
本
に
較
顎
へ

る
と
、
可
な
り
表
面
的
な
こ
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
在
の
本
で
も
度
々
、
そ
の
文
章
が
引
用

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
一
読
の
価
値
は
充
分
あ
る
も
の
と
思
う
。

そ
れ
で
は
今
度
の
本
の
特
長
は
何
か
と
言
う
と
、
今
ま
で
門
外
不
出
で

あ
っ
た
マ
ロ
リ
ー
の
私
信
、
妻
に
当
て
た
も
の
、
Ｇ
・
Ｗ
・
ヤ
ン
グ
そ
の

他
の
親
友
や
、
心
を
知
り
合
っ
た
先
輩
に
出
し
た
も
の
、
又
そ
の
逆
方
向

の
も
の
、
そ
う
し
た
凡
ゆ
る
手
紙
が
フ
ン
ダ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
点
に
あ

ろ
う
。

結
婚
前
に
詞
巨
号
目
色
目
閏
に
当
て
た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
の
如
き
は
、
マ

ロ
リ
ー
の
知
ら
れ
な
い
一
面
が
す
っ
か
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
て
面
白

い
し
、
妻
君
に
は
思
っ
た
通
り
の
こ
と
を
卒
直
に
書
い
て
い
る
と
み
え
、

一
九
一
二
年
の
最
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
行
に
隊
長
に
な
っ
た
、
ハ
ワ
ー
ド
・

ベ
リ
ー
の
こ
と
を
〃
む
し
ず
の
走
る
男
″
と
か
何
と
か
、
公
式
の
報
告
書

（
一
九
二
一
、
二
二
、
二
四
）
に
は
絶
対
に
出
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
エ

ベ
レ
ス
ト
の
裏
ぱ
な
し
的
な
こ
と
が
沢
山
そ
の
ま
ま
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

読
む
者
に
と
っ
て
は
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

さ
て
今
度
は
著
者
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
編
者
と
言
っ
た
方
が
い
い
と

思
わ
れ
る
ロ
閨
己
Ｐ
．
罰
○
馬
５
．
口
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
人
が
ど
う
し

て
あ
ん
な
に
マ
ロ
リ
ー
の
私
信
を
、
フ
ン
ダ
ン
に
引
用
す
る
こ
と
が
出
来

た
か
と
言
う
と
、
実
は
彼
の
妻
が
、
マ
ロ
リ
ー
の
次
女
国
①
国
侭
①
罰
匡
岳

Ｆ
巴
警
‐
冨
昌
。
ｑ
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
〃
あ
っ
た
〃
と
い
う

の
は
、
そ
の
妻
（
生
れ
は
一
九
一
七
年
）
が
既
に
一
九
五
三
年
に
死
ん
で

い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
現
在
の
妻
君
は
言
。
８
国
色
国
昌
①
儲
と
い
う
。

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
あ
る
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
特
別
研
究
員
の
資
格
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
の
国
目
ｑ
ｏ
ｏ
扁
鴨
へ
来
た
。
私
の
想
像
で
は
、
こ
の
時
に
マ

ロ
リ
ー
家
の
人
達
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

彼
は
別
に
山
と
は
関
係
が
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
山

岳
会
の
編
集
補
佐
を
何
年
も
の
間
や
っ
て
い
た
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
調
べ
て
み
た
ら
、
少
な
く
と
も
一

九
五
五
年
ま
で
は
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
在
の
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
胃
巨
“
ａ
⑦
皇
①
鴫
で
、
英
語
の

何
と
か
教
授
（
冨
。
言
８
普
閉
○
苛
め
の
○
局
）
を
し
て
い
る
と
い
う
。

興
味
の
あ
る
内
容
の
紹
介
は
後
文
で
す
る
と
し
て
、
ま
ず
、
マ
ロ
リ
ー

の
姓
名
と
生
年
と
生
地
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

生
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
西
部
に
あ
る
ｏ
胃
の
冨
獄
の
（
○
胃
牌
の
Ｈ
と

も
い
う
）
の
巨
○
ｇ
閂
一
畠
と
い
う
と
こ
ろ
。
オ
ギ
ャ
ー
と
い
っ
た
の
は

一
八
八
六
年
六
月
一
八
日
で
あ
る
か
ら
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
行
方
不
明
（
一

九
二
四
年
）
に
な
っ
た
時
は
三
八
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
父
さ
ん
は
教
区
の
牧
師
を
し
て
い
た
閃
①
ぐ
．
国
の
吾
の
韓
儒
一
瞥

冨
邑
Ｏ
ｑ
と
い
う
。
洗
礼
式
の
時
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ネ
ー
ム
と
し
て

⑦
①
○
侭
①
国
①
号
①
風
Ｆ
臥
警
と
い
う
の
を
も
ら
っ
た
。
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そ
の
後
一
九
一
四
年
に
お
父
さ
ん
が
国
の
許
可
を
得
て
苗
字
を
序
狩
苧

冨
農
○
ｑ
と
し
た
。
だ
か
ら
索
引
な
ど
で
彼
の
名
前
を
並
べ
る
時
に
は
、

〃
Ｌ
〃
の
と
こ
ろ
へ
お
く
の
が
本
当
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
本
で
は

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
方
を
と
っ
て
〃
Ｍ
〃
の
と
こ
ろ
に
分
類
し
て
あ

る
。
し
か
し
良
心
的
（
？
）
に
、
Ｌ
の
と
こ
ろ
に
も
出
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

こ
の
本
で
は
索
引
が
又
念
入
り
に
且
う
ま
く
出
来
て
い
て
〃
人
間
と
集

団
″
と
〃
地
名
″
の
二
つ
に
分
れ
て
お
り
、
例
え
ば
人
間
の
方
で
マ
ロ
リ

ー
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
約
一
四
○
行
あ
っ
て
、
自
分
の
必
要
な
と
こ
ろ

が
簡
単
に
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
に
行
届
い
て
い
る
と
思
う
。

さ
て
前
文
ま
で
で
は
余
り
内
容
に
立
入
っ
て
な
い
の
で
、
今
度
は
典
型

的
な
私
信
な
ど
に
触
れ
て
、
そ
の
面
白
い
所
以
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ

う
。
そ
の
前
に
ま
ず
目
次
を
あ
げ
よ
う
。

一
、
モ
バ
リ
ー
と
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
一
八
八
六
’
一
九
○
五
）

二
、
主
と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
時
代
（
一
九
○
五
’
一
九
○
九
）

三
、
山
と
チ
ャ
ー
タ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
一
九
○
九
’
一
九
二
）

四
、
ゴ
ダ
ル
ミ
ン
グ
（
一
九
二
’
一
九
一
四
）

五
、
大
戦
（
一
九
一
四
’
一
九
一
八
）

六
、
ポ
ス
ト
・
ベ
ラ
ム
（
戦
後
、
一
九
一
九
’
一
九
二
○
）

七
、
エ
ベ
レ
ス
ト
（
一
九
一
二
）

八
、
エ
ベ
レ
ス
ト
（
一
九
二
二
）

九
、
ア
メ
リ
カ
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
一
九
二
三
）

一
○
、
エ
ベ
レ
ス
ト
（
一
九
二
四
）

中
味
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
こ
れ
に
前
書
き
と
後
書
き
と
、
人
間
、
団

体
、
地
名
に
分
け
た
索
引
と
、
使
か
つ
た
資
料
が
こ
と
細
か
に
書
き
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
だ
け
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。

伝
記
だ
か
ら
、
生
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
の
は

当
然
だ
が
、
私
と
し
て
は
、
マ
ロ
リ
ー
が
死
ん
で
か
ら
あ
と
、
残
さ
れ
た

奥
さ
ん
や
三
人
の
子
供
達
が
、
ど
う
生
き
ぬ
い
て
行
っ
た
の
か
を
少
し
は

知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
大
家
の
お
坊
っ
ち
ゃ
ん
で
な
か
っ
た
マ
ロ
リ
ー
の
あ
と
の
生
活
は
、

相
当
茨
の
道
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

マ
ロ
リ
ー
を
山
へ
引
っ
張
り
込
ん
だ
の
は
、
昨
年
（
一
九
六
八
年
）
遂

に
こ
の
世
を
去
っ
た
Ｒ
・
Ｌ
．
Ｇ
・
ア
ー
ビ
ン
グ
で
、
こ
の
二
人
は
一
九

○
二
年
に
英
国
山
岳
会
（
Ａ
Ｃ
）
に
入
会
し
た
が
、
当
時
Ａ
Ｃ
の
頑
固
親

父
ど
も
の
嫌
い
だ
っ
た
、
ガ
イ
ド
レ
ス
登
山
が
好
き
で
あ
っ
た
の
は
皮
肉

な
こ
と
で
あ
る
。

一
九
○
四
年
の
冬
に
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
《
《
庁
①
Ｑ
号
思
と
い
う

の
が
出
来
た
が
、
そ
の
会
長
が
ア
ー
ピ
ン
グ
、
会
員
に
は
あ
と
で
皆
有
名

に
な
っ
て
い
る
冨
農
Ｏ
ｑ
・
の
号
の
○
口
．
弓
冒
号
一
①
》
国
巳
一
○
烏
な
ど
が
い

た
。
そ
し
て
面
白
い
こ
と
に
、
彼
ら
は
お
互
い
を
呼
ぶ
の
に
、
ア
ル
グ
ス

の
一
流
ガ
イ
ド
の
名
を
つ
か
っ
て
い
た
。
マ
ロ
リ
ー
は
ア
ル
マ
ー
（
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
手
近
か
に
山
が
な
か
っ
た

の
で
、
牧
師
館
の
屋
根
な
ど
に
窓
伝
い
に
登
る
こ
と
を
発
明
し
た
の
も
、

こ
の
頃
ら
し
い
。

マ
ロ
リ
ー
が
未
来
の
妻
、
ル
ー
ス
に
会
っ
た
の
は
一
九
一
四
年
の
四
月

三
日
、
ベ
ニ
ス
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
彼
は
彼
女
に
す
っ
か
り
参
っ
て
し

ま
っ
た
。
《
《
冒
曾
ｑ
〉
〉
な
ん
て
い
う
ケ
チ
臭
い
言
葉
で
は
と
て
も
表
現
出
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来
な
い
。
国
○
三
。
①
一
言
目
（
ボ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
画
い
た
ビ
ー
ナ
ス
と
い
っ

た
よ
う
な
意
味
か
）
と
で
も
言
え
ば
、
ど
う
に
か
言
い
現
わ
せ
よ
う
と
い

っ
た
次
第
。
一
四
五
頁
に
あ
る
ル
ー
ス
・
マ
ロ
リ
ー
の
写
真
を
じ
っ
と
見

て
い
る
と
、
そ
れ
も
強
ち
、
惚
れ
た
者
の
弱
味
と
は
思
え
な
く
な
る
。

そ
の
翌
月
に
結
婚
し
た
。
Ｇ
・
Ｗ
・
ヤ
ン
グ
が
仲
人
と
な
っ
た
結
婚
式

（
七
月
二
九
日
）
ま
で
の
、
両
者
の
問
で
交
わ
し
た
結
構
な
手
紙
が
い
く

つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
遠
い
と
こ
ろ
へ
行
く
新
婚
旅
行
は
大
戦
で
オ
ジ

ャ
ン
、
そ
れ
で
も
北
デ
ボ
ン
ま
で
行
っ
て
キ
ャ
ン
プ
し
た
が
、
戦
争
で
頭

の
狂
っ
て
い
た
人
達
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
だ
と
疑
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。

マ
ロ
リ
ー
が
第
一
回
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
参
加
し
た
の
は
、
余
り
自
発
的

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
言
え
ば
三
回
と
も
そ
う
し
た
気
分

が
漂
っ
て
お
り
、
特
に
最
後
の
行
で
は
、
今
度
は
も
う
戻
っ
て
来
な
い
か

も
知
れ
な
い
と
、
洩
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
回
の
時
に
決
心
し

か
ね
て
い
た
マ
ロ
リ
ー
に
、
そ
し
て
そ
の
妻
の
ル
ー
ス
に
、
Ｇ
・
Ｗ
・
ヤ

ン
グ
は
こ
う
言
っ
て
い
、
る
。

〃
エ
ベ
レ
ス
ト
は
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
機
会
だ
。
そ
れ
は
、
と
て
つ

も
な
い
冒
険
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
教
育
家
と
か
文
筆
家
と
し
て
の
将
来
に
役
立
つ

か
も
知
れ
な
い
〃
と
。

こ
れ
で
ル
ー
ス
も
ジ
ョ
ー
ジ
も
承
知
し
た
よ
う
だ
。
英
国
地
理
学
協
会

（
Ｒ
・
Ｇ
．
Ｓ
）
と
Ａ
・
Ｃ
が
共
同
で
つ
く
っ
た
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
の

初
代
委
員
長
、
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
は
〃
マ
ロ
リ
ー
は
登
山
隊
参
加
へ
の

公
式
招
待
に
対
し
、
別
に
嬉
し
そ
う
な
顔
も
し
て
み
せ
ず
に
承
諾
し
た
〃

と
述
べ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
の
私
信
を
読
ん
で
い
る
と
、
ど
う
も
マ
ロ
リ
ー
は
、
エ
ベ
レ

ス
ト
で
行
方
不
明
に
な
る
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

マ
ロ
リ
ー
が
ル
ー
ス
へ
あ
て
た
手
紙
の
中
に
、
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
途
中

で
死
ん
だ
ケ
ラ
ス
の
印
象
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
も
面
白
い
。

〃
私
は
ケ
ラ
ス
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ス
コ
ッ
チ
丸
出
し
、
言

葉
と
い
わ
ず
総
て
が
そ
う
で
す
。
あ
る
大
宴
会
が
あ
っ
た
時
、
彼
は
六

キ
ロ
離
れ
た
グ
ロ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
歩
い
て
来
た
の
だ
が
、
全
員

が
席
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
一
○
分
後
に
、
ポ
ー
ポ
ー
の
髪
の
ま
ま
で
入

っ
て
来
た
。
錬
金
術
師
の
茶
番
劇
に
は
、
も
っ
て
来
い
の
姿
で
し
た
。

背
は
低
く
猫
背
で
、
異
様
な
眼
鏡
と
尖
が
っ
た
鬚
。
だ
が
彼
は
全
く
献

身
的
な
、
私
心
の
な
い
人
で
す
″

と
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
隊
長
の
ハ
ワ
ー
ド
・
ペ
リ
ー
に
つ
い
て
は
（
一
番

ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
い
た
時
で
は
あ
る
ら
し
い
が
）
、
”
正
直
に
い
う
と
ベ

リ
ー
が
い
な
い
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
一
緒
に
い
る
時
は
表
面
愉
し
気
に
話

し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
好
き
に
は
な
れ
ず
、
窮
屈
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。
向
う
で
も
そ
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
。
〃

一
二
五
頁
に
は
一
寸
お
だ
や
か
で
な
い
こ
と
が
出
て
い
る
。
即
ち
、

〃
マ
ロ
リ
ー
が
、
書
い
た
こ
と
も
口
に
出
し
た
こ
と
も
な
い
こ
と
が
、

ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
の
一
つ
の
あ
と
で
、
繰
返
し
た
ず
ね
ら
れ
た
質
問

に
対
す
る
、
彼
の
与
え
た
簡
単
な
答
え
と
し
て
、
広
く
引
き
合
い
に
出

さ
れ
て
い
る
。

ｌ
あ
な
た
は
、
ど
う
し
て
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
り
た
い
の
で
す
か
Ｉ
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ｌ
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
す
ｌ

こ
の
言
葉
は
説
教
の
時
に
説
明
さ
れ
た
り
、
広
告
文
に
使
わ
れ
た
り
、

数
知
れ
な
い
記
事
や
随
筆
に
引
用
さ
れ
（
い
つ
も
と
い
う
訳
で
は
な
い

が
、
普
通
は
登
山
の
話
の
時
に
）
、
後
に
は
エ
ベ
レ
ス
タ
ー
の
一
人
が
、
南

極
横
断
の
こ
と
を
書
い
た
本
に
ま
で
も
こ
れ
を
使
っ
て
い
る
。
〃
ｌ

そ
の
他
略
す
。

マ
ロ
リ
ー
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
《
《
国
の
８
巨
の
①
』
亘
の

牙
の
同
の
彰
、
と
い
う
言
葉
を
、
そ
う
ま
と
も
に
は
扱
っ
て
い
な
い
。
ｌ
こ

れ
は
何
回
目
か
の
同
じ
質
問
に
対
し
て
（
た
だ
、
も
し
ず
っ
と
長
い
言
葉

な
ら
、
も
っ
と
解
説
的
に
答
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
の
に
）
、
疲
れ
切
っ
た
、

而
も
生
れ
つ
き
は
辛
抱
強
く
な
い
人
に
よ
っ
て
吐
か
れ
た
言
葉
と
考
え
て

い
る
。
因
み
に
彼
の
講
演
の
原
稿
の
一
つ
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ

る
。

〃
い
や
、
も
し
機
会
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
、
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
行
く
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
一
言
で
言
え
ば
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。
あ
る
い
は
も
う
少
し
違
っ
た
言
葉
で
言
え
ば
↑
出
の
８
色
“
①
尋
①
日
の

目
○
口
口
目
目
①
の
厨
・
・
と
な
る
の
で
す
。
…
・
・
・
そ
こ
で
登
山
家
は
機
会
が

あ
れ
ば
山
に
登
り
ま
す
。
そ
れ
は
山
が
登
山
家
に
心
要
な
冒
険
を
提
供

す
る
か
ら
で
す
″

と
書
い
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
マ
ロ
リ
ー
が
一
九
二
四
年
に
エ
ベ

レ
ス
ト
へ
（
死
に
に
）
行
く
べ
く
決
心
し
た
の
は
、
義
務
観
念
か
ら
で
あ

る
、
と
な
る
。
前
後
の
事
情
や
彼
の
言
動
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
も
そ

う
い
う
結
論
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

近
頃
英
国
は
経
済
的
に
は
余
り
パ
ッ
と
し
な
い
ら
し
い
が
、
山
の
本
は

日
本
に
遜
色
の
な
い
程
、
沢
山
出
て
い
る
ら
し
い
。
最
近
私
の
と
こ
ろ
に

来
た
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
九
二
四
年
に
登
山
へ
の
出
発
が
近
ず
い
て
き
た
時
に
、
彼
は
⑦
の
Ｏ
宇

禺
昌
氏
昌
固
①
の
に
こ
う
言
っ
た
。

〃
今
度
の
は
登
山
に
で
は
な
く
、
ま
る
で
戦
争
に
征
く
よ
う
な
気
持
ち

が
し
ま
す
。
ま
ず
は
戻
っ
て
は
来
な
い
で
し
ょ
う
″
と
。

こ
う
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
ら
切
り
が
な
い
の
で
、
こ
の
辺
で
や

め
て
お
く
が
、
兎
に
角
、
マ
ロ
リ
ー
と
エ
ベ
レ
ス
ト
と
の
関
係
を
本
当
に

よ
く
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
本
は
ど
う
し
て
も
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
の
最
高
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
は
二
カ
所
あ
っ

た
と
思
う
。

〔
吉
沢
一
郎
〕

《
舅
昏
巨
貝
凰
邑
①
閂
旨
喰
マ

ー
閉
（
）
日
閏
要
冨
晨
侭
８
筐
宮
口
の
Ｑ
冒
匡
潟
Ｉ

ず
］
Ｐ
盲
目
囚
肖
冨
｝
己
君

シ
ロ
胃
○
ぐ
①
』
す
ぐ
夢
の
園
吋
旨
呂

、

シ
【
○
ロ
回
国
目
①
①
昌
目
、
○
○
巨
口
臼
」
色
目
旦

号
①
シ
路
○
２
日
５
口
具
の
８
己
普

○
二
一
日
匡
口
函
○
冒
す
叩
．

〆
色
ぐ
①
陣
皇
ぐ
色
匙
・
Ｆ
ｏ
ｐ
』
○
口
〉
こ
●
認

、

’
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ず
望
勺
、
厨
｝
〕
○
日
目
胃
夛
［
①
犀
門
砂

少
の
旨
で
巨
匡
睦
旨
桐
国
○
口
の
①
．

《
出
目
巴
四
冨
旨
ぐ
筐
侭
①
・
・
〉
ｌ
迄

の
』
丙
医
員
〕
》
の
①
ｏ
ｏ
ｐ
』
因
島
註
○
国
》

ｗ
巨
尽
桐
国
○
口
の
①
‐

お
い
弓
医
①
国
○
○
丙
具
冨
○
』
関
口
冨
○
巨
巨
冨
日
の
①
Ｈ
旨
醜
〕
〕

令

①
」
津
①
」
す
ぐ
三
［
、
庁
○
岸
昌
戸
白
壁
目
①
。

ｌ

シ
昌
彦
巨
吋
国
閏
雨
拭
Ｆ
ｏ
回
生
○
Ｐ
５
９
．
ｓ
の

、

《
両
ロ
Ｑ
巳
○
℃
鹿
①
島
○
国
旨
庁
ご
ロ
日
ぐ
呉
巨
○
口
目
国
旨
①
①
昌
閂
侭
〉

■
画
】

く

ず
ぐ
田
①
扁
尻
。
届
弓
》

、
○
○
国
の
国
匡
①
四
旨
堅
Ｃ
Ｏ
；
Ｆ
ｏ
目
』
○
口
．
程
や
③
興
四
』
の

、

、

《
《
弓
胃
シ
き
め
國
口
』
シ
言
冒
尉
日
ご
〕

①
ｇ
８
目
尻
ロ
ユ
Ｆ
巨
斥
四
口
・

目
壷
貰
巨
①
ｍ
ｍ
ｐ
ｇ
国
巨
号
○
Ｐ
Ｆ
Ｃ
旨
ｑ
Ｏ
Ｐ
ら
ｇ
〕
ｇ
、

《
閃
ロ
哩
一
普
国
胃
①
’
旨
四
日
①
、
國
口
』
号
①
胃
○
月
演
目
〉
簿
噛

す
］
の
．
］
．
○
○
己
①
爵

口
閨
昼
陣
○
冨
邑
①
の
〉
ｚ
①
尋
８
ロ
シ
ヶ
ヶ
ｇ
】
ご
霊
．
９
ｍ

へ
《
目
冨
閨
○
巨
侭
官
の
冨
己
国
曽
＆
旨
Ｏ
Ｂ
ご
薄
ｌ
Ｐ
ｐ
目
５
円
目
①
目
５
口
〉

す
ぐ
の
①
○
ぬ
届
く
⑦
○
Ｈ
①
Ｈ
、

１

１

弓
］
５
日
鵲
ｚ
①
豚
○
目
色
ロ
ユ
陣
）
ロ
の
〕
Ｆ
ｏ
ｐ
匹
○
目
噛
岳
Ｓ
〕
ざ
の

司
胃
異
国
日
毎
○
口
．
程
④
四
酌

《
《
勺
○
村
再
四
房
○
烏
の
昌
○
君
』
○
口
旨
》
画
。

す
］
。
且
弓
望
目
困
巨
哩
５
ｍ
〕

”
（
弓
①
再
西
巴
①
、
Ｆ
ｏ
目
ｇ
Ｏ
Ｐ
乞
司
．
画
、
の

（
犀
弓
写
①
ｚ
日
牙
‐
君
、
騨
蜀
８
口
ご
閂
旦
乏
の
鴛
勺
蝕
斥
蔚
冨
員
〕
，

Ｆ
ｏ
ｐ
』
○
口
‐
料
＠
ｍ
陣
⑤
ｃ
の

ぐ
筐
侭
①
・
・
〉
ｌ
鈩
旨
少
ｏ
８
巨
昌
旦
吾
①
Ｆ
ｇ
ｏ
冨
の
呉

い
ず
れ
も
今
、
日
本
で
出
て
い
る
本
の
定
価
の
平
均
よ
り
は
高
い
。
よ

く
買
う
人
が
い
る
も
の
だ
と
感
心
す
る
が
、
英
国
で
も
登
山
人
口
は
日
本

同
様
激
増
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
別
に
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
首
題
の
〃
登
山
″
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
著
し
た
ア
ラ
ン
・
ブ
ラ

ッ
ク
シ
ョ
ー
は
、
一
九
三
三
年
に
北
西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
リ
バ
プ
ー
ル
で

生
れ
た
。
山
歩
き
は
一
五
歳
の
時
か
ら
は
じ
め
、
英
国
や
大
陸
の
岩
場
も

ｌ
Ｐ
陣
巨
島
冒
”
①
四
○
邑
匙
の
①
。
四
ｇ
ご
》

ず
ぐ
ｂ
い
く
丘
ロ
旨
匡
①
Ｈ
・

○
匿
吋
①
ロ
ｇ
ｏ
目
勺
同
①
脇
．
○
箆
○
己
当
忌
司
》
露
の

《
《
少
の
菌
ご
同
８
口
号
吊
）
・
Ｉ
聾
巨
島
駅
冒
四
○
○
昌
旨
昌
侭
卑
○
臣
の
日
．

す
ぐ
シ
面
、
国
胃
Ｆ
四
目
号
．

砲
昌
一
シ
自
画
崖
弔
耗
①
鵲
》
Ｆ
○
回
ｇ
Ｏ
Ｐ
』
や
③
興
争
廓
Ｃ
Ｃ

Ｒ
国
冨
屈
○
国
旦
吾
①
国
①
色
哩
①
苫

す
ぐ
国
．
同
．
Ｆ
・
冨
座
庁
勗
戸

詞
巨
胃
具
困
画
風
‐
巳
固
く
厨
Ｆ
○
画
旦
○
目
）
乞
畠
＠
＄
の

《
《
ｚ
ｏ
自
侭
①
Ｈ
の
旨
号
①
函
旨
旦
巨
【
匡
号
〕
．
．

す
ぐ
弔
冨
］
ざ
自
国
貝
①
Ｈ
》

①
島
厨
ユ
ゥ
］
ｚ
侭
堅
日
日
日
日
・

国
○
匹
：
尉
國
旨
匹
聾
○
巨
輌
冨
○
Ｐ
Ｆ
Ｃ
口
堅
Ｏ
Ｐ
思
畠
画
囲
の

Ｒ
○
四
匡
①
苛
日
目
尻
四
ヶ
巳
〉
）
．

ず
］
ｚ
面
色
目
昌
貝
閂
．

国
○
堅
邑
①
拭
い
ロ
」
聾
○
巨
餌
胃
○
口
〉
Ｆ
ｏ
ｐ
ｇ
Ｏ
Ｐ
岳
訟
画
曽
の
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多
く
肇
じ
、
一
九
五
八
年
に
は
ハ
ン
ト
に
つ
い
て
コ
ー
カ
サ
ス
、
一
九
六

○
年
に
は
北
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
幅
広
い
登
山
を
行
っ
て
来
た
。
一
九

六
二
年
結
婚
。
可
愛
ら
し
い
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
と
の
間
に
セ
ア
嬢
が
い
る
。

職
業
は
電
力
省
の
大
臣
秘
耆
。
英
国
山
岳
会
の
年
報
の
名
誉
編
集
長
と
い

う
面
倒
な
仕
事
を
引
受
け
て
い
る
。
私
は
一
九
六
八
年
の
国
際
山
岳
連
盟

の
ロ
ン
ド
ン
総
会
以
来
、
彼
か
ら
そ
の
友
人
の
一
人
と
し
て
の
待
遇
を
う

け
て
い
る
。
英
国
山
岳
会
へ
入
会
出
来
た
の
も
、
彼
の
お
蔭
だ
と
思
っ
て

い
る
。そ

こ
で
本
の
こ
と
に
移
る
が
、
こ
の
〃
登
山
″
は
最
初
一
九
六
五
年
に

Ｆ
昌
唱
旨
国
○
○
嚴
伊
ａ
，
か
ら
一
八
Ｓ
六
Ｄ
で
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
大
き
な
改
訂
を
施
し
て
再
版
を
出
し
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
本
人

の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
前
の
本
は
二
万
以
上
売
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
今
度
の
新
ら
し
い
の
に
も
普
及
版
が
あ
る
ら
し
い
・

序
文
は
例
の
ハ
ン
ト
が
言
い
て
い
る
。
ア
ラ
ン
は
ハ
ン
ト
の
愛
弟
子
の

よ
う
だ
。
ハ
ン
ト
の
正
式
な
名
前
は
近
頃
、
目
冨
冗
樹
匡
国
。
旨
○
巨
国
ｚ
①

Ｆ
ｏ
ａ
国
屋
日
旦
匡
色
旨
ぐ
巴
吋
乏
鼻
①
ａ
旨
①
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
れ

が
昔
の
蝕
吋
］
○
冒
困
巨
昌
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、
簡
単
に
言
え
ば

ハ
ン
ト
閣
下
な
の
で
あ
る
。

こ
の
本
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
四
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

（
一
）
英
国
で
の
山
歩
き

（
二
）
英
国
で
の
岩
登
り

（
三
）
ア
ル
プ
ス
登
山

（
四
）
付
録

（
一
）
、
彼
は
山
登
り
も
ま
た
、
２
名
ご
騨
名
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

と
い
う
信
念
か
ら
、
各
章
を
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い

る
。
夏
秋
の
山
歩
き
、
冬
春
の
山
歩
き
（
雪
と
氷
）
、
山
歩
き
の
装
備
品
、

英
国
の
山
中
施
設
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
百
科
、
等
が
第
一
部
の
内
容
。

（
二
）
、
は
英
国
の
岩
登
り
、
技
術
、
ロ
ー
プ
、
人
工
登
鑿
、
雪
氷
登
筆

用
具
、
同
技
術
、
登
山
事
故
、
山
歩
き
と
登
肇
地
の
紹
介
。

（
三
）
、
は
ア
ル
プ
ス
へ
の
手
引
き
、
ア
ル
プ
ス
登
山
用
具
、
状
況
と
天

候
、
登
山
技
術
、
ク
レ
バ
ス
救
助
、
登
山
地
案
内
。

（
四
）
、
は
付
録
だ
が
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
登
山
記
録
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
者
に
は
、
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
Ａ
）
の
地
名
解
説
（
ゲ
ー
リ
ッ
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
は

特
に
よ
い
・
発
音
の
方
法
も
書
い
て
あ
る
・
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
に
少
呂
‐

①
Ｈ
Ｑ
ｏ
ｇ
と
い
う
山
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
命
名
者
は
知
ら
な
い
。
し
か

し
キ
オ
ホ
は
ど
う
や
ら
ゲ
ー
リ
ッ
ク
の
〃
乳
首
、
乳
房
″
の
意
味
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
て
き
た
。
又
、
英
本
国
の
最
高
峰
、
国
①
ロ
ｚ
①
ぐ
尉
色
逸
陰

日
）
は
、
今
ま
で
〃
雪
の
山
″
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
が
、
ロ
の
ぐ
厨
は
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
の
ロ
①
目
Ⅱ
ぐ
ｇ
ｏ
日
即
ち
ぐ
①
ロ
○
日
○
ロ
の
○
目
①
（
害
毒
の
あ

る
、
意
地
悪
な
）
か
ら
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ウ
ェ
ル
シ
ュ
で
は

呼
自
が
国
四
口
に
な
る
。
崩
口
は
〃
頭
、
頂
上
″
で
あ
る
。

（
Ｂ
）
は
山
に
関
係
の
あ
る
国
家
的
施
設
、
登
山
訓
練
所
な
い
し
学
校
、

こ
の
中
に
、
私
も
見
学
し
て
き
た
。
§
の
一
○
巨
制
樹
に
あ
る
ｇ
ｏ
君
含
巳
四

ｚ
島
。
ロ
巴
罰
①
貝
①
畠
。
ロ
の
①
貝
①
具
別
名
印
画
の
‐
弓
厚
①
旨
旨
〉
〃
王
の
家
又

は
城
″
と
い
う
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
）
も
出
て
い
る
。

（
Ｃ
）
は
英
国
の
山
岳
会
の
紹
介
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
は
ど
う
も
一
緒
に
な
れ
な
い
と
見
え
て
、
英
国
に
は
日
本
山
岳
協
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会
み
た
な
い
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
国
冨
○
（
犀
罠
号
冨
○
巨
口
冨
冒
①
①
Ｈ
‘

旨
い
○
○
匡
旨
昌
》
英
国
登
山
評
議
会
）
、
こ
れ
に
は
衿
。
ｇ
冨
鈩
菅
巨
の

Ｑ
号
英
国
山
岳
会
）
を
は
じ
め
と
し
て
一
二
五
の
山
岳
会
が
加
入
。

二
は
Ｐ
の
○
○
（
崔
路
Ｏ
ｏ
旨
陣
○
ご
具
の
８
菖
普
Ｑ
一
日
豆
目
岨
Ｑ
巨
豆
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
山
岳
協
会
）
で
、
加
盟
団
体
は
二
七
。
両
方
と
も
大
学
山

岳
部
は
直
接
に
入
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
加
入
し
て
い
な
い
の
が
五
○

団
体
あ
る
。
日
本
に
も
立
派
な
組
織
の
総
合
団
体
が
あ
る
が
、
内
容
は
ま

だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が
沢
山
あ
る
よ
う
だ
。
因
み
に
一
九
六
八
年
の
国
際

山
岳
連
盟
総
会
の
ホ
ス
ト
は
Ｂ
Ｍ
Ｃ
で
あ
っ
た
。
ｌ
今
、
カ
ソ
リ
ッ
ク

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
間
に
、
何
や
ら
い
ざ
こ
ざ
が
起
っ
て
い
る
英
領

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
、
山
岳
会
が
七
団
体
あ
る
。

（
Ｄ
）
は
大
陸
の
山
岳
団
体
の
紹
介
で
一
○
ヵ
国
が
出
て
い
る
。
全
体
を

通
じ
て
皆
、
住
所
が
書
い
て
あ
る
の
で
便
利
で
あ
る
。

（
Ｅ
）
に
は
地
図
と
磁
石
の
使
用
法
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
こ
で

〃
北
″
に
三
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
〃
真
の
北
″
〃
磁
石
の
北
″
そ
れ

に
〃
格
子
網
の
北
″
（
⑦
民
己
ｚ
ｏ
再
ｇ
で
あ
る
。
日
本
の
地
図
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
本
で
は
、
丁
度
去
年
の
秋
、
私
が
現

地
で
買
っ
て
き
た
陸
地
測
量
部
（
０
．
Ｓ
）
の
普
○
葛
号
ロ
旨
図
で
説
明
し

て
い
る
地
図
の
縦
線
は
、
グ
リ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
五

三
度
Ｎ
の
あ
た
り
で
は
、
磁
石
の
北
よ
り
右
へ
六
・
五
度
の
と
こ
ろ
へ
地

図
を
合
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。

（
Ｆ
）
は
登
山
家
の
た
め
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
。

最
後
が
参
考
文
献
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
写
真
や
地
質
、
映
画
の
も

の
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
総
索
引
を
も
っ
て
、
こ
の
本
の
締
め
く

こ
の
本
の
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
ジ
ョ
ー
Ｑ
ｏ
の
①
吾
）
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
こ
と
を
知
る
の
が
よ
い
と
思
う
。

一
九
六
八
年
一
○
月
七
日
、
私
は
国
際
山
岳
連
盟
の
総
会
に
出
席
し
た

各
国
の
代
表
者
と
一
緒
に
、
例
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
そ
の
他
の
接
待
役

（
主
に
英
国
山
岳
会
の
人
た
ち
）
の
案
内
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ー
ス
ト
ン

駅
か
ら
急
行
列
車
の
リ
ザ
ー
ブ
ド
・
コ
ー
チ
に
乗
り
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
と

い
う
知
っ
て
い
る
名
の
駅
な
ど
を
通
っ
て
ク
リ
ュ
ー
の
駅
に
お
り
、
貸
切

バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、
い
よ
い
よ
待
望
の
ス
ノ
ー
ド
ニ
ァ
の
中
心
に
向
っ

た
。

汽
車
が
二
時
間
、
バ
ス
が
三
時
間
で
着
い
た
と
こ
ろ
が
カ
ペ
ル
・
ク
ー

リ
グ
に
あ
る
、
ブ
ラ
シ
・
ブ
レ
ー
ン
の
登
山
学
校
で
あ
っ
た
。

く
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
対
象
が
主
と
し
て
英
国
の
若
い
人
達
と
な
っ
て
い
る
が
、
わ

れ
わ
れ
が
読
ん
で
も
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
是
非
読
ん
で
頂
き
た
い
と
思
う
。
〔
吉
沢
一
郎
〕

ｌ
皆
〕
少
艮
５
匡
○
噌
眉
ご
辱
嵜
の
即
○
ミ
ロ
ー

罠
弓
昏
①
困
騨
烏
包
目
①
胃
典
雪

ぐ
ざ
８
吋
の
巳
置
ｐ
８
Ｆ
ａ
・
噂
Ｆ
ｏ
邑
包
○
ｐ

Ｈ
①
①
『
》
心
画
の
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翌
日
私
が
ジ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
か
ら
紹
介
さ
れ
た

の
は
、
こ
の
学
校
の
食
堂
で
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ム
ズ
タ
ー
グ
・
ク
ワ
ー

や
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
峰
、
さ
て
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
頭
に
真
先
に

立
っ
た
男
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い
よ
う
な
、
声
の
小
さ
い
、
背
の
低

い
、
一
寸
猫
背
で
遠
慮
勝
ち
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
私
が
写
真
を
撮
っ
た

り
、
手
帳
を
出
し
た
り
す
る
と
、
別
に
う
る
さ
が
り
も
せ
ず
、
言
う
な
り

に
な
っ
て
く
れ
て
い
た
。

彼
の
方
で
は
小
さ
な
東
洋
人
が
一
人
い
た
ぐ
ら
い
し
か
、
覚
え
て
い
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
が
彼
か
ら
受
け
た
印
象
は
感
動
深
い
も
の
で
あ

っ
た
。

ト
ム
・
パ
テ
ー
は
こ
の
『
ハ
ー
ド
・
イ
ヤ
ズ
』
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
、

次
の
よ
う
な
詩
を
載
せ
て
い
る
が
、
私
に
は
詩
才
も
な
い
の
で
散
文
み
た

い
な
も
の
に
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

〃
雪
に
消
え
た
勇
ま
し
い
登
華
家
の
物
語
り
は
沢
山
に
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
ジ
ョ
ー
と
い
う
名
の
丁
稚
小
僧
が
、
名
を
得
る
ま
で
に
到
る
過

程
の
韻
詩
で
あ
る
。

彼
は
あ
の
古
趣
の
あ
る
、
昔
な
が
ら
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
住
ん
で

い
た
。
彼
の
名
は
伝
説
に
な
っ
た
。
’
そ
う
だ
、
ジ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ウ

ン
の
物
語
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
は
氷
と
岩
で
一
番
苦
労
し
た
人
間
で
あ
る
。
信
じ
ら
れ
な
い

偶
話
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
。
そ
れ
は
素
晴
し
い
男
で
あ
る
。

岩
に
手
を
触
れ
た
の
は
一
九
四
九
年
が
初
め
て
で
あ
っ
た
（
注
・
生

れ
は
一
九
三
○
年
）
。

動
き
は
遅
い
が
度
胸
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
初
心
と
幸
運
と
母
親
の

物
干
し
紐
が
あ
っ
た
。

未
聞
の
技
能
で
砂
岩
の
古
典
ル
ー
ト
を
筆
じ
た
。
彼
の
名
は
間
も
な

く
、
グ
リ
ッ
ド
や
ダ
ン
ジ
ョ
ン
・
ギ
ル
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
。

不
運
な
リ
ー
ダ
ー
達
の
よ
く
落
ち
る
、
デ
ィ
ナ
ス
・
ク
ロ
ム
レ
フ
の

後
ろ
に
、
コ
ー
ナ
ー
岩
が
立
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ー
は
ひ
ど
く
小
さ
か
っ
た
が
、
胆
は
大
き
く
、
神
経
は
鋼
鉄
の

よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
石
造
の
砦
、
や
る
べ
き
だ
っ
た
。
そ

し
て
ジ
ョ
ー
も
そ
う
思
っ
た
。

彼
は
海
を
渡
っ
て
シ
ャ
モ
ニ
ヘ
行
っ
た
。
ド
リ
ュ
ー
の
西
壁
で
は
記

録
を
三
日
も
引
離
し
た
。
ブ
レ
テ
ィ
エ
ー
ル
の
未
登
の
壁
に
〃
ブ
ラ
ウ

ン
の
割
れ
目
″
と
い
う
の
が
残
さ
れ
た
。

エ
バ
ン
ズ
が
遠
い
ネ
パ
ー
ル
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
た
時
、
そ
の
声

に
応
じ
て
馳
せ
参
じ
た
の
が
、
ジ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
っ
た
。

巨
大
な
カ
ン
チ
の
上
に
、
祖
国
の
旗
が
翻
っ
た
。
岩
壁
が
八
キ
ロ
も

あ
る
、
寒
い
寒
い
カ
ラ
コ
ル
ム
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
右
翼
、
マ
ニ
ョ
ー

ヌ
ら
が
、
コ
ソ
コ
ソ
と
通
り
過
ぎ
た
時
、
ム
ズ
タ
ー
グ
・
タ
ワ
ー
の
頂

き
に
先
に
立
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ー
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
戦
線
で
は
ハ
ン
ト
と
共
に
、
東
西
に
橋
を
渡
し
て
平
和
の
道

を
歩
い
た
。
頂
上
で
の
話
を
導
い
た
男
、
そ
れ
が
タ
ワ
リ
シ
チ
・
ジ
ョ

ー
と
し
て
知
ら
れ
た
男
で
あ
っ
た
。

彼
は
壁
の
上
を
飛
ん
で
行
く
鷲
の
よ
う
に
幸
福
で
あ
っ
た
。
縄
梯
子

は
何
百
メ
ー
ト
ル
と
い
う
空
間
で
揺
れ
て
い
た
。

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
上
の
小
さ
な
手
掛
り
で
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
い

る
ジ
ョ
ー
・
誰
か
ら
も
、
決
し
て
落
ち
な
い
男
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
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彼
の
登
山
観
、
と
言
え
ば
大
袈
裟
だ
が
、
登
筆
乃
至
登
山
に
対
し
て
ど

う
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
を
、
一
寸
紹
介
し
て
み
よ
う
。

〃
わ
れ
わ
れ
が
何
故
山
に
登
る
の
か
〃
と
い
う
問
い
に
対
す
る
〃
そ
こ

に
山
が
あ
る
か
ら
〃
と
い
う
マ
ロ
リ
ー
の
答
え
（
注
・
別
記
『
マ
ロ
リ

ー
伝
』
参
照
、
彼
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
が
な
い
ら
し
い
）
は
、

壁
に
へ
ば
り
つ
く
人
間
蜘
蛛
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
吸
い
込
み
、
自

信
、
そ
し
て
摩
擦
ｌ
そ
の
他
に
は
何
も
な
い
。

し
か
し
彼
の
成
功
の
秘
密
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
裂
け
目
に
あ
る

小
穴
に
ぶ
ら
さ
が
る
、
あ
の
驚
嘆
す
べ
き
技
巧
に
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
並
通
り
に
お
り
て
い
た
よ
と
彼
ら
は
言
っ
た
。
彼
は
デ

ニ
ス
・
グ
レ
ー
や
私
の
よ
う
な
、
ボ
ン
ク
ラ
ど
も
と
も
華
っ
て
い
た
。

登
筆
を
続
け
る
た
め
に
、
そ
し
て
先
頭
の
た
め
に
よ
く
調
子
を
合
せ

て
い
た
。
そ
し
て
、
あ
の
悲
し
い
道
化
師
、
ブ
ラ
ウ
ン
王
は
、
今
や
凡

人
に
な
り
果
て
た
。

岩
と
氷
ク
ラ
ブ
の
萎
ん
だ
花
の
た
め
に
、
彼
ら
は
そ
れ
を
昔
歌
っ

た
、
そ
れ
で
充
分
で
は
な
い
か
。

彼
は
今
何
を
し
て
い
る
の
か
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
い
る
。
懐
し
の
昔

の
友
よ
、
あ
の
割
れ
目
登
り
の
ジ
ョ
－
よ
。

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ポ
イ
ス
ン
も
そ
う
言
っ
た
、
若
い
バ
ス
・
イ
ン
グ
ル

も
そ
う
言
っ
た
。
豪
語
す
る
ア
ラ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
そ
し
て
〃
雑

色
服
″
の
ピ
ー
タ
ー
・
ク
リ
ュ
ー
も
そ
う
だ
っ
た
。

外
の
暗
闇
か
ら
、
雷
の
よ
う
な
声
が
聞
え
た
時
、
ブ
ラ
ウ
ン
壁
王
は

困
惑
し
た
渋
面
を
し
な
が
ら
、
仮
睡
か
ら
覧
め
た
・
〃

こ
の
登
る
と
い
う
こ
と
の
複
雑
な
理
由
の
説
明
に
は
不
充
分
で
あ
る
。

総
て
で
は
な
い
と
し
て
も
多
く
の
人
々
に
は
、
は
け
口
の
必
要
な
冒

険
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
多
く
、

つ
ま
り
自
動
車
競
争
、
帆
走
競
争
な
ど
に
は
沢
山
の
お
金
が
い
る
が
、

山
登
り
に
は
少
な
く
と
も
最
初
は
、
一
足
の
運
動
靴
と
古
服
が
い
く
ら

か
あ
れ
ば
充
分
な
の
で
あ
る
。

登
山
の
よ
い
面
の
一
つ
は
、
小
さ
な
練
習
崖
で
ブ
ラ
ブ
ラ
登
り
を
や

る
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
な
大
き
な
山
に
苦
労
し
て
登

る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
や
型
で
そ
れ
ら
が
楽
し
め
る

と
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

〃
恐
怖
″
は
登
山
家
な
ら
誰
で
も
が
、
い
つ
か
は
味
わ
う
感
じ
で
あ

る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
慎
重
な
ど
と
い
う
も
の
の
必
要
は
な
い
。

し
か
し
私
は
恐
怖
を
感
じ
た
時
に
は
、
そ
の
登
肇
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
な
い
・
と
は
言
え
、
緊
張
ら
し
い
も
の
が
一
つ
も
な
か
っ
た
登
肇

よ
り
も
、
恐
ろ
し
い
よ
う
な
場
面
の
あ
っ
た
登
筆
の
方
を
、
一
層
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

一
般
に
登
山
と
い
う
も
の
に
は
、
大
変
な
頑
丈
さ
と
神
経
が
い
る
と

い
う
考
え
は
間
違
っ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
本
当
な
ら
、
一
番
が
っ
ち

り
し
た
人
が
、
最
上
の
登
肇
家
に
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
は
い
か
な
い
。

力
や
強
さ
と
い
う
も
の
は
、
登
肇
家
に
と
っ
て
の
財
産
で
は
あ
る

が
、
技
術
的
な
問
題
を
う
ま
く
処
理
で
き
る
精
神
的
な
能
力
、
肉
体
的
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図書紹介

以
上
の
抜
き
書
に
よ
っ
て
も
、
ハ
ン
ド
・
ジ
ャ
ム
（
国
四
且
‐
百
日
．
手

挟
み
）
の
ジ
ョ
ー
と
し
て
名
の
通
っ
て
い
る
彼
の
、
繊
細
な
身
体
か
ら
出

て
く
る
闘
志
と
最
高
の
美
技
が
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
の
前
に
躍
如
と
し
て
現

わ
れ
て
く
る
の
が
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

そ
こ
で
今
度
は
、
彼
の
キ
ャ
リ
ア
を
年
代
順
に
追
っ
て
み
よ
う
。

彼
は
英
国
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
郊
外
に
あ
る
、
鉄
道
陸
橋
の
近
く
に
住

ん
で
い
た
一
家
の
末
子
（
第
七
子
）
と
し
て
一
九
三
○
年
に
生
れ
た
。
当

時
に
あ
っ
て
も
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、
登
山
活

動
の
中
心
地
が
二
つ
あ
っ
て
、
目
胃
思
鼻
ａ
患
日
）
地
方
の
砂
岩
や
石

灰
岩
の
岩
山
に
、
沢
山
の
登
山
家
が
集
ま
っ
て
い
た
。
家
は
貧
し
か
っ
た

が
、
品
位
は
保
た
れ
て
い
た
。
母
が
潔
癖
な
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
父

は
ジ
ョ
ー
が
生
後
八
ヵ
月
の
時
に
死
ん
だ
。
一
生
建
築
大
工
だ
っ
た
が
、

水
夫
に
な
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
そ
の
船
上
で
の
負
傷
が
も
と
で
足
に
壊
疽

が
で
き
、
そ
れ
が
原
因
で
死
ん
だ
と
い
う
。

当
時
の
働
ら
き
手
は
長
兄
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
母
は
近
所
の
洗
濯
も
の

を
請
負
っ
て
、
家
計
の
つ
じ
つ
ま
を
合
せ
て
い
た
。
皆
が
少
し
ず
つ
大
き

く
な
っ
て
働
ら
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
稼
ぎ
を
全
部
母
に
渡
し
、
母

な
柔
軟
性
と
機
敏
さ
、
そ
れ
に
適
正
量
の
自
信
と
い
う
も
の
の
複
合
が

一
番
重
要
な
こ
と
だ
。

こ
れ
ら
の
資
質
の
最
初
の
二
つ
は
、
普
通
な
ら
誰
で
も
持
っ
て
い
て

多
く
の
岩
壁
の
下
で
発
見
さ
れ
る
、
小
さ
な
丸
石
問
題
で
実
演
さ
れ
て

い
る
が
、
以
上
の
三
つ
が
す
べ
て
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
滅
多

に
な
い
。

か
ら
改
め
て
小
使
い
を
貰
っ
て
い
た
。

以
下
年
代
順
に
彼
の
足
跡
を
追
お
う
。

一
九
四
二
年
、
一
二
歳
の
時
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
こ
と
が
好
き
に

な
っ
た
。
一
番
の
問
題
は
、
そ
の
度
に
母
の
許
し
を
得
る
こ
と
と
、
仲
間

を
探
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
ｌ
（
小
さ
い
時
に
は
絶
望
的
な
劣
等
感
を
も

っ
て
い
た
の
で
、
名
が
知
ら
れ
て
き
て
皆
か
ら
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
る
と
、
ひ

ど
く
面
喰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
）

一
九
四
四
年
、
小
学
校
を
出
た
時
に
は
四
フ
ィ
ー
ト
一
イ
ン
チ
、
軍
隊

か
ら
出
て
き
た
時
で
さ
え
、
五
フ
ィ
ー
ト
四
イ
ン
チ
し
か
な
か
っ
た
。
何

で
も
屋
の
ア
ー
チ
と
い
う
鉛
管
職
の
と
こ
ろ
へ
年
期
奉
公
に
入
っ
た
。
こ

の
お
じ
さ
ん
、
な
か
な
か
い
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
彼
の
山
登
り
に
別
に

文
句
も
言
わ
ず
、
高
い
靴
な
ど
も
買
っ
て
や
っ
て
い
る
。
後
に
ジ
ョ
ー
か

ら
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
四
六
’
四
七
年
、
最
初
の
岩
登
り
は
固
且
の
吋
口
。
尋
匙
昌
と
い

う
滝
場
で
や
っ
た
。
ロ
ー
プ
は
ビ
ー
ル
醸
造
家
の
使
う
重
い
も
の
で
あ
っ

た
。
○
○
冒
飼
固
旬
百
ｍ
（
注
・
英
国
の
岩
登
り
の
先
駆
者
の
一
人
）
の

《
《
原
《
雲
の
○
○
Ｑ
自
画
目
呪
》
を
読
む
。
こ
の
時
は
母
が
、
窓
の
吊
り
紐
か

ら
物
干
し
紐
に
し
た
の
を
ロ
ー
プ
に
し
て
使
っ
た
。
湖
水
地
方
に
進
出
し

た
が
、
ま
だ
岩
登
り
や
登
山
に
つ
い
て
の
一
般
知
識
は
何
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。

一
九
四
七
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
初
め
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
行
く
。
こ
の
頃

は
弓
言
日
四
の
旨
①
貝
涛
の
。
且
貝
通
称
聖
旨
ゞ
一
九
歳
の
水
管
工
）
が

親
分
で
あ
っ
た
。

一
九
四
八
年
、
イ
ー
ス
タ
ー
に
遥
々
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ベ
ン
・
ネ
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ビ
ス
へ
行
っ
た
。
冬
季
に
は
ア
ル
プ
ス
と
同
条
件
に
な
る
悪
名
高
い
山
で

あ
る
。
最
初
に
登
っ
た
の
が
Ｚ
。
、
い
と
い
う
ガ
リ
ー
。
国
氏
。
胃
と

い
う
岩
場
で
最
初
の
墜
落
を
経
験
す
る
。

真
夏
の
頃
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
仲
間
を
中
心
と
し
た
く
巴
ご
号
Ｑ
‐

号
と
い
う
の
を
つ
く
っ
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
近
く
に
は
呼
○
君
ロ
》
の

国
冒
冒
禺
①
と
か
国
。
急
目
。
。
目
角
と
い
っ
た
よ
う
な
場
所
が
い
く
つ

か
あ
る
。
印
＆
崖
の
宮
。
口
と
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
登
肇
に
は
特
記

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
場
所
は
主
と
し
て
普
○
葛
昏
昏
と
か
巨
卸
号
①
爵

顧
閉
付
近
。
四
八
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
は
湖
水
地
方
に
あ
る
Ｐ
Ｈ
‐

吾
巨
Ｈ
ｐ
Ｏ
蒄
巨
ロ
（
一
九
五
三
年
、
ア
ル
プ
ス
で
死
ぬ
）
の
ル
ー
ト
を
殆
ん

ど
登
っ
た
。

’
九
五
一
年
、
く
餌
弄
目
①
が
解
散
さ
れ
、
《
閃
○
烏
画
且
庁
①
。
】
が
創

設
さ
れ
た
。
ロ
○
口
君
三
房
目
の
（
一
九
三
四
年
生
ま
れ
）
が
参
加
、
］
。
①

の
目
牙
も
仲
間
に
い
た
が
、
三
○
人
を
越
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

’
九
五
二
－
五
三
年
、
主
と
し
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
活
躍
、
麻
ロ
ー
プ
は

ナ
イ
ロ
ン
に
変
っ
て
き
た
が
、
ピ
ト
ン
は
ま
だ
少
な
く
高
価
で
も
あ
っ

た
。
人
工
登
筆
を
始
め
る
。
そ
し
て
五
三
年
に
は
じ
め
て
シ
ャ
モ
ニ
に
現

わ
れ
る
。

’
九
五
四
年
、
ド
リ
ュ
ー
の
西
壁
で
時
間
的
記
録
を
つ
く
り
、
国
吻
２
吋
①

犀
○
葛
旨
と
い
う
名
が
残
る
。

一
九
五
五
年
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
。
エ
バ
ン
ズ
か
ら
と
う
と
う
呼

び
出
し
が
か
か
る
。
費
用
は
全
部
遠
行
隊
持
ち
、
小
使
い
と
し
て
は
二
○

ポ
ン
ド
も
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
だ
が
彼
に
は
そ
ん
な
金
の
持
ち
合
せ
は

な
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
登
山
用
具
を
競
売
に
す
る
。
初
め
て
王
侯
の

よ
う
な
旅
行
。
五
月
二
五
日
》
Ｇ
・
季
ハ
ン
ド
と
頂
上
に
立
つ
。
〃
山
登
り

で
は
一
方
が
大
学
教
授
だ
ろ
う
と
、
一
方
が
労
働
者
だ
ろ
う
と
、
そ
ん
な

こ
と
は
関
係
な
い
〃
と
彼
は
言
う
。

戻
っ
て
か
ら
シ
ャ
モ
ニ
ヘ
・
職
業
は
今
度
は
家
屋
修
理
業
、
学
校
の
先

生
を
し
て
い
た
く
巴
と
伝
統
的
な
結
婚
式
を
挙
げ
る
。
写
真
を
み
る
と

お
と
な
し
そ
う
な
、
そ
し
て
理
知
的
な
面
ざ
し
を
し
た
美
し
い
人
で
あ

る
。
こ
の
年
か
ら
ビ
ブ
ラ
ム
靴
使
用
。

一
九
五
六
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ム
ズ
タ
ー
グ
・
タ
ワ
ー
。
こ
れ
は
マ
ク

ノ
ー
ト
・
デ
ピ
ス
か
ら
電
話
。
二
週
間
以
内
に
行
く
、
参
加
頼
む
。
金
は

ど
う
す
る
。
い
く
ら
持
っ
て
い
る
。
八
○
ポ
ン
ド
。
オ
ー
ケ
ー
、
充
分
。

あ
と
で
聞
い
た
ら
、
マ
ク
と
ハ
ル
ト
ー
グ
は
各
々
一
○
○
○
ポ
ン
ド
ず
つ

出
し
て
い
た
ら
し
い
・

帰
国
し
て
か
ら
以
後
、
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
へ
の
タ
レ
ン
ト
業
が
忙
し
く
な

っ
て
行
く
。
そ
の
た
め
に
ド
ロ
ミ
テ
や
イ
ラ
ン
の
ア
サ
シ
ン
洞
窟
（
六
一

年
）
、
・
へ
ト
ラ
（
六
二
年
）
な
ど
に
行
っ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
、
ラ
ン
ベ
リ
ス
峠
付
近
、
シ
ャ
モ
ニ
遠
行
。

一
九
五
九
年
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
Ｑ
侭
喝
で
新
ル
ー
ト
の
開
拓
。

’
九
六
○
年
、
。
目
色
の
国
且
①
北
壁
。

一
九
六
一
一
年
、
パ
ミ
ー
ル
遠
行
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
が
隊
長
。
共
産
主

義
峰
に
登
る
・
ガ
ル
モ
峰
の
帰
途
、
冒
匡
目
の
目
昏
と
乏
罠
且
Ｚ
畠
‐

月
が
滑
落
死
を
し
た
。

一
九
六
四
年
、
目
。
日
も
臼
星
と
シ
ャ
モ
ニ
ヘ
・
巨
昏
の
南
壁
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
一
流
ガ
イ
ド
た
ち
と
共
に
Ｔ
Ｖ
フ
ィ
ル
ム
を
と
る
。

一
九
六
五
年
、
ラ
ン
ベ
リ
ス
に
登
山
用
具
中
心
の
店
を
開
く
。
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図書紹介

さ
て
今
度
の
本
の
こ
と
に
移
る
が
、
こ
れ
は
八
月
に
初
版
、
二
月
に

再
版
が
出
て
い
る
。
書
名
の
〃
苦
し
か
っ
た
年
月
″
と
い
う
の
は
、
一
九

三
○
年
に
生
れ
て
か
ら
ど
こ
ま
で
の
意
味
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在

で
は
少
な
く
と
も
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
、
す
っ
か
り
落
着
い
て
い
る

は
ず
で
あ
る
か
ら
〃
苦
し
か
っ
た
〃
の
は
、
ス
ノ
ー
ド
ン
の
西
麓
に
あ
る

上
高
地
み
た
い
な
ラ
ン
ベ
リ
ス
に
、
運
動
具
店
を
開
く
ま
で
の
こ
と
と
み

て
よ
い
と
思
う
。

因
み
に
ス
ノ
ー
ド
ン
と
い
う
の
は
古
い
英
語
で
は
ｇ
ｏ
弓
合
口
（
雪
の

山
）
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
は
陣
冒
と
い
い
、
こ
の
方
は
〃
鷲

の
家
″
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
方
が
趣
き
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。

な
お
ｇ
ｏ
弓
：
昌
四
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
政
上
の
地
名
で

は
な
い
ら
し
く
、
国
目
』
Ｐ
ｐ
Ｅ
の
晩
９
．
９
①
日
“
ｇ
ｏ
旨
．
冒
凰
○
口
①
吾
〕

ロ
①
ご
匡
碆
等
を
含
め
た
総
称
ら
し
い
。
丁
度
ア
メ
リ
カ
で
ｚ
①
葛
国
侭
‐

盲
目
と
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
と
か
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ロ

ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
な
ど
の
州
を
含
め
た
地
方
の
、
総
称
と
な
っ
て
い
る

の
と
同
じ
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。

序
で
に
私
が
今
持
っ
て
い
る
ス
ノ
ー
ド
ン
関
係
の
本
を
、
御
参
考
の
た

め
に
御
披
露
し
て
お
こ
う
。

。
《
崩
口
○
さ
」
○
自
国
さ
ぬ
門
四
己
辱
式
〕

ず
〕
ｐ
与
員
閨
○
ロ
ロ
四
⑦
①
○
津
の
具
８
口
四
口
二
三
言
ｚ
ｏ
胃
①
》

］
・
旨
．
ロ
の
ご
庁
四
目
』
の
○
ご
唖
》
Ｆ
○
口
』
○
口
．
岳
血
式

現
在
ま
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
周
辺
の
海
岸
地
域
で
、
未
開
拓
の
海
崖
登
筆
地

を
、
自
分
の
た
め
や
映
画
の
た
め
に
、
探
し
歩
い
て
い
る
と
い
う
。

。
《
鬼
○
烏
。
一
日
冨
吊
旨
少
９
５
巨
旨
の
ご
○
尋
匡
○
口
旨
寧
管
〕

ず
寓
目
○
ご
肖
陣
ご
胃
犀
①
〕

の
の
。
弄
①
鼎
四
口
』
卓
ご
色
吋
ケ
ロ
吋
醇
伊
○
旨
二
○
Ｆ
岸
④
①
②

・
食
や
○
吋
吋
昌
弄
○
命
の
口
○
弓
旦
○
口
茜
》
》
）

ず
と
Ｑ
①
身
畠
ご
国
巨
媚
篇
の
）

両
○
冨
鼻
国
巴
①
）
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
Ｏ
回
、
届
弓
．

ま
あ
こ
れ
だ
け
読
め
ば
、
ス
ノ
ー
ド
ン
に
関
す
る
大
概
の
こ
と
は
わ
か

ろ
う
。
な
お
、

。
《
《
○
ぐ
閂
夛
盃
一
号
函
筐
の
寧
嘗
》

ず
日
田
日
冒
臼
の
印
の
日
冒
冨
（
目
○
口
］
の
父
）
。

シ
監
日
ｍ
ｐ
Ｑ
ｏ
冨
吋
庁
の
四
四
鼻
》
Ｆ
ｏ
ｐ
ｑ
Ｏ
目
》
乞
溢
・

も
私
の
書
架
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
面
白
い
本
で
あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
の
本
は
Ｖ
・
ゴ
ラ
ン
ス
で
出
し
た
登
山
家
の
自
伝
本
と
し
て

三
冊
目
で
、
前
の
二
つ
は
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
ー
の
『
無
償
の
征
服
者
』

と
、
ク
リ
ス
・
ポ
ニ
ン
ト
ン
の
『
私
は
登
禁
を
選
ん
だ
』
で
あ
る
。
三
冊

目
の
ジ
ョ
ー
の
本
も
、
英
国
で
は
凡
ゆ
る
階
層
に
普
ね
く
知
ら
れ
た
こ
と

で
は
、
ウ
イ
ン
パ
ー
以
来
の
こ
と
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
忽
ち
再
版

が
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
忙
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
自
ら
筆
を
と

る
の
に
余
り
積
極
的
で
は
な
い
と
み
え
て
、
こ
の
本
の
殆
ん
ど
は
テ
ー
プ

に
吹
き
込
ん
だ
も
の
の
再
生
ら
し
い
。

内
容
は
、
前
書
き
、
あ
と
書
き
、
そ
の
他
を
除
い
て
二
章
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
で
生
れ
て
以
来
、
学
校
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
と
見
え
、
英
国

で
の
有
名
な
登
山
家
が
殆
ん
ど
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

な
ど
の
出
で
あ
る
の
に
、
彼
が
そ
う
で
な
い
の
も
面
白
い
。
そ
う
言
え
ば
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わ
れ
わ
れ
の
よ
く
知
っ
て
い
る
ド
ン
・
ウ
ィ
ラ
ン
ス
な
ど
も
、
ジ
ョ
ー
と

同
じ
く
鉛
管
工
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
本
に
よ
る
と
彼
の
山
行
、
と
い
う
よ
り
も
岩
登
り
が
ど
ん
な
順
序

で
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
か
が
、
よ
く
わ
か
る
が
（
前
記
の
紹
介
文
も
こ
の

本
を
通
読
し
て
書
い
た
の
で
あ
る
）
、
彼
を
一
躍
有
名
に
し
、
一
流
の
登
山

家
の
仲
間
に
加
え
さ
せ
た
の
は
、
ド
ン
と
や
っ
た
ド
リ
ュ
ー
の
西
壁
の
新

記
録
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
彼
は
エ
バ
ン
ズ
隊
に
招
か
れ
て
、
世
界
の
第
三
高
峰
カ
ン
チ

に
偵
察
に
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
偵
察
で
な
く
て
本
物
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
最
初
に
頂
上
に
達
し
た
の
は
彼
で
あ
る
。
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ム
ズ
タ
ー

グ
・
タ
ワ
ー
も
小
登
山
隊
で
登
っ
た
。
こ
の
時
の
隊
員
分
担
金
の
こ
と
が

面
白
く
書
か
れ
て
い
る
。

パ
ミ
ー
ル
行
の
章
で
は
、
彼
は
可
な
り
辛
辣
に
ソ
連
の
登
山
家
乃
至
は

登
山
組
織
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
ス
レ
ッ
サ
ー
の
『
赤
い
峰
々
』
に
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
が
、
あ
の
国
の
こ
と
は
、
自
由
主
義

者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
余
り
ピ
ン
と
来
な
い
と
こ
ろ
が
多
過
ぎ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
う
こ
と
を
ア
ケ
ス
ケ
に
本
に
書
い
て
、
あ
と
の

崇
り
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
が
ど
う
も
私
に
は
ゲ
せ
な
い
・

ジ
ョ
ー
が
私
の
手
帳
に
サ
イ
ン
し
て
く
れ
た
時
、
そ
の
名
前
の
下
に
、

Ａ
Ｃ
Ｇ
と
つ
け
加
え
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
Ａ
Ｃ
の
中
に
あ
る
若
手
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
筐
宮
口
①
Ｑ
自
画
長
の
８
眉
（
こ
れ
は
四
○
歳
を
過
ぎ
る

と
自
然
退
会
と
な
る
）
・
私
は
あ
と
で
Ａ
Ｃ
の
名
簿
を
み
た
が
、
そ
れ
に
は

彼
の
名
前
は
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
寸
不
思
議
な
感
じ
が
し
た
が
、
Ａ

Ｃ
Ｇ
を
出
る
と
自
然
に
、
Ａ
Ｃ
の
会
員
に
、
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

る
の
だ
と
思
う
。

こ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
は
（
日
本
語
に
訳
す
と
お
か
し
な
山
岳
会
名
に
な

っ
て
し
ま
う
の
が
多
い
が
）
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
各
国
に
あ
る
・
フ
ラ
ン

ス
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｍ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
、
ス
。
へ
イ
ン
に
は
Ｇ
Ａ
Ｍ

ド
イ
ツ
が
Ａ
Ａ
Ｖ
、
イ
タ
リ
ー
で
は
ア
カ
デ
ミ
コ
・
日
本
に
も
そ
れ
ら
し

い
名
前
の
も
の
は
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と

は
、
相
当
の
開
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〔
吉
沢
一
郎
〕
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会務報告

◇
七
月
理
事
・
評
議
員
会
七
月
十
八
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
吉
沢
、
深
田
、
藤
井
、
山
崎
、
大
塚
、
丹
部
、
飯
野
、
川
森
、
竹
田
、

宮
下
、
長
尾
、
小
倉
、
野
上
、
大
貫
、
渡
辺
、
加
藤
、
石
原
、
沼
倉
、
中
田
、

高
山
、
牧
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
神
河
内
山
荘
の
件

二
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

三
、
海
外
委
員
会
よ
り
キ
ン
ポ
ー
ル
氏
来
日
の
件

四
、
図
書
委
員
会
よ
り
図
書
交
換
会
開
催
の
件

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
二
七
九
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
・
評
議
員
会
九
月
五
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
山
崎
、
丹
部
、
大
塚
、
宮
下
、
広
谷
、
川
森
、

長
尾
、
小
方
、
中
島
、
野
上
、
小
倉
、
佐
藤
、
石
原
、
沼
倉
、
津
田
、
中
田
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
件

二
、
神
河
内
山
荘
の
件

三
、
年
次
晩
餐
会
の
件

会
務
報
告

’
九
六
八
年
七
月
’
一
九
六
九
年
六
月

四
、
遭
難
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
件

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
○
号
参
照
）

十
月
理
事
・
評
議
員
会
十
月
三
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
深
田
、
藤
井
、
山
崎
、
大
塚
、
丹
部
、
飯
野
、
宮
下
、
広
谷
、

長
尾
、
大
貫
、
芳
野
、
中
島
、
野
上
、
加
藤
、
佐
藤
、
石
原
、
沼
倉
、
中
田
、

牧
野

△
議
事
、
報
告

一
、
エ
・
ヘ
レ
ス
ト
の
件

二
、
神
河
内
山
荘
の
件

三
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
件

四
、
年
次
晩
餐
会
の
件

五
、
冬
富
士
技
術
講
習
会
の
件

六
、
海
外
委
員
会
よ
り
キ
ン
ポ
ー
ル
氏
来
日
の
件

七
、
「
山
岳
」
「
山
日
記
」
刊
行
の
件

八
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
一
号
参
照
）

◇
十
一
月
理
事
・
評
議
員
会
十
一
月
七
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
飯
野
、
竹
田
、
宮
下
、
小
倉
、
山
崎
大
貫
、
中
島
、
野
上
、

浜
野
、
長
尾
、
沼
倉
、
辰
沼
、
川
森
、
望
月
、
佐
藤
、
津
田
、
石
原

マ
議
事
、
報
告

一
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
件

二
、
年
次
晩
餐
会
の
件

三
、
登
山
講
演
会
の
件

四
、
冬
富
士
講
習
会
の
件

五
、
「
山
岳
」
の
広
告
と
進
行
状
況
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六
、
会
員
名
簿
の
件

七
、
女
子
職
員
採
用
の
件

八
、
図
書
交
換
即
売
会
の
件

九
、
編
集
出
版
委
員
会
の
報
告

十
、
六
甲
山
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
二
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事
・
評
議
員
会
士
一
月
十
二
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
藤
井
、
大
塚
、
宮
下
、
山
崎
、
野
上
、
丹
部
、

広
谷
、
大
貫
、
長
尾
、
中
島
、
小
倉
、
竹
田
、
飯
野
、
川
森
、
渡
辺
、
佐
藤
、

石
原
、
沼
倉
、
牧
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
モ
ヘ
レ
ス
ト
登
山
の
件

二
、
ネ
パ
ー
ル
の
万
国
博
参
加
の
件

三
、
山
陰
支
部
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
遠
征
の
件

四
、
東
海
支
部
晩
餐
会
本
部
役
員
出
席
の
件

五
、
富
士
講
習
会
の
件

六
、
登
山
講
習
会
の
件

七
、
こ
の
一
本
展
の
件

八
、
会
員
名
簿
の
件

九
、
年
次
晩
餐
会
の
件

十
、
足
立
画
伯
の
画
寄
贈
の
件

十
一
、
「
山
岳
」
広
告
の
件

十
二
、
ア
ル
バ
ー
タ
の
ザ
イ
ル
を
カ
ナ
ダ
山
岳
会
に
寄
贈
、
送
付
の
件

十
三
、
忘
年
会
の
件

十
四
、
大
自
然
を
守
る
会
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
三
号
参
照
）

◇
｜
月
理
事
・
評
議
員
会
一
月
九
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
長
尾
小
倉
、
川
森
、
広
谷
、
大
塚
、
浜
野
、

丹
部
、
藤
井
、
大
貫
、
山
崎
野
上
、
芳
野
、
飯
野
、
沼
倉
、
佐
藤
、
石
原
、

藤
島
、
堀
田

▽
議
事
、
報
告

一
、
エ
ゞ
ヘ
レ
ス
ト
登
山
の
件

二
、
四
十
四
年
度
新
役
員
の
件

三
、
磯
野
氏
追
悼
の
件

四
、
「
日
本
山
岳
志
」
覆
刻
版
の
件

五
、
会
費
の
見
通
し
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
四
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
・
評
議
員
会
二
月
六
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
藤
井
、
丹
部
、
大
塚
、
竹
田
、
広
谷
、
小
倉
、
川
森
、

野
上
、
長
尾
、
山
崎
、
佐
藤
、
渡
辺
、
石
原
、
望
月
、
沼
倉
、
辰
沼

▽
議
事
、
報
告

一
、
来
年
度
役
員
の
件

二
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件

三
、
「
山
岳
」
索
引
の
件

四
、
「
山
岳
」
六
十
三
年
広
告
の
件

五
、
日
山
協
指
導
員
制
度
の
件

六
、
永
原
氏
辞
任
の
件

七
、
小
集
会
の
件

八
、
海
外
連
絡
の
件

九
、
婦
人
懇
談
会
の
件

十
、
松
方
氏
カ
ト
マ
ン
ズ
出
発
の
件

十
一
、
山
形
県
へ
講
師
派
遣
の
件
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十
二
、
会
費
値
上
げ
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
五
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
・
評
議
員
会
三
月
六
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
藤
井
、
山
崎
、
大
塚
、
飯
野
、
丹
部
、
宮
下
、

広
谷
、
芳
野
、
長
尾
、
小
方
、
中
島
、
小
倉
、
浜
野
、
野
上
、
佐
藤
（
久
）
、
望

月
、
石
原
、
沼
倉
、
津
田
、
高
山
、
堀
田

▽
議
事

一
、
モ
ヘ
レ
ス
ト
登
山
の
経
過
の
件

二
、
会
員
総
会
の
件

三
、
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
六
号
参
照
）

◇
三
月
臨
時
理
事
・
評
議
員
会
三
月
二
十
五
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
宮
下
、
小
方
、
野
上
、
山
崎
、
大
塚
、
小
倉
、

広
谷
、
丹
部
、
中
島
、
飯
野
、
長
尾
、
芳
野
、
佐
藤
（
久
）
、
石
原
、
牧
野
、
沼

倉
▽
議
事

一
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
検
討
の
件

二
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件

三
、
昭
和
四
十
四
年
度
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

四
、
ル
ー
ム
基
金
目
標
額
達
成
の
件

五
、
国
際
ア
ル
ピ
｝
一
ス
ト
集
会
の
件

六
、
信
濃
支
部
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
の
件

七
、
シ
ェ
ラ
ク
ラ
プ
訪
日
の
件

八
、
「
山
岳
」
六
三
年
号
刊
行
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
六
号
参
照
）

◇
四
月
理
事
・
評
議
員
会
四
月
十
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
深
田
、
吉
沢
、
藤
井
、
山
崎
、
丹
部
、
大
塚
、
飯
野
、
竹
田
、

広
谷
、
川
森
、
長
尾
、
芳
野
、
小
倉
、
浜
野
、
野
上
、
堀
田
、
沼
倉
・
渡
辺
、
槙

マ
議
事
、
報
告

一
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件

二
、
会
員
総
会
の
件

三
、
一
九
六
九
年
度
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
の
件

四
、
シ
ャ
モ
’
一
国
立
登
山
学
校
招
待
の
件

五
、
谷
川
岳
登
山
条
例
に
関
す
る
身
分
証
明
書
発
行
の
件

六
、
磯
野
氏
追
悼
会
の
件

七
、
屋
久
杉
保
護
の
件

八
、
古
家
実
三
氏
短
冊
寄
贈
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
八
号
参
照
）

◇
昭
和
四
十
四
年
度
通
常
会
員
総
会
四
月
十
九
日
（
士
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
○
名

▽
総
会
次
第

一
、
会
長
挨
拶
三
田
幸
夫

二
、
昭
和
四
十
三
年
度
事
業
報
告
大
塚
博
美

三
、
支
部
報
告

東
九
州
支
部
（
野
口
秋
人
）
、
東
海
支
部
（
伊
藤
洋
平
）
、
静
岡
支
部
（
山
本
朋

三
郎
）
、
越
後
支
部
（
藤
島
玄
）
、
宮
城
支
部
（
伊
達
篤
郎
）
、
秋
田
支
部
（
荒

巻
広
政
）
、
石
川
支
部
（
小
林
雄
二
郎
）

四
、
昭
和
四
十
三
年
度
決
算
報
告
飯
野
享

五
、
昭
和
四
十
三
年
度
財
産
目
録
報
告
飯
野
享

六
、
監
査
報
告

牧
野
衞

（
全
員
異
議
な
く
収
支
決
算
の
報
告
を
承
認
）

七
、
昭
和
四
十
四
年
度
役
員
選
任
の
件
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四
十
四
年
度
役
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
。

〔
理
事
〕
三
田
幸
夫
、
吉
沢
一
郎
、
深
田
久
弥
、
山
崎
安
治
、
大
塚
博
美
、

飯
野
享
、
小
倉
董
子
、
広
谷
光
一
郎
、
長
尾
悌
夫
、
中
島
寛
、
浜
野
吉
生
、

野
上
成
勇
（
以
上
再
任
）
、
加
藤
泰
安
、
辰
沼
広
吉
、
村
木
潤
次
郎
、
川
上

隆
、
松
田
雄
一
、
藤
田
佳
宏
、
原
真
牧
野
内
昭
武
（
以
上
新
任
）
の
二
十
氏

を
選
任
、
退
任
さ
れ
た
藤
井
運
平
、
丹
部
節
雄
宮
下
秀
樹
、
竹
田
寛
次
、

川
森
左
智
子
、
大
貫
良
夫
、
芳
野
赴
夫
、
小
方
全
弘
八
氏
の
労
を
謝
し
た
。

〔
監
事
〕
牧
野
衛
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
と
し
て
小
原
勝
郎
氏
を
選

任
。

〔
評
議
員
〕
松
方
三
郎
、
加
藤
泰
安
、
佐
藤
久
一
郎
小
原
勝
郎
、
辰
沼
広

吉
、
伊
藤
秀
五
郎
、
村
木
潤
次
郎
の
セ
氏
が
退
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し

て
、
中
野
征
紀
、
今
西
寿
雄
析
井
健
一
、
織
内
信
彦
、
村
山
雅
美
、
藤
井

運
平
、
金
坂
一
郎
の
各
氏
を
選
任
、
退
任
さ
れ
た
セ
氏
の
労
を
謝
し
た
。

八
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案
大
塚
博
美

（
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
）

九
、
定
款
一
部
（
第
六
条
一
、
二
）
改
訂
の
件

（
年
会
費
お
よ
び
終
身
会
費
改
訂
）
飯
野
享

（
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
）

十
、
昭
和
四
十
四
年
度
収
支
予
算
案
飯
野
享

（
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
）

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
八
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
四
月
二
十
日
（
日
）
ル
ー
ム

出
席
者
富
山
Ⅱ
中
田
、
静
岡
Ⅱ
山
本
、
越
後
Ⅱ
藤
島
、
北
九
州
Ⅱ
野
口
、
宮
城

Ⅱ
伊
達
、
石
川
Ⅱ
小
林
、
秋
田
Ⅱ
荒
巻
、
吉
沢
、
深
田
、
飯
野
、
加
藤
、
辰
沼

松
田
、
中
島
、
山
崎

▽
議
事

モ
ヘ
レ
ス
ト
登
山
の
件
、
指
定
山
小
屋
の
件
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
指
定

山
小
屋
の
件
は
い
ち
お
う
中
止
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
各
支
部
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

懇
談
し
た
。

◇
四
月
臨
時
理
事
？
評
議
員
会
四
月
二
十
四
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
深
田
、
吉
沢
、
加
藤
、
辰
沼
、
広
谷
、
飯
野
、
大
塚
、
浜
野
、

山
崎
川
上
、
野
上
、
長
尾
、
小
倉
、
牧
野
内
、
松
田
、
析
井
、
今
西
、
金
坂

藤
井
、
村
山
、
島
田
、
中
田
、
織
内

▽
議
事
、
報
告

一
、
常
務
理
事
互
選
の
件

加
藤
泰
安
、
辰
沼
広
吉
、
山
崎
安
治
、
大
塚
博
美
、
広
谷
光
一
郎
、
飯
野
享
、

松
田
雄
一
、
浜
野
吉
生
、
中
島
寛
の
九
氏
を
互
選
。

二
、
常
任
評
議
員
互
選
の
件

藤
井
運
平
、
沼
倉
寛
二
郎
、
織
内
信
彦
、
村
山
雅
美
、
金
坂
一
郎
、
渡
辺
公
平

の
六
氏
を
互
選
。

三
、
理
事
の
事
務
分
担
の
件

加
藤
（
総
務
、
自
然
保
護
、
支
部
）
、
辰
沼
（
遭
難
対
策
）
、
山
崎
（
会
報
）
、

大
塚
（
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
）
、
松
田
（
海
外
）
、
飯
野
（
経
理
山
荘
、
庶
務
）
、
中

島
（
山
岳
）
、
広
谷
（
指
導
研
究
）
、
川
上
（
集
会
）
、
浜
野
（
学
生
部
）
、
牧
野

内
（
山
日
記
）
、
小
倉
（
婦
人
部
）
、
長
尾
（
医
療
研
究
）
、
野
上
（
図
書
、
ル

ー
ム
）

四
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件

五
、
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
集
会
参
加
者
推
薦
の
件

六
、
婦
人
懇
談
会
の
登
山
研
修
会
開
催
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
八
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
・
評
議
員
会
五
月
十
六
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
深
田
、
加
藤
、
原
、
松
田
、
長
尾
浜
野
、
山
崎
、
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大
塚
、
飯
野
、
野
上
、
牧
野
内
、
辰
沼
、
金
坂
、
石
原

▽
議
事
、
報
告

一
、
各
専
門
委
員
会
設
置
の
件

エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
、
医
療
委
員
会
、
指
導
研
究
委
員
会
、
海
外
連
絡
委
員
会
、

自
然
保
護
委
員
会
、
支
部
連
絡
委
員
会
、
学
生
部
指
導
委
員
会
、
山
日
記
編
集

委
員
会
、
会
報
編
集
委
員
会
、
山
岳
編
集
委
員
会
、
図
書
委
員
会
、
婦
人
懇
談

会
、
集
会
委
員
会
の
十
三
委
員
会
を
設
置

二
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件

三
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

四
、
Ｐ
調
阪
大
後
授
の
件

五
、
都
岳
連
評
議
員
推
薦
の
件

六
、
日
山
協
新
役
員
の
件

七
、
東
海
支
部
マ
ヵ
ル
ー
登
山
の
件

八
、
神
河
内
山
荘
補
修
の
件

九
、
そ
の
他

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
九
号
参
昭
心

◇
六
月
理
事
・
評
議
員
会
六
月
五
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
吉
沢
、
飯
野
、
山
崎
、
松
田
、
広
谷
、
小
倉
、
住
吉
、
長
尾
、

川
上
、
大
塚
、
牧
野
内
、
中
島
、
織
内
、
沼
倉
、
金
坂
、
堀
田

▽
議
事
、
報
告

一
、
遭
対
委
お
よ
び
各
種
委
員
会
委
員
追
加
の
件

二
、
各
委
員
会
の
運
営
方
針

三
、
加
藤
理
事
辞
任
願
い
の
件

四
、
関
西
支
部
長
交
替
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
二
八
九
号
参
照
）

×
×
×

◇
小
集
会

▽
第
二
四
四
回
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
七
日
（
木
）
於
・
ル
ー
ム

参
加
者
二
十
名

タ
ト
ラ
の
夕
べ
チ
ェ
コ
映
画

▽
第
二
四
五
回
昭
和
四
十
三
年
九
月
十
八
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
五
十
名

日
印
合
同
婦
人
登
山
隊
報
告
宮
崎
英
子
氏

▽
第
二
四
六
回
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
六
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
四
十
九
名

▽
第
二
四
七
回
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
九
日
（
土
）
’
十
日
（
日
）
於
・
富
士
山

麓
十
里
木
部
落
参
会
者
二
十
九
名

静
岡
支
部
主
催
第
十
一
回
も
み
じ
会

▽
第
二
四
八
回
昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
九
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
二
十
五
名

人
喰
い
人
種
に
喰
わ
れ
そ
こ
な
っ
た
話
西
丸
震
哉
氏

▽
第
二
四
九
回
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
九
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
二
十
九
名

東
北
の
山
伊
達
篤
郎
氏

▽
第
二
五
○
回
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
九
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
二
十
二
名

ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
の
山
の
話
雁
部
貞
夫
氏

▽
第
二
五
一
回
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
日
（
金
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
四
十
名

ア
メ
リ
カ
の
山
・
’
三
－
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
山
。
。
目
匡
昌
．
言
。
。
号
氏

▽
第
二
五
二
回
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
六
日
（
木
）
於
・
ル
ー
ム

参
会
者
五
十
名
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極
点
旅
行
村
山
雅
美
氏

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
富
士
山
頂
診
療
所
の
開
設
七
月
二
十
日
’
八
月
十
二
日
の
二
十
三
日
間
開
設
し

一
○
三
名
の
診
療
を
行
な
っ
た
。

▽
第
一
回
山
岳
図
書
交
換
・
即
売
会
が
十
月
二
十
六
日
ル
ー
ム
で
行
な
わ
れ
た
。

▽
第
九
回
登
山
技
術
講
習
会
十
一
月
二
十
一
日
’
二
十
四
日
於
富
士
山
参
加

者
二
十
九
名
（
「
山
」
二
八
三
号
参
照
）

▽
一
九
六
八
年
度
年
次
晩
餐
会
十
二
月
六
日
、
於
・
マ
ッ
ャ
サ
ロ
ン
・
司
会
加
藤

泰
安
氏
、
名
誉
会
員
、
永
年
会
員
推
薦
の
あ
と
ス
ピ
ー
チ
、
懇
談
が
行
な
わ
れ
た
。

（
「
山
」
二
八
三
号
参
照
）

▽
こ
の
一
本
展
土
一
月
六
日
年
次
晩
餐
会
の
会
場
の
一
隅
に
恒
例
に
よ
っ
て
展

示
さ
れ
た
。
（
「
山
」
二
八
三
、
二
八
四
号
参
照
）

▽
忘
年
会
が
十
二
月
十
八
日
ル
ー
ム
に
於
い
て
行
な
わ
れ
た
。

▽
第
七
回
木
暮
翁
碑
前
懇
親
会
五
月
十
七
、
十
八
日
に
金
山
平
で
開
催
（
「
山
」

二
八
九
号
参
照
）

×
×
×

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
本
年
度
は
二
十
八
ケ
国
五
十
八
団
体
と
機
関
誌
の
交
換
を
行
な
っ
た
。

▽
国
際
山
岳
協
会
連
合
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）
総
会
に
吉
沢
一
郎
副
会
長
が
出
席
し
た
。

▽
キ
ン
ボ
ー
ル
氏
来
日
九
月
二
十
四
日
、
国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
歓
迎
会
を
開

催
し
た
。

（
「
山
」
二
八
一
号
参
照
）

▽
本
部
事
務
所
に
は
、
米
・
英
？
仏
・
独
・
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ー
・
中
国
・
韓
国
等

十
ヵ
国
の
登
山
家
が
訪
問
し
、
交
歓
を
行
な
っ
た
。

◇
海
外
登
山

一
九
六
八
年
は
別
掲
（
「
海
外
登
山
年
表
Ⅱ
一
九
六
八
年
Ⅱ
」
）
の
よ
う
に
六
十
四

隊
の
登
山
隊
が
海
外
の
山
に
出
掛
け
た
が
、
こ
れ
ら
の
各
隊
に
は
本
会
会
員
が
多

数
参
加
し
た
。
な
お
本
会
に
直
接
関
係
の
あ
る
海
外
登
山
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
、
次
の
点
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

▽
海
外
登
山
審
議
委
員
会
昭
和
四
十
四
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
割
当
て

を
検
討
す
る
日
本
山
岳
協
会
の
海
外
登
山
審
議
委
員
会
は
、
十
一
月
五
日
開
催
さ

れ
、
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
マ
ヵ
ル
ー
隊
一
九
○
○
○
ド
ル
、
泊
山
岳
会
ネ
パ
ー

ル
？
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
六
三
八
ド
ル
の
二
隊
が
承
認
さ
れ
た
。

（
「
山
」
二
八
三
号
参
照
）

▽
第
七
回
海
外
登
山
技
術
研
究
会
十
一
月
三
十
日
’
十
二
月
一
日
の
両
日
東
京
代

々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
。
参
加

者
百
九
十
名
で
、
今
回
十
二
名
の
女
性
が
初
参
加
し
た
。

（
「
山
」
二
八
三
号
参
照
）

▽
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
登
山
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
九
日
、
登
山
禁
止

令
の
一
部
を
解
き
、
三
十
八
座
の
登
山
許
可
を
認
め
る
旨
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
本
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
計
画
は
軌
道
に
の
り
、
以
下
に
示
さ
れ
る
よ
う
な

活
発
な
動
き
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
き
た
。

○
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
日
、
松
方
三
郎
氏
、
ネ
。
ハ
ー
ル
政
府
と
の
交
渉
の
た
め

カ
ト
マ
ン
ズ
に
赴
く
。

○
三
月
の
定
例
理
事
・
評
議
員
会
で
新
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
委
員
会
設
置

○
第
一
回
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
三
月
十
八
日

・
七
○
年
プ
レ
実
施
に
関
す
る
基
本
問
題

○
第
二
回
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
四
月
八
日

・
モ
ヘ
レ
ス
ト
本
隊
計
画
原
案
を
検
討
、
南
壁
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
承
認
。

○
第
三
回
エ
・
ヘ
レ
ス
ト
委
員
会
四
月
十
六
日

・
第
一
次
偵
察
隊
派
遣
の
件

・
準
備
委
員
会
編
成
の
件
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会 務 報

副会

会

長長

三
田
幸
夫

吉
沢
一

郎 、

深
田
久
弥

九

六

九

年

度

役

員

告

・

酸
素
の
研
究
と
発
注
の
件

0
第
一

次
偵
察
隊
藤
田
隊

長
他
三
名

0
第
四
回
工
ベ
レ
ス
ト

委
員
会

・

資
金
計
画
検
討

・

酸
素
の
件x

x

◇
岳
界
ト
ピ
ッ

ク

本
会

と
は
直
接
関
係
は
な
い
が 、

こ
の
期
間
に
記
録
す
べ
き
次
の
ト
ビ
ッ

ク
が
あ

っ
た

。

▽
第
一

回
国
際
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
集

会

九
月
七 、

八
日

於
京
都
の
比
叡
山

参
加

者
十
五
名
（「
山」

二
八
一

号
参
照）

▽
第
九
次
南
極
越
冬
隊
南
極
点
に
立
つ

。

十
二
月
十
九
日 、

八
十
三
日
の
旅
行
の
後

南
極
点
に
あ
る
米
国
の
ア
ム
ン
ゼ
ン
ス
コ
ッ

ト
甚
地
に
到
着
し
た
（
隊

長
は
本

会

員
の
村
山
雅
美
氏） 。

x

x

x

 

◇
ル
ー

ム
基
金

八
百
万
円
を
目
標
と
し
た
募
金
事
業
を
継
続
し
た
が 、

昭
和
四
十

四
年
三
月
末
を
も
っ
て
目
標
を
達
成
し 、

募
金
を
終
了
し
た 。

x

x

x

 

◇
山
岳

第
六
十
三
年
（
通
巻
―
二
二
号）

を
三
月
三
十
一

日
に
発
行
し
た

。

編
集

者
望
月
達
夫 。

◇
山

第
二
七
七
号
ー

第
二
八
八
号
を
発
行 。

編
集
代
表
山
崎
安
治 。

◇
山
日
記

一

九
六
九
年
版
（
第
三
十
四
輯）

を
十
一

月
下
旬
に
発
行
し
た 。

編
集

代
表
大
貫
良
夫 。

◇
名
誉
会
員

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
六
日
の
年
次
晩
餐

会
の
席
上 、

松
方
三
郎
氏

（
会
員
番
号
五
四
七
番）

を
名
誉

会
員
に
推
挙
し
た

。

◇
永
年
会
員

本
年
を
も
っ
て
在
籍
五
十
年
に
達
し
た
左
記
の
四
氏
が 、

永
年

会
員

x

 

四
月
二
十
三
日 、

羽
田
を
発
つ

。
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書 支

記 長 員

常
務
理
事

加
藤
泰
安 、
辰
沼
広
吉 、
山
崎
安
治 、

大
塚
博
美 、

広
谷
光一
郎 、

飯
野
享 、
松
田
雄一

、
浜
野
吉
生 、

中
島
寛

理

事

村
木
潤
次
郎 、

小
倉
招
子 、

川
上
隆 、

藤
田
佳
宏 、

長
尾
悌
夫 、

原

真 、

野
上
成
勇 、

牧
野
内
昭
武

監

事

堀
田
弥一

、

小
原
勝
郎

常
任
評
議
員

渡
辺
公
平 、

望
月
達
夫 、

析
井
健一

、

餓
内
信
彦 、

沼
倉
寛
二
郎 、

村
山
雅
美 、

藤
井
運
平 、
金
坂一
郎

島
田
巽 、

中
屋
健
キ 、
石
原
憲
治 、

後
藤
幹
次 、

藤
島
玄 、

津
田
周

二 、
水
野
祥
太
郎 、

中
野
征
紀 、

今
西
寿
雄 、

中
田
勇
吉 、

高
山
忠

四
朗 、
三
井
松
男

柴
田
均
二
（
秋
田） 、

後
藤
幹
次
（
山
形） 、

伊
達
篤
郎
（
宮
城） 、

伊
藤
弥
十
郎
（
福
島） 、

藤
島
玄
（
越
後） 、

塚
本
茂
樹
（
信
濃） 、

三
井
松
男
（
山
梨） 、
山
本
朋
三
郎
（
静
岡） 、

熊
沢
正
夫
（
東
海）

中
田
勇
吉
（
富
山） 、

小
林
雄
次
郎
（
石
川） 、

今
西
寿
雄
（
関
西） 、

織
田
収
（
山
陰） 、

末
松
大
助
（
福
岡） 、

野
口
秋
人
（
東
九
州） 、

三
谷
孝一
（
熊
本）

岩
佐
義
宗
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GreenlandCrossingExpedition,1968

ByKaneshigelkeda

Inl965, anexpeditionorganizedbytheNihonUniversityAlpineClub(led

byT.Miyahara)visitedAogmagssalik intheEastGreenlandtoclimbMount

Forel (3,360m). Thepartywascompelledtogiveupclimbingduetolackof

timeafterreconnoiteringthemountainbecauseit tookthepartytoomanydays

toapproachthere. (seeSangakuVo1. 61, 1966)

Inthenextyear,apartyledbyH.Nakajimaachievedall that theyexpected

under thegoodweather condition. Thepartyreached thesummitofMount

Forel after l5hours ofclimbing. (seeSangakuVol、 62, 1967)Whilel, asa

memberof theexpedition, stoodonthetopandIookedovertheice-cap, Iwas

fascinatedbythethoughtofcrossingit. Thisexpeditionwasthusconceived.

Iwas thinkingofcrossingtheice-capfromScoresbysundtoJakobshavn, but

itwouldtaketwoyearstocarryout theplan, settingupsupplydepotsinthe

firstyearandaccomplishing thecrossinginthefollowingyear, andtheparty

decided to start fromKungmiutwherewe knewwell. The route for

Jakobshavn fromKungmiuthadnot beentriedbyanyoneelse,butseemedto

beabletocross intheseason.

Aftertwoyears'preparation, thepartystartedfromYokohamaonthelstof

JuneandreachedSondreStromfjordviaSiberiaandCopenhagenonthel9th,

thenHewtoKulusuknearAngmagssalik. The laststretchtoKungmiut, the

startingpointof theexpedition,wassailedonacoupleofsmallmotorboats.

Wesailedfromthereonthe3rdofJulyandlandednearSermiligadvillage

earlyinthenextmorning, fromwherewestartedwithonetonofequipments

andprovisions onadogsledge and twospeciallydesignedhumansledges.

Wearrivedat the foot ofMountForelonthel6thviaStephansGeltscher,

KnudRasmussensGletscher, 16'SeptemberGletscherwhere three advanced

membershadsetupsupplydepot,HaabetsGletscher,GlacierdeFrance,

FemstjernenandParisGletscher.Wesetupthecampthereandstayedfora

week. During thosedays,fivemembersclimbedAdvantgarden'shighestpeak,

3,249meterhigh,whileotherfourclimbedMountForel inthefairweather.

When theclimbwas over, thepartydivided itself into twogroups, five

members each. OnegroupreturnedtoKungmiutwith thedog sledgeand
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anotherstartedthetripover theice-caponskiwithtwosledge-loadsof350kg
onthe23rd.

We,membersof the crossingparty, climbedanunatak, Jomfruen, onthe
26th. Thatwasthelastpeakandtherewasnotanyobject tobe seenahead
on the snowfield, andthenavigatorbegantogatherthesun.Wereachedthe

highestpoint, 2,800mhigh, twoweeks later. Duringthefirststepofthetrip,
wewerebotheredbyviolentsnowstormsandlowtemperature， andtheweather

wassobadthat sometimeswecouldneverproceedforawholeday. Onthe

10thofAugust, however, theweather improved. Wehoistedsail on the

sledges, asF. Nansen's expeditiondid, andcouldproceed30to50kmaday.
Weadvancedmostlyatnightwhenthetemperaturewasbelow-10｡Candthe

snowconditionwasbetterforskiingthanatdaytime.

Onthel8th,wesawoneofthemanyfrozenlakesandstreamsfor thefirst

time.Whenwecamenear thewesternedgeofthe ice-cap,weencountered
hugecrevasses andsnowhummocks. Thereforewewere forcedtoseekthe

routeatmorenorthernpartofregionthanwehadexpected.

Diskolslandand theNugssuaqPeninsulacame insightonthe25thandthe

ManitsokMountains twodays later.WecamedowntoPakitsokfjordsituated

80kmtothenorthofJakobshavnonthe29th.Wepitchedthetent thereand
slept for24hours.

CrossingThelce_CapofPatagonia,
1968-1969

ByHidetaroSakagami

ExpeditionJaponesadelColegioJesuitasRokkoaPatagoniawasorganized
for the thirtiethanniversaryofRokko JesuitHighSchool inKobe. We

intendedtocrosstheuntracedice-capofPatagonia.

HidetaroSakagami43yearsoldledtheexpedition. Theothermemberswere

Isaolkawa(27),KimioMatsunaga(27),Shujilwata(22),andHiroyukiMaekawa

(21). TheJesuitsofChilegaveusagreathelppreparingfortheexpedition.
OnNovember l4, 1968,we arrived inSantiagobyair. ByDecember22
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allofthemembersgatheredatPuertoEden. Therewebeganthe immediate

preparation for theexpeditionwhilewaitingfortheboat totakeustoFiord

Exmouth. During thestay inPuertoEdenweclimbed several peaks from

wherewecouldseethe ice-cap.

OnJanuary6th, 1969,we setourcampatFiordExmouth. Wewerefive

kilometersawaV fromtheice-capover the l400meterJhigh. The route to

ice-capwas coveredwithbushes and forests andthefootoftheice-capwas

cutoffbyarockfaceof500metershigh.

Whenwesettledcamp4on the ice-caponJanuary26th,weperceivedthat

twentydayshadalreadypassedsinceourlanding.Duringthesedayswehadto

,carryabout 600kilograms of suppliesbyourselves becauseno porterwas

available.

We started tocross the ice-caponJanuary28th・ It hadbeenraining

.or snowingeverydaysinceour landing, but fromthefirst to thethirdof

Februarywehadclearweather. Threedaysweretheonlycleardayswehad

in61daysoftravel. OnFebruary2ndwesawamirageon thewest sideof

theplateau. We couldsee thewholeaspectoftheMarianoMorenoRange,

theVolcanLautaroandtheRisoPatronwhichwasourobject.

OnFebruary5thwepitchedCamp8at thefootofthepasswhichwehad

tocross. Inspiteofthebadweather,wecarriedthesupplieseveryday.

OnFebruaryl5thCamp9was pitchedonthepassat lastafter tendays'

struggle. Intheafternoontheweatherbecamebetter, sowepreparedforthe

attackonRisoPatron.

On the l6th twoof ourmembers,MatsunagaandMaekawa, reachedthe

summit ofRisoPatron, but they foundanotherhigherpeak. Howeverthey

didnothaveenoughtimetotrytoclimbthepeak.

OnFebruary l9thwe crossed thepass to theArgentineside, but inthe

afternoonwewere overtakenbya terribleblizzard, pitchedCamp lOat

once. After then, we couldnot evenmove forthetendaysstuckedbythe

blizzard. As the snowpiledupabout threemeters,wehadtoabandonour

tentunderthesnowtoescape inasnowhole. Wewaitedandwaitedforthe

weathertobecomebetter.

OnMarchlst,wegotoutofthesnowholeonlywithonetentandfoodfor

sevendays.Wewent towardtheGlacierUpsalainblizzardwhichhadabated

alittle. FortunatelVtheweatherbecamebetterintheafternoon.

OnMarch5thwe6nishedcrossingtheGlacerUpsalafromthenorth-west

／ 句 ､
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tothe south-east・ We thought thatwewouldbe able to reachEstancia

Cristinaon the 6th, but it tookabouthalfadaytodescent therockface

whichwas300metershigh. Becauseitwasmuchlongerthanweexpected,we

hadtobivouacnearther.akeAnita.Wecrossedtwocoldrivers thatdaV.

OnMarch7thwe finallvarrived inEstanciaCristina. sixtv-onedavs~after
ご

our landingatExmouth.

BolivianAndes,1968

ByShigeoAbe

. TheTochigiFederationofMountaineeringAssociations， sentamounta1neer‐

ingpartytoBolivianAndes inl968, incommemorationofthe20thanniversary

ofthefoundationoftheFederation.

Weaimed toclimbsomevirginpeaksinthecentralpartofQuimzaCruz,

Mt.Sajama, thehighestmountaininBoliviaand totraversethreepeaksof

Illimani.

We spent 54days inallatmountainsasfollows: 25daysfromMay28till

June 21 inQuimzaCruz, 18daysfromJunel7tillJulyl4atMt. Sajama, 11

daysfromJuly22tillAugustlstatMt. Illimani・Weclimbedsixvirginpeaks

and threemountainswithin theperiod・ Twomembers fromClubAndino

Boliviano,RonnielbattaandFernandMartinezjoinedus.

(1) QuimzaCruzRange

Mt. SanFellipe(5,700m), thefirsttargetwetried,gotitsnamefrom$6Indios''

working intheminesaround themountain. Itwasabeautifulmountain

facing the sources of theAmazonon the east, andithadaglacierof two

kilometers longonthewestside.

Itwashard toget totheplateau,butrathereasytothetopfromthere.

Thememberswhoclimbedareas follows:Ozai,Terauchi,OhnoandOjima

onJune4,Hasegawa, Imai,OhnoandMartinezonJune5,Abe,Terauchiand

OginoonJune6.

After theascentofsixunclimbedpeaks:Mt・SanFellipe,Yb"oたa"zzPeak,

jS紅加O""彫peakandother three, wemovedourbase camp totheeastof

QuimzaCruzforMt・ Jachacunocollo(5,900m),thehighestmountaininQuimza
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Cruz.

Thismountainhas amagni6cent appearance andgreat glaciers, butwas

alreadybeenclimbedbytwopartiesfromSwitzerlandandGermany. OnJune

17th, Imai, Terauchi,OhnoandOginoleftthebasecamp. Theypitchedthe

advance campat5,700monasmallplateau,overcamedmanytroubleswith

crevassesonthecentralglacierandtheyreachedthetoponthenextday.

(2)Mt・Sajama(6,530m)

We arrivedat Sajamavillagebya truckofToyotaBolivianafter350

kilometerJdrivefromLaPaz.

Julylst, the fourthdayafterweleftLaPaz, thebasecampwassetupat

4,480meters onthesouth-westsideofMt.Sajama.Nextday,theadvanced

tentwas pitchedat 5,060metersbywayof the south-westridge. Firstwe

went upstraight,but thewaywassoonobstructedbyterribleconditionofthe

glacier. Itwasveryhard to findout the route tothetop,butaftereight

1,ours' struggle,Abe,Terauchi,OhnoandRonnieclimbedthetoponJuly4th.

OnJuly7th, Ozai, Hagegawa, Imai, Ojima andMartinezmadeanother

successfulascent.

(3) ThetraverseofMt． Illimani (6,840m)

Our final targetwas the traverseofthethreepeaksoflllimani; thesouth,

thecentralandthenorthpeaks. OnJuly22, thebasecampwassetupat

4,460meters onthewest flank.Camplwaspitchedat 5,410metersonthe

ridgestretchingoutfromthesouthpeakonJuly24andCampll at 5,680

metersnextday.

OnJuly26, ImaiandOhno leftCamplandbeganthe traversefromthe

southpeakandsuccessfullyfinisheditnextdayafteronebivouaconthemain

ridge.

In themeantime, onJuly26,OjimaandOginoclimbedthenorthpeakfor

thepurpose of supporting the traversingmembers andAbeandTerauchi

climbedthesouthpeakonthesameday.

Themembers:ShigeoAbe37(leader),MoriyukiOzai38,TadashiHasegawa

36, ShinjiTerauchi30, Jin lmai30,HiroshiOhno27,MorioOjima27,

AkiraOgino27,SusumuOjima34,TakehikoKameoka35(pressman).
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CentralAndes,Argentine,1968-1969

ByTakashiKawakami

We,DefenseAcademyAlpineClub, received the invitationtotheCentral

Andes fromGen・AlejandosGuillermoSalcon, CommandingGeneral of the

ArgentineArmyonSept. 1968. So, wedispatcheda7-men'spartytoAndes

earlyNovember. OntheDecember l8th thepartyarrivedatclimbingbase

inTup'1ngatovillage,wherethellthMountaineeringlnfantryRegimentwas

stationed, andthenstartedMountaineeringactivities.

Onl9th theadvance party reachedRef.Militor, ahut of themilitarV

(2860m)attheleftbankofRioTunuyanandParmalas.WesetCampl(4000m)

onthetablelandneartherightbankof theTunuyanglacieron27thandthen

onthe31st,Camp2(4500m)ontheplateauandCamp3(5200m).

OnJanuary2nd,whileMurataandAndohclimbedcentral icewall thevmet

anmountaineer,CorporalLucere,whoclimbedupthereviasouth-east ridge.

ThentheyjoinedtogetherandclimbedMt. CerroNegro(6152m). Corporal

FidelLucero is amember of the llthMountaineering lnfantryRegiment,

strongand intrepid, a typical ｡@Bacano'' (MountaineerngsoldierofArgentine

army).

Generallyspeaking,CerroNegrois so steepbut theeasiest route isvia

southernvalleywithalongapproach. SouthglacierofNegrowas2.8km

Iongand2.3kmwide・ ZVMeTﾉe〆"zだ〃"son theglacierwas about 50cmbut

notdi缶cult togothrough.

ClimbingofCerroMarmorejoeast peakwasverydifIicult, because 7zieUe

〆加刀re"resgrewup2mhighandpiledup. Wefailedourascentandleft the

basehousetodescent forTupungatvillageonJanuaryl3th.Wealsohadto

giveupMt.Enanosgroup,our secondaryobject,due tounusualriseof the

RiverTupungato,but insteadofit,weaimedLagunaasournext target.

CerroLagunaisstatedneartheborderofChile(34｡10'S-69｡40'W)consisting

of a fewunclimbledpeaks about 5000mhigh.We set thebasecampon

southernshoreoftheLakeDiamonte, 300mnorthfromthehutofGendarmeria

Nacional.OnJanuary31stOsuga,Tajiri,Kimura,AndohandTamuraascended

VolcanMaipu(5350m)fromthenorthsidethroughVolcanMaipuglacier. On
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February4th,KimuraandAndohclimbedCerroAmarillo(4560m)fromthe

saddleofsouthridgeandon5th,Murata,Tajiri,KimuraandAndohclimbed

CerroElGorrowest peak(4960m)via the saddleof southridge. Inthe

meantimeKawakami,OsugaandTamura climbledCerroElGorroeastpeak

(4944m)viasoutheasternridge.

Thenon9th、 Kawakami, Murata, KimuraandAndohclimbedwestern

glacierdirectlywhichwaspiledup 7zie汐e〆刀加だ"Zesandsucceededtoscale

CerroLagunanorthpeak (5100m),whileOsuga,TajiriandTamuraclimbed

CerroLagunasouthpeak(5034m)viaeastridge.

OnJanuarylOthweall returnedthellthRegimentandfinishedourclimbing

inArgentine・Amongthepeaksweclimbed, thefollowingwasthefirstascent:

ElGorroWest、EIGorroEastandLagunaNorth.

TheMembers: TakashiKawakami (Leader),HiroshiOhsuga (Capt.),

MitsuakiMurata(Capt.),KazumiTajiri(FirstLt.),KiyonoriKimura (First

Lt.),ChitoshiAndoh(SecondLt.),ShinichiTamura(Sgt.).

AscentofSha_i_Anjuman

CentralHinduKuSh,1968

BySakioTakagi

Theonlyunclimbed6,000m-peakintheCentralHindukushwasclimbed

byour party in l968・ WenameditSha-i-Anjuman,whichwasdecidedin

consultwithMr. Seraj, thePresident ofOlympicCommitteeofAfghanistan

inKabul.

OnJune20th, 1968we charteredabusfromKabul toGonju,wherewe

formedapartyof twentyhorsesandtwenty-nineporters, startedforAnjuman.

Onthe thirdday,whenwepassed theAnjumanPass (4,200m),we felt

refreshedtoseearangeofsnow-cappedpeakstoweringaheadofus. Though

porterJstriketroubledus,wearrivedatAnjumanVillageonthe26thwhere

wesetourbasecamp.

During the6rst surveyforPeakX,weclimbed5,050m-peakalong the

JalgyaValley,whichwenamedKoh-i-Stara・ But,toourdisappointment,we
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couldnot findthePeakXalongthisvalley.

The second reconnoiteringpartyfoundthepeak,goingupdeeplyalongthe

Sare-TundValleyat right sideof thePagharValley. OnJuly3rd,weset

upourbase camp, anda reconnaissancepartycouldreachup to5,000m

throughtheglacier・ Itwas onJulyl4ththatwecouldfindarouteleading

to the summit fromthewestridgethrougharockywall inthemiddleofthe
wav．

‐

At dawnonJulyl7th, theattackmembers, S・ Inukai andN.Kawai,left

the secondcamp. Theweatherwas not sogoodbecauseof approaching

monsoonandwewereafraidthatourprospectmightbegloomy.Theyclimbed

upalong thecouloir andgot to the rockywall. Afteralittle rest, they

scrambledthegullyonthe right sideof thewall. Itwasaboutnoonthat

Inukai andKawai stoodonthe summit. Poor as thevisibilitVwasbecause

ofsnowfall, theyrecognizedKoh-i-SafedandMir-Samirfromthetop. They

returnedsafelytothefirstcampat7:30p.m.

After that,we climbed5,585mpeakon July22nd,whichwas named

Koh-i-O9a彫namedafter theCityofOgaki, the sponsorofourexpedition

party. We leftAnjumanandcamebackagaintoKabulafterfortydayJtrip,

Members:YoshihekoMuto(Leader),SakioTakagi,YasuoTakagi,Masashi

Hayashi, Osamu Sakuma, Susume lnukai, NobuoKawai, Kosei Segawa
(doctor),YoshioAndoh(reporter).

Langar,1968

ByTanenoriTachibana

Insummerl968,we,WasedaUniversityHindu-KushMountaineeringTeam,

climbedMt. LangarMain (7060m) andnamelesspeak(ca. 5600m) facing
westsideofHushkoglacier, inWestPakistanHindu-Kush.

We, T. Tachibana,M. Suzuki andK.Noguchi, reachedChitralwithour

liaisono伍ceron7thJulyandstarted tothemountainon the20th・ After

sevendaysofmarch-in,we settledbasecampat the edgeofHushkoglacier

(4000m)attheheadofwhichourpeakwas locatedatabout25I<mdistance.

Wesettledfouradvancedcamps;Campl(4250m),Camp2(4500m),Camp
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3(5100m)andCamp4,asnow-hole(6200m)． Thetwoofourmembersclimbed

anamelesspeak(ca. 5600m) facingwest sideoftheHushkoglacierat lOa.m.

onl2thofAugust fromCamp3.

After fourdays, weattemptedMt. Langar fromCamp3, but couldnot

climb thispeak inaday. Sowedugasnowhole intheplateauat6200m

highand tried it againonthe l8th. Aftertwelvehours' climb,wereached
thesummit ofLangar (7060m).We leftthebasecampon27thofAugust,

andcamebacktoJapanat theendofSeptember.

FromTurkeytoHinduKuSh,1968

ByKyokoSato

:fJapaneseWomen'sWestAsianExpedition''wascomposedoffourmembers
of @6Jungfrau''mountaineeringgroup.

During the sixmonths' travel throughU.S.S､R.,Turkey,Iran,Afganistan
andPakistan(fromMarch6 toSeptember 6),wevisitedthefollowingfour
mountainareas:Ararat,JiloMountains,Demavend,andlstor-o-Nal.

First,we scaledArarat (5,165m)innorth-eastTurkeywhichisfamousfor
the storVofNoah'sArk. Then, fromApril30toMaylO,wevisitedtheJilo

Mountains in south-eastTurkey・ GoinguptheAvaspiRiver,weexploredthe

north-westsideofReshuko(4,168m;thehighestpeakofJilo),whichissurround-

edbysteeprockwalls about l,000metershigh. IheardthatsomeAustrian
climbers tried toclimbthisrockwalldirectlytothesummit,butfailed. So,

wewent roundtosouth-east sideof thispeak, fromwheremanyclimbs to

Reshukoweremadebefore､WetriedtoclimbthispeakfromOrishaVillage

(ofKurdish tribesfolk),butwecouldn'thaveachancetoattackthesummit
becauseofbadweather.Howeve,wewerehappytofindtheserockymountains

asbeautifulas theAlps.

After the trip to Jilo, we turned the eyes over to lranianmountams,

Demavend (5,601m), forawhilewith the successfulascentof it onMay
28th.

Finallv,wearrivedatChitral, theentranceofEastHinduKushonJune26.

Webeganmarch-intowardslstor-o-NalonJune30th,andsevendays laterset
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ourbasecampat 4,400monTirichGlacir. Thehardworkofcarryingour
gearup toCampl(5,200m),Campll (6,100m) andCamplll(6,400m)
continuedfromJulylOth toJuly26thwithoutanyhelpofporters. Overa

widegentle snowslope, we couldsee twonarrowcouloirsrisinguptothe
west ridgeof lstor-o-Na1. 1t seemed tous that theuppercouloirs, though
obstructedbyanice.fall, providedagood route toacol onthewestridge.
Camp llwas set inthemiddleof this couloironthesteepiceslope, and
Camp lll onthecolwherethepreviouspartyhadalsofoundasuitablecamp
site(6,400m).

OnJuly28that6:20a.m．wesetoutforthesummit fromCamDII1. 1twas
今

completelyclear. Wethree,S.Watanabe,Y・Ashiya, andlwereall ingood

condition. First, weclimbedarockwalloflOOm, andthemalongthelong

narrowridgerisingup tothefirstsnowpeak. Comingclosetothispeak,we
found the ridgebecamewider.Wemadeupourmindtobivouacbeausethis

peaklookedlikethetopoflstor-o-Nal. Thenextmorningwe easilyclimbed

thispeakonlytofindthat itwasn't thetopwewereaimingat. Webeganto
advance along thenarrowridgewhosedirectionwas changedfromeast to

north. After the sun turnedred,we couldseethe strikingrockpinnacle
beyond thebeautiful redsnowridge. Itmustbetherealone!Wehurried

up to the top. At7:20 intheevening,wefinallyreachedthehighestpoint
onthewestridgejustabovetherockpinnacle. ThesunhadalreadVbeenset

andcoldwindbegantoblow.Weleftanaluminumbaronthetopandpassed
thenightat thefootoftherockpinnacle.

Webelieved this peak tobe themainpeakof lstor-o-Nal becausethe

U･S.A. party ledbyJ.E・Murphyinl955reportedthat theytracedthesame

west ridge as the onewe followed・ In the summer of l969, however、a

Spanishparty ledbySr. Angladamadetheascentsoflstor-o-Nalmainpeak
(7,403m),SouthPeak(7,303m)andSouth-EastPeak(7,365m). Theyfound

thealuminumbarwhichweleftonthelastpeakofthewestridgeat theheight
of 7,200m, and then theycontinuedtofollowtheridgedownto theGreat

Saddle(7,100m)anduptothethreeotherpeaksmentionedabove.

According to theirreportwejudgedthepeakweclimbedwassocalledthe
westpeak(ca. 7,200m)oflstor.o-Nal.
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AnldentificationofThePeaksof

Istor_o_Nal

BvEizoTanalぐ月
ご

WhenJungfraugroupcamebackfromlstor-o-Nal, wehadahot argument

onthe subjectwhichpeak theyhadclimbed in their expedition toHindu

Kush. Someofusweredoubtfulwhether these ladies truelVclimbedover

7,000m, but this doubt drovemetoexaminthepreviousclimbingrecordof

themountain. My identificationworkwasdonebyrefferingtothefollowing

materialswhichlcouldget inhand.

Northpart ;

SaraghrarSouthPeak,UdrenZomSouthPeak、

(HitotsubashiUniversityExp., '67)

LoparJozZom(KurtLapuch, '67,Fig. 5)andNorthPeakoflstor-o-Nal

(Fig. 6).

Eastpart :

GeraldGruber'spanorama(Fig.6).

Westpart :

Near the summit ofNoshaq (AACK,Fig.7), PolishExpeditionand

Pischinger'sphoto,Ghhul-LashtZom(K.Lapuch,Fig. 8).

Southpart :

Lawder,Murphy,ChibaTirichMirExp., '67(Figs.9,10andl2),

JungfraugroupExp., '68,KwansaiGakuinUniv.Exp・ , '69,AIIFukuoka

HimalayaExp.,(TirichMir,Fig.11),

The first ascent of lstor-o-NalMain, SouthandSouth-East peaks by

BarcelonaExp., '69(leader,JoseManuelAnglada).

Bytheseworkslfoundouttheundermentionedfacts:

1) AlthoughtheWest (orSouth-West) ridgeoflstor-o-Nalwhichhadbeen

thought to joint directly theMainpeak,wasnotconnectedwithitbut

withtheNorthpeak(seeFig. 11).

Twopeakswereidentifiedanew.TheyweretheWestpeak2(ca.7,280m)

near theNorthpeakandtheWestpeakl(ca.7,300m)neartheGreat

Saddle.
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2) Thepeakthatwas reachedbytheJungfraugroupwasoneof thepeaks

on theWest ridge(ca. 7200m).KGUE '69 climbed the same one.

Accordingly, Ipresume thepeaksattainedby theprevious expedition

werethoseontheWestridge,becausetherewerenodescriptionsof the

GreatSaddlewhich laybetween theWest ridgeand theMainpeak,

althoughtheyhadsaidtohaveapproachedor climbed theMainpeak.

(suggestionsbyAdolfDiembergerandKultLapuch).

3) J.M.Anglada, the leaderof theBarcelonaExp.,climbeddowntothe

GreatSaddlefromneartheRockPinnacle(Monolith)ontheWestridge.

SettingupC6 (7,600m) onAugust l2th,theycrossedtheCouloirl

andGrat 2, andtraversedthe2peaks…Southpeak(7,303m) first,then

South-East peak(7,365m)...andreached theMainpeak(7,403m)from

theupperCouloir2. Thiswas the first ascentof thehighestpeakof

the lstor-o-Nal group・ They thenclimbeddowndirectlytotheGreat

Saddle.

4) 7,373mNorthpeakwasclimbedfortheflrst timebyKLapuch'sparty

onJune29th, 1967. TheNorth-Eastpeakstill remainsvirgin.

Intheseidentificationslwashappilyofferedmanyvaluableinformations from

Dr, AdolfDiembergers,KurtLapuchandJ.M.Angladebythekindarrange-

mentofl.Yoshizawa, theVice-PresidentoftheJAC・ Iamverygladtohave

achance toexpressmyhearty thanks to theabovementionedoutstanding

mountaineers andsomemembersof theJapaneseexpeditionswhohavehelped

memuchinthiswork.
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1968年一海外登山年表

(JapaneseOverseasExpeditions inl968)

松田雄一・中島寛編

1968年に日本から海外にでかけた隊の総数は， 65隊231名に達している。しかし記

録面からみると低調であった。これは日本隊だけでなく，各国の登山隊にもいえること

で，ネパールの登山禁止，印パ動乱につづく政情悪化のため，パキスタン政府がカラコ

ルム入りを許可しないことに起因しているといってもよい。そのため7000m以上のピ

ークの初登頂が，オーストリア隊によるディラン峰だけという，近年にない低調な年で

あった。

日本隊の中で国際的にみて優れているのは，日本大学グリーランド横断隊の記録であ

る。人間の足だけに頼ってのグリーランド横断の記録としては， ノルウェーのナンセ

ン，イギリスのシンプソン隊に次ぐ，史上三度目の快挙であるが，北極圏沿いに60日

を要して800kmに及ぶ横断をなしとげたことは，その踏破距離において前二者をはる

かにしのぎ，イギリス，デンマーク等で高く評価されている。

ペルー・アンデスでは，技術的に困難なサルカンタイ峰(6271m)の南稜を，愛知県

山岳連盟の登山隊が完登したが，このルートからの初登鑿は，特にペルー・アンデスが

数十年ぶりの悪天候であっただけに，素晴らしいものであった。

女性だけの登山隊，女性山岳同人「ユングフラウ」の佐藤京子氏他2名による女性隊
のイストル・オ・ナールの登頂も特筆すべきものであった。正確には主峰に立ったので

はなかったが，女性隊員のみによる7000m峰の登頂は賞讃に価するものである。

一方ヨーロッパ・アルプスの壁では，東京北稜山岳会のパーティーが，エギーユ・ド・

ブレチエール西壁の積雪期登肇を行なったほか,夏のシーズンには多くの壁の登鑿が行

なわれた。特に1968年夏のシーズンのアルプス地方の天候は，悪かったにもかかわら

ず，アルプスの三大北壁といわれるグランド・ジョラス北壁のウォーカー稜を4パーテ

ィー14人，マッターホルン北壁も3パーティー10人が登肇しており，今や日本のク

ライマーはヨーロッパ・アルプスの壁を，完全にこなすころまで成長していることを実

証した。

しかしながら1968年の日本隊で目につくことは，海外登山での遭難事故が多かった

ことである。約360名の海外登山者の中， 5件8名の遭難死者（死亡率2％）を出して

いる。しかも，いずれも比較的簡単な場所でのスリップ（高度障害が原因)，雪崩によ

るもので,伸びきった日本の海外登山に足もとをみつめさせるべき警鐘を与えている。

（13）



海外登山年表＝1968年＝

参考までにこの65隊に登場した参加者の延人数は231名だが， このうち女性は10

名，本会会員は83名が（表中会員には＊印を付してある）参加しており，本会会員が
ほとんどの隊の中心として活躍していることは，例年のとおりである。

なお今回はエベレスト登山隊出発直前という多忙な時期にもかかわらず， 「山岳」編
集担当理事の中島寛君が,殆んど一人で全部を整理編集にあたられたことを付記してお
く。 （松田記）

（14）



ヒンズー・クシュ

N｡｡ |活動期間｜ 目
※’ |,9685~81EZLX

的 ’ 記 事
(6026m) |大垣市制50周年記念ヒンズー･クシユ． ヒマラ

の初登頂ほか ヤ遠征隊(OgakiHindu-KushExpeditionl968)
器 妥 器

隊長＝武藤嘉彦(42）副隊長＝高木碕男(45）隊員＝高木
秀 美

泰夫(38）林正陽(34）佐久間修(31）犬飼進(24）川合伸

雄(21）隊医＝瀬川昂生(27）報道＝安藤好男(43）通訳

=NasurulahNooris]ani(28)

行動概要： 6月20日カブール発，パンジシール谷を

遡行し， 6月26日アンジユマン到着。 6月27日から

7月2日かけてパガール谷の偵察を行ない， 6月29日

佐久間，犬飼，川合が5050メートル峰に初登頂,Koh

-i-Stara(星の峰)と命名する。 7月7日ノゴルガイ永河

末端にBC(3900m)建設。 7月8日C1(4400m), 9

日C2(5200m)建設, 7月19日犬飼，川合がPeak

X(6026m)に初登頂, Sha-i-Anjuman5585m(アン

ジユマンの王）と命名する。 7月22日高木(泰)，林，

佐久間，犬，川合，瀬川の6名は5585m峰に初登頂し

Koh-i-Ogaki と命名。 7月24日BCを撤収，ケロン

ジュルム，ファイザバード， クンズーズを経由して8月

10日カブールに帰着。

文献：大垣市ヒマラヤ委員会編「シヤー・イ・アンジ

ユマン登頂」（1968年7月10日発行)， 「岳人」262号

（1969年5月)JAC会報「山」27号(1968年9月),

「山岳」64年80頁参照。

1968.6~8コ一・イ・バンダコ愛知学院大学ヒンズー・クシュ学術遠征隊(The
－ルKoh-i-Bandak JapaneseScientificandMountaineeringExpedition

or(6843m)登頂と toH.K., 1968)

周辺の踏査 隊長=陽浅道男(31)隊員=↑黒宮義孝(23)ず野紀和(23）
伊藤一之(20)伊藤正人(20）伊藤賢治(20）浅井修二(20）

通訳=NagibullaAyub(28)

行動概要： 7月8日カブール発，フアイザバード経由

で7月12日ハザラド・セイ着, 7月18日ケロン着，

7月21日サキ谷の4400m地点にBC建設。 7月28

日C2(6050m)を出発した伊藤（正),黒宮両隊員は

ビバークの後7月29日コー・イ・パンダコール（6843

m)の第7登に成功。しかし，黒宮隊員は帰路6700m

地点で転落，行方不明となる。 3日間の全員による捜索

にもかかわらず，遣体は発見できず8月11日BCを撤

収プァイザドードを経由して8月11日カブールに到着。

文献：｢岳人」256号(1968年11月),湯浅道男編

「愛知学院大学遠征隊仮報告書」（1968年刊)。

’
２
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海外登山年表＝1968年＝

立正大学ヒンズー・クシュ登山隊1968
器 券 妥

隊長＝望月恭一(34）副隊長＝鈴木英雄(30）隊員＝森

田洋史(26)後藤喜久夫(21)望月敏夫(21) リエゾン・オ

フイサーニアモン通訳＝アピドラ・ノ､－ン

行動概要： 7月10日カブール発，パンジシール川を

遡り，アンジユマン峠経由で7月16日ケロン着。サキ

谷からイプラール谷に入り， 7月20BBC(4000m)建

設。 7月22日C1(4300m),7月25日C2(4600m)

を建設， 7月26日，鈴木，後藤の2名がイプラール・

リッジ北峰(5438m)に登頂。 8月2日BCを撤収，

8月11日カブールに帰着。

文献：望月恭一編「立正大学ヒンズー・クシユ隊の報

告」（1969年刊)。

3 1968.6～8イプラール・ リッジ

主峰の偵察とイプラ

ール・ リッジ北峰

IbrahlRidge

North(5438m)の

初登頂

※4 1968.5～9ランガール主峰

Langarl(7016m)

の第二登

早稲田大学ヒンズー・クシュ遠征隊(WasedaUni
versityHindu-KushExpedition)

美 器 鶚

隊長＝立花種則(31）隊員＝鈴木理己(24)野口勝志(25）

リエゾン・オフィサー=CaptainNasib

行動概要： 7月21日チトラル発， 7月27日ジワー

ル・ゴルの4000m地点にBC建設, 8月2H, C1

(4300m), 8月5日C2(4500m), 8月10BC3

(5100m)建設。 8月11日, C2から附近の5600m

峰に登頂。 8月16日AC(6200m)建設, 8月18日

ランガール主峰に登頂（第2登)。 8月25日BCを撤

収し， 9月1日チトラルに帰着。

文献：「山岳」64年60頁参照。

5 1968.5～9イストル・オ・ナー

ル東峰Istor-o-Nal

E.の試登と高所医

学の研究

札幌医科大学山岳部第1次ヒンズー・クシュ遠

征隊(TheFirstExpeditionofSapproMedicalCo

llegeAlpineClubtoHindu-Kush)
器 器 妥

隊長＝松浦正司(28）隊員＝村田俊雄(32）西尾彰(25）
器

中村哲彦リエゾン．オフィサー==CaptainMunawar

Khan(28)

行動概要･･7月20日チトラル発， 7月26日南アダー

ク氷河4300m地点にBC建設。 8月1日C1(4800m)

8月18日C2(5500m), 8月21日イストル・オ・ナ

ール東峰と南アダーク峰とのコルにC3建設。 8月22

日松浦，西尾，中村の3名で南アダーク峰(6241m)の

登頂に成功。 8月23日下山の途下, 5300m地点で村

田隊員が15mほど滑落， クレパスに落ち，頭部損傷に

より意識不明となる。 8月31日BC撤収, 9月4日

チトラル着。村田隊員は9月1日死亡。

文献：札幌医科大学山岳部編「第1次ヒンズー・クシ

ユ遠征隊報告書」(1967年7月)。
｜
’ ’
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東海大学山岳部第2次ヒンズー・クシュ遠征隊
(The2ndExpeditiontoHindu-KushofTokaiUn

iversityMountaineeringClub)

隊長=尚本竜行(32）隊員=鈴木政孝(23)和田博文(19）
行動概要： 6月28日チトラル発， 7月2日デイル・

ゴル氷河4300m地点の堆石上にBC建設。 7月15日

ディル・ゴル側から頂上へ抜ける唯一のルートと思われ

るパツトレスに取り付くが，危険なので退く。 7月16

日～17日鈴木，和田の2名がBC北西の5579m峰に

登頂する。 7月20HBCをゴシャネル・ゴルに移す。

7月27日S･Gピークから西にのびる山稜(約6000m)

に出てひきかえす。 7月31日BC撤収, 8月3日チ

トラルに帰着。

文献=JAC会報「山」281号(1968年11月)｢東海

大学新聞｣1968年8月号,｢岳人」260号（1969年3月）

1968.6～8
’
６’ ’ ディル・ゴル側からティリチ． ミ雪漂

登

独標登高会員の個人山行

隊員=崗本竜行(32),砦谷洋子(24）
行動概要： 8月19日バーミヤン発,BC(3800m)建

設。 8月20日シヤー・フラデイ登頂。 8月24日BC

を撤収，バーミヤンに到着。

文献:JAC会報「山」281号(1968年11月号),

｢岳人」260号（1969年2月)。

シャー・フラディ登

頂。

7 11968.8～9

舗蓬,至孟.:蕪蕊兼《鯉飼
University)

器

隊長=茜川益生(36）隊員=山野井武夫(33）ハイポー
ター=Ajia-du-din(35),WilartShar(28)

行動概要： 6月22日チトラル発， 6月30日テイリ

チ・ ミール氷河上4300m地点にBC建設。 イストル

オ・ナールの登路偵察(6000mまで）とアッパー・テイ

リチ・ ミール氷河の偵察を行ない， 7月14日BCを撤

収， 7月19日チトラルに帰着。その後西川は7月27日

～8月1日ギルギットに滞在し，現地事情調査を行なう。

文献：未刊。

1968.6～8 イストル・オ・ナー

ル峰の偵察と現地事

情調査

8

｜

’

｜

’
日本婦人西アジア親善隊(JapanWomen'sWest
AsianExpedition)

器 妥 暑

隊長＝佐藤京子(29）副隊長＝渡部節子(29）隊員＝芦

谷洋子(24）

行動概要： トルコでの山旅を終え， 6月30日チトラ

ル発． 7月6日BC(4400m)建設。 7月14日C1

(5300m), 7月22日, C2(6200m), 7月26BC3

(6500m)建設。 7月29日ビバークの後イストル・ナ

|鵜，
イストル・オ・ナー

ル西尾根の1峰A

Peakonlstoro-Nal

WestRidge(7200

m)の第2登

1968.6～8

｜ ’ ’’
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海外登山年表＝1968年＝

’ ’ ’－ル西尾根上の1峰の第二登に成功し,その日も7100m

地点で第2回目のビバーク， 7月30日C3に帰る。 8

月2日BCを撤収し, 8月7日チトラルに帰着。
文献：「山岳」64年69頁参照。JAC会報「山」281

号（1968年11月)， 「山と渓谷」(1968年11月号),
佐藤京子編「トルコからヒマラヤへの山旅｣(同人ユン
グフラウ， 1968年11月刊),佐藤京子編「ヒマラヤ

7403メートル」（1969年5月，あかね書房刊)。’

ヒンズー・ラジ

Iwo｡ |活動期間｜ 目 的 記 事
10 1968.6～9ブニ・ゾム山群の踏法政大学ブニ．ゾム登山隊

査 隊長=芙屋悌二(34）隊員=茜尾勝男(25)修山勝(24)間
外

建治郎(23)西田哲弥(22)山田真行(21)福重憲嘉(21)下郷
昭(21)上北和夫(21）隊医＝野原士郎リエゾン・オフ

サーニマホメッド・サデイック(32）

行動概要： 7月22日チトラル発， 7月28日BC(44

50m)建設。プニ・ゾム本峰は雪の状態並びに隊員の体

調悪く断念， プニ・ゾムの山群の2峰に登頂。 8月10
日BC撤収, 8月16日チトラルに帰着。

｜雪子嚇欝霞会山岳蔀編｢ブｰゾﾑ登山報告
11 1968.6～9コヨ・ゾムK｡y｡-ZlRCC''・フラッテロ第2次チトラル踏査隊(RCC

omの試登とヤルフm"FRATEfm｡ggg""tmmam
汁

ン川流域の調査 隊員＝雁部貞夫(29)↑橋野禎助(30)↑剣持博功(23）通訳
=SaeedAhmad

行動概要： 7月11日チトラル発，マスツジ川，ヤル

フン川を遡り， 7月24日ペチウスにBC(3400m)建
設。 7月28日雁部，橋野，剣持の3名でイシユペル・

ドームIshperDom(c.5900m),雁部，橋野の2名で

フラッテロ・ゾームFratellozom(c､ 6200m)に登頂。

コヨ・ゾームは氷河の片態悪く断念。 8月8日橋野，剣

持の2名がコヨ・ゾム西面コタルカシュ氷河に入るが，

そのまま行方不明となる。雁部は8月16日以降同氷河

およびギルギツト方面を捜索するも発見できず， 8月29
日チトラルに帰着。

文献：「岳人」259号（1969年2月)。

12 1968.6～7コヨ・ゾムの試登と学生ヒマラヤ学術調査隊1968年(JapanHirn"1"
ヤルブン川流域の調yaAcademicExpeditionofStudies)

器

査 隊員＝高木信明(22北大）三瓶清明(22王川大）上原博
和(22中央大）

1968.6～9

（18）



行動概要： 6月4日チトラル発，マスツジ川，ヤルフ

ン川を遡り， 6月19日ペチウスにBC(3400m)建設。

コヨ．ゾムを試登した後7月3日BCを撤収，シャー・

ジナリー峠ShahJinaliAnを越え, 7月11日，シ

ヤー．ジナリー氷河4300m地点にBC建設。シヤー

ジナリー氷河，オチヒリ氷河を踏査， 7月21日BCを

撤収し， リチ・ゴル， ツリコー川を下って7月31日チ

トラルに帰着。

文献： 「山と渓谷」374号（1969年11月)。

学習院大学輔仁会山岳部ヒンズー・ラジ遠征隊
(GakushuinUniversityHindu-RajRangeExpediti-

on)
筈 署

隊長＝贄田統亜(29)隊員＝時田昌幸(21)千木良滋夫(19）

行動概要： 7月6日チトラル発，マスツジ川を遡り，

7月14日ゴラツシユ・ゴル4770m地点にBCを建

設。 7月21日C1(5470m)建設。 7月25日，贄田

時田，千木良の3名で，ゴラッシュ・ゴル， リシュト氷

河，ガゼン氷河を分ける無名峰(6100m)に初登頂，ゴ

ラツシユ・ゴルと命名。 7月28日BCを撤収， ヤル

フン川を遡り， 8月2日ペチウスに着く。 8月4日コタ

ルカシユ氷河から6660mの無名峰（グルーパーのいう

トウイⅡ峰）に向かったが，悪天のため， 8月8日

4270mまででひきかえす。 8月12日帰路につき, 8

月22日チトラルに帰着。

文献：学習院大学輔仁会山岳部編「ヒンズーラジ遠征

隊報告」1968年6月)。

’
踏
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13 11968.6～9

ムGorashZom

(6100m)の初登頂

カラコルム

INo､ |活動期間｜ 日 的 記 事

14 1968.7～8スワート ・ギルギツ北海道大学山岳部員の個人山行
芳

ト ・フンザ周辺の山隊員＝石井字一郎(24)小林敦(23)飯豊利秋(23）
々の踏査 通訳＝HobibraKhan

行動概要： 7月10日ラワルピンデイ発，スワート ・

ギルギツト両州界のダ・ダリリ ・アン(5060m)を経て

7月25日ギルギット着。 7月30日ギルギット発パル

チツト着,8月2日裏山の氷河を5000m付近まで登る。

8月4日バルチツトをたち，ハサナバード氷河，ムチュ

アー氷河を遡行して． 4500mの最奥部に達し, 8月12

日パルチツト着， 8月14日ギルギツトに帰着。

文献：未刊
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|嬢-誠…’
西山会西カラコルム捜査隊(WestKarakoramEx

pedition'68)

隊長＝真壁功英(30)隊員＝斉藤周保(26)石井竜介(24)

通訳＝ヒダヤット ・シヤー(38）

行動概要： 8月20日ギルギツト発ブンザ着。 8月24

日フンザ発24日ナガール着。 8月27日ナガールをた

ってヒスパー河を遡り， 8月29日カニバサー氷河手前

にBC建設。 9月7日ヒスパー氷河を遡り， ヒスパー峠

に達しビバーク， 9月8日BCに帰着。 9月11日～12

日カニバサー氷河の踏査を行ない， 9月13日BC撤収

9月14日ナガール着， 9月18日ギルギツトに帰着。

文献： 「岳人」257号（1968年12月)。

15 11968.7～10

パンジャブ・ヒマラヤ

’ ’活動期間｜ 目 的 事Nos
三可

同じ

カイラス峰Kailas

(5656m)の登頂と

日印親善

※16 11968.4～7 日印合同婦人ヒマラヤ登山隊(Thelndo-Japanese

Women'sExpedtiiontoChambaArea, 1968)
器

隊長=MissNandiniM. Patel (25)副隊長＝宮崎英
詩 芳 芙

子(35）隊員＝三島蓉子(33)須田紀子(27)折井正子(25）

MissDollyB.Shaher(30),MissKokilaB.Mehta

(25),MissDaphneZ.Khiangte (25),CaptainSha

shiKanta(32)Dr. 隊医=MeenaAgrawal(24) シ

ェルパ=KundarSingh(23),SherSinge(21),Dor

jee(22),NinaWangchen(21),PembaTharkey

(25),Sona(35)

行動概要： 4月27日ニュー・デリー発，チャンバよ

りラビ川を遡り， 5月2日クグチ着BC建設。 5月7日

C1(3500m), 5月12日C4(4510m)建設, 5月13

日全員でカイラス峰(5656m)に登頂。 5月16日クグ

チに帰着。 5月18日クグチをたちサナクデンクジヨッ

トに向かう。 5月24日無名峰(5575m)登山中，雪崩

によりシェルパ1名を失う。直ちに登山を中止し， 6月

4日ニュー・デリーに帰着。

文献:JAC会報「山」276号～277号1969年6月

～7月号)， 日印合同婦人ヒマラヤ登山委員会編「1968

年日印合同婦人ヒマラヤ登山隊報告書（1968年12月，

日本山岳会刊)， 「山岳」64年126頁参照。

登歩渓流会パンジャブ・ヒマラヤ踏査隊

隊長＝↑小原ケイ(40）隊員＝山田長政(26）吉野勲(25）

シェパーリンジン(27）ハイポーター＝パサン(24)ギャ

ルツエン(22）

行動概要： 6月6日キストワール発，マロー川を遡り，

’
’

1968.4～7バランマ山群の踏査

およびバランザール

峰の試登

※17

（20）
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’ ’
6月11日BC(3230m)建設。 6月13日C1(3870m)

6月14日C2(4530m), 6月16日, C3(4850m)

を建設。 6月18日小原，山田，吉野， リンジンの4名

でバランザール峰の登頂を目指してC3を出発,6月20

日頂上直下80m地点でひきかえす。 6月24日，下山

中5700m地点で小原が滑落，行方不明となる。山田，

吉野は6月26日BCに下山, 7月3日キストワールに

帰着する。

文献：登歩渓流会編「山旅のらくがき」 (1968年12

月),｢岩と雪」14号（1969年4月)， 「山岳」64年121

頁参照。

アルパインクラブ・ケルン・ラホール・ヒマラ

ヤ踏査隊(A.C.C.Lahul-HimalayaExpedition)

隊長＝中井義博(34）隊員＝高延公彬(28）

行動概要： 8月7日クルーをたちマナリ着。 8月11

日マナリをたちラコ， コクサルを経てケロングに至り，

8月15日マナリに帰着。その後マナリにて次回登山の

交渉を行ない， 8月18日クルーに帰る。

文献：未干'」

1968.7～8 ラホール・ヒマラヤ

の調査

18

トルコ・イラン

’ 記 事

日本婦人西アジア親善隊 (JapanWomen'sWest
AsiaExpedition)

共 茶 器

隊長＝佐藤京子(29）副隊長＝渡部節子(29）隊員＝芦

谷洋子(24)泉久恵(26）

行動概要： 4月18日アンカラ発， 15日ドウバヤジ

ツト集結， 4月18日入山， 4月20日AC建設, 4月

21日アララツト山に登頂, 4月23日ドウバヤジツト

に帰着。 4月30日ハツキリアリ発ジロ山群に入る。天

候悪く，最高峰レシユコ(4135m)の登頂は出来ず, 5

月10日下山。イランに移動し, 5月25日テヘラン発

5月28日デマパンド山に登頂し， 5月30日テヘラン

に帰着。

文献： 「山岳」64年69頁参照。JAC会報「山」281

号(1968年11月)。 「山と渓谷」 362号(1968年11

月刊)。佐藤京子編「トルコからヒマラヤへの山旅」（同

人ユングフラウ， 1968年月刊)，佐藤京子編「ヒマラヤ
7403メートル」(1969年5月，あかね書房刊)。

目 的

アララット山（5165

m)とデマバンド山

(5670m)の登頂と

ジロ山群の偵察

活動期間Nos

※19 1968.4～5

’

（21）
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アラスカ．カナダ
I

N｡｡ |活動期間 目 的 ’ 記 事
20 1968.5～7バンクーバー峰Mt,大阪府山岳連盟アラスカ登山隊(OsakaA1askan

Bancouver(4789m)Expeditionl968)
芙 号

南西稜の登肇 隊長＝桑原信夫(36）隊員＝↑沢田康博(26)河田徳次(27）

↑西川好一(27)上田修一(29)↑宮本敏明(25)水田恵夫(25）

柴田勝(24)木村正一(20)清水寛治(24）

行動概要＝5月20日本隊，先発隊シアトルを出発，

カナダ経由陸路ユーコンに向かう。 5月25日登山基地

クルアーネ着。 5月28日ビーバー機4便でセワード氷

河に入る。 5月30日最高キャンプ(4250m)を建設し，

6月10日柴田，木村の名がサウス・ピークの登頂に成

功。しかし第2登鑿隊のうち沼田，西川，宮本の3名が

6月10日C2直下で雪崩にあって遭難。 6月日BC"

収し， 6月27日クルアーネヘ帰着。

文献：大阪府山岳連盟編「アラスカ遠征登山報告書」

(1968年10月), 「岳人」259号(1969年2月)。

21 1968.5～9スティール峰Mt. 神戸大学ユーコン学術登山隊 (KobeUniversity
Steele(5080m)と ScientificResearchandClimbingParytoYukon)

鵲 芙

ウオルシユ峰Mt． 隊長＝中西哲(39)副隊長＝坂本享(27)隊員＝増田正

Walsh(4600m)の勝(39)中園卓雨(24)坂西俊-(21)中村正男(21)井上

登頂ならびにユーコ達男(20）

ン，アラスカ各地に 行動概要： 6月15日へインズ雄結， 6月19日クル

おける氷河と植生のアーネ湖の基地着。 6月28日ドンジエク氷河3000m

調査 地点にBC建設。 7月7日ドンジェク氷河，スプリング

氷河， ウオルシユ氷河の源頭部基部にABC(4500m)

建設。 7月18日坂本，中園，中村，坂西の4名で東南

稜からスティール峰の登頂に成功（第7登，東南稜から

は第2登)。 7月22日隊長を除く6名でウオルシュ峰

に登頂（第5登)。7月24日ヘリコプターでクルアーネ

湖へ下山。その後，氷河と植生の調査をして8月25日

アラスカを発つ。

文献：神戸大学山岳会・山岳部「山と人」第3号，神

戸大学ユーコン学術登山隊特集号。

22 1968.6~71ウオデイントンMt.大阪府山岳連盟（大阪登峰会）カナダ登山隊
Waddington(4041隊長＝神藤裕二(35)副隊長＝清水敏-(32)隊員＝岳

m)の登頂 部恒代(28)津田敬(29)柴田輝雄(27)高橋之術(25)河本博

光(21）

行動概要： 6月22日ゴースト湖の登山基地発，タイ

ドマン氷河を遡り， 6月28日ウオデイントン東稜末端

レニー・ノブにBC建設。 6月30日C1(3100m),7

月1日,C2(3400m), 7月2日HC(3700m)を建設

’

’
（22）



7月3日柴田，高橋，河本の3名で東南壁からのウオデ
イントン主峰(4041m）登頂に成功。HCからの所要時

間は13時間。 7月5日清水，柴田，岳部，斉藤の名で

ウオデイントン前衛峰(スピアマン・ピーク2650m）に

北稜から登頂。 7月6日全員でブラボー・ピークPiVot

Dome（3550m)に登頂。 7月8日BCを撤収， 7月13

日ゴースト湖に帰着。

文献：「岳人」258号（1969年1月)。

’
一

アンデス・パタゴニア

’’活動期間｜ 目 的
1968.5～8]キムサクルス山群

CordilleraQuimza

の未踏峰の登頂とサ

事号コ
ロレNos

※26 栃木県山岳連盟南米アンデス親善登山隊(Bolivia
AndesMountaineeringExpeditionofTochigi,Jap

anl968)｜
（23）

23

｜
型

25

1968．5～6

1968.7～8

1968.9

美

セント・エライアス恋嶺山岳会カナダ・キングピーク調査隊
山群キングピークの隊長＝相田昭(22）隊長＝中台久雄(22）

試登 行動概要： 6月4日ホワイトホースよりビーバー機に
より入山，キングピーク峰南稜末端にBC（28帥、）建

設。 6月5日から6月15日まで南稜の試登(3400mの

岩稜帯まで）ならびに南面の偵察を行なう。 6月18日

BCを撤収し，ビーバー機でホワイトホースへ下山。

文献：相田・中台編「カナダ・キングピーク調査隊報

告書」（1968年8月20日）恋嶺山岳会発行， JAC会

報「山」279号（1968年8月)。

チュガチ山群マーカ青山学院大学アラスカ登山隊
碁

スペーカー峰Mark隊長＝栗林一路(42）隊員＝小倉雅之(24)土田紘介(23）

usBaker（4016m）坂井義隆(23)青柳一雄(21)菅昭(19）

の登頂 行動概要： 7月20日ガードウツド発，クリニック氷
河上2500m地点にBC建設。 7月21日～22日，偵

察およびAC建設。 7月23日青柳，土田の2名でマー

カス・ベーカー峰(4016m）登頂，続いて24日小倉，

坂井の2名で第2次アタックに成功， 7月25日BC集

結。 7月26日8～月5日悪天のため停滞， 8月6日BC

発，ガードウッド着。この間， 8月3日BC付近のクリ

ニック峰(4000m）に土田，青柳，菅で試登した。

文献：「山岳」64年117頁参照。

サンフォード峰

Sanford(5940m)の

単独登頂 山
明治大学山岳部OBの個人山行

隊長＝植村直己(27〕

行動概要＝9月19日単独でサンフオード峰(5940m）

登頂。

文献：未刊
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’
器

隊長＝阿部重男(36）副隊長＝小林守志(37）隊員＝長
器 芳

谷川正(36)寺内貞治(30)今井仁(30)大野宏(28)小島守夫

(28)荻野憲(27）現地参加＝小島進(34）報道＝亀岡武

彦(34）ポータニポニファシオ(37)セパスチャン・コル

ケ(18)エステバン・チッケ(不明）ボリビア側隊員(ボリ

ビア山岳会)=Ronny(22)Ibata(22)AlfredMartinez

行動概要： 5月28日ラパス発， トラックでキムサク

ルス山中チヨケタンガ部落に到着。29日から6月1日

にかけ， リャーマでサンエリケ峠を越えBC(4700m)

を建設。 6月2日， 3日サンフエリペ(SanFelipe)南

西氷河を遡りAC建設(5240m)｡ 4日小林，寺内，大

野，小島守，サンブエリペ(5700m)初登頂。 5日長谷

川，今井，大野，アルチネスーがサンブェリペ登頂。続

いてヨコカワ（本隊命名峰,5680m)に登頂。 6日阿部，

寺内，荻野がサンフェリペ， ヨコカワ登頂。 7日小林，

小島守， ヨコカワ登頂。 9日小林，寺内， トチギ峰（本

隊命名5730m)登頂。 10日阿部，今井，大野，荻野，

シモツケ峰（本隊命名, 5750m)登頂。11日長谷川，

小島守，ニツコウ峰（本隊命名, 5750m)登頂。 6月14

日BCをキムサクルス山群西面のチヨーヘナコタ部落奥

に移動。 17日ハチャクノ氷河を遡り,AC建設。 18日

！
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寺内，今井，大野，荻野Jachacunocollo(5950m)登

頂。 7月4日阿部，寺内，大野，荻野， ローニ，サハマ

(6531m)登頂。 7日小林，長谷川，今井，小島守，マ

ルチネス， 同峰登頂。26日阿部，寺内， イリマニ南峰

(6450m),小島守，荻野， イリマニ北峰(6480m)登頂

27日今井，大野， イリマニ3峰縦走終わる。

文献：栃木県山岳連盟南米アアンデス親善登山実行委

員会編「南米アンデス親善登山報告書」（1969年5月30

日， 「山岳」64年101頁参照。

サルカンタイSalc

antay(6271m)南稜

初登筆およびその他

の登頂

’
271968．4～12 愛知県山岳連盟ペルーアンデス遠征隊(LaExped

icionJaponesaALosAndesPeruanosl968AIMt.

Salcantay)

隊長＝加藤幸彦(35）副隊長＝加藤英生(31）隊員＝曽

我勤昭(26)朝日功(26)武田睦男(30)牧野仁雄(26)山本積

(24）ポーターヴィクトリオ・アンヘレス（ブランカ山
群）

行動概要： 6月17日先発名リマ発， 6月25日BC

建設。 6月26日から7月20日まで25日間をかけて

サルカンタイ南稜の登鑿を行ない， 7月17日加藤(幸）

加藤(英)，曽我，朝日の4名で新ルートからのサルカン

タイSalcantay(6271m)登頂。続いて7月20日から

8月6日まで16日間でソライ峰Soray(5830m)南稜

の登肇を行ない， 8月4日加藤(幸)，曽我，牧野，山本’

｜
’

（24）



I

文献：未刊

L
（25）

281968．5～lO アキルポ峰Akirpo

(5560m）の初登頂

とピスコ東峰Pisco

Este（6000m）の第

5登その他 口

29

30

1968.9～

1969.1

1968．2

’
サンチャゴ周辺の山

およびパイネ山群の

偵察

アコンカグア峰

Aconcagua（6960

m）の単独登頂 ’
明
隊
治大学山岳部OBの個人山行

員=龍村直己(28）

東京歯科大学山岳会員の個人山行
殼

隊員＝依田雄弘(31）

行動概要：チリー人登山家とサンチヤゴ周辺のPehon

delaperla （4200m）登筆，および単独でパイネ周辺

（10月17～25日）と中部アンデス・セロ・モラド

（5060m）（11月24日）等試登する。

文献：未刊
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ヨーロッパ・アルプス

32 1968.2～9冬季グランド・ジヨ東京北稜山岳会ヨーロッパ・アルプス登華隊
ラス北壁ウオーカー隊員＝南川和男(26)野口久義(23）

稜の試登，エギーユ 行動概要： 2月25日シヤモニ着，準備に入り， 3月

・ド・ブレチエール4日～5日グランド・ジヨラス北壁の偵察。 3月8日～

西壁の冬季登肇およ17日グラン・カピュサン東壁の試登を行なうが，降雪

び氷壁ルートを中心のため敗退。 3月26日～31日，快晴に恵まれ， エギ

とした夏季アルプスユ・ ド・プレチエール西壁の冬季登肇に成功,3月31日

各ルートの登肇 にシャモニ帰着。夏季の行動は別行動。

〔南川〕6月28日，岩沢（府中岳嶺会)，大曽根（霧峰

山岳会）でエギーユ・ド・ミディ南壁コンタミヌルート

7月13日～15日，南川，岩沢でグランド・ジヨラス

北壁ウオーカー稜， 7月20日～22日，南川，大曽根

佐藤（無所属)，小倉(ブッシュ山の会)でモンプラン登

頂。 7月27日～29日，南川，岩沢，佐藤，武藤（グ

ループ・ド・ポエーム）でツールロンド北壁～ダン・デ

ュ・ジェアンーエギーユ・ド・ ミディ（レピュファルー

ト）の縦走。 8月5日，南川，岩沢，佐藤，小倉でマッ

ターホルン北壁試登， 8月8日～10日，南川，岩沢，

佐藤，小倉，平賀（ドイツ留学生）でヘルンリ稜からマ

ッターホルン登頂， 8月24日～25日，南川，岩沢，

佐藤でエギーユ・ド・ピオナセイ北壁， 9月2日，エギ

ーユ・ド・ ミディ～エギーユ・ド・プランの縦走の各登
肇を行なう。

〔野口〕6月22日，野口，手島（GHMJ)，福田（GH

MJ)でエギーユ・ド・ミディ南壁コンタミヌルート， 6

月26日同じメンバーでエギーユ・ド・レム北々東カン

テ， 7月1日，野口，手島でグラン・シヤルモ北西稜試

登， 7月2日～3日，野口，手島，福田，横尾（日本登

（26）

Nos

31

活動期間

1968．2～4

目 的

チペッタ北西壁（ゾ

レーダーレッテンバ

ウワールート）の冬

季試登

''G､H､M,J， （グループ・ド．オート．モンターニ
ュ・ジャパン）隊

幹

隊長＝芳野満彦(36）隊員＝福田三男(24)手島正俊(22）

行動概要： ミュンヘンから自動車で入り， 3月1日最

終ペースのアレゲーAllege着。3月3日から18日ま

での16日間にわたってバツツオーラ小屋Rib・Vazzo‐

lerからTorreTriesteアタックするも中退，またテ

ィシ小屋Rif・TissiからCivetta北西壁（ゾレーダー

レッテンパウワールート）にアタックしたが，降雪量多

く，手島神経痛のため下山し，結局時間切れで中途下山
した。

文献：未刊

記 事



山学校)，畠山（日本登山学校）でモンプラン登頂,7月

10日～12日，野口，横尾，青木（日本登山学校),関

野（日本登山学校）でエギーユ・ド・ドリュ西稜試登，

7月26日～29日，野口および日本登山学校の横尾，

田部井，吉村でアイガー北壁の偵察， 8月4日～5日，

横尾，田部井，吉村でアイガー北壁の偵察， 8月16日

～19日，野口，田部井，吉村，須田でマッターホルン

北壁登肇の各登肇を行なう。

文献：「山と渓谷」361号(1968年10月)。

日本・ヨーロッパ・アルプス・スキー隊
番

隊員＝奥山章(42）隊員＝武藤昭(26）ルイジ，マリオ
鶚

(30, イタリー人）植木毅(31)床野光雄(20)

行動概要： 5月中ユングフラウ・ヨッホ，テオドル・

パスでトレーニング， 6月12日，モンプラン入山， 6

月17日ポソン氷河を経て登頂し，植木，マリオの二

名，モンプラン北斜面の滑降に成功した。奥山はイタリ

ア山岳会主催のヨーロッパ・アジア・アルピニスト集会

に参加，後武藤と共にドロミテ，プ.レンタ山群を訪う，

8月帰国。

文献：植木毅著「氷壁のシュプール」（1969年1月，

あかね書房)。

つの

0， 1968.5～6モンプラン山頂から
写＝＝

のスキー滑降

’
34 1968.6～8ヨーロッパ・アルプ清水山岳会ヨーロッパ・アルプス遠征隊

ス三大北壁の試登お隊長＝滝田博之(26）隊員＝八木豊(25)福木豊治(21)富

よび偵察 田文男(23）

行動概要＝7月5日モンタンペル着， 7月6日～7月

20日まで， エギーユ・ド・ ミディ南壁登筆， ドリュ西

壁（中退)，グランド・ジョラス北壁(偵察）を行なう。

7月21日～7月28B･ , ツエルマットを中心にマッタ

ーホルン登頂，同北壁（偵察）を行ない， 7月29日～

8月6日アルピグレンを中心にアイガー西壁登肇，同北

壁を偵察， 8月7日～14日シヤモニに移り， モンプラ

ン登頂。

文献：未刊

35 1968.6～9アイガー北壁（試登日本登山学校遠征隊
器

グランド・ジヨラス隊長＝横尾康一(25）隊員＝関野寿(20)須田義信(22)三

北壁ウオーカー稜， 浦峯生(28)青木嘉夫(20)畠山喜代子(26)田部井政信(27）

マッターホルン北壁吉村弘治(25）

登肇等 行動概要： 7月26日～29日横尾，関野，須田，三

浦，青木，田部井，吉村，野口（現地合流）でグランド

ジョラス北壁ウォーカー稜の登筆を行なう。 8月1日～

12日横尾， 田部井，吉村，野口アイガー北壁を狙うも

悪天候のため断念， 8月16日～19日，田部井，吉村，

須田，野口でマッターホルン北壁の登肇。その後， 8月

口

’

口
’

（27）



海外登山年表＝1968年

’
16日から8月20日にかけて横尾，関野，青木，三浦

丸山でドロミテのチペッタ北西壁を新ルートから登肇。

文献：｢岳人」261号（1969年4月)。

大阪登華倶楽部ヨーロッパ遠征隊

釧
36 1968.6～9グランド・ジヨラス

隊員＝大木誠(32)泉谷房義(27)米本敏雄(23）

行動概要＝6月16日シヤモニ入り， 6月22日エギ

一ユ・ ド・ ミディ南壁登塞， 6月28日グラン・カピュ

サン東壁登鑿， 7月1日モンタンベールに移動， 7月3
日～4日ドリュ南西岩稜登肇， 7月10日～11日グラ

ンド・ジヨラス北壁登肇， 7月19日グリンデルワルト

に移動， 7月28日アイガー北壁下部の試登， 7月30

日泉谷，米本の2名でアイガー北壁に向うが退却， 8月

19日ツエルマットに移り， 8月22日～23日マッター

ホルン北壁の登筆， 9月2日プラント ・アルバータ西壁

登華を行なう。

文献：「岩と雪」13号（1968年11月)。

北壁，アイガー北壁

(試登)，マッターホ

ルン北壁の登肇他

マッターホルン北壁

とグランド・ジョラ

ス北壁ウォーカー稜

の登肇

東京雲稜会ヨーロッパ・アルプス登山隊

隊長＝吉川昭男(26）隊員＝香取征雄(25)宮本一男(26）

行動概要： 6月19日ツエルマットに入り，7月1日～

3日マッターホルン北壁の登筆， 7月5日シヤモニに移

り， 7月7日モンタンペールに入る。 7月10日～7月

11日グランド・ジヨラス北壁ウォーカー稜の登鑿を行

なう。

文献：未干|」

個人山行
粍

隊員＝近藤等(47)ガストン・レピュブア(47)アンドレ・

コンタミヌ(47）

行動概要＝6月30日，近藤， コンタミヌの名でペル

セペランス針峰南稜の登肇， 7月7日，近藤レピュフ

アの2名でエム針峰北北東稜， 7月8日，同じメンバー

でピラミッド・ ド・タキュル東稜登肇。 7月15日近

藤，ガストン・レビュファ，ジョエル・レビュフアの3

名でプランプラのクロシエ・クロシユトン登筆,7月25

日，近藤， レビユフアでシャペル南稜， 7月26日，近

藤， レピユブアでコスミク南壁， 7月29日，近藤， レ

ビユフアでツール・ロンド北壁， 8月20日，近藤， レ

ビユフアでモンブラン・プトレイ山稜， 9月10日，近

藤， コンタミヌでモンブラン・ ド・タキュル北稜の各登

肇を行なう。

1968.6～7Qワ
リ『

皿

38 1968.6～9モンブラン山群での

登塞

文献：「岳人」265～266号（1969年7月～8日）

グランド.ジ雪ラス
北壁他の登肇

39 19686~9 個人山行

隊員＝岩沢英太郎(28)(府中岳嶺会）大曽根義一(24)(霧

（28）



’ ’
峰山岳会）

行動概要： 6月10日ドロミテ着， 6月14日チマ・

グランデ南壁登肇， 6月20日シヤモニに移り， 6月28

日，岩沢，大曽根，関川（東京北稜山岳会）の3名でエ

ギーユ・ ド・ ミディ南壁コンタミヌルート登筆， 7月13

日～15日岩沢，南川の2名でグランド・ジヨラス北壁

ウオーカー稜の登肇， 7月27日～29日，岩沢，南川，

佐藤（無所属)，武藤（グループ・ ド・ポエーム)でツー

ル・ロンド北壁ダン・デュ・ジェアンエギーユ・ド・

ミディの縦走。 8月8日～10日，岩沢，南川，佐藤でヘ

ルンリ稜からマッターホルン登頂。 8月24日～25日，

岩沢，南川，佐藤でエギーユ・ド・ピオナセイ北壁の登

蕊を行なう。

文献：未刊

’

’ ’

グリーンランド

Nos 活動期間 目 的

※401968.6～10グリンランド内陸氷

床の横断および束沿

岸山岳部の登山と測

量

’ 記 事

日本大学グリーンランド横断隊1968(NihonUni

versityGreenlandCrossingExpeditionl967)
そ 器

横断隊長＝池田錦重(29）犬ゾリ隊隊長＝小栗孝康(27）
芙 器 共

隊員＝五月女次男(29)菅原省司(29)三好勝彦(24)長島宏
器 共

(25)嵯峨野宏(23)小島一男(24)多和田忠(23)中村進(注）

春に3名が現地に飛び,10頭のエスキモー犬を買い,訓練

をし，1台の犬ゾリチームをつくり，サポート隊が使う。

行動概要＝6月19日サンドレ・ストローム・ブヨー

ル着。 20日束海岸のカンプダンに飛び， 7月4日セル

ミリザック・ブョールの近くの上陸地点から1台の犬ゾ

リ， 2台の人曳きゾリで内陸氷床に向かう。 7月18日

池田以下5名でアバントガーデンの最高峰(3240m)の

登頂を行なう。 7月21日ブオーレル峰Forel(3360m)

小栗以下2名でパーブエクト峰Perfekt(3000m)の登

頂。 7月26日池田以下2名でジヨムフルエンJomFr

uen(2850m)に登頂。 7月27日，横断隊はMount

ForelからJakobshavuまでの内陸氷床標高2800mを

横断し， 9月1日，西海岸のJakobshavuに出る。犬

ゾリ隊はMountForel東にあるヌナタックを登ったあ

と, September氷河に戻り， この周辺で7つのピーク

に登る。 8月27日Kungmiutに帰着。 9月13日サ

ンドレ・ストローム・フョールで全員合流したあとコペ

ンハーゲンに帰着。

文献： 「山岳」 64年1頁参照。 「山と渓谷」 364号

(1969年1月)。

（29）



海外登山年表＝1968年

モンゴル

’’ 記 事

日本モンゴル合同学術登山隊

総隊長＝ダシデンデブ（33,体操スポーツマスター）

日本側隊長=i、沢重男(43)副隊長=窪田清(35) マネ
ジャー＝川村光郎(31）隊員＝佐藤正樹(33）原沢恒夫

共

(32)三宅修(36)田中勝(26）報道＝辻勇男モンゴル側

隊長＝ゾリック（37,スポーツマスター）隊員＝ザナバ

ザル(24)ドルジ(30)ジヤンツアン(34)バートル(30)ツエ

ペン(22）

行動概要： 7月27日ウランバートル着。 7月31日

ウランバートル発（双発ジェット）ウランゴム着。 8月

1日ウランゴム発， 3日BC建設(2700m)｡ 8月4日

全員でウラン・ハルヒラー（第4峰, 3550m)の登頂。

8月6日，窪田，三宅，原沢，ゾリック，ザナバザル，

ツエペンの6名でオリンピア峰(3680m)に登頂。 8月

7日，川村，田中，ジャンツァン， ドルジ，パートルの

5名でハハヒラー第1峰(3950m),第2峰(3990m),

第3峰(3850m, 日本モンゴル友好峰）に登頂。 8月9

日BCを撤収, 11日ウランゴムに帰着。 13日ウランバ

ートルに戻る。

文献：｢岳人」256号（1968年11月), 「山と渓谷」

363号（1968年12月)。

活動期間

1968.7～8

目 的

ハルヒラー山群の各

峰の登頂ならびに西

モンゴル語などの調

査

恥
一
虹

I

’

カブカズ

’|": |活動期間’
事言コ

ロレ目 的

ウシバ峰(4700m)

西壁の登肇

第2次RCCカフカズ登山隊（日本労働者スポーツ
協会）

器 升

団長＝清水一行(35）隊長＝塚本珪一(37）副隊長＝小
器

林年(35)車義久(27)木村紅夫(27)福岡璋祐(26)中道孝則

(25)京極紘-(24)BCまでの同行者＝バリスミハロヴィ

ッチ（スポーツマスター）アレキサンダー（インストラ

クター）イリアナ（初級アルピニスト〕

行動概要： 7月10日エルプルース・キャンプ(2050

m)着, 7月12日キャンプ発，ユセンギー河にそい，

河原でキャンプ， 13日ペチヨ峠(3378m)からドウラ河

を下ってプコワラロシア（ウシパ氷河末端）着。 14日，

ｳｼパ氷河を遡って西壁下部からｷｬﾒﾙﾘｯゾ｡ 7月

15日～7月19日小林，車，木村，京極の4名で西壁

ピラーの登肇， 7月14日～16日福岡， 中道の2名で

西壁マルシュ・ルート登筆， 20日西壁隊の小林が下降

1968.7～8

I

（30）



’
中にスリップ。救援のため車，木村下山し， 26日救出。
7月28日，エルプルース・キャンプに帰着。

文献：「岩と雪」13号（1968年11月刊)， 「山と渓

谷」362号（1968年11月), JAC会報「山」2帥号

(1968年10月)。

ボルネオ

記 事

~"|'"…|基(雄山鍵客峰”
saiGa

’ 岳会報」20号（1968年12月干lj）

湾
《
口

’ 事吾コ
ロレ目 的Nos l活動期間

福岡登高会玉山冬山合宿玉山(3997m)登頂

ならびに玉山，南山

のバリエーション・

ルートからの登頂

45 11968.1

隊長＝新見勲(39）副隊長＝大林畔(45）隊員＝小田保
署

義(28)古賀久男(28)大石義豊(27)岡本敏(28)水崎義則

(26)池辺勝利(26)久間弘信(23)財津茂美(21)上野義宣

篠原千典(22)鬼木稔(25）案内人＝禁添文

行動概要＝1月1日台北着， 3日まで入山申請および

関係機関へあいさつ。 4日台北発，汽車で阿里山着。食’
（31）

Nos 活動期間 目 的

43 1968.4～5 キナパル山塊各峰の

登頂

八幡製鉱所山岳部OB会キナバル登山隊
隊長＝辻正臣(54）登塞隊長＝永田久利(38）隊員＝首

藤守男(30)財井尚記(26）ガイド＝Sumtongolポータ
ー＝Chubo以下2名

行動概要＝4月27日国立公園管理事務所発，パナラ

ワン小屋にBCをおく。4月28日キナパル山塊最高峰
ローズピーク登頂。4月29日偵察， 4月30日キング

エドワードおよびキング・ジョージの両峰に向かったが

悪天候のため頂上直下から引きかえす。 5月1日下山。

文献：八幡製鉄所山岳部OB会編「キナパル山登山報

告書」（発行年月日なし)。



海外登山年表＝1968年＝

糧購入。 6日森林軌道により東哺着。タータカ・コルか

らBH排雲山荘着。 7日全員玉山登頂。南山へ縦走。 8

日玉山南壁正面3ルンゼアタツク (A.水崎，久間，財

津,B.大石，上野,C.岡本，鬼木), 9日南山北壁3

ルンゼアタツク南王山縦走。 10日全員で玉山より北山

への縦走。 12往路から東哺へ下山した。

文献：未刊

46 1968．2 王山(3997m)の登小川山の会創立15周年第5次日本国民間友好
頂 致敬訪問団

￥

隊長＝加藤長市郎(34）隊員＝松崎中正(33)新井保太郎

（33)他5名中国側隊員＝劉茂源（中国青年登山協会）

他3名

行動概要： 2月10日台北発，嘉義，阿里山を経て13

日玉山北峰(3920m)登頂。 14日玉山(3997m)登頂

ユ5日台北帰着。

文献：｢岳人」249号。
器

東京都立石神井高校山岳部0．B・会雪山登山隊

隊長＝黒崎峻(41）隊員＝関恭一郎(25)坂梨保介(24）

田中義和(23)今野浩一郎(22） ポーター許舸山他3名

行動概要： 3月5日台北発，台中を経て還山部落着。

6日還よりスケラン渓を湖り, 2500m地点の川原に幕

営。 7日スケラン渓上部3300m地点まで偵察。 8日西

の枝尾根から3500m地点に幕営。 9日次高嶺線まで偵

察および荷上げのため往復。 10日嶺線雪山西方の森林

帯に幕営。 11日全員雪山(3884m)に登頂。次高山荘

跡に幕営。 12日に還山へ下山した。

文献：未刊

4711968．3 雪山(3884m)の登

頂

｜
蛤

券

48 1968.2～3玉山(3997m)の登千葉大学薬学部ゐのはな山岳会第二次学術登山隊
頂 隊長＝萩庭文寿(51)副隊長＝村松敏夫(36)隊員＝長

谷川三郎(22)村上幸康(22)黒川はるみ(23)樋口和(21）

深沢英雄(23）案内人＝郭玉祥ポーター＝丘

行動概要＝3月4日嘉義発，阿里山着。阿里山から徒

歩にて東哺着。 5日東哺より前山を越え排雲山荘着。 6

日玉山主峰に登頂し，東哺へ下山。 7日往路から嘉義へ

帰着。

文献：未刊

49 1968.3 玉山(3997m)の登正則商業高等学校山岳部O､B.会正稜会訪華親善
頂 登山隊

隊長＝川久保克巳(23）副隊長＝木下正幸(23）隊員＝

加藤元之(21)染谷晃(21)小早川勉(20)小屋野勝男(20)吉

田東亜紅(23）案内人＝周俊郷（台湾山岳協会会員）他
1名

ポーター＝邸澄賜

（32）



1 悠雪震藍M閣議款難｡,;龍出
に下山。

文献：未刊

桜峰会台湾省親善登山隊

隊長＝樋口芳広(35）副隊長＝安藤茂夫(33）隊員＝小
宮淳男(27)佐光隆之(21）案内人＝林樹枝（台湾省体育
会山岳協会員）ポーター＝邸潔賜

行動概要： 3月11日東哺から排雲荘BC着。 12日

安藤，小宮の2名，夏山風ロルートから玉山主峰登頂。
13日棚口，佐光，山頂直下冬山ルートから玉山主峰登

頂。 13日BC撤収，東哺に下山。

文献：未刊

’

玉山(3997m)の登

頂

50 1 1968，3

｜

51 1968.3～4玉山(3997m)の登

頂

京都大学ワンダーフォーケル部中華民国台湾省親
善登山隊(KiotoUnivWanderVogelAGoodwill
ClimbingPartytoFormosa)

隊長＝宮門正和(21）副隊長＝南良隆(20）隊員＝本久

明(20）案内人＝林樹枝，周俊卿郷ポーター＝郎潔賜
黄利光

行動概要： 3月11日東哺から鹿林山，前山，西山を

経て排雲山荘BH着。 12日玉山登頂。 14日嘉義へ帰着。
文献：未刊

東京都立大学山岳部中華民国親善学術調査隊
升

隊長＝川副南司(28）副隊長＝成田義宏(21)隊員＝勝52 1 19"3~41謎鰐駕,胃山
股政雄(23)今村良康(22)藤掛運(20)山本千里(19）

行動概要； 3月10日嘉義発，阿里山鉄道を経て11日

排雲山荘着。 12日全員玉山登頂。 14日嘉義に下山。 17

日台中発遠山着。 18日スケラン渓から尾根に坂付きサ

イランチュウにBC建設。21日全員雪山登頂後，次高

山燕跡にてビバーク。23日往路にて遠山に下山。山荘跡にてビバーク。23

文献：未刊

53 1968.3 玉山(3997m)の登青森山岳会
頂と植物調査 隊長＝沢村和夫(22）隊員＝斉藤穰治(21)林義人(20)

案内人＝林樹枝，周俊卿（台湾山岳会会員）ポーター＝

印潔賜

行動概要＝3月11日阿里山から東哺を経て排雲山荘

着鐡:削霞頂｡ 14B懲路から嘉義へ帰着。
54 1968．3 玉山(3997m)の登大嶽山岳会日華親善登山隊

頂 隊長＝鈴木浩(24）隊員＝平野喜和(22)小林文男(20)立
島泊憲(21)粕谷明(19）案内人＝察礼文

行動概要： 3月21日東哺を経て排雲荘着。BC建設 ’
（33）



海外登山年表＝1968年＝

22日全員玉山登頂。23日BCより南山を目指したが，

南山と南玉山との分岐付近から退却， 24日BC撤収下
山。

文献：大嶽山岳会編「中華民国台湾省親善登山隊報告
書」1968年7月15日発行。

55 11968.3 玉山(3997m)の登東京農工大学ワンダーフオーケル部中華民国親善
頂 調査隊

隊長＝小平哲夫(20）副隊長＝豊福正己(20）撮影＝隈
本開男(22）隊員＝鮫島和夫(30)松本滋夫(20)上山修

（20)鎌田光久(19)長谷川和良(19)越前谷幸平(20北大
山岳部）案内人＝棄添文

行動概要＝3月20日嘉義より森林鉄道で阿里山に向

い，同日，察添文氏と合流。21日大岳山岳会， 山形大

地質調査隊と共に東哺に向い登山開始。22日主峰

(3997m)に登頂。23日下山。

文献：未刊

１

’

１
56 1968.3～4玉山

頂

56 1968.3～4玉山 (3997m)の登高松一高訪華術善登山隊
芙

頂 隊長＝林巍(35）副隊長＝矢野正三(31）隊員＝稲葉伸
夫(31)高田昌彦(28)佐藤芳幹(20）案内人郭玉祥(36）

行動概要： 3月24日排雲山荘。25日全員玉山登頂。

26日下山，嘉義から高雄を経てガランピに到り，以後
は2隊に分れて行動。 4月5日帰国。

｜ 文献:未刊

57 1196…畜蝋藤川|蕊蠕蕊欝鷲驚熟ド隊員_ゞ梼 筈

永豐(21)渡正行(21)佐々木勝彦(22)田中弘一(20)竹田紘

（20)広渡達也(19)堅田三省(19)入江正雄(20）案内人＝
唐渭波ポーター＝2名

行動概要： 4月28日環山発，スカイライン渓，雪山

直下を経て審良酒にBC建設。29日審良酒から次高山

荘を経て全員雪山に登頂。30日全員BCに集合。 5月

1日環山へ下山。 5日阿里山，東哺を経て排雲山荘着。

6日全員にて玉山に登頂し束哺へ下山。

文献＝未刊。

58 1968.4～5雪山(3884m)の登塩之義製薬株式会社山岳部台湾遠征（第3回）
頂 隊長＝橋本直也(42）隊員＝大石淳(30)小島隆雄(27)吉

野煕道(28）

行動概要： 5月1日環山雪山山荘跡

2日山荘跡雪山雪山北峰

5月3日七家湾渓

4日七家湾渓環山

文献：未刊
’

（34）
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59 1968.4～5玉山(3997m)の登静岡頂会台湾遠征隊
頂 隊長＝高橋弘(31）隊員＝八木功(28)興津輝雄(25）

台湾側隊員員=俊卿,郭玉祥,郎潔賜

阿里山一東哺－排雲荘

排雲荘一玉山一北山観測所一北

北山往復

北山観測所一東哺招待所

東哺招待所一阿里山一嘉義

年

行動概要： 5月3日

4日

5日

6月

文献:頂会会報1968

60 東京農業大学中華民国台湾省高山植物研修隊
(TheBotanicalExpeditiontoAlpineregionofFor

mosabyTokyoUniversityofAgricalture)
壬

隊長＝中村武久(36）隊員＝桝田保弥(26)井上賢治(19）

呉鳳玉(24）

玉山案内人=菓添文ポーター＝黄利光,徐清松

雪山案内人＝曾清波ポーター＝伍保成，司茂則他2名

行動概要： 7月8日東哺発，多々加鞍部を経て排雲山

荘着， 9日森林限界(3300m)まで山荘付近の森林帯の

調査， 10日玉山主峰正面の斜面の広域の調査をしながら

主峰登頂。 11日隊を2分し，北山，南山に登頂。 12日

東哺まで下山。20日環山よりスカラン渓を経てサイラン

酒着。21日志佳陽大山を経て新高山荘跡着。22日山荘

跡より植物調査を兼て雪山に正面ルートから登頂。往路

を下りキイラン酒まで下山。24日サイラン酒より環山1

部落に帰着。

文献：未刊。

四日市高校山岳部玉山登山隊

隊長＝徳井賢(34）隊員＝伊藤昌弘(19)伊藤公義(19)大

泉貞郎(20）案内人＝禁添文(35）

行動概要： 7月18日阿里山から森林鉄道で東哺に向

い，東哺から徒歩にて排雲山荘着。 19日排雲山荘から玉

山登頂後，北山を経て排雲山荘に戻る。20日排雲山荘か

ら南山往復。22日往路から東哺へ下山。

文献：未刊。

広島大学中華民国台湾省学術調査隊(Scientific
ResearchtoTaiwan,RepublicofChina.Hiroshima

Univeosity)

隊長＝田中正四副隊長＝鈴木正将隊員＝安藤久次，

中野光雄，岡本和夫，角田幸信，根平邦人，大城久司，

小林圭司，中村貞臣，藤井靖大，森川治記，小阪敏和，

末田暁，森脇喜一，藤井功，石川演美，難波克雄，石瓶

紘一，坪内隆佳，林朝河，石田邦夫，沢野邦彦，土石川

勝司八幡浩，報道＝山中昭

1968.6～8玉山(3997m)と雪

山(3884m)の登頂

および周辺の森林帯

の調査

l
l

l

１
１
１
１
画
４
１

61 11968.7 玉山(3997m)の登

頂

｜

’

“|"…蚕‘ ' '"'7"雪“(3884m)の登頂

’
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’ 行動概要： 7月15日嘉義発一阿里山一東哺林揚招待

所一玉山南山一玉山主山一玉山北山一八通関一秀姑密山

一東哺（20日まで)， 21日～25日和社着一日月藻一哺

里一合歓山一環山一南山村， 26日環山発一悪源一桃山一

新達一品田山一大覇尖山下一大覇尖山一小覇尖山一素密

達一雪山一次高山荘跡（8月2日まで)， 8月3日環山
帰着。

文献：未刊。 ’1

63 119688 1玉山(3997m)の登|桑医山岳会中華民国台湾省玉山登山隊
頂 隊長＝大橋重夫(36）副隊長＝佐藤雄寿(37）隊員＝嶋

崎勲(30)田代忠(26）台湾側隊員＝林志廊（42，台湾省
山岳協会員）

行動概要： 8月13日阿里山森林鉄路により東哺に至

り，多々加鞍を経て排雲山荘着。 14日玉山主峰（3997

m),北峯(3850m)および北北峯(3800m)に登頂。

15日南山(3900m)に登頂後，束哺に下山。

文献：桑野山岳会編「くわの，中華民国台湾省玉山登
山報告号」1968年8月発行。

託

64 1986.8 玉山(3997m)の登千葉大学医学部ゐのはな山岳会
頂 隊長＝萩庭文寿(51）隊員＝坂井進一郎(38)原田正敏

（38)久保陽徳(29)松村敏夫(36）

行動概要＝8月22日阿里山発， トンボ部落を経て排

雲山荘着。山荘から玉山往復。23日阿里山に帰着。
文献：未刊

65 1968.12 玉山(3997Bm)の登鹿児島経済大学学友会山岳部(KagoshimaEcono
頂 micCollegeofJapan)

隊長＝末広芳朗(33）隊員＝菱沼彰(26）上間勝己(38）
長沢武(25)池田宏(21）案内人＝高文慶

行動概要： 12月20日阿里発，東哺を経て排雲山荘

着。21山荘から全員にて玉山主峰および北山に登頂。
22日隊長を除く5名で南山往復後，東哺招待所まで下
山。

文献：未刊

（36）



イストル・オ・ナールの山座同定

田中栄蔵

1 ． まえがき

本文はイストル・オ・ナールの山座同定論を述べようとは思わない。同定論につV､て

は別の機会に発表をしたし､｡従って同定に必要な事項を少なくしたので，理解しにくい

文になるかも知れぬが，御了承を乞う。

山座の視景をえて，これを観察し認識することは，山に関心をもっている者にとって

は大切なことである。方法論は色々ある。

まず，地図によって山名とその座標と高度を知る。これは水平的な知識であり，地図

が正確であれば，模型を作りまた立体化することも可能である。しかし山の姿の細部ま

で表現するには，相当科学的な作業を必要とする。

そこで山の姿の写真が強力な助けとなり，特に航空写真はより多くの情報を与えてく

れるが，必ずしもお誹え向きに手に入るわけではない。こ＞では山塊を眺めた人や山に

近づいた人，ならびに試登や登頂をした方々の文献・資料・私信を通じて， この山の姿

を調査し山座同定の調査報告としたい。また問題は山座同定にあたり，当初は主峰の認

知であったが，登山記の記述とその読み方にも不審な点があり，情報交換をしているう

ちに，オーストリアおよびスペインの方々から，その具体的な指摘を知った。この問題

は重大なことであり，こゞでその結論を云々することはできない。疑問のままとなるこ

とを御海容願う次第である。

2． 地図について

旅行や登山にあたっては，地図を用いることは当然のことである。イストル・オ・ナ

ールのあるチトラル地方が，パキスタン国になってから，新しV,測量がどれほど行われ

ているのか知らない。おそらく英国統治時代のSurveyoflndiaの地図のま鼻であろ

う。現地に行った人に聞くと37P/SE&P/NEに示された国境のままであるという。

こ〉で，若干この山に関する地図を見てみよう。

2－1 Burn'sMap. (Fig. 1参照）

イストル・オ・ナールが測量されたのは， 1928～29年である。幸い当時の地図の一

部が, HimalayanJournal (以下HJと略す）第2巻(1930年）に出ている（文献

1，以下文1と略す)。これをFig. 1に示す。範囲は36｡15'～36･25'N,71｡45'～

（37）



72｡00'E｡1"=2mile,等高線間隔200フィート。サイズX175×yl46mm(X=横軸

Y=縦軸)。

この図は北峯から主峯に山稜が続いているように描かれているが， これは誤りであ

る。北峯に続いているのは西稜である。以下の試登や登肇の記事にあたっては，発表文

や地図のままとしておくが,Lawder,Murphy氏らの地図は,Burn'sMapを用い報

告に掲載しているが， カムカルテにしているので注意を要する。なおBurn氏の報告

はRecordsofSurveyoflndia.Vol.xxvにのっているという。

2－2 Finch'sMap

1938年』.R､G.Finchは北東ヒンズー・クシュの再測量におもむきBuniZom付

近から測量を行なった。そのとき高度の改測があり，新高度を示した小カムカルテが発

表された（文2)。高度は総じて低い。例えば,Istor-o-Nal(以下I-o-Nと略す)=24,

242フィート (7,389m),TirichMir=25,230フィート(7,690m)である。上記2－1

図と比較のこと。G・Gruber氏に批評されたことは後述する。

2-3Wala'sMap

$@Nord6stlicher(Hoher)Hindukusch''Karte l:300,000vonlng. JerzyWala,

Krakau(Polen),1967.

通常ワラ・マップ（カムカルテ）といわれ，付録の高山表（約400座）は毎年改訂さ

れている。この図は1960， 62， 63年のワラの遠征の成果をとり入れてワハンの地図を

作製したV.Sedivy氏のものを基礎にしたという。範囲：北＝ワハン・ダリヤ，東＝

Sarhad-Baroghil線，南＝ヤルフン河筋とリッヒ・ゴル以西の山脈，南端はチトラル，

西＝カジ・デー～アルカリ ・ゴルールトコー河線の以東。ピーク名は番号で示され，高

山表と照合し山名・標高を知る。使用者の言によれば，山水系はほ笈正確という。36°

~37｡N, 71｡40'～73･25'E･サイズ=X570×Y455mm,単色，市販。

Finch氏はAJNo. 316(1968-1)p. 110でこの地図をほめてし､る。

2－4 「全臨里図」（1967）

テイリチ氷河周辺図， 1：50000，作図：高橋定昌(1967All JapanHinduKush

Exp.).範囲:36｡10'～36｡20'N,71｡40'～72｡05'E.サイズ=X600×Y600mm,単色。

北＝ノシャック，東＝アタク・ゾム，南＝オウィル峯，西＝グール・ラシュト・ゾム，

若干記載誤りがある。カムカルテ。

2－5 「福岡岳連」

TirichMiranditsadjacent regions,HinduKushRange, compiledbyYukio

MATSUMOTO(松本征夫)｡1:50,000,1969-Jan.AlpineAssociationofFukuoka

HimalayanCommittee.範囲:35｡50'～36｡25'N, 71｡40'～72｡05'E・サイズ=X777x

Y1,500mm･単色。2-4を拡大改訂したものと思われる。 1969年隊に同行されたので

改訂ぶりがうかがえよう。

・ 2-6 Surveyoflndia'sMap(SI)

（38）
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Afghanistan&N.W.FrontierProv'nce.No.37P/SE&P/NE. 1inchto2Miles,
1:126,720. Surveyl928&1929.Published1931. 36｡00'～36｡35'N,71｡30'～72｡E,
contour intervals=200ft. N=NorthAtrakGl.の原頭(P/NEはごく小部分を含

む),E=Shekhniyak,S=LutkoRiver,Shghot,W=AgranAn-LUtkhoAn｡I-o-N

は図の中央左手にある。地形はBurn'sMapと同じ。本図の高度, I-o-N=7398m,

(24,271'),TirichMir=7,700m(25,263')と表記されている。現在地図がどれほど

修正されたのか未見である。なお国境線については本図を用いているときく。

2－7Anglada'sMap

AdolfDiemberger,KurtDiemberger,KurtLapuch氏とスペインのJose-Ma･

nuelAnglada氏から，吉沢一郎さんあての通信によって，四氏の地図からI-o-Nの

カムカルテを吉沢さんが整理されたものをFig. 2に示す。若干補正した。

2-8 1-o-Nの座標・標高（第1表) _

地図の利用で気をつけなければならないことは，測量は簡単には行えないから，まず
既往の権威ある地図を用いる。登山者の再測量では起点座標基線設定（座標が正確な
らば2つの山でもよい)， 測地点数，天候，器具などで精度が異なる。試みにバッラー

ドの本から抜華すると第1表のようである。最近の数値は三角測量成果表を見てし､な
いのでなんともいえない。

第1表標高と座標

緯 ’： ｜ 北名 東 経SIshee[ |標高山

’１
８

７
９

２
３

７４
７

２No. 37
1stOr-o-Nal

P/SE&P/NE

TirichMirl "

〃 Ⅱ 〃

〃 Ⅲ 〃

71.53′52′'36．22ノ 38''

35． 15′ 21ﾉﾉ

36 15 47

36 1600

71o56' 32'ノ

71 49 52

71 49 31

25，263
7，700

25，237
7，692

24，564
7，487

24，581

7，492’
71．05' 08′'36.26′06''

Noshaq l ｜
卜

〃

extractedfromBurrard:TheHighPeaksofAsia.

標高は第1表に示したが,2－6の数値の方が正しいと考えられる。改測が行われるご
とに高度測定の数値は，精度をあげるものと考えられるが，地震や地殻，重力の変動に
よって，山が隆起したり陥没することもあろう。Dr.G.Gruberは測量機器を持参し
て，ブニ・ゾム山群の1峰(5,900m)から，測量を行ない標高を改正している。その

精度と信頼性はあることと思う。 ドイツ，オーストリア，スペインではGruberの高
度を用いているbこ鼻ではGruber,LapuchとAnglada三氏の高度を用いる。

（39）



登山隊の使用する高度計は, 7,000m級の山では8,000m以上測定できるものがほ

しい。また保管取扱いについては規正・チェックが必要であり，絶対信用には至ってい
ない。

以上の整理を第2表に示す。

第2表Istor-o-Nal各峯の高度(m)

S.I.

峯の名称 37P/SE&
P/NE

MainPeak 7398

North " 7248

South-East "

North-East "

South "

Westl "

WestⅡ 〃

RockPinnacle

NobaisumZom 6999

TirichMirl 7700

Noshaq l 7492

’
Gruber

Or

Lapuch

7403

7373

7365

7276

7300

7280

6828or7200

7070

7706

7492

’
Ｓ

，
ｐ
８
３
６
０
６
２

吋
雌
籾
和
一
”
一
一
一
一
Ｗ
、
婚

７
７
７
７

Anglada

7403

7370

7365

7150

7303

7300

7280

7200

7070

7492

3． Istor-o-Nalの観察と登山年譜

I-o-Nの山座同定を行おうとすると， この山の周辺に登山したり， 山裾を旅行した

人々の報告や紀行を読まねばならない。 ここで観察とは，周辺の山々から, I-o-Nの

山岳景観や山岳構造についての資料によることを意味している。 もちろん, I-o-Nv､

の登山そのものは，直接の観察であるから重要である。幸いわが国の人々が，この地方

にも数多く入山しているので，その方々から御教示をえた。一方，ヨーロッパのヒンズ

ー・クシュニストの資料は，吉沢一郎さんを通じて頂くことができた。

ここでは,不本意ながら次の第3表および第4表に示すような分類にわけさせていた

だいた。表の文献の中でPr.C. とあるのは, PrivateCommunicationの略。

以上が, I-o-Nを眺め，試登，登頂の年譜である。ここで1935年Lawder隊およ

び1955年Murphy隊は，主峯の頂上直下60mに達し，初登頂したといわれてい

る。しかし報文を読むと,GreatSaddleに下り登ったという記述は見当らない。オー

ストリアの人はこの点を指摘している。 1969年の野村隊にはこの点をよく見極めてほ

しいと,AttackDesignationを作成して持参してもらった。 日時の関係もあったろう

が，隊員の高所順化と，時間に負担をかけたのでなければよし､がと案じる。これらの詳

細については，問題が別であるから詳しい比較分析は行なっていない。しかし報告の記

述の仕方とその状況を文章に残すとなると，誤解をうけない書き方や表現をせねばなら

（40）



第3表測量・他峯より Istor-o-Nalの観察表§3－1

文｜
’

| 隊の人名|種別
IBurn,D.M. 測量

Schomberg,R・ 旅行

|Fmch, JRG |測量
|息騨爵朗|観察

量

坪井

岩酒

五敏

献内 容

TirichMir, Istor-o-Nal周辺の測量

年代

文11928-9 Burn,D.M.

l

1935 ISchomberg,R
I-o-Nは

誌，偵察 ’
RoshGolなどの谷に入る。 I－o
その全容をつかみえず。地方誌
は興味あり。！ 文3 I

山群の近くより西方の再測
パノラマ写真をとる。

’

１

１

聖i綴 文2|葺

察'ず
亙互

1938 1Finch, J.R.G

CK:Noshaq登頂の途次，西方よ
り I-o-Nの西面写真をとる。

CPr

1960
第2登頂の途次，上記ポーランド隊，

と同じ写真を‘と
ZierhOffer.S l一"一 文4

る。

隊。R.Pischil
。
｜
掴
詮

ｍ
を
ｅ
の

琴
と
瞳
写

喝
る
Ｓ
真

恥
》
｜
馳
輌

癖
湖
抄
帰

ト
ｑ
瞳
、

リ
主
の

ァ
峯
の
北

垂
嘩
錘
哩

オ
Ｎ
Ｂ
６

圭

子

Gruber,G.

1963

TrUswetter

1965 Gruber,Gerald|

文5

文6
|iる ○

跨蝿鐵鰈勢識| 亥， ｜剛鐵I 部分はFig.4に示す。
｣96‘ |雁部貞夫|観察|寵写窪澱上端か竺|観

N

東|P亜c
I-o-Nの

Udren Golの1支氷河LoparGolに
入り,LoparJozZom5,730mに初
登頂しI-o-N東面の写真をとる。 （吉
沢へ私信）

Lapuch,K. 一〃一
文13
Pr・C

I

F蹄蕊零I職篭洗豊
（筆者への私信）

一〃－

GolenGol

6,000m付
をとる。 （当
UdrenZol

からI-o-N

Pr.C. ||宮森常雄ら

IUdrenZomSouthPkの6,500m

からI-o-Nの北東面の写真をとる(文
8' :対192頁カラー写真)。 文8

－〃一SaraghrarSouthPkへの7,000m付
近から，上記と似た写真をとる(同上）
文9:UdrenZomのC3(6,300m) 文9

’
1967

山本健一郎ら

からのパノラマ。

右記両氏の
写真をとる。
2葉掲載され

TirichMir攻撃の途上，
I-o-Nの南面のパノラマ
(高橋氏のものは文14に
ている)。

川岳連
島一
岡達
橋定昌ほ

〃

隊
芳
郎
か

市
高
有
高

文10
Pr.C.

｜
その西稜の
Noshaq-

TirichMir攻撃の途上，その西稜の
7,550±100m付近から, Noshaq-
IstOr-o-Na1束南面のパノラマ.スケ Prc. |
ツチを描く。これを借用させて頂いた
（写真は検閲未済のため入手できず)。’

福岡岳連隊
末松大助一〃－
新貝勲ほか

1969

ぬことになる。その証明として写真が役立つが,Murphy隊のように頂上荒天， しか

もフィルムを盗まれ，また映画も現像失敗で，写真証明をかくとなるといささか困難な
問題となる（文12)。

(41)



63－2 第4表Istor-o-Nal南面登筆表 〔聲二蕊〕
年代 容 ｜文献

1929

’ 1935

1955

’
mの間の北西の氷河をつめC3から
I-o-N北峯7,373m,NHc.a.7,300m 文13

登
に初登頂した。北峯より [N-1]の写 W－2
頁をとる。
（吉沢一郎さんへの私信）

1967

| 試
1968

西稜C4より，西峰
攻撃再挙のため下山
森本隆隊員が西側に
類はともに落ち回収

1967

｜

一

4． 山岳写真景観より見たIstor-o-Nalの山座同定

掲題の解析方法は以下に詳述する。これらの資料は，いずれも踏査者の写真を主とし

たもので（写真をスケッチしたものを含む)，科学的な成果をとり入れる以前のものが

大半以上である《例えばDr.Gruber'sPanoramaは科学的成果といえる。高度計に

よる高度数値また採集岩石による地質学的考察,山頂からの標定や測量などのデータを

吟味したものではないことをお断りしておく》。 また記述の詳細におし､ても，実地踏査

者の報文を尊重することは勿論であるが，記述の不充分な点については説明を加え得
ない点もある。

すでに§3で述べたように，写真撮影場所の位置により，東西南北からI-o-Nの山

（42）

Capt.』.Lawde
D・Hunt

ａ

ｙ
乱

恥
吋
》

Ｍ
Ｍ
Ｂ

Ｊ
Ｔ
Ｋ

試

登

同じルートをとり，西稜をつめ，
I､o-Nの頂上直下60mに達したとし、

■
毛
６
″

ア
ケ

同じルートをとり， I-o-Nの主峯
7,398mに初登頂したという。

文11

文12

K・Lapuch
M，Oberegger

試
Istor､o-Nal の南面<上部＞ティリチ
氷河から，minorcouloirを登り，西
稜の稜線に達した。

文1

佐藤京子
渡部節子
芦谷洋子

登 I-o-N西稜を登り西稜上のl峯Ca
7,200mに登頂した。

チェコスロ
登

（キア隊
I-o-N西稜をへて西峯群に達した。
(下記2隊の情報による）

Pr､C

野村 晃ら

Barcelona，
Jose-Manuel

Angladaほか

登

登

I-o-N西稜に試番

文14

Pr,C



頂や頂稜線に視線を集中すると，その山塊の最高峯（この場合I-o-Nの主峯，次高峯

等）が明白になる。換言すれば最高峯の頂上から，これらの山々を地図と併用して確認

し，放射状パノラマをとることは，登山者が登頂の記念として（初登頂などでは証明と

なる）行う。これらのトレースした方向をFig.3に示す。よい写真をとるためには，

早朝や好天にめぐまれる必要もあり，季節とも関係する。登頂時にこうした恵まれた場

合はめずらしいであろうが，いついかなる時でも，自己位置の確認と地物等の観察も大

切である。もし写真がとれない状態ならば，記述によらけれぱならない。将来は航空機

等からの登山確認や偵察や撮影が行われよう。いや，すでにその一部は行われている。

ここでは，方位的に次の方位による。

4－1東方（南東・北東・北）から

4－2西方（北西・南西・西）から

4－3南方から

各項の記述は次の順序で配列した。

a)一遠方・高所から b)－隣接の山から

c)－山裾から d)－航空から

ただし, d)は注目しているが，資料は見ていない。

4－1 東方向（北東・南東）から

4-1-1南東面（第3，4表，文7a, 7b参照）

al) Gruber'sPanorama

Dr.G・Gruberのパノラマは,BuniZom山群のKhorabohrtDarの5,690m峯か

らとられたもので,Fig. 4にスケッチ[E-1]にI-o-Nの部分を示す〔若干改訂した〕・

主峯7,403mの左は南東峯7,365mで，その左肩下にスペイン隊の登った南峯，

7,303mがあろう。主峯の右はいわゆるGreatSaddleの上限で，その右のピークは

K.LapuchのいうWI(西稜第1高峯）である。これは福岡岳連隊の写真のスケッチ

を見て判った(Fig. 11[S-3]参照)。即ち7,300m峯である。北峯への凸起の高所

がWH7,280m峯である。北峯7,373m峯は, I-o-Nの次高点である。その右のコ

ブはLapuchのし､うNⅡ，Ⅲで後者は少し低い。北東峯7,267m(7,150mAngla-

da)は顕著なピークである。これは東峰とも呼ばれたものであるが, Angladaのいう

東峯7,100mは, Fig. 4のNE峯のクニーク稜線の下に示す点であるが，まだ資料

不足で何んともし､えなし､。

これらの頂稜線をつなぐとIstor-o-Nal,即ち馬蹄形となる。この写真はそれをよく

示している。これは山頂の定高性(summit-levelaccordance) をもつ山塊と考えられ

る(Noshaq,Saraghrarもふくめて)。地形的には，東面は東へやや傾いた頂上雪田を

抱き，図のKoshtZom4,760mの上に見える上部の雪の流出が懸垂氷河となり，落

下中に南に方向をかえて，上部ティリチ氷河へ落ちるクーロアールⅢに入るものと思わ

れる。現今のように氷河後退期では，デブリは少ないであろう。
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1938年のFinch氏（文2)のパノラマには, I-o-Nの右にNoshaqが示されてい

るが,Gruber氏のいうように, ShingeikZom7,291mで,Noshaqは完全にI-o-N

の背後になり見えない。

a2) そのほか

Gruberパノラマの頂上雪田の北峯の下には，雪をつけたInsel状の岩塊が認めら

れる。

Lapuch氏はこれは北峯から発しているとV,われるが,NⅢが南東峯寄りと考えられ

る。 1966年雁部貞夫さんが， カゴ・レヒト高原の北端から望んだ写真では相当な突起

である。また1967年宮森常雄さんらがGolenGol原頭のIshpelZomca. 6,000m

付近からとった写真ではNⅢに近い。さらにZani峠から眺めた写真は，高橋定昌，

佐藤京子さんらのものがある。

b) Lapuch:LoparJozZom5,730m[E-2]

Zani峠3,886mよりも近接した高所として，吉沢さんからおかりした，掲題の写

真をFig. 5[E-2]に示す。この峯はUdrenGol右岸の1支流LoparGolから1967

年6月21日にLapuchとManfredOberegger氏が初登頂した。Zani峠よりよく

わかるが, Insel とWⅡとの重なりあいが写真では明瞭でない。Lapuchの図は地形的

にWala'sMapと合致させていないが，検討を要する。東峯は黒三角形？

c) d)写真入手せず。

4－1－2北東面から

a)一橋大学隊:UdrenZomSouthPeak7,050mへの途上6,500mおよび

SaraghrarSouthPeak7,350mへの途上7,000mより。

この2つの写真は文8〈ロシュ・ゴル氷河の山旅＞の対192頁のカラー写真と，同書

口絵の9葉目のものを併用して眺めていただきたい。

前者の画面の右端はNobaisumZom7,070m,Col,最も高く見えるのはI-o-N北

峯7,373m,それから左（東）へ岩稜が続き，中央の三角形は北東峯7,267m,その背

後のスカイラインを限るのが，主峯から南東峯への稜線であり，鈍い三角形は南東峯で

ある。主峯は南東峯にかくされている。このことは，後者の画面にはっきりと示されて

いる（なおお借りしたカラー写真では明白にトーンがついている)。 またこの山が塊状

を示し，高所からでないと山容がつかみにくいことを物語っている。

b) Lapuch:Shongo-LashtZom, 5820m

これは§4-1-lb)にのべた, LoparGolの詰めにある山で, 1967年6月17日，

Lapuch,Oberegger,MaxFriedwager と人夫NeyabKhanが初登頂した。Lapuch

の地図でみると，懸垂氷河のすぐ東のピークである。写真は未入手(Pr.C.および文13

参照)。

c) d)資料入手せず。

4－1－3北面から
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b) K.Lapuch: Itsor-o-Nal北峯頂上から，主峯,GreatSaddle,WIを望む

[N-1]。

1967年6月29日K.LapuchとM.Obereggerは, I-o-Nの西稜とNobaisum

Zom7,070mとの間に北西に食入る氷河に入り， これをつめ，壁の途中にC2,C3

をおき, C3から北峯に初登頂した（文13参照)。北峯から主峯を望み上述の写真を

撮影したのがFig. 6[N-1]である。

左のピークは南東峯，その右の雪のドームが主峯，頂上から岩稜（南稜）が上部ティ

リチ氷河へ下っている。また右下（西北）に雪稜が下降してきて,GreatSaddleとな

り，西稜からのribと結ばれる。西稜の高点は, Lapuch氏のいうW1 7,300mo

RockPinnacleがどれかは判然としないが，おそらく背後である。スペイン隊は雪の

状態のために,RockPinnacle付近から懸垂数回でGreat Saddleに下りC6を設

営したという。 《このGreatSaddleへの下降は，本題の当初以来脳裡に去来した問題

であり§5に述べる》・背後の山々はTirichMir山群である。

a) c) d)資料入手せず。

4－2西面から（含SW,NW方向）

a) IrisTriiswetter夫人（文6)が,Koh-e-Ka-Safed6,192mの北の肩から

写真をとった。この山からI-o-Nは，約85kmも離れているから，遠景にすぎる。

だが， この写真は北東ヒンズー・クシュの山の特徴をよく示している（写真省略)。即

ちTirichMir, I-o-N,Noshaqは塊状に聲立しているということである。このため

に氷河に入ったR. Schomberg (文3)は，前山にさえぎられて山頂を望みえなかっ

た。一橋隊がSaraghrarSouthPeakに登ったのは, AtrakZomの支稜からの観察

が有効であったときく。対岸からの（高所ならさらによい）偵察は，翼をもたない登山
者に多くの情報を与えてくれる。同時に航空写真の領域が，もっと認識されて然るべき

である。

bl) Noshaqから(AACK) [W-1]

1960年AACKのNoshaq初登頂は，北東ヒンズー・クシュヘの重要な第一歩で

あった。〈ノシャック登頂＞では，山頂や途上から周辺の景観写真の掲載は遠慮されて

いた。こLには,カラー・スライドの一部をおかりして,スケッチにしたものをFig. 7

[W-1]に示す。頂稜線などの重なり具合や,W1,WⅡについては， スケッチを

K. Lapuch氏に送り，指示を得たことを感謝とともに記しておく。

左端高点は北東峯，次（右）は北峯，その直下(西面）の点線はLapuchの登頂ルー

ト。下の雪壁はNobaisumZomである。北峯の右〈南）の高点はWⅡ，ややコル状
に凹み,WI峯となるが， この背後の高点がI-o-N主峯である。Lapuch氏によれば，
黒色の頁岩(Shell) (泥板岩）で，西稜の岩質(TirichMirGranite)とは色が全然異

なるという。なお文13のS. 145によればDunkle,VermutlichPalazoischeSchie-
ferとDiemberger一家の作成した地図に記入されている。西稜と主峯との重なり具
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合は，スライドからは覗き知れない。これによればLawder氏のいう2ndfalsesum-

mit (2fsと略す）と1stfalsesummit (1fsと略す）が望まれる。

b2) Noshaqから（ポーランド隊）

1960年ポーランドのKlubuWysokog6rskiegoは,AACKに続いてNoshaqの

第2登に成功した。文4の｡cTaternik''によれば, 6人の登頂者がならび，右にI-o-N

の北峯が写ってV､る写真がある。また59ページにはNoshaqのC4(6,900m)に2

組のテントをはり，その背後に[W-1]と同景の写真が写されている。主峯は他と比較

すると黒々とした岩峯である。これによれば,W17,300mは，北峯と同じ高さであ

るが，写真の水平が少し傾いている感じがする。

b3) Noshaqから(SteirischenH-KExp '63,Gruber)

Dr.G.Gruberの指揮するSteirischenH-K遠征隊は, 1963年Noshaqの第3登

に成功した。隊員RudolfPischinger(Graz)は,Noshaqの頂上からI-o-Nの西面

の写真をとった。写真は露出過剰であるが，主峯は西稜上に聾え明瞭になる。即ち主峯

のすぐ右に南東峯があり，その右少し下に雪田に続いて南峯が写されている。 1969年

スペイン隊が南峯に登ったというので，その山頂をさがしたが，南面からはわからず，

すでに1964年のOAZに発表されてし､た。文献といえども，真蟄に見なければなら

ないことを教えられた。またbl)はNoshaqの頂上よりやや低い位置から撮影され

たことを物語っている。

b4) GhulLashtZom,East6,611mFig. 8[W－2] (courtesybyMr.K.

LapuchthroughMr.I.Yoshizawa)

上部ティリチ氷河のどんずまりに聾えるこの峯から, KurtLapuch氏のI-o-Nの

北峯へのルートがよく示されている。左はNobaisumZom7,070mで,Lapuchと

KurtDiemberger氏が, 1967年7月10日に初登頂した。南面から見ると，あのな

だらかと見える1-o-Nの西稜が， ジャンダルム状に見え,WIが[N-1]の裏側と

して，その姿が合致する。主峯から南東峯にかけて，降雪直後であろうか，ひどい積雪

が見られる。将来Asp-e-Safed6,507mから，真正面からの視景が得られるならば，

さらに明らかになるであろう。

a) c) d)資料入手せず。

4－3南面から

I-o-Nの登山は南面から行なわれてきた。上部ティリチ氷河がordinaryrouteとさ

れ，近年のTirichMir登山も同様である。

上部ティリチ氷河は，地図によれば，全長16.5km,幅1～1.5km･ 氷河の高度は

入口で約3,600m,西端で約5,000m,比高1,400m｡BCを4,700mとすれば，

RockPinnacleまでの比高は2,600mである。スペイン隊のBCは上記の高度で，

野村隊長によれば，ここの方がすぐれてV､るという。北には西稜があり,AdolfDiem-

bergerはこれをGratl,主峯から真南に下りているのをGratl,南東峯から降下
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しているのをGratⅢと称し，西稜とGIとの間の谷をcouloirl,GⅡとGⅢの

間のものをcouloirⅡと名付けている。

氷河上から，マッシーブな西稜の稜線のどこまでが視界に入るのか，どこからどう測

量したのか知らないが, I-o-Nの頂上が視界に入らないことは，高橋定昌さんから頂い

た写真でわかる。換言すれば，西稜や主峯, couloirlなどをよく観察するならば，

南へ後退して上部ティリチ氷河上流か，ティリチ前衛峯に登らねばならぬ。まずここら

の模様からのべてゆく。 （ここでは説明上a,b,cの順をかえる｡）

cl)千葉岳連隊

<ヒマラヤ7403メートル＞の中の高橋定昌さんのカラー写真を見たときの驚きは，

LawderやMurphyの写真を見て以来， この山のヴェールがはがされた感じがした。

というのは，筆者は深田久弥さんの<ヒマラヤの高峯＞第3巻イストル・オ・ナールの

挿画を描いたとき以来,頂上はどこかとさがし求めてきたからだ。Lawderの写真には

右端のものと但書きがあったが,およそ判然とせぬものであった。MurphyのはHJに

雪の頂点がちょっと覗けるもので不充分。 ほ■同じ地点からとったパノラマ（3葉続

き）が，文14の口絵にあり， これらは少なくとも5,100m以上からでないと写せな

いものと思う。ここでは，同じ隊の副隊長有岡達郎さんの写真を借用してFig.9[S-1]

にかかげる。

写真の右の高点は南東峯，その直下右の白v､雪の弧の左の岩塊が南峯と考えられる。

左の岩のカムはI-o-Nの主峯である。 ぐ一つと凹んでいるのはGreatSaddle,その

左の岩峯から左へ続くのは長い西稜であり，最高点と見えるのは2fsから数えて3つ

目の突起であろう。西稜の雪の稜線の高所でフラットになる地点は2fsである。画面

左背後の山はNobaisumZomであり，その雪壁に三角形の頂を見せているのが，西

稜の西端5,953mであろう。

c2)同上Fig. 10[S-2]

さて[S-1]では, 2fsからGreatSaddleに至る西稜がパノラミックに見えない。

そこで再び有岡さんが，千葉隊のC14,500mから撮影した写真[S-2]を借用して

説明しよう （高橋定昌さんのほぼ同じ画面もある)。

画面の右の高点は南東峯の頂上，その左肩の角の上部が南峯と思われる（後述)。左

に雪田が弧を描いているのは, couloirⅡの上部で崩壊断面が見られる。主峯は断面

の中央背後にある筈である。左下に対角線を描く稜線はGⅡ，その左手(西)はcouloir

lで，上部がGreat Saddleであるが見えない。左上から中央のスカイラインを画す

るのは，西稜である。このC14,500mから，西稜のどの高さまでが撮影されている

というのが1つの問題点である。即ち，画面の左の高点は2fsで，西稜は右へ水平線

のように写っているが， これはほぼ同じ傾斜で北へ延長しているが，西稜はS.1.の地

図で右に描かれているが， これは誤りで, 2fsからやや北東に方向を向けているためで

ある。画面の西稜の右端の雪面に小さい岩塔が見える。この岩塔はくヒマラヤ7403メ
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－トル＞（文14）の外箱の絵と口絵にあるカラー写真に示すRockPinnaCleである。

その背後に佐藤京子さんたちが登った雪峯がある。このピークには，関学隊によれば，

つぶれたツェルトザックが捨てられてし､たという。また，スペイン隊によれば，さらに

その奥のピーク？ には，アルミのポールが突きささってし､たという。画面の岩塔から

右の斜面はcouloirlに続く ribの1部であると考える。

b) TirichMir画菱(7,500±100m)からFig. 11 [S-3]

《1969年福岡岳連隊のスケッチによる》

山座同定において，写真により判断するには，高所よりの視景が一番情報が多く有効

であるとは，前述の通りである。筆者が第1に見たかったのは,TirichMirの頂上か

ら望んだI-o-Nの写真である。つまりKurtDiemberger氏が<オーストリア山岳連

盟年報＞第93巻(1968)に発表していないI-o-Nの写真である。吉沢さんにお願いし

たが,Kurt氏は旅行中でわからぬと父Adolf氏から返事があり， 息子は登筆記を出

すということで，それまで待たねばならぬようだが, I-o-Nへの関心は強く，前述の

Grat lやcouloirlなどのスケッチを送られてきた。それによるとLawder,

Murphyの登山には疑問がもたれていた。

1969年福岡岳連隊のTirichMir遠征は, RAF隊とかち合ったため，大幅に遅延

し，残念なことに頂上直下で落石のため引返したときく。TirichMirの西稜の7,250

=t100m(アネロイド）から, I-o･N山塊の南面を写したスケッチを見ることができた

ので,Fig. 11 [S-3]として示す。

これによれば, I-o-Nの南面の頂稜の全貌を見ることができる。やはり高所からの

展望の素晴らしさに驚異を感ずるものである。

図の左上の高点はNoshaq,その右稜線端はShingeikZom｡ I-o-Nの西稜は，末端

から高度をあげてゆく様相がよくわかる。西稜の中央背後の山は,NobaisumZomで

ある。その南東稜が西稜の影にかくれるが，西稜にややフラットをもつ左角が2fsで

ある。この景については[S-2] [S-1]の岩の形をよく参照して頂きたい。西稜が背後

の山のないスカイラインに出る地点の右の雪のピークの左手前に,C-2で述べたRock

Pinnacle(小三角形)がのぞまれる。その峯が西稜上の1峯7,200mで，女性隊の登

頂したピークであり，その北端に小ギャップ。があり，次に長大な雪のドームとなる。こ

れがW17,300mで，頂からは岩をまじえた下りとなり，稜線は小鞍部を形成し,右

(東側）に降ればGreatSaddleである。稜線は岩場をまじえ,WH7,280mとなり，

凹みをへてI．o･N北峯7,370mに続く。西稜のつめは白い雪の峯，北峯である。 こ

こでこれらの峯の高度を確認しておこう。NobaisumZom7,070mから水平に線を引

くと,RockPinnacleの左肩下辺であり,RockPinnacle7,200mは妥当であろう。

WⅡは7,280mとされている(Lapuch)。北峯は7,373mでWⅡの7,300mは

容認できる高度である。 GreatSaddleはNobaisumZomとほぼ同-, 7,100mか

少し高いところであろう (Angladaによる)。
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さて， 主峯は雪をとどめてV､ない立派なピラミダルを見せている。今までの写真で

は，これほど整った三角形の絶嶺は望みえなかった。頂上から左斜め対角に下っている

のがGratn,その左のGreatSaddleに達するのがcouloirl,頂上直下はcouloir

Ⅱである。頂上の南東稜線が右下に下り，その末端隆起が南東峯7,365mである。こ

の頂上の左下に，主峯と似た黒V,斜面の頂上が南峯7,303mである。南東峯の右の背

後の白い峯は北東峯7,276m(Anglada7,150m)である。

c2)千葉岳連隊のBCから

順序の配列が乱れて恐縮であるが，今までの観念からすると, I－o－Nの南峯といわ

れると，いわゆるSE峯をこう呼ぶこともあった。しかしスペイン隊によれば, SE峯

のほかに南峯7,303mを示されてみると，その頂上を確認しなければならなし､。そこ

で有岡さんからお借りした写真をFig. 12[S-4]に示す。中央の頂上は南東峯7,365m

である。その左への稜線を辿ると，雪のコルの左に小突起をもつピークがある。これを

南峯と認知する。ここらの景観は余り見られない。なお〔アサヒ・カメラ〕44年12月

号， 〈神々の座＞を撮影している白川義員氏が，ほぼ同じ頂上の図を得ている（カラー

写真)。ただし，イストル・オ・ナールとしてあげるだけで，説明はない。

4-4 SpanishExp. 1969.

すでに第4表にも記した通り，スペイン隊は，野村隊に次いで攻撃し，幸いにも主峯

その他に初登頂した。隊長Jose-ManuelAnglada氏は吉沢一郎さんと既知の間柄であ

り，野林君も隊員とアンデスで知りあいであったので情報交換が行なわれ，交信があっ

た。遠征の概要は次の通り （吉沢さんへの書簡より)。

正式名はExpedicionBarcelonaalHinduKush,主催はClubMontahesBarcel-
onas･

隊員:JuanCerda,EmilioCivis, JorgePons,GinesRoca. LiaisonOHicer:
AmirHashmat・HAP. 4名, Shagramから，皆優秀とのこと。

[I]登山活動

7/23AnoGol,7/26ApollonZom(6,010m),7/28Ghul-Lasht-Zomm(6,361

m),後でHighCampを5,850mに移し, 7/31CatalunyaZom(6,060m), 同日

Asp-e-SafedSouth(6,450m登頂)。

［Ⅱ］主目標（通信文のまま）

われわれの主目標はIstor-o-Nalでありました。南東峯および南峯は未踏峯でした。

主峯は1955年にアメリカ隊によって登られてV､たことになってV､ましたが，その資料
を検討した結果,彼らの登ったのは，岩峯から北峯へ続く山稜上の一峯に登っているこ

とがわかりました。

主峯へ登るためには前記の山稜〔西稜〕を下り, Istor-o-Nal主峯群を分つコルに下
る必要がありました。従って岩塔から以後の登筆はすべて初登華となります。行動は次
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の通り。

8/4. C2(5,460m), 8/6.C3(6,280m),

8/9. C4(6,610m),8/10.C5(7,050m),

8/11.RockPinnacle(7,200m),C6(7,100m),

8/12.IstorS(7,303m),IstorSE(7,365m),

IstorHaupt (7,403mor7,398m)。

〔注〕写真未着につき説明ができないのが残念である。

5. Istor-o-Nalの登肇と山座同定をめぐって

紀行，測量，登禁史，地図，写真などの資料から， 目指す山の地学的な山の姿を正し
く認識し，その山への準備をするのは常識である。しかし未知の山城や資料の少ない山

々では，山容や山頂が，希望通り得られるわけではなV､。入山前後のこうした作業をす
ることは，楽しいことといわれている。

ここではまだ山座同定論を述べるには至らぬが，その方法論の一端を示した。即ち遠

景，高所の山々からの展望，隣接の山頂や尾根からの見え方などにより，山の全容をつ

かむことで，詳細については近景をうることにより，さらに正確になる。なお航空写真

か同映画によれば，より確実性を増すことはもちろんである。幸い先駆者の資料を引用

し，特にわが国の写真を見る機会が与えられたことは有難かった。

登筆史については，第3表,第4表に示した内容では充分ではない。これらの報告類

については，地形・ルート・比高・方向・時間・天候・積雪などについて，充分記述し

てあるとはいいがたい。最近ではTechnicalNotesが用いられてV､るから便利であ

る。これらのないものは，登肇比較分析が行われるべきであろう。

I-o-Nの登琴には, 54-3に述べた通り南面の上部ティリチ氷河側から行なわれ，

西稜がルートとされている。しかしLawder隊の報告にも,Murphy隊の報文にも，

GreatSaddleに下降している記事がない。地図の記載表現にも誤りがある。即ち,SI
の地図に示されてし､るように，西稜は主峯に通じ，主峯から北峯へ連結してし､る。この

地図の通りに登ったならば,GreatSaddleへの下降をどうしたのかが問題である。

ここで,Lawder隊とMurphy隊の試登と登頂記の関連記述の本文を原文のまま引
用しよう。

(5-1) Lawder:

$@Onthellth[Aug.],whichquitebychance turnedout tothegreat day
oftheexpedition,we leftCampHat 7a.m. The thermometer read20｡F.

WereachedHunt'sfarthestpointofthepreviousdayat9.10andhadagood
rest. Iwasnotfeelingfitagain, inspiteofarest thedaybefore; andafter

wehadbeengoingforanhourinsoft snowand xieachedapointat about

22,800ft.Igotcrampandwasunabletogoon.Itwasabeautifuldaywith
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notacloudinthesky, so, leavingmesafelyensconced,Huntwith the two
coolieswenton.

AboutlOOyardsfartheron, the ridgenarroweddowntoawidthofabout

4inchesforadistanceof20yards.Iwatchedthemcrossthislikethreetight-

ropewalkersandreachthewideridgeleadingalmostdirect tothesummit=

Thegoingherewasveryexhaustingandat 1.45,havingbeenmovingalmost

withoutahaltforthreeandahalfhours, theywerewithin400yardsofthe

summitandnotmorethan200feet lower.Greatlytomydisappointment, after

havingnearlyanhour'srest, theyturnedandstartedback. (文11.H.J.p.57)

(5-2)Murphy:

6dAhalfmilebeyondcampthenarrowridgeexpandedintoabroadplateau

whichrosetowhatwethoughtmightbethesummit. Justbelowthehighest

visiblepointwaswheretheEnglishpartyhadturnedbaCk inl935.We in-

haledfiveorsixtimesaftereachstepandclimbingslowly,alternatedthelead

tosharethetaskofbreakingstepsintheknee-deepsnow.

Itwasaclearday, andwecouldseethetwinpeaksofTirichMirbehind

usandthemountainsofAfghanistanto thewest. To thenorth, thenext

ridgesweptwestwardtowardanunnamed24,000footpeak.Smallgusts of

snowandwindblewup fromtheridge.Wehadhoped that lstor-o-Nal

wouldnotproduceexasperatingillusionsinthe formof false summits, but

ourwishwasnot fulfilled.Thefirsthighpeakofsnowprovedtobeafalse

summit.Wecontinuedclimbingalongtheridge・ Beyondasecondfalsesum-

mitwecouldseetheridgenarrowandcurvetowardtheright. Itssouthor

innerfacewasprecipitous, anditsnarrowcrestrosegraduallytoapointand

thendescended.Nowwewerenearlycertainthatourgoalwasinsight.

Keepingbelowthecrestofthe ridgetoavoidoverhangingcornices, Tim

movedforwardslowly,breakingsteps inthe snow.Cloudsbegan todrift in

fromthesouth,periodicallylimitingvisibility.Westruggledupwardforsome

timeuntilwe6nallyreachedthreesmallmoundsofsnow.Fiftyyardsbeyond,

the ridgeleveledandseveralhundredyardsfarther, it fell away.Wehad

reachedthesummit,24,242feetabovesealevel.(文12pp. 71)

<5-3)Anglada氏の見解（吉沢さんへの通信文より）

氏の見解を引用させていただく ：

1)彼らはC4(われわれのと同じ場所のように思えます《スペイン隊は野村隊のC4

を借用したとAnglada氏より通信があった由》から，山稜がずっと頂上へ続V､ている

と言っています。御承知のように，この山稜は花崗岩で出来ており，延々とのびて最後
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に北峯へ達しておりますが，主峯へは続いておりません。

2） その上彼らはC4を深雪の中に設け，それからコルに下らずに頂上へ行ってい

ます。そして同じ日にC4へ戻って来ました。第1にコルへ下りずに最高峯へ行くこ

とは不可能です。第2に悪条件の中では， 1日で登降するには距離があり過ぎます。わ

れわれは事実，それからC5を設け,C6をコルに設置して，そこに2晩泊まり，最

後にC4へ戻ってきました。つまり4日を要していることになります。しかもわれわ

れの場合には，天気も条件も良かったのに，彼らは深雪の中を歩v､ています。

3）最後に，彼らの頂上の記述には, Istor-o-Nalの主峯ということが何も書ﾔ､てあ

りません｡彼らのいうのは，岩峯から少し先の山稜のことを意味していることがわかり

ます。

ホセ・マヌェル・アングラーダ

バルセロナにて

《吉沢一郎訳》

さて，スペインからの写真を待つが未着であり，締切日も過ぎて編集者に迷惑をおか

けしているので，種々の問題は残ってしまったが，頂上7,403mの指示のちがいとい

う問題は，アメリカ隊と同じように登ったということにはまちがいなかろうが，アメリ

カ隊の地図に示した点線とは異っている。筆者は， この山の最高点，即ち7,403mの

山座が正しく認識されていなv､ことを疑問としてきたが，その一端の解明には役立つこ

とができた。しかしここで，まだ同定論的な未処理の問題が残されてし､るので断言をは

ばかる。スペイン隊の正式報告が発表されたならば，改めてこの峯の山座同定を考えて

みたい。

最後にこの問題について，多くの方々の御援助・御協力をV､ただいた。今は御尊名を

記さなﾔ､が，厚くお礼の言葉をのべさせていただく。またスペイン隊より早く，主峯登

頂云々を検討され，吉沢さんを通じて通信・資料を送られたAdolfDiemberger,Kurt

Lapuch,M・Anglada氏には深く感謝の意を表したい。 （未完）

参考文献

1． Burn,Lt.D.M. :Istor-o-Nal andSomeChitrali superstitions.H.J.Vol. 2,

1930,pp. 68-72. ills&map(以下OX. と略す)。

2. Finch, J.R.G. :HinduKush, 1938,H.J.Vol. 17, 1952,pp. 115-117．OX.

3． Schomberg,R. :MountainsofN.W.Chitral.A,J・ No． 314, 1967,pp. 1－14．

OX.

4． Zierhoffer,Stanislaw: C@Taternik''R. 38,Nr2-4, 1962, pp. 59,Foto:Ob6z

IV(ok.6,900m)PolskiejWyprawynaNoszaku;wglebilstor.o-Nal(7,398

m).

（52）



5. Pischinger, Dr. Rudolf :BergsteigerischeZieleimOsthindukusch・ 6AZ,

Folgel334, 1964,S， 26-29．OX.

6． Triiswetter, Iris :TheGarmisch-PartenkirchenHinduKushExpedition,1963,

A.J.No. 309, 1964, pp. 249-252, illsNo. 69.

7a，Gruber,Gerald:APanoramaof theHinduKush,A.J・No. 314, 1967,pp.

1-14,0X.

7b.Gruber,Gerald:Hinduraj-Hindukusch, 1965, J.d・OAVBd91,1965,S. 115-

127．OX.

8． 山本健一郎編：ロシュ・ゴル氷河の山旅：一橋大学東部ヒンズー・クシュ紀行

（1967)，東京・あかね書房（1968）274ページ。OX.

9． 一橋大学山岳会：ロシユ・ゴル1967年一サラグラール南峯ほかの登肇〔山岳〕第

63年（1968)， 32-49ページ。OX.

10． 高島一芳：テイリチ・ミール， 1967年〔山岳〕第63年， 169-176ページ。

11. Lawder,R.J. :Istor-o-Nal:The l935Attempt.A.J.No． 252, 1936,pp.

118-123.OX.,Aclimbsonlstor.o-Nal,1935,H､J.Vol. 8, 1936, pp. 53-

62.OX.イストル・オ・ナールに挑む：松本三郎訳〔ケルン] 41号，昭和11

年10月， 5－11ページ, OXく同文は宇野光一編〔ヒマラヤの山々]1,211-

218ページにあり）

12. Murphy, JosephE.Jr. :TheAscent of lstor-o-Nal. AAJ・ Issue30(10:1)

1956, pp. 66-74. andp. 199.OX;-do-H.J.Vol. 19, 1955-56,pp. 156-164.

OX.

13. Lapuch,Kurt :Hindukusch-Expeditionl967derHochtouristengruppeSalz-

burg. J.d.OAV,Bd. 93, 1968,S. 137-141.

14． 佐藤京子編：ヒマラヤ7403メートル，東京・あかね書房， （1969.）

特に第4部285-380ページOX.

（記。1969.11.23）

（53）
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H
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いつも厳しい条件に
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則

■
中 登山用キャンフニテント

キャンプ。用テントは安心して御客様におすすめ出来る日本山岳協会

公認サイズ・ラベルの付~いた品を御指定下さい。等

‐

竿

号

《

小

ふ

Pjｾ

L一一一ラベル

登山用テント部会会員の製作したテントは総

て入口下部にラベルが縫付けてあります

日本帆布製品工業会連合会
登山用テ ン 卜 部

東京都中央区銀座4の6の1 三和銀行ビル

電話 (561) 0231 ･ 1820’’ ■ﾛ■■■
■ Ly n 単よ〉･鋒W 蕊 軒俳
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涜山友鼬左力'好乙
登山・スキー靴

F』

４
‐
箔

新宿ステーションビル4階
サービスショップ°

TEL(352) 6564

四谷本店
新宿区三栄町3
TEL(351)1912,7432

八重洲ロ
中央区八重洲2の5
TEL(271)1560,8575

職雌窓口の

嚇馳”尋W海
4

4

畑山
獄
叫
紗

東京店

〒104束京都''1央区銀fl4西2の5
電話 （561） 3600 ． 0966

スキー用品部漣,活（561)0966
振替束京 1 13657

大阪店

〒530大阪市北区曽根崎上1-47
u新ピル1階

電話 （364） 0933(代表）
賑替大阪 68763
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〒
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砥

福岡店

〒812報|,Ⅲ1 |i城崎町1－4

屯 ‘i8 （28） 3440

本店

支店

と の
キスリング

門田ピッケル

〃アイゼン

夏冬用テント

東京都文氷区鋤島3－38－9

片桐盛之助

電話東京(831){:閑權
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』輪遣り山の虐

秀岳荘
札幌市北13条西4丁目
TEL (71)2346･8739

側
‘…〃 奮
庵※蕊:劇

. ､ ､弾,添奔私

議§鍵
／

F目‘…〃 奮
庵※蕊:劇

. ､ ､弾,添奔私

議§鍵
／

F目
鐸鐸

40年の前進史

雲霧灘霧 マナスル型高所用天幕考案

1952年日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門

製作・海外遠征隊には各方面より

御使用頂き御高評頂いて居ります

侭． 職浮島も ,蕊ぞ

義商店盲
主
ロ 田

吉田テント
東京都杉並区桃井1丁目 3番3号
電話東京（399） 2548 （398） 8469 （夜間）
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|山を愛する君に贈〃3大好読物.ノ 本
多
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一
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熈
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縦
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柵

写
宜
〈
・
永
田
洋
平
ほ
か
種
の
生
態
と
、
人
間
と
の
か
か
わ
り
を
興
味
深
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描
い
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異
色
の
北
海
道
風
土
記
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Ａ
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変
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／
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９
０
円
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三

二
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＝
＝
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ア
ル
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ス
暮
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四
十
年
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笠幽実業之日本社…
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山
と
溪
谷
社

創
立
仙
周
年
記
念
出
版

■■W■

Ⅱ山

界
山

岳
百
科
事
典

斗

米
海
外
・
国
内
の
山
岳
に
関
す
る
す
べ
て
を

網
羅
し
た
世
界
で
最
初
の
豪
華
な
百
科
事

典
／
◆

米
各
専
門
分
野
の
権
威
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た

正
確
な
内
容
と
適
切
な
記
述
。

米
豊
富
な
写
真
・
図
版
と
、
多
色
刷
地
図
を

多
く
収
録
し
た
完
壁
な
編
集
。

米
独
立
し
た
部
門
は
巻
頭
に
一
括
し
て
説
明

さ
れ
、
読
み
物
と
し
て
も
興
味
深
い
よ
う

に
構
成
。

米
登
山
史
年
表
を
は
じ
め
、
各
項
の
資
料
は

巻
末
に
付
録
と
し
て
添
付
。

米
家
庭
・
会
社
・
図
書
館
に
一
冊
備
え
れ
ば

山
岳
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
こ
れ
だ
け
で

す
べ
て
Ｏ
Ｋ
。

Ｂ
５
判
・
本
文
八
○
○
ペ
ー
ジ

図
版
写
真
豊
富
・
超
豪
華
事
典

９
月
上
旬
発
売
予
定

予
価
三
、
二
Ｏ
○
円

※
予
約
募
集
中
・
詳
細
は
本
社

営
業
部
宛
御
眼
会
く
だ
さ
い
。

吻

}

山溪カラーデラックス第2弾.ノ 世界に誇る日本の自然美を中心に、建

造物、行事、民芸品など日本の美しさ

がすべて網羅された画期的な写真集。

森と湖の国が、 日本アルプスが、美し

い全国の海岸が、古都のゆかしいたた

ずまいが、あなたを魅了いたします。

美しき日本

大好評の山溪カラーデラックス

日本の山
北海道から九州まで四季おりおりに美

しい日本の山々約200座をはじめ、高

山植物、溪流、高原、動物、山小屋、

山の雲など400点のカラーでつづる豪華

絵巻。 、日本の山のなりたち"蝋登山史〃

写真データなど本文記事も豊富掲載好評発売中定価2,800円

図書目録｢窓』最新号呈/乞講名記山と溪谷社 〒102束京都千代田区平河町1の2

可
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あかね書房の好評シリーズ.／

世
界
山
岳
名
著
逗
騨
篭
蕊
一
…
や

全
集

’ ’
全
岳
人
に
お
く
る
古
典
名
著
の
決
定
版
ノ
．

日
本
山
岳
名
著
全
集

世
界
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
意
志
と
情
熱
の
記
録
ノ

●
全
５
巻
編
集
Ⅱ
安
川
茂
雄
・
本
郷
常
幸
協
力
Ⅱ
登
高
会

団
紀
行
国
随
想
・
詩
・
訳
詩
他
團
先
縦
者

囿
研
究
・
論
叢
他
（
５
月
刊
）
團
大
島
亮
吉
研
究
（
６
月
刊
）

＊
四
六
版
箱
入
上
製
・
口
絵
つ
き
Ⅱ
各
価
八
五
○
円
（
３
巻
の
み
一
二
○
○
円
）

最
新
登
山
技
術
を
科
学
的
に
解
明
し
た
待
望
編
／
、

大
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
名
著
古
典
を
網
羅
し
た
豪
華
決
定
版
ノ
．

ヒ
マ
ラ
ヤ
名
著
全
集
鱸
詳
巽
錨
鰐
…
．

日
本
登
山
史
上
に
不
滅
の
光
荘
を
放
つ
大
島
亮
吉
の

全
著
作
を
網
羅
し
た
全
岳
人
待
望
の
決
定
版
ノ
．

大
島
臓念
全
集

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
講
座

全
胞
巻
完
成
／
，

ワ
ー
ル
ス
判
各
六
八
○
円
（
揃
八
一
六
○
円
）

全
６
巻
別
巻
ｌ
全
巻
完
成
／
・

四
六
判
各
四
八
○
円
（
揃
三
三
六
○
円
）

’ ’ ’

あかね書房 山のPR誌｢アルピニスト」刊行中（〒25･一年百円）
101束京都千代田区西神田3-2-1TEL(263)0641<代＞
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①奥武蔵・武甲山・三峰・坂倉登喜子
②奥多摩 ・ 大菩薩嶺・梶玲樹・他

③奥秩父・金峰～甲武信一垂取・乾徳・横山厚夫・他

④陣馬高原・高尾山・秋川溪谷・馬場圭二・他

⑤丹 沢 山 塊・羽賀正太郎他

⑥宮士と五湖 ・ 三ツ峠・渡辺正臣

⑦箱根 ． 湯河原 。 熱海・渡辺正臣

⑧奥 日 光 ・ 奥鬼怒・川崎降章

⑨尾瀬と銀山湖・会津駒・ I‘I族史郎
⑩軽井沢・神津牧渇・妙義・掛川昭一一

⑪伊豆 半島 ． 大 島・渡辺正臣

⑫三浦半島 ・江ノ島・鎌倉・本保 竣

⑬美ケ原・霧ケ峰・高ボッチ・坂倉悪喜子

⑭谷川岳と上越温泉郷・川崎隆章

⑮八ケ岳･北八ツ･蓼科山･ '[｣ 1 1耀久

⑯那須 ・ 塩原 。 鬼怒川・人見茂男

⑰磐梯 ・吾妻・ 安達太良・深沢達拾
⑱志賀高原 ・ 草津白根・下 達也
⑲上 高 地 ・ 乗 鞍・早乙女緩次他
⑳黒部 ・ 白馬 。 鹿島槍・ jl l n邦雄

⑳房 総 半 島・本保 竣
⑫浅聞高原・鹿沢・菅平・掛川昭一

⑳蔵 王 連 峰・衣袋賢二

⑳八幡平・岩手山 ・秋田駒・村井正衛
⑳霧ケ峰・ 白樺湖・蓼科・坂倉登喜子
⑳雲ノ平・黒部源流・櫨穂高・伊藤正一
⑰妙高・戸隠・野尻湖・黒姫・グループ・ド・モレーヌ

⑳南アルプス・夜叉神峠・入笠山・白旗史朗

⑳中央アルプス・木曽駒・木曽御岳・塩沢一郎
⑳南アルプス南部・井川湖・白籏史朗

⑪北アルブスの全貌・山下喜一郎他
⑫加黄白山・白.川郷・医王山・出村健論他
⑬飯豊 。 朝 日 連降・衣袋賢二

⑭大雷山 ・層雲峡・然別湖・中条良作他
⑳檎・穂高 ・ アルプス銀座・小林俊揃他
⑮立山 。 剣 。 黒部溪谷・大塚 大

壹嬢
定評ある

コースタイム入精密地図と案内書
⑳金剛・岩湧山 ・葛城山系・窩川良彦他
鰯六 甲 。 摩 耶・中村 動

〔＝〕
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や
・
岼
緬
，
⑤
こ
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１
１
仏
拶
恥
供
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■
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一

⑭比良 ． 京都北 山・角倉太郎

⑯大峰の 山 と 吉野・御勢久右ヱ門

⑳大台ケ原・大杉谷・高見山・米田傭雄他

⑲奥高野・龍神温泉・湯の峰温泉・仲西政一邸

⑳赤目 ・青山 ・ 室生付近・水町進他

⑪鈴鹿連峰・御在所・伊吹・尾崎源一他

⑫大 山 。 蒜 山・佐野勇一

⑬帝釈峡・三瓶山・備北山群・加藤武三

⑭秋吉台・三段峡・芸北山群・加藤武三

⑮九重・飯田・久住・万年山・

加藤数功，梅木薫平・加藤英彦他

⑮英彦山登山と耶馬渓探勝・仰水政次郎

⑰阿蘇登 山 と 周遊・熊本県岳連

⑱平尾台 ・ 福智山塊・月原俊二

定価150円－200円
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E薄地図専門の

日地出版
本社〒101束京都千代田区西神田2 2－15

振緋 東京195917TEL(261)5126～8

勇域店〒542大阪市南区安堂寺橋通3－60

振捧 大阪28570TEL（252）7421
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初めての山本壼蟻菫煮
調
徽

T内哉

著者の青春へ決定的な影響を与えた初めての山.′ 殆ん

ど無名に近い故郷の山での体験を格調高く描いた力作.′
”
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山岳人のためのハンドブック 〈好評発売中＞

WoridAfidsof

Mounfqineering
EdiﾅedbyWilfridNoyce&lonMcMorrin

l969、 22×29cm.，276p、 260blqckQndwhife illusfrqfions.
16p.colorillusfrofions、 32p･ fwo-colormdps, 18 1inemdps.

(T"0"z(zsⅣ"so"&So"s,Lo"dり"） 定価¥4,900

本書は世界中の山を広範囲に収録するガイド・ブックで，今まで，あまり紹介されていなか

った， 日本，中国，朝鮮，台湾さらに東アフリカの山岳地帯をも収録しています。執筆には豊

かな経験を持つ国際的に有名な登山家が多数参加し，豊富な写真詳細な山岳地図を使って，

わかりやすく解説しています。

ｆ

ﾄ

一
．
和
砂
品
‐
訓
町
さ
ザ
。
”

』ﾔ

山岳関係和・洋書のご整理は，

ぜひ弊社にご用命願います。
古書買入

’
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誰
年
犯
学
祁
門
祁
要
畑
記
岫
話

居
一
望
唯
一
庭
棒

畷
》
輔
蹄
》
築
轌
相
》
峠
加
成

エ
酢
建
却
住
誰
建
御
家
酔
作
酎
北
集

相模書房は

30数年にわたり

建築関係図書を

刊行してまいり

ました

相模書房
東京都中央区入船町2丁目1番地

電話（03)551-0017．振替東京130480 山本祐弘著 A5判定価1,800円

a…. 命 も , 肉q 鉾･蜂,劃 ' q r 防 丘 ﾛ ■ D坐~



第21巻 山岳記録の古典的三名著を収録する
悪
亭
瀞
蝉
怨
呼
添
喫
凝
癖
榊
齢

650円

アイガー北壁の初登鑿ハラー
氷と岩の魔の岩壁の登塞を通して人間の生き方を描く、珠玉の名篇ノ

エヴェレスト ノイス
世界最高峰への登頂に賭ける不屈の人間劇を描いた感動の古典的名著

ジャヌーヘのたたかいブランコ,テレー
マカルーの名隊長ブランコ．超人テレーの描く怪峰ジャヌーとの闘い

筑摩書房郡iW解説・深田久弥蕊ﾐ:蕊騨:?:鶴蕊癖

灘

ク、

幸次郎監修井上靖・今西錦司・桑原武夫・中野好夫・吉

現代世界ノンフィクション

司#．

■Bm

I山 ン

川

全集

妊
娠
悪
阻
（
っ
わ
り
）
・
脚
気
・
じ
ん

ま
疹
・
小
児
ス
ト
ロ
フ
ル
ス
・
薬
物
中

毒
・
食
中
毒
・
自
家
中
毒
・
耳
鳴
り

難
聴
・
夜
尿
症
な
ど
に
．
◆
…
…
…
…
．

飲
み
す
ぎ
・
二
日
酔
い
・
肝
障
害

食
欲
不
振
・
全
身
が
だ
る
い

肩
が
こ
る
・
腰
が
い
た
む
肝
臓
障
害
神
経
痛
疲
労
回
復
に

そ
の
他

蕊溌議灘蕊蕊ど
こ
へ
で
も

お
と
も
し
ま
す 鱗

馨
懲

謹嚥
蕊;溌溌蕊

瀞癖

§





§
山
の
情
報
を

す
ば
や
く
キ
ャ
呈
少
．

2

現
金
正
価
２
８
，
○
０
０
円
月
賦
定
価
（
柁
回
）
２
９
，
７
０
０
円

（
２
台
１
セ
ッ
ト
）
現
金
正
価
５
６
，
○
Ｏ
○
円

２
波
内
蔵
型
の
た
め
、
混
信
の
少
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
べ
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
が
、
突
然
の
気
候
変
化

や
そ
の
他
情
報
交
換
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

●
混
信
が
さ
け
ら
れ
る
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
…
…
…静がの

ｽｰバｰ胸ヨ
ロ
。一

一
一

雪
国



●
お
気
軽
な
海
外
旅
行
を

ど
ん
な
に
旅
慣
れ
た
お
方
で
も

海
外
旅
行
は
な
に
か
と
め
ん
ど

う
な
も
の
。
ま
し
て
視
察
研
究

留
学
の
旅
は
な
お
さ
ら
で
す
。

煩
雑
な
手
続
や
日
程
作
成
、
手

配
な
ど
は
す
べ
て
専
門
家
に
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
・

海
外
一
流
業
者
と
提
携
し
た
日

通
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
網
は
、
団

体
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
旅

行
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
お
近
く
の
日
通
支
店
観

光
係
ま
た
は
左
記
の
日
通
東
京
航
空

支
店
へ
ど
う
ぞ
。

東
京
都
港
区
新
橋
一
’
五
’
二

（
電
）
五
七
一
・
八
四
八
一

愈
杲
薑



奥
様
の
腕
が
光
り
ま
す
〃
．

蝿

４

．

。

も

．

・

無

恥

韓

泥

具1

Jか

側
』

主
原
料
に
エ
ス
ビ
ー
の
純
カ
レ
ー

あ
の
有
名
な
赤
カ
ン
。

世
界
各
地
か
ら
集
め
た
三
十
数
種
も
の

香
辛
料
が
、
ぜ
い
た
く
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。

ま
る
や
か
な
味
を
加
え
る
ク
ロ
レ
ラ
入
り

健
康
の
緑
藻
類
・
ク
ロ
レ
ラ
を
入
れ
ま

し
た
。
カ
レ
ー
の
辛
味
と
酸
味
を
整
え

て
、
だ
ん
ぜ
ん
お
い
し
く
し
ま
し
た
。

油
く
さ
さ
の
な
い
純
良
ラ
ー
ド
を
使
用

即
席
カ
レ
ー
に
共
通
の
、
あ
の
油
く
さ

い
に
お
い
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

高
価
な
純
良
ラ
ー
ド
を
使
っ
た
の
で
、

溶
け
る
の
も
早
く
理
想
的
で
す
。

一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
と
お
な
じ

い
ま
ま
で
ド
ロ
ッ
と
し
た
カ
レ
ー
を
お

作
り
に
な
っ
て
い
た
奥
さ
ま
も
、
お
た

め
し
く
だ
さ
い
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
レ
ー
な

ら
で
は
の
味
を
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
な
い
の
が
コ
ツ

香
り
を
逃
が
さ
ず
、
シ
ャ
ー
プ
な
味
を

作
る
た
め
で
す
。
す
ば
ら
し
い
味
と
香

り
で
、
奥
さ
ま
の
腕
が
光
り
ま
す
。

、
上
弓
・
■
弓
鄙
や

S&BGOLDEN
ゴーノレデンカレー
●クロレラ入り…………7皿分￥100円

ヱズビー食品株式会祇
磯竿乾轌錨.:姥,#; ＃

h q p ‘'』Lf■
ケ
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蕊

蕊

落
蕊
溌
浄

溌
唾
溌
蕊

藤
津
ぷ
ふ
蕊

鐙
惑
》
一
議
鐵
蕊
斗
一
《
篭

溌
稚
鰹
蕊
鋤

幾
や
殺
癖
鑑

識
溌
蕊
議

瀞
磁
霧
》
溌

鮪協和銀行
本店／東京・丸の内／全国220余店



’
｜

’日本団体生命はわが国における
グループ保険の開祖です。

個人保険も

登山保険も行なっております。

’

’
’

昭和生れのホープ本店・東京都千代田区丸の内2－1
電話（281） 3211 （代表）

小伝馬町別館（役員室，総務部他）
電話（662） 3311 （代表）
・東京都中央区日本橋小伝馬町3－2

支店（大阪・名古屋・福岡・札幌）
支社（東京他25）



宝"暁七宝

電気炉･絵具･材料
吉
一
雷

雲
三種各

林電工が電気炉と材料を売り出してから

七宝焼が家庭で手軽に出来る手工芸とし

て日本中に広まったのです。

一度お気軽に御来店下さい。

カタログ送旱

七宝焼手びき（1部100円）

東京都文京区小石川篭町238 TEL(294)5486

林電工株式会社工芸部
代表取締役林和夫

◆◆播州電機株式会社
大阪・東京・名古屋・札幌． ・姫路・広島・福岡



い､ ' , ÷ 占 ご町

ヰヒマラヤヰ南極ヰエベレストヰ

エニートランシーバーの通信連絡なら

i <信頼されています＞

通信機専問メーカー

q卿株式会社工二～
本社工場東京都世田谷区烏山町1801

束京営業所東京都世田谷区世田谷2－25－15

関西営業所大阪府豊中市柴原町2－8
柴原ハイツ205号

〔鑑下型"ｼ』鯉〕
’

ｊ
部
活 ;ﾑ ･蝋;ぬ識喋 ¥L 畦脆

･篭學

rFU

,ﾐ巽
L

鼻 1，．2』

世界に躍進 小松
“日本のトップ世界のコマツそ

小松は大正10年会社創立以来，

製鋼より造機にいたる一貫生産方

式のもとに鋭意，技術の開発につ

とめ， いまでは生産機種250余種，

輸出は世界80数ヶ国に及んでいま

す．ブルドーザ等の建設機械,フォー

クリフト等の産業車輌， それにダン

プ，トラック，雪上車， ブレス機械なと．

すべてが‘･世界のトップ･ブランド、も

世界の各地て， あらゆる産業の現

場で，社会の繁栄に貢献しています．

日本のトップ世界のコマッ

囲爪松製作所
東京都港区赤坂2-3-6琶(584)71 1 1〒107

カタログは本社宣伝部宛こ請求ください．

●北海道支店壷札幌<66》81 1 1 ●東北支店盆仙台（56〕71 1 1 ●北陸支店舌新湖(66>951 1 ●東京支店在東京(584)7 1 1 ●東,毎支店査横；兵（31 1 ） 1531
●中部支店査一宮（77〕 1 131 ●大阪支店査豊中〈64〉2121 ●中国支店壷五日市（21 ）31 1 1 ●四国支麿丞高松〔41 〉 1 181 ●九ﾀ, ‘支店壷福岡（64ﾉ31 1|



ﾂホーヤ

交通公社

周遊
べんりでお

囮
ご出発の安心感お帰りの満足感

日本交通公社

本格的山賊料理
アルプスの香りと味をどうぞ

ブリガンドの意味は山賊一自然を愛する勇者です

山岳部員の皆様一度お越し下さい。

お待ちしております。

＊交通

地下鉄日比谷線広尾下車

バス渋谷→日赤産院下車
〃 〃→西麻布下車

都電 西麻布下車

〃 日赤病院下下車

Ｉ
高
速
道
路

I
港区西麻布4．5･2 TEL(407)3009･3006



ぐｻｿﾜ》で
しっかり
貯めましょう

’｜
｜

一みなさ

4

曽. r劫雷Y‘f1‘弾、鳶

山小屋の窓もアノレミでお化粧
木造建築用サッシの決定版

不二のホームサッシDFK
防犯用電子ロック附

●お問合せはお気軽にどうぞ

ガラスとサッシ

池田ガラス建材株式会社
代表取楴役池田光二(会員）

東京都練馬区氷川台4－35－9 （176）
TEL.03-934-3201(代）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■

＃

「

ザ
B r

のどのかわきが

ピタリととまる.ノ

藤ライトの
主

梅肉 キスﾌIくあたり 工
全国の薬局・デパートにあi) 謂

’
『

麓



＃ 基
識＃

トロフィーならおまかぜ下さい、

籍
■たえず外国のデザインを直輸入しそれを

アレンジして製作

《営業品目》
バッジ・〆ダル･バックル･名札･キーホルダー・ トロフィー・

優勝旗･金属看板･ネームプレート・プラスチックマーク・カ

ップ･七宝焼･マーク・ワッペン･ペナント・タイ止・其他記念

品･ステッカー・ワッベンマーク･織物ネーム

東京都千代田区飯田橋2丁目8番5号
@102 S263-474 1 (代）

シナョイ

垂261－4095(夜）
アジア

式
社

株
会

横河の電気計測器と

本山のコントロールバルブの御用は

オートメーションの

完全体制を推進する

蠅墨餓臓{備恥
有信計器株式会社へ
取締役社長神谷 恭(JAC-744)

横浜市西区高島2丁目1番の50TEL(045)441-2681㈹〒220

sUN

さが語る品質G&

．雀ルド＆．出ルド

特級(760口β)1900円

灘議謬



新野地温泉

桐鰻雇號儲

スキーと登山の基地､岳人の宿

福島市土湯温泉町野地1
屋急 相模八郎

’！

澱｡‘,；"隠忍 蕪鋤‘蕊蝋;; ，

荊可精製1
吟跨 1 . り

石
函画尹

燃料 業
本社／東京都千代田区竹平町I

TEL213-22II(大代表）



スキーに良し、登山に

良し、皆様のおいでを

お待ちしております。
吾妻連峰の束麓標高750メートルにある高揚温泉は福

島盆地の広がりを前に硫黄の匂いがた、.よう高原のいで

湯でございます。

170名様客室45室

1200～3000円

800～’200円

収容人員

宿泊料金

半 泊

円
円

０
０

０
０

５
５

一
一

０
０

５
５

２
２

食
食

朝
中

吾妻スカイラインの入口

高湯温泉

達危HOTEL

ADACHIYA

TEL庭坂(024594)170～2

束京案内所（561） 1245～6

吾妻山荘

年中無休

連絡先安達屋

ザb
H, '､



二＝

司
スキー、ゴルフに信夫高湯温泉へ

吾妻スカイラインの表玄関

福島よりバス50分、ハイヤー25分

日本交鳥霊協定吾妻高原ホテル

’
登山に、湯治に、保養に

吾妻連峰920mの高原

福島 水保 スヵーぬる湯サーヒﾉくス

福島県観光連盟・協定

ぬる湯温泉日

勿

’

|表吾妻唯一川小屋
電燈、風呂、寝具、完備

夏期スカイライン浄土平駅より7分

冬期ぬる湯』より100分、信夫高湯払より200分

吾妻小屋
’

問合わせぬる湯温泉| ’



D J

ガストンの山岳書店
1M

店主. :LC.ボーム
（英国山岳会員）

登山，極地に関する各国の新刊，旧刊，絶

版ものの取次ぎ販売。各国山岳会年報，月報，

登山ガイド，特殊地図，版画なども取扱って

おります。

型録， その他の御照会，お申込みをお待ち

しております。

I

掴

班

宛
名

"Gaston'sAlpineBook",

134KentonRoad,Harrow,Middlesex,

HA3－8AL,England.

血も

W ､ ' ､ , ､, ｡＆℃・堀 ざｷﾐ『 “ P霧孑‘ [矛群､曲p， 浄諏 . 田､,鱗･I‘Pf



｜
南
極
研
究
会
編

南
極
新
聞
（
一
九
五
六
～
七
年
）

非
‐
ン
ヤ
ン
キ
‐
シ
、
ン
１
一
九
六
五

東
京
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
編
定
価
三
○
○
○
円

登
頂
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
・
力

笥
享
胃
生
二
局

高
橋
進
編

●
‐
刀

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
日
記

京
都
大
学
学
士
山
岳
会
編
‐
１
１
定
価
一
二
○
○
円

坂
本
直
行
著

雪
原
の
足
あ
と

森
林
・
草
原
・
氷
河

幸
ヨ
巾
山
・
毒

川
崎
精
雄
著
薮

大
島
堅
造
著

堅
趣
い
山
・
〉
迎
い
山

加
藤
泰
安
著

望
月
達
夫
著

山
の
古
典
と
共
に

寺
ｙ
こ
し
昔
の
話
ｌ
千
鳥
・
樺
太
・
札
幌
・
備
濃
Ｉ

初
見
一
雄
著

山 1

’

ン

’定
価
二
八
○
○
円

定
価
一
二
○
○
円

定
価
一
五
○
○
円

定
価
一
五
○
○
円

定
価
一
二
○
○
円

定
価
六
○
０
円

定
価
九
○
○
円

定
価
九
六
０
円

茗溪堂 本山の二二二

4

誇認
錘

＝

蕊
吟

佇

～

“

蕊蕊蕊慧蕊蕊J…
蕊茗溪堂蕊襲漂鳫鯛駕鰡聖堂02)巽竺

944 2振替口座・東京24723

山
日
記
の
栗

●
山
（
日
本
山
岳
会
会
報
ｉ
｜
部
一
○
○
円

国
立
公
園
カ
レ
ン
ダ
ー
一
九
七
Ｏ
年
版

国
立
公
園
協
会
編

定
価
九
六
○
円

日
本
の
山
旅
（
近
刊
）

足
立
源
一
郎
ス
ケ
ッ
チ
帖
ｌ
予
価
三
六
○
○
円

藤
島
敏
男
著

山
日
記
（
一

日
本
山
岳
会
編

山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ
（
新
刊
）

小
山
丘
山

日
本
山
岳
会
編

妬
～
岬
年
合
併
版
四
○
○
円

／
師
年
版
一
五
○
○
円
／
馴
年
版
一
八
○
○
円
／

歴
年
版
二
○
○
○
円
／
田
年
版
二
二
○
○
円
１
１

●
“
年
版
二
○
○
○
円

山
で
唄
う
歌
１
些
巣
・
２
集

戸
野
昭
・
朝
倉
宏
編
ｌ
集
二
四
○
円
２
集
二
八
○
円

赤
星
昌
編

屋
久
皀
河
ｌ
災
し
ぃ
蝋
か
唾
自
然
Ｉ

九
七
Ｏ
年
版
）

定
価
二
五
○
○
円

定
価
五
三
○
円

定
価
三
八
○
円

ｇ
，
〆
４

ぬ

司

日

無
料



』

未知に挑戦するとき

ｸﾚﾓﾅの良さが集結する｡懐い膨口＝しF-nQp

欝鯛，蝋撚クレモ＊
します。 あらゆる試練に耐え抜く

山男の根性…まま受けついだ晋山用品
クレモナ。 ヒマラヤから南極まで テント .シート .ルックザック.アノラックなど

広く各地で信頼をあつめています 気蔦魚源叢晶猿爵怠蕊
■h



無機化学ノ、ンドプック
無機化学'､ﾝドプツク編委員会編 定価5.500円

ドプック
，定価9．500円

有機化学ノ、ン
有機合成化学協会編

機器分析’、ンドブック
機器分析ﾊﾝドプｯｸ編集委員会編 定価5.000円

窯業二に学ノ、ンドブック
窯業協会編 定価8,500円

石灰便覧
定価1 .800円

石 膏
石膏石灰石汗究会編

ツ ク
定価5,500円

米占圭
日本粘土学会編

ノ、 ン ドブ

都市 ガ ス便覧
田中義高編 定ｲ面 750円

ク
訂中

気象学ノ、ン
気象学ハンドプ､ｿｸ編集委員会編

ドブッ
改

生物化学ノ、ンドブック
生物化学ﾉ､ンドプ･ｿｸ編集委員会 定価3,000円

鍵;生物堂_ハーンドブック
微生物季ﾉ､ﾝドプﾂｸ編集委員会編 改訂中

栄養学〃、ンドブック
栄養学ハンドプ'ソク細集委員会編 改町中

公衆衛生
公衆ｲ噺生活動ハンドプ

活動ノ、ンドブック
ク編集委員会編 定価2,500円

蕊蕊熟策ハンドブック定価4．000円

土木工学.ﾉ、ンドブック
土木学会編 上巻・下巻冬

（B5旦判）
定価7,000円

（A5判）
皮 10,000円

_土木工員学ﾉ、ン
土木学会編

ドブツク
定価布-8.000円

圭工篁穏工学ハン ドブック
定価7．000円

防災ノ、ン ドプッ ク
防災ﾉ､ﾝドブ､ ﾉｸ綿東委員会編 定価5.500円

建築音響工学ノ、ンドブック
R本音響材料協会綿 定価4,000円

典
頤
ク
岬

９
８

化学 用
同絹集委員,会編

三君
画ロ

ンド

辞
定価

ブッ
定価

化学実験ノ、
1面J編集委員会綱

建築
I司編集委員会締

用
五
ｐ

一
三
両 辞典

定価2,500円

機械工学用語
同編集委員会編

曲
鏥２

辞
定価1

電気工学用語辞典
同編集委員会編 定価1 ,800円

■図書目録請求下さい。■

■





’一
、

一
、

一一一一一一

、 、 、 、 、 、

一
、

送
り
先
東
京
都
千
代
田
神
田
錦
町
三
ノ
ー
三
（
向
井

ピ
ル
内
）

「
山
岳
」
投
稿
規
定

投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

原
稿
の
採
否
は
山
岳
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

原
稿
は
返
却
し
な
い
。

研
究
並
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

紀
行
に
は
な
る
べ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

地
名
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
振
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

る
。

校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。一

》

編
集
委
員

日
本
山
岳
会
一
‐
山
岳
‐
一

島田月

雄達 婁
一寛一夫

一
九
七
○
年
三
月
三
十
一
日
発
行

山
岳
第
六
十
四
年

（
通
巻
一
二
三
号
）

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
ノ
ー
三
（
向
井
ビ
ル
内
）

発
行
所

鶏
日
本
山
岳
会

電
話
東
京
二
九
三
局
七
四
四
一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

発
売
所
筆
砿
茗
渓
堂

電
話
東
京
二
九
一
局
二
八
八
一
番

振
替
東
京
二
四
七
二
三
番

日
本
山
岳
会
内

編
集
兼

発
行
者

望
月
達
夫

印
刷
株
式
会
社
技
報
堂

写
真
版
光
村
原
色
版
印
刷
所

製
本
株
式
会
社
三
水
舎

1

定
価
二
○
○
○
円
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溌
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間
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ふ
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凸

蕊灘
日
Ｆ
防
畦
，
卜
旧
Ｉ
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灘
溌
雛
蕊

多フ 日本建鉄腕式会社
本店東京都千代田区大手町2－6－2

TEL. 270-6511

取締役会長早川種三
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立 ・教 大 学
日 本 山 岳 会

"

”

京 郁 大 '里准
〃

【I 牛 山 岳 会

丈部街 "学祢j会 ‘議

神 ﾉ 団 大 ‘学

1架 H1 ド兼 1造

1 1 本 山 碓 会

H 本鍵 ア テ レ ビ

毎｡ 出 新 聞
明 稀 人 ’ 'γ晋

IpJ ,と 社 人 '学

1Yi- ィ徹 111 人 "γﾆ

ﾆ人 肱 大 '､挨

全H本山賠池蝋

,fL 禾嗣 l+1 人 ′学

’二 謡] 人 ・学

全日本山〃i 池盟

京 信15 ノ､さ #ザニ

ビ ノレ ＝ 【副 111 岳会

.'荘 竜 ﾉし J‘1,1

11 本錨翅1 .デー 会

1回】 ‘,Lく *士 人 2幹

部 立 上 学冒
大阪府 恢 大苧呉

」じ 『砥 道 人こ 学

-化 7班 道 火 ′学

「+1． 柿 IiI 上 "学

jYI‐ fiR IlI 大 学旨

iｻj 荷 人 雪､弊

|坊 偉』 冒人さ ･学

篇山 汀I 山鑑一 会

‘版 糸田 1姫 人 ′学

エ デノレワイスクラっ癖

日本ク･ノレシア友女f議山協会

R C C II

丈部省 ‘学神丁会古義

11＄ 央 大 学

干 桑 ･鑑 連

'沖 岡 うん 曾学

ｲ,f 州 大 ’学

｣パ ノ厳里f美祢J 二人二 子冒

束京歯 禾&ﾄ 大学

ﾉ･、 1 1 1 今排除山岳会

秒世 歩 オ実 祈心 会

|坊 緯『 大 ′学

､束 海 二人ざ 学

Hィ式 11 1締会来《虹上部

筒 11｣ ;rI lI l ‐岳会

山支 単一 人 〃学

日 本 1 1 1 崎 会

焔 I殉 察 j虫

H 本 111 岳 全

日本l II f岳会束輝支部

I蝿 無 骨巖 高 会

ナ ー〆 夕. ゴー l､ 霊山隊

一寺〉 ナ ズ ﾉﾚ f杏 在 隊
〃 鞍 山 隊

第一息 島久こマナス牛鞍山 l塚
アンナ －ﾌﾞ ﾉﾚナ モ菱山隊

方ラコﾑﾉﾚ学祢『調査隊

蕊 ｡.次一ナスノレ登山隊

I杓純チ イ鞠 ・ ノ1虞 猶見 棚リ 隊
〆ぐ タ コ ニ ア識山 l掌

ン ‐Lガ ルヒ ーーーノレ探在隊

ヒマーノレチュ 'ノ 登山隊

． ↑す 認 ‘学術搾検 l塚

アラ ス 方 ′学神『 銅森隊

ア ピ う堂 71 1． 隊

アジア, ヨーロ ソ〆守大陸縦・断
ピ ｸ 2 9 ．i望 イ｣'三 I塚

ビ ノクホワイ ﾄ ビ ｸ遠征三 低蚊

エクアト’ ﾉﾚ ･アンデス遠祁隊

I輯 米等借 調 髭 隊
ビツクホワイトピーク第Z次遠柾隊

一サ ノレ ト ロカン ﾘ j虫 チ1 1ミ隊

ン 'ノキム ･ ヒーマラーャ霊山隊

ヒムルン ･ ﾋマ － ﾉﾚ益I』1 1塚

上マラ ーャ蝶曳我銅従隊

一ザ イ ュぐ ﾉﾚ 士堂 征： 隊

合1面j東部ネノ寺 ﾉﾚ'装術調先陣

アンテ余ス,アーー 、ﾉ・ンキ乗イ黄隊

ア ラ ス 力 2號神J ＃柴 イ黄隊

エクア I豊 ﾉﾚ ･アンテ"ス連71Iき ば蚊

ローンエ ・ 寺〆ヤーノレj堂711． F紫

ｺﾞジユン/ぐ ｡ カン遮和'二 F蚊

ロ ガ ン 識 山 Ⅸ軟

砿'I 部ネ ノ母一ﾉﾚ j堂 fl}昌 隊
ヨ 一 口 、ソ ′ぐ 対皇 破 ド峡

-へこ ﾉﾚｰ ･ アンテﾞ ス連ィ1 1 1歌

力 フ カ ズ 唾 釧黒 I砿

上ンズー - ク 睾〆1 ：鞁山1K敦

1判 他 凝見 jMll ド兼
上 ンズご－ｸン ｪ篭山 I獣

ヒンズ クシュヒーマ麦ラヤニ談山隊

コロンビアァンテ．ス学祢了調皇先F蚊

ネノざ ル王国ワンダリンク・隊
1J可部ネ'ぜ ﾉﾚI這族丈化↓調：企ド兼

‐ペノレーアンテ″ス j堂郁さ 脳鍍

ﾉぐ タ ゴニア 芳蚤 山 ド求

〆寺ンジャブ． ﾋﾏｰﾉﾚ雑炎LlI I嘩

1 1 1 音15 ア ンデス 虻炎山 I敬

Ll1 火ア シ ア採置 I拳 l獣

上マラ ーャ '2排神丁 j望 7正 11蚊

ｸ､、 ﾉレジギヒ ーァ ﾉﾚ j堂祉．隊

アブガニスクン‘学付r ,凋在蚊

エ ・声く レス I､ 鞍山H沓 ：俺隊

上 ンズf－グー1壷山脾峡

エ .－く レ ス I、 芳晶 山 ド兼

マ ｶ ﾉﾚ － 益 山 隊

夕争 ウ ラ ギ リ 、鞍 1u F蚊

』

・プーイロン

蕊糸田里予

ビニロン

千代田'又:掛ImZ頁田町.2－23

・テント製i豈元

テント Te1.(252)4426～7



TheJournalof

TheJapaneseAlpineClub

SANGAKU

Vol.LXIV 1969


	1969optimisation_Part1
	1969optimisation_Part2_Part67
	1969optimisation_Part2_Part66
	1969optimisation_Part2_Part65
	1969optimisation_Part2_Part64
	1969optimisation_Part2_Part63
	1969optimisation_Part2_Part62
	1969optimisation_Part2_Part61
	1969optimisation_Part2_Part60
	1969optimisation_Part2_Part59
	1969optimisation_Part2_Part58
	1969optimisation_Part2_Part57
	1969optimisation_Part2_Part56
	1969optimisation_Part2_Part55
	1969optimisation_Part2_Part54
	1969optimisation_Part2_Part53
	1969optimisation_Part2_Part52
	1969optimisation_Part2_Part51
	1969optimisation_Part2_Part50
	1969optimisation_Part2_Part49
	1969optimisation_Part2_Part48
	1969optimisation_Part2_Part47
	1969optimisation_Part2_Part46
	1969optimisation_Part2_Part45
	1969optimisation_Part2_Part44
	1969optimisation_Part2_Part43
	1969optimisation_Part2_Part42
	1969optimisation_Part2_Part41
	1969optimisation_Part2_Part40
	1969optimisation_Part2_Part39
	1969optimisation_Part2_Part38
	1969optimisation_Part2_Part37
	1969optimisation_Part2_Part36
	1969optimisation_Part2_Part35
	1969optimisation_Part2_Part34
	1969optimisation_Part2_Part33
	1969optimisation_Part2_Part32
	1969optimisation_Part2_Part31
	1969optimisation_Part2_Part30
	1969optimisation_Part2_Part29
	1969optimisation_Part2_Part28
	1969optimisation_Part2_Part27
	1969optimisation_Part2_Part26
	1969optimisation_Part2_Part25
	1969optimisation_Part2_Part24
	1969optimisation_Part2_Part23
	1969optimisation_Part2_Part22
	1969optimisation_Part2_Part21
	1969optimisation_Part2_Part20
	1969optimisation_Part2_Part19
	1969optimisation_Part2_Part18
	1969optimisation_Part2_Part17
	1969optimisation_Part2_Part16
	1969optimisation_Part2_Part15
	1969optimisation_Part2_Part14
	1969optimisation_Part2_Part13
	1969optimisation_Part2_Part12
	1969optimisation_Part2_Part11
	1969optimisation_Part2_Part10
	1969optimisation_Part2_Part9
	1969optimisation_Part2_Part8
	1969optimisation_Part2_Part7
	1969optimisation_Part2_Part6
	1969optimisation_Part2_Part5
	1969optimisation_Part2_Part4
	1969optimisation_Part2_Part3
	1969optimisation_Part2_Part2
	1969optimisation_Part2_Part1
	1969optimisation_Part2_Part68
	1969optimisation_Part2_Part69
	1969optimisation_Part2_Part70
	1969optimisation_Part2_Part71
	1969optimisation_Part2_Part72
	1969optimisation_Part2_Part73
	1969optimisation_Part2_Part74
	1969optimisation_Part2_Part75
	1969optimisation_Part2_Part76
	1969optimisation_Part2_Part77
	1969optimisation_Part2_Part78
	1969optimisation_Part2_Part79
	1969optimisation_Part2_Part80
	1969optimisation_Part2_Part81
	1969optimisation_Part2_Part82
	1969optimisation_Part2_Part83
	1969optimisation_Part2_Part84
	1969optimisation_Part2_Part85
	1969optimisation_Part2_Part86
	1969optimisation_Part2_Part87
	1969optimisation_Part2_Part88
	1969optimisation_Part2_Part89
	1969optimisation_Part2_Part90
	1969optimisation_Part2_Part91
	1969optimisation_Part2_Part92
	1969optimisation_Part2_Part93
	1969optimisation_Part2_Part94
	1969optimisation_Part2_Part95
	1969optimisation_Part2_Part96
	1969optimisation_Part2_Part97
	1969optimisation_Part2_Part98
	1969optimisation_Part2_Part99
	1969optimisation_Part2_Part100
	1969optimisation_Part2_Part101
	1969optimisation_Part2_Part102
	1969optimisation_Part2_Part103
	1969optimisation_Part2_Part104
	1969optimisation_Part2_Part105
	1969optimisation_Part2_Part106
	1969optimisation_Part2_Part107



